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序

京都市立西京商業高等学校では現校舎の老朽化にともない設備の充実のために、校舎の全面的

改築を計画されました。それは敷地北部の運動場 を校舎の新築予定地にあて、南部の現校舎は新

校舎の完成後には取 り壊し、その跡地を運動場に整備しようとするものでありました。同校の敷

地は平安京の条坊地割 りの上では、右京三条二坊十五 ・十六町に想定され、京内遺跡の存在が推

定されます ところか ら、これまでに発掘調査、試掘調査、立会調査など数次にわたり実施され、

それぞれ注 目すべ き成果を挙げています。今回の改築計画で新校舎の建設予定地は上の十六町の

ほぼ全域と十五町の一部にあたりますところから、事前の発掘調査を実施することになり財団法

人京都市埋蔵文化財研究所に委託されました。同校敷地内の既往の発掘調査は1981年 の十五 ・十

六町の第1次 調査、1987年 の十五町の第2次 調査が実施されてお ります。今回の調査は十六町の

第3次 調査、十五町の第4次 、第5次 調査 として1999年7月 に着手 し、断続的に2001年3月 まで

実施 しました。

本報告書は第3・4・5次 調査における調査の全容について報告するものであ りますが、併せ

て第1次 、第2次 調査報告を収録 しています。

十六町のおよそ一町四方を敷地とし、南北に長 く広がる園池とその周辺に所在する建物群から

なる9世 紀末から10世紀初めころの邸宅遺跡を検出することができ、出土土器の墨書から斎宮に

関連 した邸宅跡と推定考察されますことなど、遺構ならびに多 くの出土遺物の整理 ・分析 を通し

て明 らかにしています。

この調査の実施ならびに本報告書の刊行に際して、関係の各方面の多 くの方々からご指導、ご

助力をいただきましたことに厚 く感謝いた します。そしてとくに京都市教育委員会、京都市立西

京商業高等学校の関係各位の深いご理解 とご支援いただきましたことを記して感謝の意を表 した

いとおもいます。

2002年12月

財団法人 京都市埋蔵文化財研究所

所 長 川 上 貢
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1本 書は、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が京都市中京区西ノ京東中合町1に 所在す る京

都市立西京商業高等学校で実施 した、平安京右京三条二坊十五 ・十六町、西ノ京遺跡の発

掘お よび試掘調査の報告書である。発掘 調査 は第1次 調査が1981年7月3日 か ら開始 し、

同年7月31日 に終了 した。第2次 調査が1987年5月18日 か ら開始 し、同年6月9日 に終了

した。第3次 調査は1999年7月3日 か ら開始 し、2000年8月30日 に終了 した。第4次 調査

は第3次 調査期間中に実施 している。第5次 調査は2001年1月29日 か ら開始 し、同年3月

14日に終了した。

2図 中の方位 ・座標値は、 日本測地系(改 正前)の 平面直角座標系VIに よる。ただし、単位

(m)を 省略している。標高は、T.P.(東京湾平均海抜高)よ る。遺跡の測量基準点設置は、第

1・2次 調査が調査部 調査課 辻 純一、第3～5次 調査が調査部 資料課 宮原健吾が行

なった。

3本 書で使用 した地図は、京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図(1/2,500)「 山ノ

内」 を調整 して使用 した。また、図1は 国土地理院発行の 『2万5千 分1集 成図 京都』

を調整 して使用 した。

4本 書中の写真は、本調査を調査部 資料課 村井伸也 ・幸明綾子が撮影し、遺構の一部は調

査担当者が撮影した。第1次 調査 ・第2次 調査の写真 は、牛嶋 茂(現 奈良文化財研究所)

が撮影 した。

5本 書中の土色名は、噺 版標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局 日本色研事業

株式会社1967年)を 使用 した。

6本 書の編集は、調査部 調査課長 鈴木久男の指導のもと、鈴木廣司、網 伸也が行ない、

調査部 第4係 長 辻 裕司が最終調整を行なった。本書の原稿執筆者は、以下の通 りである。

川上 貢:第5章 一第4節

鈴木久男:第5章 一第3節

鈴木廣司:第1章 一第1・3・4節 第2章 一第1節1・2(2)・4・ 第3節 第3章 一

第1節3～6・ 第3節2～4第5章 一第2節

網 伸也:第2章 一第1節2(1)・2(3)～(5)・3・ 第2節 第3章 一第1節1・2・

第2節 ・第3節1・ 第4節 第5章 一第1節 第6章

清藤玲子:第1章 一第2節

金原正明(第4章 株式会社古環境研究所)、新木直人(付章 一第1節 賀茂御祖神社宮司)、

西山良平(付章一第2節 京都大学教授)、の各氏には玉稿 を賜わった。

7本 書の図79で 使用 した絵画資料は、『紫式部 日記檜巻』 日本絵巻 全集第12巻(角 川書店 昭

和36年 発行)か ら、同社の承認を得て調整 して使用 した。また、図85で 使用 した写真は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii



『本派本願寺名所圖會』(博文館 明治35年 発行)か ら転載した。

金属製品の鑑定は、久保智康氏(京 都国立博物館)に依頼 した。石製品の鑑定は、橋本清一

氏(京都府立山城郷土資料館)に 依頼 した。木製品の材質鑑定は、北野信彦氏(く らしき作陽

大学)に依頼 した。なお、金製品の分析は、株式会社堀場製作所に依頼 した。

発掘調査および報告書作成に際 し、下記の方々からご指導 ・ご協力を頂いた。記して感謝

の意を表する次第である(五十音 敬称ならびに所属機関名省略)。

個人

秋山 度、浅野次郎、尼崎博正、天野幸弘、池内克史、泉 雄二、井上満郎、猪熊兼勝、

今泉隆雄、岩城清一、上田正昭、上原真人、上村安生、植山 茂、牛川喜幸、榎村寛之、

大川勝宏、大橋泰夫、大脇 潔、小野健吉、尾野善裕、柿田祐司、加藤充彦、金子裕之、

川北靖之、川尻秋生、河内一浩、姜 賢貞、岸本直文、京楽真帆子、高 正龍、坂井秀弥、

坂本範基、白幡洋三郎、末永成清、杉本 宏、鈴木嘉吉、鈴木忠司、高島英之、高瀬要一、

武田佐知子、辻 広志、角田文衛、鶴田晴徳、所 功、土橋 誠、仲 隆裕、中島恒次郎、

中村 一、西宮秀紀、西山良平、韓 盛旭、坂野和信、樋口隆康、昼間孝志、藤田勝也、

増淵 徹、松井 章、三宅敏之、村井康彦、本中 真、山口 博、山路直充、山田邦和、

山中 章、吉田 歓、吉野秋二

機関

賀茂御祖神社(下 鴨神社)、 京都国立博物館、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都

市立西京商業高等学校、京都市文化市民局、斎宮歴史博物館、文化庁
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第1章 発掘調査の経緯

第1節 調査に至る経緯

京都市中京区西ノ京東中合町1に 所在する京都市立西京商業高等学校に、現校舎の老朽化に

ともない施設の充実を図るため、校舎の新設計画がたてられた。新校舎建設予定地 は、同校敷地

北側のグラウンドで、新校舎完成後は南側の校舎跡地をグラウンドに整備する計画であった。

同校敷地は平安京条坊復元図を参考にすると、平安京右京三条二坊十五町 ・十六町にあたる。

図1調 査地位置図(1/50,000)

-1一



第1節 調査に至る経緯

同校敷地の北限は二条大路南築地想定位置に、南限を東西に延長する御池通は三条坊門小路 に推

定されている。東限は野寺小路想定位置にほぼ一致 し、西限を南北に延長する佐井通は道祖大路

に推定 されていることか ら、同校の敷地は南北2町 分を占有することになり、2町 間中央には押

小路が東西方向に延長することが想定できる。

なお、同校敷地は弥生時代か ら古墳時代の遺物散布地として知 られる西ノ京遺跡の中央部に位

置 してお り、当該期の遺構 ・遺物の検出も今回の調査 目的の一つである。

発掘調査は京都市埋蔵文化財調査セ ンターの指導のもと、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が

実施することとなった。調査対象面積は広 く、調査期間も長期にわたることが当初から想定され

た。 したがって、調査の作業時間が授業やクラブ活動 などの時間帯 と長期にわた り重なるため、

発掘調査を開始するにあたり、京都市埋蔵文化財調査センター、京都市教育委員会施設課、京都

市立西京商業高等学校、京都市埋蔵文化財研究所の4者 間で、安全対策 ・学校行事 ・調査手順お

よび調査時の諸影響などの対策を協議、調整 した。調整の結果、発掘調査専用の通用門を設け、

調査対象地の周囲はフェンスで囲い、校内諸施設と調査対象地を区分 した。さらに、東接する民

家側には鋼板塀を設置 し、騒音や塵埃の対策を図ることとした。

1999年7月 初旬からこれら調査前の付帯工事 を進め、7月 下旬には新校舎の建設予定箇所に調

査区を設定し、発掘調査を開始した。

七

右京三条二坊発掘調査(黒 数字)お よび試掘 ・立会調査(赤 数字)地 点位置図(1/5,000)
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第1章 発掘調査の経緯

第2節 既往の調査

これまでに右京三条二坊域で実施 した発掘調査は、11件 あり、今回十六町で実施 した第3次 調

査が12件 目、十五町で実施 した第5次 調査が13件 目となる。また、右京三条二坊域で実施 した試

掘 ・立会調査件数は、110件 以上に及ぶ。以下、遺構 ・遺物の概要を表とともに示 してお く。

1右 京 三 条 二坊 域 の発掘 調 査

当該地域の発掘調査では、各地点で調査成果が報告されてお り、遺跡の遺存状態は比較的良好

であると言える。しかし、当該地域を含め平安京域には 「聚楽土」と呼ばれる良質の黄色ないし

褐色を呈する粘土層が遺跡の基盤層(無遺物層)と して広 く分布するため、近世以降、広い地域で

この粘土層の採掘が行なわれた。結果 として、粘土採掘穴によって遺跡が破壊 を受けている箇所

も少なくない。

当該地域で検出した平安時代の遺構には、条坊遺構では、南北路に西堀川小路 ・野寺小路 ・道

祖大路が、東西路に押小路 ・三条坊門小路 ・姉小路がある。南北路の道祖大路 ・野寺小路は道路

幅の規模の川が形成されたことが判明している。宅地内では園池遺構 ・掘立柱建物 ・井戸が多数

検出されている。中世以降に属する遺構は、耕作に関連する溝などの遺構や井戸が検出されてい

るにとどまり、平安時代後期以降は耕作地化が進む状況が窺われる。

表1平 安京右京三条二坊発掘調査一覧表

番号 調査地区 所在地 調査期間 調査概要 備考

1 二町 中京区西ノ京銅駝町76
1981.10.21～

11.20

平安時代の建物3棟 、井戸1基 、

溝2条 、柵列1条 等を検 出。

平安京跡発掘調査概報 昭和56年度

京都市文化観光局1982

2 五町 ・姉小路 中京区西ノ京北小路町4他
1985,10.21～

1986.2,17

姉小路南側溝 、平安時代の建物7

棟 、柵4条 、井戸1基 、溝5条 を

検 出。

昭和60年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1988

3 八町 中京 区西 ノ京原町97
1986,12.8～

1987,3.23

平安時代の建物1棟 、井戸2基 、

溝1条 、園池の一部、川等を検

出。

昭和61年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1989

4 八町 中京区西 ノ京原町99
1990,3,15～

5.11

3の 調査 に連続する園池一部、柱

穴等を検 出。

平成元年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1994

5
十一 ・十四町

野寺小路
申京区西 ノ京下合町11

1989.11.30～

1990.2,23

三条坊 門小路南側溝、野寺小路東

西両側溝、柵2条 、川跡 を検出。
■

平成元年度 京都市埋蔵文化財概要
財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1994

6 十一町 中京区西ノ京下合町41
1993,11,15～

12,10

平安時代の井戸、土墳、溝、柱穴

等 を検出

調査主体:古代文化調査会

発掘調査終了報告書1994

7 十二町
中京区西ノ京新建町5-14～

5-30

1978,11,10～

12.28

建物3棟 、平安時代前期 の井戸1

基、平安 時代以前の可能性のある

溝等を検 出。

昭和53年度 平安京跡発掘調査概要
財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1979

8 十四町 中京区西ノ京下合町地内
1998,3.19～

6,26

三条坊門小路南側溝、平安時代の

建物8棟 、門2棟 、柵8条 、井戸

3基 と道祖大路川等を検 出。

平成10年度 京都市埋蔵文化財概要
財団法人京都市埋蔵文化財研究所
2000

9 十五 ・十六町

野寺 小路

中京区西ノ京東中合町1
京都市立西京商業高等学校

1981.7.3～

7,31

押小路両側溝 建物1棟 、井戸1

基、 中世の野寺小路川等 を検 出。

昭和56年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1983

10 十五町
中京区西ノ京東中合町7
京都市立西京商業高等学校

1987,5.18～

6,12

平安時代の溝4条 、柱穴等 を検

出。他 に中世の井戸がある。

昭和62年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1991

11 西堀川小路 中京区西ノ京原町64
1982.6,17～

7.10

西堀川小路の堀川、路面2面 、西

側溝等 を検出。

昭和57年度 京都市埋蔵文化財概要

財団法人京都市埋蔵文化財研究所
1984
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第2節 既往の調査

表2平 安京右京三条二坊主要試掘 ・立会調査一覧表

番号1調 査地区1所 在地1調 査期間 纏}備 考

1
一町 ・八町～

九町

中京 区西 ノ京東中合町56
～ 銅駝町56

1984,2,13～

3.23

西大宮大路西側溝、平安 時代 の遺物包含

層、西堀川小路流路 を検出。

昭和58年度 京都市埋蔵文
化財調査概要
財団法人京都市埋蔵文化財

研究所1985

2 一町 中京 区西 ノ京銅駝町26-1 1989,7.3 GL-0.9mに て平安 時代の土壊。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報平成元年度

京都市文化観光局1990

3 一町 中京区西ノ京銅駝町26-1
1992,10.22/1

0,23

地表下0.41n以 下、平安時代の包含層 ・落

ち込 み。

京都市内遺跡立会調査概報

平成4年 度
京都市文化観光局1993

4 一町 中京区西 ノ京銅駝町26-1
1994,11.25/1

1.28
地表下0.77mで 平安時代後期の包含 層。

京都市内遺跡立会調査概報
平成6年 度
京都市文化観光局1995

5 一 町 中京区西 ノ京銅駝町27-2
1995.8,17/8.3
1/9.01

地表下0.63mで 平安時代前期の包含層、

灰紬 陶器。

京都市内遺跡立会調査概報
平成7年 度

京都市文化観光局1996

6
一町 中京 区西 ノ京銅駝町48・

49・50

1996,6,21/7,2

～5

GL-0.5mで 平安時代中期の園池跡を検 出

する。

京都市内遺跡試掘調査概報

平成8年 度
京都市文化市民局1997

7 二町
中京 区西 ノ京銅駝町40-

1・41-2
1981.2.20

表土下0.5m近 現代 層。0.5～0.7m暗 褐 色

泥砂層は平安時代 中期。下層灰黄色粘土

の無遺物層で平安時代 中期の土墳6基 検

出。

京 都市 内遺跡試掘 ・立会調

査 報告 昭和55年 度

京都市埋蔵文化財セ ンター

1981

8 二町 中京区西ノ京銅駝町46
1981,7.27/7.

28
表土下0.6mに て平安時代中期の包含層 。

京都市内遺跡試掘、立会調
査概報 昭和56年度

京都市文化観光局1982

9 二町 中京区西ノ京銅駝町42 1982,8.1 Gレ0.65m、-0.8mに て平 安 時 代 の 土 墳 。

京都市内遺跡試掘、立会調

査概報 昭和57年度
京都市文化観光局1983

10 二町 中京区西ノ京銅駝町41・
45

1987.8.31/9.1
GL-0.77m以 下、平安 時代中期 の遺物 を

含む流れ堆積。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和62年度

京都市文化観光局1988

11 二町 中京区西 ノ京銅駝町37-2 1988.3,28 GL-0.8mに て、平安時代中期の包含層 。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和63年度
京都市文化観光局1989

12 二町 中京区西ノ京銅駝町61 1988,11.15
No1.Gレ0.65mに て古墳時代前期の包含層。

Nα2.GL-0.6mに て平安時代中期の小穴2。 同上

13 二町
■

中京区西 ノ京銅駝町65・
66

1997.9,1/9.2/
9,5/9,8/9.11

GL-1.12mで 灰 オリーブ色粘土の無遺物

層、 これを切 って平安時代中期の落 ち込

み。西大宮大路の西側溝 か?

京都市内遺跡立会調査概報
平成9年 度

京都市文化市民局1998

14
三 町 ・

三条坊門小路
中京 区西 ノ京樋 口町35 1985.9.17 GL-0.81mに て平安 時代中期の落ち込み。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和60年度

京都市文化観光局1986

15 四町
中京 区 西 ノ京 樋 ノ ロ町116
-1・2

、117-2

1997.7.2～4/

7.7

No1.-0.76mで 幅0.5m以 上 、 深 さ0.13m

の 平 安 の 土 墳 。 以下 、 オ リー ブ黒 色 粘 土

の 無 遺 物 層 。

Nα2.-0.63mで 平安 時 代前 期～ 中期 の包 含層 。

京都市内遺跡立会調査概報
平成9年 度

京都市文化市民局1998

16 五町 中京区西ノ京北小路町9
1986.10.20/1

0.21
GL-0.85m以 下で平安 時代 中期の包含層。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和61年度

京都市文化観光局1987

17 六町 中京区西ノ京南原町10 1982.9.29
表土下1.Omに て平安時代中期の遺 物を含

む湿地状 の堆積検出。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和57年度
京都市文化観光局1983

18 六町 中京区西ノ京南原町 1986.7,31 GL-0.8mに て平安時代中期 の池状堆積。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭禾日61年度
京都市文化観光局1987

19 六町 中京区西 ノ京南原町27-1

他
1987.7,20～29 GL-1.1皿 以下、平安時代中期 の池状堆積。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和62年度

京都市文化観光局1988

20 六町 中京区西ノ京南原町50
1991.5.29/5.

30

GL-1.1m以 下、平安時代中期 の包含層 、

溝2。

京都市内遺跡立会調査概報

平成3年 度
京都市文化観光局1992

21 七町 申京 区西 ノ京原町177-2 1983,5,26 GL-0,95mに て平安時代中期の池の堆積。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和58年度
京都市文化観光局1984

22
七町・十町
三条坊門小路

中京区西ノ京東中合町～銅

駝町

1984,7,2～

11.29
西堀川小路西側溝、西堀川を検 出。

昭和59年度 京都市埋蔵文

化財調査概要
財団法人京都市埋蔵文化財
研究所1987

23 七町 中京 区西ノ京原町55-2 1987.6.1
GL-0.9mに て平安 時代前期～ 中期の湿

地堆 積。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和62年度
京都市文化観光局1988

24 七町 中京 区西ノ京原町102 1989.7.21
GL-1.Om以 下 、平安 時代前期 と中期の包

含層。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 平成元年度
京都市文化観光局1990
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25 八町 中京区西ノ京原町80 1983,9,16 GL-0.95mに て平安時代中期の包含層。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和58年度
京都市文化観光局1984

26 八町 中京区西ノ京原町97 1985.6.6/6.10
GL-0.7mに て土墳3、 平安時代中期1、 時

期不明2。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和60年度
京都市文化観光局1986

27 八町 ・押小路 中京 区西 ノ京原町98・100 1985.7.4/7,5
GL-1.29mに て平安時代後期の池状堆積、

4.4mに て平安 時代 の柱穴 、土墳各1。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和60年度
京都市文化観光局1986

28 八町 中京 区西 ノ京原町28-2 1985,11.15
GL-0,19mに て室町時代の包含層、-0,78

mに て平安 時代中期の包含層。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和60年度
京都市文化観光局1986

29 八町 中京区西ノ京原町23 1987,8.21
GL-1.23m以 下、平安時代前期 ・平安の

包含層各1。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和62年度
京都市文化観光局1988

30 八町 中京区西ノ京原町34 1992.4,28/5,6 地表下、1.02mに て平安時代の包含層。

京都市内遺跡立会調査概報
平成4年 度

京都市文化観光局1993

31 八町 中京区西ノ京原町35
1997.10.23/1

0,24

GL-0.35mで 東西溝2。-0.68m以 下、平

安時代中期以降の湿地堆積。

京都市内遺跡立会調査概報
平成9年 度

京都市文化市民局1998

32 九町 中京区西ノ京東中合町55 1982.8,14
調査区東側の表土下1.2mに て平安時代の

包含層検出。遺 構の検 出はな し。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和57年度

京都市文化観光局1983

33
九町～十二町
二条大路

中京区西ノ京上中合町から

下合町地先。

1986.1.17/1,
20/1.22/2.10

GL-0.5m以 下時期不 明の土塘3、平安 時代

前期 ・平安時代 ・時期不 明の包含層各1。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和61年度

京都市文化観光局1987

34 九町
中京区西ノ京東 中合町27-

1他
1989.4,18 GL-0.7mに て平安時代中期 の南北溝。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 平成元年度

京都市文化観光局1990

35 九町
中京区西大路御池上ル東入

東中合町66
1992.2,3

GL-1,16mで 平安時代中期の包含層。

GL-1.3mで 地山。

京都市内遺跡試掘調査概報

平成4年 度

京都市文化観光局1993

36
九町 ・十町

二条大路

中京区西大路通(新二条通
～御池通)地 内

1997.4.16～

6,12

Nα2.GL-0.27mで 平安時代 中期の包含層。

NolL-0.6mで 平安時代後期 の包含層。

京都市内遺跡立会調査概報

平成9年 度

京都市文化市民局1998

37
九町～十二町
二条大路

中京区西大路通西側、太子

道～三条通地内

1999,5.6～

6.23

Nα4.℃,33・0,37m、 路面2(推 定二条大路

内)。No15.-0.65mに ぶい黄褐色粘土 の

地山を切って弥 生～古墳 の落ち込み。

No16.-0.49m、 平安時代の包含層。

No25.-0.8m、 明黄 褐色砂泥 の地 山を切 っ

て平安時代後期の落ち込み。

Nα26.-1,55m平 安時代中期 の包含層。

京都市内遺跡立会調査概報

平成11年度

京都市文化市民局2000

38 十町
中京区西ノ京東中合町地
先。

1982.1,13
表土下0.61nに て平安時代前期～ 中期の包

含層及び ピット1。

京都市内遺跡試掘、立会調
査概報 昭和56年度

京都市文化観光局1982

39 十町 中京区西ノ京東中合町47
1982.9,13/9.
14 表土下0.62m平 安時代の土墳2基 検 出。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和57年度

京都市文化観光局1983

40 十町 中京区西ノ京東中合町86 1987.6.4
GL-1.4mに て土墳6、 平安時代前期1、 時

期不明5。

京都市内遺跡試掘立会調査
概報 昭和62年度

京都市文化観光局1988

41 十一町 中京区西 ノ京下合町29-1 1994.4.14
GL-0.9mで 平安時代の溝状遺構 ・柱穴等

を発見 する。

京都市内遺跡試掘調査概報
平成6年 度

京都市文化観光局1995

42 十一町 中京区西ノ京新建町1 2000.6.1～8 姉小路北側溝 、路面 を検出。

京都市内遣跡立会調査概報
平成12年度

京都市文化市民局2001

43
十二・十三町

野寺小路

中京 区西 ノ京三条坊町14-

1、20
1984.5,23 GL-1.2mに て平安 時代中期の南北溝3。

京都市内遣跡試掘立会調査
概報 昭和59年度

京都市文化観光局1985

44 十二町 中京区西 ノ京新建町5-21 1998.4.6/4,7
GL-2.02m以 下、平安時代中期の池状堆

積。

京都市内遺跡立会調査概報

平成10年度

京都市文化市民局1999

45 十三町 中京区西ノ京三条坊町2
1985,11.27/1

1.29

GL-0,58mに て平安時代後期の包含層。-0,76

mに て平安時代中期 ・時期不明の土墳各1。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和60年度

京都市文化観光局1986

46 十三町 中京区西ノ京三条坊町 1991.10,7～19 GL-0.44mに て平安時代 の包含層。

京都市内遺跡立会調査概報

平成3年 度
京都市文化観光局1992

47 十六町
申京区西ノ京東中合町1

京都市立西京商業高等学校
1988,3.18 GL-1.32m以 下、平安時代中期 の湿地堆

積。

京都市内遺跡試掘立会調査

概報 昭和63年度
京都市文化観光局1989

48 二条大路 中京区西ノ京東中合町9
1982,2.12/2,

13
表土下0.75m～1.1mに て平安時代中期 ～

鎌倉 時代の遺物を含む流れ堆積。

京都市内遺跡試掘、立会調
査概報 昭和56年度

京都市文化観光局1982
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第2節 既往の調査

=町1981年 度調査(1)で は掘立柱建物3棟 ・柵1条 ・井戸1基 ・溝2条 を検出している。溝

と柵は、四行八門の宅地割 りによると、東一 ・二行界、北六 ・七門界に位置 してお り、また、建

物の規模や配置か ら二戸主分の宅地が想定で きる。遺構 はほぼ同時期のもので、平安時代中期で

ある。

五町1985年 度調査(2)で 平安時代前期か ら中期の姉小路南側溝 ・掘立柱建物7棟 ・柵4条 ・

井戸1基 ・溝5条 を検出した。3条 の溝は五町の東西中心、東一・・二行界、北二 ・三門界に位置

し、宅地割 りに関連するものと考えられる。

八町1986年 度調査(3)で は池の北端部を示す石組遺構 を検出した。南接する1989年 度調査

(4)で は、(3)の 池に連続する2時 期にわたる洲浜状遺構二を検出している。池の規模は、東西幅

20rn以 上、南北幅30m以 上に及ぶことが判明している。(3)で は掘立柱建物1棟 ・井戸2基 ・溝

1条 ・川1条 も検出している。溝は南北方向に延長し、八町の東西中心に位置することから、八

町の東半町分を占める邸宅が想定できる。川か らは上層で平安時代後期、下層で平安時代中期の

遺物が出土 した。

十一町1989年 度調査(5)は 十四町 も含む調査で、野寺小路東西側溝 ・野寺小路川 ・三条坊門

小路南側溝 ・掘立柱建物1棟 ・柵2条 などを検出した。野寺小路 と三条坊門小路は交差点にあた

る。平安時代後期以降に野寺小路は河川化する。

1993年度調査(6)で は井戸 ・溝 ・土塘 ・柱跡を検出した。井戸木枠は一辺が1.1mあ り、平安時

代の井戸ではやや大型の部類に属する。祭祀に関連する合わせ口の土師器皿が出土した。

十二町1978年 度調査(7)で 掘立柱建物3棟 ・井戸1基 ・溝3条 などを検出した。南北方向に

延長する溝は、十二町の東西中心に位置する。溝の埋没後、さらに東側にやや規模の大 きい南北

溝が造 られるが、両肩口が水流により深 くえぐられた痕跡が明瞭である。井戸からは平安時代前

期の遺物が出土 している。

十四町1998年 度調査(8)で は平安時代前期から中期にかけての道祖大路 ・三条坊門小路南側

溝および内溝 ・門2棟 ・掘立柱建物8棟 ・柵8条 ・井戸3基 ・溝などを検出している。道祖大路

は平安時代中期以降に河川化していることが判明した。

十五町 ・十六町1981・87年 度調査(9・10)で 検出した遺構は、本調査 と密接に関るため第2

章第2・3節 で報告する。

西堀川小路1982年 度調査(11)で 、西堀川小路の道路敷2面 ・川1条 ・西側溝を検出した。川

は西堀川小路の堀川で、南北方向に延長 し、幅約6m、 深さ約lmあ る。両肩口は杭で護岸 を施

している。川か らは平安時代前期から中期の遺物が出土 した。路面は固く締まっている。

2右 京 三 条 二坊 域 の試 掘 ・立 会 調査

試掘 ・立会調査で検出した平安時代の遺構には、条坊遺構では、南北路の西大宮大路 ・西堀川

小路、東西路の姉小路がある。西堀川小路は1984年 度の2箇 所の立会調査で西堀川 ・西側溝 を検

出している。東西路では、三条坊門小路 ・押小路 ・姉小路などを検出している。

一町1983年 度立会調査(1)で は、西大宮大路西側溝と推定される流路が検出された。また、
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第1章 発掘調査の経緯

この調査では西堀川小路想定位置で流路も検出されている。1996年 度の試掘調査(6)で は、園池

遺構が検出された。池跡は南に緩やかに2段 の段差を有 して下がる。堆積土層からは多量の土器

類が出土 し、9世 紀後半か ら10世紀初頭の池跡であることが判明 した。土器類の種類 も豊富で、

良好な資料が得られた。

=町1997年 度立会調査(13)で は、西大宮大路西側溝 と考えられる遺構が検出された。また、

各地点で平安時代中期の土墳や遺物包含層などが検出されている。 また、1984年 度立会調査(22)

は七町 ・十町も含む調査であるが、この調査では、西堀川小路西側溝、西堀川が検出された。

三町1985年 度立会調査(14)で は、三条坊門小路および平安時代中期の土墳などが検出されて

いる。

五町～八町1985年 度立会調査(27)で は、押小路および平安時代後期の池状堆積土層が検出さ

れた。また、1982年 度立会調査(17)・1986年 度立会調査(18)・1987年 度立会調査(19)で は平安時

代中期の池に伴うと考えられる堆積土層が検出されている。 また、各地点で平安時代前期か ら中

期の土墳 ・遺物包含層などが検出されている。

九町 ・十町1985年 度立会調査(33)や1997年 度立会調査(36)で は、二条大路が検出された。ま

た、各地点で平安時代前期から中期の溝 ・柱穴 ・土墳 ・遺物包含層などが検出されている。

十一町～十三町2000年 度立会調査(42)で は、姉小路北側溝と路面が検出された。路面は固く

しまっている。1981年 度立会調査(48)で は、二条大路が検出された。1994年 度試掘調査(41)で は、

東一 ・二行界を示す溝 と周辺で柱穴が検出されている。また、各地点で平安時代前期から中期の

溝 ・柱穴 ・土塘 ・遺物包含層などが検出されている。

この他、各調査地点で池跡ないし池跡を示す堆積土層が検出され、三条二坊域に池を伴 う邸宅

跡が点在していたことを示す資料と言える。

また、当該地は弥生時代から古墳時代の遺物散布地 として周知されている西ノ京遺跡に含 まれ

てお り、(12)で は古墳時代の遺物包含層、(37)で は弥生時代から古墳時代にかけての落ち込み遺

構が検出された。

このように、三条二坊域では、当該地域全体の面積から比較すれば調査面積はわずかであるに

もかかわらず、平安時代前期から中期に属する遺構が多数検出されている。また、平安時代後期

から中世の遺物包含層なども複数の地点で検出されている。
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第3節 十五町 ・十六町の調査経過

第3節 十五町 ・十六町の調査経過

本調査では第3次 調査から第5次 調査の3件 を実施 した。第3次 調査は今回の調査の主要な発

掘調査である。第3次 調査の発掘調査区は、新校舎の建築予定箇所に沿って設定することを原則

とした。第4次 調査 は第3次 調査の進展 に伴って現校舎間で実施 した試掘調査で、各地点で遺構

の確認ができた。第5次 調査はこの試掘調査を受け、遺構の遺存状況が良好な地点を主体に実施

した発掘調査である。 したがって、第4次 調査地点は第5次 調査区内に重なる(図版1の 第5次

調査1区 ・2区 ・4区 内)。

なお、同校敷地内では、 これまでに2次 の発掘調査(第1・2次 調査)を 実施 し、多 くの調査成

果を得ていることか ら、ここで併わせて掲載 してお く。

1十 六 町 の発 掘 調 査

十六町域で実施 した発掘調査は、第3次 調査 と第1次 調査の調査区北半部があるが、第1次 調

査は十五町域の占める割合が高いため次項で述べる。

第3次 調査は十六町の大半を対象 とする調査で、1区 から8区 までの調査区を設定 した。
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第1章 発掘調査の経緯

1区 調査対象地の北東部に東西約49m、 南北約50mの1区 を設定した。1999年7月23日 から

重機掘削を開始した。排土はグラウンド南半部に盛 り上げたのちブルーシー トで覆い、砂埃の飛

散や土砂の流失を防いだ。調査の進展に伴い、近世の粘土採掘穴によって調査区の中央部の遺構

面が大規模に破壊 を受けていた ものの、建物 ・柵 ・井戸などを検出した。また、野寺小路や建物

の広が りを確認する目的で調査区の南東部と北西部を拡張 している。拡張調査の継続 と実測 ・写

真撮影などの記録後、11月29日 には1区 の調査を終了した。調査終了後、4区 設定予定箇所の排

土を1区 に埋め戻 し、その後のすべての調査時の排土は1区 跡地に盛ることにした。

2・3区 調査対象地の北西部に東西約45m、 南北約12mの 細長い2区 を設置し、1999年7月

21日 から重機掘削を開始した。調査の進展に伴い、建物 と園池遺構を検出した。園池遺構は、2

区の南側に予定していた3区 に広がる可能性が高まり、3区 の調査を同時に進める必要性が生 じ、

2区 は上記遺構の検出段階で調査を一時中断した。

3区 設定の調整後、2区 に南接する箇所か ら東西約35m、 南北約48mに 設定 し、9月27日 から

重機掘削を開始 した。以後、1区 と2・3区 の調査を併行 した。調査の進捗につれて、園池遺構

の遺存状況が極めて良好であることが判明した。その成果を基に、2000年 春に現地説明会の開催

を新たに調査 日程に取 り入れ、園池遺構の調査を進めた。その間、写真撮影、実測などの記録を

重ね、4月28日 には大型クレーンによる池跡の写真実測および航空写真による遺跡全体の写真撮

影 を実施 した。5月19日 には最終的な全景写真撮影を行ない、遺跡の保存を前提とした確認作業

に入った。6月 上旬には北東部寄 りで検出していた溝 ・石敷遺構の全容を解明する目的で東へ調

査区を拡張することとし、3区 の北東部を重機掘削 した。拡張の結果、前述の目的は達成したも

のの、新たに南北に延長する廊状の柱穴列を検出し、検出位置から1区 南西部で検出した建物 と

密接な関係にあることが判明した。拡張区の調査は7月 末日で終了した。これらの調査 と併行 し

て、3区 南端から埋め戻 しに取 りかかった。埋め戻 しに際しては、測量交点およびその中間に土

嚢袋を並べ、さらに各建物の柱穴には土嚢袋を敷 き詰め、遺構の保存を図った。池跡は最も重要

な遺構の一つであるため、池跡全体に土嚢袋を2・3段 積み重ねて敷 き詰めた。

4区1区 の埋め戻 し終了後、東西約62m、 南北約35mの 範囲に4区 を設定 し、1999年12月14

日から重機掘削を開始 した。以後、2・3区 ならびに4区 の調査を併行して行なった。4区 では、

建物 ・井戸 ・溝などを多数検出することができた。建物は1～3区 で検出した建物と比較すると

やや小規模である。また、4区 南端 に押小路北築地心想定線が位置することか ら、南西端に拡張

区を設定し、押小路 ・井戸などを検出した。実測 ・写真撮影などの記録を取 り、2000年5月 上旬

には終了を迎え、6月 上旬には埋め戻 した。埋め戻 しに際しては、3区 と同様に測量交点および

その中間に山砂を詰め込んだ土嚢袋を並べ表示 し、さらに各建物の柱穴には土嚢を敷き詰め、遺

構の保存を図った。

調査の進捗にともない、文化庁から遺跡保存についての指導を受けた。遺跡保存の前提として、

園池はもとより園池周囲に展開する建物配置や、庭園を中心 とする北半 と4区 との関係 を明らか

にし、1町 規模の邸宅となるかどうかの確認調査が必要ということであった。この指導に基づき、
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第3節 十五町 ・十六町の調査経過

5区 か ら8区 までの調査区を設定することになった。

5区4区 の埋め戻 しと併行して1区 と4区 の間で想定していた野寺小路西半想定位置に東西

4m、 南北約25mの5区 を設定した。2000年5月15日 か ら重機掘削を開始 し、調査を進めたとこ

ろ、北五門 ・北六門界付近で門と推定できる柱穴列を検出し、1町 規模の邸宅 と推定で きる手掛

か りを得た。実測 ・写真撮影などの記録を取ったのち、6月12日 には調査を終了した。

6区6区 は1区 の南端、4区 北東部に隣接する位置に東西約22m、 南北約26mの 範囲に設定

し、2000年6月1日 から重機掘削を開始した。検出した遺構は柵などにとどまり、実測 ・写真撮

影などの記録を取ったのち、7月 下旬には調査を終了した。調査終了後はこれまでの調査区と同

様に測量点や検出遺構の保存を図り、2・3区 の拡張区と同時に埋め戻した。

7区3区 の南東隅に隣接 して東西約24m、 南北約22mの 範囲に設定 し、2000年7月3日 から

重機掘削を開始 し調査を進めたが、平安時代に属する遺構は未検出であった。実測 ・写真撮影な

どの記録を取ったのち、7月 下旬には調査 を終了した。調査終了後はこれまでの調査区と同様に

測量点や検出遺構の保存 を図った。

8区 調査対象地西部の遺跡の広が りを確認するために設定 した。調査区は東西約12m、 南北

約3mに 設定 し、2000年8月 上旬に重機掘削を開始した。調査では複数の柱穴を検出し、遺構が

十六町西端付近まで広がることを確認することができた。実測 ・写真撮影などの記録 を取ったの

ち、これまでの調査区と同様に測量点や検出遺構の保存を図 り、8月 中旬には埋め戻 した。

以上、1区 か ら8区 までの全調査面積は7,556㎡に及んだ。8月 上旬以降は、遺跡の活用が決定

するまで調査対象地が再び同校のグラウンドとして利用されることになり、調査区の埋め戻 しを

含め、重機 による整地を行なった。その間に調査の終了に向けて2000年8月 末日までにフェン

ス ・プレハブなどの施設をすべて撤去 し、全工程を完了した。

調査終了までに示された文化庁の指導は、園池遺構を中心 として1町 規模の邸宅全体の遺跡保

存を図るというものであった。その結果、現グラウンドに新校舎を建てる当初の計画は変更 とな

り、現校舎位置に新校舎を建設するという計画が浮上してきた。

現地説明会 十六町の遺跡が園池を伴った1町 規模の占地を有 し、斎宮との関連が高まったこ

とにより、現地説明会を開催 して市民にも広 く周知する機会を設けた。2000年3月17日 に広報発

表し、3月20日 には現地説明会を開催 した。現地説明会は午前 と午後の2回 に別けて実施 し、延

べ2,500名余の参加があった。

この間、遺跡保存を求める声も高まり、考古学 ・史学会を始め、各界の識者 ・研究者の来訪が

度重なった。

2十 五 町 ・十 六 町 の発 掘 調査

同校敷地内では、1981年 度に第1次 調査、1987年 度には第2次 調査の発掘調査を実施 し、多 く

の調査成果を得ている。 また、本調査である第3次 調査においては特筆すべ き大 きな成果があっ

た。この調査成果に基づ き遺跡の現地保存 されることが決定されたことにより、新校舎の計画変

更が図られた。この計画変更にともない、新たに試掘調査(第4次 調査)お よび発掘調査(第5次
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調査)を 実施 した。

第1次 調査 同校敷地の東端中央部に格技体育館が建設されることに伴い実施 した発掘調査で

ある。調査区は十五町 ・十六町および押小路が想定できる箇所にあたる。調査の結果、押小路 ・

野寺小路 ・野寺小路川 ・井戸1基 、掘立柱建物1棟 などを検出した。

第2次 調査 同校敷地の南東部に学校の施設が建設されることに伴い実施 した発掘調査であ

る。調査区は十五町の北六門と北七門にあたる。調査の結果、平安時代の溝2条 ・掘立柱建物1

棟などを検出した。

第4次 調査 ・第5次 調査 文化庁の指導を受けて、現校舎の建つ敷地内(十五町)における遺構

の遺存状況を確認する目的で、これまで実施 してきた発掘調査(第3次 調査)に 加え、新たに当該

箇所で試掘調査(第4次 調査)を 実施することとなった。試掘調査の結果、各地点で遺構の遺存状

態が良好であることが判明し、第5次 調査を実施 した。

第4次 調査は現校舎間で同校の運営の妨げにならない箇所を協議の上で選定し、4箇 所の調査

区を設定 した。調査は2000年7月 下旬に第3次 調査 と併行 して実施した。調査の結果、各調査区

で遺跡の遺存状況が良好であることを確認でき、8月7日 には終了した。

第5次 調査は第4次 調査 とほぼ同一箇所 に4箇 所の調査区を設け、2001年1月29日 か ら発掘調

査を実施 した。調査の結果、十五町域でも池 ・建物 ・土墳などを検出し、実測 ・写真撮影などの

記録を取ったのち、3月14日 には調査を終了した。その後、3月 末日までにフェンス ・プレハブ

等の施設をすべて撤去し、西京商業高等学校の敷地における一連の調査は、すべて終了した。

3日 誌抄

第1次 調査 第2次 調査

日付 日誌抄

1981年

7月3日 重機掘削を開始

6日 重機掘削 と併行 して南部の遺構検出を開

始。建物跡を検出し南に1間 分拡張する。

8日 調査区南か ら遺構検出。

11日 個別写真撮影。

15日 調査区東半で検出した南北方向の川状遺

構(野 寺小路川)・柱穴の掘 り下げ開始。

21日 川状遺構を完掘。

22日 押小路北側溝(溝1)を 検出。

23日 押小路南側溝(溝5)及 び井戸(井 戸3)を

検出。

25日 遺構を完掘。

27日 午前中は写真撮影の準備、午後から全景

写真撮影。

28日 調査区南北端の断割実施、併行 して南か

ら平面実測を開始。井戸3は 実測後写真

撮影。

31日 全調査を終了。

日付 日誌抄

1987年

5月18日 重機掘削を開始。

19日 重機掘削と併行 して溝の掘削開始。

21日 南西部の遺構検出及び検出した溝の掘 り

下げ。

23日 完掘 した遺構の平面実測を開始。

25日 溝の掘 り下げの継続。

27日 第1面 の全景写真撮影。その後、第1層

の掘 り下げを開始。

29日 東西溝を2条(溝7・ 溝8)、 やや大型の

柱穴を数基検出(建物22)。

30日 第2面 の遺構の調査にかかる。

6月1日 東西溝2条 を完掘。

4日 柱穴群は調査区南東部に集中する。

5日 第2面 の全景写真撮影。その後、柱穴の

断割、実測を開始。

6日 遺構の広が りを確認する目的で調査 区南

側を拡張。

9日 拡張区の実測を完了し、全調査を終了。
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第3・4次 調査

日付 調査区 日誌抄

1999年

6月9日 西京商業高等学校で打ち合わせ。

7月21日1区 と2区 の重機掘削を開始。

23日2区 重機掘削終了。遺構検出を開始。

8月2日 〃 遺構検出で柱穴を検出し始める。

3日1区 重機掘削 を終了、調査区の1/3を 粘土

採掘穴が占める。撹乱処理を開始。

4日2区 耕作溝の掘 り下げを開始。

16日1区 調査区北東か ら遺構検出を開始。

17日 〃 野寺小路築地想定線付近で柵102を 検

出。北部で建物1も 検出。

20日2区 耕作溝の掘 り下げをほぼ終了。西端か

ら平面実測を開始。

25日 ユ区 南半部の遺構検出を終了。南西部の東

西溝か ら中世の土師器が出土。

26日 〃 西半部の耕作溝の掘 り下げ。耕作溝下

で建物2の 柱穴を検出。

9月1日2区 第1面 の全景写真撮影。その後、下層

の遺構検出で池1の 一部を検出。

2日 〃 西半部で第1層 掘 り下げ後、建物3の

柱穴検出。北壁に沿って柵1を 検出。

3日 〃 池の北肩口を掘 り下げ、土層堆積や北

肩口の石積み状況を確認。池 と建物配

置が明らかになり、今後の調査方針の

再検討を行なう。

10日/'池1の 南への広が り確認のため3区 の

設定を決定。2区 の調査は一時中断。

14日1区 南半部の耕作溝の掘 り下げ。柵1～3

は完掘。

16日 〃 東端から平面実測を開始。全景写真撮

影の準備にかかる。

27日3区 重機掘削を開始。

29日 ユ区 全景写真撮影。溝10ユ ・柵1～3の 個

別写真撮影。その後、平面実測を再開。

建物1全 体確認のため北側の拡張。

10月1日 〃 北側拡張区の遺構検出。

3区 池1に 南北断面を設定。

4日 ・/重機掘削後、遺構検出を開始。

5日1区 井戸1の 掘 り下げにかかる。0.5mで 井

戸枠 を検出。

12日 ク 井戸1の 構造は方形縦板横桟組 と判

明。柵1は 断割後断面実測を開始。

13日 〃 野寺小路跡確認で東に拡張区を設定。

14日 〃 井戸1の 写真撮影。その後平面実測を

開始。南西部は整地土層を掘 り下げ。

18日 〃 東拡張区で野寺小路想定位置で川跡の

西肩口を検出。掘 り下げを開始。

20日/y南 西部の調査はほぼ終了に近付 く。

22日 〃 建物2の 写真撮影。建物1の 調査お よ

び壁面の清掃 を開始。

25日3区 南半部の遺構検出を終了。北西部から

耕作溝の掘 り下げにかかる。

11月4日1区 建物1・ 野寺小路川の写真撮影。柵3

は断割後断面実測、建物2・ 井戸1は

断面実測開始。

9日 〃 井戸1の 断割。断面写真撮影。

11日 〃 野寺小路に想定 される門跡検出のため

東へさらに拡張区を設定 し、重機掘削

後、遺構検出を開始。

17日 〃 この時点では門跡 は未検 出であ った

が、野寺小路 と溝10ユの取 り付 き部を

確認。

22日 〃 平面 ・断面実測を終了。

25日3区 調査区西半部の耕作溝を完掘 し、平面

実測を開始。

29日1区 建物1の 柱穴で根石 を有するものを写

真撮影。平面図に補足。本 日で1区 の

調査は終了。

12月6日3区 中央断面西半北側から平安時代の遺構

検出開始。

8日 〃 西半の南側からも遺構検出を開始。

13日 〃 継続 して遺構検出。溝2を 検出。東半

の北側から遺構検出を開始。

14日 〃 東半から池1の 第1層 掘 り下げ開始。

4区 重機掘削を開始。

15日3区 池1の 遣水 ・洲浜な どの検 出開始。

16日 〃 池1の 北半部にサブトレンチを設定、

洲浜では大振 りの石 を検 出。東半部で

は汀付近で景石 を検出。

."rs?

難騰 豪 芒.、、,
図4池1調 査風景

21日4区1区 と同様、調査区の中央部 を粘土採

掘穴による撹乱が占めることが判明。

2000年

1月5日3区 東半部は引 き続いて第1層 の掘 り下

げ。層中に中世の遺物を包含すること

か ら、池に伴わないことが判明。

4区 調査区東側か ら遺構検出を開始。

7日3区 池1内 の掘 り下げ。西半部は洲浜の検

出を開始。

11日 ク 東半部の第1層 掘 り下げは終了。池1

北端部の調査にかかる。
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24日4区 粘土採掘穴の清掃 を開始 し、断面で掘

立柱物の柱穴を多数検出。

25日3区 池1の 掘 り下げ及び池北端部の調査を

継続。建物3が ほぼ方形を呈すること

を確認。

26日 文化庁が現場視察のため来場。

2月1日4区 東半の遺構配置 を確認後、耕作溝の掘

り下げ開始。押小路を確認するため南

西部 に拡張 区を設定、押小路北側溝

(溝1)・ 柵105な どを検出。

3日3区 池北端部で泉1を 検出、掘 り下げ時に

方形木枠を検出、祭祀遺物(土 師器皿)

が出土。

4区 引き続き南東部の耕作溝の掘 り下げ。

7日3区 泉1の 土師器出土状況を写真撮影。

10日 ク 泉1の 土師器出土状況を実測後、さら

に掘 り下げ。木枠は上下2段 を確認 し

たが、東側下段の木枠はな く、石を用

いる。北東部では連続する溝4を 検出。

4区 引 き続 き南東部の耕作溝の掘 り下げ。

柱穴複数や土壌などを検出。

16日3区 泉1の 掘 り下げ、木枠の配置などか ら

作 り替えがあることを確認。

17日 〃 池内堆積土中に、植物遺体が多数含 ま

れるため、花粉分析を古環境研究所に

依頼し、土壌の抽出が行なわれた。

21日4区 西半部の耕作溝の掘 り下げ。中央部 と

北西部は平面実測にかかる。

22日3区 泉1の 底面付近で人形代 を検出。池1

北部は写真撮影の準備にかかる。

23日 〃 池1北 部は写真撮影。泉1の 人形検出

状況を写真撮影。

24日4区 実測終了箇所か ら第1層 の掘 り下げを

開始、黒褐色の土層で、平安時代後期

の土器類が出土。南西部は引き続いて

平面実測。

3月2日3区 池1中 央断面の写真撮影。泉1・ 池1

北端部の土器出土状態の平面実測。

7日 〃 池1中 央断面の実測は終了。断面除去

作業にかかる。建物3は 掘 り下げ。池

東部の土墳1・2は 掘 り下げ、景石抜

取穴 と考えられる。石敷遺構1を 掘 り

下げ。

8日 〃 池1東 側の石敷遺構1の 継続調査。建

物3内 で地鎮遺構2を 検出。南部の遺

構検出にかか り、建物4・11・12な ど

を検出。

9日4区 南拡張区の溝1(押 小路北側溝)・ 柵

105を 完掘、写真撮影の準備にかかる。

北西部では溝103・ 柵103を 完掘。

10日3区 地鎮遺構2・ 石敷遺構1の 写真撮影。

4区 溝1(押 小路北側溝)の 写真撮影。

14日 〃 東半で検出した建物群の掘 り下げ。

15日3区 南 部の遺構検出 の継続 。建物4・11・

12、 石 敷遺構1を 完掘 。

17日

20日

新聞社 ・放送局など報道関係者に調査

成果を広報発表。

現地説明会を午前 ・午後の2回 開催、

多数の市民の参加があった。

図5現 地説明会風景

22日3区 説明会用に残した池1断 面取 り外 し。

4区 建物6の 南西隅で地鎮遺構3を 検出。

23日 ク 南東部で建物7・ 柵5を 検出。地鎮遺

構3を 掘 り下げ、石組みを検出。

24日3区 池1中 央断面の取 り外 しの継続。溝2

は写真撮影の準備。

29日4区 拡張区で井戸2を 検出、掘 り下げ。

31日3区 池1中 央断面の取 り外 しは終了。

4月4日4区 東半部の全景写真撮影、建物 ・地鎮遺

構3は 個別写真撮影。

7日r/南 東部建物は根石 を有する柱穴が多

い。井戸2は 引 き続いて掘 り下げ。

13日3区 南東部 ・北西部の写真撮影の準備にか

か り、写真撮影 を終了。

4区 井戸2の 写真撮影。東半の平面実測終

了。東半の写真撮影準備にかかる。

14日3区 建物3内 の地鎮遺構の実測。池1内 出

土墨書土器の出土地点図の作成。

4区 南東部建物群の全景写真撮影。西半部

は全景写真撮影の準備にかかる。

19日3区 東部の土鑛1・2の 写真撮影。

4区 西半部 は全景写真撮影。その後クレー

ン車を利用 した高角度からの全景写真

撮影。また、東半部の建物の写真撮影。

21日3区 クレーン車を利用 した高角度か らの全

景写真撮影。池1の 洲浜部の立面写真

実測の準備にかかる。

24日 〃 池1の 洲浜部の立面写真実測。

25日 〃 溝2の 写真撮影。全景写真撮影の準備

にかかる。

27日 〃 池1南 東部の景石の写真撮影。

28日 〃 航空機により遺跡の空中写真撮影。そ

の後クレーン車で池1の 全景写真撮影。
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5月1日4区 東半部の建物群の断面実測は終了。

西半部の建物群の断面実測にかかる。

8日3区 池1西 半部の洲浜の写真撮影。池1は

遺物の記録と取 り上げを開始。

9日4区 井戸2の 断面写真撮影、断面実測。

10日3区 池1西 半部の洲浜の細部写真撮影の準

備。建物4の 写真撮影。池1北 部は写

真撮影の準備にかかる。

11日 〃 池1北 ・東部の洲浜細部写真撮影。

12日 〃 池1北 部の個別遺構 ・遺物出土状況の

写真撮影。

4区 埋め戻 しの準備にかかる。柱穴や割付

基準点に土嚢を置 く。

図6遺 跡保存作業風景

15日3区 前 日の大雨の雨水を利用 し池1に 水 を

湛えた状態の全景写真撮影 を計画。

5区4区 の北東部に5区 を設定、重機掘削

を行ない野寺小路川西肩口を検出。

16日3区 池1に 水 を湛えた状態の全景写真撮

影。その後最終全景の準備にかかる。

4区 柵103の 断面実測。

19日3区 終 日、全景写真 ・個別写真撮影。

22日 〃 泉1古 段階の調査にかかる。池1内 の

遺物取 り上げにかかる。

京都府山城郷土資料館の橋本氏に池1

洲浜使用石材の鑑定を依頼。

23日4区 井戸2は 調査を終了。

5区 野寺小路西築地付近で柱穴 を検出、建

物15と する。

24日 〃 建物15は 門跡 と考えるに至 る。野寺小

路川上面で井戸101を 検出。

25日3区 泉1旧 段階の調査継続。枠内の石材 を

実測後取 り上げる。池内の泉2・ 石製

鋳具検出状況および溝3の 写真撮影。

4区 拡張区の土墳3の 写真撮影。

26日 〃 土墳3の 平面 ・立面図を作成し、4区

の調査は終了。

30日3区 石敷遺構の全形を確認するため、重機

により北東部を拡張。

6月1日5区 建物15が 四脚門であることを確定する

ため、重機により北西部を拡張。

野寺小路川で削平 を受けていたが、

遺存 していた柱穴は親柱に想定、四

脚門の前柱は消失した可能性がある。

5日3区 池1内 の遺物取 り上げを終了。泉1

の旧段階の写真撮影。北東部拡張区

の遺構検出。

5区 建物15の 南柱穴は深さ0.2mあ り柱痕

が遺存 していた。柵101の 掘 り下げで、

11世紀の遺物が出土。

7日3区 東京大学の池内研究室 による3次 元

グラフィック図作成が試行される。

5区 全景写真撮影を行なう。その後、平

面及び調査区の断面図作成にかかる。

8日 〃 平面実測終了。建物15の 断面図作成。

12日3区 南東部から埋め戻しを開始、池1内

には厚 く土嚢を敷き詰める予定。

5区 建物ユ5の柱穴の断面写真撮影。5区

の調査は終了。

13日6区 重機掘削の後、遺構検出を開始。耕

作溝を多数検出。

14日3区 泉1旧 段階の木枠組細部の写真撮影。

15日6区 検出した遺構の配置図を作成。耕作

溝の掘 り下げを開始。

耕作溝掘 り下げの継続。

16日 〃 耕作溝掘 り下げの終了。その後南北

26日 〃 方向の溝102を 検出。この溝は1区 か

ら4区 に連続することが判明。

30日 〃 溝102掘 り下げの終了。

7月5日3区 拡張区東端で南北方向の柱穴列を検

出、確認のためさらに東側を拡張。

6日7区 重機掘削の後、遺構検出を開始。

7日3区 柱穴列北端を確認。

10日 ・r柱 穴列の東西柱間は1間 であること

を確認。拡張区南側をさらに拡張。

6区 東半部で柵7を 検出。

7区 遺構配置図作成後、耕作溝 の掘下げ。

13日3区 東西1間 の南北建物を建物14と した。

南へ延長するため、さらに南へ拡張。

6区 全景写真撮影。

14日 〃 断面実測 を行ない、6区 は終了。

19日7区 全景写真撮影。その後平面実測開始

26日3区 建物14の 写真撮影。その後平面実測

31日 〃 拡張区の断面実測を行ない、3区 の

調査 を終了。

8月2日8区 重機掘削後、遺構検出を行ない、検

出した遺構の掘 り下げ。

4日 〃 天神川旧流路の堆積土層除去後、柱

穴を数基検出、2基 は建物16と した。

8日 ク 全景写真撮影。

9日 〃 平面 ・断面実測後、調査を終了。

30日 西京商業高等学校へ調査終了の報告。

現場引き渡 しの確認を行なう。
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第1章 発掘調査の経緯

第5次 調査

日付 調査区 日誌抄

2001年

1月29日1区 重機掘削後、遺構検出を開始。

30日2区 重機掘削後、遺構検出を開始。

2月5日1区 耕作溝の掘 り下げを開始。

7日 〃 耕作溝の掘 り下げを終了。

2区 耕作溝の掘 り下げを開始。

9日1区 柵8・ 柵9・ 溝状遺構などを検出。平

面実測を開始。

2区 耕作溝の掘 り下げを終了。第1面 の平

面実測を開始。

13日 〃 平面実測を終了。東半部で検出した池

4の 掘 り下げにかかる。

14日1区 平面実測を終了。全景写真撮影の準備

にかかる。

15日　　tr　　全景写真撮影。その後、第2面 の平面

実測を開始。

16日2区 北西部検出した土墳4の 全体を確認す

るため北側へ拡張。

19日1区 柵8・ 柵9の 断面実測。西端の溝状遺

構は2区 の池4の 東肩口と判明。

20日3区 重機掘削後、遺構検出を開始。

21日 〃 耕作溝の掘 り下げを開始。

22日2区 池4の 洲浜の検出及び平面実測。西半

部から平面実測開始。

23日3区 東半部の平面実測 を開始。

4区 重機掘削後、遺構検出を開始。

27日2区 池4の 全景写真撮影。

3区 平面実測 を終了。包含層の掘 り下げ。

3月1日 ク 包含層は完掘、遺構検出にかかる。

2日4区 耕作溝の掘 り下げを開始。

5日2区 池4の 平面実測。土墳4は 断面実測。

6日1区 北壁に沿って断割を行 なう。

4区 平面実測 を開始。

7日1区 北壁断面実測。その後、1区 は完了

3区 全景写真撮影。

4区 南端で石敷遺構2を 検出。

8日2区 平面実測 を終了。その後、池4の 掘 り

下げを開始。

3区 柱穴の断面実測終了。その後、南壁 に

沿って断割。

12日2区 池4を 完掘 し、写真撮影。その後、平

面実測開始。北壁に沿って断割開始。

3区 断面実測。その後、3区 の調査完了。

4区 平面実測の継続。全景写真撮影の準備

にかかる。

13日 ク 全景写真撮影。その後、東壁に沿って

断割。

14日2区 断面実測。その後、2区 の調査完了。

4区 断面実測。その後、4区 の調査完了。

4発 掘調査体制

第1次 調査から第5次 調査 までの調査担当は、以下の通 りである。

第1次 調査 所長 杉 山信三(故 人)、調査部 調査部長 田辺昭三の指導のもと、辻 純一が

担 当 した。

第2次 調査 所長 杉山信三(故人)、調査部 調査課長 永田信一の指導の もと、調査部 調査

課 主任 本 弥入郎が担当 した。

第3・4次 調査 所長 川上 貢、調査部 調査課長 鈴木久男の指導のもと、調査部 調査課

調査第4係 鈴木廣司、網 伸也、清藤玲子が担当した。

第5次 調査 所長 川上 貢、調査部 調査課長 鈴木久男の指導のもと、調査部 調査課 調査第

4係 鈴木廣司、清藤玲子が担当した。

5遺 跡 の測 量

当研究所における遺跡の位置表示は、以下の通 りで、遺跡調査時の記録なども原則 として平面

直角座標系による割 り付けに基づいている。

近畿 圏 を網 羅す る平面 直角座標系VIは 、東 経136° 、 北緯36° の 日本海上 に座標起 点が あ る。

これ を起 点 に東西320kmをA～Hに 、南北600kmをA～Tと 表記 して、それぞ れ東西40km、 南 北

30kmの ブ ロックに分割 してい る。今 回の調査 地点は、座標系V[-ND63-4D42・43、D52・

53と な る。 図7上 図 は、 座 標 系VI-ND(東 西40㎞ 、 南 北30km)中 の63-4(東 西2㎞ 、 南 北1.5㎞)

一15一



第3節 十五町 ・十六町の調査経過

表3第3・4次 調査 工程表

調査期間 1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 試掘調査

(4次 調査)
備 考

1999年

6月

_一 一 一 一 一

7月

__一 一 一 一

8月

_　 一 一 一 一

9月

_　 一 一 一 一

10月

__一 一 一 一

11月

__一 一 一 一

12月

___一 一 一

2000年

1月

一 一 一 一 　 　

2月

一 一 一 一 一 一

3月

一 一 一 一 一 　

4月

一 一 一 一 一 一

5月

__一 一 一 一

6月

一 一一 一 一一

7月

一 一 一 一 　 　

8月

一 　 一 　 甲 一 一 一 一

一 一 一 一 唱____

一 一 一 一 一____

一 一 一 一u___一

朝 日カルチ ャー

セ ンター 日本史

講座見学会

一 一 一 一_____

一 一 一 一_____

一 一 一 一_____

西京商業高校
生徒見学会

一 　 一 　 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

記者発表 ・

現地説明会

一 一 一 　 _一 一 一 一

一 一 一 一_一 一 一 一

西京商業高校
生徒見学会

一 一 一 一__一 一 一

東京大学 による

レーザー1則量

一 一 一 一___　 一

一 一 一 一____一

一 一__一 一 一 一 一 一 一 　 _一 一 一 一 一 一 　 一 …____ ____一 一 一 一 一 一 __一 一 一 一 一 一 一 一

一 ・ 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一____ __一 一　 一 一 一 一 一 _一 一 一 ～ 一 一 一 　 一一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

機械
掘削
一

遺構
検出

調査

実測

写真
撮影

一

　

一

一. 一 一 一_一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一一 一 一 一 一 　 　 　 一 一 一 一 一 __一 一 一 一 一 一 　 　

　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 　 一 　 　 　 一 一 一 一 一 __一 一 一 ___一 一一. 一

.

一 一 一 一 一 一 一. 一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一 一 一 　 一 　 一 一 一 __一 一 一 一 一 一 一 　

一 一 一 一 一 一 一. 一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 __一 一 一 ____一

一 一___ 　 一 一 一 一 一. 一 一 一 一 　 　 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 __一 一 一 一 一 一 一 　

一 一___ ____一 一 一. 一 一__一 一 一 一 一 一 一 _一 一 一 一 一 　 一 一 甲 一 一 一 一 一

一 一___ 一 一 一 一 　 一 ・ 一 「 一 一___一 一 一 一 一 一 _一 一 一 一 一 一 　 一 一 _一 一 一 一

一 　 一 一 一 一 一 一 一 　 　 「 一. 一 一___← 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 一 一 一 一 一 __一 一 一

一 一__一 一 一 一 一 一 一- 一. 一 　 ____ __一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 ___一 一

一 一___ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一

一 一 一 一 一 一 一 一 _一 一 一 一 ___　 一

　

　

一一R___ 　 一 一 一 一 一. _一 一 一 　 一

一

一 一 一 一 一 一 __一 一 一 一 一 　 　 一一__一 一

　 一 一

一一 →___ ___一 一 一 一____ 一 一 一 一 一 一 一__一 一 ___一 一日 一 幽一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1

表4第5次 調査 工程表

調査期間 1区 2区 3区 4区

2001年

1月

一 一 一 一 一 一

2月

一 一 一 一 一 一

3月

機械
掘削

一 、____　 一 一 一 一一

一

一

　

一

遺構
検出

調査

実測

写真
撮影

一. 一

一 一. 一 一 」 一 一 一

一
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第1章 発掘調査の経緯

ND63-4

A B　 C

ll　 l5

D

ヨ纐:3
51:5:珪蕗55

E F　 G　 H

1 J　 K　 L

を表す 。図7下 図は、 これにA～Lを 付 して500m四

方の 区画 に分割 し、 さ らに11～55を 付 して100m四 方

に細分 した図である。

図版1に は、 図7下 図のIOOm区 画 をさ らに4mご

とに細分 して、Y軸 は西 か ら、X軸 は北 か らA～Yを

付 した区分模 式 図を併載 している。遺構実測 の基準

線 お よび遺物取 り上 げ時の地点 表示 な ども原則 と し

て この4mご とに細分 した方眼 を基に してい る。

現在 で は、　GPS(汎 地球 測位 システム)に よ り測量

基準 点設置作業 を行 なってい るが、調査対象 地 内に

設置後 は上記 の地点表示 に基 づい て地 区割 りし、調

査 を進めている。

図7平 面直角座標系VIに よる地区割図

表5十 五 町 ・十 六 町 の 座 標 数 値 表

平安京 が 『延喜 式』の 「京程」 通 りに、同一尺度 を用 い、 同一方 向で設 定されたという仮定 の'平 安京直角座標 と、実際に発掘調査で

検 出 した60箇 所の条坊遺構 の平面直角座標系 の数値 との、振れと尺度の最確値 を求めたものが、以下の座標数値である。

1尺=29.84708cm造 営方位=-0度14分03秒

下記に、 四行八 門制に よる1～49ま での一町内の行門交 点の平面直角座標系Ylの 数値 を表 している。

二 条 大 路十
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第4節 報告書作成の経緯

第4節 報告書作成の経緯

およそ一年余のわたり実施 した一・連の調査では、想定をはるかに越 えた調査成果を挙げること

ができた。1町 規模の庭園を伴う邸宅の全容が明らかになったのは、平安京跡では初めてであり、

広 く一般に公開すべ きとの方針のもと、第3次 ・4次 調査終了後ただちに遺物洗浄、図面整理な

ど報告書作成のための準備に入った。途中、2001年1月 か ら3月 まで第5次 調査などにより中断

はあったものの、2001年4月 に整理作業を再開した。報告書作成に当たっては、本調査である第

3～5次 調査の調査成果を報告するとともに、これまで同校敷地内で実施された第1・2次 調査

の調査成果 も本調査成果の理解の上で不可欠であるという視点に立ち、これまでに当研究所の年

次概要報告で既報告ではあるが、新たな知見を加えてまとめて報告することとする。整理作業体

制は以下の通 りである。

整理作業は、調査部 調査課 調査第4係 鈴木廣司、網 伸也、清藤玲子が担当した。

遺物復原 ・彩色は、調査部 資料課 村上 勉、出水みゆきが担当 した。

保存処理は、調査部 担当課長 永田信一の指導のもと、 卜田健司、竜子正彦が担当した。

なお、本報告書作成の作業担当ならびに原稿執筆者などは凡例を参照されたい。
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第2章 遺 構

第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

調査対象 地は平坦 に整備 された グラウ ン ドで、南北約130m、 東西 約120mの 規模 を有す る。 こ

の調査対象 地に1区 か ら8区 までの調査 区 を設置 した。 また、各調査 区で検 出 した遺構が調査区

外へ延長する場合 には可能なか ぎり拡張区を設定 し遺構 の解 明に努めた。

1遺 跡 の 層 序

各調査 区の基本層序はほぼ同様 の堆積 を示す ものの、基盤 となる無遺物層の高 さが南 に向か っ

て低 くなるため、 グラウン ド造成土層 は相対的 に南 に向かって次第 に厚 くなる。無遺物層上面 で

の高低 差 を各調査 区断面で観察す ると、南北方向 では、2区 北端(T.P.=35.1m)か ら4区 南端 間

の約104m間 で0.75mの 高低差がある(図8)。 一方、東西方向(X=-109,855線 上)で は、5区 東端

(T.P.=34.8m)か ら3区 の西端 間の約100mの 間で約0.2mの 高低 差があ り(図9)、 対象地内の無遺

物層上面は南西 に向かって緩傾斜 を呈す る。

基本層序 は、現地表面 か らグラウ ン ド整地 土層 が厚 さ0.1～0.2m、 グ ラウン ド盛土層が厚 さ0.4

～1 .2m、 各時代 の耕作土 層が厚 さ0.4～0.5m堆 積 し、無遺 物層 とな る。平 安時代の遺構 は無遺物

層上 面で検出 した。 グ ラウン ド上面か ら無遺物 層上面 まで の深 さは、2区 で約1.3m、4区 で約

1.8mあ る。つ ぎに各土層 の詳細 を述べ る。

耕作土層 は、土層観察や出土遺物お よび耕作 に伴 う溝 の検 出状況か ら、各層中で さらに細分す

ることがで きるが、 中には堆積 が途切 れる土層 もあ り、耕作土層1:明 治時代か ら大正 時代、耕

作 土層0:江 戸時代、耕作 土層 皿:室 町時代 の3層 に大別 した。耕作土層1は 砂 を多 く含 む灰褐

X=-109.908 X=-109,867 Xニー109,820 X=-109,804

4区 西壁

ノ

ノ

/

/

/

/

/
/
/

7区 西壁

グラウンド整地層

盛土

一1
一
一H一

一灘
図8

3区 西壁 2区 西壁

1明 治時代から大正時代の耕・作土層

H江 戸時代の耕作土層

III室町時代の耕作土層

a耕 作溝

調査区南北断面模式柱状図(深 さ.1/50)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

Y=-24、320

 

珈蹴ト

一覆 一 グ
7区3区

図9調 査区東西 断面模式 図(長 さ:1/500深 さ:1/200)

色 か ら灰黄 褐色 を呈 す る砂泥

層 で、2区 の北 部 で は厚 さ約

0.3mあ り2層 に細 分 で きる。

耕作 土層Hは 、灰 黄褐色 か ら

暗 オ リーブ褐色 を呈 す る砂 泥

層 で、 厚 さ0.1～0.28mあ る。

耕作 に伴 う溝 の多 くは この土

層 の上面 で検 出 して い る。2

区西 端 で は、 耕作 土層nの 下

層で流路もしくは氾濫を示す と考えられる灰黄褐色から黒褐色を呈する礫混 じりの砂泥層が堆積

し、18世 紀から19世紀前半代に属する陶磁器類が出土 した。8区 の西半部でも氾濫を示す と考え

られる堆積土層を検出している。耕作土層1[1は、オリーブ褐色か ら黒褐色 を呈する泥砂層で、厚

さ0.05～0.15mあ る。耕作土層皿は調査対象地の西側に位置する調査区では分布 しない箇所もあ

り、旧天神川により削平を受けたことが想定できる。

無遺物層は大別して3層 がある。無遺物層1は 、黒色から黒褐色を呈する砂泥層で、1区 か ら

3区 にかけて部分的に堆積する土層である。無遺物層H・は、黄褐色から灰オリーブ色を呈する粘

土層ないし砂泥層で、厚さ0.6～1.Omあ る。各調査区に広 く分布する土層で、平安時代の遺構1の

大半はこの土層の上面で検出している。この無遺物層nが 粘土採掘の対象 となった土層である。

無遺物層IIIは、暗灰黄色や暗褐色を呈する砂礫層である。無遺物層皿は1区 の東端から2区 の北

端にかけてと、4区 の北東部などで高まり、無遺物層0と 同一面上に分布する。この砂礫層 と粘

土ないし砂泥層の変換点が地下水の湧水点となる。

2平 安 時代 中期 の 遺構

平安時代中期の遺構は、十六町のほぼ全域で検出し、平安京における1町 規模の宅地利用の実

態を明らかにすることができた。とくに、2・3区 で検出した庭園遺構は、池跡を中心に全容が

明らかとなった初めての事例であり、貴族宅地における園池 と建物配置を示す資料 として特筆に

値する成果であるといえる。ここでは検出遺構の理解 を容易にするため、調査区ごとに遺構の解

説を加えることとする。なお、明記 しないかぎり、建物 ・柵の方位はほぼ座標北である。

(1)1区 の遺構

調査対象地の北東部に設定 した調査区である。近世以降の大規模な粘土採掘穴(土取穴)に よっ

て調査区の約3分 の1の 面積が破壊を受けていたが、それ以外の面では遺構は比較的良好に遺存

しており、十六町北東部の様相を把握することができた。検出 した遺構 には、建物2棟(建 物

1・2)、 柵3条(柵1～3)、 井戸1基(井 戸1)、 地鎮遺構1基(地 鎮遺構1)が ある。建物2は

2・3区 東拡張区で検出した建物14に 連続する建物であると考えられるため、次項で示す。

建物1調 査区北部で検出した東西4間(10.1m)、 南北5間(13.1m)の 南北棟建物である。検

出した掘立柱の柱穴は側柱のみで、身舎に相当する箇所では柱穴などの柱位置を示す遺構は未検
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第2章 遺 構

出である。建物北東部の1基 お よび南東部の2基 の柱穴 は、後世の遺構 の削平 を受け遺存 してい

ない。柱 穴の平面形 は、ややいびつ な方形 を呈 し、検出面での規模 は一辺0.6～0.8m、 深 さ0.1～

0.35mあ る。検出で きた柱 当 りの柱径 は約0.3mあ る。南柱列の柱 穴底面 には径0.2～0.3mの 根石 を

据 える。柱 間は梁行 ・桁行 とも端の間が2.7m、 中央 間が2.4mあ り、8尺 等間の身舎 に9尺 の庇

が4面 に付 く建物 に復元 で きる。前述 した ように、身舎 に相当する箇所 で柱位置 を示 す遺構 は未

検 出である ことか ら、身舎部分 は基壇状 に高 まって礎石建 ちであった可能性がある。

④
Y=-24、350

東四行 東三行

Y=-24,300

東二行

二条大路

東一行

Y=-24,250

道
祖
大
路

右京三条二坊十六町

北三門

北四門

北五門

区

建物1 地鎮
遺構1
「 一 一 一

柵2
し 一 一 一

建物2

柵3

@
井戸1

柵7

6区5区
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野
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小
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建物15

北八門

国 建物6

目 地鎮遺構3
00
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Xニー109、800

X=-109,850

建物17

建物20

Oo

　

建物18井 戸2溝1

建物7
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押小路

井戸3

@

右京三条二坊十五町

ト

第1次 調査区

建物21
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図10平 安時代中期遺構配置図(1/1,000)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)
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地鎮 遺構1建 物1の 東柱

列 の中央 間 の中心位 置 で検 出

した土墳 で あ る。 平面 形 は円

形 を呈 し、検 出面 で の規模 は

径0.65m、 深 さ0.2mあ り、黒

褐色 砂 泥層 が堆積 す る。墳 底

に長径0.2～0.3mの 礫 を壁 面 に

沿 って並べ 、 中央 にやや小 振

りの礫 を2個 置 く。 遺物 は 出

土 してい ない が、 この土 墳 は

建物1と の位 置か ら建物 と同

じ工 程 で造作 された もの と考

える こ とが で き、建 物建 設 時

の地鎮 に関 わ る遺構 と考 え ら

れる。

柵1調 査 区東 部 で検 出 し

た南北 方 向 に延 長す る掘立柱

の柱列 で あ る。 中央 部 は粘 土

採 掘 穴 に よって削平 を受 けて

お り、北部 で1間 分 、南端 で

1間 分 の柱 穴 を検 出 した。野

寺小 路西 築地 心想 定線 か ら西

に7.5mに 位 置す る。柱 穴 の平

面形 はやや い びつ な方 形 を呈

し、検 出面 で の規模 は一辺約

0.6m、 深 さ0.15mあ る。柱根

が遺存 す る柱 穴 が あ り、検 出

した柱 当 りを含 め、柱 径 は0.2

～0 .3mあ る。総延 長 は現存 規

模 で16.4mあ り、中央部 は5間

分 に相 当す る柱 穴が破 壊 を受

けるが、柱 間は8尺 等 間(約2.4

rn)の7間 に復元 で きる。柵1

の柱 穴 の規 模 は、他 の柵 の柱

穴 よ りも大 きく、建 物1の 柱



第2章 遺 構

穴の規模 に匹敵す る。西側 と北側が破壊 されているため類推 の域 を出ないが、建物1と の配置か

ら想定すれ ば、南北に長い建物 の東桁柱 列の可 能性 もあ り、東西2間 、南北7間 以上 の南北棟建

物 を想定す ることがで きる。

柵2調 査 区中央 で検 出 した東西方 向に延 長す る掘立柱 の柱列 で、長 さ12.4m分 を検 出 した。

東端 の柱 穴 は柵1の 南端柱穴 と接す る。柱 間 は1.3～2.2mと 一定 でない。柱 穴の平面形 は円形 を

呈 し、検 出面での規模 は径0.4m前 後、深 さ0.1～0.25m、 検出で きた柱当 りの柱径 は約0.2mあ る。

柵3柵2の 南 側で検 出 した南北方 向に延長す る掘立柱 の柱 列で、長 さ17.5m分 を検 出 した。

柵2の 東端柱 穴位置 と柵3の 柱 列の方 向が一致 し、柵2東 端か ら南折 して連続す る柱列 とも考 え

られ るが、柱 間 などを考慮 して、柵2と は別の柵 として扱 った。柱 間は1.8～2.4mと 一定でない。

柱穴の平面形 は円形 を呈 し、検出面 での規模 は径0.4m前 後、深 さ0.05～0.15mあ る。

井戸1調 査 区北東 隅で検 出 した方形縦板横桟組 の井戸であ る。掘形 の平面形 はいびつな方形

を呈 し、一辺約2.2m、 深 さ0.9mあ る。掘形 の中央 に木枠 を構築 する。 木枠 は一辺0.9mあ る。底

面 中央 を掘 り窪め、径40cm、 高 さ24cmの 曲物 を据 え付 ける。木枠 は、2面 に柄 穴 を開けた隅柱 を

四隅に立 てて横桟で組み、その外側 に幅20～30cm、 厚 さ5cm、 現存高 さ50～60cmの 縦板 を一辺に

つ き3枚 立 てて構築 している。縦板や隅柱 は建築 部材 を転用す る。木枠 内には、上層 に黒褐色砂

泥層が、下層 は黒色泥土層が堆積す る。

井戸1の 北東側で、井戸1に よって削平 を受 けた井戸跡 を検 出 した。本来な らば別 の遺構番号

を付 さなければな らないが、検 出位置か ら井戸1の 作 り替 え(旧 段 階の井戸)と 考 えてお り、 ここ

で扱 ってお く。 旧段 階の井戸 は、掘形 の平 面形 は方形 を呈 し、一・辺約2.5m、 深 さ0.6mあ る。北

東隅部で方形縦板組の一部が遺存 していた。

(2)2・3区 の遺構

調査対 象地の北西部 に設定 した調査 区である。調査の経緯で述べ たように、2区 で園池遺構 を

検 出 し、遺構 の広が りを確認す るため2区 か ら南へ連続 して3区 を、東 に拡張区 をそれぞれ設定

した。それぞれの区に またが る遺構 もあるため、 ここで は明示 が必要 と考 え られ る場合 を除いて

検 出位置は表記 しない。

2・3区 は、粘土採掘の対象 となった土層であ る粘土層(無 遺物層0)が 広 く分布す るが、幸 い

に も粘土採掘が全 く及 んでい なかった。北部で は砂礫層(無 遺物層 皿)か ら無遺物層0へ と変換 し

てお り、 この位置 に湧水 が多 く認め られる。遺構 は良好 に遺存 してお り、池跡 を主体 に十六 町北

西部の様相 を把握す ることがで きた。検出 した遺構 には、泉2基(泉1・2)、 池3基(池1～3)、

溝3条(溝2～4)、 石敷遺構1基(石 敷遺構1)、 建物6棟(建 物3・4・ 建物11～14)、 地鎮遺構

1基(地 鎮遺構2)、 柵2条(柵4・6)、 土墳2基(土 墳1・2)が ある。1区 で検 出 した建物2は

建物14と 密接 な関係 にある建物 と考え られるため ここで扱 う。

2・3区 で検 出 した遺構 の広が りは、池1を 中心 として十六町の敷地の約4分 の1町 を占める。

溝2は 南西へ延長 し、溝3は 南へ延長 したのち西折 してそれぞれ池2へ 至 る。 さ らに池2の 南側

には池3が 位置す る。 これ ら相互 に関連 した池 の周 囲に建物や柵 あるいは空 間がた くみに配置 さ
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

れている。溝4は 泉1の 北東部か ら東へ延長 し、南折 して石敷遺構1へ 連続す る。

泉1池 の最北端 で検 出 した泉であ る。北西部 は後世 の遺構 によ り一部削平 を受 ける。掘形の

平面形 はややい びつな長方形 を呈 し、東西約2.5m、 南北約2.2m、 深 さ約0.85mあ る。掘形 の中央

部に方形の木枠 を据 える。木枠 の構造か ら、新 旧の2時 期あ る。底面 は砂礫 層(無 遺物層 皿)に 達

してお り、 この土層が湧水層 と考 えてい る。

旧段 階の泉は、一辺約1,1mの 木枠 を横板組 に組み合 わせ て構成 す る。板材 は長 さ130～140cm、

幅30cm、 厚 さ4cmあ る。南北方向の板 は、両端 を上下か ら切 り込み、長 さ12cm、 幅12cmの 柄 を作

りだす。東西方 向の板 は、両端か ら約10cmの 箇所 に、幅5～6cm、 高 さ15cmの 柄穴 を設け、南北

方 向の板 と組み合 わせ る。南東隅の柄穴には平面形が三角形 を呈する襖が差 し込 まれていた。 ま

た、板材の長辺の端面 中央部 には柄 穴があ り、現存高2～4cm、 長 さ6cm、 幅2cmの 柄が遺存 し

ていた。 この ことか ら、旧段 階の泉の木枠 は、横板2段 組 の構造であった と考 え られ る。底部中

央 には長径約0.6mで 深 さの浅い不整形 な窪み を持 ち、長径15cm程 の礫 を5個 、円形 を意識 して据

えていた。底面の標 高は34.35mで ある。旧段 階の枠 内には黒褐色砂泥層が堆積 し、長径30cm前 後

の石 を含 む多量 の礫が混入す る。

この泉は10世 紀初頭 に旧段 階の下段木枠 を残 して解体 され、 門礎石 などを含 む石群 を枠東半部

に組み上げて南辺 と東辺 を縮小 し、幅約25cm、 厚 さ約0.25cmの 薄い横板で一辺約0.8mの 方形枡 に

改修 している。 その際、新段階木枠 の南辺 と東辺 は旧枠 内に新 たに設置 した石の上に直接載せ て

石組みで固定 してお り、これ らの石組み構造 物 を西 か らより効果的に見せ る工夫が なされている。

西辺お よび北辺木枠 は旧段 階木枠の上に載せ られ たと考 え られるが、遺存状況 は良好 でな く組 み

方 の詳細は明 らかで ない。

新段階の泉の堆積土層 は、上面 は後述 する池1と 同様 の土層が堆積 してお り、木枠 内の堆積層

は上下2層 堆積 する。上層 は粘質 を帯 びた黒褐色砂泥層で、腐植 土 を含 んでお り、厚 さ約0.3mあ

る。下層 は黒褐色砂 泥層で厚 さは枠周辺で0.2～0.3m、 中央 部は窪み約0.15mあ る。木枠内 には長

径20cm前 後の石 を含 む多量の石が混入する。新段 階の底面標高 は34.45mで ある。

巻頭 図版 の人形代 は、新段 階の泉 の堆積土層中位 か ら頭部 を上 に、墨書面 を内側 に三つ折 りに

した状態で 出土 した。 また、上層 か ら土師器皿2枚 が合わせ 口に した状態で 出土 している。

導水路 泉1か ら池1に 連続す る間の導水施設で、水 路 ・堰 か らなる。泉1か ら池 に連続す る

導水部で水 路 を検出 した。検 出面 での規模 は長 さ約1.5m、 幅約1.4m、 深 さ0.15～0.25mあ る。 こ

の水路 と池1の 境界 に堰が ある。堰 は長 さ約160cm、 幅約5cm、 厚 さ1cm弱 の板 を使用 し、両端

南側 は杭 で固定 する。堰 の後方の砂礫層 は、周囲 に比べ礫 の状況 は異 なってお り、泉 か ら湧 きだ

す水流の豊富 さを示 している。 なお、導水路の標高 は、北で約35.Om、 南 の堰部で34.9mで ある。

池12・3区 中央 で検 出した池 で、泉 一水路 一堰 一池へ と連続す る。

池1の 平 面形 は南北 に長 い楕円形 を呈 し、検 出面での規模 は、東西約15m、 南北 約40m、 深 さ

は最深部で0.5mあ る。池1の 堆積状況 を観察す るために、中央 の南北断面 を1条 、東西断面 を数

箇所設置 した。 この うち、池1西 岸部洲浜のX=-109,820線 上 に設定 した東西 断面 の一部 を図14

一24一



第2章 遺 構

に示 した。池1の 土層堆積状況は、図中の第2～4層 がほぼ水平に堆積 している。第1層 は中世

の耕作土層であり、調査区全体に広がっている。第2層 からも中世の遺物が出土しており、当該

期においても池跡に残った窪みに耕作土層が堆積 したと考えている。第3層 から出土する遺物は、

平安時代中期の遺物が主体であるが、中には平安時代後期の遺物 も混入 している。第4層 は池が

機能 していた時期の堆積土層で、池底の凹凸にしたがって厚 さ0.05～0.1mあ る。第4層 は腐植土

層の比率が高 く、種実 ・枝など自然遺物も多数出土 している。第5層 は洲浜の石が崩れ始め、そ

の石 と石の間に堆積 した土層 と考えている。第4層 に対応 し、第3層 のように平安時代後期の遺

物は出土 しない。第6層 とした土層は、洲浜の石を貼 り付けるための粘土層であるが、原位置を

保つ石を覆 う2次 的な堆積土層 も含まれている。なお、遺跡保存を前提に調査を進めたため洲浜

の断割作業は行なってお らず、第6層 の所見は後世の遺構の断面などか ら観察したにとどまる。

池は洲浜の様相や景石の配置など、それぞれの箇所で特徴的な意匠を有することか ら、以下、

Y=-24.340 Yニー24,320 Y=-24,300

図版八一2

石敷遺構1

x=ゴ塑o

X=-109,850

図13園 池遺構断面 ・立面図計測位置図(1/400)
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各箇所の状況 について詳述す る。

ア)北 東部 汀 堰 か ら池1に 水 が流れ込む部分 は、南北幅約3mの 南西 に傾斜す る水路 の よう

な形状 を とって池 の本体へ とつ なが る。底部 の標高 は、堰 の南 部で34.8m、 南西部 は約34.7mと

傾斜 が緩 やかである。深 さは0.3mで 、東汀 は緩やか な傾斜面 を もち、堰 か ら東へ約2.5mの 位置で

陸部 となる。底 部にはやや小振 りの石が まば らに貼 り付 け られているが、基盤 となる粘土層上に

は石のはずれた ような凹凸が各所 に遺存 してお り、当初は密 に敷かれていた可能性がある。また、

東傾斜面 には5cm程 黒褐色砂泥(粘 質)層 が堆積 してお り、 この土層 か ら礫 とともに土師器杯皿類

を中心 とした土器群が多量 に出土 した(土 師器第1グ ルー プ)。 これ ら土器 を多量 に含 む黒褐色砂

泥(粘 質)層 は東汀 を造成す る意図的な整地層 と考 えられる。南岸の傾斜部 には護岸意匠は施 され

ないが、北岸 では、堰の東で化粧護岸 としての石列 を東西約1.5mに わたって検出 してお り、 この

石列 はY=-24,317ラ イ ンの西 で北 に直角に並 ぶ石列 と して一部残存 していた。泉部周辺 を区画

す る化粧石が存在 した可能性があ る。後述 する建物13の 南西部2箇 所 の礎石 は、東汀の整地層内

と石列 内に組み込 まれていた。 なお、堰 の西 に も北護岸の石組みが施 されるが、 これ は北岸部石

垣 に連続 してい く。

イ)北 岸部石垣 ・張 り出 し部 池 の北岸 で石垣 を検 出 した。堰 の西か ら南 西 に延 びるまば らな

石列 に連続 して、Y=-24,322ラ インか ら北岸部石垣が始 ま り、建物3の 東側柱 を接 して建物内

のY=-24,326ラ インまで続 く。長 さ5m、 高 さ0.2～0.3mあ る。池肩口の粘土層(無 遺物層0)に

幅0.2～0.3mの 平坦部 を削 り出 し、その平坦 部上面 に長径20～30cmの 角 張 った石材 を組み上 げ石

垣 とす る。石垣 は2段 検 出したが、石垣 に使用 したとみ られ る同規模の石が池堆積 土層中に含 ま

れているこ とか ら、上部 にはさらに1・2段 積 み上 げ られていた と考 えられ る。

石垣 の前面 では0.2～0.6m間 隔で ほぼ垂直 か らやや斜 めに打 ち込 まれた杭 を8本 検 出 した。杭

の現存規模 は長 さ20cm、 径5cmあ る。石垣の裏込め側で も数本検出 した。砂礫層(無 遺物層 皿)上

の杭 は、石垣 の崩落状態 と同様 に傾いてはい るが 、原位置 は保 ってい る。石垣検 出面で の陸部標

高は35.1～35.15mで 、底部標 高は34.75mで ある。

W

Y=-24,332 Y=-24,330

1 E

H:35.00m

10YR2/i黒 色砂泥(φ4cmま での石含 む)

10YR1.7/1黒 色砂泥(炭 含む)

IOYRI.7/1　黒色砂泥(炭 ・φlcm大 の礫含 む)

2.5Y2/1黒 色砂泥(粘 土ブ ロック含む)

2.5Y2/1黒 色砂泥(炭 含む)

10YR2/1黒 色砂泥

図14池1西 岸 部 洲 浜 断 面 実 測 図(X=-109,8201/20)
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石垣の南東部対岸には、半島状 を呈する張 り出し部がある。張 り出し部の検出面での規模は長

さ約5m、 幅は先端部で約3.2mあ る。張 り出し部の西半部は砂礫層(無 遺物層皿)が露呈している

　　

が、その他 の箇所 には白色 ない し茶褐色 の粘土 を無遺物層 皿上 に貼 り付 けて固 く叩 き締めている。

張 り出 し部の形状 を保つ ための施工 と考えている。張 り出し部の上 半では石垣 あるいは洲浜 な ど

は未検出であ る。泉 か ら湧 き出 した水 は、 この張 り出 し部分で南西 方向に流 れを変 え、池 の中央

部 に至 るもの と想定で きる。

ウ)西 岸部洲浜 建物3の 南側か ら建物4の 東 にかけて検 出 した。検 出面での規模 は長 さ約11

m、 幅1.2～1.5m、 傾斜角 度は13° 前後 ある。洲浜 はX=-109,824付 近 で途切れ、 この付近で傾斜

角度 は緩傾斜 となる。洲浜 には拳大 ほどの石 が密 に敷 き詰 め られ、長径20cm前 後 の石 も多量 に使

用 されているが、意図的に面 を揃 えることはしない。 また、大 きい石の中 には原位置 を失 った も

のが相 当数あ り、上部 に使用 された石が崩落 した と考 えている。洲 浜の検 出面 での陸部標 高は、

35.Om、 池底部標高 は34.6～34.65mで あ る。

エ)東 岸部景石 北 部の張 り出 し部 か ら弧 を描 いて東方 に広が る箇所で は、張 り出 し部か ら南

へ約10mの 東岸斜面(標 高34 .8～35.Om)で 、景石 および景石 が抜 き取 られた痕跡(土 墳1・ 土墳2)

を検 出 した。

土墳1は 、池 と陸部の境界で検 出 した。平面形は南 北に長 い楕 円形 を呈 し、検 出面での規模 は

長 さ約3m、 最大幅約1m、 深 さ0.8mあ る。底部面 には凹凸があ る。 この抜取穴の規模か ら類推

す ると、大規模 な景石が複数個据 え られていた と想定で きる。 この抜取穴の前面には拳大か ら人

頭大の石 を使用 した石敷が広が り、先端 には長径40cmを 超 える石 も据 え られてい る。 また、 この

景石抜取跡 の南部で も大小 の窪み を検 出 しているこ とか ら、景石が配置 されていた可能性が ある。

その うちの一つである南北 に細長い土鑛2の 北端で は、地鎮 のために据 え られた緑紬 陶器皿が出

土 している。土墳2の 検 出面での規模 は、長 さ2m、 最大幅0.7mあ るが、深 さは0.1m程 と非常

に浅い。 この ように、北東部か ら東 部にかけては、池1の 中で も大規模 な景石 を配置 していたこ

とが想定で き、洲浜 を構成す る西岸部 とは異 なった意 匠を示 している。この部分 での池1底 部 は、

標高34.65mで あ る。

これ らの抜 取穴の南西方 向の池中 には、 唯一原位置 を保つ景石 が遺存 してい た。石材 は黒雲母

　ヨ

花闇岩で、上面は平坦面 を有す る。長 さ約70cm、 幅約40cm、 高 さ約30cmあ る。景石 を据 えた池の

底面 は周囲 よ りも一段 高 く造作 してお り(標 高34.7m)、 景石 の上部 は標高34.93mと 、想定水面か

ら浮 き出る ように配置 された と考 えている。

オ)南 岸部洲浜 池 の南半部 は、幅4.0～4.5mで 、傾斜 角3° 程度 のなだ らか な斜面 に、拳大 に

充た ない玉石 を密 に敷詰 めた洲浜 となっている。 ただ、南西部では、長径20cmを 超える石 も少量

使用 されている。 また、南東部の洲浜 は、南西部に比較す ると石敷 の密度 は若干低い。

泉2池1底 面の 中央南寄 りで検 出 した泉で ある。平面 形 は方形 を呈 し一辺約1.5m、 深 さ約

0.25mあ る。泉1の ように周囲の造作 はな く、素掘 りのままである。底面 は砂礫層(無 遺物層 皿)

に達す る。湧水 を確保す るための施設 と考 えてい る。泉2の 底部 の標 高は34.3mで 、周 囲の池1
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Y=-24,330 Yニー24,320

 

④

図15池1平 面 ・断面実測図(長 さ1/200深 さ:1/40)

28



第2章 遺 構

底部は、34.55～34.6mと 非常 に平坦である。

溝2池1の 南西部 で検 出 した、池1か ら連続 し北東 一南西方 向に延 び る遣水状 の溝 である。

この溝2の 南西部 には後述す る池2が あ り、池1一 溝2一 池2と 連続す る。溝2は 池2に 連続 す

る箇所が後世の遺構 に より削平 を受 けるが、検 出面 での規模 は長 さ約4.5m、 幅約1.5m、 深 さ0.02

～0 .04mと 非常 に浅 い。溝底面 のほぼ全面 に南西部 の洲浜 か ら連続す る石敷 があるが、 この溝の

石敷 は池1の 底面 よ り高位 に位置 してお り、池1か ら排 出 される上水 を池2へ 流す施設 と考 えて

い る。 なお、池1と 溝2の 接 続部 の池1底 部 の標 高は34.6m、 溝2底 面 の標 高 は34.8mで あ る。

溝12が 池1の 上水 を流す機能 をもつのであれば、必然的 に池1の 満水 時の水面標 高は、34.8m強

と推定で きる。

池2溝2の 南西部 で検 出 した池 であ る。西部 は調査 区外 に広が り、検 出面 での現存規模 は、

南北約8m、 東西約6m、 深 さ約0.2mあ る。拳大前後の大 きさの石 を密 に、 また比較的平坦 に敷

き詰め てい る。 この石敷上面 は、溝2と の接続 部か ら西 に向か って緩傾斜 を呈 してお り、東端底

面 で標高34.7m、 西端底面 の標高は34.6mあ る。

溝3池1の 南端部で検 出 した素掘 りの溝であ る。池1か ら連続 して南に延 長 し、北四 ・五門

界付近 で西折す る。西へ は池2と 連続す るが、接続 部は後世 の遺構 によ り削平 を受 ける。池1か

ら溝:3へ の導入部でほぼ完全な丸瓦 を検出 した。検 出面での規模 は幅0.5～0.7m、 深 さ0.15mあ る。

池1と 溝:3の 接合部 の池1底 面 の標高 は34.58m、 溝3の 底面 の標高 も34.58mで 、底面はほぼ同

じ高 さにあ る。 また、池2と の接続部の標 高は、溝3の 底面 で34.55m、 池2で34.6mで ある。 な

お、南岸部洲浜 の石敷 はこの溝 を覆ってお り、池1の 機能時には塞がれ ていた と考 えられ、溝2

とは用途の異なる溝 であることが想 定で きる。各底面の標高の比較 か らは、清掃 など、池1の 水

X=-109,840.55
Y=-24.329

X=-109,839

Y=-24,330.35

H:35幽

溝2導 水部立面

Y=-24,328

旦mao.
X=-109,851

旦鯉m

IOYR2/1黒 色泥砂7.5YR3/2黒 褐色砂泥

IOYR2/2黒 褐色砂泥7.5YR2/1黒 色砂泥

IOYR2/2黒 褐色砂泥(粘 土ブ ロック含む)7.5YR3/1黒 褐色砂泥(粘 土ブ ロック含む)

2溝3導 水 部 断面3溝3断 面

図16溝2導 水 部 立 面 図 ・溝3断 面 実 測 図(1/20)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

X=-109.804.50

幽50m

W

耕作溝

l　IOYR2/正 黒色泥砂

210YR2/2黒 褐色砂泥(炭 ・小礫含 む)

32.5Y3/1黒 褐色砂泥やや粘質(小 礫含 む)

47.5YR3/1～3/2黒 褐色泥砂(小 礫含 む)

510YR2/2～3/2黒 褐色泥砂

67、5YR2/1黒 色泥砂(φ2～4cmの 礫含む)

Y=-24,308

1
5

6
4

H:35、30m

E

耕作溝

2

図17溝4断 面実測図(1/20)

を抜 く必要が生 じた時、排水

路 として機能 した と考えられ

る。

池3調 査区南西隅で検 出

した湿地状堆積 を示す池 で、

南お よび西へは調査 区外へ広

がる。検出面での現存規模は、

南北約6m、 東西約14m、 深

さ約0.4mあ る。底面 は凹凸が

ある。池3の 北肩口は東西方

向へ直線的に延長 し、溝3南 半部 とは並行の位置 にあ り、池3北 肩 口 と溝3間 は幅約2.5mの 空閑

地 となる。 出土遺物 は池1と 同時期で、池1・2と ともに機能 した施設 と考 えてい る。底面の標

高は、34.45～34.5mで ある。

溝4泉1の 東で検 出 した溝 で、泉1と 連続する。東へ約10m延 長 して南折す る。検 出面での

規模 は幅0.5～0.6m、 深 さ0.15～0.2mあ る。南へ は石敷遺構1に 連続す る。溝底 面の標高 は、泉1

との接続部で35.2m、 石敷遺構 との接続 部で34.95mで ある。泉1・ 導水路 の標 高 と比較 す ると、

泉1の 水 は絶対 に溝4に は流れないことがわかる。

石敷遺構1溝4の 南端部で検出 した石敷 を伴 う遺構 である。東約3.5mに やや小規模 で同様の

遺構 があるが、石敷遺構1中 央部が削平 を受 けた結果の現況 と考 えてい る。平面形 はいびつ な菱

形 を呈 し、検 出面での規模 は南北約6.2m、 東西約5.8m、 深 さ0.1mと 非常 に浅い。底面 に径5cm

前後の細 かい石 な どを敷 き詰め る。肩 口周辺 に沿 って、石 の抜取穴 と考 え られ る大小 の穴が多数

あ り、景石 を据 えていた可能性 も考 えられる。底面の標高は34.95mで ある。 また、石敷 遺構1の

東 の窪み は、平面形が南北 に長い楕 円形 を呈 し、検 出面 での規模 は南北約6m、 東西約3.5m、 深

さ0.1m程 である。底面に石 をまば らに敷 く。 これ ら遺構 の出土遺物 は、池1と 同時期であ り、検

出位置か らも庭 園施設の一部 と考 えられる。

建物3泉 を東 に、池 を南 に眺 めるように建 て られている。 この建物は東西4間(9.7m)、 南北

4間(9.4m)の 方形で南 面 と東西 に庇 を持つ構 造であ る。 身舎 の柱 間は7.5尺 等 間、庇 は東 と南が

9尺 と広 く、西が8尺 と不規則 な構造に復元 で きる。南東隅の庇部分 は池 に入 ってお り、柱 穴を

確認す ることがで きなかった。推定建 物内では汀線の護岸石組が施 されていない ことか ら、建物

南東部 に推定 され る2箇 所 の柱 は、池の中に礎石 を据 えて建て られていた と考 え られ る。泉か ら

流 れてきた水 は、この建物の南東部の床下 を流れてい く構造 だったのであろう。柱穴 の平面形 は、

いびつ な方形 を呈 し、検 出面での規模 は一辺0.5～0.7m、 深 さは0 .1～0.25m、 池 の肩 口部 に設置 さ

れた2箇 所の柱 穴には柱根が遺存 してお り、柱径 は約0.2mあ る。 これ ら2箇 所 の柱穴 は柱 を据え

た後、石で覆い洲浜への修復 がなされている。

地鎮遺構2建 物3の 北西隅で建物 の造営に伴 う小土墳 を検出 した。遺構 は直径0.8mの 浅い土
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第2章 遺 構

墳で、3枚 の土師器杯 と2枚 の土師器杯 をそれぞれ重 ねて正位で置 き、 さらに土墳 内に小石 を充

満 させ ていた。同様 な遺構 は平安京跡の各所 で検 出 されてお り、地鎮 に伴 う遺構 と推定 されてい

る。

建物4池 の西側 で東西1間 分(2.7m)、 南北4問(10.8m)を 検 出 した。調査区外へ広が るため

全体 の規模 は不明であ るが、東側柱 は北か ら10尺 ・8尺 ・8尺 ・10尺 の柱 間を取っている。 身舎

部分の柱 穴は検 出で きない ことか ら、建物1と 同 じく身舎部礎石建 ちで庇柱が掘立柱構造 の四面

庇建 物 と考え られる。おそ ら く、身舎部分 は8尺 等 間、庇の出は南北が10尺 、東西が9尺 となる

ので あろう。柱穴の平面形 はいびつ な方形 を呈 し、検 出面 での規模 は一辺0.5～0.7m、 深 さ0.1～

0.15mあ る。検 出で きた柱 当 りで は、柱径 は0.25mあ る。北側柱列 は拡張 して次 の柱穴 を求 めた

が、江戸時代の旧天神川流路 によ り消失 していた。東側柱列の柱 穴には、北端 を除 いて東に接 し

て添 え柱 と考え られる長軸約0.3mの 小規模 な柱 穴を検 出した。建物4は 池のほぼ中央で、対岸に

景石群 を望む位置 にあ る。

建物11池1南 岸部洲浜 の南 、中央 よ りやや東寄 りで検 出 した。東西3間(6.6m)、 南 北3間

(6.6m)の 方形の建物で北 に庇 がつ く。建 物11の 身舎部分 と後述す る建物12は 、全 く同 じ構造で、

梁行7尺 等 間、桁行 は7尺 ・8尺 ・7尺 に復元で き、建物11で は北 に8尺 の庇がつ く。柱穴の検

出面での規模 は長軸0.3～0.6m、 深 さ0.1～0.15m、 検 出で きた柱 当 りで は柱径 は約0.2mあ る。 ま

た、建 物11の 東側2条 の柱 列 を北へ延長 した線上 に3基 の柱穴 を検 出 してい る。いずれ も、直径

60cm未 満 の柱穴で構成 されてお り、また平面形 も丸み を持った ものが多い。

建物12建 物11の 東約2.4mで 検 出 した東西3間(6.6m)、 南北2間(4.2m)の 東西棟 である。建

物11の 身舎部 と同 じ構 造 に復 元で きる。柱 穴の検 出面 での規模 は0.4～0.7m、 深 さ0.15～0.25mあ
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図18建 物3・ 建物13・ 柵4平 面 ・断面実測図(1/200)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

る。検 出で きた柱 当 りでは、柱径 は0.2mあ る。建 物11に 比べ る と、座標北 に対 して若干西に振 れ

るこ とか らこの2棟 は別棟 としたが、棟続 きの建物 の可能性 もある。

建物13泉1の 南東部で、導水路部 よ り東側 が張 り出 し、入江状 をなす部分 にあ る。東西1間

(2.85m)、 南北2間(4.8m)で 検 出 した。東側の柱列 は掘立柱 で、西側 の柱列 は礎石柱 に復 元で き

る建 物であ る。柱 穴の平面形 は、 いびつ な方形 ない し円形 を呈 し、検 出面 での規模 は0.3～0.4m、

深 さ0.05～0.lmあ る。検 出で きた柱 当 りで は、柱径 は約0.15mあ る。西側柱列 は、南端 が池汀部

に据 えられた礎石(長 径30cm、 上面 の標高は35.Om)、 中央が石垣 の一部に組み込 まれた礎石(長 径

25cm、 上面 の標高 は35.1m)と して検 出 した。北端 も柱穴 を未検 出であることか ら、礎石 を据 えた

と考 え られ る。前述 した ように建物南半 か ら堰部分 にか けての整地層 内で、完形品 の土師器杯 皿

類 を含む多 くの土器が 出土 した。短期間に形成 された もの と思われる状況 で一括性 の高い土器群

であ る。

建物2・14建 物2・14は 主軸方 向や柱 間、柱 穴規模 な どを考慮す る と密接 な関係 にあ るこ

とが わか る。建物 としての まとま りご とに概要 を記す。

建物2は1区 の西 端中央で検 出 した南北12.1m、 東 西6.95mの 規模 を有す る南北棟掘 立柱建 物

で、 東 を除 く3面 に庇 がつ く。 身舎 の柱 間は、桁 行 ・梁行 ともが8尺 等 間に復 元で きる。庇 の

出は北庇 と南庇が8尺 、西庇 が7.5尺 である。柱 穴の平面形 は、 いびつ な方形 を呈 し、検 出面で

の規模 は長軸0.5～0.7m、 深 さは南西部柱 穴で0.3m、 他 は0.05～0.2mあ る。検 出で きた柱 当 りで

は、柱径 は0.2～0.3mあ る。 身舎東柱列 の中央 の2基 の柱穴 には添 え柱 と考 え られるほぼ同規模

の柱穴が接す る。
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図19建 物4平 面 ・断面実測 図

(1/200)
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図20建 物11・ 建 物12平 面 ・断面実測 図(1/200)
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第2章 遺 構

建物14は 建 物2の 西側 で検

出 した南 北11間(27.8m)、 東

西1間(2.25m)の 南北棟 掘 立

柱建 物 で あ る。柱 穴 の平面 形

は、 いびつ な方 形 ない し円形

を呈 し、検 出面 で の規模 は長

軸0.3～0.6m、 深 さは柱根が遺

存す る柱 穴で0.35m、 他 は0.1

～O .15mあ る。 遺存 す る柱根

や 検 出で きた柱 当 りを含 め、

柱 径 は約0.25mあ る。建 物14

の南半 の6基 の柱 穴 は、建 物

2の 全 ての梁行 柱列 と同一延

長線 上 にあ り、6間 目か ら9

問 目まで も同規模 の8尺 等 間

に復 元 で きるが、 北端 の10・

11問 目は柱 間が約3mで10尺

等 間 となる。 また、建 物14の

東 柱列 と建 物2の 西 庇柱 列 の

柱 間 も2.25mで あ り、建物14か

ら建 物2の 西 庇 まで の東 西柱

間は7.5尺 等 間 とな る。各建 物

の柱 間か ら想 定 す る と、 この

2棟 の建 物 が密接 な関係 にあ

る と考 えてお り、建物14は 建

物2か ら連 続す る建 物 であ ろ

う。建 物2と の取 り付 きにつ

o

Y=-24,290

「・1

mSOOm

図21建 物2・ 建物14平 面 ・断面実測 図(1/200)

いては、建物2の 南北庇部分か ら建 物14へ 廊 で連結す る構造が妥 当 と考 え られ る。

なお、建物14の 北 か ら5列 目の柱 間中央やや北寄 りの位 置で完形 の地鎮壺が横 たえた状 態で

出土 した。据 えるための施設 の痕跡 は、耕作溝 で壊 されてお り明 らかにで きなか ったが、 出土位

置や検 出状況か ら建 物14に 伴 う地鎮 に関係す る遺物 と考 えられる。

柵4建 物3の 北側で東西7間 分(16.8m)を 検 出 した。柱 間は8尺 等 間であ る。柱 穴の検 出面

での規模は一辺0.4～0.5m、 深 さ0.1～0.15m、 検 出で きた柱 当 りでは、柱径 は0.2～0.25mあ る。柵

と判断 したのは、柵4の 中央 部にあた る柱 穴の北側1箇 所 を可能 な限 り拡張 し精査 を行 なったが、

柱穴 は認め られ なか ったためである。柵4に 関 しては二条大路推定築地心 まで9m余 りの距離 を
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

残 してい ることか ら、柵4が 建物14同 様の廊状 の遺構 である可能性 も考慮 に入れ てお きたい。

柵4の 南 に接 して、 さ らに東西方 向の柵 を1条 検 出 した。3間 分(7.3m)を 検 出 し、柱間 は8尺

等間に復元 で きる。検 出面での規模 は一辺0.5m、 深 さ0.05～0.15mあ る。検 出で きた柱当 りでは、

柱径 は約0.2mあ る。東側3基 の柱 穴は、柵4の3基 の柱 穴 と同位置 にあ り、柵4柱 穴 を切 ってい

る。柵4西 部 の作 り替 えで、 さらに西 に1間 分延長 した と考 えている。柵4と 比べ る と、主軸方

向は座標東 に対 し北 に若干振 れる。

柵6池3の 北辺部の傾斜面 で、東西4間 分(約11.7m)を 検 出している。柱 間は不揃いなが ら、

東 か ら2.8m・1.8m・2.8m・3.3mと も解釈 で きる。柱穴 はいずれ も直径0.3m未 満 の円形 で、深 さ

0.15m、 検 出で きた柱 当た りでは、柱径 は0.2mあ る。溝:3と の関連か ら柵 に類 した施設が考 え ら

れる。主軸方向は座標東 に対 し、北 に若干振 れる。

(3)4区 の遺構

調査対象地 の南半 に設置 した調査 区である。1区 と同 じ く、近世以 降の大規模 な粘土採掘穴 に

よって中央部が削平 を受けていたが、東 部は砂礫層(無 遺物層m)が 粘土層(無 遺物層n)と 同一面

まで高 まってい ることか ら粘土採掘が及ばず 、遺構 は比較的良好 に遺存 していた。 この調査区で

は十六町南半部の様相 を把握す ることがで きた。調査 区南端 には押小路北築地心想定線が東西 に

延長 する ことか ら、南西 部に南拡 張区 を設定 した。検出 した遺構 には、建物10棟(建 物5～10・

建物17～20)、 地鎮遺構1基(地 鎮遺構3)、 柵1条(柵5)、 押小路北側溝1条(溝1)、 井戸1基

(井戸2)が ある。

建物5粘 土採掘穴で壊 されてお り東端部のみの確認 であるが、南北2間 の東西棟 と考 え られ

④
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図22建 物5・ 建物6平 面 ・断面実測 図(1/200)
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第2章 遺 構

る。粘 土採掘穴 の壁面 に北柱 列の4問 目柱穴 の痕跡が確認で き、その西では柱穴が検出で きない

ことか ら、東西 は4間 であ る可能性が高い。東 西12m強 、南北5.8mで 、柱 間は3mと 広 く取 って

お り、桁 行が10尺 等 間、梁行 は9.5尺 等 間の建物 に復元 で きる。柱掘形 は0.4～0.6mの 隅丸方 形、

柱径 は0.2mで ある。

建物6建 物5の 東南 に建て られた東西2間 、南北4間 の南庇付 き南北棟建物 である。東西4.7

m、 南北9.8mで 、北側柱列 を建物5の 妻中央柱 に揃 えている。 身舎部分 は柱 間が2.4m前 後、庇

の出 も2.4mで 、8尺 等 間の建物 に復 元で きる。柱掘形 は0.4～0.5mの 隅丸方形、深 さは柱根が遺

存す る柱 穴で0.3～0.4m、 他は0.1～0.2mあ る。身舎南西隅柱 では柱材 が完存 してお り柱径 が0.2m

であ ることが判 明 した。 身舎南柱列 の西 の柱 間で地鎮遺構 と考 えられる地鎮遺構3を 検 出 してい

る。

地鎮遺構3建 物6の 身舎南柱 間で検出 した石組 み土墳であ る。長辺約1m、 短辺0.6mの 隅丸

方形で、深 さ0.25mあ る。壁面 に0.2～0.3mの 石 を組んで石室状 に してい る。埋 土は細かい炭や土

器片 を含 んだ黒褐色砂泥 で、遺構 の性格 を示す遺物 は出土 しなか ったが、おそ ら く建物1の 地鎮

遺構1と 同 じく地鎮 に関す る遺構 と考 えられる。

建物7建 物6の 南 で検 出 した東西2間 、南北4間 の南庇付 き南北棟建物 である。東西4.5m、

南 北9.75mで 、若干 のずれはあるが建物6と 桁行 を揃 えている。身舎 部分 は東西柱 間が7.5尺 等 間、

南北柱 間が8尺 ・7.5尺 ・8尺 で、庇の 出は9尺 に復 元で きる。柱掘形 は0.5～0.7mの 隅丸方形、

深 さ0.1～0.4m、 柱径 は0.2m前 後で、柱材の一部が残存す る柱穴が2箇 所 あった。建物6の 南庇

柱 と建 物7の 北側柱 との距離 は4.5mで15尺 に計画 されてお り、一連の建物であることを示唆 して

いる。 なお、南庇 か ら東へ延 びる柱 穴 を1間 分検 出 してい る。柱 間は約2mで 、南庇部が7尺 程
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図23建 物7・ 建物8・ 柵5平 面 ・断面実測 図(1/200)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

東へ張 り出 した構造 になっていた。おそ らく、 この張 り出 しは後述 する建物8へ の渡廊 として機

能 していたと考 えられる。

建物8建 物7の 東 に隣接 して建 て られた南北4間(9.6m)、 東西1間 以上 の南北庇付 き建物で、

おそ らく東西棟 になる と考 え られ る。 身舎 の梁行2間 分 の長 さが4.5mで あるこ とか ら7.5尺 等間

であ ることが わか り、庇の出は2.55mで8.5尺 に復元で きる。桁行 は庇の出 と同 じく8.5尺であるが、

全体 の構造 は不 明である。柱掘形 は0.5～0.6mの 隅丸 方形 、柱 径は0.2m前 後であ る。前述 した よ

うに建物7と は南庇 部の渡廊 に想定 した張 り出 しで連結す るが、 身舎南柱 列は建物7と 若干 あわ

ない。

柵5建 物7・8の 南2.4mで 検 出 した柵 である。東端の柱 穴 は建物8の 西側柱列の南延長 に位

置す る。西へ6間 延 長 し、 さらに北折 して1間 分延長 している。検 出 した長 さは東西12.2m、 西

端での南北柱 間は2.1mあ る。北折 した柱 穴は、建 物7の 身舎西側柱列 か ら3.6mに 位置す る。柱

穴の平面形 は、 いびつな方形 を呈 し、検 出面 での規模 は一辺0.4～0.6m、 深 さ0.1～0.3mあ る。検

出で きた柱 当 りで は、柱径 は約0.2mあ る。柱 間は1.8～2.4mと 一定 していない。 この柵 は、建物

7・8と 同一工程 で造作 された と考えてい る。

建物9調 査 区西半部 で検 出 した東西3間(5.4m)、 南北3間(8.2m)の 東庇付 き建物で ある。

身舎梁行、庇の 出と もに6尺 等 間、南北柱 間は8.5尺 ・10尺 ・8.5尺に復元 で きる。柱掘形 は0.4～

0.6mの 隅丸 方形 、柱径 は0.2m前 後 で

lY=-24'312
あ る。゜④
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図24建 物9・ 建物10平 面 ・断面実測図(1/200)

建物10建 物9の 南西で検 出 した

南北3間(6.9m)、 東西1間(2.4m)以

上 の建物 で ある。東庇部 の検 出に と

どまってお り、 西の調査 区外 に身舎

部が展 開す る と考 え られ るが、 詳細

は明 らか にで きなか った。東西柱 間

は8尺 で、南北柱 間につい ては北 か

ら8尺 ・8尺 ・7尺 と復元で きるが、

若干 の不揃 いが生 じてい る。柱掘 形

は0.4～0.7mの 隅丸方形、柱径 は0.2m

前後 であ る。現 状 では井戸2と 共存

した建 物 と考 えて お り、井戸2を 掘

削 す る折 りに、後述す る建 物18を や

や北 にず らして建 て替 えた もので あ

る。

建物17東 西2間(4.2m)、 南北3

間以上の南北棟 で ある。南北桁 行の
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第2章 遺 構

柱 間は北か ら7尺 ・8尺 ・8尺 で、 もう1間(7尺 分)と れ ば後述 する建物18と 南柱列が揃 うこと

か ら、南 北 は4間 になる可 能性 が高 い。東西 は7尺 を意識 した と考 え られ るが、西 か ら2.1m・

1.9mあ り柱 間は揃 っていない。柱掘形 は0.3～0.4mの 円形 とやや小 さ く、柱径 は0.2m前 後で ある。

建 物18井 戸2を 掘削す る以前 に建 て られた南北3間(6.6m)、 東西1間(2.4m)以 上 の建物 で

あ る。南北柱 間は北か ら7尺 ・8尺 ・7尺 で、 中央 間が広い。東庇部 の検 出であ り、西 の調査 区

外 に身舎部が展 開する と考 えられ る。東庇 の出は8尺 であ る。柱掘 形 は0.5～0.7mの 隅丸方形 が

基本で、柱径 は0.2～0.3mで ある。東庇 の南端 に曲物 を据 えた土墳3を 検 出 してい る。

土墳3南 拡 張区で検 出 した土塘であ る。南半 は井戸2の 掘形 によって削平 を受 ける。掘形の

平面形 は方形 を呈 し、検出面での規模 は、一辺0.8m、 深 さ0.7mあ る。底面 中央 に底板 を抜 いた

曲物 を据 えるが、遺存状 態は悪 く、現存径45cm、 高 さ8cmあ る。底面 には礫 をまば らに敷 く。底

面 は粘土層(無 遺物層n)内 にあ り、砂礫層(無 遺物層 皿)に は達 していない。検 出位置は建物18の
　る

東庇部内に納まる。水溜めとして機能 していたと考えられる。

建物19建 物17の北側約2.4mに 位置する掘立柱建物である。北側の柱穴は、大半が削平を受け
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図25建 物17・ 建 物18・ 建 物19・ 建 物20平 面 実測図(1/200)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

てい るため、全体の規模 は不明であ るが、南北1間(2.1m)以 上、東西3間(7.Om)あ り、柱穴 の

配置か ら南北棟建物で 身舎の南 と西に庇 のつ く建物 と考 えてい る。東西柱 間は身舎桁 行が7尺 等

間、庇 の出が9尺 に復元 で きる。柱 穴の平面形 は、 いびつ な方形 を呈 し、検 出面で の規模 は一辺

0.4～0.5m、 深 さ約0.1mあ る。検 出で きた柱 当 りでは、柱径 は約0.2mあ る。

建物20調 査 区中央南寄 りで検出 した7基 の柱穴 は、周囲の大半が粘土採掘穴 によ り削平 を受

けてお り複数の建物 にな る可能性 もあるが、それぞれの方 向で柱筋が一致す るため同一・の掘立柱

建物 としてま とめた。南側柱列 は建物19の 南側柱 列 と柱筋 がほぼ一致す る。復元線 の ように3つ

の柱 穴 を対応 させた平行 す る2列 の南北掘立柱列 を建物 の側柱 と考 えると、 この柱 間 は5.4m(18

尺)と なる。南北柱 間 は西柱 列で は8尺 等 間に復元 で き、梁行9尺 等 間の南北棟建物 の存在 が想

定で きる。 しか し、他 の柱穴 との相関関係 は、抽 出す ることがで きない。柱穴 の平面形 は隅丸方

形 を呈 し、検出面での規模 は一辺0.4～0.8m、 深 さ0.1～0.3mあ る。検出で きた柱 当 りでは、柱径

は約0.2mあ る。

井戸2南 拡張区の、後述す る押小 路北側溝 の北約1mで 検 出 した方形縦板横桟組 の井戸であ

る。掘形 の平面形 は方形 を呈 し、一辺2.8～3.Om、 深 さ1.3mあ る。底面中央 を井戸枠が納 まる規

模 に掘 り窪め、井戸枠 を構築す る。井戸枠 は一辺0.8mあ る。2面 に柄穴 を開けた隅柱 を四隅に立

てて横桟 で組 み、その外側 に幅25～30cm、 厚 さ3～4cm、 現存 高 さ90～100cmの 縦板 を一辺 につ

き3枚 立て構成 してい る。縦板 の外側 にさ らに板 を重ね る箇所 もある。縦板や隅柱 は建築 部材 を

転用す る。木枠 内には、上層 に黒褐色砂泥層、下層 に黒色泥土層な どが堆積す る。 この井戸 の掘

形 は押小路北築地心想定線上 に位置 し、木枠 は築垣 の内側 に接 した位置 にある。掘形南半の上面

は、礫 を多量 に含む黒褐色砂泥層で突 き固め られている。

押小路 南拡張 区で築 地心想定線上 の柱穴 ・地業 ・北側溝(溝1)・ 道路敷 などを検 出 した。

築地心想定線上 で地業(礫 を多量 に含む黒褐色砂泥層)を 検 出 してお り、築垣敷設 に伴 う地業 と

考えている。 この地業下層 の築地心想定線上 で掘立柱 の柱穴 を1基 検 出 した。掘形 は南北0.5m、

東西0.35mの 隅丸方形 で柱径 は約0.2mあ る。押小路北築垣 に伴 う柱穴 と考 えている。

X=-109,916
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12.5Y3/2黒 褐色砂泥(炭 混)… 室町時代堆積層610YR2/2黒 褐色砂泥 … 路面盛土

22.5Y3/2黒 褐色砂泥(礫 多量)… 室町時代堆積 層710YR2/2黒 褐色砂泥(炭 混)… 丸太跡

310YR3/2黒 褐色砂泥 … 平安時代 申期押 小路北側溝810YR2/3黒 褐 色砂泥 … 丸 太跡

42.5Y5/4黄 褐色砂泥(炭 混)… 犬走盛土97.5YRI.7/1黒 色砂泥 … 丸太跡

510YR2/2黒 褐色砂泥(φ4cmの 礫多 く含む)… 築地地業tO2.5Y2/1黒 色砂泥(炭 混)

図26押 小路路面 ・溝1断 面実測図(4区 南拡張区西壁 ユ/50)
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第2章 遺 構

溝1(北 側溝)は 、押小路北築地心想定線から南約2.3mで 北肩を検出した、東西方向に延長する

溝である。1981年 度調査で検出した北側溝(溝1)に 連続する。検出面での規模は幅0.8m、 深さ

0.15mあ る。南斜面は小礫を突 き固めた状態がみ られる。堆積土層は上 ・下層2層 あり、上層か

らは平安時代後期以降の土器などが、下層か ら平安時代中期の土器などが出土 した。溝心の座標

値はX=-109,914.8で ある。なお、土層の溝二は後述する溝104に 関係するものと考えられる。

路面は溝1の 南側で検出した。安定地盤付近 まで掘 り下げた粘土層(無遺物層n)に 黒色砂泥層

を厚さ0.1m、 その上面に黒褐色砂泥層を厚 さ0.05m積 土 し路面を形成 している。黒色砂泥層中で

溝1に 並行 して東西に延長する溝状の遺構を3条 検出した。検出面での規模は、幅0.25～0.3m、

長 さ1.2～2.6mで 、断面形は丸みを帯びる。底面は砂礫層(無 遺物層皿1)に達する。断面観察によ

ると、この溝状遺構の埋土は、 しまりのない黒褐色ないし黒色砂泥層で、木材のような有機質が

腐食 した痕跡と考えられる。 この材間に黒色砂泥層を詰め、その上面に黒褐色砂泥層を敷いて堅

く築き固め、路面を構築する。なお、北側溝の南斜面に小礫 を突き固めた状態があることか ら、

黒褐色砂泥層上面は石敷舗装されていた可能性がある。

X=-109,860

X=-109,870

Y=-24,270

a
1・'

図27建 物15・ 柵7平 面 ・断面実測図(1/200)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

(4)5区 の遺構

野寺小路 お よび門の検出 を目的 として設定 した調査区であ る。邸宅内への 門の有無 を確 認する

ため、野寺小路西築地線 に沿 って南 北に細長 く調査 区を設定 した。

建物15調 査 区中央部で検出 した掘立柱建物であ る。検 出 した柱穴 は3基 あ り、西側 の南北方

向に柱筋 を揃 える柱穴2基 は、平 面形 が方形 を呈 し、検出面での規模 は一辺0.7～0.8m、 深 さ0.1

～0 .15m、 柱 当 りは柱径0.3mあ る。野寺小路西築地心想定線か ら西へ2.7mに 位置 し、主軸方 向は

北 に対 して東へ若干振れ る。柱 間は5.4mあ り、南北中心 は北五 ・六 門界 か ら北へ 約1.7mに 位置

する。西拡張区では この2基 の柱 穴 に連続す る柱穴は未検 出である。 さらに、北側柱穴の東へ2.2

1n延 長 した箇所で柱 穴を1基 検 出した。野寺小路西築地心想定線か ら西へ0.5mに 位置する。平面

形は楕 円形 を呈 し、検 出面での規模 は長径0.5m、 深 さ0.1m、 柱当 りは柱径0.2mあ る。

この3基 の柱 穴は、検出位置か ら野寺小路 に開口した門である と考 えている。東側の柱 穴は上

面 に削平 を受けてお り、検出 した現存規模 は小規模 であるが親柱に、西側 の2基 の柱穴 は後柱 に

考 えることがで きる。 これ ら柱 位置か ら門の構造 を復元す ると、最 も小規模 な門 として は棟 門が

考 え られ るが、一町規模 の邸宅 に伴 う門 を想定す れば、 四脚 門も考 えられる可能性 はある。 この

場合、東側柱 は調査区外 にある と考 え、復元想定線 を図27に 復元 している。

(5)6区 か ら8区 の遺構

1～4区 で検 出した遺構 の広が りを確認す る目的で設 定 した補足調査区である。各調査 区 とも

粘 土採掘穴 な どによる撹乱 は受けていないが、検出 した遺構 は極 めて少 な く、建物15か ら西 は空

閑地 として利用 された ことが判 明 した。検出 した遺構 には、6区 東側で柵1条(柵7)、8区 で建

物1棟(建 物16)が ある。

柵7野 寺小路西築地心想 定線 か ら西へ約15mの 位置で検 出 した南北方向の柵 であ る。柱穴 は

4基 検出 したが、南北 とも調査区外へ さらに延長す る可能性 はあ る。柱穴 の平面形 はい びつな方

形 を呈 し、検 出面 での規模 は一辺0.4～0.5m、 深 さ0.15～0.2m、 検 出で きた柱 当 りの柱径 は0.2m

ある。柱間は7.5尺 に復元 で きる。建物ユ5から約ユ2m西 に位置 し、検 出位置か ら目隠 し塀 な どの施

設が想定で きる。

建物168区 は狭小 な調査区であるが、掘立柱 の柱 穴 を7基 検 出 した。 この うち、東西方向に

並 ぶ2基 の柱 穴 を建物 として取 り上げた。柱穴の平面形 は方形 を呈 し、検 出面での規模 は一辺0.5

m、 深 さ0.15m、 柱 当 りの柱径0.25m、 柱 間は4.8mあ る。柱 穴の検 出位 置か ら南北棟 建物の可能

④
Y..24,355性 があ ると考 えてい る。

他 の柱 穴 も平面形 や規模 な どが近

X。-10g、874似す ることか ら、十六 町の南 西部 に

も複 数棟の建物 が存 在 した ことが窺

われる。

図288区 平面実測図(1/200)
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第2章 遺 構

3平 安 時 代 後 期 の 遺 構

平安 時代後期 の遺構 群 は野寺小 路お よび押小 路 に面 した地域、つ ま り1区 ・5区 ・6区 ・4

区 ・第1次 調査区 において検 出 してお り、1町 の中心部 にあたる2・3区 ・7区 ・8区 では明確

な遺構 は確認 で きなか った。平安 時代 中期の邸宅が廃絶 した後、居住空 間は押小路に面 した4区

が中心 となってお り、園池が存 在 した中央域 は、空 閑地 あるいは耕作地 として しか土地利用 がな

されなかった ことを示 している。 ここでは調査 区ご と説 明す るのではな く、全体 として検出 した

遺構 の説 明を加 える。

建物1014区 の南東部で検 出 した南北棟 総柱建 物である。東西3間(7.3m)、 南北4間(8.8m)

で、柱 間は2～2.4mと 一定ではない。座標 北 に対 して西へ若干振れ る。柱掘形 は0.3～0.5mの 隅

④ 二条大路

右京三条二坊十六町

2区

←

十

1区

願
8区

13区

十

4区
溝IO3

「
柵IO2X=-109.800

7区

柵IO71

十

柵103

溝101

十

柵IO4

建物105

建物106

土墳101

O

柵108

溝102

建物IO3

6区5区

o°

建 物107

建 物IO8。.d

曄}
建物102建 物101

柵IO6

柵IOl

建物104

野
寺
小
路

 

道
祖
大
路

X=-109.850

井戸IOl

柵105 溝104

押小路
溝104

溝105.一.

柵ilO

野
寺
」
路
川

右京三条二坊十五町

十 十 十

柵109

第1次 調査区

図29平 安時代後期遺構配置図(1/1,000)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

丸方形が基本で、深さ0.15～0.2m、 柱径は0.2m前 後である。南西隅の柱穴4箇 所で柱当たりの根

石を検出 してお り、1箇 所は平瓦を根石 に代用していた。なお、北西部の柱穴5箇 所 において、

隣接 した位置で添え柱 と考えられる柱穴を検出してお り、2箇 所では柱の根元に石をかませた補

修痕跡 も確認 している。なお、柱穴2箇 所から平安時代後期の土師器皿と瓦器椀が出土している。

建物102建 物101の 西に柱筋を揃えて建てられた南北棟の総柱建物である。東西2間(4.8m)、

南北4間(9m)で あるが、西側が粘土採掘穴で壊 されてお り、建物101と 同 じ構造の建物であれ

ば東西3間 になる可能性が高い。柱規模 も建物101と 同 じで、柱間は2.1～2.4mと 一定ではない。

座標北に対して西へ若干振れる。検出面での柱掘形は0.4～0.6m、 深さ0.25～0.35m、 柱径は約0.2

mあ る。南東隅の柱穴2箇 所で柱当た りの根石 を検出している。また、北東部の柱穴3箇 所にお

いて建物101と 同 じく添え柱を検出してお り、東側柱の2箇 所でも腐朽柱の補修に伴 う根石を確

認 している。建物101と ほとんど柱筋を揃えてお り、補修の形態 も同じであるため同一・建物の可

能性 もあるが、建物101の 西側柱列 と建物102の 東側柱列 との距離は約3mと 広 く、別建物 と復元

するのが適切であろう。なお、柱穴7箇 所から平安時代後期の土師器皿と瓦器椀が出土している。

特に西側柱の北か ら2箇 所 目の柱穴の掘形底部には小型の回転台成形土師器皿が、北側柱中央の

柱穴底部には大型の回転台成形土師器皿が意図的に据えられていた。

建物103建 物102の 西側約7.5mの 位置で検出した東西2間 以上、南北2間 以上の掘立柱建物で

ある。周囲は粘土採掘穴で削平を受けているため全体規模は不明であるが、北側柱穴位置は建物

102の北側柱列と同一線上にあり、同一規模の建物が想定できる。柱列は座標北に対 して西へ若

干振れる。柱穴の平面形は、ややいびつな方形 を呈 し、検出面での規模は一辺0.4～0.5m、 深さ

O

、P

@∴
、P

H〃 亀

翻
一

建物102

叶1
㊧

b

止

し 。"1
一一一J-一

X=-109,900

b'

 

b

 

O

.

輌隅

図30建 物101・ 建 物102平 面 ・断面実測 図(1/200)
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第2章 遺 構

0.1～0.3mあ る。柱 間は東西 が2.2m・3.3m、 南北 が2.2mあ る。東の柱 間が広い ことか ら、東西 に

並 ぶ2棟 の建物 の東側柱 列 と西側柱列 となる可能性 もあ る。なお、粘土採掘穴の西で検 出 した柱

列 の中央 の柱 穴か ら回転台成形 土師器皿が出土 した。

建物1044区 南西部 で検出 した総柱建物で、南へ は調査 区外へ1間 程度広が る と考 えている。

東西3間(5.8m)、 南北2間(4.5m)分 を検 出 した。座標北 に対 して西へ若干振 れ る。柱 間は1.8～

2.4mと 一定で はない。柱穴の平面形 は方形 を呈 し、検 出面 での規模 は一辺0.4～0.5m、 深 さ0.15～

0.2mあ る。検 出で きた柱 当 りの柱径 は約0.2mあ る。北側柱列 の1箇 所 の柱 穴 に隣接 して添 え柱

と考え られる柱穴 を検 出 した。

建物105建 物104の 西 に重複 して検 出 した掘立柱建物であ る。東西3間(7.5m)、 南北5間(12

m)の 南北棟 に復元で きる。柱 の検 出状況か ら想定す れば2間 ×3間 の身舎 に南北東 に庇 をもつ

3面 庇建物 となるが、柱 穴の遺存状 況が悪 く確 定 はで きない。座標北 に対 して西へ若干振 れ る。

図31建 物103・ 建 物104・ 建 物105・ 建 物106・ 柵104・ 柵105・ 溝104平 面 実測 図(1/200)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

柱間 は1.8～2.7mと 一定で ない。柱穴 の平面形 はややいびつ な方形 を呈 し、検 出面 での規模 は一

辺O.3～0.6m、 深 さ0.15～0.2mあ る。3基 の柱 穴で添 え柱 と考 えられる柱穴 を検 出 した。

建物106建 物105と 同位置 で検出 した東西3間(6.2m)、 南北3間(9.4m)の 掘立柱建物 である。

柱 間は南北柱列 が3.0～3.3m、 東 西柱 列が2.Om前 後 と一・定で ない。座標北 に対 して西へ若干振 れ

る。柱穴 の平面形はややいびつ な方形 を呈 し、検出面での規模 は一辺0.3～0.5m、 深 さ0.15～0.2m

あ る。3基 の柱穴 で添 え柱 と考 え られる柱穴 を検 出 した。建物105と 同位置 にあるが、柱穴相互

の重複が な く前後関係 は明 らかでないが、一方の建 て替 え建物 と考 え られ る。

建物1074区 東端 で検出 した東西1間(2.lm)以 上、南北2間(5.5m)の 総柱建物 である。東へ

はさ らに調査 区外へ広が る と考 えられ る。座標北 に対 して東へ若干振 れ る。柱 間は南北柱 列が9

尺等 間、東西 は7尺 と復 元で きる。柱穴 の平面形 は円形 を呈 し、検 出面での規模 は径0.3～0.4m、

深 さ0.15～0.2mあ る。他の建物 より小規模 である。

建物108建 物107と 同位置で検 出 した東西2間(3.6m)以 上、南北2間(4.1m)の 総柱建物で あ

る。北西隅の柱穴2箇 所 は削平 を受 け未検出であ る。座標北 に対 して東へ若干振 れる。柱 間は南

北柱列が北か ら7尺 ・6尺 、東西柱列が6尺 等間 に復元 で きる。柱穴 の平面形は円形 を呈 し、検

出面での規模 は径0.3～0.4m、 深 さ0.15～0.2mあ る。建物107と 同規模 で、他 の建物 より小規模 で

あ る。建物107と ほぼ同位置 にあ り、前後 関係 は明 らかでないが、一方の建て替 え建物 と考 え ら

れ る。

柵1015区 で検出 した南北方向の柵 で、野寺小路西築地心想定線か ら西へ約3mに 位置す る。

座標北 に対 して東 に若干振 れ る。柱 間は1.8～3.Omと 一定で ない。柱穴の平面形 はや やいびつな

方形 を呈 し、検 出面での規模は一辺0.3～0.5m、 深 さ0.1～0.2mあ る。柱穴の重複状態か ら少 な く

とも新旧2時 期 ある。野寺小 路西築垣 に相当す るが、北五 ・六門界想 定線か ら南へ3.5mで 途切れ

る。 また、 この柵 は第1次 調査(1981年 度調査)で 検 出 した柵101と 柱 筋が一致 してお か 同一の

柵 と考 えている。 これ を合 わせ ると、長 さ約39m分 検 出 したこ とにな る。

柵1021区 の東端 で検 出 した南北方 向の柵 である。柱穴 は南北方向 に多数検 出 してお り、少

な くとも4回 の建て替 えを確認 してい る。図中で復 元 した柵 は、野寺小路西築 地心想定線か ら西

へ3mに 位置 し、座標北 に対 して東 に若干振 れる。長 さ約26m分 検 出 した。柱 間は1 .8m前 後 と一・

定で ない。柱穴 の平面形 はや やいびつな方形 ない し円形 を呈 し、検 出面 での規模 は長軸0.3～0.4

m、 深 さ0.1～0.2mあ る。柵101と 同 じく野寺小路西築垣 に相当する柵 で、検出位置 も柵101と ほぼ

同位 置にあるが 、平安時代後期 宅地 の北 限を示す と考 えている溝101の 北 に位置す るため、柵101

とは別の柵 とした。

柵1034区 の北部で検 出 した東西 方向の柵 で、西へ は調査 区外へ延 長する と考 え られ、現存

長 さ約42m分 検 出 した。 同位置付近 で多数 の柱穴 を検 出 してお り、少 な くとも3時 期の建 て替 え

を確認 した。座標東 に対 して南 に若干振 れるが、検 出位置 は北六 ・七 門界 に相当す る。柱 穴の平

面形は円形 ない しいびつな方形 を呈 し、検 出面での規模 は一辺0.3～0.4m、 深 さ0.1～0.38mあ る。

柵103は 押小路 に面 した建物群の北 を限る柵 と考 えている。 この柵 は東 一行 の西で途切れてお り、
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第2章 遺 構

後述す る溝102や 柵107が ここか ら北へ延び る。

柵1044区 の西端で検 出 した南北方 向の柵 である。検 出位置 は東二 ・三行界(1町 東西 中心)

に相 当す る。南 は調査 区外へ さらに延長 して後述 する柵105に と り付 くと考 え られ、北 は柵103に

至 る。 さ らに北 七門の南北 中央部 で東 折 し延長す る柵が あるが、 これ も含め て柵104と した。南

北方向 の柱筋 は座標北 に対 して東 に若千振 れ る。柱 間 は1.8mを 基本 とするが、1.5～2.1mと 一定

しない。柱 穴の平面形 は長 方形 を呈 し、検 出面での規模 は長軸0.5～0.6m、 深 さ0.1～0.2mあ る。

建物105・ 建物106と 重複 した位置 にあ るが、前後 関係 は明 らかでない。 しか し、この柵 は配置か

ら建物101～104の 建物群 の西 を限 る施 設 と考 えてお り、 これ ら建物群 の廃絶後 に建物105・ 建物

106が 建 て られた と想定で きる。

柵1054区 南拡 張区で検 出 した東西方 向の柵 で ある。柱 穴 は東西方 向 に多数検 出 して お り、

少 な くとも3時 期の建 て替 えを確認 してい る。座 標東 に対 して南 に若 干振れ るが 、検出面積が狭

く、振れの角度 は確 定で きない。復元 した1条 の柵 は、押小路 北築 地心想定線 か ら南へ約2mに

位置 してお り、押小路北築垣 に相当す る。柱 穴の平面形 は円形 ない しいびつ な方形 を呈 し、検 出

面での規模 は長 軸0.2～0.3m、 深 さ0.1～0.15mあ る。

柵1064区 東端 で検 出 した南北方向の柵で ある。東一行 の東西中心 に位置す る。座標北 に対

して東 に若干振 れ る。4間 分(長 さ約101n)検 出 し、柱 間は2.4m前 後ある。柱 穴 の平面形はいびつ

な円形 を呈 し、検 出面での規模 は長軸0.2～0.3m、 深 さ0.05～0.15mあ る。建物101か ら東へ約1.5m

に位置 してお り、検 出位置 か ら建物101の 東 を限 る柵 と想定 したが 、建物 の西 側柱 になる可 能性

もある。
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10YR3/1～4/1褐 灰色砂泥(小 礫 を含む)

75YR3/1黒 褐色砂泥(φ10cm大 の石含む)

10YR3/1黒 褐色砂泥

10YR2/1～3/1黒 色粘質土(炭 混)

IOYR2/2黒 褐色砂泥(粘 質 強い)

75YR3/1～10YR3/1黒 褐色砂 泥(小 礫含 む)

lOYR3/1黒 褐色砂泥粘質(瓦 片含 む)

井戸101平 面 ・断面 実測 図(1/50)
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第1節 右京三条二坊十六町の調査(第3次 調査)

柵107柵103の 北側 で検 出 した南北方 向の柵であ る。他 にも柱穴 があ り、少 な くと も2時 期の

建 て替 えを確認 している。北へ は調査 区外へ延長す る と考 え られるが、北側 の6区 で は未検 出で

あ る。南 は柵103に 至 る。現状で はほぼ座 標北 を示 してお り、東一 ・二行界 に位 置す る。柱 穴 の

平 面形 は円形 ない しい びつな方形 を呈 し、検 出面での規模 は長軸0.3～0.4m、 深 さ0.1～0.15mあ る。

柵1081区 で検 出 した南北方 向の柵 であ る。北 に対 して東 に若干振 れ る。粘土採 掘穴 で削平

を受 けるが6間 分(長 さ14.4m)を 検 出 し、南 は後述 する溝101に 至 る。柱 間は2.4mあ る。柱穴 の

平面形 はい びつ な方形 を呈 し、検 出面での規模 は一辺約0.4m、 深 さ0.15～0.2mあ る。検 出で きた

柱 当 りの柱径 は約0.2mあ る。 これ までの柵 と比較す る と、柱 間は等 間で、柱穴の規模 や形状 が異

なることな ど、建物 の柱穴 に近似す る。

溝1011区 南端 お よび5区 で検 出 した東西方 向の溝 で、北四 ・五 門界か ら北へ2～3mに 位

置す る。西 は東一 ・二行界 で途切 れ、東 は野寺小路 川 に連続す る。東 に対 して南 に若干振 れ る。

検 出面 での規模 は幅約1.Om、 深 さ0.2～0.3mあ る。上層 は礫 を多 く含 む黒褐色砂泥層、 下層 は黒

色粘 土層が堆積 し、土師器皿や瓦器 な ど平安時代後期 の土器類 が多量 に出土 した。Y=-24,264

上 で直交 して北側 に土墳 状の張 り出 し部があ る。長 さ約2.5m、 幅1.5mあ る。野寺小路 川 との合

流 点で も同様の遺構 を検出 している。洗い場の ような施設 と考 え られ る。

溝1026区 か ら4区 にか けて検 出 した南 北方向の溝で、東一 ・二行界 か ら約2m東 に位置す

る。北 は北 四 ・五門界で途切 れ、南 は柵103に 至 る。検 出面 での規模 は、幅2～2.5m、 深 さ0.4m

あ る。新 旧2時 期 あ り、新段 階の溝 は深 く掘 り込 んだ箇所 が連続す る。堆積土層 は旧段 階が黒褐

色砂泥層、新段 階が上層 は黒褐色砂 泥層、下層 は暗褐色 層 と黒褐色粘土層 である。北端 で北西へ

張 り出す箇所 を検 出 した。前述 の溝101と の間 は幅3mあ る。 この空閑地の溝101寄 りで柱穴 を検

出 してお り、1町 中央部への開口部が想定 で きる。

溝103柵103の 北側 で検 出 した東西方向の溝 で、座標北 に対 す る振れ も柵103に 近似す る。西

は調査 区内で、東 は東二行 中心 か らやや東で途切 れる。新旧2時 期 あ り、 旧段 階は柵103の 北側

に接す る位置 にあ り、幅約0.7m、 深 さ0.1mあ る。新段 階は柵103の 北側約2mに 位置 し、幅1.5～

2.5m、 深 さ0.1～0.2mあ る。溝底面 は2段 落ち を呈 す る。堆積土層 は旧段 階 は黒褐色砂泥 層、新

段階 は黒色砂泥層 が堆積す る。

井戸1015区 の東端 、野寺小 路川西肩 口に位置す る方形縦板 横桟組の井戸 である。 野寺小路

川が野寺小路西築地心想定線以西 に及んだ土層(平 安時代後期)の 上面 で検 出 した。東 半 は調査区

外 にある。調査 区東 端で検 出 したため調査 を行 なうには危険が及ぶ と判 断 し、掘 り下 げは深 さ0.5

mま でで とどめ、底面 までの調査 は行 なって いない。掘形の平面形 は方形 を呈 し、現存 規模 は一

辺約2mあ る。掘形の中央部に井戸枠 を据 える。井戸枠 は一辺0.8mあ る。井戸枠 は一辺10～15cm

の断面形が方形 を呈す る隅柱 に横 桟 を組み、外側 に幅15cm、 厚 さ約3cmの 縦板 を立て構 成 してい

る。北側 の枠材 は未検 出である。井戸枠 内には黒褐 色砂泥層が堆 積 し、平安時代後期 の土師器皿

な どが 出土 した。

野寺小路川1区 東拡張 区か ら5区 にか けて西肩口部 を検出 している。検 出位置は野寺小路西
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第2章 遺 構

Y=-24,252

E W

グラウンド整地層

盛土層

　

569

3

t°1〃

8

O　 lm
tl-===1

l　lOYR4/2　灰黄褐色砂泥(耕 作土層D

25Y3/2オ リー ブ黒色砂泥(耕 ・作土層H)

32.5Y3/3暗 オリー ブ褐色砂泥(耕 作土層皿)

410YR4/6褐 色砂泥(江 戸時代水路)

52.5YR4/2暗 灰黄色砂泥(江 戸時代水路)

610YR3/2黒 褐色砂泥(江 戸時代水路)

72.5YR3/2暗 赤褐色泥砂(江 戸時代畦)

810YR2/3黒 褐 色砂泥(野 寺小路川氾濫層)

92.5Y4/2暗 灰黄色粘質土(野 寺小路川)

105Y3/2オ リー ブ黒色粘質土(野 寺小路川)

H2.5YR4/2暗 灰黄色砂泥(野 寺小路川)

図341区 東拡張区南壁断面実測図(1/50)

築地心想定線上ないしやや東に位置する。各調査区とも部分的な検出にとどまるが、1区 東拡張

区の断面で堆積土層の状況が良好に観察で きた。断面観察によると、西肩口から東へ急傾斜を呈

し、検出面か ら約0.5mの 深さでほぼ平 らな面となる。後述する第1次 調査などで検出した野寺小

路川は検出面か らの深さは1m以 上であるため、この平坦面が当該箇所の野寺小路川の底面 とは

考 えられず、西岸に形成された段の一・部 と想定 した。堆積土層は暗灰黄色粘土層 ・オリーブ黒色

粘土層で、平安時代後期の遺物を包含していた。また、上層には氾濫層として、西肩口から約1.6

m西 に広がって黒褐色砂泥層が厚 さ約0.2m堆 積 していた。

土墳101柵102と 野寺小路川間で検出した南北に長い土墳である。東は調査区外に広がる。検

出面での現存規模は南北14.5m、 深 さ0.3～0.4mあ る。上層は砂礫 を多 く含む黒褐色砂泥層、下層

は黒褐色粘土が堆積し、平安時代後期の土師器皿が出土 した。

4室 町 時代 か ら江 戸 時 代 の 遺構

第3次 調査ではほぼすべての調査区で、第1面 遺構面として室町時代から江戸時代の遺構を検

出している。検出した遺構は、耕作に関連する遺構 ・旧天神川の流路 ・溝 ・土墳 ・粘土採掘穴な

どがある。耕作に関連する遺構の様相については第5章 で概観する。

野寺小路上の区画溝1区 東拡張区では、野寺小路川の埋没後に旧流路西岸上に暗赤褐色泥砂

で叩 き締めて畦を築き、旧流路 と重なるように幅1m以 上、深さ0.4～0.5mの 区画溝が設けられ

ていた。溝内からは、近世の遺物が出土した。

旧天神川の氾濫原2区 西端か ら8区 の西半部で、旧天神川の流路と考えられる東肩口および

氾濫原 と考えられる堆積土層を検出した。旧天神川の氾濫原 と考えられる土層は、耕作土層1の

下層で検出しており、灰黄褐色から黒褐色を呈する礫混 じりの砂泥層である。

粘土採掘穴1区 と4区 で大規模な粘土採掘穴を検出した。粘土層(無遺物層0)が 採掘の対象

となった土層で、底面は砂礫層(無遺物層皿)上面でとどまる。底面には凹凸がある。
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第2節 右京三条二坊十五 ・十六町の調査(第1次 調査)

第2節 右京三条二坊十五 ・十六町の調査(第1次 調査)

昭和57(1982)年 度に、同校の格技体育館建設に先だって実施 した発掘調査である。調査面積は
まら

約550㎡ ある。調査 対象地 は十五 ・十六町お よび野寺小路 に該 当す る。 この調査 は十六町 を含 む

ため本来 は前節 に入れ るべ きところであ るが、調査 次数が異 な り煩雑差が生 じる可能性が あるた

め、 この節 を立てた。

1基 本 層 序

調査 区は同校 グラウン ドの南東部 に位置 し、土層堆積 状況は第3次 調査 の4区 とほぼ同様 であ

る。基本層序 は上層 か ら、地表下1.5～1.8mま でが グラウ ン ドの整 地お よび盛土層、盛土層下 は

耕作土層が厚 さ0.3～0.5m堆 積 し、耕作 土層下 は無遺物層(黄 褐色泥土層 ・灰色 ない し青灰色砂

礫層)が 堆積 す る。遺構 は黄褐色泥 土層(無 遺物層n)の 上面で検 出 した。無遺物層上面の標 高は

約34.3mで ある。

2平 安 時 代 中 期 の 遺 構

平安時代中期 に属す る遺構 には、押小路北側溝(溝1)・ 南側溝(溝5)・ 路面 ・野寺小路西側溝

(溝6)、 井戸(井 戸3)・ 掘立柱建物(建 物21)が ある。

溝1押 小路北築地心想定線か ら南へ約4.5mで 北肩 を検 出 した、東西方 向の溝であ る。西 は調

査区外へ延長 し、第3次 調査 の4区 で検 出 した溝1に つなが る と考 え られ る。東は後述す る野寺

小路の西側で途切れ る。検 出面での規模 は幅約0.5m、 深 さ0.2～0.3mあ る。押小路北側溝1に該 当

す るが、溝1心の座標値 はX=-109,916.5で 、 第3次 調査 の4区 で検 出 した溝:1と は、東西座標値

が若干ずれてい る。同一溝 として続 きをみ る と、座標東 に対 して南へ若干振れていることになる。

溝5押 小路南築地心想 定線 か ら北へ約1.8mで 南肩 を検 出 した、東西方向の溝 である。西 は調

査 区外へ延長 し、東 は緩やか に南折 し、南北溝であ る野寺小路西側溝(溝6)へ 連続す る。検 出面

での規模 は、幅0.7～1.2m、 深 さ約0.35mあ る。押小 路南側溝 に該 当 し、溝 心の座標値 はX=-

109,921.3で ある。

押小路南築地心想定線

S

X=-109,920

1
X=-109、915

押小路北築地心想定線

N

グラウンド整地層

歴藍 ヨ 平安時代後期の側溝(淡 茶灰色砂泥)

1[1]IIIII]]1平安時代中期の側溝(淡 黒褐色砂泥)

H・廻Om

図35第1次 調査区西壁断面実測図(1/100)
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路面 溝1と 溝5の 間が押小 路の路面幅 となるが、礫 を用いた道路敷 な どは未検出であ る。路

面幅 は4.2m、 側溝 心 々間距離 は4.8rnあ る。少量 ではあ るが、路面整地土層 内か ら平安 時代 中期

の遺物が出土 した。

溝6野 寺小路西築地心想定線か ら東へ約2mの 位置で西肩 を検出 した、南北方向の溝 である。

北 は押小 路南側溝で ある溝5に 連続 し、さらに北 に約5m延 びて押小路路面 を南北 に貫いている。

南 は調査 区外へ延長す る。平安 時代後期 の野寺小路川で東肩 口は削平 を受 けるが、検 出面 での規

模 は、幅1.0～1.6m、 深 さ0.2～0.4mあ る。野寺小路西側溝 に該 当 し、推定溝心 の座標値 はY=-

24,249と なる。

建物21調 査区南西部(十 五町)で 検出 した掘立柱 建物 で、南は調査 区外へ広がる可能性がある。

検 出 した柱 穴の配置か ら南北棟 と考 え られる。東西2間(4.2m)、 南 北3間(7.2m)分 を検 出 し、

平安時代中期遺構面

押小路北築地心想定線

押小路南築地心想定線

Y=-24,250

1

36図

押小路北築地心想定線

押小路南築地心想定線

野寺小路西築地㈱1

第1次 調査区平面実測図(1/400)
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第2節 右京三条二坊十五 ・十六町の調査(第1次 調査)

柱間は東西 が7尺 等 間、南北が8尺 等間に復元 で きる。柱穴の平面形 は方形 を呈 し、検 出面での

規模 は、一辺0.6～0.8m、 深 さ0.15～0.3m、 柱 径 は検 出で きた もので約0.2mあ る。平安 時代 中期

の土器類 が少量 出土 した。東柱列 は、野寺小路西築地心想定線か ら西へ約0.8mに 位置 してい る。

井戸3調 査区北部で検 出 した方形縦板横桟 組の井戸 である。井戸の掘形東端は、野寺小路西

築地心想定線上 に位置 し、井戸南辺木枠が押小路南築地心想定線 に位置す る。掘形の平面形 はい

びつな円形 を呈 し、検 出面 での規模 は、東西 径2.6m、 南北径2.8m、 深 さ約1mあ る。掘形 の中

央 で井戸枠 を検 出 したが、遺存状 況は不 良である。井戸枠は一辺約1mあ る。 四隅 に隅柱 を立 て

て横桟 で組 み、 その外側 に幅10～20cm、 厚 さ2～3cm、 現存高 さ50cmの 縦板 を一・辺 につ き6～8

枚立てて構 成 している。底部面のやや南西寄 りに径30cm・ 高 さ20cmの 曲物 を据 える。第3次 調査

で検 出した井戸1・2と 比較す ると、井戸枠の平面規模 は1.Omと 最 も大 きいものの、使用材 は比

較 的簡素 な転用材 を使用 している。第3次 調査1区 の井戸1と ほぼ同時期 と考え られる遺物が出

土 してい る。井戸3は 検出地点か ら、十六 町南半部の雑舎群 と密接 な関係 をもつ ものであろ う。

3平 安 時 代 後 期 の 遺 構

平安 時代後期 に属す る遺構 には、押小路北側溝(溝104)・ 南側溝(溝105)・ 野寺小路川 ・柵(柵

101・109・110)が あ る。柵101に ついて は、第1節3の 項で ま とめて報告 しているので参照 され

たい。

溝104溝1上 面で検 出 した東西方向の溝で、東 は野寺小路川へ連続す る。検 出面 での規模 は、

幅1.2～2.Om、 深 さ約0.3mあ る。溝 心の座標値 はX=-109,916.1で ある。

溝105溝5上 面で検 出 した東西方向の溝で、東 は緩やか に北寄 りに延長 し、野寺小路川 との

合流点 では北 に屈 曲して流れ込む。検 出面 での規模 は、幅約1.Om、 深 さ約0.4mあ る。溝5と 比

較す ると溝心はやや北側 に位置す る。溝 心の座標値はX=-109,920.6で ある。

路面 溝104と 溝1105の 間が平安時代後期の押小路 の路面幅 となるのであ るが、路面 幅は西端で

H:35.00m

E

Y=-24,246 Yニー24,248 Y=-24,250

W

1暗 黄褐色泥土(少 量砂利含む)

2灰 褐色砂泥(砂 利を含む)

3淡 灰褐色砂泥(砂 利を含む)

4茶 褐色砂泥(砂 利を含む)

5灰 褐色泥土

6灰 褐色砂泥

7暗 灰褐色泥土

8灰 褐色砂泥(少 量砂利を含む)

9灰 褐色泥土(砂 利を含む)

10暗 灰褐色泥土(砂 利を含む)

ll　黄褐色混礫砂泥

12灰 色泥砂

13暗 茶褐色泥土

14暗 灰色砂泥

15灰 褐色混礫砂泥

16淡 黄青色砂礫

17淡 青灰色砂礫

18灰 褐色泥砂

19灰 褐色混礫砂泥(黄 白色粘土ブロックを含む)

20灰 褐色混礫砂泥(野 寺小路西側溝上層)

21暗 灰褐色粘質砂泥(野 寺小路西側溝下層)

図37第1次 調査 区野寺小路川断面実測図(X=-109,938.51/50)
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第2章 遺 構

は3.2mあ る もの の、野寺小路 川 と連続す る箇所で は幅1.Omと 極端 に狭 まる。西端で の側溝心 々

間距離 は4.5mあ る。

柵109調 査区南西部 で検 出 した南北方向の柵で、 ほぼ柵101の 南延長線 にある。野寺小路西 築

地心想定線か ら西へ約3.2mに 位置す る。5間 分(約16.4m)を 検 出 した。柱 間は2.4～4.2mと 一定 し

てい ない。 ほぼ真北 である。柱穴の平面形は円形 を呈 し、検 出面での規模 は0.3～0.4m、 深 さ0.15

～0 .2mあ る。柱径 は検 出で きた もので約0.2mあ る。

柵110柵109の 東側 で検 出した南北方 向の柵 である。野寺小 路西築地心想定線 か ら西へ約0.8m

に位置す る。5間 分(約11.3m)を 検出 した。柱 間は1.5～2.7mと 一定 していない。北 に対 して東 に

若干振 れる。北端の柱 穴の西側約2.1mで 柱穴 を1基 検 出 し、北端で西折 し、押小路 に沿って延長

す る柵 が想定で きる

野寺小路川 調査 区東半の野寺小 路想 定位置 で検出 した南北方向の川である。東肩口は調査 区

外 にあ る。検出面 での現存規模 は幅約5m、 深 さ約1mあ る。埋 土 は砂礫層 を多 く含む砂 泥層や

泥土層であ る。西肩 口は押小路接続部か ら南では2段 落ちを呈 し、X=-109,934か ら南で は、長

さ1m以 上の杭 が約11mに わたって南北 に多数打 ち込 まれていた。 出土遺物 は大半 は磨滅 した平

安 時代後期 の土師器皿や瓦器椀 、輸入陶磁器 な どであるが、平安 時代 中期 の もの もあ る。 なお、

当調査地点の南で行なわれた十一 ・十 四町の発掘調査 では、三条坊 門小路 との交差部 を含 む野寺

小路 の全幅 を検出 した。野寺小路川 の川幅 は約9m、 深 さ約2mあ り、川幅はほぼ小路の両側溝
　　

を含む幅に相当する。底面は南に向かって階段状に深 くなっており、3段 が確認されている。

4室 町時 代 か ら江 戸 時代 の遺 構

耕作土層や耕作に伴う溝などを検出したが、耕作に伴う溝 は第2～5次 調査に比べると、希薄

であることが窺われる。
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第3節 右京三条二坊十五町の調査(第2次 調査)

第3節 右京三条二坊十五 町の調査(第2・4・5次 調査)

十五 町で は、昭和62(1987)年 度 に同校 の施設建設 に先だち実施 した発掘調査であ る第2次 調査

と、本調査 である第4・5次 調査 の3次 にわたる調査 を実施 しているが、 この節で は、十五 町 と

して一括 し、主 に各調査 区で検出 した平安 時代 の遺構 について報告す るこ ととす る。平安時代 の

遺構 は、各調査 区が狭 いため性格 を明確 にで きる状況で はないが、溝 や柱 穴な どとともに第5次

調査で園池遺構の一部 を検 出 してい る。

1第2次 調 査

同校敷地の南東隅で、1987年 度 に行 なった発掘調査 である。調査区 は東西約16m、 南北約12m

に設定 した。平安 時代 の遺構 には、溝4条 お よび建物1棟 がある。

(1)基 本層序

調査区の層序 は、地表下0.5～0.9mま でが学校建設 に伴 う盛土層 で、次 に中世か ら近世の耕作

土層が0.15～0.3m堆 積 してい る。 この耕作土 層上面 では、室町時代以降の溝1および野壺 と考 え ら

れ る土墳 を検 出 したに とどまる。耕作土層直下 は黄褐色粘土層(無 遺物層1)と な り、 この面で平

安時代の遺構 を検 出した。無遺物層上面 の標高 は約33.7mあ る。

(2)平 安 時代 の遺構

平安時代 の遺構 には、建物(建 物22)・ 溝(溝7～10)な どがあ る。

建物22調 査 区南東部で検 出 した東西2間(5.4m)以 上、南北2間(5.1m)の 掘立柱 建物 である。

柱 穴の遺存状況 は良好で ないが、柱 間は東西が約2.7m、 南北 が約2.55mで 、東西9尺 等 間、南北

8.5尺等 間の東西棟の西端 部 と考 え られ る。柱穴 の平面形 は、隅丸方形 を呈 し、検 出面での規模 は

0.4～0.9m、 深 さ0.2～0.4m、 柱径 は検 出で きた もので0.25mあ る。建 物の西1間 内には1辺 が約

④ 閂 ㍗ 讐巖㌶;欝

　　l　 l
　

東一 ・=行境界線

図38第2次 調査 区平面実測 図(1/200)

が、3基 ずつ東西に2列 、規

則正 しく穿 たれていた。既報

告では柱穴 として報告 してい

たが、断面観察によれば掘形

の底部断面が丸いことや、規

則性 のある配列であるが、柱

穴 とす ると柱 間が揃わないこ

となどか ら、柱穴ではな く建

物 に付属する、いわゆる甕据
　 　

付 穴 で ある可 能性が 高 い。深

さは0.2～0.3mあ る。

溝7調 査 区 中央 部 で検 出
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第2章 遺 構

した東西方 向の溝 である。東西は調査 区外 へ延長す る。幅約1.2m、 深 さ0.1～0.2mあ る。溝底面

には凹凸があ り、細長 い土墳の連続状態 を呈する。

溝8溝7の 北約3.3m(心 々間距離)で 検出 した東西方向の溝 で、北六 ・七門界 に位置する。西

は調査区外へ延長 し、東 は調査 区内で途切 れる。幅1.2～1.5m、 深 さ約0.3mあ る。溝底面 は溝7

に比べ平坦 である。

溝9・10調 査 区の中央 で溝9、 その西約5.5mで 溝10を 検 出 した。南北溝 で、幅約0.4m、 深

さ0.1mあ るが、全容 を確 認で きたわけで はない。 また、四行八門制における東一 ・二行界 は溝10

の東1mに 位置す る。12世 紀代 の遺物が 出土 している。 同時代 の柱穴群 は溝7の 南側 にのみ確 認

した。

(3)室 町時代 か ら江戸時代 の遺構

室町時代 か ら江戸時代 の遺構 には耕作用 と考 え られ る小溝群 と野壺が ある。耕作 に伴 う溝 の検

出密度は十六 町 とほぼ同様 の状況 を呈す る。

2第4・5次 調 査

第4・5次 調査 は、現校舎 間で実施 した調査 である。 この うち、第4次 調査 は第5次 調査 を実

施す るに当 たって予め遺構 の広が りを確 認するこ とを 目的 と した試掘 調査 であ り、調査区 も第5

次調査の調査 区に重 なっている。第5次 調査 では、1区 ～4区 の調査 区 を設定 した。

1・2区 は学校の平常の授業 で使用す る通路 を確保す る必要があ ったために、便宜上2箇 所の

調査 区に分 けた。第4次 調査で は、第3ト レンチ(1区)、 第4ト レンチ(2区)と して調査 してお

り、第3ト レンチでは柱穴 を数基検出 している。1区 は東西約14.6m、 南北約6.5m。2区 は東西

約13.5m、 南北約6.Omに 設定 してい る。

3区 は発掘調査 の実施 時に新設 した調査 区である。1987年 の第2次 調査 区の北東 に位置す る。

現状で は、駐輪場 として使用 されてお り、厚 い コンクリー トの舗装 が施 されていた。調査 区は東

西約14.5m、 南北約6.1mに 設 定 した。

4区 は中庭 であった場所 で、調査 区は東西約10.7m、 南北約10mに 設定 した。試掘調査 では第

2ト レンチ として調査 している。

(1)基 本層序

各調査 区 とも学校建設時 の盛土は厚 さ0.5～0.9m、 耕作 土層 が厚 さ0.15～0.3mあ り、 この上面で

室町時代以 降の遺構 を検 出 した。耕作 土層下 は黄褐色粘土層(無 遺物層0)と なる。平安時代の遺

構 は無遺物層0上 面で検出 した。 各調査 区の無遺物層上面 の標高 は、1・2区 が34.Om、3区 が

33.8m、4区 が33.7mあ る。

(2)平 安時代の遺構

各調査 区 とも平安時代 中期の遺構 を検 出 しているが、調査 区が狭小 なこ ともあ り、調査 区内で

完結 した遺構 はない。 その 中で、注 目すべ き遺構 に1・2区 で検 出 した園池遺構(池4)が ある。

この他、柵(柵8・9)・ 土墳(土 墳4)な どを検 出している。

池41区 西端部か ら2区 東部 にかけて検 出した池跡であ る。北へは調査区外へ さ らに広がる。

一53一



第3節 右京三条二坊十五町の調査(第4・5次 調査)

池の南部(池尻)と 考えられ、緩 く弧を描いて調査区南端で収束するものと考えている。肩口から

底面にかけて小振 りの石を敷き詰め洲浜を形成 している。洲浜は西半部の遺存状況は良好である

が、東半部はわずかにその痕跡が残るのみである。検出面での現存規模は、東西約11m、 南北約

4.5m、 深 さは最深部で約0.5mあ る。池は黄褐色粘土層(無 遺物層H)を 掘 り込んで形成 されてい

る。肩口か ら池底までの斜面はかなり緩やかな傾斜をもち、傾斜角度は約5° ある。洲浜は原則

としては無遺物層Hに 直接石を貼 り付けている。この手法は第3次 調査の池1と 同様の手法であ

る。ただし、池4の 南西隅には一部砂礫層(無遺物層皿1)が露出する箇所があ り、ここか ら若干の

湧水がみられる。この砂礫層部分から北半部にかけては、にぶい黄褐色粘土層と黒褐色砂泥層が

混 じり縞模様 をなす粘土層が貼 り付けられている。特に、無遺物層皿部分では厚 く貼 り付けるこ

とにより肩口部を成形 している。 また、北西側部分の池の肩口となる無遺物層は粘性 を帯びない

泥砂層であ り、一度 この無遺物層を掘 り窪めた後に、池底に向かってしだいに厚 く粘土を貼 り付

け造作 していることが判明した。その際、池底の無遺物層Hに 接する部分にはさらに粘質の強い

粘土を使用 していた。このような状況は、調査区北壁に沿って実施 した断割断面でも観察 してい

る。こうして下地を造った上に径10cm未 満の石を叩 き締めるように貼 り付け、洲浜を形成する。

堆積土層は3層 に大別できる。上層は黒褐色砂泥層、中層は黒褐色砂泥層に黄褐色ない しは灰白

色の粘土がブロック状 に混入してお り、池の肩口部付近では、拳大ほどの石が集中する。下層は

黒褐色砂泥層で腐植土が混入する箇所 もある。

土墳42区 の北西部で検出した土墳で、北へはさらに調査区外へ広がる。検出面での現存規

模は、東西約2.4m、 南北1.6m、 深さ0.25mあ る。

図39土 墳4検 出状況(北 西から)

墳底の東半 に直径0.8mの ほぼ円形 を呈す る状態

で石が 集 中す る箇所 があ る。集石 は表面 のみ で

下部 には及 ばない 。黒褐 色砂泥 層が堆 積 す る。

池4か ら西へ約3.5mに 位 置す ることか ら、 ある

いは池4に 関連 し、景石 を据 えた据付 穴 である

可能性 もあろう。

柵81区 中央 で検 出 した東 西方 向 の柵 で、

東端の柱 穴か ら南折 す る。柱 間は東西が2.9m等

間で3間 分(8.7m)、 南北1間(2m)以 上 ある。

柱穴 の平面形は ほぼ円形 を呈 し、検 出面 での規

模 は、 径0.3～0.4m、 深 さ0.1～0.2mあ る。東西

列の柱 穴の うち2基 に根石が据 えられ てい る。

柵91区 中央西寄 りで検 出 した南 北方 向の

柵で ある。南北へ は さらに延長す る と考 え られ

る。1.5m等 間の2間 分(3m)を 検出 した。柱穴

の規模 などは柵8と 同様で ある。
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第2章 遺 構

3区 の遺構 遺構面 自体の遺存状

況は良好であった ものの、平安時代

の遺構 は、約10基 の柱穴 と、土墳1

基、溝1条 を検 出 したにとどまる。

柱穴は建物としてはまとまらない。

4区 の遺構 平安時代の遺構 には

柱穴 と石敷遺構2が ある。

4区 北半部の標高は1～3区 とほ

ぼ同一であるが、調査 区中央 を東西

に延長す る室町時代か ら江戸時代の

溝 を境に、南半部は遺構面が約0.2m

下がる。遺構 はすべて南半部で検出

し、北半では未検出であるため、 こ

の段差は平安時代 に遡る可能性があ

る。柱穴は調査区南端部で8基 検出

したが、建物としてはまとまらない。

石敷遺構2は 調査区南端で検出し

た拳大の礫が面的に広がった遺構で、

東西約6.5m、 南北は現存幅0.4mあ る。

形状は不明であるが、遺構面に対 し

④
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図40第5次 調査3・4区 平面実測 図(1/200)

て4cm程 浅 くなっており、南は調査区外へ延長する。

(3)室 町時代から江戸時代の遺構

十五町跡でも耕作土層や耕作 に伴 う溝などを検出し、耕作に伴 う溝の検出密度は十六町とほぼ

同様の状況を呈する。とくに3区 で検出した耕作溝群は、第2次 調査区に連続するものが認めら

れる。
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註

なお、橋本清一氏(京都府立山城郷土資料館)に よる池1使 用石材の鑑定および所見は以下のとおりである。1

池1の 北部から西岸部洲浜にみられる平均20～30cmの 大きさの石材は、チャートと砂岩からなり、わず

かに頁岩か ら粘板岩 ・脈石英がみられる。これらは丹波地帯によくみられる岩石種である。円磨度は、チ

ャートが0.4・0.5程度で、やや角張っている。砂岩は0.5程度でやや円磨が進んでいる。採取地について

は、もしも桂川から採取すれば、岩石種は良いが、円磨度がもっと大きいので適合 しない。鴨川なら、も

っと岩石種が多いはずである。そうすると、消去法として、紙屋川の河床礫を採取 したとすると合理的で

ある。池1の 南岸部洲浜や池底に敷かれた平均数cmの 小 さな石については、石材はほぼ同様であるが、

円磨度は下が りもう少し角張っている。採取地は大部分が地山の砂礫層中の礫(直 径数cm程度のもの)を使

用したと考えられる。

2粘 土を貼 り付け洲浜を構築する例は、平安京左京二条二坊(高 陽院跡)の調査で確認 している。

網 伸也 「発掘調査からみた頼通伝領前の高陽院」『研究紀要』第5号 財団法人京都市埋蔵文化財研究

所1999年

3橋 本清一氏の鑑定によれば、山中の崖または谷付近から採取 したと考えられ、産地については大文字山付

近の花商岩本体から採取した可能性があるとのことである。

4建 物内の同様な施設は、平安京右京二条二坊五町でも検出している。9世 紀の大型建物の東庇下で検出し

た一辺1.Om、 深さ1.2mの 方形土媛で、井組木枠の下に曲物を入れ、さらにその下に0.2mほ ど砂利を詰

めた遺構である。やはり、基盤の粘土層に作られてお り、湧水層である砂礫層まで達 していない。建物内

の水溜めとして機能したと考えられる。

東 洋一 ・網 伸也 ・真喜志悦子 「平安京右京二条二坊」『平成7年 度京都市埋蔵文化財調査概要』 財

団法人京都市埋蔵文化財研究所1997年

5第1次 ・第2次 調査は、既に 『京都市埋蔵文化財調査概要』で概要報告されてお り、検出された遺構はそ

れぞれ固有の名称 ・番号を与えられている。 しかし、本書ではこれらの遺構 も第3次 調査で検出した遺構

と一連のものとして扱い、新たな遺構番号を与えていくこととした。以下に本書で採用 した遺構番号と、

概要における遺構番号を対比できるように表6を 作成 した。なお、第1次 調査の旧SD3は 押小路南側溝

と野寺小路西側溝にあたるため、溝5・ 溝6と 別の遺構番号を付加している。また、平安時代後期の押小

路両側溝は遺構番号が与えられていなかったため、今回新たに溝104・105と した。

6木 下保明 「平安京右京三条二坊2J『 平成元年度京都市埋蔵文化財調査概要』 財団法人京都市埋蔵文化

財研究所1994年

7堀 内明博 「長岡京出土の特殊建物遺構に関する2・3の 覚え書き一所謂甕据付穴付掘立建物の類型別分

析一J『長岡京古文化論叢』H三 星出版1992年

表6遺 構番号対照表

平安時代中期の遺構

平安時代後期の遺構

本書の遺構番号 概要の遺構番号1遺 構の種類1調 査次数1報 告年度

井戸3 SE1 方形縦板組井戸 第1次 昭和56年 度

建物21 SB1 堀立柱建物 第1次 昭和56年 度

建物22 SA131 堀立柱建物 第2次 昭和62年 度

溝1 SD2 押小路北側溝 第1次 昭和56年 度

溝5 SD3 押小路南側溝 第1次 昭和56年 度

溝6 SD3 野寺小路西側溝 第1次 昭和56年 度

溝7 SD117 東西溝 第2次 昭和62年 度

溝8 SD118 東西溝 第2次 昭和62年 度

溝9 SD100 南北溝 第2次 昭和62年 度

溝10 SD105 南北溝 第2次 昭和62年 度

本書の遺構番号 概要の遺構番号 遺構の種類 調査次数 報告年度

溝104 一 押小路北側溝 第1次 昭和56年 度

溝105 一 押小路南側溝 第1次 昭和56年 度

野寺小路川 SD1 川跡 第1次 昭和56年 度
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第3章 遺 物

第1次 調査一から第5次 調査まで含めて、出土した遺物は遺物整理箱にして約520箱 にのぼる。

内訳は、野寺小路 と押小路の交差点の調査である第1次 調査では44箱、第2次 調査では6箱 、

第4・5次 調査では17箱 出土 している。また、十六町の調査である第3次 調査では450箱 余 りの

遺物が出土した。なかでも園池関連遺構から出土 した平安時代中期に属する遺物が大半を占めて

お り、その種類は瓦類 ・土器類 ・土製品 ・石製品 ・金属製品 ・木製品などがある。今回の報告で

は十六町邸宅に関わる平安時代中期の遺物を中心に記述を行ない、その他の遺物は別に節をたて

て報告する。なお、瓦類 と土器類の個々の遺物に関しては別掲の観察表を参照されたい。

第1節 平安時代中期の遺物

1瓦 類

瓦類は十六町域 と野寺小路川を対象 とする第1次 調査と第3次 調査で、総数5346点(788kg)が

出土 しているが、点数的にはほとんどが丸瓦 と平瓦である。出土地点は園池を中心とする2区 ・

3区 に集中してお り、その他では井戸2掘 形 と野寺小路川からまとまって出土 している。今回の

調査で検出した平安時代の条坊側溝は押小路の両側溝および野寺小路西側溝であるが、ここから

はほとんど瓦類が出土 しない。遺構に伴わない丸 ・平瓦の時期 を決定するのは難しいが、軒瓦を

数量的にみてみると全体の90%以 上、重量的にみると95%以 上が平安時代中期以前の軒瓦であ り、

その他の瓦類 も大半が平安時代中期以前のものと考えられる。また、軒瓦の出土地点をみてみる

と、園池関係遺構から101点で、2・3区 全体では124点 にのぼ り、実に81%の 軒瓦が園池周辺か

ら出土したことになる。

表7十 六町出土軒丸瓦統計表

形式別 獺 ㈲1醒(k・) 各騰 量比1舗 墾 比 巨 数量比 全重量比

重圏文式 20 11.87 67% 80% 27% 59%

前 平城宮式 2 1.49 7% 10% 3% 7.5%

期 長岡宮式 1 0.3 3% 2% 1% 2%

以 吉志部 ・西賀茂産 6 0.89 20% 6% 8% 4.5%

前 芝本産 1 0.35 3% 2% 1% 2%

小計 30 14.9 100% 100% 40% 75%

栗栖野産 四複弁式 7 0.66 21% 15% 9% 3%

中 〃 八複弁式 1 0.1 3% 2% 1% 0.5%

〃 単複弁式 8 1.56 24% 35% 11% 7.5%

小野産 1 0.07 3% 1.5% 1% 0.5%

期 備中安養寺式 2 0.12 6% 2.5% 3% 0.5%

搬入四弁式 14 1.97 43% 44% 19% 10%

小計 33 4.48 100% 100% 44% 22%

不明 12 0.65 16% 3%

総合計 751・ α・3 100% 100%
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第1節 平安時代中期の遺物

(1)軒 丸瓦

十六町か ら出土 した平安時代 中期以前の軒丸瓦 は、75点18型 式(20.03kg)で ある。

　 ユ

(1～6)は 難波宮式の重圏文軒 丸瓦である。(1・3・4)は 中心 に 「右」銘 を持 つ6015A型 式

だが、(1)と(3)の 資料で は 「右」銘が剥離 してお り、再利用す る際に銘 を意図的 に消 した可能

性 がある。(2)は6016型 式、(6)は やや小型 の6014型 式 と考え られる。(5)も 小型の軒丸瓦であ

るが、周縁 が斜 縁 になってい るのが特徴 的で、6021型 式か と考 え られ る。重 圏文軒 丸瓦 は20点

(11.87kg)と 最 も多 く出土 してお り、前期以前 の軒丸 瓦の中で点数で は27%だ が、重量比 では全

体の59%を 占めてい る。 この他の旧都搬入瓦 としては、平城宮 式蓮華文軒丸瓦が2点(1.49kg)、
　　

長 岡宮式蓮華文軒丸瓦が1点(0.3kg)出 土 している。(7)は 平城宮6134A型 式、(8)は 平城宮6282

型式のいずれかに相 当す る。(9)は 長 岡宮7133型 式 と考 え られる。 また、平安 時代前期 の蓮華文
　ヨ

軒丸瓦 も少量 なが ら出土 した。(10)は 西賀茂瓦窯産 のNS154A型 式軒丸瓦である。(11)は 吉志部
　ま

瓦窯産の細弁十六葉蓮華文軒丸瓦で、(12)は 芝本瓦窯産の細弁十五葉蓮華文軒丸瓦である。これ

ら平安時代前期軒瓦の出土数は、西賀茂 ・吉志部瓦窯産軒丸瓦は総数6点(0.89kg)、 芝本瓦窯産

軒丸瓦は1点(0.35kg)で あった。

平安時代中期の軒丸瓦は、栗栖野瓦窯産の軒丸瓦と在地産の搬入瓦が主流を占める。(13～15)

は成形台一本作 りの複弁四葉蓮華文軒丸瓦である。瓦当部は横型の成形台上に粘土塊 を積み上げ

て丸瓦部と一体的に成形 し、横から箔型を打ち込んで文様面を作る。瓦当裏面には丸瓦部から連

続する布 目が残ってお り、丸瓦部と瓦当裏面の境界や丸瓦部側面から瓦当裏面下端にかけてをヘ

ラケズリで整える。1点 だけ出土 している(16)の 複弁八葉蓮華文軒丸瓦とともに、これ らは栗栖
　ら

野瓦窯産である。 また、 これ らと全 く同 じ技法で製作 されているのが、(18～21)の 単複弁蓮華文

軒丸瓦であ る。おそ らく同 じ栗栖野瓦窯で生 産 された もの と考 えられる。この他、小野瓦窯産の

軒丸瓦(17)が1点 出土 してお り、 第1次 調査 で検 出 した野寺小路川 か らも同軒丸瓦(70)が1点 出

土 してい る。数量的にみる と、(13)と 同型式 は7点(0.66kg)、(18)と 同型式 は8点(1.56kg)出 土

してお り、両型式が平安 時代 中期の軒丸瓦 の半数 を占める。

　　

在地産の搬入瓦は、(22)が 備中安養寺系の軒丸瓦で2点 の出土をみるが、今回平安京内で初め

て出土 した(23～29)の 資料が注 目される。文様は単弁四葉蓮華文で、間弁が大きく覗いてお り一

見では八葉蓮華文を呈する。製作技法が特徴的で、まず瓦箔の上に円形粘土板 を押 しつけて平底

壺の底部内面と同じように瓦当部を成形する。そして、丸瓦を端部に接合 し、補足粘土を加えて

瓦箔を回転させながら丸瓦接合部 と瓦当下端の整形を行なうとともに、箔を外 した後も周縁 と瓦

当側面をつまんでナデ調整 を施 して仕上げている。平底壺の製作技法と共通する点が多 く、在地

の土器生産地周辺での生産が想定できる。出土数 も14点(1.97kg)と 栗栖野瓦窯産軒丸瓦と同量に

まとまって出土 してお り、安養寺系の軒丸瓦 も含めると平安時代中期の軒丸瓦は、栗栖野瓦窯産

とこの在地産軒丸瓦が主流 を占めていたことになる。また、出土地点 も園池からの出土が大半で

あるが、1点 だけ井戸2か ら出土 しており、特殊な搬入瓦であることか ら園池遺構 と4区 の建物

群との強い関連性を示唆 している。
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第3章 遺 物

表8十 六町出土軒平瓦統計表

形式別 数量(点)隠 量(k・) 各期数量比 各期重量比 全数量比 全重量比

前

期

以

前

重圏文式

難波宮式唐草

藤原宮式

平城宮式

長岡宮式

吉志部 ・西賀茂産

芝本産

その他

8

1

1

1

5

4

6

6

5.52

1.41

0.4

0.32

2.75

3,16

4.63

1.2

25%

3%

3%

3%

15%

13%

19%

19%

28.5%

7%

2.5%

2%

14%

16%

24%

6%

13%

2%

2%

2%

8%

7%

10%

10%

23%

6%

2%

1.5%

12%

13.5%

19%

5%

小計 32 19,39 100% 100% 55% 82%

中期 栗栖野 ・池田窯産 12 3.32 100% 100% 21% 14%

不明 14 0.98 24%4%

総合計 58 23.69 1 100%100%

(2)軒 平瓦

十六町か ら出土 した平安時代 中期以前 の軒平瓦は58点21型 式(23.69kg)で ある。

旧都か ら搬入 された軒平 瓦は、軒丸瓦 と同 じように難波宮式が9点(6.93kg)と 最 も多 く出土 し

ている。 その うち重 圏文軒平瓦 は8点(5.52kg)で 、(35)の1点 だけ均整唐草文の難波宮6664B型

式 となる。重 圏文軒平 瓦 は、(32)は 難波宮6572型 式 、(33)が 難波宮6576A型 式、(34)は 難波宮

6574型 式であろ う。 この他、(31)は 藤原宮6641E型 式で1点 出土、平城宮式 は6664型 式 の小破片

が1点 出土 している。(37・38)は 長 岡宮7757A式 で、(48)は 長 岡京東院で使用 された軒平瓦 の細

片であ る。第1次 調査 の野寺小路川か ら出土 した(71)と 、十五町域 の第5次 調査 で出土 した(69)

も長岡宮7757A式 であろ う。 これ らの資料 を含めて長 岡宮式軒平瓦 は7点(4.2kg)出 土 している。

平安時代前 期の軒平 瓦は、西賀茂瓦窯産が4点(3.16kg)、 芝本瓦窯産が6点(4.63kg)出 土 して

い る。(39～41)は 西賀茂瓦窯 産軒平瓦 で、(39)はNS205型 式、(40)はNS202型 式、(41)はNS207

型式、(42)はNS206B型 式に相 当す る。(43～46・52)は 芝本瓦窯産軒平瓦である。 また、(47・49

～51)の ように産地不明の前期軒平瓦片が数点 出土 して いる。(36)は 中心飾の圏線の中に裏 字の

「松」銘 が表現 されてい る。 この軒平瓦 は、平安京右京六条二坊二 町周辺 で多 く出土す る特異 な

軒平瓦 で、文様構 成は長岡京東 院で多 く出土 している 「旨」銘均整唐草文軒平瓦 と非常 に類似 し

ている。長 岡京東院でセ ッ トとなる軒丸瓦は平安京右京六条二坊二町の調査 で この軒平瓦 と共伴

　　

している。この他、(72)は 吉志部瓦窯産軒平瓦で、第1次 調査で検出した野寺小路川から1点 出

土している。

十六町出土軒平瓦を統計的にみると、平安時代前期以前の軒平瓦の出土量は全数比で55%、 全

重比で82%と 、軒丸瓦よりも出土比率がさらに多 くなっているといえる。
　 き

平安時代中期の軒平瓦 は栗栖野瓦窯産お よび池 田瓦窯産 の軒平瓦が主流 である。(53～58)で 、

少 な くとも同文異箔が3型 式確認 できる。 この うち(56)は 池田瓦窯産 で、野寺小路川 出土の(73)

も同型式軒平瓦 である。 これを含め ると出土総数 は13点(4.52kg)で ある。 また、同 じ く野寺小路
　　

川から出土 した(74)は 、製作技法から推定 して京都産で河上瓦窯産と考えている。
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第1節 平安時代中期の遺物

(3)丸 瓦 ・平瓦

丸瓦 および平瓦の出土傾 向 として調査地全体か ら破片が 出土す るが、軒瓦 と同 じく十六町の園

池遺構周辺か らの出土が大半である。数量的に対比す ると全体 の出土総数は5190点(734.29kg)で 、

その うち第3次 調査2・3区 の出土総数は4005点(562.87kg)と な り、数量 的にも重量的 にも77%

が園池遺構周辺か らの出土 となる。

丸瓦 と平瓦の個 別の出土数 を対比 してみ ると、調査 区全体 では丸瓦406点(78.74kg)に 対 し、平

瓦4784点(655.55kg)で 、 その うち第3次 調査 第2・3区 で は丸瓦262点(54.87kg)に 対 し、平瓦

3743点(508kg)で あ る。比率 に換算す る と、調査 区全体 では丸瓦:平 瓦は数量 比で1:11.8、 重

量比 で1:8.3と な り、第3次 調査 第2・3区 では数量比で1:14、 重量 比で1:9.3と なる。平安

　　む

時代前期後半 の資料であ る上ノ庄 田瓦窯 の資料 によると、丸 瓦が約3kg、 平瓦が約3.5kgで ある。

この資料か ら重量差 を換算 して個体 数の比率 を求 める と、調査 地全体 で丸瓦:平 瓦=1:7、 第

3次 調査第2・3区 で は丸 瓦1平 瓦=1:8と なる。 この数値 は総瓦葺建物 よ りも甕棟 瓦での使

用 を示 唆 してい る。

実際 に接合 可能な平瓦 を観察す ると、最大 幅が20cmを 超 える資料 は3点 しか確認で きなかった

(81～83)。 観察資料62点 の うち、側破 面 は前述 の3点 以外大半が側面 と平行 した破面 を持 ってお

り(84～92)、 表9か らわかる ように最 も多い最大 幅資料 は14cmの ものであ る。つ ま り、平瓦 はす

べ て14cm前 後 に意図的に割 られて使用 されている と考 え られ、個体比率で想 定 した割製斗瓦 とし

む ま

ての利用を裏付けるものである。

平瓦の製作技法は、基本的には凸型台での成形後に縄叩 き調整 し、離れ砂を凸面に撒いて凹型

調整台に載せ変え、側面 ・端面などの調整を行ない仕上げる。特徴的なのは凹型調整台に載せ変

えるとき、凹面を板状工具で叩 く資料が多 く認められることである(82～85・88・92)。(82)の 資

料では、この叩き板に 「木工」と陽刻 されてお り、中央部を2回 叩いている。在銘の意味につい

ては瓦生産の主体あるいは管理の問題を検討する必要があるが、基本的には凹面無文叩きは調整

台の曲面に製品を合わせるために行なわれた調整 と考えられる。同様の技法は池田瓦窯産の平瓦

にも確認でき、平安時代後期に操業した南ノ庄田瓦窯でも凹面無文叩きの平瓦が出土することか
　ほ

表9十 六町出土平瓦最大幅統計表 ら・ 平安 時代 中期 か ら後 期 に

か けて 官瓦窯系 の工房 で行 な
19

われた伝 統 的 な調 整 であ った

と考 え られ る。 また 、池 田瓦

窯 産 の資料 は前述 の軒 平瓦 だ

けで はな く、(94～97)の よう

に 「右坊」 銘平 瓦 も確 認で き、

邸 宅造 営 にあ た り池 田瓦窯 か

ら一 定程度 の供給 を受 けてい

最大幅(cm)た こ とを裏付 け る
。 この ほか
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の文字瓦 として、「長」銘を凹

面端部に施 した資料(93)が 出

土 している。

丸瓦 は細片化 した資料がほ

とんどであるが、池1の 南洲

浜か ら溝3へ の導入部にほぼ

完全な丸瓦(76)が 据え られた

ように置かれていた。暗渠 と

しては機能せずその性格 は不

明である。その他の丸瓦は棟

頂に雁振瓦 として使用 されて

いた資料であろう。 また、池

1か ら小型丸瓦(77・78)や 緑

紬丸瓦片(79)・ 緑紬炭斗瓦片

(80)が出土 している。

2土 器類

平安時代 中期の土器類の出

土状況 も園池関連遺構 か らの

出土が大半であ り、その中で

も池1か ら出土 した遺物 が

灘
難

響
82 93

図41十 六町出土文字瓦拓本(1/2)

90%以 上 を占めている。器種 は、土師器 ・黒色土器 ・白色土器 ・須恵器 ・緑紬陶器 ・灰紬 陶器 ・

輸入陶磁器がある。 まず これ らの破 片数を計測す ることによって器種別 の出土傾 向を園池 関連遺

構 と井戸に分 けて概観す る(表10～12)。 個別 の土器 は観察表 を参照 されたい。

園池関連遺構で は、全土器破片数が47,869片 であるの に対 し、土師器の破片数が36,824片 と全体

の約77%を 占める。 この うち31,228片 が杯 皿類で土師器破 片数の85%を 占め、高杯 ・盤 ・鉢 を合

わせ る と35,891片 と供膳 具が97%以 上 となる。土師器 に次 ぐのが須 恵器 の5,822片 で全体の12%で

あるが、土師器 とは異 な り杯 皿類 よ りも壺 ・鉢 ・甕が5,525片 と須恵器全体の95%近 くを占め、貯

蔵具 が主流であった ことが わか る。緑紬 陶器 も1,968片 と全体の4%強 で あるが、 この うち1,921

片 が椀 皿類 で土 師器 と同 じく供膳 具が97%以 上 を占めてい る。 この他、黒色 土器 と灰紬 陶器 が

3%弱 で、 白色土器 と輸入 陶磁器 は1%に も満たない。 しか し、輸入陶磁器 は優 品が多 く、特別

な用途が想定 されている 白色土器 も一・定量出土 した ことは注 目すべ きであ る。器種 を超 えて機能

別 にみる と、供膳具が全体 の85%近 くを占めてお り、煮沸具が3%に も満たない ことが、 この地

域 での遺構の性格 を示 している。

井戸 出土土器の破 片数の状況 は、邸宅北半地域 に属 する井戸1と 邸宅南半地域 に属す る井戸2

とが対照 的な様相 を呈 してい る。井戸1は 輸入陶磁 器の出土がみ られ ないが、比率的に園池 関連
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表10園 池関連遺構出土土器破片数統計表

器種 器形
池1
数量

池2
数量

池3
数量

泉1

数量

溝2

数量

溝3

数量

溝4

数量
数量
合計

器種別
数量比

全数量比

土師器

杯 ・皿 28542 928 1307 299 9 97 46 31228 84.80% 65.24%

高杯 ・盤 4415 147 67 23 2 3 6 4663 12.66% 9.74%

甕 ・鍋 808 0 48 37 4 5 4 906 2.46% 1.89%

壺 1 0 0 3 0 0 0 4 0.01% 0.01%

その他 16 6 0 1 0 0 0 23 0.06% 0.05%

小計 36824 100.00% 76.93%

黒色土器

椀 ・皿 1005 18 53 31 1 2 1 1111 81.81% 2.32%

盤 6 0 0 0 0 0 0 6 0.44% 0.01%

甕 203 7 21 6 0 0 0 237 17.45% 0.50%

そ の他 4 0 0 0 0 0 0 4 0.29% 0.01%

小計 1358 100.00% 2.84%

白色土器

椀 ・皿 333 4 21 10 0 0 1 369 87.65% 0.77%

高杯 40 3 0 0 0 0 0 43 10.21% 0.09%

壺 7 0 0 0 0 0 0 7 1.66% 0.01%

そ の他 0 0 2 0 0 0 0 2 0.48% 0.00%

小計 421 100.00% 0.88%

須恵器

杯 ・皿 256 7 14 9 0 9 0 295 5.07% 0.62%

壺 ・鉢 2754 68 101 90 0 5 10 3028 52.01% 6.33%

甕 2273 59 49 91 6 5 14 2497 42.89% 5.22%

そ の他 1 0 1 0 0 0 0 2 0.03% 0.00%

小計 5822 100.00% 12.16%

緑紬陶器

椀 ・皿 1734 37 77 66 1 3 3 1921 97.61% 4.01%

壷 39 1 3 1 0 0 0 44 2.24% 0.09%

その他 2 1 0 0 0 0 0 3 0.15% 0.01%

小計 1968 100.00% 4.11%

灰紬陶器

椀 ・皿 770 33 46 34 1 0 0 884 65.53% 1.85%

壺 320 15 13 5 0 0 0 353 26.17% 0.74%

甕 98 1 9 0 0 0 0 108 8.01% 0.23%

その他 3 0 0 1 0 0 0 4 0.30% 0.01%

小計 1349 100.00% 2.82%

輸入(青磁)

椀 ・皿 48 1 0 2 0 0 0 51 91.07% 0.11%

壺 5 0 0 0 0 0 0 5 8.93% 0.01%

小計 56 100.00% 0.12%

輸入(白磁)

椀 ・皿 59 2 0 1 0 0 0 62 98.41% 0.13%

壺 1 0 0 0 0 0 0 1 1.59% 0.00%

小計 63 100.00% 0.13%

輸入(褐柚)
壺 8 0 0 0 0 0 0 8 100.00% 0.02%

小計 8 100.00% 0.02%

計 43751 133811832 710 24 129 85 47869 100.00%

表11井 戸1出 土土器破片数統計表 表12井 戸2出 土土器破片数統計表

器種 器形 枠内
数量
掘形
数量
旧掘形
数量
数量
合計
器種別
数量比

全数量
比

上層
数量
枠内
数量
掘形
数量
礫地業
数量
数量
合計
器種別
数量比

全数量
比

土師器

杯 ・皿 268 347 123 738 83.30% 58,76% 300 121 688 9 1118 80.43% 40.10%

高杯 ・盤 30 24 17 71 8.01% 5.65% 17 6 21 8 52 3.74% 1.87%

甕 ・鍋 35 28 14 77 8.69% 6.13% 106 23 66 25 220 15.83% 7.89%

小計 886 100.00% 70.54% 1390 100.00% 49.86%

黒色土器

椀 ・皿 30 37 10 77 84.62% 6.13% 44 23 50 3 120 74.53% 4.30%

甕 8 6 0 14 15.38% 1,11% 16 1 24 0 41 25.47% 1.47%

小計 91 100.00% 7.25% 161 100.00% 5.77%

白色土器

椀 ・皿 26 9 0 35 92.11% 2.79% 10 6 6 0 22 95.65% 0.79%

高杯 0 1 0 1 2.63% 0.08% 0 0 1 0 1 4.35% 0.04%

壺 2 0 0 2 5.26% 0,16% 0 0 0 0 0 0.00% 0.00%

小計 38 100.00% 3.03% 23 100.00% 0.82%

須恵器

杯 ・皿 3 4 2 9 6.43% 0.72% 29 3 53 5 90 11.04% 3.23%

壺 ・鉢 50 27 16 93 66.43% 7.40% 119 28 179 25 351 43.07% 12.59%

甕 18 17 3 38 27,14% 3.03% 80 35 219 40 374 45.89% 13.41%

小計 140 100.00% 11.15% 815 100.00% 29.23%

緑紬陶器

椀 ・皿 20 26 5 51 100.00% 4.06% 54 30 85 10 179 99.44% 6.42%

壺 0 0 0 0 0.00% 0.00% 1 0 0 0 1 0.56% 0.04%

その他 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0 0 0 0 0 0.00% 0.00%

小計 51 100.00% 4.06% 180 100.00% 6.46%

灰紬陶器

椀 ・皿 17 19 5 41 82.00% 3.26% 41 17 62 6 126 60.87% 4.52%

壺 3 2 2 7 14.00% 0.56% 20 7 30 6 63 30.43% 2.26%

甕 1 1 0 2 4.00% 0,16% 9 0 5 4 18 8.70% 0.65%

小計 50 100.00% 3.98% 207 100.00% 7.42%

輸入(青磁)
椀 ・皿 0 0 0 0 0.00% 0.00% 1 1 3 0 5 100.00% 0.18%

小計 0 0.00% 0.00% 5 100.00% 0.18%

輸入(白磁)
椀 ・皿 0 0 0 0 0.00% 0.00% 1 0 1 0 2 100.00% 0.07%

小計 0 0 0.00% 0.00% 2 100.00% 0.07%

輸入(褐柚)
壺 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0 0 5 0 5 100.00% 0.18%

小計 0 0 0.00% 0.00% 5 100.00% 0.18%

計 106133 508 1256 100.00% 848 301 1498 141 2788 100.00%

一62一



第3章 遺 物

遺構 とよく似 た状況にある。井戸 の資料 であ り煮沸具の出土比率 も増 えてい るが、 白色土器椀皿

類 の比率が高 く、全体的に供膳具 を多 く使 う空間利用であったこ とが わか る。 これ に対 し、井戸

2で は供膳具が全体の62%弱 と少 な く、貯蔵具が28%強 、煮 沸具 が10%と なってい る。土 師器 だ

け をみて も、園池 関連遺構 や井戸1で は全体 の90%を 超 えていた供膳具 の比率が約84%ま で低 く

なるとともに、園池関連遺構で は3%に も満 たなかった煮沸具の比率 が16%近 くまで増 えてお り、

明 らかに遺構群 の性格の違いが土器の比率 に も現れてい る。十六町邸宅 の空 間利用 を考 える うえ

で も、非常 に有効 な計測結果だ といえ よう。

次 に、池1お よび各遺構か ら出土 した土器類の概要 を順次報告する。

(1)池1出 土土器

土師器 池1か ら出土 した土師器 は、出土地点 によって大 き く二つのグループに分け ることが

で きる。

第1グ ループは泉1か ら清水 が流れ込む地点の東汀周辺 か ら出土 した土器群(101～132)で 、完

形 の ものが多 く含 まれる。杯 と皿 の器種分化が まだはっき りしてお り、杯の平均径 高指数 は0.2、

皿 の平均径 高指数は0.12で あ る。皿 は口径14cm前 後 の皿A(101～107)だ けで占め られるが、杯A

は口径14cm前 後 の もの(108～120)と 口径15～16cmの やや大型の もの(121～125)に 分かれ る。 とも

に、底部か ら体部外面 にかけてオサエ成形痕 跡 を残 し、調整痕跡 は粗 いナデが若干認め られ る程

度 である。口縁部か ら内面 にかけてナデ調整 で、 口縁部 は屈 曲 し端部 を内側 に肥厚 させ る。杯B

も杯Aと 同様 の技法 で成形 し、断面三角形の低 い高台 を貼 り付 けるが、一部体部外面 にヘ ラケズ

リ調整 を施す ものが認め られ る。口径17cm前 後で杯Aよ りやや大 きいの もの(126～129)と 、 口径

が20cmを 超 える大型の ものが ある(130～132)。 これ らの土器群 は東汀での祭祀儀礼 に伴 うもの と

考 え られ、建物13は この儀礼 の際の覆屋であ った と考 え られる。土器群の多 くは儀礼後 に洲浜 と

　ユヨ

して整地土内 に埋 め込 まれてお り、平安京編年のH期 中段 階に相 当す る一・括性 の高い資料 である。

第2グ ループは池本体 か ら散在 的に出土 した土器群 で、 第1グ ルー プが完形 を多 く含 むの に対

し、出土量は多 いがほ とん どが細 片化 していた。杯 の平均径高指数 は0.15、 皿の平均径高指数 は

0.11と なってお り、皿 と杯 の器種 分化が曖昧 にな りつつ ある段 階の土器 群であ る。杯Bも あ ま り

認 め られず、杯L(150～153)が 出土す るようにな り、第1グ ループ よりも明 らか に型式的 に新 し

表13池1出 土土師器第1グ ループ径高指数分布表

器
高

㎝

5

〔 〕平均径高指数

皿 〔0,12〕

G 02Ol 口径(cm)
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表14池1出 土土師器第2グ ループ径高指数分布表

器
高

㎝

5

〔 〕平均径高指数

回転土 師器杯

「三
_」)・ 杯A

深 凪A

■ ・ ノ.
'一.;

緬A皿A

10

 

0 20 口径(cm)

い要素 をもってい る。 また、 皿の法 量 を観 察する と、第1グ ループ と同 じく口径14cm前 後 の もの

(141～143)も 出土す るが、口径13cmの やや小型化 した もの(139・140)や 口径ll～12cmの 小型化が

進んだ もの(133～138)ま で出土 している。後者 は器高の違い によって さらに深皿 と浅皿 に分化 し

てお り、前者か ら後者へ の変化 は法量分化 ではな く時期差 と して捉 えるのが妥 当であ ろ う。杯A

は口径14～ ユ5cmの もの(144・145・147～149)が 主流で、口縁部の屈曲が強 くな り端部 は上 方に肥

厚す るようになる。平安京編 年にあて はめる と、n期 新段 階か ら皿期古段 階にわたる年代 幅を持

った資料であ る。その一方で、 第1グ ループ よりも型式 的に古い特徴 を持つ もの(156・157)も 若

干出土 している。なお、回転台成形土 師器(154・155)が 出土 してお り、山城 産以外 の土 師器 が搬

入 された もの として注 目で きる。

その他の土師器 と して高杯 が多量 に出土 している(158～166)。 そのほ とん どが脚柱 部で、杯 口

図42池1出 土土師器高杯
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縁部(162)お よび脚裾部(164)の 破 片は非常 に少 ないのが特徴的であ る。脚柱 にはヘ ラケズ リによ

って面取 りを施す もの(158・159・161)と 、断面円形 を呈す るもの(160・163・165)が ある。 また、

小型 の高杯(166)も 出土 している。(167)は 大型盤であ るが、 出土数 は非常に少 ない。 これ ら土 師

器高杯 の破 片数は盤 も含めて全体 の約10%に 達 してい る。煮沸具 は甕の破 片(168～171)と 羽釜 の

破 片(172・173)が ある。 また、移動式竈 の破片(174)も 出土 しているが、すべて小破 片であ り全

体の3%に も満 たない。

黒色土器 皿 ・椀 ・鉢 ・小杯 ・甕があ る。内面のみに炭 素 を吸着 させ る黒色土器A類 が ほとん

どであるが、椀B(190)と 台付鉢(194)に 黒色土器B類 が認め られる。黒色土器B類 はともに内外面

を丁寧 にヘ ラ ミガキす る。皿は無高 台の皿A(175)と 高台付 の皿B(176)が あ るが点数 は非常 に少

ない。椀 も無高台の椀A(177～179)と 高台付 の椀B(180～190)に 分かれ るが、後者が主流である。

外面調整 は粗 いヘ ラケズリを施す もの(177～179・182・188)と 、 オサエ成形痕跡 に粗いナデ調整

を施す だけの もの(180・181・183～187・189)が あ る。内面 は丁寧 なヨコヘ ラ ミガキで、暗文 を

施す もの(179・186・188・189)も ある。 口径 は椀A・ 椀Bと もに15～16.5cmの ものが多 く、椀Bに

は口径13.5cm前 後 のやや小型 の もの と、口径17.5cm前 後 のやや大型 の ものがある。

なお、椀Aの(178)と(179)の 外面 には黒色塗料が塗布 されている。外面 に黒色 塗料 の塗布痕跡

が残 る黒色土器A類 は、椀B(186・189)や 台付鉢(192)に も確認 で き、漆器を指 向 して意図的に施

され たもの と考 え られ る。 これ を裏付 ける資料 として、黒色土器A類 で はあ るが外面 を丁寧 にヘ

ラ ミガキ して明 らかに黒漆 を塗 った破 片が池1か ら出土 してい る。おそ らく他 の資料 も塗料 は漆

　ユヰ

であった可能性が 高い。台付 鉢 は丁寧 に外面 をヘ ラ ミガキ してお り、小型 の もの(191)も あ る。

また、鉢の把手(195)や 獣脚(196)も 出土 してお り、鉢 の形 態が多様で あったこ とが わかる。甕

(197・198)は 体部外面 に多量の煤が付着 してお り、煮沸 に使 用 された痕跡 をよく留めている。

白色土器 供膳 具が大半で、蓋(199)・ 椀(200～202)・ 小杯(209)・ 高杯(210・211)が あ る。

池1で の 白色土器 の破片数は380片 で、底部片(203～208)を 含む椀 皿類 が333片 と約88%を 占める

とともに、高杯 片が40片 と10%強 占めている ことは興味深い。土師器 で も高杯 が同 じように高比
　ユら

率で出土 してお り、高杯 を多用 した供膳形態が園池周辺 で頻繁 に行 なわれた ことを示 してい る。

須恵器 須恵器 の破片は池全域か ら多量 に出土 した。前述 したように壺 ・鉢 ・甕が大半 を占め、

供膳具の杯 皿類 は少 ない傾 向にある。

杯A(212・213)は 体部が内湾気 味外 側 に開いてお り、 当期の特徴 をよ く示 している。 また、小

型瓶子(217～222)は 池内か ら目立 って多 く出土 している。多 くは水 引 き回転台成形 で胴部が卵形

を呈す る。(223・224)は 胴部が砲弾形 で口縁 の受 け口が発 達 した型式 的に新 しい特徴 を示す。特

に(223)は 、木栓(538)が 填 め られた状態 で出土 した。内容物 は残 っていなか った。長頚壺(225～

229)も 破片で はあるが一定量 出土 してお り、短頚壼 には耳付 きの もの(235)と ないもの(236)が あ

る。(215)は 壺蓋、(216)は 杯蓋 であろ う。鉢 は口縁端部 を内側 に肥厚 させ る形態が残 る型 式的に

古い特徴 を持つ もの(230・231)か ら、完全 に玉縁 を呈す るもの(232・233)ま である。 この型式差

が池が存続 した時 間幅 に対応す る。甕(237～243)は 細片化 し、出土 した大半が胴部の破片であ る。
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灰紬陶器 灰紬陶器は、須恵器を除 く他の器種が圧倒的に供膳具で占められているのに対 し、

貯蔵具の比率が高 く、椀皿類は66%弱 の比率にとどまる。これは灰紬陶器生産が、須恵器生産と

連続性を持って展開したため、灰紬陶器の貯蔵具 も多 く生産、供給されたためであろう。

灰紬陶器皿には、口径が15cmを 超えるもの と、14cm前 後のやや小型のものが認められる。前者

には断面方形の高台を持ち、内面に厚 く灰紬が掛かった黒笹14号 窯式のもの(244)が 含 まれるが、
　め

大半は三 日月高台 を持つ黒笹90号 窯式(248～252)で ある。重ね焼 きの痕跡 が認 め られ、基本 的に

は高台接着面で ある内面底部 を残 し、体部 内外面 に灰紬 を塗掛 けす る。(250・251)は 施粕 されず、

自然紬が薄 く体 部に掛 かる程度であ る。 ともに底部外面 に 「一」 のヘ ラ記号が あ り、 同 じ窯で焼

成 され たと考 えられる。やや小型である後者 には、塗掛 けの もの(246・247)と ともに漬 け掛けの

もの(245・269・442)が あ り、猿投 窯の型 式で考 えるならば黒 笹90号 窯式か ら折戸53号 窯式に属

す るものであろ う。 なお、稜皿(254)・ 段皿(255)・ 三足盤(270)の 資料 などがあ るが、(254)は

外面 だけに、(270)は 内面だけに厚 い紬が掛か り、(255)は 内外面全体 に薄い施紬 がな される。 こ

れ らは黒笹14号 窯式 の ものであ り、体部が直線 的に広が る(253)の 資料 も同型式 と考 えられる。

灰紬 陶器椀 には、 口径10cm前 後 の小椀(256～258・463)と 、15cm前 後の椀(260～265・443)、

17.5cm以 上 の大椀(266～268)が ある。小 椀 は三 日月高台で、(258)が 口縁 内外 面 を塗掛 けす るが、

(256・257)は 内面 に厚 く紬が掛 か るだけであ る。断面方形の高台 を持つ椀 は、(259)な どの黒笹

14号 窯式が少量 出土す る程度で、大 半が三 日月高台 を持 ち重ね焼 きで焼成 した ものであ る。皿 と

同様 に、高台接着面 である内面底部 を残 し体部 内外面 に灰紬 を塗掛 けす るもの(260・261・263・

265)と 、漬掛 けの もの(262・264・443)が ある。大椀 は内外面 とも塗掛 けで重ね焼 きである。

さらに、特徴的 な灰紬 陶器椀 として、高台が蛇 の 目高台で紬 は自然粕 が薄 く掛か るだ けの資料

(451・459)が ある。 口径17cm前 後 で、 口縁部 は上方に肥厚 させ て玉縁状 に仕上 げている。高台の

形態 や口径 は異 な るが、口縁 の形態 や施紬 の状 況か ら(446)も 同一生産地の ものであ ろう。 これ

ら蛇の 目高台椀 には、特徴 として底 部外 面で の墨書記 入率が非常 に高い点が指摘 で きる(449・

456・457・460・461)。 また、 これ らと形態 は異 なるが(455)も 粕掛 けはせず、重ね焼 きの時 に自

然紬 が掛 かった資料 である。口径 も一般 の椀 よ り大 き く、上記 の墨書灰紬陶器椀 に近い。 これ ら

の灰粕 陶器椀 には特定 の数字が墨書 されてお り、何 らかの儀礼 に際 して意図的 に選ばれた椀 であ

表15池1出 土灰紬陶器径高指数分布表

椀 〔0.31〕

皿 〔0.21〕

口径(cm)
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ったと想定できる。特に(451)は 建物13の 前で行なわれた祭祀儀礼 に関する土器群と共伴 してお

り、土師器第1グ ループと同時期に属する資料である。これに対 して、「齋宮」の墨書がある

(440・441)に は回転糸切 り痕跡が明瞭に残ってお り、「齋雑所」墨書の(442・443)は 漬掛け施紬

である。これは産地の違いを示す ものではあるが、皿で認められるように灰紬陶器にも時期差が

あり、斎宮関係墨書はやや新 しい段階のものである可能性が高い。

なお、小椀(271)と 椀(272)は 百代寺窯式でも新 しい段階の椀で、時期的に他の土器群よりかな

り時期の下がる資料である。同タイプの資料はこれ らだけであ り、池1と の関連性は薄いが、遺

存状況が良好なことか ら偶発的な混入 とも考えにくい。この新 しい段階の灰粕陶器椀の事例は、

園池の廃絶時期 を考えるにあたって問題を提起 している。後述するように、泉1の 埋め立てに伴

う地鎮で使用された土師器皿は、池内出土の土器群 より型式的に新しい様相を呈 してお り、泉1

の埋納とは直接関係ないであろうが、池1が 埋没 した頃の土器と推測できる。

その他の灰紬陶器の器形 として、耳皿(273)や 小型の平瓶(274)、 台付の大鉢(275・276)が ある。

また、貯蔵具として長頚壺(277・278)や 広口壺(279・280)が あるが、大半が細片であり、図示で

きるものは少ない。

緑柚陶器 大半は椀皿類で、出土緑紬陶器破片数の98%近 くを椀皿類が占めていることになる。

これらは平安京近郊の平安京近郊窯群(山城系)で 生産されたグループと、尾張の猿投窯あるいは

まガ

東濃地域の窯などから供給されたグループに分けることができる。

山城系緑紬陶器は高台を削 り出し調整によって仕上げるのが特徴だが、平高台の一部や小杯

(319～322)底 部は回転糸切 り未調整である。また、素地が軟質で紬が淡いものと、素地が硬質な

ものが確認できる。高台部の破片数によって山城系緑紬陶器の個体数を求めると303個体分 とな

るが、これは全個体数である436個 体の約70%を 占める。その内訳は未調整の平底が24個 体、平

高台が71個 体(硬 質:24個 体、軟質:47個 体)、 蛇の 目高台が61個 体(硬 質:47個 体、軟質114個

体)、 輪高台が147個 体(硬 質:126個 体、軟質:21個 体)で 、平高台では軟質陶器が多 く占めるの

に対 し、最も多 く出土する輪高台では圧倒的に硬質陶器になることが確認できる。

実際に土器を観察すると、山城系の皿の平均径高指数は0.2で、稜皿や輪花皿も含めて口径14～

表16池1出 土緑紬陶器径高指数分布表

東濃1近 江]椀 〔0,365〕

山城椀 〔0.33〕

宣Y尾 張椀 〔0.3〕

東濃[近 江]・山城m〔0、2〕

尾張皿 〔0.17〕

口径(cm)
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15cmの もの(282～285・288・289・315)が 最 も多 く、16cmを 超 えるもの(286・287)も 若干出土 し

てい る。椀 は平均径高指数が0.33で 、大 きくみて口径12～13cmほ どの もの(296～300・316・466)

と、 口径15cmほ どの もの(301・323)、 口径17～20cmの やや大型 の もの(305～308・312・313)に 分

かれ るが、 口径25cmを 超 える大型椀(314)も 出土 して いる。陰刻花文 はモチ ー フの崩 れた もの

(323・331)が 数 点出土す るにす ぎない。 なお、少量 なが ら底 部外面 にヘ ラ記号が認め られる もの

があ る。(301)に は 「一」が施 されてお り、 この他の底部資料で は 「=」 ・ 「十」 ・ 「開 のヘ

ラ記号が確認で きる。

在 地か ら搬入 された緑紬陶器椀 皿類 は、高台貼 り付 けを特徴 とする一群 である。猿投窯あるい

は東濃で生産 された製 品が大半 を占めるが、一 部近江産が含 まれてお り、極 めて僅かであ るが防

長産の緑紬陶器 も出土 している。高台の形 態で個体 数を分類す ると、蛇の 目高台が6個 体、断面

方形 の輪高台が71個 体(低 脚 タイプ143個 体、高脚 タイプ:28個 体)、 有段の輪高台が56個 体(低

脚 タイ プ:27個 体 、高脚 タイプ:29個 体)と なる。 これ ら高台 の形態 や紬 調の差 な どに よって、

あ る程度、 猿投窯系(290・291・293・295・302～304・313・324～330)と 東濃系(294・309・

310・317・318)に 分けるこ とが可能 となる。猿投窯系の椀皿類 は口径15cm前 後 の ものが多 く、 口

径値か らみて灰紬 陶器椀皿類 と共通性が高い こ とが指摘で きる。 また、産地の差異 を径高指数 で

検討す ると、猿投 窯系 の皿 の平均径高指数 は0.17、 椀 は平均径高指数が0.3で 、 山城系緑粕 陶器 よ

り全体 に低 い数値 となる。 これに対 し東濃系 の椀 の平均径高指数は0.365と な り、逆 に山城系緑紬

陶器 よ り高い数値 となるのが特徴的である。

在地か ら搬入 された緑紬 陶器の 中で注 目で きる資料 に、セ ッ トで出土 した東濃産 と考 え られ る

輪 花皿(317)と 輪花椀(318)が あ る。 山城系 の同セ ッ ト(315・316)と 比較 して興味深 い。 また、

(292)の 段 皿 は近江産 と考 え られる資料 であ る。 さらに陰刻花 文椀皿類 は、猿投 窯産 の輪花 皿

(326・327)、 輪花稜皿(324)、 輪花段皿(325・328)、 小椀(329)、 大椀(330)な どがある。

この他 の緑紬陶器 として、軟陶の蓋(332)、 壺(333)、 猿投 窯産の唾壺(334)と 香炉(335)な どが

あるが、 なかで も壺(333)の 底部 は部分的 に表面が黒色化 し、 淡い肌色 の発色 が点在す る ことか

ら明 らか に防長産 の資料であ る。 また、(332)は 山城系、 とりわけ幡枝窯群で の生 産が想定 で き

る。

輸入陶磁 器 全体 の85%が 池1か ら出土 してお り、破片数でみ ると白磁 と青磁 はほぼ1:1の
　エ　

割合 であ る。白磁椀 の優品 として玉縁口縁椀1-1類(336)と 五輪花椀1-2b類(337)が ある。越州

窯系青磁椀 は1-1類(339・340・342)と 輪花椀1-2b類(341・343・344)が あ り、なかで も(340)

は石敷遺構1出 土の破片 と接合 した資料であ る。 また、小椀(338)や 大椀(345)あ るいは褐紬陶器

壼(346)も あ る。 この他、小破 片であ るが越州窯系水注 の注 口 ・把手や長沙銅官窯系 の褐紬壷 も

出土 してお り、輸入 陶磁 器の多様性が この邸宅の階層の高 さを示 してい る。

(2)他 の園池遺構出 土土器

池1と 他 の園池遺構 は、青磁椀片が接合 した事例か らわかる ようにほぼ同時併存 した遺構群で

ある。以下、各遺構 の主要 な出土土器 についての説明を加 える。
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器
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表17他 の園池遺構出土土師器径高指数分布表

〔)平 均径高指数

〔0.2〕

〔0,15〕

〔0.12)

〔0.11〕

0 20 口径(cm)

土師器 土師器には(347～363・369～375)が ある。(374・375)は 土師器高杯脚部である。池1

出土土師器の様相 と同じで、径高指数の多様性 も表17か らみてとれるように池1で の時期的変遷

の中で収まる。また、土師器高杯脚部が多 く出土する点も共通する。

泉1出 土土師器には(364～366)が ある。(364・368)は 合わせ口にして泉内に埋めこまれていた、

口径10cm強 の小型化した皿である。平安京編年では皿期新段階にまで下がる資料であり、実年代

では10世紀末から11世紀初頭 ということになる。泉内から同型式の土師器皿(366)が 出土してい

る。この土器群は、泉の機能が完全に停止 した時期を示す資料である。泉1の 埋納土器群は皿期

新段階、池1出 土土器群はn期 中段階から皿期古段階の土器群であり、土器型式の年代観か らみ

ると、実年代で短 くとも50年ほどの開きが生 じてしまう。これら土器群の年代差は、園池あるい

はこの邸宅の存続期間を考えるうえで重要な課題 を提起 したといえる。

灰紬陶器および緑粕陶器 土塘2か ら出土 した緑紬陶器皿(381)は 池1の 景石 を据える際の祭

祀に伴う土器 と考えられ、灯明皿として使用された痕跡を残す。耳皿(387)は 泉1か ら出土した。

表面が黒色化 してお り、防長産で

ある可能性が高い。陰刻花文椀は

簡略化 した山城系のもの(385)と

猿投窯産(386)が 認められる。灰

紬陶器および緑紬陶器 も池1出 土

土器群の様相と共通性がある。

(3)井 戸1・ 井戸3出 土土器

井戸1と 井戸3か ら出土 した土

器は出土量は少ないが、池1な ど

園池遺構とほぼ同じ時期の土器群

であ る。土師器片 とと もに白色土

器三足 盤(396)が 井戸1か ら出土

し、注 目で きる。井戸掘形か らは

ほ とんど遺物 が出土 しなかった。
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第1節 平安時代中期の遺物

土 師器(392・393)は 井戸3、(394・395)は 井戸1の 枠 内よ り出土 した。平安京E期 中段 階か

ら新段 階にかけての杯皿類であ る。池1の 第1グ ループか ら第2グ ループの古 い段階の土師器群

と時期的に併行す る。

(4)井 戸2出 土土器

井戸2は 枠 内よ りも掘形 内か ら土器が多量 に出土 した。他 の井戸 との遺物 の出土状況の違 いは、

井戸造作の時期差 を現 わしている といえる。

土師器(397～399・401～406)は 掘形 か ら出土 した。井戸1・ 井戸3出 土遺物 と同型式 である

が、枠 内か ら出土 した(400)は 掘形 の資料 よりも新 しい特徴 をみせ てお り、1期 新段 階以 降の も

のであ る。 また、細片 で図示で きないが、甕鍋類 は土師器破 片数の16%近 くを占めてい るの も特

徴的である。

須 恵器 杯(411～414)は 多 く出土 してお り、須 恵器破 片数の11%を 占めて いる。 また、壺 ・

鉢 ・甕の破 片は725片 と全破片数の27%近 くを占めているの も特徴 的である。

緑紬 陶器 細 片ではあるが、香炉蓋(416)が 枠内の上層か ら出土 してい る。 この香炉蓋の破片

が建物3検 出中の耕作 溝か ら出土 した緑紬陶器香 炉蓋 と接合 したことは重要である。園池 を伴 う

北半の空 間 と、井戸2が 掘削 された南半の空 間が同一邸宅内であった可能性 を示 す資料 の一つで

あ る。

輸入陶磁器 越州窯系青磁椀(419・420)・ 青磁水注(421)は 井戸掘形か ら出土 している。 また、

褐紬陶器大型壺(439)の 破片が まとまって出土 した。

(5)建 物 関係遺構 出土土器

く1フ7

＼ こ 二1,一 〆 、,。
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/ __1＼ ここ)471

a-t473

図44転 用硯実測図(1/4)

土師器 土師器杯(423～427)は 建物3の 造営に伴 う地鎮

遺構2か ら重なった状態で出土 した。ほぼ同じ法量 ・形態

の土器群である。型式的には池1出 土土師器の第1グ ルー

プよりも新しい様相を持ち、建物3が 池1に やや遅れて造

作 されたことを示す資料である。土師器杯(428・429)は 南

半地域の建物18の 柱穴から出土 した、H期 中段階の資料で

ある。

須恵器 長頚壺(431)は 建物14の 地鎮遺物 として出土した

ものである。

輸入陶磁器 越州窯系青磁椀(436)は4区 東南部において、

建物群検出中に遺物包含層か ら出土した。底部内面に花文

を施す。白磁輪花椀(438)・ 青磁椀(437)は 第1次 調査の野

寺小路川から平安時代後期の土層に混入 して出土 したもの

である。 これらの遺物は、平安時代 中期の遺構に伴 うもの

ではないが、出土地点か ら4区 東半建物群 との関係が想定

できる資料である。
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第3章 遺 物

(6)墨 書土器 ・転用硯

墨書土器は大半 が池1お よび溝4か ら出土 してお り、 と くに建 物3の 前面 にあたる池北部 に集

中している。 また器種別にみると、灰紬 陶器の椀 皿類が圧倒的 な比率 を占めている。

墨書の内容 は大 きくみて、特定の数詞 を記 した墨書群 と斎宮関係墨書群 に分 けることがで きる。

数詞墨書 には 「清 十二」(449～451)・ 「六十」(454・455)・ 「舟三」(460・461)・ 「廿」 「口

廿」(456・462)・ 「十五」(457)な どが あ り、僧供養 関係の墨書(446・447)に も 「廿」の数詞が

書 き込 まれてい る。 とくに、 「清 十二」墨書(451)は 土師器第1グ ループ と共伴 して出土 し、そ

の年代 を示 唆 してい る。斎宮 関係墨書 は、 「齋宮」(440・441)・ 「齋雑所」(442・443)・ 「齋舎

所」(444・445)が あ る。「長」(463)や 「侍」(466)も これ らに関係す るのか もしれない。 また、

Y=-24,320Y=-24,300

④446「 僧供廿□内」

459「 口 」

454「 六 十」

463「 長 」

447「 僧 供口」451「 清 十二」452「 冨 」

455「 六 十」453「國 口」

442「 齋 雑所」

456「 廿 」

444「 齋 舎所」

449「 清 十二J 「六十」

466「 侍 」445「 齋 舎所」
X=-109,820

448「 犬子」450「 清」

c

X=-109,840

図45墨 書土器出土地点分布図(1/300)
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図46第5次 調査池4出 土土器実測図(1/4)

表18池4出 土土器破片数統計表

器種 器形 数量 器種別数量比 全数量比

土師器

杯 ・皿 1580 93.88% 78.76%

高杯 ・盤 53 3.15% 2.64%

甕 ・鍋 50 2.97% 2.49%

小計 1683 100.00% 83.90%

黒色土器

椀 ・皿 55 90.16% 2.74%

甕 6 9.84% 0.30%

小計 61 100.00% 3.04%

白色土器
椀 ・皿 1 100.00% 0.05%

小計 1 100.00% 0.05%

須恵器

杯 ・皿 24 16.78% 1.20%

壺 ・鉢 39 27.27% 1.94%

甕 80 55.94% 3.99%

小計 143 100.00% 7.13%

灰紬陶器

杯 ・皿 36 63.16% 1.79%

壺 ・鉢 19 33.33% 0.95%

甕 2 3.51% 0.10%

小計 57 100.00% 2.84%

緑職陶器

椀 ・皿 57 98.28% 2.84%

壺 1 1.72% 0.05%

小計 58 100.00% 2.89%

輸入陶磁器

(白磁)

椀 ・皿 1 50.00% 0.05%

壺 1 50.00% 0.05%

小計 2 50.00% 0.10%

輸入陶磁器

(青磁)

椀 1 100.00% 0.05%

小計 1 100.00% 0.05%

計 2006 一 100.00%

吉祥 句 「冨 」(452)あ る

いは呪符記号 「井」(465)

を記 した ものや、 「犬子 」

(448)の 存 在 を示 唆す る

墨書、薬 関係の墨書(467)

な どが 出土 した。 邸宅 内

の具体 的な生活 を彷 彿 さ

せ る資料 といえる。

転 用硯 は須恵器 と灰粕

陶器 を利 用 した ものが多

い。(469)は 須 恵器蓋 を、

(470)は 須 恵器杯 を硯 に

転 用 し た も の で あ る 。

(471)は 灰紬 陶器皿 の高

台部 を再 利用 して小型硯

とした もので、(263・472

～474)は 内面 の無粕 部 を硯 と して い る。 なお 、

(473)に は墨痕 とともに擦 痕 の認め られ る金粉 が
　む

付着 している。

(7)十 五町 出土土器

第5次 調査で は、遺物の大半 は池4か ら出土 し

た。土器類 の破片数2,006片 の うち、土師器 は1,683

片 と全体 の約80%を 占め、土 師器 の 中で も杯 ・

皿 ・高杯 ・盤の供膳具が合 わせて1,633片 と97%以

上 を占める。土師器 に次 ぐのは数値 的に少 ないが

須恵器で、土 師器 とは逆 に貯蔵具 である甕が多 く

約56%を 占 める。灰 粕 陶器 と緑紬 陶器 は全体 の

3%に 満 たない。 これ らの数値 は十六 町域 の園池

関連遺構 での様相 と同 じであ り、 時期 的に も並行

す るこ とか ら園池 を持つ邸 宅の土器組成 として一

般 的な様相 である。実 際に土器 をみてみる と、土

師器皿(475～478)や 杯A(479～481)に は口縁部 の

屈 曲が 強調 された ものが多 く、杯B(482・483)の

高 台 はほ とん ど退化 して痕跡 を留 め るだ けで あ

る。 平安京0期 新段 階 に相 当す る資料 であ ろ う。

一72一



第3章 遺 物

須恵器鉢(488)は 口縁部が玉縁状に変化したものである。緑紬陶器(485～487)は 猿投窯産の資料

が 目立つが、出土量自体が少なく傾向としては把握できない。(486)は 底部内面に陰刻花文 を施

す。この他、耳付き短頚壺(487)が 出土している。

3土 製 品
ぬ む

土製品 には、硯 ・土錘 ・紡錘車 ・土馬 ・ブイゴ羽 口などがある。

硯 須恵器の硯 には、 円面硯(489～493)、 猿面硯(494・495)、 風字硯(496～498)が ある。 円

面硯 は脚部の装飾が縦沈線 の もの(489・490)と 、四方 に長方形透か しを穿 ち、 間を沈線 に よって

交互 に 「ll|」と 「*」 の装飾 を施す もの(491～493)が あ る。風字硯 も脚 の形状や全体の形態が

個々で異 なる。(493)は 井戸2か ら、猿面硯(494)は 野寺小路川 か ら、その他 は池1お よび周辺 か

ら出土 した。灰紬陶器硯 は端面 に切 り込みを施 した大型の風字硯(499)と 多面硯 の破片(500)が あ

る。黒色土器の風字硯 も形状が方形の もの(501)と 円形の もの(502)が あ る。池1か ら出土 した。

また、特殊 な資料 として緑紬 陶器 の大型 の風字硯(503)が 池1か ら出土 してい る。擦面 以外 の部

　ガ

位 に均質 に緑紬 を施 した優 品で、斎宮跡で も出土 してお り興味深い。

土錘 土錘(506～514)は 形態、寸法 など様 々な10点 があ る。算盤珠 を縦 に長 くした形状 を持つ

(506)の み赤褐色 の精 良な胎土 を持 ち、他 の円筒形状の土錘 は、茶褐色か ら暗灰色の砂 を多 く含

むややザ ラザ ラした質感の胎 土である。池1か ら(506～510)が 出土 した。(511)は3区 の遺物包

㊥
506

0
511

/

⑤
507

0
508

㊨
509

◎

㊥
e
510

1

◎"
513514515

518

'

'

517

、

、

図47土 製品実測図(1/2)
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第1節 平安時代中期の遺物

含層、(512)は3区 石敷遺構1、(513)は4区 井戸2か ら出土 した。 なお、1区 の耕作溝 か ら出土

した灰 白色 で密 な胎土の樽型 をなす(514)は 、時期 を違 え る可能性があ る。

紡錘車(515)は 、直径 約2.9cm、 厚 さ0.9cmあ る。土器片 を加工 し丸味 を持たせた もの と思 われ

る。中央部 の円穴 は両面か ら穿 たれてお り、 そのためかやや斜方 向に貫通す る。片面 に刺 突文状

の痕跡 がある。池1南 西部の洲浜か ら出土 した。紡錘車(516)は 、直径約団cm、　厚 さ約2.2cmあ る。

平瓦 を転用 した もので一部 に平瓦の端面 、片面 に縄 目叩 き跡が残存 する。 中央部の丸穴、円周 部

ともに丁寧 に、丸 く加工 している。泉1旧 段 階の木枠 内か ら出土 した。

土馬 小型 の土馬(518)は 、頭 部 ・尾部 ・右後肢 を欠 く。手つ くね成形 で四肢等 を引 き出 して

いる。淡い榿色 をな し、細 かい赤礫 を若干含 む緻密 な胎土 である。井戸3か ら出土 した。

フイ ゴ羽口(517)は 推定直径約8.5cmの ブイゴ羽口の破 片であ る。胎土 は若干 の砂粒 を含 むが

全体 に緻 密で、繊維痕跡の細かい空洞が認 め られる。外面 の一 部に高熱化 した銅 津が付 着す る。

池1か ら出土 した。

4石 製 品

石製品には、硯 ・石製鍔帯 ・玉な どが ある。

硯(505)は 滑石製の小型硯 で、池1か ら出土 している。 また、(504)は 滑石製 の風字硯 で、第

1次 調査 の野寺小路川か ら出土 している。使用擦痕が激 しく、中央部が窪 む。形態的 に平安 時代

中期の もの と考 え られ、おそ らく十六町域で使用 されていたのであろ う。

石製鋳帯 石製鍔 帯 は3点 出土 した。(519)は 、丸靹で長径3.7cm、 短径3cm、 厚 さ0.6cmあ る。

表面、側面 を平滑 に磨 くが、現状 ではその光沢 を失 っている。裏面 は平 らに仕上 げるが、 ほ とん

}ど 磨 きがか け られてい ない、断面形 「V」 字型 の潜 り穴

◎-i-∴ 齋 瀦辮 惚 蠕 ㌫ζ
5191一 辺3

.5～3.8cm平 行 四 辺 形 を な し 厚 さ0.6cmあ る 。 表 面 、l

L]一麗1驚 欝ll蕊1難1
5201

1ら なる含泥 質砂岩であ る。池1北 部か ら出土 した。(521)

「聾㌫ 欝撫難藩
一(り一 〇 一 ◎ 一一〇 一 ◎ 一

l　 l

㊧ 魯

522523

1

㊧
524

l　 l
es　　　㊨
525526

図48石 製品実測図(1/2)

縞状 に残 る。隅寄 りに4箇 所の潜 り穴 を穿つ。石材 は灰

白色 と灰色 の斑 か らなるホル ンフェルス と考 え られ る。

池1北 部の石垣裾部付近か ら出土 した。

玉 玉 は合計5点 あ り、(525・526)は 池1か ら出土 し

た。径 は0.6～1.Ocmあ る。平面形 が円形 の小石 を求め た
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とみ られ るが 、(525)の ような米粒 形 をな

す例 が ある。 断面形 は楕 円形 をなす ものが

多い。石材 は白玉(522～524)が 石英で、黒

玉(525・526)が ホル ンフェルス と考 え られ

る。今 回の調査 で は、用途 を明確 にす る出

土状況 は得 られなか った。

5金 属 製 品

金属製 品の出土例は極 く少 な く、遺存状

況 も良 くない。 金製 延べ板 は平安 時代 中期

の遺構 に伴 うもので はないが、平安 時代 中

期 の邸宅 で使用 された と考 えるのが妥当 と

判断 したため報告 してお く。

金 製延 べ板(527)は 模形 を呈す る金製

の延べ板で、長 さ2.9cm、 最大幅0.5cm、 厚 さ

0.4cm、 重量 は5.2gあ る。成分 分析 の結果

(質量濃度 金91.45%、 銀8.55%)、 ほ とん

ど純金であ るこ とが判 明 した。仕上 げの調

整が加 え られていないため原材 の可 能性 が

あ る。

釘

㌧ 趾
し 醗527

…m♪-53。

図49金 属製品実測図(1/2)

(528)は 鉄製の角釘であ る。現存長9.7cmあ るが、厚 く浮 き出た錆 のため、胴部周 りの実寸

を知 るのは困難であ る。平頭釘 に類 する と思われる。泉1の 旧段 階の枠内か ら出土 した。

方形板 刃先状鉄製品(529)は 全容 は明 らかでないが、 幅は約3cmあ る。背面 は平 らに、側面

はやや弓 な りに仕上 げている。袋状部に微 かに木質の痕跡が確 認で きるこ とか ら、木の柄が接合

していた ことが わか る。池1北 端部か ら出土 した。

鋤先(530)は 鉄製のU字 形刃の鋤 先で、V字 状溝 部 と刃先 の一部が遺存 す る。現存最大幅約

13,5cm、V字 状溝部か ら刃先 まで4.3cmあ る。池1南 西部の洲浜 に貼 り付 いた状況で出土 した。

6木 製 品

池1か らは大量 の木 の枝 ・樹皮 ・種実な どの 自然遺物 とともに木片や木製 品が出土 した。泉1、

井戸1・2か らも少量の木製品が出土 してい る。建 築部材 あるいは建具の部位 とみ られる破 片 も

あ るが、多 くは加工痕 を とどめ るのみの断片 となっている。 ここで は一部であ るが、池1・ 泉

1・ 井戸1・2か ら出土 した木製品のうち、図示可能 なもの を取 り上げた。

(1)池1出 土木製品

池1か ら出土 した木製品には、祭祀具(531～534)、 工具(535)、 食事具(536・537)、 容器(538

～541) 、服飾具(542)な どがあ る。

人形代(531)は 泉1か ら出土 した大型 の人形代 である。下部 は欠損す る。現存長65cm、 幅7
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cm、　厚 さ0.7cmあ る。頭部 ・顔面 は墨で写実 的に描写 している。頭部 は山形に削 り頭髪 を富士額 に

描 き、側面 か ら頚部 にか けて長い放ち髪 を表現す る。おそ らく女性 を表現 している と考 え られる

が、体部 は腰 部 と脚 を切 り込み によって表現す るだけで墨書 による性別描写 は認め られ ない。紙

あるいは布 で衣服 を造 り飾 り付 けた可能性 もある。10世 紀 の数少 ない人形代の資料 である。

刀子 形代(532)は 南西 部洲浜か ら出土 した。長 さ16.6cm、 幅約1.5cm、 厚 さ約0.3cmあ る。薄板

の片面 のみを加工 し、切先 の仕上が りはやや鈍いが、片刃 を明 らかに削 りだ してい る。刀 身 と柄

の境 は不 明瞭である。

舟形代(533)は 池1北 端部 の一連 の土器群 とともに出土 した。丸木船 を模 した もので、長 さ

10cm、 最大幅1.5cm、 厚 さは舳先付近 で0.8cm、 艦付近で舷側 か ら0.5cmあ る。舳先 を三角形状 に尖

らせ、櫨 を隅丸方形 に、舷側 は中位程 か ら船底 にか けて角 を落 とし、船底 を平 らに造 っている。

船体の断面形 は三角形 状をな し、剖 り込 みはやや雑 である。

陽物形代(534)は 池1の 北東部か ら出土 した。現存 長12.6cm、 径3cmあ り、心持材 を使用 して

いる。先端部分 は欠損 してお り、 また、基部 もやや腐食気味であ る。

襖(535)は 形態の類似 か ら襖 とした。両面 に、先端 に向かって加工痕がみ られ る。長 さ12cm、

最大幅2.5cm、 厚 さは頭部で1.3cmあ る。片面 に文字 とみ られ る稚拙 な線刻 がある。線刻 文字 は三

文字あ り、上 は 「春」あ るいは 「蚕」 と判読 で きな くもない。次いで 「見」、下 は 「i」 状の線

刻が刻 まれる。

杓子(536)は 池1南 東 部洲浜 か ら出土 した。現存長29.5cm、 幅6.9cm、 厚 さ0.6～0.9cmあ る。先

端部 は欠損す るが、丸味を持つ もの と思われ る。身のおよそ半分の長 さの柄が付 く。

皿(537)は 池1南 西部洲浜か ら出土 した。直径18cm、 高 さ1.1cmあ る。 白木作 りで、口縁部外

面か ら底部内面 にかけて、鞭櫨挽 きの痕跡が残 る。底部外面 はあ ま り丁寧 な調整は施 され ない。

栓(538～540)は 池1か ら出土 した。 この うち、(538)は 池1中 央付近 に横 たわ った状態で出

土 した須恵器瓶子(223)に 使用 されていた状況 にあ った もので、栓の中程 には口縁部の痕跡が若

干残 る。下半 を削 り、細 くしてい る。長 さ3.2cm、 径約2cmあ る。(539)は 円筒形 を呈 し、長 さ4.5

cm、　径3.2cmあ る。(540)は 頭 部に面取 りを施 し、全体 的に丁寧 に仕上げている。長 さ4.lcm、 径2.8

cmあ る。

箱形容器(541)は 池1の 南西部洲浜 か ら出土 した長方形 を呈す る板 であ る。長 さ31.5cm、 幅

4.2cm、 厚 さ1.2cmあ る。両端付近 に径約1cmの 孔が、 中央 に径約0.5cmの 孔が 開け られる。長辺 の

片側 には3箇 所 に小穴が あ り、一箇所 には木釘が残存 していた。 このこ とか ら組み合わせ の部材

であ ることがわか り、底板 を持つ箱形容器の部材 に想定 した。

下駄(542)は 池1か ら出土 した。長 さ17.5cm、 幅9.5cm、 高 さ3.2cmあ る。板 目材 の木裏 を上面

に使用 してお り、平面形 は隅丸長方形 をなす。歯 は台形状 にやや外へ広 がっている。歯の縦断面

はほぼ垂直 に切 り出 されているため、方形 をなす。 また、後歯 に比べ前歯 は細 身である。前 方の

鼻緒孔はほぼ中央 に開け られる。全体 に腐食が進み、かつ歯の半分以上 を失 っている。

柄(543)は 柄 の一部 と思 われ る。現存長12.2cm、 直径1.3cmあ る。樹皮 を剥 いだ ままの真 っ直
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第3章 遺 物

ぐな枝 を使用 し、幅0.9cmの 桜 の皮 を帯

状 に巻 き付 け、仕舞い を木釘 か竹釘で留

めてい る。

(2)井 戸1・ 井戸2出 土木製品

井戸1か ら(544～546・549)が 、井戸

2か ら(547・548・550・551)が 出土 し、

服飾具(544)、 食事具(545)、 容器(547)、

農具(548)、 不 明 木製 品(549)、 付 木

(550・551)な どがある。

櫛(544)は 横櫛で ある。現存 幅約3

cm、　高 さ3.6c皿、厚 さ0.8cmあ る。歯 の大

部分 は欠損 している。背は直線 的で、側

縁 はやや下方へ張 り出す。両面 とも背 と

歯 の境 目に切 り通 し線 が あ る。表 面 は

丁寧 に磨いて仕上 げてい る。

箸(545)は 一端 は丸み を帯 びる。先

端 部は欠損す るが、次第に細 く丸 く削 り

だ してい る。現 存長16cm、 幅0.7cm、 径

4

n
日
)

54

急;
545546

549

550 551

547實 冒548

図50井 戸1・ 井戸2出 土木製品実測図(1/4)

0.6cmあ る。細 い割材 を粗雑 に加工 してお り、断面形 はやや偏平 な形状 に なっている。(546)は 完

形で、両端 を尖 らせ てい る。丸味 を持つ ように削 ってい るが、多 角形 の状態で済 ましている。長

さ17cm、 径0.5cmあ る。 なお、箸 と考え られる木製品は池1か らも出土 しているが、原形 を留 める

もの はない。

円形 曲物(547)は 円形 曲物の底板 であ る。復元径 は18.8cm、 厚 さ0.6cmあ る。底板側面 に釘穴

が1箇 所残 ってお り、釘結合 曲物 とわかる。

柄(548)は 大半が欠損 し原形 をとどめないが、形態か ら鋤 の柄 と判断 した。現存 長12.5cm、 厚

さ2.3cmあ る。調整は粗 く未製品の可 能性があ る。

不明木 製品(549)は 方形 ない し長方形の容器の類 と考 え られ る木製品であ るが、大 半 を欠損

している。長 さ21.7cm、 幅1.5cm、 厚 さ0.3cmあ る。縦方向の一端 は僅か に上方へ持 ち上が り縁 をな

す。内面 に有機物状の黒褐色 を呈す る膜が付着 してお り、漆 な どが塗 られていた可能性 があ る。

外面 は白木の ままである

付木(550・551)は いずれ も一一端が焼 け焦げてお り、火 を移す ため に使用 され た付 木 と した。

(550)は 長 さ14cm、 幅1.6cm、 厚 さ0.5cm、(551)は 長 さ14cm、 幅1.1cm、 厚 さ0.9cmあ る。材 を割いた

ままの状態 で使用 してい る。上記以外 に両端が焼け焦げている もの もあ り、薪 として使用 された

可能性 もある。 なお、池1な どか らも両者の類例 が多量 に出土 している。
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第2節 平安時代後期の遺物

第2節 平安時代後期の遺物

1瓦 類

平安時代後期の瓦類の出土量は非常に少な く、調査区全体でも散発的に出土するにすぎない。

(30)は泉1の 上面で検出した耕作溝か ら出土した南都産の軒丸瓦である。同箔の資料が興福寺
ま　フ

食堂跡から出土 してお り、興福寺の永承年間以後の再建に伴 う軒丸瓦と考えられている。(75)は

野寺小路川から出土 した讃岐産の軒平瓦で、11世紀後半に遡 る資料である。この軒平瓦は鳥羽離
　お

宮創建時に讃岐 で生産 され、京都 に搬入 された軒平瓦 と想定 されてい る。(63)は 連巴文軒平瓦で、

この軒平瓦 も讃岐産軒平瓦であ る。 この他、軒丸瓦では(59～62)、 軒平瓦では(64～68)に み られ

るように、12世 紀か ら13世 紀 にか けての資料が遺物包含層や耕作溝 か ら少量出土 している。

2土 器 類

平安 時代後期 の土器類 は、第1次 調査 の野寺小路川 と、 第3次 調査の1区 か ら4区 にか けて検

出 した宅地の 区画溝 や建物柱 穴な どか らまとまった資料が出土 している。

土師器 小型皿 と大型皿の単純 な器種構成 となる。手つ くねで成形す るいわゆる平安京型 の土

師器皿セ ッ トと、在 地か らの搬入 と考 え られる回転台成形土師器皿 に分 け られる。

平安京型の小型皿 はいわゆる 「ての字状 口縁」 のもの と、口縁 部 をナデ調整で丸 くお さめる も

のが ある。「ての字状 口縁」の ものは溝101(552～557)、 建物10(580・581)、 溝104と 溝105(588～

590)、 野寺小 路川(591～593)か ら出土 し、 口径 は10cm前 後 ある。 口縁部 をナデ調整 で丸 くお さめ

る ものは、溝101出 土 資料 をみる と、 さらに口縁端部が 内湾す る もの(559～562)と 外 反す るもの

(563～567)に 細分 で きる。他 の遺構の資料(576・594～599)は 前者が ほ とん どであ る。 口径 は10

cm前 後あ るが、後者の資料で は口径9cm未 満 の皿(558・579)と 、 口径11.8cmの 皿(577)が 含 まれ

る。大型皿 は、口縁 部 をナデ調 整で丸 くお さめる もの(568～571・578・600～605)が 主流で 口径

は15cm前 後 ある。 これ らは平安京編年 のIV期 新段階か らV期 古段階 に相当する。

回転 台成形土 師器 は各遺構 か ら出土 した。建物102・ 建物103か ら出土 した小皿(582～584)は 口

径8.5cm前 後、押小路路面か ら出土 した(575)は 口径9.4cmあ る。大皿(585・606)は 建物102と 野寺

小路川か ら出土 し、(585)は(583)と ともに建物102の 柱穴 に据 えられていた。

瓦器(574・586・587・607)は 焼成が甘 く軟質の ものが多いが、高台の形態 な どは古 い型式 の

様相 を呈 している。(572・573)は 溝101か ら出土 した皿で ある。

輸入陶磁器 野寺小路川か ら白磁 が出土 してい る。白磁皿 は孤類の資料(608・609)が 、 白磁椀

はH類(610)・IV類(611～613)・V類(614～617)が 出土 している。 これ らは11世 紀後半か ら12世

　ム

紀前半の標準資料である。土師器の型式編年や瓦器椀の様相 とともに齪齢はないであろう。
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第3章 遺 物

第3節 室町時代から江戸時代の遺物

1土 器 類

室町時代 の土器類 は、遺物包含層 および耕作 に伴 う溝や土層か ら多量 に出土 した。

土師器はへ そ皿(618～634)・ 赤系土器皿(635～639)・ 大皿(640～654)が あ る。陶器 は瀬戸茶椀

(655)・ 美濃 山茶椀(656)・ 天 目茶椀(657)が あ る。輸入陶磁器 は口禿 の白磁皿(658～660)と とも

に多 くの青磁椀(661～669)が 出土 してお り、資料(666～669)は 龍泉窯系青磁椀で ある。 この他 、

龍泉窯系青磁鉢(670)や 輸入天 目茶椀(671)も 出土 している。 これ らは室 町時代か ら江戸時代 の耕

作 に伴 う土層か ら出土 した もので、15世 紀 を中心 とした資料 と考 えられる。

2石 製 品

硯(672・673)は 石硯 であ る。(672)は 、 「くぼみ」 部 と思 われ る幅5.5cmを 測 る一端が残 る。底

部 に向か ってやや角度 を付 け、断面形逆台形状 に成形す る。堤部 の2条 の沈線 とともに、両角 に

は花 を摸 した線刻が施 される。(673)は 「おか」部 の破片 である。裏面 は剥離 しているが、 表面

には使用痕 と淡 い墨痕が残 る。石材は低度 ホル ンフェルス と考 え られる。

砥石(674～692)は 小型 品か ら大型 品の一部 と考 えられる ものまで36点 が出土 した。いずれ も

断片であ り原形 を留 め るものはない。大半の砥 石は側面 に切断痕 を留めている。両面 を使用 して

お り、研 磨痕の著 しい ものが多 い。小型 品の現存 す る大 きさは幅2.5～4.Ocmあ る。大型 品の現存

す る大 きさは幅4～8cmあ る。石硯 ・砥石 ともに大半は耕作溝 か ら出土 してい る。ほ とん どが丹

波帯の珪質頁岩～珪 質粘板岩である。

3木 製 品

(693・694)は 白木の ままの木椀 である。4区 耕作溝 か ら出土 した。体 部は内湾 し口縁端 部は丸

くお さめる。 高台 を削 りだす。 内 ・外面 お よび高台

部麟 引 きの麟 残 る・(693)は ゜径5・4・m・高1「{1{}川 勿

さ4.7cmあ る 。(694)は 口 径7.5cm、 高 さ4.7cmあ る 。8693

麟 鰯叢 パ ◎二)肚
圏698

あ る。(696)は 糸巻の横 木で4区 か ら出土 した。現

存長10.6cm、 幅2cm、 厚 さ1.3cmあ る。相欠 き仕 口で

接合す る型式 で、枝部 は側面 を粗 く削 る。軸穴周辺

は回転 による磨耗 が著 しい。(697)は 将棋駒 の未製

品 と考 えている。両面 ・側面 ともに丁寧 に調整す る

が、 山形 の一 方 を切 り、一方 は罫描 きを両面 に引い

たままで切 り離 してい ない。長 さ6.4cm、 幅3cm、 厚
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第3章 遺 物

さ1c皿 あ る。(698)は 断 面 方 形 の角 材 で 、長 さ

7.8cm、 幅0.7cm、 厚 さ0.6cmあ る 。 一 端 に圧 痕 が

あ り、 組 み 合 わ せ て使 用 し た部 材 と考 え られ

る。

4銭 貨

銭貨は遺物包含層および耕作溝 ・第1次 調

査区の野寺小路川から14枚 出土 した。腐食が

激 しく銭名不明の銭貨片が1枚 あるが、多 く

は北宋銭で、3区 の遺物包含層 と耕作溝か ら

699

702703

図53出 土銭貨

⑳o
覇

704

天禧通寳(700)・ 煕寧元寳(701)・ 元祐 通寳(702)・ 皇宋 通寳(703)が1枚 ずつ 出土 してい る。 元

祐通寳 は4区 耕作溝か らも1枚 出土 した。 また、野寺小 路川 か ら威平元 寳が1枚 出土 している。

(699)は3区 耕作 溝か ら出土 した唐銭 の開元 通寳で、背 に 「洛」 銘があ る。南宋銭 は紹興 通寳 が

2区 耕作溝 か ら1枚 出土 しているが、腐食 が激 しい。明銭 は(704)の 永楽通寳が3区 耕作溝 か ら

1枚 出土 した。江戸 時代 の銭貨 には、寛永通 寳が4枚 ある。

第4節 古墳時代以前の遺物

古墳 時代 以前の遺物 は、池1埋 土や耕作溝 あ るいは遺物包含層 に混入 した状態 で出土 した。

弥生土器 弥生土器 と考 え られ る土器細片 は数点遺物包含層か ら出土 してい るが、図示 で きる

もの はない。壺の口縁部 ・肩部お よび底部の破 片がある。

石器 石鎌(705)が4区 の耕作溝 か ら1点 出土 した。石 材 は透明感の強い青灰色 を呈す るチ ャ

ー トである。 長 さ2.lcm、 幅1.3cm、 重量 は0.8gあ る。(706)は 石棒で ある。4区 の遺物包含層 か ら

出土 した。表面 は丁寧 に磨 いて成形 している。現存長約&5cm、 長径約6cm、 重量 は413gあ る。

石材 は紛岩であ る。

古墳時代の遺物 古墳時代の資料

は土師器杯(707)と 須恵器椀(708)が

池1か ら出土 しているg土 師器杯 は

口径約15cmで 、体部外面下半 をヘラ

ヶズリ調整 し、内面には放射状ヘラ

ミガキを施す。口縁部調整は横ナデ

で、若干外方へ屈曲させ る。須恵器

杯身は受部口径が約11cmで 、回転成

形 し、底部外面は回転ヘ ラケズリを

丁寧に施す。 また、6区 の耕作溝か

ら波状文を施 した須恵器甕 口縁部片

(709)が 出土している。

.幽一魑
1705
004 cm
-一

謂、1,707
ヌ
10cm

一

図54古 墳時代以前遺物実測図(1/2・1/4)
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難波宮式軒瓦の型式番号は以下の文献による。

a中 尾芳治 『難波宮の研究』 吉川弘文館1995年

b『 後期難波宮大極殿院地域の調査』難波宮祉の研究第10財 団法人大阪市文化財協会1995年

平城宮式軒瓦および長岡宮式軒瓦の型式番号は以下の文献による。

a『 平城京 ・藤原京出土軒瓦型式一覧』 奈良国立文化財研究所 奈良市教育委員会1996年

b『 長岡京古瓦聚成』 向日市教育委員会1987年

西賀茂瓦窯産の軒瓦の型式番号は以下の文献による。

『西賀茂瓦窯跡』平安京跡研究調査報告第4輯 財団法人古代学協会1978年

吉志部瓦窯産および芝本瓦窯産軒瓦の同定は以下の文献による。

a『 岸部瓦窯跡発掘調査概報 一吹田市小路 一』 大阪府教育委員会1968年

b『 坂東善平収蔵品目録』 財団法人京都市埋蔵文化財研究所1980年

栗栖野瓦窯産および小野瓦窯産の同定については以下の文献による。

a木 村捷三郎 「山城幡枝発見の瓦窯趾一延喜式に見えたる栗栖野瓦屋 一」『史林』15-41930年

b同 「平安中期の瓦についての私見」『延喜天暦時代の研究』 吉川弘文館1969年

c『 栗栖野瓦窯趾調査報告』 京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告第15冊 京都府1934年

d『 平安京古瓦図録』 平安博物館編 雄山閣出版1977年

e『 木村捷三郎収集瓦図録』 財団法人京都市埋蔵文化財研究所1996年

『岡山県史第18巻 考古資料』 岡山県1986年

網 伸也 「平安京右京六条二坊1」 『昭和63年 度京都市埋蔵文化財調査概要』 財団法人京都市埋蔵文化

財研究所1993年

『大谷中 ・高等学校校内遺跡発掘調査報告書』 大谷高等学校法住寺殿跡遺跡調査会1984年

坂東善平収蔵品の中に同箔と考えられる軒平瓦が採集されている。(前掲註4-b)

上ノ庄田瓦窯の調査は、平成7年 度から平成12年 度まで4次 にわたって財団法人京都市埋蔵文化財研究

所で発掘調査 している。現在、報告書作成に向けて整理中であるが、多 くの完形丸瓦および平瓦が出土

してお り、その重量を今回参照とした。

上原真人 「平安貴族は瓦葺邸宅に住んでいなかった一平安京右京一条三坊九町出土瓦をめぐって一J『高

井悌三郎先生喜寿記念論集 歴史学と考古学』 真陽社1988年

『南ノ庄田瓦窯跡』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第18冊 財団法人京都市埋蔵文化財研究所1998

年

平安京の土器編年は以下の文献による。

a『 平安京右京三条三坊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第10冊 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1990年。

b小 森俊寛 ・上村憲章 「京都の都市遺跡か ら出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第3号 財団法

人 京都市埋蔵文化財研究所1996年

土器型式における各期の年代は、上記文献では平安京n期 古と0期 中の境が870年 頃、同n期 中とn期 新

の境が900年 頃、同n期 と皿期の境が930年 頃、同皿期古 と皿期中の境が950年頃と推定されている。

外面に漆を塗布する資料は、高陽院の10世紀の園池からも出土している。

網 伸也 「発掘調査からみた頼通伝領前の高陽院」『研究紀要』第5号 財団法人京都市埋蔵文化財研究

所1999年

白色土器は平安京内でも特異な出土傾向をもっており、宮中を中心 とする特定の用途が想定 されている。
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第3章 遺 物

後に述べる灰紬陶器 ・緑紬陶器 ・輸入陶磁器の出土傾向を考えても、この邸宅が宮中に近い土器組成を

もっていると考えられる。

平尾政幸 「緑粕陶器 ・灰紬陶器 ・白色土器」『平安京提要』 財団法人古代学協会 ・古代学研究所編

角川書店1994年

16灰 粕陶器の編年体系は、近年の研究で精緻に検討されてきた。ここでは以下の文献に依拠して年代観を

定めている。

a『 愛知県古窯跡群分布調査報告IH』　 愛知県教育委員会1983年

b斎 藤孝正 「灰紬陶器の研究H一 猿投窯第V期 椀 ・皿類の型式編年一J『名古屋大学文学部研究論集

104』 名古屋大学文学部1989年

c平 尾政幸 「緑紬陶器 ・灰紬陶器 ・白色土器」『平安京提要』(前掲註15)

d『 古代の土器研究一律令的土器様式の西 ・東3施 紬陶器一』 古代の土器研究会1994年

17緑 紬陶器の検討にあたっては以下の文献を参照とした。

a百 瀬正恒 「平安時代の緑粕陶器 一平安京近郊の生産窯について一J『中近世土器の基礎研究n』 日

本中世土器研究会1986年

b平 尾政幸 「緑紬陶器 ・灰紬陶器 ・白色土器」『平安京提要』(前掲註15)

c『 古代の土器研究一律令的土器様式の西 ・東3施 紬陶器一』(前掲註16-d)

d『 概説 中世の土器 ・陶磁器』中世土器研究会編 真陽社1995年

e『 日本の三彩 と緑粕 一天平に咲いた華一』 愛知県陶磁資料館1998年

18輸 入陶磁器を検討するにあたって以下の文献を参照とした。

a横 田賢次郎 ・森田勉 「大宰府出土の輸入中国陶磁器について一型式分類 と編年を中心として一J『九

州歴史資料館研究論集4』 九州歴史資料館普及会1978年

b『 大宰府条坊跡XV一 陶磁器分類編一』 太宰府市教育委員会2000年

19金 付着灰紬陶器は、埼玉県中堀遺跡か ら出土している。報告の中では東 日本における金付着土器の出土

例を検討 し、金粉製作の道具としての利用を指摘するとともに、別の容器で膠 とともに溶かれて金泥と

して使用されたことが推測されている。今回出土した資料は、平安京でも金泥を使用した様々な文物が

邸宅内で製作されていた状況を示す遺物といえる。

田中広明 「金付着灰紬陶器」『中堀遺跡(第4分 冊)』 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団1997年

20な お、平安時代中期と考えられる硯以外の土製品 ・石製品 ・金属製品 ・木製品は、出地地点一覧表を作

成し第3章 の末尾に掲載 している。

21『 斎宮跡発掘資料選』 斎宮歴史博物館1989年

22a上 原真人 「古代末期における瓦生産体制の変革」『古代研究』13・14財 団法人元興寺文化財研究所

1978年

b藪 中五百樹 「平安時代に於ける興福寺の造営と瓦」『仏教芸術』194号 毎日新聞社1991年

23上 原真人 「古代末期における瓦生産体制の変革」『古代研究』13・14(前 掲註22-a)

24『 大宰府条坊跡XV一 陶磁器分類編一』(前掲註18-b)
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表19そ の他の遺物出土遺構一覧表

遺物

番号
種類 形態

調査
区
地区

出土遺構
・層位 備考

672

石

製
品

硯

3区

D42ER・FR
耕作溝

約1/3

673 D421T～KT 角部の破片

506

土

製

品

土錘

3区

D42JU

池1

完存
674

砥石

東半部 遺構検出中 一端 のみ

507 D42ES 675 D43DA～GA 耕作溝 両端を欠く

508 D42JT
ほぼ完存 676 4区

D42VX・VY

WX　 ・WY
遣物包含層 一端のみ

 

509 D42FS・GS

510 D42GT
完存

677
3区
D42HU・IU

耕作溝511 D421V・JV 遺物包含層 678 D42KX
両端を欠く

 

512 D42FX・GX 石敷遺構1 ほぼ完存 679 4区 D43VE～VJ

513 4区
D52CU・CV

DU・Dv
井戸2

完存

680

3区

D42DR・ER 遺構検出中 一端のみ

681 D42JX～MX 耕作溝 両端を欠く

514 1区 D43FF・FG 耕作溝 682 D42FS～FU 遺物包含層
一端のみ

 

515
紡錘車

3区 D42JQ 池1
683

D42HP・HQ

IP・IQ
遺構検出中

516 2区 D42BU 泉1

517 ブイゴ羽口 3区 D42FS・GS 池1 体部破片 684
D42FW・FX

GW・ 　GX
耕作溝 両端を欠く

518 土馬
1次

調査
D53DL 井戸3

頭 ・尾部 を

欠損
685 D42ET・FT 遺物包含層 一端のみ

686 D421U～KU

耕作溝

角部の破片
519

石

製

品

鋳具(丸靹)

3区

D42MU～

磁
耕作溝

完存

687 D42NQ・OQ 中部の破片

688 D42DT～FT 一辺のみ

 

520
鋳具(巡方)

D42DS
池1 689 D42ES 中部の破片

 

521 D42CS
690 D42KR 遺物包含層 一辺のみ

 

522

白玉

1区 D43LI 清掃中
691 D42JP～LP 耕作溝 角部の破片

 

523 3区 D4200～OS 耕作溝
692 D421)R 遺物包含層 一端 のみ

 

524 4区 D53XI 柱穴102
693

木
製

品

椀 4区 D42Tr～TW 耕作溝 約1/2

 

525
黒玉 3区

D42KR
池1 694526 D42ER

695 蓋 8区 D42SK
旧天神川氾

濫原
約2/3

 

527
金

属
製

品

金製延べ板 1区 南半部 遺構検出中完存

528 釘 2区 D42BU 泉1 先端を欠く
696 糸巻 4区 西半部 遺構検出中 両端を欠く

529 方形板刃先
状鉄製品 3区

D42CT・CU
池1

両端を欠く 697 将棋駒
8区 D42SK 旧天神川氾

濫原698 用途不明品530 鋤先 D42HR 刃先のみ

699

金

属

製
品

銭貨 3区

D42∫U・KU

耕作溝

開元通寳

約3/4531

木

製
品

人形代 2区
D42　 BT・BU

CT・CU
泉1 脚部を欠損

700 D42EV
天禧通寳
一部を欠く532 刀子形代

3区

D421Q

池1

ほぼ完存
533 舟形代 D42CU

701 西半部 遺構検出中
煕寧元寳
完存534 陽物形代 D42DT 先端を欠く

535 襖
D42FT・FU

GT・ 　GU

完存、線刻

あ り
702 D42JT 遺物包含層

元祐通寳

完存
536 杓子 D42JU 先端を欠く

703 D42HS 遺物包含層
皇宋通寳

約3/4537 皿 D421Q 約1/3

538

栓

D42FT 完存 704 D42DV～DX 耕作溝
永楽通寳

約1/2539 D42ET

705 石
製

晶

石嫉
4区
D52CU・CV 耕作溝 完存

 

540 D42FR

541 箱形容器 D421Q 一部分
706 石棒 D52BU 遺物包含層 一端 のみ

542 下駄 D42FS
歯を若干欠

く 707

土

師

器

椀 3区 D42FT 池1
口縁部の破

片543 柄 D421Q 一部分

544 櫛

1区 D43BK 井戸1

1/2未 満
一

708 須

恵

器

杯身 3区 D42KS・KT 池1

口縁部から

底部にかけ
ての破片

545
箸

先端を欠く

546 完存

547 円形曲物
4区
D52CU・CV

DU・DV
井戸2

一部分
709 甕 6区 D43NG 耕作溝

口縁部の破

片548 鋤

549 不明木製品 1区 D43BK 井戸1 一部分

550
付木 4区

D52CU・CV

DU・DV
井戸2 ほぼ完存

551
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第4章 自然遺物の環境考古学分析

十六町(第3次 調査)で は園地遺構 を検出した。この園地遺構の環境を理解するうえで、池1な

らびに周辺における植生の復原は不可欠 と考え、泉1・ 池1・ 池2・ 池3の 堆積土中の自然遺物

を分析することとした。また、井戸 ・地鎮遺構についても自然遺物の遺存状況が良好 と考えられ

たものは堆積土の分析を行なっている。

第1節 花粉分析

1原 理

種子植物やシダ植物等が生産する花粉 ・胞子は分解 されにくく堆積物中に保存される。花粉は

空中に飛散する風媒花植物 と虫媒花植物等があり、虫媒花植物に対し風媒花植物は非常に多 くの

花粉を生産する。花粉は地表に落下後、一部土壌中に留まり、多 くは雨水や河川で運搬され水域

に堆積する。堆積物より抽出した花粉の種類構成や相対比率から、地層の対比 を行なったり、植

生や土地条件の古環境や古気候の推定を行なう。普通、比較的広域に分布する水成堆積物を対象

として、堆積盆単位などのやや広域な植生や環境 と地域的な対比に用いられる。考古遺跡では堆

積域の狭い遺構などの堆積物も扱い、局地的な植生や環境の復元にも用いられている。
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図55試 料採取地点位置図(1) 図56試 料 採 取 地 点 位 置 図(2)

(図示した以外に、4区 地鎮遺構3か ら土8-3を 、4区 井戸2か ら土8-4・5、

土9-1を採取している)

一85一



第1節 花粉分析

2試 料

3区 池1か ら採取 した試料 として、1地 点(上 ・下)、1地 点(上 ・中 ・下)、 皿地 点(上 ・下)、

IV地 点(上 ・下)、V地 点(① ・② ・③ ・④)、Yl地 点(上 ・下)、W地 点(上 ・中 ・下)、 珊地点

(上 ・中 ・下)の 堆積物21点 と、土 一2(1・2)、 土一3(1・2・3)、 土 一4(1・2・3)、 土 一5

(1・2・3・4・5)、 土 一6(1・2・3・4・5・6)、 土 一9(4)の 堆積物20点 がある。 また、

池1関 連遺構で ある池2か ら双地点、溝2か らX地 点、お よび泉1で は土一7(1・2・3・4)

の堆積 物4点 を採取 している。 この泉1試 料 は、後述す る上層 ・合 わせ口土 師器皿 内 ・中層 ・下

層 の試料 に対応す る。 この ほか に、池3か ら土 一8(6・7)、 地鎮遺構2か ら土一8(2)・ 土一9

(2・3)、4区 地鎮遺構3か ら土一8(3)、4区 井戸2か ら土一8(4・5)・ 土一9(1)の 堆積物

13点 を採 取 してお り、計56点 となる。

3方 法

花粉粒 の分離抽 出は、基本 的には中村(1973)を 参考 に して、試料 に以下 の物理化学処理 を施 し

て行なった。

1)5%水 酸化 カリウム溶液 を加 え15分 間湯煎す る。

2)水 洗 した後、0.5㎜ の飾で礫 な どの大 きな粒子 を取 り除 き、沈澱法 を用いて砂粒 の除去 を行

なう。

3)25%フ ッ化 水素酸溶液 を加 えて30分 放置す る。

4)水 洗 した後、氷酢酸 によって脱水 し、 アセ トリシス処理(無 水酢酸9:濃 硫酸1の エ ル ドマ

ン氏液 を加 え1分 間湯煎)を 施す。

5)再 び氷酢酸 を加 えた後、水洗 を行 なう。

6)沈 渣 に石炭酸 フクシンを加 えて染色 を行 ない、 グリセ リンゼ リー で封入 しプ レパ ラー トを

作製 する。

以上の物理 ・化学 の各処理間の水洗 は、遠心分離(1500rpm、2分 間)の 後、上澄み を捨 てる と

いう操作 を3回 繰 り返 して行 なった。

検鏡 はプ レパ ラー ト作製後直 ちに、生物顕微鏡 に よって300～1000倍 で行 なった。花粉 の同定

は、島倉(1973)お よび中村(1980)を ア トラス として、所有の現生標本 との対比 で行 なった。結果

は同定 レベル によって、科 ・亜科 ・属 ・亜属 ・節 お よび種の階級で分類 した。複数の分類群 にま

たが るものはハイ フン(一)で 結んで示 した。 なお、科 ・亜科 や属 の階級の分類群 で一部が属や節

に細分で きる場合 はそれ らを別の分類群 とした。 イネ属 に関 しては、 中村(1974、1977)を 参考 に

して、現生標本の表面模様 ・大 きさ ・孔 ・表層断面の特徴 と対比 して分類 しているが、個体変化

や類似種があ ることか らイネ属型 とした。

4結 果

(1)分 類群

出現 した分類群 は、樹木花粉45、 樹木花粉 と草本花粉 を含 む もの4、 草本花粉38、 シダ植物胞

子2形 態の計89で ある。 これ らの学名 と和名 お よび粒 数 を表 に示 し、花粉数が200個 以上計数 で
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第4章 自然遺物の環境考古学分析

きた試料 は、試料1cm3中 の花粉 密度 と ともに花粉総数 を基 数 とす る花粉 ダイアグラムに示す 。

なお、200個 未満であって も100個 以上の試料については傾向 をみ るため参考 に図示 し、主要 な分

類群 は写真 に示 した。以下に出現 した分類 群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属 、モ ミ属、 トウヒ属 、 ツガ属 、マツ属複維管束亜属 、マ ツ属単維管束亜属、スギ、 コウ

ヤマキ、イチイ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科、 ヤナギ属、ヤマモモ属 、クル ミ属、サ ワグル ミ、 ノ

グル ミ、ハ ンノキ属、 カバ ノキ属 、ハ シバ ミ属、 クマ シデ属 一アサ ダ、 ク リ、 シイ属、 ブナ属、

コナ ラ属 コナ ラ亜属、 コナラ属 アカガシ亜属 、ニ レ属 一ケヤ キ、エ ノキ属 一ムクノキ、 アカメガ

シワ、サ ンシ ョウ属、セ ンダ ン属、 キハ ダ属、 ウルシ属、 モチ ノキ属、 カエデ属、 トチ ノキ、ブ

ドウ属、 ッタ、 ツバキ属、 カキ属 、ハ イノキ属、モ クセイ科、 トネリコ属、 リョウブ、ツツジ科、

ニワ トコ属 一ガマズ ミ属、イスノキ属、スイ カズラ属

〔樹木花粉 と草本花粉 を含 む もの〕

クワ科 一イラクサ科、バ ラ科、マメ科、 ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属 一ミクリ属、サ ジオモ ダカ属、オモ ダカ属、 イネ科、 イネ属型、 カヤツリグサ科 、ホシ

クサ属、 イボクサ、 ミズアオイ属、ユ リ科 、アヤメ属、 タデ属、 タデ属 サナエ タデ節、ギ シギシ

属、 ソバ属、 アカザ科 一ヒユ科、 スベ リヒユ属 、ナデシコ科、 キンポウゲ属 、アブラナ科、 ワレ

モ コウ属、ササゲ属、 ノブ ドウ、 フウロソウ属、アカバ ナ科、 ア リノ トウグサ属 一フサモ属、チ

ドメグサ亜科、セ リ亜科 、 シソ科 、ナス科、 オオバ コ属、 オ ミナエ シ科、キ ュウリ属、 タンポポ

亜科 、キク亜科、オナモ ミ属、 ヨモギ属、ベニバ ナ

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花 粉群集 の特徴

・1地 点か らX地 点

1地 点 か らIV地 点、Yl地 点はエノキ属 一ムクノキが多 く検 出され る。次いで、 コナラ属ア カガ

シ亜属、 スギ、マ ッ属複維管束亜属が多い。他に、 シイ属、 コナ ラ属 コナ ラ亜属、 イチ イ科 一イ

ヌガヤ科 一ヒノキ科、 カキ属、 カエデ属 などが出現す る。草本花粉 は、 イネ科 がやや多 く検出 さ

れる。 また、 ミズ アオイ属 、 カヤツ リグサ科、 ヨモギ属 も多 い。他 に、 ソバ属、ササゲ属、 イネ

属型 が低率 に出現 する。

V地 点、W地 点 はコナ ラ属 アカガシ亜属 がやや多 く、次いでスギ、マ ツ属複維管束亜属 が多 い。

他 に、 シイ属、 コナラ属 コナ ラ亜属、イチイ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科、エ ノキ属 一ムクノキが

出現 し、エノキ属 一ムクノキは上部で減少す る。W地 点で はア カメガシワもやや多 い。

Yl地 点、皿地点ではス ギの出現率が高い。続 いて多いマ ッ属複 維管束亜属 は上部で増加 し、 コ

ナ ラ属 アカガシ亜属は減少す る。他 に、イチ イ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科、コナ ラ属 コナ ラ亜属、

シイ属が比較的多 い。草本花粉 は、 イネ科 がやや多 く検出 され る。 また、カヤツリグサ科、 ヨモ
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ギ属 も多い。他 に、ソバ属、ササ ゲ属、 イネ属型が低率 に出現す る。

X地 点では コナラ属 アカガシ亜属 の出現率が高い。 また、シイ属、 スギが多 く検出 される。他

に、マ ツ属複維管束亜属、 イチ イ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科 、 コナ ラ属 コナ ラ亜属が 出現す る。

草本花粉 は、 イネ科がやや多 く検 出 される。 また、 カヤ ツリグサ科、 ヨモ ギ属 も多い。他 に、 ソ

バ属 、イネ属型が低率 に出現す る。

・池1土 一2か ら土一6、土一9(4)

土一2(2)、 土一3か ら土一5、 土一9(4)は エ ノキ属 一ムクノキが多 く検 出 される。次いで、 コ

ナラ属 アカガシ亜属、 スギ、マ ツ属 複維管束亜属が多い。他に、シイ属、 ク リ、 コナ ラ属 コナ ラ

亜属、 イチ イ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科、 カキ属、 カエ デ属な どが出現す る。草本花粉 は、イネ

科がやや多 く検 出 される。 また、 ミズアオイ属、 カヤツ リグサ科 、 ヨモギ属 も多 い。他 に、 ソバ

属、ササゲ属、 イネ属型が低率 に出現 する。

土一6で はコナ ラ属 アカガシ亜属がやや多 く、次 いでス ギ、マ ツ属複維管束亜属が多い。他に、

シイ属、 コナ ラ属 コナ ラ亜属、エ ノキ属 一ム クノキ、 アカメガシワが出現 する。草本花粉 は、イ

ネ科 の占め る割合が高い。 また、 カヤ ツリグサ科、 ヨモギ属、 アカザ科 一ヒユ科、 ミズ アオイ属

もやや多い。他 に、 ソバ属、ササゲ属、イネ属型が低率 に出現する。

・泉1

上層 ・合 わせ 口土師器皿 内 ・中層 ・下層の各試料 は、 出現す る花粉 群集が同傾 向を示す。樹 木

花粉 よりも草本花粉 の 占める割合が高い。特 にイネ科 の出現率が高 く、次いで ヨモギ属、 カヤ ツ

リグサ科が多い。他 に、アカザ科 一ヒユ科、 アブ ラナ科、チ ドメグサ亜科 、 ミズアオイ属、 アヤ

メ属 やササ ゲ属、 ソバ属 な どが低率で はあ るが検 出 される。樹木花粉 は、スギ、マツ属複維管束

亜属、 コナ ラ属 アカガシ亜属がやや多 く検 出 される。

・井戸2他 土 一8、土一9

コナラ属 アカガシ亜属がやや多 く、次いでスギ、マ ツ属複維管束亜属が多い。他 に、 コナラ属

コナ ラ亜属、 シイ属、モ ミ属、 ツガ属 などが低率 に出現 する。草本花粉 は、 イネ科 の占める割合

が高い。次 に ヨモギ属、 カヤツ リグサ科、 アカザ科 一ヒユ科、 アブラナ科 な どが多 い。他 に、 ソ

バ属、 イネ属型が低率 に出現す る。

5花 粉 分 析 か ら推 定 さ れ る 植 生 と 環 境

(1)1地 点か らX地 点

1地 点か らIV地 点、IX地 点は、比較 的近 隣に多 く樹 木が分布 していた。特 にエノキ属 一ムクノ

キが多 い。周辺地域の森林植生 として、 コナ ラ属 アカガシ亜属、 シイ属の照葉樹 、スギ、マ ツ属

複維管束亜属、イチ イ科 一イヌ ガヤ科 一ヒノキ科の針葉樹、ク リ、コナラ属 コナ ラ亜属、カキ属、

カエデ属 の落葉広葉樹 などの樹木が分布 していた。堆積 地はイネ科 を主 に ミズアオイ属、 カヤ ッ

リグサ科 な どの水生植物の生育す る池沼か ら湿地の環境 が示唆 され る。 また、人里植物 ない し耕

地雑草 の性格 を持つ ヨモギ属 も分布 し、周 囲には乾燥 した環境が分布 していた。

V地 点、皿地点 は、周辺の樹木要素 として、 コナラ属 アカガシ亜属 、 シイ属の照葉樹 、スギ、
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マツ属複維管束亜属の針葉樹、コナラ属 コナラ亜属の落葉広葉樹などが分布 していた。堆積地は

イネ科を主にカヤッリグサ科などの水生植物の生育する湿地の環境が示唆される。また、人里植

物ないし耕地雑草のヨモギ属、アブラナ科が多 く、これ らの草本が繁茂する乾燥 した環境が示唆

される。

XI地 点、皿 地点は、周辺地域の樹木要素 としてスギ、マツ属複維管束亜属の針葉樹が分布 し

ていたと考えられる。堆積地周辺はイネ科、カヤツリグサ科の湿地性草本の他にヨモギ属、アカ

ザ科 一ヒユ科、アブラナ科などの人里植物や耕地雑草が多 く生育する比較的乾燥 した環境であっ

た。

X地 点は、樹木要素として、 コナラ属アカガシ亜属、シイ属の照葉樹、スギ、マツ属複維管束

亜属、イチイ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科の針葉樹、コナラ属 コナラ亜属の落葉広葉樹が分布 して

いた。堆積地周辺はイネ科、カヤツリグサ科の湿地性草本の他にヨモギ属、アカザ科一ヒユ科、

アブラナ科などの人里植物や耕地雑草が多 く生育する比較的乾燥 した環境であった。

(2)池1土 一2から土一6、土一9(4)

土一2(2)、 土一3か ら土一5、土一9(4)は 、樹木花粉と草本花粉の占める割合はほぼ同程度で

あるため、比較的樹木の多い環境が考えられる。特にエノキ属一ムクノキが多 く検出され、周辺

にエノキ属 一ムクノキが分布 していた。周辺地域の森林植生 として、コナラ属アカガシ亜属、シ

イ属の照葉樹、スギ、マツ属複維管束亜属の針葉樹、クリ、コナラ属コナラ亜属、カキ属、カエ

デ属の落葉広葉樹などが分布 していた。堆積地はイネ科を主にミズアオイ属、カヤッリグサ科な

どの水生植物の生育する湿地の環境が示唆される。人里植物ないし耕地雑草のヨモギ属 も多い。

土一6は、樹木要素 として、コナラ属アカガシ亜属、シイ属の照葉樹、スギ、マツ属複維管束

亜属の針葉樹、クリ、コナラ属コナラ亜属、アカメガシワの落葉広葉樹が分布していた。堆積地

はイネ科 を主にカヤツリグサ科、ミズアオイ属などの水生植物の生育する湿地の環境が示唆され

る。周囲は人里植物ないし耕地雑草のヨモギ属、アカザ科 一ヒユ科が多 く、これらの草本が繁茂

する乾燥 した環境が広がっていた。

(3)泉1

上層 ・合わせ口土師器皿内 ・中層 ・下層は樹木要素として、コナラ属アカガシ亜属の照葉樹、

スギ、マツ属複維管束亜属の針葉樹 などが主に分布 している。堆積地はイネ科を主にカヤツリグ

サ科、 ミズアオイ属、アヤメ属などの水生植物の生育する湿地の環境が示唆 される。また、周囲

は人里植物ないし耕地雑草のヨモギ属、アカザ科 一ヒユ科、アブラナ科が多 く、これ らの草本が

繁茂する乾燥 した環境であった。土器内の堆積物は、周囲の植生を反映し、埋没時の堆積物 と考

えられる。

(4)井 戸2他 土一8、土一9

樹木要素 として、コナラ属アカガシ亜属などの照葉樹、スギ、マツ属複維管束亜属の針葉樹 な

どが分布する。堆積地周辺はイネ科、カヤツリグサ科の湿地性草本の他にヨモギ属、アカザ科 一

ヒユ科、アブラナ科などの人里植物や耕地雑草が多 く生育 し比較的乾燥 した環境であった。
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第2節 種実同定

1原 理

植物 の種子や果実は比較 的強靱 な ものが多 く、堆積物 中に残存す る。堆積 物か ら種 実を検 出 し

その群集 の構成や組成 を調べ 、過去 の植生や群落の構 成要素 を明 らか にし、古環境 の推定 を行 な

うことが可 能である。 また出土 した単体試料等 を同定 し、栽培植物や 固有の植生環境 を調べ るこ

とがで きる。

2試 料

池1よ り採取 された堆積物試料、1地 点(下)、0地 点(下)、 皿地点(下)、IV地 点(下)、V地 点

(④)、VI地 点(下)、W地 点(下)、 珊地点(下)、 土 一9(4)とIX地 点、X地 点 の11点 。泉1よ り採

取 された4点(上 層 ・合 わせ口土 師器皿 内 ・中層 ・下層)で ある。選別済み試料 は1～3区 よ り採

取 された植物遺体 であ る。試 料は11箱(455袋)で 、各箱 の内分 けは以下 の通 り。箱No,1(袋No.1

～48) 、箱No.2(袋No.1～50)、 箱No.3(袋No.1～26)、 箱No.4(袋No.1～40)、 箱No.5(袋No,

1～65)、 箱No.6(袋No.1～35)、 箱No.7(袋No,1～25)、 箱No.8(袋No.1～40)、 箱No.9(袋

No.1～50)、 箱No,10(袋No.1～23)、 箱No.11(袋No.1～53)。

3方 法

試料(堆積物)に 以下の物理処理 を施 して、抽出お よび同定 を行 なった。

1)試 料100cm3に 水 を加 え放置 し、泥化 を行 なう。

※土一9(4)は 堆積物1000cm3に 水 を加 え放置 し、泥化 を行 なう。

2)撹 拝 した後、沈 んだ砂礫 を除去 しつつ、0.25mmの 飾で水洗選別 を行 な う。

3)残 渣 を双眼実体顕微鏡下で観察 し、種実の同定計数 を行な う。

同定 は形態的特徴 お よび現生標本 との対比で行 ない、結果 は同定 レベルに よって科、属、種の

階級 で示 した。

4結 果

(1)分 類群

樹 木10、 草本29の 計39が 同定 された。学名、和名お よび粒数 を表 に示 し、主要な分類群 を写真

に示す。堆積物試料 の種実数 をダイアグラムに示 した。以下同定根拠 となる形態 的特徴 を記す。

〔樹 木〕

マツ属複維管束亜属　 Pinus　subgen.　Diploxylon　 毬果 ・種子 マ ツ科

毬果 は黒褐色 で卵形 を呈す。種鱗先端の外部 に露 出す る部分は扁平5角 形 であ り、その中央 に

はヘ ソがある。

種子は倒卵形 を呈 し、やや扁平であ る。

ヒメグルミ　 Juglans　mandshurica　 Carr.　var.　cordiformis　Kitamura　 核 クル ミ科

淡褐色で円形 を呈 し、一端 が尖 る。側面 には縦 に走る一・本の縫合線が め ぐる。

ムクノキ　 Aphananthe　 aspera　Planch.　 核 ニ レ科
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淡褐色 で広倒卵形 を呈 し、一側面 は狭倒卵形で厚 く、他方 は稜になって薄い。

ウメ　 Prunus　 mume　 Sieb.　et　Zucc.　 核 バ ラ科

茶褐色で楕 円形 を呈 し、側面 に縫合線が走る。表面 には小孔が散在す る。

スモモ　 Prunus　 salicina　Lindley　 核 バ ラ科

淡褐色 で扁平楕円形 を呈 し、側面 に縫合線が走 る。表面 は粗 い。

モモ　 Prunus　 persica　Batsch　 核 バ ラ科

黄褐色 ～黒褐色で楕円形 を呈 し、側面 に縫合線が発達す る。表面 にはモモ特有の隆起がある。

サ クラ属サ クラ節　 Prunus　 sect.　Pseudocerasus　 核 バ ラ科

黄褐色で楕 円形 を呈 し、下端が大 き くくぼむ。側面に縫合線が走 る。表面 はやや粗 い。

カ ラスザ ンシ ョウ　 Zanthoxylum　 ailanthoides　Sieb.　et　Zucc.　 種子 ミカン科

黒色 で楕 円形 を呈 し、側面 に長 く深 いヘ ソがある。表面 には大 きい網 目模様が ある。

セ ンダン　 Melia　azedarach　 L.　var.　subtripinnata　Miq.　 核 セ ンダン科

黒褐色 で楕 円形 を呈 し、一端 は円孔 となる。縦に5本 の発達 した稜が走 る。

ブ ドウ属　 Vitis　種子 ブ ドウ科

茶褐色で卵形 を呈 し、先端が尖 る。腹面 には二つ の孔が あ り、背面には先端が楕円形 のヘソが

ある。

〔草本〕

ヒルムシロ属　 Potamogeton　 果実 ヒルムシロ科

茶褐色で楕円形 を呈 し、頂端 に花柱が残 る。果背 に稜 がある。

オモ ダカ属　 Sajittaria　果実 オモ ダカ科

オモ ダカ　　Sajittaria　trifolia　L.}ま淡褐色～黄褐色 で歪 んだ倒卵形 を呈 す。周囲 は翼状 とな り、

花柱 がクチバ シ状 に残 る。 オモ ダカ と類 似 した大 きさと形態 を持 つ もの として、他 に ウリカワ

Sajittaria　 pygmaea　 Miq.が ある。翼状部が傷んでお り、 その概形が判別で きないため、属 レベ

ルの同定に とどめる。

オモ ダカ科　 Alismataceae種 子

茶褐色で逆U字 形 を呈す。種皮 は薄 くやや透 き通 る。果実が欠落 し、その特徴が判別で きない。

イネ科　 Gramineae　 穎

灰褐色～茶褐色 で紡錘形 を呈す。腹面 はやや平 ら。背面は丸 い。表面は滑 らかである。

ホ タルイ属　 Scirpus　 果実 カヤツ リグサ科

黒褐色 で、やや光沢が ある。広倒卵形 を呈 し、断面は両凸 レンズ形 であ る。表面 には横方 向の

微細 な隆起が ある。

カヤ ツリグサ属　 Cyperus果 実 カヤツリグサ科

黒褐色 で狭倒卵形 を呈す。表面はやや粗い。断面 は三角形である。

スゲ属　 Carex　 果実 カヤ ツリグサ科

茶褐色で倒卵形、扁平である。果皮は柔 らかい。
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カヤツ リグサ科　 Cyperaseae　 果実

黒褐色で倒卵形 を呈 し、断面 は扁平である。表面 には網 目模様がある。

黒褐色で倒卵形 を呈 し、断面 は両凸 レンズ形であ る。

黄褐色で倒卵形 を呈す。断面 は扁平である。

イボクサ　 Aneilema　 Keisak　Hassk.　 種子 ツユ クサ科

黒褐色～黒色 で楕 円形 を呈す。腹部 に一文字状のヘ ソがあ り、側面 に くぼんだ発芽孔 がある。

コナギ　 Monochoria　 vaginalis　Presl　var .　plantaginea　 Solms-Laub,　 種子 ミズアオイ科

淡褐色 で楕 円形 を呈す。表面には縦方 向に8～10本 程度の隆起が あ り、その 間には横方 向に微

細 な隆線が ある。種皮 は薄 く透 き通る。

イグサ科　 Juncaceae　 種子

半透明の黄褐色 ない し茶褐色、ゆがんだ卵形 を呈す。両端 は尖 り、黒褐色。表面 には網 目模様

が ある。

ミゾソバ　 Polygonum　 Thunbergii　 Sieb.　et　Zucc.　 果実 タデ科

黄褐色 で三角状広卵形 を呈 し、基部 に小突起がある。表面 には微細 な網 目模様 がある。

タデ属　 Polygonum　 果実 タデ科

黒褐色で先端が尖 る卵形 を呈す。表面 にはやや光沢が あ り、断面 は三角形である。

ギシギ シ属　 Rumex　 果実 タデ科

茶褐色で頂端 が尖る卵形 を呈す。断面は三角形、表面 には光沢がある。翼状 の花被の残 るもの

もある。

アカザ属　 Chenopodium　 種子 アカザ科

黒色で光沢 がある。円形 を呈 し、片面の中央か ら周縁 まで浅い溝 が走 る。

ヒユ属　 Amaranthus　 種子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形 を呈 し、一 ヶ所が切れ込みヘソが ある。断面 は両凸 レンズ形であ る。

ザクロソウMollugo　 pentaphylla　 L,種 子 ザクロソウ科

黒色 でやや光沢があ る。円形 を呈 し、一ヵ所 が切 れ込み、 白い種柄 がある。表面 には微細 な網

状斑紋があ る。

ナデシコ科　 Caryophyllaceae　 種子

黒色 で円形 を呈 し、側面にヘソがあ る。表面全体 に突起が ある。

タガラシ　 Ranunculus　 scleratus　L.　果実 キ ンポウゲ科

黄褐色、扁平、やや レンズ状。側面に シワはないが、滑 らかで はない。

カタバ ミ属　 Oxalis種 子 カタバ ミ科

茶褐色で楕 円形 を呈 し、上端が尖 る。両面 には横 方向に6～8本 の隆起が走 る。

ス ミレ属　 Viola果 実 ス ミレ科

下端が尖 る倒卵形 を呈す。基部の側面にヘ ソがあ り、 そこか ら上端 まで筋が走る。

チ ドメグサ属　 Hydrocotyle　 果実 セ リ科
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淡褐色 で半 円形 を呈す。断面は楕 円形で ある。両面 に明瞭 な一本 の円弧状の隆起が走 る。

アブラナ科　 Cruciferae　 種子

茶褐色で楕円形 を呈 し、下端 にヘ ソがあ る。表面 には長方形 の網 目があ る。

セ リ科　 Umbelliferae　 果実

淡褐色 ～黄褐色 で楕 円形 を呈す。果皮 はコルク質で厚 く弾力 があ り、片面 に3本 の肥厚 した隆

起がみ られる。断面は半 円形である。

イヌコウジュ属　 Mosla　 果実 シソ科

茶褐色で球形 を呈 し、下端 にヘ ソがある。表面 は網 目模様であ る。

ナス科　 Solanaceae　 　種子

黄褐色で円形 を呈す。表面 には網 目模様 がある。

タカサ ブロウ　　Eclipta　prostrata　L.　果実 キ ク科

淡褐色～茶褐色で長楕 円形 を呈す。上端 は円形 に突出 し、下端 は切形 となる。表面 中央部 にイ

ボ状 の突起があ る。断面 は菱形 である。

キ ク科　 Compositae　 果実 キク科

茶褐色 で楕 円形 を呈 し、両端は切形 となる。表面 には縦方向に8本 程度の筋 が走 る。

シャジクモ属　 Chara　 卵胞子 シ ャジクモ科

黒色 で楕 円形 を呈す。 断面 は円形 で、表面 には右下が りの螺旋状 の隆起が8～10本 程度ある。

(2)種 実群集 の特徴

・1地 点か らX地 点

1地 点(下)か らコナギ種子、タガラシ果実が多 く検 出され た。特 にコナギ種子が 目立 って多い。

H地 点(下)か らコナギ種子、ナデシコ科種子、 タガラシ果実が多 く検 出 された。

皿地点(下)か らコナギ種 子が多量 に検 出 された。次いで シャジクモ属 卵胞子、 タガラシ果実、

カヤツ リグサ科果実が多い。

IV地 点(下)で は種実 の検出数が少 ない。 コナギ種子、 アカザ属種子がわずかに検 出される。

V地 点(④)か らコナギ種子、 ナデシコ科種子 が数多 く検 出され、次 いで タガラシ果実、 カヤ ツ

リグサ属果実、 タデ属果実が多 い。

VI地 点下か らタガラシ果実、 コナギ種子、 カヤ ツリグサ属果実、 ナデシコ科種 子が多 く検 出さ

れた。

W地 点(下)は 種実の検 出数が少ない。 コナギ種子、 ナデシコ科種子 などがわずかにみ られる。

珊地点(下)は コナギ種子、 タガラシ果実、 カヤ ツリグサ属果実が多い。

IX地 点ではコナギ種子が 目立 って多 い。

X地 点か ら種実 は検 出 されなかった。

・土一9(4)

マ ツ属複維管束亜属毬果、 ヒルムシロ属 果実、 コナギ種子、 タガラシ果実が 目立 って検 出 さ

れた。
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・泉1

上層か ら、 カヤツ リグサ属 果実、ザ クロソウ

種子、ナデシ コ科種子が多量 に検出 された。

合 わせ 口土 師器 皿内か ら、 カヤ ツリグサ属果

実 、ザ ク ロソウ種 子、 ナデ シコ科 種子 が多 く検

出された。有用植物であ るスモモ核 がみ られる。

中層 か ら、 カヤ ツ リグサ属果 実、 カヤ ツ リグ

サ 科果 実 、ザ クロ ソ ウ種子 、 ナ デ シ コ科種 子、

チ ドメグサ属果 実が検 出 され た。特 にナデ シ コ

科種子 が多い。下層か ら、 カヤ ツ リグサ属果実 、

カヤ ツ リグサ科 果実、 タデ属果 実、 ザ クロソ ウ

種 子、 ナ デシ コ科種子 、チ ドメ グサ属 果実、 ア

ブ ラナ科種子が多 く検 出された。

・選別済み試料

同定 されたの は大型種 実 であ るマ ツ属複維 管

束亜属毬果、 ヒメグル ミ核、 ウメ核 、スモモ核 、

モモ核 、サ クラ属 サ クラ節核 、 セ ンダ ン核 であ

った。ほとんどがマッ属複維管束亜属毬果、モモ核であった。

5種 実 同定 か ら推 定 され る植 生 と環 境

(1)1地 点からX地 点

コナギ、シャジクモ属、タガラシの抽水植物から沈水植物が多 く生育し、池沼の環境が示唆さ

れる。路傍などに多い乾燥 した人里環境を好むナデシコ科 も多 く生育 し、周囲には乾燥 した人為

地が分布 していた。

(2)土 一9(4)

浮葉植物のヒルムシロ属、抽水植物のコナギ、抽水から湿性植物のタガラシが生育 し池沼の環

境が示唆される。マツ属複維管束亜属の毬果が多 く、近隣のニヨウマツ類(ア カマツやクロマツ)

の生育が考えられる。

(3)泉1

カヤツリグサ科、ザクロソウ、ナデシコ科、チ ドメグサ属、アブラナ科の人里植物ないし耕地

雑草が繁茂 していたと考えられる。

(4)選 別済み試料

選別済み試料で同定された種実は、移動性の少ない大型種実であった。マツ属複維管束亜属が

多量にあり、ニヨウマツ類(アカマツやクロマツ)が周辺に比較的多 く生育ないし植栽されていた。

モモ、ウメ、スモモ もみ られ、一般的に遺跡か ら多 く出土する種類であるが、生育ないし植栽 し

ていた可能性がある。 ヒメグルミは珍 しく、近隣に生育ないし植栽されていたと考えられる。
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第3節 樹種同定

第3節 樹種同定

1原 理

木材 は、 セルロース を骨格 とす る木部細胞の集合体 であ り、 その構造 は年輪が形成 され針葉樹

材 や広葉樹 材で特徴あ る組織 を持つ。 そのため、解剖学 的に概 ね属 レベルの同定が可能 となる。

木材 は大型 の植物遺体であ るため移動性が少 な く、堆積環境 に よっては現地性の森林植 生の推定

が可能になる。考古学 では木材の利用状況や流通 を探 る手がか りになる。

2試 料

試料 は、選別済 み試料 で1～3区 より採取 された植物遺体 で11箱(455袋)で 、各 箱の内分 けは

以下 の通 り。箱No.1(袋No.1～48)、 箱No.2(袋No.1～50)、 箱No,3(袋No.1～26)、 箱No.4

(袋No.1～40)、 箱No.5(袋No.1～65)、 箱No.6(袋No.1～35)、 箱No.7(袋No.1～25)、 箱No.

8(袋No.1～40)、 箱No.9(袋No.1～50)、 箱No.10(袋No.1～23)、 箱No.11(袋No.1～53)。 この

中で 自然木 と思われる もの305点 を対象 とした。

3方 法

試料は カミソ リを用いて、新鮮 な基本的三断面(木 材の横 断面、放射断面、接 線断面)を 作製 し、

生物顕微鏡 に よって60～600倍 で観察 した。 同定 は解剖学 的形質 お よび現生標本 との対 比 によっ

て行 なった。

4結 果

結果 は表 に示 し、主要 な分類群 の顕微鏡 写真 を示す。以下 に同定根拠 となった特徴 を記 す。

1)カ ヤ　 Torreya　 nucifera　Sieb.　et　Zucc.　 イチイ科

仮 道管 と放射柔細胞 か ら構 成 される針葉樹材 である。

横 断面:早 材か ら晩材へ の移行は緩やかであ る。

放射断面:放 射柔細胞 の分野壁孔 は ヒノキ型で1分 野 に1～4個 存在す る。仮 道管 の内壁 には、

螺旋肥厚が存在 し2本 対になる傾向 を示す。

接線断面:放 射組織 は単列の 同性放射組織型 で、仮道管 の内壁 には2本 対 になる傾 向を示す螺

旋肥厚が存在する。

以上 の形質 よ り、 カヤに同定 される。 カヤ は宮城県 以南 の本州、 四国、九州 と韓 国の済州 島に

分布 する。常緑 の高木で通常高 さ25m、 径0.9mに 達す る。材 は均 質緻密で堅硬、弾性 強 く水湿 に

も耐え、保存性が高い。弓 などに用 い られ る。

2)モ ミ属　Abies　 マツ科

仮道管 と放射柔細胞 か ら構成 される針葉樹 材である。

横断面:早 材か ら晩材への移行 は比較 的緩やかである。

放射断面:放 射 柔細胞 の分野壁孔 は小型 のスギ型で1分 野 に1～4個 存在す る。放射柔細胞の

壁が厚 く、数珠状末端壁 を有す る。

接線断面:放 射組織は単列の 同性放射組織型であ る。
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以上の形質より、モ ミ属に同定される。モミ属は日本に5種 が自生し、その内ウラジロモ ミ、

トドマツ、シラビソ、オオシラビソの4種 は亜寒帯に分布 し、モミは温帯を中心に分布する。常

緑高木で高さ45m、 径1.5mに 達する。材は保存性が低 く軽軟であるが、現在では多用される。

3)ツ ガ　 Tsuga　sieboldii　Carr.　マツ科

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞および放射仮道管から構成される針葉樹材である。

横断面:早 材か ら晩材への移行は急である。

放射断面:放 射柔細胞の分野壁孔は、スギ型でややヒノキ型の傾向を示 し、1分 野に2～4個

存在する。放射仮道管が存在 し、その壁には小型の有縁壁孔が存在する。わずかではあるが、樹

脂細胞が存在する。

接線断面1放 射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質より、ツガに同定される。ッガは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。常緑

高木で通常高さ20～25m、 径0.5～0.8mで ある。材は耐朽、保存性中庸で、建築、器具、土木、薪

炭などに用い られる。

4)マ ツ属複維管束亜属　Pinus　subgen.　Diploxylon　 マツ科

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管および垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構

成される針葉樹材である。

横断面:早 材か ら晩材への移行は急で、垂直樹脂道がみ られる。

放射断面:放 射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面:放 射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈す

る。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとア

カマッがあり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木である。材は水湿

に良 く耐え、広 く用いられる。

5)ヒ ノキ科　Cupressaceae

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞か ら構成される針葉樹材である。

横断面:早 材から晩材への移行は緩やかである。樹脂細胞がみられる。

放射断面:放 射柔細胞の分野壁孔は、小型のものが存在するが、1分 野に存在する個数および

型は不明瞭である。樹脂細胞がみられる。

接線断面:放 射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりヒノキ科に同定される。

6)針 葉樹conifer

横断面:仮 道管と放射組織が存在する。

放射断面:仮 道管と放射組織が存在する。

接線断面:仮 道管と単列の放射組織が存在する。

以上の形質より針葉樹に同定される。なお本試料は、保存状態が悪 く、広範囲の観察が困難で
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あったため、針葉樹の同定にとどまる。

7)ヤ ナギ属　Salixヤ ナギ科

横断面:小 型で丸い、放射方向にやや伸びた道管が、単独あるいは2～3個 放射方向に複合 し、

散在する散孔材である。

放射断面:道 管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。放射組織は異性

である。

接線断面:放 射組織は、単列の異性放射組織型である。

以上の形質よりヤナギ属 に同定される。ヤナギ属は落葉の高木 または低木で、北海道、本州、

四国、九州に分布する。

8)カ バノキ属　Betula　カバノキ科

横断面:小 型で丸い道管が、単独あるいは放射方向に数個複合 して、ややまばらに散在する散

孔材である。

放射断面:道 管の穿孔は階段穿孔板か らなる多孔穿孔で、階段の数は8～20本 ぐらいである。

放射組織は同性である。道管 と放射組織の間の壁孔は極めて小さく密である。

接線断面:放 射組織は、同性放射組織型で、1～3細 胞幅である。道管相互の壁孔は極めて小

さく密に配列する。

以上の形質よりカバノキ属に同定される。カバノキ属にミズメ、 ウダイカンバ、シラカンバ、

オノオレカンバなどがあ り、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木であ

る。

9)ツ ブラジイ　Castanopsis　cuspidata　Schottky　ブナ科

横断面:年 輪のはじめに中型か ら大型の道管が、やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部

で小道管が火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放射組織が存在する。

放射断面:道 管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞か らなり、同性放射組織型である。

接線断面:放 射組織は同性放射組織型で、単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布す

る。常緑の高木で、高さ20m、 径1.5mに 達する。材は耐朽性、保存性低 く、建築材などに用い ら

れる。

10)コ ナラ属アカガシ亜属　Quercus　subgen.　Cyclobalanopsis　ブナ科

横断面:中 型から大型の道管が、1～ 数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材

である。道管は単独で複合 しない。

放射断面:道 管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放 射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織か らなる複合放射組

織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イ

チイガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ
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30m、 径1.5m以 上 に達す る。材 は堅硬で強靭 、弾力性 強 く耐湿性 も高 い。特 に農耕具 に用 い られ

る。

11)ウ メ　Prunus　 mume　 Sieb.　et　Zucc.　 バ ラ科

横 断面:早 材部 で、 中型か らやや小型 の道管が密 になる傾向 を示 し、他 の部分 においては、小

型の丸い道管 が、単独 あるいは不規則な方 向に複合 して散在す る、環孔材 的な性質 を持つ散孔材

であ る。

放射断面:道 管の穿孔 は単穿孔で、内壁 には螺旋肥厚 が存在す る。放射組織 は異性 である。

接線断面:放 射組織は、異性放射組織型 で、1～8細 胞幅 ぐらいである。

以上 の形質 よ りウメに同定 される。 ウメは中国原 産で、各地で栽培 されているが、九州では野

生状態で生 えている地域 もある。落葉小 高木 で、高 さ10m、 径0.6mに 達する。

12)サ クラ属　Prunus　 バ ラ科

横 断面:小 型 で丸い道管が、単独 あるい は2～3個 放射 方向お よび斜 め方向 に複合 して散在

する散孔材である。道管の径は、早材部か ら晩材部 にかけてゆるやか に減少す る。

放射 断面:道 管の穿孔 は単穿孔 で、道管の内壁 には螺旋肥厚 が存在す る。放射組織 は異性で あ

る。

接線 断面:放 射組織 は、異性放射組織型で1～6細 胞幅である。

以上の形 質 よりサ クラ属 に同定 される。サ クラ属 には、ヤマザクラ、 ウワ ミズザ クラ、 シウ リ

ザ クラ、 ウメ、 モモな どが あ り、北海道、本州、四国、九州 に分布 する。落葉の高木 または低木

であ る。

13)ヤ ブツバキ　 Camellia　japonica　L.　 ツバ キ科

横断面:小 型 でやや角張 った道管が、単独 ない し2～3個 複 合 して散在す る散孔材 である。 道

管の径 はゆるやか に減少 する。

放射 断面:道 管 の穿孔 は階段穿孔板 か らな る多 孔穿孔で、階段 の数 は8～30本 ぐらいである。

放射組織 は平伏細胞 と直立細胞か らなる異性 で、直立細胞 には、 ダルマ状 に膨 れてい るものが存

在す る。

接線断面:放 射組織 は、異性放射組織 型で、1～3細 胞幅であ る。直立細胞 には大 き く膨 れて

いるものが存在す る。

以上 の形質 よ りヤブ ツバ キに同定 され る。 ヤブツバ キは本州、 四国、九州に分布す る。常緑 の

高木 で、通常高 さ5～10m、 径0.2～0.3mで ある。材 は強靭 で、耐朽性強 く、建築、器具、楽器 、

船、彫刻 などに用 い られ る。

14)ヒ サカキ属　Eurya　 ツバキ科

横断面:小 型 で角張 った道管が、 ほぼ単独で密 に分布す る散孔材である。

放射 断面:道 管の穿孔 は階段穿孔板か らなる多孔穿孔 で、 階段 の数 は多 く60本 を越 える。放射

組織 は平伏細胞、方形細胞、直立細胞か らなる。

接線断面:放 射組織 は、異性放射組織型 で、1～3細 胞 幅で、多列部 と比べて単列部が長い。
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以上 の形 質 よ りヒサ カキ属 に同定 され る。 ヒサ カキ属 には ヒサカキ、ハマ ヒサ カキ などが あ

り、本州、 四国、九州、沖縄 に分布す る。常緑 の小高木 で、通常高 さ10m、 径0.3mで ある。材 は

強 さ中庸で、器具 な どに用い られる。

15)ス ノキ属　 Vaccinium　 ツツジ科

横 断面:小 型で角張 った道管が、単独 ない し2～3個 複合 して散在す る散孔材 である。

放射断面:道 管 の穿孔 は階段 穿孔板 か らなる多孔穿孔で、階段 の数は比較 的少 な く10本 前後 の

ものが多いが、 まれに単穿孔 も認め られる。道管 の内壁 には螺旋肥厚 が存在す る。放射組織は異

性であ る。

接線断面:放 射組織 は、異性放射組織型で、直立細胞か らなる単列の もの と、6～8細 胞幅で

長い紡錘形 を示す多列 の ものか らなる。多列の ものはほ とんどが平伏細胞か らなるが、上下縁辺

部 と側面部 に直立細胞がみ られる。

以上の形質 よ りス ノキ属 に同定 され る。 スノキ属 には、 シ ャシャンボ、ナ ツハゼ などが あ り、

北海道、本州、四国、九州 に分布す る。常緑 または落葉の低木 である。

16)ウ ツギ属　 Deutzia　 ユキノシ タ科

横 断面:小 型 で多角形の道管が、ほぼ単独で均一 に散在 する散孔材 である。放射組織 の細胞が

大 き く接線方 向への幅が道管の直径 より大 きい ことが認め られる。

放射断面:道 管の穿孔 は階段穿孔板 か らなる多孔穿孔 で、階段 の数 は50本 前後 である。

接線断面:放 射組織 は異性放射組織型で、2～5細 胞幅の細長い紡錘形 であ り鞘細胞のあ るもの

が多い。

以上 の形質 よ りウツギ属 に同定 され る。 ウツギ属 は 日本各地の 日当た りの良い山野 に自生す る

落葉低木である。株立ち状 にな り、高 さ1～3m、 枝 は分枝繁密、幹枝 とも中空であ る。庭 園樹 、

境界樹 として栽培、材 は木釘な どに用い られる。

17)ヒ イ ラギOsmanthus　 heterophyllus　 P.　S.　Green　 モクセイ科

横 断面:小 型でやや角張 った道管が、多数集合 して火炎状 に配列す る紋様孔材であ る。

放射 断面:道 管 の穿孔 は単穿孔 で、道管 の内壁 には螺旋肥厚が存在す る。放射組織 は異性 であ

る。

接線 断面:放 射組織 は異性放射組織型で、1～2細 胞幅である。

以上の形質 よ りヒイ ラギに同定 される。 ヒイラギは福 島県以西の本州、四国、九州 に分布する。

常緑の小 高木 で、高 さ6m、 径30cmに 達する。材 は堅硬、強靱 で重 い。器具、楽器、彫刻、ろ く

ろ細工、櫛 に用い られ る。

18)ム ラサ キシキブ属　 Callicarpa　 クマ ツヅラ科

横断面:小 型 で厚壁 の丸 い道管が、単独 あるいは2～4個 放 射方向に複合 して散在す る散孔材

である。道管 の径 は、晩材部 でやや減少す る。

放射断面:道 管の穿孔 は単穿孔で、道管 と放射組織 間の壁孔、お よび道管相互 の壁孔 は、極 く

小型で、交互状 に分布する。放射組織は異性で ある。
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接線 断面:放 射組織 は異性放射組織型で、1～3細 胞 幅であ り、1～10個 の直立細胞 か らなる

単列部 は長い。

以上の形 質 よりムラサ キシキブ属 に同定 され る。 ムラサ キシキブ属 には、 ヤブムラサキ、ム ラ

サキ シキブ、 コムラサ キなどがあ り、北海道、本州、 四国、九州、沖縄 に分布す る。常緑 または

落葉の低木 ない し高木 である。なお現在 、ム ラサキ シキブ と言 って、庭 に植 え られているのは、

ほとん どコムラサキである。

19)散 孔材diffUse-porous　 wood

横断面:小 型 の道管が散在す る。

放射断面:道 管 と放射組織 が存在す る。

接線断面:道 管 と放射組織 が存在す る。

以上 の形質 よ り散孔材 に同定 される。 なお本試料 は、保存状態 が悪 く、広範囲の観察が出来 な

かったため、散孔材 の同定 にとどまる。

20)広 葉樹　 broad-1eaved　 tree

横 断面:道 管が存在す る。

放射断面:道 管が存在 する。

接線断面:放 射組織が存在す る。

以上 の形質 よ り広葉樹 に同定 され る。なお本試料 は、保存状態が悪 く、広範 囲の観察が出来な

かったため、広葉樹の同定に とどまる。

21)草 本　 grass

木材 の形質 を呈 してい ない。

5樹 種 同 定 に お け る所 見

同定 の結果 、当遺跡 よ り出土 した 自然木 は カヤ3、 モ ミ属21、 ツガ11、 マ ッ属複維 管束亜属

215、 ヒノキ科2、 針葉樹1、 ヤナギ属1、 カバ ノキ属2、 ツブラジイ3、 コナ ラ属 アカガシ亜

属2、 ウメ3、 サクラ属20、 ヤブツバ キ2、 ヒサ カキ属4、 スノキ属1、 ウツギ属2、 ヒイ ラギ

1、 ムラサキ シキブ属2、 散孔材4、 広葉樹4、 草本1で あ った。マツ属複維管束亜属が多 く出

土 してい るのが特徴 的であ る。マ ツ属複維管束亜属 はアカマ ツとクロマ ッ とがあ る。 ヒイ ラギは

1点 のみの検 出であ るが珍 しい。
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第4節 珪藻分析

1原 理

珪藻 は主 に水域 に生息す る珪酸 の被殻 を有す る単細胞植物で あ り、海水 域か ら淡水域 のほぼす

べ ての水域 に生活 し、湿 った土壌、岩石、 コケの表面にまで生息す る。塩分濃度、酸性度、流水

性 な どの環境要 因に応 じてそれぞれの種類が固有 にまたは許容範囲 をもって多重 な環境要 因に生

育す る。珪酸 の被殻 は死後、堆積粒子 として堆積物中に残存す る。堆積物 よ り検出 した珪藻遺骸

の種類構成や組成は当時の堆積環境 を反映 し水域 の環境 を主 とす る古環境 の復元 に用い られる。

2試 料

池1よ り採取 された堆積物試料 は、1地 点(下)、n地 点(下)、 皿地点(下)、IV地 点(下)、V地

点(④)、V[地 点(下)、W地 点(下)、 珊地点(下)と 、土 一2(1・2)、 土 一3(1・2・3)、 土 一4

(1・2・3)、 土一5(1・2・3・4・5)、 土一6(1・2・3・4・5・6)、 土 一9(4)の28

点であ る。 また、池2か らIX地 点、溝2か らX地 点の2点 、泉1よ り採取 された4点(上 層 ・合

わせ 口土 師器皿 内 ・中層 ・下層)の ほか、池3か ら土 一8(6・7)、 地鎮 遺構12か ら土 一8(2)、

土一9(2・3)、4区 地鎮遺構3か ら土一8(3)、4区 井戸2か ら土一8(4・5)、 土 一9(1)の 堆

積物9点 で総合計43点 である。

3方 法

試料 には以下の物理化学処理 を施 し、 プ レパ ラー トを作成 した。

1)試 料か ら乾燥重量1cm3を 秤量す る。

2)10%過 酸化水素水 を加 え、加温 し反応 させ なが ら、1晩 放置す る。

3)上 澄 み を捨て、細粒 の コロイ ドお よび薬 品の水洗 を行 なう。水 を加 え、1.5時 間静置後、上

澄み を捨 てる。 この操作 を5・6回 繰 り返す。

4)残 渣 をマ イクロピペ ッ トで カバ ーグラスに滴下 し乾燥 させ る。 マ ウン トメデ ィア によって

封入 しプ レパ ラー トを作成す る。

プ レパ ラー トは生物顕微鏡で600～1500倍 で検鏡 し、直線視野法 によ り計数 を行 な う。計数 は、

同定 ・計数 は珪 藻被殻 が100個 体 以上 になるまで行 ない、少 ない試料 につ いてはプ レパ ラー ト全

面 について精査 を行 なった。

4結 果

試 料か ら出現 した珪藻 は、貧塩 性種(淡 水生種)136分 類群 、 中塩性 種(汽 水 生種)1分 類群 、

真 一中塩性種(海 一汽水生種)4分 類群 である。計数 された珪藻 の学名 と個数 を表28、 表29、 表30

に示す。 また珪 藻総数 を基数 とす る百分率 を算 定 した主要珪藻 ダイア グラムを図76、 図77、 図78

に示す。

(1)1地 点か らX地 点

1地 点(下)、n地 点(下)は 、止水性種 や沼沢湿地付着性種群 のEunotia　 minor、 流水不定性の

Amphoracopulata、 　 Eunotia　 soleirolii、　が優 占 して出現す る。他 に、　Cymbella　 minuta、
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Gomphonema　 quadripunctatum、 　Navicula　 decussisな どの 中～ 下流 性 河 川 指 標種 群 や流 水性 種 も

出現 す る。

lil地点(下)か らIX地 点 の試 料 は、 止 水 性 種 や 沼 沢 湿 地 付 着 性 種 群 のEunotiaminor、 　 Eunotia

pectinalis、 　Pinnularia　 gibba、 　Pi皿ularia　 viridis、　流 水 不 定性 のAmphora　 copulata、 　Eunotia

sudetica、 　が 多 く検 出 され る。　Cymbella　 minuta、 　Gomphonema　 parvulumな ど の 中～下 流 性 河 川

指 標 種 群 や 流 水 性 種 も比較 的多 い。 他 に、　Pinnularia　 subcapitata、 　Navicula　 confervaceaな どの

陸生 珪 藻 が 検 出 され る。

X地 点 は、 珪 藻殻 数 密 度 が 非 常 に低 い。

(2)池1土 一2か ら土 一6、 土 一9(4)

土 一2は 、珪 藻 殻 数 密 度 が 非 常 に低 い 。土 一3、 土 一4、 土 一5は 、止 水 性 種 で沼 沢 湿 地付 着 性 種

群 のEunotia　 minor、 　Gomphonema　 gracile、　Pinnularia　 microstauron、 各 生 態 性 が 不 定 性 の

Amphora　 copulata、 　Cymbella　 silesiaca、　Eunotia　 soleiroliiな ど の 出現 率 が 高 い 。 また、 陸 生珪 藻

のNavicula　 confervacea、 流 水 性 種 のGomphonema　 parvulumが や や多 い。

土 一6は 、 どの試 料 も珪 藻 殻 数 密 度 が 非 常 に低 いが 、 土 一3、 土 一4、 土 一5と 同様 な 出現 傾 向 を

示 す 。

土 一9(4)は 、 止 水 性 種 で 沼 沢 湿 地 付 着 性 種 群 のEunotia　 minor、 流 水 不 定 性 のAmphora

copulataが 多 く検 出 さ れ る。 次 いで 陸 生 珪 藻 のNavicula　 confervacea、 　流 水性 種 のGomphonema

parvulum、 　Navicula　 elginensisが 多 い 。

(3)泉1

上 層 、 合 わせ 口土 師器 皿 内 は、　Eunotia　 minor、 　Gomphonema　 gracile、　Eunotia　 curvataな ど沼

沢 湿 地付 着 性 種 群 や 止水 性 種 が特 徴 的 に 出現 す る。 他 にGomphonema　 parvulum、 　Gomphonema

quadripunctatumな ど の 中 ～下 流 性 河 川 指標 種 群 や 流水 性 種 も出現 す る。

中層 、 下 層 は 、 止 水 性 種 で沼 沢 湿 地 付 着 性 種 群 のEunotia　 rninorが や や多 く出 現 す る。 他 に、

中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のGomphonema　 parvulum、 　陸 生 珪 藻 のPinnularia　 subcapitata、

Hantzschia　 amphioxys、 　Navicula　 mutica、 各 生態 性 が 不 定 性 な どのEunotia　 sudeticaが 比 較 的 多

いo

(4)井 戸2土 一8(4)・ 土 一9(1)

土 一8(4)はHantzschia　 amphioxys、 　Pinnularia　 subcapitata、 　Navicula　 confervacea、

Amphora　 montanaな ど の 陸 生 珪 藻 の 出 現 率 が 高 い 。 他 に 、 出現 率 は低 い がGomphonema

parvulum、 　Surirella　 angustaな ど の流 水 性 種 が 検 出 され る。 土 一9(1)は 陸 生 珪 藻 のHantzschia

amphioxys、 　Pinnularia　 subcapitata、 　Navicula　 confervacea、 　Amphora　 montana、 流 水 性 種 の

Gomphonema　 parvulum、 　Surirella　 angusta、 各 生 態 性 が 不 定 性 のNavicula　 goeppertiana、

Navicula　 sp.が 比 較 的 多 い 。

他 の試 料 は珪 藻殻 数 密 度 が 非 常 に低 い 。
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第4節 珪藻分析

5珪 藻 分析 か ら推 定 され る堆積 環境

(1)1地 点か らX地 点

1地 点(下)、1地 点(下)は 、止水性種や沼沢湿地付着性種群 と各生態性が不定性の珪藻が優占

し、中～下流性河川指標種群や流水性種 も出現することから、流水の影響のややある止水域の環

境が示唆され、水草の繁茂する池沼の環境が示唆される。

皿地点(下)か らD(地点は、止水性種や沼沢湿地付着性種群、中～下流性河川指標種群や流水性

種、流水不定性の珪藻が出現するため、流水の影響のある止水域の池沼の環境が示唆される。陸

生珪藻がやや多いことから周囲に湿った環境 も分布していた。

X地 点は、珪藻殻数密度が非常に低 く、珪藻が生育しにくい乾燥 した堆積環境が示唆される。

(2)池1土 一2か ら土一6、土一9(4)

土一2は、珪藻殻数密度が非常に低 く、堆積速度が速かったなどが考えられる。

土一3、土一4、土一5、土一6は、止水性種で沼沢湿地付着性種群、流水不定性の珪藻が多 く、

陸生珪藻、流水性種 も比較的多 く検出されるので、流水の影響があ り、周囲に湿地が分布する池

沼の止水域の環境が示唆される。

土一9(4)の 時期は、止水性種で沼沢湿地付着性種群、各生態性が不定性の珪藻が多 く検出さ

れ、池沼などの止水域が分布 していたと考えられる。陸生珪藻や流水性種 も検出され、流水の影

響 もあ り、湿地 も分布 していたと考えられる。

(3)泉1

上層、合わせ口土師器皿内の時期は、沼沢湿地付着性種群や止水性種が特徴的に出現 し、中～

下流性河川指標種群や流水性種 も出現するため、流水の影響のある池沼などの止水域の環境であ

ったと考えられる。

中層、下層の時期は、止水性種で沼沢湿地付着性種群、中～下流性河川指標種群、陸生珪藻が

出現 し、流水の影響のある止水域の環境が示唆され、周囲に湿った環境が分布 していた。

(4)井 戸2土 一8(4)上 層 ・土一9(1)下 層

陸生珪藻の出現率が高 く、周囲は湿地の環境であったと考 えられる。他に、出現率は低いが流

水性種が検出され、流水の影響があったことが示唆される。土一9(1)の 時期は陸生珪藻が多 く、

流水性種、各生態性が不定性の珪藻などが伴われるため、流水の影響がある湿地が分布していた

と考えられる。
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第5節 考察

1植 生 と環境

花粉群集は、いずれの試料 においてもマツ属複維管束亜属、スギ、コナラ属アカガシ亜属、コ

ナラ属 コナラ亜属の出現率が高 く、これらは地域的な森林植生として多かったか、近隣に生育 し

ていたとみなされる。地点によって変異するエノキ属 一ムクノキ、虫媒花植物のシイ属は近接 し

た生育が示唆される。草本では、イネ科が優占し、カヤツリグサ科、ミズアオイ属の水生植物の

分布 とヨモギ属、アカザ科 一ヒユ科、アブラナ科、チ ドメグサ亜科の乾燥 を好む人里植物ないし

耕地雑草が分布する。イネ科 は種類が多 く生育環境が多様である。池の堆積物であることか ら、

水生植物は池内に生育し、周囲には乾燥 した環境が分布していた。

2池 の 周 囲 の植 栽

マツ属複維管束亜属、スギ、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属 コナラ亜属の花粉出現率が高く、

池の周囲に生育 していた可能性が高いが風媒花植物であ り限定しにくい。マツ属複維管束亜属の

材は池の西部中央部に偏在 してやや多 く、毬果は特に西部中央部に多 く、マツ属複維管束亜属

(ニヨウマツ類、アカマツかクロマツ)が西岸中央部付近に分布していたとみなされる。ニヨウマ

ッ類は材と毬果とも数量が多 く、全体にも多 く植栽されていた可能性が高い。エノキ属一ムクノ

キ花粉 も南部から西部に偏在 し、種子からムクノキと推定され、南部から西岸に分布 していた。

カエデ属 も南部に生育していたと推定される。カキ属花粉は南東部と北東部で検出され、東岸の

やや南部 と同やや北部付近に植栽されていたと推定 される。モミ属材、ツブラジイ材、サクラ属

材は少ないが北側に偏在 し、北岸周辺の分布が推定される。ヤブツバキ材 も少ないが植栽されて

いたと推定される。少ないが、ウメ核は北側に偏在 し、センダン核は北東部に分布 し、それぞれ

植栽されていたと推定される。モモ核は全体に多 く、やや北側に偏在する。ヒメグルミ核 も分布

の特徴を示さない。

3池 とそ の周 囲 の環 境

池にはイネ科、カヤツリグサ科、ミズアオイ属の水生植物を主に、アヤメ属やユリ科などが生

育 していた。珪藻群集では池沼湿地付着生種を主とする止水生種に中～下流性河川指標種の流水

性種、不定生種が伴われる。水草の多い池沼の環境であるが流水の影響 も強 く、たえず水が入れ

替わっていたと考えられる。泉1で は優占種が異なるが、ほぼ同じ環境が示唆される。池内堆積

物の土一1か ら土一6、土一9(4)も ほぼ同じ群集が検出され同環境が示唆 される。他に清水性の

珪藻が多 く、冷温性のものもあり、池は比較的きれいな水であり、植栽 された木々により日陰も

多かったとみなされる。

池の周囲はヨモギ属、アカザ科 一ヒユ科、アブラナ科、チ ドメグサ亜科、ナデシコ科などのや

や乾燥を好むの人里植物が生育 し、池の周囲は水はけが良く、乾燥 した環境であることが示唆さ

れる。

他の土一8(2・3)と 土一9(2・3)は 遺構内堆積物であるが、陸生珪藻が検出される試料があ
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るか珪藻が少ないかであ り、陸生珪藻の生育する湿った環境か ら珪藻の生育しに くい乾燥 した環

境が示唆される。土一8(4・5)と 土一9(1)は 井戸であるが、陸生珪藻が多 く周囲の湿った環境

を示す。井戸内は日当た りが悪 く珪藻が生育しに くく周囲からの珪藻遺体が多 く反映され堆積 し

たと考えられる。

4。 ま とめ

当遺跡の花粉分析、種実同定、樹種同定、珪藻分析 を行なった結果、マツ属複維管束亜属、ス

ギ、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属 コナラ亜属が、地域的な森林植生 として多かったか、近隣

に生育して、他にエノキ属一ムクノキ、シイ属 も堆積地に近接 して生育 していた。池の周囲の植

栽に植栽されたまたは生育が示唆されるものは、マツ属複維管束亜属、スギ、コナラ属アカガシ

亜属、コナラ属 コナラ亜
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W X Y属(ニ ヨ ウマ ツ類 、 アカ

マ ツか クロマ ツ)、 ム ク

ノキ、カエデ属、カキ属 、

モ ミ属、 ツブ ラジイ、 サ

クラ属、セ ンダン、モモ、

ヒ メ グ ル ミが 考 え られ

た。 また、周 囲 は水 はけ

の よい乾燥 した環境 であ

り、 ヨモ ギ属 、 ア カ ザ

科 一ヒユ科、アブラナ科、

チ ドメグサ亜科、 ナデ シ

コ科 な どの人里植物 が生

育 していた。池 には イネ

科、 カヤ ツリグサ科 、 ミ

ズ アオイ属 の水生植 物 を

主 にアヤ メ属やユ リ科 な

どが生育 し、水草 の多い

池沼 の環境 を示 し、流水

の影響 も強 く、 たえず清

水が入れ替 わっていた。

図70池1周 辺 の 植 栽 推 定 復 元 図

図示以外に植栽あるいは成育していた可能性のある植物 スギ ・カシ・ツバキ ・ゴヨウマツ(少ない)等の樹木 ・カ

ヤツリグサ科(多い)・ヒルムシロ・コナギ ・アヤメ属 ・イネ科 ・ユリ科等の水生植物 ・ナデシコ科 ・ザクロソウ・

チドメグサ属 ・アブラナ科等の陸生植物
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表20花 粉分析結果1

分類群

学名 和名

po　on　　　　　　　　　　　　　　樹木花粉

A玩e3モ ミ属

PiCtS&　　　　　　　　　　　　　　　　　 トウヒ属

TgUjt&　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツガ属

PinUP側 」bgsn　Diploxylon　 　　　　　　　マ ツ属 勧 羅管東亜属

PintS　$ubg&n　Hsploxylon　 　 　　 　 　　マ ツ属単 雄管東亜属

Cryptomeris　 jtqlonica　　　　　　　　　　　　スギ

Sc伯鋤 蜘vertiCiila　　ta　　 　　 　 　 　 　 コウヤマキ

丁醐ce鶴 ・cephalo勧 ㈱ae-Cupressa◎eae　 イ チイ稗 イ ヌガヤ科一ヒノキ科

Myrica　 　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ マモモ属

Jugl&ns　 　 　　　 　　　 　　 　　　 　　クノレミ属

Pterocarya　rhaifl)lia　　　　　　　　　　　　　　　 サワ グル ミ

B£}tUla　　　　　　　　　　　　　　　　　カバ ノキ属

Cb砂1囑 ハシバ ミ属

Carpin　us-Ostrya　japonica　 　　　　　　　クマ シデ篇rア サ ダ

C這tanea　cranata　　　　　　　　　　　　　　　　クリ

(畑 頓no]p髄 シイ 属

Fagw　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ブナ 属

Quercus　 $ubgen.　Lapidobal&nus　　　　　　 コナ ラ麗 コナラ亜属

QuerCttS　s　ubsen.　CYclobalanopsis　 　　　　コナ ラ属ア カガシ亜属

Ulmiss-Z&lkovs蹴m飽 ニ レ属一ケヤキ

Celtic-Aphanan　ths　supers　　　　　　　　　　　　　　　 エノ キ属一ム クノ キ

M&llo　tus　japonicus　 　 　 　 　 　 　 　 アカ メガ シワ

Acer　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 カエ デ属

Symlocos　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハイ ノキ属

欝 米 ㍗軍翠花騎

上層

泉1

合せ口土師器皿内 中層 下層

1

1

4

15

1

15

2

1

2

6

1

6

22

1

2

3

11

35

2

9

1

1

1

5

1

5

15

2

7

1

2

4 2

25

1712

36

3

1

1

1

1

 

6

1

1

11

15

1

2

2

1

5

63

1712

11

41

1

1

貢 δ莇 莇reaτpo了len
・　Gramineae

O脚 加e

(加eraceae

Anei!erna　 keisak

Monochoria

　 iris

Polygonum　 secL　 PθrsiCfUia
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表21花 粉分析結果2
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第4章 自然遺物の環境考古学分析
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表22花 粉分析結果3

分類群 土 一2 土 一3
'!9`名

和名 12 1 23 1
土 一4
2 3

　 ore　 po　 en

Fodocsn)　 US

Abies

Tsロ 鯛

Pi　lus　 subgcnL　 ⊥)な》loxylon

Cryptorncmb　 　japonica

Sc垣dopitys　 vcrticil1&ta
'1'ayaaceac -cephalo魎 ζeae-C鳩)　 rcssaccae

Sal　iX

My1ゴca

/ugltUiS

P飽rocalya　 f加ifolJ&

1'la　tycarya　 s　trDbilsceB

Alnus

Be　 tuls

(.Orylus

(:&n)ill　US-　Ostrya　 　japonica

伽 ㎞ea　 crθ輌

C&s　 tanopsis

F&gus

Que　 rcus　 sub8en.　 Lopido　 balan　 u　s

(h」ercu8　 subgen.　 cydobalanops題

Ul匝U8　 ・Zelkova艇:re　 ta

α ∋1tj5-Aρhan&nthe　 aspcra

MaUo　 tUS　j&poniCUS

Zan　 thoxylum

Mel　 i盈

FheUodendr◎n

Rhus

Hex

Acer

Aesculus　 turb加ata

Vi　tis

c由naUiB

DiOStfyr◎s

Ol　ea　oea　e

P'由 加us

αe㎞barb加eryお

Ericaceae

Stum　bucus-　 Vibロmum

L)語ty1㎞

Loni'cera

樹李鵯
モ ミ属
ツカ属
マツ属覆耀 轡東亜属
スキ
コワヤマキ

イチイ粋 イ ヌカヤ科一ヒノキ科
ヤナキ属
ヤマモモ属
クル ミ属
サ ワグル ミ
ノグル ミ
ハンノキ属

カバノキ属
ハシバ ミ属

クマシテ属一アサタ
ク リ
シイ属
フナ属
コナラ属 コ"7一ラ亜属
コナラ属γカカシ亜属
ニ レ属一ケヤキ
エノキ属一ムクノキ
アカ メカ シワ
サ ンシ ョワ属
セ ンタ ン属
キハタ属
ワル シ属
モチノキ属

カエテ属
トチノキ
フ ドワ属
ツバキ属
カキ属
モクセイ科
トネ リコ属
り3ワ フ
ツツジ科
=ワ トコ属一カ マス ミ属
イスノキ属
スイカスラ属
樹禾":'軍鵬
クワ科一イラクサ科
パラ科
マメ科
ワコキ科

6
7

2
2

2

6

1
5

3

1

4

3
6

26
2

18

1(.15
2

5

1

1

3

3

万
鉗

3

1

1
4

10

6

45

3
109

3

1

1

1

4

4

11

2ユ1
631

202433
382538

122

5312

1

3

1

.1
2

1

1

223
487

15813

111
921U

303839

121
153243

4134
1

1

1

2

1

1

2

110

1

4
.

1

1

1

6
2

30
37

8

1

25
43

2933
3933

24

512

1

1

1
45

12

6

1

11
54

2
55

32

1
10

17

2

7
47

0

3

11

1

1
7

1

3
11

5

2

6
57

1
76

6

1
492

11

4

1

18

2

52
1

2

『N
ona笛ore融ponen
'1
　)qphB-Spar,脚 九皿

A1㎞8

　 Sa8inan'a

Gram血eae

Oryza匡ype

　 eypcraoeae

上単ocaロ10n

Aneilem　 a　ke題 且k

ルtonochoria

La込ceae

　 Iris

　 Folygon　 um

　 PO}ygon　 Um　 seCt.　 FersiCBriB

　 Ri.Uii　cx

　 Fa　gopyrunn

　 Chcnopodiaceae-Amarontha◎eae

　 Portulaca　 olera　 cea

　 Catyophylla　 ceae

R鯛mc回us

　 Cruciferm

　 Sanguisorb　 B

V埴m

Ampdopsis　 brcv加ed山iculs　 ta

　 Onagraceae

　 Halomgis・MyhophyUum

　 Hydrocetyloideae

　 ApiOdeae

　 Labiatae

　 Solana◎eae

上qan　ta　810

Vale曲ceae

　 Cucumis

　 Lactuooideae

　 Asteroideae

x則 】面um

Artem　 iS血

Ca　rlita」田口s　tinCtoriUS
'猫
m　 spore

草翠花粉
カマ属一ミクリ属
サジオモタカ属
オモ タカ属
イ不科
イネ属型
カヤツ リグサ科
ホシクサ属
イホクサ
ミズアオイ属
ユリ科

アヤ メ属
タテ属
タテ属サナエタテ脚
キシキ シ属
ソバ属
アカゲ科一ヒユ科
スベ リヒユ属
ナテシコ科
キ ンポウゲ属
アアラナ科
ワレモ コワ属
ササゲ属
ノ7ド ワ
アカパナ科
ア リノ トウグサ属一フサモ属
チ ドメグサ亜科
セ リ豊科
シソ科
ナス科
オオバ コ属
オ ミナエシ科
キユワリ属
タンボホ亜}科
キク亜科
オナモ ミ属
ヨモキ属
ベニバナ

5

2

2 111U

1
2

26

455

3

4
・

1

1
1

14658125

1421
791429

1

12

1
223

1 1

3

62

11

13

43

1

1

1

75

2
1

"

2
89137120

12

226133

71736

1

1

1

1

2

121
141010

211
251

1163

1
1

1

1
11

434

21

1

5

4

1

13

29

334140

72、1

11
111112

29

4U35
11

94965

1
311

1

111

1476

6
5

6

1

7
1

1
2

1
6

1

43

2

1
2

1

1

1

8
4

1

5

1
凸
13

1

1
1

1

1
6

24

Monolate　 type　 spore

Trilate　 type　 spore

218
124

"6
1
1
1

い{
98
46

17114
10612

Ar　 ,eal　 po　 on

Arboreal　 ・　」NonarbOreal　 poUen

Nonarb◎real　 pollen

Total　 pollen

''"U酬
ownpδUen

26225716517922i27正302
7338121156

334155251206317264269270

603415419393550546576561

x:4"…T:1''"…'z'1'"…'r.Y…'宮!s"""…116'"…'rs…'文 「…

Fem　 spore

　 e　 in　 eggs

Asca函

　Trichuri$

Me　 tagonim　 us-He　 ier◎phyes

(.:apill　a　ri　a

Unknσwn　 eggs

Tota上

シタ種物胞十 3312 291314 271716

寄生虫卵
回虫卵
鞭虫卵
異力多吸虫卵
カビラリア
不明虫卵

1

1
1
1

　 li　 oO247
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第4章 自然遺物の環境考古学分析
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表23種 実同定結果1

分類群 1

部位 下 下

II　 HI

学名 和名
　　　IV　 V　 VI　 VLvm　 lX　 X

下 下 ④ 下 下 下

Herb

Po畑moge　 `0η

Alismataceae

Gramineae

Scirpus

(lperUS

c&rex

Cyperaceae

Ane』em　 a　 ke畑k　 Hassk.

Monochori&　 va　gina旛 　　Pre.sl　vat.

plant昭 加ea　 Solms　 Laub.

J岨caceae

Polygonロm　 Thunbergi'　 sieb.　 et　 Zu㏄.

Polygon　 um

-he　 　opodium

Mollugo　 　pentaphylia　 L.

Caryophyllaceae

RanuculUS　 scelet&tUS

Oxalb

Viol&

Hydroco　 tyle

　Cruciferae

Umbelliferae

Mosla

Solanaceae

Eclipta　 prostra　 te　 L.

Compositae

α1a田

草本

ヒルムシロ属 果実

オモダカ科 種子

イネ科 穎

ホタルイ属 果実

カヤツリグサ属 果実

スゲ属 果実

カヤ ツリグサ科 果実

イボクサ 種子

コナギ 種子

イグサ科 種子

ミゾソバ 果実

タデ属 果実

アカザ属 種子

ザクロソウ 種子

ナデシコ科 種子

タガラシ 果実

カタバ ミ属 種子

ス ミレ属 種子

チ ドメグサ属 果実

アブラナ科 種子

セ リ科 果実

イヌコウジュ属 果実

ナス科 種子

タカサプ ロウ 果実

キク科 果実

シャジクモ属 卵胞子

2

1

21

2

i1

4

16846

6

1

2

986

3148

11

1

1

1

51

11

1

1

7

16

1

214

1

1

3

9

1

26

2

74

1

1214

27

21

37231

12

23

1

6010

3937

5

4

61

11

1

2
■

5

1 1

21

131

8

1

3745

く
」

4

81

3

4

1

1

5

Total 合計. 241192306 5227116209352 0

Un㎞own 不明 1 0 0 0 0 000530

堆積 物100cm3水 洗0.25mm齢

表24種 実同定結果2

分類群. 泉1

学名 和名 部位 上層 合せ口土師器皿内 中層 下層
Arbor

Pr山 】us　s&licin&　 Lindley

樹木

スモモ 核 1

Herb

Sagitta　ria

Gramineae

Cyperus

Cyperaceae

Ane∬ema　 ke蜘k　 Hassk,

MonochoriB　 va　ginalis　 Pres　l　vat.

　 　 plantagihea　 Solms　 Laub　 、

Polygonum　 71h山ibergii　 Sieb,　 et　 Zu㏄.

Polygonum

Rumex

Amsr&nth　 us

Molluso　 pen　taphylla　 L,

Caryophyllaceae

RBnuculus　 sceletstus

Viola

Hydroco　 tyle

Cruciferae

Eclipta　 pros　tra　ta　 L　,

草本

オモダカ属

イネ科

カヤツリグサ属

カヤツリグサ科

イボクサ

コナギ ・

ミゾソバ

タデ属

ギシギシ属

ヒユ属

ザクtilソウ

ナデシコ科

タガラシ

スミレ属

チ ドメグサ属

アブラナ科

タカサブロウ

果実

穎

果実

果実

種子

種子

果実

果実

果実

種子

種子

種子

果実

種子

果実

種子

果実

4

60

6

2

5

2

2

33

50

4

4

2

4

1

1

8

19

5

2

7

1

2

9

1

3

3

8

4

(4

4

5

57

12

1

8

1

3

2

3

27

90

1

4

15

3

28

30

8

7

43

5

16

67

5

21

26

Total 合計 179 134 232 256

Unknown 不明 3 0 6 0

堆積 物100cm3水 洗0.25mm飾
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第4章 自然遺物の環境考古学分析

表25種 実同定結果3

分類群

学名 和名 部位
池1
土9-4

AA)or

Pihes　 subgen.　 Diploxylon

Juglans　 vat.　 cordiform　 is

Aphai】 　an劫e　 aspera　 Planch,

P脚us　 persica　 Batsch

Z&n　 thoxyl山nailanthoides　 Sieb.　 et　 Zu㏄.

Meliaazed囮ch　 L　 var.　 subtripinn&ta　 Miq.

　 Vitis

樹木

マツ属複維管束亜属 毬果

種子

ヒメグルミ 核

ムクノキ 核

モモ 核

カラスザンショウ 種子

センダン 核

ブドウ属 種子

5

5

1

1

1

1

2

1

7

He由

Potam　 oge　ton

　Sagitta　 ria

Scirpus

(tPerus

Cypera㏄ae

Aneilern　 a　 keisak　 H　assk　 .

Monochoria　 vagina極 　　Piesl　 var.　 plan　 taginea

Polygon　 u伽

　Am　 aranth　 us

Mollugo　 　pentaphy]ia　 L,

　 Caryophyllaceae

RanuncUlus　 seier&血LS　 L.

Oxa1返

E　cljpta　 pros　 tra　ta　 i　.

草本

ヒルムシロ属

オモダカ属

ホタルイ属

カヤツ リグサ属

カヤ ツリグサ科

イボクサ

Solms　 Laub.　 コナギ

タデ属

ヒユ属

ザクロソウ

ナデシコ科

タガラシ

カタバ ミ属

タカサブロウ

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

果実

種子

種子

種子

果実

種子

果実

14

7

1

2

1

4

121

3

6

5

4

32

4

1

Total 合計 292

堆 積 物1000cm'水 洗0.25rnmer
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箱

2

袋 遺構 ・地区名

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

"

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

"

45

麺

47

娼

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

池1・2区CT

池1・3区rT

池1・3区GS

池1・3区IS

池1・3区HR

井戸1・1区D42BJ

池1・3区KU

泉 い2区B　 .'`IT　J

池1・3区HS

池1・3区ES

池1・3区HS

泉1・2区BU

池1・3区Hs

池1　 ・　 3　EJD,RS

池1・3区CU

池1・3区ERS

}也1・3区C.TしJ

池1・3区HS

池1・3区DES

池1・3区C.TU

池1・3区CD.S

溝4・2区B～D.VW

池1・3区GS

池1・3区CU

池1・3区FS

池1・3区G.TTJ

池1・3区CS

寺也1・3PtK.TTJ

池 い3区GR

池 い3区GS

}也1・3獲 ζFG.S

池1・3区IS

池1・3区DS

池1・3区HS

池3・3区KL.K

}也1・3区JS

池1・3区KT

泉1・2・3区BC.U

池1・3区HS

池 い3区JS

池1・3区nS

池1・3区E.RS

池1・3区CT

池1・3区CS

j也1・3区J.ST

池1・3区E.RS

土 嬢1・3区FG.UV

池 い3区1～K.Q

池1・3区HR

池113区C　 .TU

池1・3区JK.S

池1・3区CU

池1・3区K　 .TU

池1・3区E.S～U

池1・3区HS

池1・3区ERS

j也1・3区LTU

泉1・2区B{J

池1・3区KU

土壇113区FGU

池1・3区FG.U

池1・3区JU

池1・3区JU

池1・3区E～G.T

池1・3区KT

池1・3区KU

池 い3区GS

池1・3区HS

池 い3区EF　 .s

池1・3区GT

池1・3区 工TU

池1・3区1くs

表26種 実同定結果4

分類群(和 名/学 名) 部位 個数
モ モ 　 Prunus　 pcrsiCZI　 Batach

モ モ 　　Prunes　 pemica　 BaiSch

ヒ メ グ ル ミ　 　Juslaas　 mends・hu「fca　 (lair・　vat・ 　◎O「difoanis　 Kitamu「a

モ モ 渦r岨us　 P翻 訂喧　 Ba㎏ch

モ モ 　 Prunus　 pcrsicet　 Batsch

マ ツ聡 灘 管 魎 羅 　　FinUS　 subgen.　 Dな)　　loxyl　o　n

モ モ 　 PrunUS　 pcmiCZI　 Ba憾ch

マ ツ鵬 趨麟 鵬 　 Finus　 esubeen.　 DiploxylOB

マ ツ 灘 縷 縫 管 東 亜 属P垣 畑　 subgen.　 Db)to崩on

モ モ 　 Fmnus　 pcmica　 Bai轟ch

モ モ 　 Prunuspergic&　 )3kitach

モ モ　 PrunUSDersic*i　 B麹 ㎏ch

ヒ メ グル ミ　　Jugi&ns　 mBDclgbunca　 Ca「 「.　vat・　◎◎「d面n磁 　 Kitamu「a

マ ツ罵 鰹 縫 管懸 灘　 Fines　 sUbgcn.　 Diploxylon

ヒ メ グ ル ミ　 Jugians　 n瑚dShu「ica　 Carr.　 vat.　 co「d'*Otmis　 〕Kjta「num

モ モ 　 Plr-un　us恥 面ca　 】3a　tsch

モ モ 　 Pru加5　 Dcrsic,i　 極 迎ch

モ モ 　 PrunUS　 persゴ(ヨ 　 Ba　iSch

モ モ 　 Prunus　 Demi(*　 13WhtSch

モ モ 　　PrunUS　 persic&　 Baisch

マ ツ属 複 纏 管 東 亜 属　 　Finus　 subgcn.　 Dipl◎xylon

モモ 　 Prunus　 pemica　 Baisch

Pin　es　 sub　gen　.　Dipl◎xylon

鑑nu5　 釦bg凱.D加loxylon

P加 幽 訓bg翻.Diplo剛o履

Pin　es　 $曲9鋤.D加 董◎xylon

マ ツ 鰯 複 艦 管 東 亜 属　 Fines　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 薦 複 総 管 東 亜 麗　 Finu5　 sul'gen.　 DiPloxylon

モ モ 」㎞us　 pe面ca　 Baisch

マ ツ属 複 耀 管 東 亜 属 　 Pfnus　 subgen.　 Djploxylon

マ ツ 薦 複 維 管 纏 属 　 Finus　 subgen.　 DiploxylOD

マ ツ 騒 轡 縫管 綱 　 　Pinus　 sUbgcn　 .　Diploxylon

モ モ 　　Prun　es　pcm訂cai　 正蛤幅cb

マ ツ鵬 鰻 罐 藩東 亜 翼　 Fines　 subgen.　 Dil)わ 蜘o翻

ウ メ　 Frunus　 mume　 Sicb.　 et　Zucc、

ヒ メ グ ル ミ　 Jugians　 m&nciShu亘c&　 Care.　 vat.　 COtd*ormis　 Kitamura

モ モ 舳u5pemic&　 Baisch

モ モ 　 PrunuspemiCtl　 Baisch

ウ メ　 FrunUi　 」mume　 Sieb.　 et　 ZUcc、

マ ツ騰 寵 纏 管 東 亜 鷹 巧皿LS　 subgen.　 Diploxylon

モ モ　 PnUlus　 pemica　 Baisch

ヒ メ グ ノレ ミ　　 Juglans　 mendahUiゴca

モ モ 　 Prunus　 P£:rsiCla　 Batach

(lair.　 vat.　 co　rdiformis
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核
核
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毬

毬

1

4

1

2

ユ

6

果

果

核

核

核

毬

核

毬

1

2

3

4

5

6

7

 

1

1

1

1

1

1

1

毬果5

核1

核 ユ

核 ユ

核1

毬集6

核

毬果

核

1

5

ユ

ー

-

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ユ

ー

-

2

毬果48

毬集20

毬果3

毬果71

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

毬桑20

毬果

毬果

核

毬果
核

1

1

1

1

1

ユ

ー

2

2

 

核
核

核

核

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

毬 桑35

核

Kitamura　 核

核

ヒ メ グ ル ミ ∫u幽 鵬　mandshu泳ca　 Ca「 「.　va「.　oo「d頑)「mis　 Kitamu「a

モ モ 　　Pru皿us　 D　ersicei　 Ba笹ch

モ モ 　 Primus　 pemiCB　 13証tsch

モ モ 　 PrunUS　 persicei　 Bat$ch
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核

ユ

1

1
1
1

1

 

核

核

核
核

 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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2 25池1・3区HR

26

27

28

29

30

31

32

33

鱗

35

謁

37

38

39

姐

41

42

43

輔

45

葡

47

縄

49

50

1

2

3

4

5

6

フ

8

9

10

11

ユ2

13

14

ユ5

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

8

9

10

ユ1

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

四

池1・3区FG.S

池1・3区K　 .TU

池1・3区E"r

言也1・3区E.TTJ

池1・3区LT

池113区DT

池1・3区EU

}也1・3区KS

耕 作 溝 ・3区EF,B

池1・3区GS

池1・3区(rr

泉1・2区B　 .TU

第1層 ・3区FG.U

耕(¥溝 ・3区HI.B

泉1・2区BU

池1・3区KR

耕 作 溝 ・7区Q.YA

石敷遣 構1・3区G.YA

池1・3区LS

池2・3区LP

池1・3区GQ

池1・3区KP

池1・3区DS

池1・3区JS

池1・3区CU

池1・3区JR

池1・3区JT

池1・3区IU

池1・3区CU

池1・3区JQ

池1・3区KU

池1・3区JU

池 い3区ls

池1・3区(rr

池1・3区FG.S

池1・3[£IT

池1・3区U　 .ST

池1・3区HS

池1・3区GS

寺也1・3区JK.S

池1・3区C　 .TU

池1・3区JS

池1・3区K　 .TU

池1・3区CU

池1・3区Er

池1・3区E.TU

池1・3区CU

泉1・2区BU

ミ也1・3区CS

池1・3区HS

池 レ3区CU

」也1・3区FS

池 い3区ls

池1・3区FS

池1・3区FS

池1・3区ERS

池1・3区ES

池1・3区HR

池1・3区HS

池1・3区K　 .TU

池 い3区DE.S

池1・3区ES

池1・3区JK.S

池1・3区C　 .TU

池1・3区KU

池1・3区FG.U

池 い3区FG.U

第1層 ・　3KES.RS

池1・3区DT

池1・3区JU

池1・3区LST

池1・3区ET`

池3・3区O.OP

池1・3区HI.S

第4章 自然遺物の環境考古学分析

分類群(和 名/学 名) 部位 個数

モ モ　　Ptunug　 persica　 BatWh

ウ メ　 Plunus　 murrjpe　 Sieb.　 ct　Zlacc.

マ ツ 麗 縷 纏 管 東 亜 属 　 Pines　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 属 勧 縫管 東 壷 属　 Pimus　 eubecn.　 D紗10馴on

モ モ　 Prtmtupemic&　 Bat麗h

マ ツ属 複獺 　 PiOus　 eubgen.　 D加 ぬ副on

モ モP畑uspemica　 Ba恒ch

モ モ　 Pn皿1spcrsica　 BaiSch

不 瞬 穣 鞠 遣 体 片

モ モ 　 Prunus　 pe面 儲　 BaiSch

マ ツ騒 複 纏 管 蝉 罵 　　Pines　 獣由鶴n　.　DjpiOZtylon

マ ツ 鷹 縷 縫 管 東 亜 麗　 PinUP　 sUbs瓠.D{誕 醐on

マ ツ 属 縷 縫 管 東 藍 麗　 Pih囎 　 subgen.　 Dipbitylon

モ モ　 PTunu$perxica　 Ba聴ch

マ ツ 麗 彊雑 管 東 亜 麗　 Finu$　 subgen.　 DiploxylOB

モ モ ㎞ ㎎pe斑ca　 Betsch

マ ツ 薦 霞 維 管 東 亜 属 亮nus　 sUbgcn.　 Diploxylon

マ ツ属 勧 羅管 東 亜 属 　 .Finus　 subscn.　 Diploxylon

マ ツ騒 麟 東 亜 麗 　　Finu$　 eubgen.　 Di£,加xylon

マ ツ鰯 後 縫 管 東 亜 属P面 囎　 sub麟n.　 D動1(ixylon

マ ツ 麗 複 纏 管 繭 属　 Pines　 sub解n.　 Djplo:!tylOD

モ モ 　 Prunu8pcrlial　 Baisch

マ ツ 麗 複 縫 管 東亜 属　 FintUt　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 麗 複 維 管 東 璽 属　 FinUi　 subgcn.　 D加 ㎏40孤

モ モ　 PTunUSpemica　 Ba㎏ch

マ ツ麗 耀 管 東 亜 属 　 Finus　 eubgen.　 1)dploxyion

モ モ　 PrunUSpcmica　 Ba魑ch

ウ メ　 PTunu$　 mume　 Sieh.　 et　Zu㏄.

マ ツ 麗 複難 管 燦逼 麗　　Finus　 subgen.　 DiploxylOB

マ ツ属 複麗 管 東亜 薦　 Pinus　 subgcn.　 DtPloxylon

マ ツ屡 複 纏 管 東 亜 罵.P面us　 subg¢n.　 Dipl◎ 剛on

マ ツ麗 複 纏 管 東 亜 属　 Pinns　 3ubg㈱.　 Diploxy]叩

マ ツ麗 複縫 管 東 亜 属 　 Finus　 subgcn.　 Diploxylon

モ モ 　 Prunus　 pcmic£1　 Bartsch

マ ツ 騒 複纏 管 東 亜 騰　　PiBws　 subgcn.　 Diplo,O,lon

マ ツ 麗 複 縫 管 東亜 属　 　Finus　 subg顔.　 Diploxylon

ヒ メ グ ル ミ　 　Iuglans励BDdSb　 urica　 Cart.　 v蟹.　 co　rdifOtrrds

モ モ 　 Prunuspetsica　 Baisch

マ ツ 麗雛 管 康 亜 麗P肋us　 subgcn.　 DiploxylOD

マ ツ麗複纏 管東 亜 属　 FiDus
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subBen.　 Diploxylon

毬果1

核1

毬果1

1

1

1片果

核

核

堅

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

、

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

1

2

3

4

5

6

7

 

4

4

4

4

4

4

核 2

毬果1

毬果 ユ

毬果2

核2

毬 果5

核2

核 ユ

毬果 ユ

毬果25

毬累3

魑集47

毬果1

毬果 ユ

核1

毬集1

毬果4

核1

毬果25

核2

核1

毬 累33

毬果
毬累

毬果

毬累

核

毬果

毬果

Kitamura　 核

核

2

3

2

16

1

39

2

1

2

 

4

4

4

4

4

4

4

4

4
・
4

4

4

4

4

4

4

毬果2

毬果1
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24

25

26

27

28

29

30

31

:32

33

3'i.

35

36

37

38

39

葡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

藁

35

36

37

38

39

範

41

42

43

糾

45

葡

47

縄

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

}也1・3区L.Tし1

池 い3区JK.U

}也1・3区K.ST

池1・3区RT

池1・3区KU

池1・3区KU

池1・3区KU

池1・3区FG.U

寺也1・3区EG　 .T

池1・3区Er

池1・3区HR

池1・3区FG.S

池1・3区FU

池1・3区GT

池1・3区FR

池1・31dCD.RS

池1・3区Fr

池1・3区GT

池1・3区HQR

池1・3区FG.U

池1・3区GR

池1・3区EST

池1・3区KU

池1・3区JU

池1・3区ETU

池1・3区JU

池1・3区J.ST

池1・3区J.UV

池1・3区DS

孚也1・3区HR

池1・3区CD.S

池1・3区CS

野 壺 ・3区EB

池1・3区DS

池1・3区HS

池1・3区JT

井 戸2・4区D52CD.UV

池1・3区EF　 .S

池 い3区DS

池1・3区HS

池1・3区JK.U

池1・3区K　 .TU

池1・3区HT

学也1・3区JK工 」

池1・3区 ∫丁

池 い3区1.ST

池1・3区HS

池1・3区HR

池 い3区DET

池1・3区HR

池1・3区ER

池1・3区HT

池1・3区H　 .ST

池1・3区ER

池1・3区HT

池1・3区HK

池1・3区E.RS

池1・3区G.QR

池1・3区GH.S

池1・3区CD　 .T

池1・3区K.T〔J

池1・3区JU

池1・3区Er

池1・3区KT

池1・3区ER

池1・3区JK.ST

池1・3区JU

池1・3区LU

池1・3区K　 .TU

池1・3区DR

池1・3区DR

池1・3区GH.T

池1・3区JU

池1・3区Er

池1・3区JU

池1・3区GR

池1・3区ES

池1・3区JT

池1・3区 不 明

分類群(和 名/学 名) 部位 個数

マツ麗耀 管東亜属

マ ツBlgt#IHf東 亜鶴

マ ツ属複縫管 東亜麗

マツ薦複羅管東亜麗

モモ

P面u3　 subg¢n.　 DIPIoxylon

Finus　 subgcn.D輌o副on

Fines　 sUbgcn.　 D加 わ剛on

Pinus　 a曲gen.　 D加k)副on

マツ属趨縄 東亜麗

マツ属複纏管東亜属

マツ翼檀鰭轡東亜属

マツ属壇縫管東亜麗

マツ属灘 管東亜属

ヒ メ グ ル ミ　 　Juglnns　 man(勧urica

マ ツ属 複 縫 管 東 亜 麗

マツ鷹綾縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属縷纏管東亜灘

マツ属縷縫管喋 亜属

マツ麗複躍 管東亜 麗

マツ属勘 縷管東亜 属

モモ:　Prun　u8　pcmic&

マ ツ 属 覆 総 管 魎 属

ヒ メ グル ミ　　　JuglBas励BndSh　 uVica

モ モ　 　Prun　us　persica

マツ属灘 管唖 属

マツ属灘 管麺 属

マツ属縷麗管東亜属
マツ鵬灘 管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マ ツ 麗 霞 縫 管 康 亜 麗

モ モ　 PrunUS　 persica

モ モ　　Prun　Us　persica

マツ麗覆纏管東亜麗

Fin　 us　 sUb　 gcn.　 Diploxylon

Fin　 ltS　 subgen　 .　D'iPloxylon

Fin　 in　 sui》gen、 　DIPIoxylon

P海us　 subgen.　 D顧10葛7rion

Fin　us　 sub　 gen.　 Dijploxylon

P萱n塙 鋤bg斑.D加IOjcylon

正恒tgch

Fin　 us　 subgcn.　 DiPloxyloa

　　　　　　　　　 Carr.　 vat.　 ◎Otdiforrnis

BaLSch

Pin　 us　 s　ubgcn　 、　DiploxylOB

Pin　 UP　 subgen.　 DiPloxylOD

Fin　 ue　 aubgen.　 DiPl◎xylon

Ficus　 sub解n.　 Diploxylon

Fin　 us　 sub　 gcn　 .　DfPl◎xylon

B鉦sch

マ ツ嘱 縷 縫 管 東 亜 麗　 Pin　us　 subgen　 、　Diploxylon

一118一

毬果10

毬果8
盤果1

毬渠1

核 1

毬果8

毬果3

毬果11

毬果3

毯 果4

K飛㎜u田 核1

毬 果5

毬果24

毬果3

毬桑4

2

2

3

1

1

果

果

果

毬

毬

毬
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5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

 

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
毬 果1

Ki幅mu穐 核1

核1

毬 果10

毬集2

毬 果45

毬 果3

毬果1

毬 果1

核1

核 1

毬果2

毬果31
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64池1・3区DR

65池1・3区 ∫W

1池1・3区FS

2池1・3区K　 .TU

3池1・3区rU

4池1・3区ER

5池1・3区DS

6池1・3区GR

7池1・3区ES

8池1・3区H　 .ST

gj也1・3区JU

10池1・3区EU

11池1・3区DS

12池1・3区ls

13池1・3区HR

14池1・3区E"F

15}也1・3区IR.

16池1・3区F.S～U

17池1・3区IR

18池1・3区FR

19池1・3区HS

20池1・3区IR

21池1・3区KR

22池1・3区F　 .TU

23池1・3区HR

24池1・3区FR

25池1・3区F　 .TU

26池1・3区FR

27池1・3区FS

28池1・3区IS

29池1・3区FR

30池1・3区 肌1

31池1・3区ERS

32寺 也1・3区FR

33池1・3区HR

34池1・3区 酊

35池1・3区F.S～U

1池1・3区DT

2池1・3区GS

3池1'3区 π

4池1・3区F.S～U

5池1・3区GS

6池1・3区HR

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

池1・3区GS

池1・3区FS

池1・3区KTU

池1・3区HR

池1・3区JK.S

池1・3区KT

池1・3区G　 .TU

池1・3区DS

池1・3区1.TLJ

池1・3区C　 .TU

池1・3区KT

池1・3区C　 .TU

池 い3区JT

池1・3区E.ST

池113区GR

22池1・3区FR

第4章 自然遺物の環境考古学分析

分類群(和 名/学 名) 部位 個数

マ ツ 属 複 購 管 東 亜 属 　 Finus　 subgcn .　Dinloxyl。n

マ ツ灘 複 纏 管 東 亜 麗　 Finus　 subgen .　Diploxy・lon

マ ツ属 縷 縫 管 東 亜 麗　 Finus　 sUbgen .　DIPIogyl・n

マ ツ騒 複 縫 管 東 亜 麗　 　Finus　 subgen .　Db,1◎,xyl・n

モ モ 舳 ロs　Demi(項 　 Ba徳ch

モ モ　　Prunes　 persic:&　 B顧 齢

マ ツ 属 複纈 属 　 Finus　 subgcn.　 DIPIoxylon

モ モ ㎞u8　 pcmiCll　 Baisch

マ ツ属 覆 縫 管 東 亜 麗　 PinUS　 subgcn .D加 」α副on

マ ツ 属 複 一t㎞us　 subgen .　Diploxylon

モ モ 舳USpemica　 Batsch

マ ツ 賎 複 麗 管 東 亜.騒 　　Finus　 霊ub　gen.　 Diploxylon

モモP㎜U3　 pe面ca　 Ba　isch

マ ツ属 鰯 縫管 東 亜 購　 FiBU$　 subsen.　 DiplOirylon

ヒ メ グル ミ　 　Iuglsns　 mandshurica　 (lair.　vat .　◎◎tdiforrnis

マ ツ属 覆 麗 管 東 亜 翼　 Finus　 subgen .　Diploxyloa

マ ツ属 複 纏 管東 亜 騰　 　Finus　 subgen.　 D加1◎ 副on

マ ツ麗 複 纏 管 東 亜 麗　 PiDm　 3ubgen.　 Diploxylon

ヒ メ グ ル ミ　 Juglnms　 m&ndSbunca　 (加 .v鉱cordhbnvs

モ モ 　 Pr頭uぷpcmicg　 BarSch

マ ツ 属 複 纏 管 東 亜 翼 　 Finus　 subgen,　 DiPloxylOD

ヒ メ グ ル ミ　 Jugi&ns　 rnandShunca　 (:air.　vat.　 COTdiforrnis

マ ツ 鷹 衡 縫 轡 東 亜 翼 　 Pious　 sUbsen.　 Dk,k}xylon

モ モ 　　Prun　 u8　pemic&　 Ba惚 ぬ

マ ツ羅 複 儲 東 亜 属 　 FiDue　 subgen .　Diploxylon

マ ツ麗 複 維 管 東 亜 属　 Finus　 subgen .　Ddylloxylon

ウ メ　 Prunus　 mu」me　 Sicb.　 et　Zucc.

マ ツ麗 複 纏 管 東 亜 薦　 Pious　 subgen .　Dinloxylon

ヒ メ グ ル ミ　　　JuglBms　 m&Bclshurica　 C顧,　 vax.　 co「d依)「「nis

マ ツ属 複 縫 管 棄 欝加s　 subgen.　 Djploxylon

モ モP㎜us　 persica　 Baisch

マ ツ属 複 纏 管 東 璽羅　 .Pinu$　 subgen.　 Oil)loxylon

モ モP㎞u5　 pe岱 縞 　 Baisch

マ ツ 鷹 覆 纏 管 東 亜 属　 Pinus　 subgen.　 DiploxylOD

モ モ 舳u5ρe旙 幅B鑛ch

マ ツ 騒 縷纏 管 証 嘱　 　Pinus　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 属 灘 管 東 亜 属 　 PinUP　 subgen .　DiploxylOD

マ ツ 属 複 縫 管 東 亜 薦 　 Fines　 subeen .　Diploxylon

マ ツ 属 複 縫 管 東 亜 麗 　　Pinus　 subgen.　 Diploxylon

モ モ 昔 岨US　 pe諭c会 　　Baisch

マ ツ属 複 縫 管 東 亜 属　 FiDUS　 subgen,　 DiPloxylon

モ モ　 PrunUS　 persiαO}B鉦sch

マ ツ罵 耀 管 東 亜 属　 Pint岱 　subgen.　 Diploxylon

モ モ 」斤皿luspersica　 Baisch

ウ メ 舳us　 MUMe　 Sieb.　 et　Zucc.

マ ツ 鰯 複 縫 管 策 亜 翼　 FiDus　 subgen .　Dlploxylon

モ モ 　 Prunus　 Denice　 Batgch
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7

8

8

9

9

9

23

24

25

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

池1・3区ER

池1・3区FR

池1・3区ET

池1・3区C　 .TU

書幽1・3区GH.S

池1・3区D.RS

池 い3区Er

池1・3区D　 .ST

池1・3区D.ST

]也 正 ・3区K　 .ST

池1・3区GH.S

池1・3区ES

池1・3区ES

池1・3区D瓦S

池1・3区ES

13池1・3区ms

14}也1・3区D　 .TU

15池1・3区1.TU

16池1・3区KU

ユフ 池1・3区C.ST

18池1・3区CDRS

19池1・3区IU

20池1・3区E.TU

21池1・3区HS

22池1・3区HR

23池1・3区D　 .ST

24池1・3区DS

25

26

2フ

28

29

30

31

32

33

翼

35

36

37

38

39

9

10

11

池1・3区GU

池1・3区EU

池1・3区GTU

池1・3区(丁

言也1'3区(}T

池1・3区HR

池1・3区FR

池1・3区K　 .TU

池1・3区FT

池1・3区HR

池1・3区E.TU

池1・3区Gl{.S

池1・3区FU

池1・3区KR

池1・3区F　 .TU

池1・3区J.ST

池1・3区FT

池1・3区F　 .ST

池1・3区JR.

池 い3区KS

池 い3区ER

池1・3区HS

池1・3区DS

池1・3区IS

池1・3区JS

池1・3区JT

池1・3区IR

分類群(和 名/学 名) 部位 個数

ス モ モ　 1"runus　 galidna　 Undley

マ ツ鱗 複羅 管 東 亜 麗P加 鵬　 subgen.　 Diploxylon

モ モ 　 Prunespcrsic:el　 B醐ch

サ ク ラ 属 サ ク ラ 筋　 Pt・unus　 i　 Sect　 Ps馳doce　 rasus

セ ン ダ ン　 Me1垣a2xedarach　 i　 vat.　 s　ub　trlPinna　ta　 Mjq.

マ ツ 鷹 複購 管 東 亜 騰　 Finus　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 麗 縷躍 管 東 亜 麗　 Finus　 subgen,　 D加1◎ 顧oη

モ モ　 Prunus　 pe面ca　 BaiSch

ヒ メ グ ル ミ　 Ju副a1囑mSDdshuric&　 carr.　 var.　◎ord施m施 　 Kitamura

マ ツ 属 複 維 管 東 亜 麗　 Finus　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ麗 複 縷 轡東 亜 騒　　Finug　 subgcn.　 Di£'loxylon

マ ツ羅 複 纏 管 東 璽麗　 　Pines　 suhgcn.　 DiPloxylon

・マ ツ 羅 樹 縷 管東 亜 属　 Pinus　 subgen
.　D加1α 酬on

モ モ 　 Pri加uspcrsiea　 Batsch

マ ツ 属 複 維 管 東 亜 属　 PintS　 subgen.　 Db)loxylon

ヒ メ グル ミ　 　∫uglans　　mandShutica　 Carr.　 vat.　 cordifOtmis　 Kitamura

モ モ 　 PrunUSpersiCO　 EkitSch

マ ツ薦 複 縫 管 東 亜 麗　 thus　 subgen.D加10酬on

ヒ メ グ ル ミ　　∫uda氾mandshutica　 (lair・　vaUt・　CO　tdifo「mis　 Kit　amu「a

マ ツ 麗 複縫 管 東 亜 属　 Fines　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 贋 複 纏 管 東 亜 属 巧hin　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ属 複 纏 管棄 亜 属P加uε 　 subgcn.　 Diploxylon

モ モ　 Prlmuspemica　 Ba馳ch

マ ツ麗 複 羅 管 東 亜 鰯　 Pimus　 subgen.　 DiPloxylon

マ ツ 鰯 複 羅 管 東 亜 罵Pi,,囑 　 sUbgcn.　 IIKpkoxylon

ヒ メ グ ル ミ　　Juglnns　 mandahu五ca　 (;art.　vat.　 co　rdift)rmi$　 Kitamura

マ ツ 麗 複維 管 束 亜 属　 PinUP　 subgen.　 DiPJ◎xylon

マ ツ属 複 羅 管 東亜 属P加us　 subgcn.　 DbplOxylon

マ ツ冒 複 纏 管 東 亜 属　 Finus　 subgcn.　 DiPloxylon

モ モ　 Prunus　 pe岱 幅 　 Ba題ch

マ ッ麗 複 纏 管 東 亜 属 　 Pinus　 subgen.　 Dlploxylon

マ ツ騰 複 纏 管 康 亜 属 　 Finus　 subgen.　 DriploxylOB

ヒ メ グ ル ミ　 JuglBn6　 var.　 COtdifOTmis

モ モ 　 PrunUSpemia3　 BaiSch

マ ツ 麗 複 維 管 東 亜 属 音 皿s駆bg顧.D勧b』(ylon

モ モ　 Prunuspemica　 Betsch

マ ツ履 複 羅 管 東 亜 属　 Pinus　 subeen.　 Dteloxylon

ヒ メ グル ミ　　　Ju　gJ鍵ns　mandsh　 udca　 (遠 】rr.　VST・　cordiformis　 　Kitamu「a

モ モ　 Prunuspemica　 Bat爵ch

セ ン タ ンMε1亟azedartaCh　 i　 var、　subtripinData　 Miq.

マ ツ 麗 複 纏 管 東 亜 麗 　 Fines　 subg釦.　 DiPloxylon

モ モ 　 Prunuspemica　 Baisch

モ モ　 Prunuspersica　 Baisch

マ ツ麗 縷 縫 管 東 亜 属.P面us　 subgen.　 DiPloxyl叩

ウ メ　 prunus　 MUMe　 Sicb.　 ct　Zu㏄.

モ モ　　Prun　us　persiai`　 Ba　tschi

マ ツ 属 霞 癩蔓髄 属　 Finus　 subgen.　 Diploxylon

ヒ メ グ ル ミ　　Ju&1&ns　 m&nd」ihuゴc&　 Carr　.　vat・　co「difo「「nis　K　it　amu「a

マ ツ 属 複 維 管 東亜 騒　 Jh'nus　 subgcn.　 Diploxylon

モ モ　 prunespersiCO　 　 BaLSch

マ ツ騒 離 管 東 亜 罵 　　Finus　 subgen.　 Dil)loxylon
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75

26

27

28

29

30
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32

33

算

35

36

37

39

紺

41

42

43

鱗

45

葡

47

鵠

49

50

1

2

3

4

11

12

13

1014

10

10

10

ユ0

10

10

10

10

10

11

11

15

16

ユ7

18

ユ9

20

21

22

23

1

2

池1・3区FT

池1・3区 」限

池 い3区F.RS

池1・3区F.RS

池1・3区JR

池113区GH.S

池1・3区FR

池 い3区JS

池 い3区FRS

池 い3区FU

池1・3区IS

池1・3区F　 .TU

池1・3区CT

池 い3区DS

池1・3区KS

泄11'3区IS

池1・3区HS

池1・3区CD.TU

池 い3区C　 .ST

池1・3区HR

池 い3区ER

池1・3区FG.S

池1・3区C.ST

池1・3区DS

池1・3区FS

池1・3区HT

池1・3区GT

池1・3区HR

池1・3区(*

池 い3区ET

池1・3区H.ST

池1・3区D.RS

池1・3区DR

池1・3区DR

池1・3区ER

池1・3区K　 .TU

池1・3区HS

池1・3区JK.TU

池1・3区G　 .ST

池1・3区GS

池1・3区H　 .TU

池1・3区C　 .ST

池1・3区HS

池 い3区GR

池1・3区C.ST

池1・3区GU

池1・3区CS

池 い3区J.ST

池1・3区HR

池1・3区HU

池 い3区JS

池1・3区HR

池1・3区HR

池1・3区GU

池1・3区1.ST

池1・3区 正.TU

池1・3区HU

池 い3区ET

池1・3区H.Tσ

池113区1.ST

池 い3区DS

池1・3区FR

池1・3区GR

第4章 自然遺物の環境考古学分析

分類群(和 名/学 名) 部位 個数
モ モ 　 tr岨us　 pemic&　 BaiSch

マ ツ 属 蜘 轟藩 東 亜 罵　 Pinus　 eubgcn.　 1)iploxylon

モ モ 　 PrtmUSDersica　 B融6ch

マ ツ 属 複纏 管 東 亜 属　 Finin　 subgen .　Diploxylon

マ ツ 属 褄儲 策 亜 麗　 Pinus　 鉗bg凱.D加10酬on　 ,

ヒ メ グ ル ミ　　JUjtl&n£　mandshuガCZi　 (:a「t・　v飢.　co「d*omis　 Kitamu「a

モ モ 　 Prunus　 pemiea　 騒臨ch

マ ツ 罵 雛 管 魎 麗　 FiaUi　 gubgcn .　1)iploxylon

マ ツ属 灘 管東 璽 騰　 Finus　 ・ubgen・　DiPJ・xyJ・n

マ ツ鷹 複 纏 管東 亜 羅　 PinUS　 subgen .　Diploxylon

マ ツ 属 懸 鍵書 東 亜 羅　 　PinUs　 subg凱 .D絋)loxylon

マ ツ 鰯 糧麗 轡 東 亜 麗　 Finns　 subgen .　D塵 》loxylon

ヒ メ グ ル・ミ　 Ju塚畑n3　 mandWbutic&　 Ca蹴.var.　 cord通)皿 〔s　Kit㎜u胞

マ ツ 麗 壇 纏 管 東 亜 嘱 　 Finus　 subgen.　 Dipl。xyl。n

モ モ ・舳us　 persica　 Ba　isch

モ モ 　 PrunUSDervicgi　 l3atsch

マ ツ薦 複 縫 管 東 亜 麗　 Finns　 subgcn.　 DtWIOjtylon

マ ツ属 複 纏 讐 東 亜 属　 Finus　 subgen .　Diploxylon

モモ 　　pruηe8　 P　C臓fca　 Baisch

マ ツ 翼 綾 縫 管 東 亜 羅　 Finus　 subgen.　 Diploxylon

モ モ 乃r1加us　pe璃ca　 Eatach

ヒ メ グル ミ　 　Ju3Jans　 mandshuriCZi　 Carr.　 vax.　 cordiforrnis　 Kitamura

マ ツ麗 　 麗　 　Fin　u$　 sub　gen .　Dipl◎xylon

モ モ　 .prunespemica　 Ba題ch

ヒ メ グ ル ミ　 Juslams　 mandshiuica　 CarT.　 var.　 COtdiformis　 Kitamura

マ ツ羅 覆 纏 管 東 亜 麗　 　PiDUS　 subgen.　 DiplOjtylon

マ ツ羅 灘 管 東 璽 麗　 Finus　 subgen 、　DiploxylOD

マ ツ鰯 複儲 東 亜 嘱　 Finu$　 subgen.　 DiplOlcylOB

マ ツ羅 複縫 管 東 亜 翼 　　Ficus　 subg朗,　 Diploxylon

ヒ メ グ ル ミ　 Jugi&n$　 m&nclshunca　 Carr.　 vo・t.　co「difo皿;s　 Kita「nu「a

モ モ 　 PrunusPBtsiCti　 Betsch

マ ツ 鷹 複纏 管 東 璽 属　 PiBus　 subgen.　 D庖)loxylon

マ ツ 騒 穣纏 管 頼 罵　 　Pinin　 subg鋤 .　DiplCUtyloa

ヒ メ グ ル ミ　 JugtBns　 mgn&hunc,i　 Carr.　 var.　◎orSini)rmis　 Kitamu随

モモ 　　PrUi}　USρe旙ica　 Ba　isch

モ モ　 Prunes　 persico　 Baisch

マ ツ 属 複 総 管 東 亜 麗　 　Fini"　 subgen　 ,　DiPloxylon

モ モ　 Pr皿u5persico　 Baisch

マ ツ属 複 纏 管 東 藪 属　 Pious　 subgen.　 Diplo3£ylon

ヒ メ グル ミ　　Iugians　 mBnclshurica　 Can.　 vat.　◎o㎡ 飯)rrnis　 Kit　amura

マ ツ騒 雛 管 唖 鷹　　Pinus　 subEen.　 Diploxylon

モ モ　 PrunUS　 pemic&　 E垣isch

マ ツ 羅 鵬 亜 麗　 Finus　 subgen.　 1:nploxylon

モ モ　 Frunu3Dersica　 BaisCh

マ ツ 麗 縷 纏 管 東 亜 属　 Pinus　 subgen.　 DIPloxylon

ヒ メ グ ル ミ　　Juglans　 manc[shurica　 Carr.　 VBr.　 cordiforTnis　 Kitamura

モ モ　 1"runUSP&rsic&　 BaiSch

マ ツ属 覆 縫 管 東亜 麗　 Finus　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 騒 麟 醒 騒　 Finus　　s泣bgen,　 DipJoxylon

モ モ　 Pr皿USpemica　 Baisch

マ ツ属 霞 纏 管 東亜 属　　Fintn　 subgen.　 助)IOjorlon

マ ツ蘭 纏縫 管 東 亜 麗　 Pinus　 subgen,　 Diploxylon

モ モ　 PrUDUS　 pcrsi(遡 　 Bai8ch

マ ツ 騒複 維 管 東亜 属　 Pinus　 subgen .　Diploxy}。n
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核

毬果

核

毬果
毬果

核

核
毬畢

毬果

1

2

1

1

ー

イ⊥

1

1

41

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

毬 果1

毬果13

毬果 ユ0

核1

毬果13

核1

接6

毬果14

毬果1

核2

毬果9

核8

核1

毬累60

核10

核1

毬果1

毬粟

毬果

毯果

核

核

毬果
毬果

核

核

核

毬果

核
毬果

核

毬果

核
毬果

核

毬果

綾
核

毬果

毯果

核

毬果

3

8

ピ」

6

7

8

9

10

1

3

10

7

26

1

1

1

13

ユ

1

1

11

1

67

1

64

ユ

2

ユ

11

ユ

1

毬累17

核4

毬果2



箱 袋 遺構 ・地区名

11

11

11

11

11

11

11

3

4
.
5

6

7

8

9

池1・3区GT

池 い3区HT

池1・3区IS

池1・3区IR

言也1・3区HR

池 い3区GS

池1・3区GU

1110池1・3区FT

1ユ11池1・3区ES

1112池1・3区HS

1113池1・3区(T

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

1ユ

11

11

11

11

11

11

11

11

1ユ

11

1玉

11

11

11

11

11

11

11

11

11

ユユ

11

11

玉4

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

詞

35

茄

37

頚

39

姐

41

42

43

糾

45

緬

47

鵜

49

50

51

52

53

池1・3区GR

池1・3区LJ.ST

池1・3区ER

池1・3区CR

池1・3区DS

池1・3区GT

池1・3区FU

池1・3区Er

池1・3区FT

池1・3区HS

池1・3区FS

池1・3区as

泉1・2区BU

池1・3区IQ

池1・3区HU

池1・3区ER

池1・3区CT

池1・3区.IT

池1・3区HR

池1・3区GR

池1・3区DR

寺也1・3区D　 .ST

}也1・3EllS

池1`3区FR

ミ也1・3区DR.

池1・3区DR

池1・3区C.ST

]也1・3区CS

池1・3区DR

池1・3区GR

池1・3区GT

池1・3区FR

池1・3区K　 .TU

池1・3区GT

池1・3区GR

}也1・3区DR

井 戸1・1区D43BK

池1・3区ER

池1・3区ER

}也1・3区FS

分類群(和 名/学 名)

モ モ　 PrunUS　 pe翻 翻　 BarSch

マ ツ 麗 複縫 管 東 亜 鷹　 Finns　 subgen.D卓Ploxylon

モ モ 　 PrunesDenice　 Bats¢h

マ ツ 属棲 維 管 東 亜 属　 FiDus　 subg瓠.　 DiPlaxylOD

マ ツ 薦 複 纏 管 康 亜 属　 　Pines　 eubgca.　 DiPloxylon

マ ツ 罵 複縷 轡噸 　 　FiBU$　 subg瓠.　 DIPIoxylon

モ モ　 Prunuspeniic$　 Batsch

マ ツ 属 複 総 管 東 亜 属 　 Pines　 subgcn.　 DjplOicylon

モ モ　 Prunus　 p鋭 訂{項　 Ba　t8ch

マ ツ属 複 縫 管 策 亜属 　 Pious　 subgen.D立 》loxylon

モ モ　 Pr岨u8　 Pε面c劉 　Ba　iSch

モ モ　 Prunu$persica　 BetSch

ウ メ　 Prunus　 mumC　 Sieh.　 et　Zuoc.

マ ツ 属 霞 韓 管 東 璽 属　 Ficus　 subeen.　 DiPloxylon

マ ツ 麗 複纏 管 束 亜属 　 FiDus　 subgen.　 DiplOio'lon

マ ツ 騰 複纏 管 東 璽 麗 　　Finns　 鉗b扉n　 .　Diploxylon

モ モ　 Frunug　 pe面 囎B裂 越ch

マ ツ鰯 複 縫 管 東 亜 属　 Ficus　 subgen.　 DiPloxylOD

2tec料 ナ シ

モ モ 　 Prunes　 pe搏 油 　Be　tsch

セ ン タ ン　 Mella　 aitedaUtiCh　 L　 van.鋭bぼ 加h顛 但 脇(1.

セ ン ダ ン　　Mel垣axed&rach　 L　 van.　subぼiPinne　 ta　 Mjq.

マ ツ 属 複 維 管 東 亜 属P加 逓　 subgen.　 D立)10x}イon

モ モ　　Prunes　 persica　 Baisch

マ ツ麗 複 鰻 管 東 亜 罵　 　Finus　 subgen.　 Diploxylo孤

マ ツ属 複齢 東 亜 属　　Finns　 subg甑.　 D　jplOjn/lon

マ ツ 属 複 纏 管 東 亜 属　 FiDes　 subgcn。 　Djplo⑳ ヴon

マ ツ属 複 纏 管 東 亜 鼻 　 Finns　 subgcn.　 Diploxylon

モ モ ㎞us　 pe纈ca　 磁 魑ch

マ ツ 属 複 縫 管 東 亜 翼　 Pines　 subgen.　 Diploxylon

マ ツ 属 穆離 管 東 亜 属　 Finns　 subgcn,　 Diploxylon

モ モ 　 Prunuspersica　 EkitSch

マ ツ 属 穣麗 管 東 亜 属 　 Finns　 subgen.　 Dipl。xyl。n

モ モ　 Prunu6persica　 Baisch

マ ツ賎 複 縫 管 東 亜 属　 Fines　　eubeen、 　Dh)loxylon

マ ツ属 複 縫 管 束1董 属P加us　 subs瓠.　 DiploxylOB
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部位 個数

核 2

毬果1

核1

毬 桑1

毯果2

毬果6

核1

毬果2

鞍1

毬 果2

核1

4

1

1

7

1

3

7

果

果

果

果

核

核

毬

毬

毬

核

毬

t⊥

1

1

1果

核

核

核

毬

核 1

毬果B

毬果4

毬果20

毬果3

核2

毬果1

毬果4

核3

毬果4

核2

毬果1

毬果1



箱 袋 遺構 ・地区名

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

t1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1池1・2区(π

2池1・3区IT

3池1・3区GS

4池 い3区IS

5池1・3区HR

6井 戸1・1区D42BJ

7池1・3区KU

8泉1・2区B.T[J

9池 い3区HS

10池1・3区ES

11池1・3区HS

12泉1・2区BU

13池1・3区Hs

14池1・3区D.RS

15池1・3区 ㏄

16池1・3区E.RS

17}也1・3臣 ζC　.TU

18池1・3区Hs

19池1・3区DES

20池1・3区cTU

21池1・3区CD.s

22溝4・2区B～D.vw

Z3池 い3区GS

24池1・3区cu

25}幽1・3区FS

26池1・3区G　 .TU

27池1・3区cs

28池1・3区K　 .TU

29池1・3区GR

30池1・3区GS

31池1　 ・　3　FiFG.s

32池1・3区ls

33池1・3区DS

34池1・3区HS

35池3・3区KL.1(

36池1・3区JS

37池1・3区KT

38泉1・2・3区BC.U

39池1・3区HS

40池1・3区JS

41池1・3区HS

42池1・3区ERS

43池1・3区CT

44池1・3区CS

45池1・3区J.ST

46池1・3区E,RS

47土 願1・3区FCr.urv

48池1・3区1～K.Q

1池1・3区HR

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

池1・3区C　 .TU

池1・3区JK.S

池 レ3区CU

}也1・3区K　 .TU

池1・3区ES～U

池1・3区HS

池1・3区E.RS

池1・3区L　 .TU

泉 レ2区BU

池1・3区KU

土 籏1・3区FG.U

池1・3区FG.U

池1・3区JU

池1・3区JU

池1・3区E～G.T

表27樹 種同定結果

第4章 自然遺物の環境考古学分析

分類群(和 名/学 名)

サクラ属

マツ属複雑管東亜属

サクラ属

サクラ属

マツ属複縫管東亜属

サクラ属

サクラ属

マツ属複維管東亜属

ヤプツバキ

マツ属複縫管東亜属

ツガ

マツ属複縫管東亜属

サクラ属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複麗管東亜属

ツブラジイ

ツブラジイ

ツブラジイ

マツ属複艦管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複艦管東亜属

カバノキ属

カバノキ属

棲披

サクラ属

ウ メ

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管東亜属

PrUn　 us

Pin　us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Prun　 us

Prun　 es

P垣u8　 s　ubgen　 Diploxyl◎n

Prun　 　es

Pin　us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Cam£)ilia　 　japonica　 Linn　 .

Pin　es　 s　ubgen.　 Diploxy]on

Tsuga　 m'ebt)1dが 　Carr,

Pin　us　 subgen.　 Dlploxylon

Prun　 es

Pin　us　 sUbEen.　 Diploxylon

Pin　us　 subgen.　 Diploxylon

P加us　 subgen　 　Diploxylon

Pinus　　subgen.　 　Diploxylon

C旨s　tBn　opsis四$pidata　 SChottky

O器 鋤qp鵬 α躍pda飽 　S{inottky

Cas樋nops垣c岬 万da畑 　Schot鋤

Pin　tss　$ubgen.　 Diploxylon

Pin　es　 subgen.　 Diploxylon

Pin　us　 subgen■ 　Diploxylon

Pin　UP　 s　ub　gen.　Dlp　Joxyion

Fin　us　 subge凪Diploxylon

Fin　us　 sUbgen.　 Dlploxylon

Pin　us　 s　ubgeno　 Diploxylon

BetulB

Betu]&

bark

Prun　 us

Prunu$　 mUlnB　 Sieb.etZu㏄.

pin　 us　 subgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon
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箱 袋 遺構 ・地区名

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

m

　

t
,
'l

3

c
,
}

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

輯

45

46

47

48

49

50

1

2

音也1・3区KT

池 い3区KU

池1・3区GS

l也1・3区HS

池1・3区EF.S

池 い3区GT

池1・3区J　 .TU

j也1・3区KS

池1・3区HR

池 い3区FG.S

池1・3区K　 .TU

池1・3区ET'

池1・3区E.TU

池1・3区LT

池1・3区DT

池 い3区EU

}也1・3区KS

耕 作溝 ・3区EF.B

池1・3区GS

池 い3区CT

泉1・2区B.TU　 '

第1層 ・3区FG.U

耕 作溝 ・3区HI.B

泉 い2区BU

池1・3区KR

耕 作溝 ・7区Q.YA

石敷遣構1・3区G.YA

池1・3区LS

池2・3区LP

池 正 ・3区GQ

池 い3区KP

池1・3区DS

池 い3区JS

池1・3区CU

池1・3区JR

池 い3区 コT

3池1・3区IU

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

池 い3区cu

池1・3区JQ

池1・3区KU

池1・3区JU

池 い3区IS

池1・3区CT

池1・3区FG.S

池1・3区rr

池1・3区IJ.ST

池1・3区HS

14池1・3区GS

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24.

お

26

1

2

3

4

5

i也1・3区JK　 .S

池1・3区C　 .TU

言也1・3区JS

池1・3区K　 .TU

池1・3区CU

池1・3区 酊

池1・3区E　 .TU

池1・3区CU

泉1・2区BU

池1・3区CS

池1・3区HS

池1・3区CU

池ll3区FS

池1・3区IS

池1・3区FS

池1'3区FS

池1・3区ERS

6池1・3'区ES

7池1・3区HR

分類群(和 名/学 名)

ウツギ属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複護管東亜属

サクラ属
マツ属複纏管東亜属

モミ属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

針葉樹

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管棄亜属

散孔材

サクラ麗

マツ属複羅管東亜属

ツガ

マツ属複雑管東亜属

ヒイラギ

マツ属観維管東亜属

マツ属複艦管東亜属

マツ属複雑管策亜麗

マツ属複縫管東亜属

マツ属複雑管東亜鰯

マツ属複縫管策亜属

モミ属
幽マツ属霞縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

ツガ

マツ属複羅管東亜属

ウツギ属
マツ属複維管東亜属

ヤブツバキ
マツ属複羅管東亜属

マツ属複麟管東亜麗

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

サクラ属

ピサ カキ 属

モ ミ属

マツ属複維管東亜属

ウメ
マツ属縷縫管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複錐管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属縷羅管東亜属

マツ属複雑管東亜属

一124一

DButzja

Pines　 subgen.　 　Diploxylon

Pinus　 subgen.　 Diploxylon

Prun　 es

Pin　us　 s　ubsen　 　Diploxylon

Abies

Pinus　 8ubgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　 ge　n、　Diploxylon

Pin　 us　 subgen.　 Diploxyl◎n

conifer

Pin　 tn　 s　ubgen.　 Diploxylon

P函us　 s　ub　ga　n.　Diploxylon

di翫6e-porous　 wood

Pr囎 退

Pinus　 subeen.　 　Diploxylo/n

TSUftaBisboldii　 Carr.

Pin　 us　 subgen.　 Diploxy!on

Osm&n　 　th　usわe亡 θrρphyll　 u壌　 P　.　S.　Green

Pin　 UP　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　 gen　 Dip　 Joxylon

P加us　 s　Ub　 gen.　 Diploxylon

Pin　 us　 a　ubgen.　 Diploxylon

Pin　 UP　 s　ubgen■ 　Dip　 Joxylon

P加us　 subaen.　 　Diploxylon

Abies

Pin　 u:i　 sub　 Een.　 Dipl◎xyl◎n

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Tsug&　 　sieb◎ 嬉fC顧.

Pin　 us　 s　ub　ge　n　 Dipl◎xylon

Dc)　　u　tziB

Pin　 us　 subge孔Dわloxybn

Came〃'ia　 japorfCEi　 Lim.

Pin　 ug　 s　ub　ge　n.　Diploxylon

PinしLS　 s　ubge　 n.　Diploxylon

Pin　 us　 subgen.　 Dipl◎xylon

PinUP　 subeen.　 　Diploxylon

Pr岨us

Eurya

Abies

Pin　 US　 s　ub　Ee　n.　Diploxylon

Prunus　 mt燗 θ　 Siめ.et　 Zu㏄.

Pfnus　 subgan.　 　Diploxylon

Pinus　 subgen.　 D加10副on

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pinus　 subgen.　 Diplo劇on

Pfn　 us　 subge　 n.　Dipl◎xylon

Pi肌LS　 s　ub　 Ee　n.　Dfploxrylon

Pinus　 subgen.　 　Diploxylon

Pinn;　 subgen.　 　DiploxylOn
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
・
4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

8池 い3区Hs

9池1・3区K　 .TU

10池1・3区DEs

11池1・3区ES

12池1・3区JK.S

13}也1・3区C　 .TU

14書 也1・3区KU

15池1・3区FG,u

16池 い3区FG.u

17第1層'3区s.RS

18池1・3区DT

lg　 i也1・3区JU

20}也1・3区L.ST

21池 い3区Er

22‖ 旦3・3区o.OP

23池1・3区HI.s

24池1・3区L　 .TU

25池1・3区JK　 .U

26池1・3区K　 .ST

27}也1・3区FT

28池 い3区KU

29池1・3区KU

30池1・3区KU

31池1・3区FG.u

32池1・3区EG　 .T

33池1・3区ET

34池1・3区HR

35池1・3区FG.s

36池1・3区FU

37池1・3区GT

38池1・3区FR

39池1・3区CD.RS

40池 い3区TT

1池 い3区GT

2池1・3区H.QR

3池1・3区F(}.U

4池1・3区GR

5池1・3区EST

6池1・3区Kur

7池1・3区JU

8池1・3区E.TU

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

池 い3区JU

池1・3区 」.ST

池1・3区J.UV

池1・3区DS

池1・3区HR

池1・3区CD　 .S

池 い3区CS

野 壷 ・3区EB

池1・3区DS

池1・3区HS

池1・3区JT

井戸2・4区D52CD.UV

池1・3区EF　 .S

池1・3区DS

第1層 ・3区Er

池1・3区HS

池1・3区JK.U

池1・3区K　 .TU

池1・3区HT

池1・3区JK.U

池1・3区JT

}也1・3区1.ST

池1・3区HS

池 い3区HR

池1・3区DE.T

池1・3区HR

池 い3区ER

池1・3区HT

池1・3区H　 .ST

池1・3区ER

池1・3区HT

池 い3区HK

分類群(和 名/学 名)

マツ属複縫管寅亜属

散孔材

マツ属複幕管東亜属

マツ属複雄管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複雑管東亜属

モ ミ属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複雑管策亜属

広藁樹

マツ属複雑管東亜属

マツ属縷縫管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管策亜属

マツ属複蟻管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複雑管東亜属

モミ属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複鱒管東亜属

マツ属複錐管東亜属

マツ属複縫管東亜属

コナラ属アカガシ亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複纏管康亜属

サクラ属

広葉樹

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管憲亜属

広葉樹

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管東亜属
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P加L鵠gubssn　 　Diploxylon

diffuse-porous　 wood

Pinus　 subgen.　 D加loxylon

Pin　us　 s　ub　ge　nL　Diploxylon

Pin　us　 s　Ubgen　 Diploxylon

PiO　us　 s　ubEen.　 Diploxylon

Pines　 subgen.　 　DiplOjwlon

Abie$

Pfn　 us　 s　ubgen.　 Dipl◎ 訂 量on

Pin　 us　 s　ubae　 n.　Diploxylon

pin　 us　 $ubBen　 Diploxylon

broad-leaved　 tree

Pin　 us　 subaen.　 Diploxylon

Pinus　 s吐)ge　 n　.　Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　 ge　n　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubBen　 Diploxylon

Pinus　 subgen.　 　Diploxylon

Pfnes　 s戯)　ge　n.　Diploxylon

P{n　us　 subeen.　 Diploxyl◎n

Pin　us　 s　ubge　 n.　Diploxylon

Pin　us　 s　ubgen.　 Diplo副on

Pin　us　 subgen■ 　Diploxylon

Abies

Pinus　 subgen.　 Diploxylon

籔n　us　 subgen.　 Diploxylon

Pines　 subgen　 D加10副on

Pin　us　 subgen　 Dip　Joxylon

Pin　UP　 s　ub　se　n　 Diploxylon

Pinus　 subgen　 Dil)loxylon

Quercus　 subgen　 CYclobBlanopsis

Pin　us　 s　ubge　 n■　Dlploxylon

Pin　us　 subEen.　 Dlp　Joxrylon

Pin　us　 s　ub　ge　n　D{P]oxylon

Prun　 us

broad-leaved　 tre◎

P{n　 us　 subeen.　 Diploxylon

Pin　 us　 subgen.　 Diploxylon

broad4eaved　 tree

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

P{n　 us　 subEen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubse　 n、　Diploxylon

Pin　 us　 s　ubge　 n、　Diploxylon

Pin　 us　 s　ubge　 n.　Diploxybn

Pin　 us　 s　ubge　 n.　Diploxylon

Pfn　us　 subEen.　 Dipl◎xylon

Pin　US　 s　ubEen.　 Diploxylon

Pin　us　 subgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pin　 es　 s　ub　 ge　n　 Dlploxylon
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5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

1

2'

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

it!!,1・3区E.RS

池1・3区G.QR

池1・3区GH.S

池1・3区CD　 .T

池1・3区K　 .TU

池 い3区JU

池 い3区Er

池1・3区KT

池1・3区ER

池1・3区JK.ST

池1・3区JU

池1・3区LU

池1・3区K　 .TU

池 レ3区DR

池 い3区DR

池1・3区GH,T

池1・3区JU

池1・3区Er

池1・3区JU

池1・3区GR

池1・3区ES

池1・3区JT

池 い3区 不 明

ミ也1・3区DR

池1・3区JW

池1・3区FS

池1・3区K　 ,TU

池 い3区IU

池 い3区ER

池1・3区DS

池1・3区GR

池1・3区ES

池1・3区H　 .ST

池1・3区JU

池1・3区EU

池1・3区DS

池1・3区IS

池1・3区HR

池1・3区Er

池1・3区IR

池1・3区F.S～U

池1・3区IR

池1・3区FR

池 い3区HS

池1・3区IR

}也1・3区K二R

池1・3区F　 .TU

池1・3区HR.

池1・3区FR

池1・3区F　 .TU

池1・3区FR

JM1・3区FS

池1・3区IS

池1・3区FR

池1・3区FU

池1・3区F　 .RS

池1・3区FR

池1・3区HR.

池1・3区Er

池1・3区F.S～U

池1・3区DT

池1・3区GS

池1・3区JT

池1・3区F.S～U

池1・3区GS

池1・3区HR

池1・3区GS

池1・3区FS

池1・3区K,TTJ

池1・3区HR

池 い3区JK　 .S

池1・3区KT

池1・3区G　 ,TU

分類群(和 名/学 名)

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複錐管東亜麗

サクラ属

マツ麗複纏管東亜属

ツガ

マツ属縷雑管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複蔓管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複嵯管東亜属

マツ属複麗管東亜属

マツ属複繕管東亜属

サクラ属

モミ属

マツ属複艦管東亜属

マツ属複維管東亜属

ツガ

マツ属複羅管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複羅管東亜属

モミ属

マツ鰯複縫管寮亜属

モミ属

マツ属複雑管東亜属

モミ属

マツ属縷維管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複誰管東亜属

ツガ

モミ属

ピサカキ属

マツ属複縫管棄亜属

モミ属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複纏管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複維管粛亜属

マツ属霞纏管東亜属
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Pinu;　 subsen　 Diploxylon

Pin　us　 subg顧.　 Diploxylon

pinus　 subgen.　 Diploxylon

P由 囎6ubgen　 Diploxylon

P印nug

Pin　us　 subgen.　 Dip]oxyJon

TSu騨sieboldi　 Ca　rr.

P{nしLSs憾b　 set.　Dfpi◎ 副on

Pd1邸subBen.D藏)loxylon

P加 囑　s　ubset■ 　IXplO野10n

PiO　us　 s　ubge甑IJiploxylon

pjn　us　 s　ub　gen.　 Diploxylon

Pinus馳.b箆en■ 　Diplo2rylon

P加 四sUl)　 getしDYp　 loxyJon

Prim　 us

Abies

Pinus　 gubgenDiploxylon

Pinus　 subgen.　 DiPJ◎ 溺on

Tsuga　 sieboldii　 Carr.

Pin　us　 s　ubeen.　 DiploxylOD

P由u8　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pines　 subgenDわloxylon

Abie$

P加 幡subgen.　 Dわ'o副on

Abies

Pin　UP　 s　ub　ge　n■　Diploxylon

Abies

Pin　 u$　 s　ubge　 n.　Dip]oxy]on

Tsuga　 　sieb◎Jdii　 Car誓 。

Abies

Eu騨

Pin　us　 s　ubge　 n.　Diploxylon

AbiB$

Pin　us　 s　ubEen.　 Diploxylon

Pin　us　 s　ubgen、 　Diploxylon

Pin　 us　 s　ubgen、 　Diploxylon

Pin　 us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pfn　us　 s　ubgen、 　D{ploxylon
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7

7

7

7

7

7
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7

7

7

7

8
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8

8

8

8

8

8
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8
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8
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8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

池1・3区DS

池1・3区1.TU

池 い3区C　 .TU

池1・3区KT

池1・3区C　 .TU

池1・3区JT

池1・3区E.ST

池1・3区GR

j也1・3区FR

池1・3区ER

池1・3区FR

池1・3区ET

池1・3区C　 .TU

}幽1・3区GH.S

池1・3区D.RS

池1・3区Er

池1・3区D.ST

池1・3区D　 .ST

池1・3区K.ST

池1・3区GH.S

池1・3区ES

池1・3区ES

池1・3区DE.S

池1・3区ES

池 い3区ES

池1・3区D　 .T'U

池1・3区1.TU

池1・3区KU

池1・3区C.ST

池1・3区CD　 RS

池1・3区IU

池1・3区E　 .TU

池 い3区HS

}也1・3区HR

池1・3区D.ST

池1・3区DS

池1・3区GU

池1・3区EU

池 い3区G.T

池1・3区CT

池1・3区GT

池1・3区HR

池1・3区FR

池1・3区K　 .TU

池1・3区Fr

池1・3区HR

池1・3区ETU

池1・3区GH.S

池1・3区FU

池1・3区KR

池1・3区F　 ,TU

池1・3区J.ST

池1・3区Fr

池1・3区F.ST

池1・3区JR

池1・3区KS

池1・3区ER

池1・3区HS

池1・3区DS

池1・3区IS

池 い3区JS

池1・3区JT

池1・3区IR

池1・3区FT

池1・3区JR

池1・3区F.RS

池1・3区F.RS

池 レ3区JR

池1・3区GH.S

池1・3区FR

池 い3区JS

言也1・3区F.RS

池1・3区FU

分類群(和 名/学 名)

マ ツ属覆縫管東亜属

ムラサキシキブ麗

マツ属複雑管東亜属

軸
マツ属複艦管東亜属

ツガ

マツ属複艦管東亜麗

マツ属複雑管東亜属

マツ属灘 管東亜属

マツ属複雑管東亜属

サクラ属

サクラ属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複麟管東亜属

マツ属複艦管東亜属

サクラ属

モ ミ属

ヒノキ科

サクラ属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複纏管索亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複羅管東亜属

モ ミ属

マツ属複縫管索亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複縫管東璽属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複維管東亜属

モミ属

マツ属複難管東亜属

マツ属縷羅管東亜属

マツ属複雑管東亜属

モ ミ属

マツ属縷羅管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複纏管東亜属
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Pin　us　 subEe　 n.　DiplOXtylon

Canゴcampa

Pin　 us　 s　ubge　 n■　Diploxylon

g　ras$

Pin　 us　 s　ubgen■ 　Diploxylon

Ts　uga　 sia　boldii　 Ca".

Pin　 tS　 subgen.　 Diploxylon

PiOus　 subgen.　 D弍p　 loxylon

Pio　 us　 s　ubEe　 n.　Dipl◎xylon

Pin　 UP　 s　ubEe　 n.　Diploxylon

Prun　 es

Prun　 us

P丘 】us　subBen.　 Diploxylon

Pin　us　 s　UbEen.　 Diploxyl◎n

Pin　us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Pin　us　 s　Ubgen.　 Diploxylon

Pinu$　 subgen　 Dil)loxylon

Pin　 us　 s　ub　 ge　n.　Diploxyl◎n

Pjnus　 subgen.　 　Diploxyl◎n

Pin　us　 subgen.　 Diploxylon

Pinus　 s斌)　gen■ 　Diploxylon

Pin　 UP　 s　ub　 ee　n.　Dfploxylon

Pin　 us　 aubgen■ 　D{pioxylon

Pin　us　 s　ub　ge　n　Diploxylon

Pinus　 subgen、 　D加loxylon

Abies

Pfn　us　 s　ub　ge　n.　Diploxylon

Pin　ug　 subEe　 n.　Diploxylon

Pin　iU;　subgen.　 Dipbxybn

Pin　us　 subgen。 　Diploxyl◎n

Pin　us　 s　ubgen.　 Diploxylon

Abies

Pin　ug　 subgen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　ge　n.　Dip1oxylon

Pin　 us　 s　ub　 ge　n.　Diploxylon

Ab{es

Pin　 us　 s　ubge　 n.　Diploxylon

Pin　 us　 s　ubge　 n.　Diploxylon
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

如

41

42

43

糾

45

46

47

姻

49

50

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

}也1・3区IS

池1・3区F　 .TU

池1・3区(-'

池 レ3区DS

池1・3区KS

}也1・3区IS

l也1・3区HS

池1・3区CD　 .TU

池1・3区C.ST

池1・3区HR

池1・3区ER

池1・3区FG.S

池1・3区C.ST

池1・3区DS

池1・3区FS

池1・3区HT

池1・3区GH.T

池1・3区GT

池1・3区HR

池1・3区(丁

池1・3区Er

池1・3区H.ST

池1・3区D.RS

池1・3区DR

池1・3区DR

池1・3区ER

池1・3区K　 .TU

池1・3区HS

池1・3区JK,TU

池1・3区G.ST

池1・3区GS

池1・3区H　 .TU

池1・3区C.ST

池1・3区HS

池1・3区GR

池1・3区C.ST

池1・3区GU

池1・3区CS

池1・3区J.ST

池 い3区HR

池1・3区HU

池 い3区JS

池1・3区HR

1015池1・3区HR

10

10

10

10

10

10

10

16

17

18

19

20

21

22

池1・3区GU

池1・3区LST

池1・3区 工TU

池1・3区HU

池1・3区ET

池1・3区H　 .TU

池1・3区1.ST

1023池1・3区DS

111池1・3区FR

11

11

11

11

1

1
1

1

1

2池1・3区GR

3池1・3区GT

4池1・3区HT

5池1・3区ls

6池 い3区IR

7池1・3区1-[R

分類群(和 名/学 名)

モ ミ属

マツ属複纏管棄亜属

マツ属複艦管棄亜属

マツ属複縫管東亜属

モミ属

マツ属複羅管策亜属

スノキ属

マツ属縷纏管東亜属

サクラ属

マツ属綾維管東亜属

カヤ

マツ属複維管束亜属

ツガ

サクラ属

マツ属複聾管策亜属

マツ属複維管束亜属

散孔材

マツ属複維管東亜属

コナラ属アカガシ亜属

マツ属複繕管東亜属

マツ属複雑管藁亜属

マツ属複維管粛亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複羅管東亜属

散孔材

マツ属複耀管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属複羅轡棄亜属

マツ麗複縫管東亜属

マツ属複難管東亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複羅管東亜属

マツ属襖錐管東亜属

マツ属複纏管東亜属

マツ属観維管寮亜属

マツ属複雑管東亜属

モミ属

モミ属

マツ属複雑管東亜属

ヤナギ属
マツ属複錐管東亜属

ピサカキ属

ツガ

マツ属複維管束亜属

マツ属複雑管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複艦管東亜属

マツ属複維管棄亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

カヤ

マツ属複縫管東亜属

ヒサカキ属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管寧亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複騨管東99属
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Abies

P加us　 s　ub　gen.　 Diploxylon

Pin　in　 s　ub　ge　n　.　Dipl◎xylon

Pinus　 subgen.　 　Diploxylon

Abies

Pin　us　 s　ub　ge　n.　Diploxylon

Va　ccinium

P加t岱s　 ubgen.　 Diploxyわn

Pin　 us　 s　ub　gen.　 DiplO」tylon

Torrθya　 nucifera　 sieh.　 et　 Zucc.

Pinus　 subBen　 　Diploxylon

T遍Uda　 sieboldji　 C　an.

Prun　 us

Pinus蝕)ge　 n.　Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　 Ee　n.　Diploxylon

di藪use-porous　 wood

Pinu;　 $ubBBn.　 Diploxylon

QuercしLS　 s　ubgen、 　CyClobalanops亙

Pin　 us　 a　ub　 Ee　n.　Diploxylon

P三nし 題s斌 》ge　n.　Diploxylon

PiO　 us　 s　ub　 ge　n.　Diploxylon

pin　 UP　 sub　 gen.　 Diploxyion

Pin　 es　 s　ub　 Ee　n.　Dip　 loxylon

P加 蝿 亀ub　ge　n.　Diploxyion

Pinus　 svbgen　 　Diploxylon

P丘 コUS　s　ubge　 n.　1)ilフloxyion

PiO　us　 subgen.　 Dipl◎xylon

Pin　us　 s　ub　ge　n.　Diploxylon

PiO　us　 sUbEen.　 Diploxylon

Pinus　 subg飢D加10蜘on

Pinus　 xubgen　 Dipl(剛on

P加 ㎎s　 ub　g　e　n。　Dわ10濁!jon

Pfn　us　 s　ub　ge　n.　D{ploxylon

Abies

Abies

Pin　es　 subgen　 Diploxylon

Sa五x

Pin　us　 s　ub　gen.　 Diploxylon

EUrya

Tgugasieboldii　 Carr.

Pin　 us　 s　ubEen.　 DIPIoxy]on

Pin　 us　 s　Ub　Ee　n.　Diploxylon

Pin　 us　 s　ub　 gen.　 Diploxylon

Pin　 us　 s　ubge　 n.　Dip]oxyion

Pin　 US　 subgen.　 Diploxylon

Pfn　 us　 s　ubge　 n.　Diploxyl◎n

Pin　 es　 subgen.　 Diploxylon

Torreya　 nロcrier&　 Sieb.　 et　Zu㏄.

pin　 UP　 s　ubgen.　 Diploxylon

Eurys

Pin　 us　 s　ub　 ge　n.　Dipl◎xylon

Pin　 us　 subgen.　 Dip]oxylon

Pfn　 us　 s　ub　 gen.　 Dfploxylon

Pin　 us　 subgen.　 D{ploxylOn



箱 袋 遺構 ・地区名

11 8池1・3区GS

119池1・3区GU

1110池1・3区FT

1111池1・3区ES

1112池1・3区HS

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

糾

45

妬

47

錫

49

50

51

池1・3区(丁

池1・3区GR

池1・3区U.ST

池1・3区ER

池1・3区CR

池1・3区DS

池 い3区GT

池1・3区FU

池 い3区Er

池1・3区FT

池1・3区HS

池1・3区FS

泉1・2区BU

池1・3区ES

池1・3区IQ

池1・3区HU

池1・3区ER

池1・3区(丁

池 い3区JT

池1・3区HR

池 い3区GR

池1・3区DR

池1・3区D　 .ST

池1・3区HS

池1・3区FR

池 レ3区DR

池1・3区DR

池1・3区C、ST

池1・3区CS

池1・3区DR

池1・3区GR

池1・3区GT

池1・3区FR

池1・3区K　 ,TU

池1・3区GT

池1・3区GR

池 い3区DR

井 戸1・1区D43BK

池1・3区ER

1152池1・3区ER

1153池1・3区FS

分類群(和 名/学 名)

マ ツ属複雑管東亜属

マツ属縷雑管東亜属

マツ属複雑管東亜属

モ ミ属

ウメ

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複雑管東亜属

モ ミ属

マツ属複纏管東亜属

ムラサキシキブ属

ツガ

マツ属灘 管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複縫管東亜属

サクラ属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複縫管東亜属

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複縫管東亜属

ヒノキ科

広葉樹

マツ属複維管東亜属

ツガ

マツ属複縫管東亜属

カヤ

マツ属複維管東亜属
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Pin　us　 s　ubaen.　 Diploxyion

Pin　us　 subgen.　 Dlploxyion

Pines蛆bgen.　 Diploxylon

Abies

Prμn出mume　 Sieb.etZu㏄.

Pi刀 鵬 　subgen.　 1)な)1(剛o刀

Pin　us　 s　ubgen.　 Dipl◎xylon

Pin　es　 s　ubgen■ 　Diploxylon

Abies

Pin　us　 s　ubgen、 　Diploxylon

Calli(:arpa

TSUIta　 siBboldii　 Carr.

Pin　us　 subge　 n■　Diploxylon

Pinus　 subEen.助1(剛on

Pinus　 subgen,　 Diploxylon

Pin　us　 s　ubgen.　 D{ploxy量on

Pin　us　 sub騒en.　 Diploxylon

Cupressaceae

Tsuga　 siebOl(iii　 Com.

Pin　us　 subgen.　 Diploxylon

7brτeya　 nuc宜Cerasieb.etZu㏄.

Pin　es　 s　ubgemu　 Diploxrylon



貧 壌 牲 種(淡 水 生 種)

Ac㎞a盈tbes　 　hu写adc塾

Ach且all£ 血e31a且ceon壇 樋

Arnph　 orit　 oop　ul皐ta

Am　 ph　o　rii　lnoaL一 盈鼠

Cdo且eis　 ba　cillpm

CalOB　 edsム 輌a

c-lo刀 働is1重 口L自

　 CUoa　 eis　 silic,abU

(ン皿be幽 岬crll

　 (:YmbeUa　 Ciispid,it&

　 Cynabeha　 grucilis

Cym,　b　eU劉 」ajaD頓

dym　 b　ella鵬vi切 磁 ◎rm昼

　 (tym　 b　eha　 tumida

DiPloae」 蜂6'mic-

　 D　iploa　eis　 ovalis

Eu姐Otia　 curlPXt盈

勘no舳exigu　 ●

EQ匝Ott-　 ft》制c激

Eua　 aUII皿 血or

石luaOEi*　 pectiaails

　 EDn　 Otia　 praerDPUL

Eoao亙a　 pr*eraPt● 　 v.bidens

EロXioUa　 SP.

Ea皿Qtix　 soteiro丘i

　 EDBotia　 su　dctic.

F囎d亀r垣 　v,t　u　cb　eri-　e

Go岬boaem一 轟α菌曲 齪u血

Gonipboaeat-　 a飯 肥

Gom陣o扉ma　 頭gu一 加 垣

Gompbo肥 ㎜ 蹴曙 逼u坦

Go」apboae£ijta　 aロ'gar　 マ.　traac謹tロ 坦

GOiapboaema　 　augtlr　 v.　tuπds

Go岬hone斑 轟gradJe

G　O　　iiaPh　o亘e組am麺 職m颯

Go皿Phoneme　 　p一 加血

Go皿Phone皿 蜜　pseDd　 　o"09iir

Go岬h⑰ 髄 醐pseudoePh-e岬h　 amm

Go岬 加 鵬 醜q囎dゆanaatu　 n

Go卿boaeia-　 sp.

GOiZiPbone丘 鐘　u-aa　cxtロα家

G餌o鍾 罫』aa　 sp.

H顧tzg-血 垣 醐Pムio騨

Navゴcul-　 amerゴc動 塵a

Na可 切 包　b&cillDm

　 Na　ViCtila　 c'lpita£・t

N翻 印 畑　　confer幅ce盈

　 N-Viculx　 crmP　toreae∬a

ハJ●Vi'α泌紐 ロusprd'i£11

N覆 マitol-　 dec謁ssis

Navicala　 e嬉inensis

Navi'Gula　 etgi蔭ensis　 v.BegiacXJI

♪JoVi'㎝掴go　 ePPtrti誕a遭

N-Vic,aln　 trlDGc壇

Na可c◎ 畑 颯D　　tic,okゴe3

N釧 蜘 垣 四pula　 　 マ.reCUt曜ul鼻dS

Nav酒1a　 t　oJEyocasis

Neidi口 鋤 雌e

Neidiomt　 b㎞icatum

Neidiuiia　 i亘di5

Ni匡zscbia鯛P血ib　 i*

Pi」区nロム駄ゴa　*cro司Pb●genx

Pinnロ 励 虚曜 口認£a

P組 且ゆ 顛 呼pea　 d翻 幽

PiXUI　u畠ri盈　be坤"r題

Pi颯 ロ㎞a　 b　o偲a1誌

P」㎞ 口舳brt,vicx3真 一t理

Pinnu顧 鼠gibba

P地uIaria血telT'1』p　 ia

　 Pim　 ularia　 m　e£olePtx

P血皿u　buix　 micro　 *壇nr⑩n

P血u趣 磁 ∫ub{*P丘 樋傾

Pi,UiD　 I,r.三会 ∫ロd　e　t】ic認

P加ulada咬 ゴd亙

　 Sta　DrClaeis　 acata

s幅 ロroa　eiS組 筐ps

　 Si-　uroneiS　 Jcriegerii

∫顛ロma　 e」嘘 」ijaueaburgijUi慮

　 Sta　uroa　 eis　aobdis

Stavro皿e】 逗 ρムDel㎡{*a£eron

Su㎡re撫 顛9ロSt鼻 鎮

SYacdra　 u加 裂

Ta　b　eU-ria　 勧 髄幽 一ao　　cco　los置

中壇性種(汽 水生種)
Nng*hi・ 撫a

合 計

表28 珪藻分析結果1

1 n IH rv V VII Vl　II

下 下 下 下 ④ 下 下 下

1

1

96

3

21

1

2

1

60

1

1

8

1

1

13

7

1

2

5

10

16

6

1

1

1

1

6

12

3

4

3

4

100

1

2

6

1

6

2

7
・

1

5

4

1

28

5

2

1

フ
一
9

16

1

4

3

3

1

4

4

1

6

1

8

2

7

1

1

7

i

2

27

泣

4

鱈

18

20

3

3

6

1

13

0

8

2

1

乃

1

2

26

4

2

lt

2

6

1

1

2

15

i

1

6

3

14

1

2

12

一

1

70

9

1

49

5

t

3

0

3

6

6

3

9

1

5

1

9

3

3

1

2

1

1

4

8

51

2

4

2

3

1

15

8

4

4

104

6

1

3

8

2

1

5

6

4

2

1

to

1

12

za

8

23

6

1

4

1

6

i

1

1

t'
1　
t'
1　

M1

8

6

:3

7

49

1

口

7

1

27

6

4

10

2

1

1

29

1

1

1

11

12

■1

1

1

8

4

1

5

1

1

4

8

1

8

1

2

2

4

1

5

1

2

3

1

5

1

1

1

22

6

4

9

9

ユ

2

t

6

1

35

1

3

29

56

24

3

2

27

2

3

5

2

2

1

5

3

1

2

1

1

2

5

-
「

2

2

1

9

2

2

1

お

2

3

5

5

1

2

8

4

1

1

'

24

6

2

1

1

1

7

4

9

25

1

IS

1

4

2

2

3

1

9

1

1

6

3

1

2

-

1

5

01

20

5

1

3

3

1 2 3 1 2

1

5

299 302 417 339 529 "0 240 269

1

6

2

59

i2

1SOO

21

鬼1

2

0

1

17

19

幽2

0

0

1

11

8

831

6

771

1.9

×loo

2.4

×10'

2.7

×10`

1.'i

×10'

42

×10'

9,8

×IO5

3.8

×10.

8.6

X　 IO`

25.t 173 695 33.1 65.9 68.6 642 60.8
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Ix

1

61

2

3

5

3

31

乃

8

1

3

4

5

8

1

1

1

1

15

[

1

20

1

2

2

2

1

1

7

7
一

3

3

1

2

7

3

260

7

471

1.6

×to6

605

X

2

2

4

2

10

0

05

2.O

×10'

16.7



種類
貧 塩 性 種(淡 水 生 種)

Achnanthes　 hしmg&rica

　 AchnBn　 the$　 lanceola　 ta

　 Amphora　 c◎pulata

Amphora　 mon飴na

C副oneis　 ba　cill　um

　 caloneis　 laura

　 (⊃aloneis　 silic　ula

　 (yrnbellB　 sgpera

(㎞ ヒxelia　gra　citis

　 (lyrn　bella　 min　 u　ta

　 Cym　 be11a　 n　avic　Uliforrnis

正3uno　 tia　arCUS

　 Euno　 tia　 curva　 ta

　 Euno　 tia　formica

　 Eunotia　 lunaris

　 Euno　 tia　 minor

　 Eun◎ 　tia　pec　 tinails

　 Euno　 tia　 S　U(te　tica

　 Eurlo　 Ga　 ven　eri8

　 Fragilaria　 va　ucheria　 e

　 Frustuli&　 rhomb◎ide§ 　 v.　saxonica

　 Fr　ustulia　 vUlgari$

　 Gommphonems　 angus　 ta　t　um

　 G(》mphonema　 augustum

Gomphonema　 a　ugur　 v.亡urris

　 Gorn　 ph　on　em　 a　 gra　cil　e

　 G◎mphonem　 a　 parvul　 um

　 G◎mphonema　 pseud◎&ugur

(iOmph　 onern　 a　 q　u&　dnpunc　 ta亡urn

　 Gomphonema　 truncaturn

　 Han　 tzschia　 amphi◎xys

　 Meridion　 circul&re　 v.　◎onstr{ctUm

　 N&vic　 ula　 arvensis

　 Navicula　 c&pitata

Navic　 Ula　 co㎡erva　 cea

　 Navic　 Ula　 c　uspida　 ta

NavicUia　 decしtssis

　 NavicUla　 elginensis　 V.　neglecta

　 Navic　 Ula　 goepper　 tiana

　 Navic　 Ula　 m　u　dca

　 N&vic　 Ula　 m　u　ti◎oides

　 Navic　 ula　 pupula

Navicしda　 pupula　 v.rectEmgul&ris

Nei(frum　 a館nε

　 Neidium　 amplia　 turn

　 Neidi　 um　 iridis

Nitzschia　 brev蕊sima

Pinn　 ula　ria　 b()re聡hs

　 ]Pinn　Ularia　 grUba

　 Pinnu]aria　 interrupta

　 Pjnnularia　 microsta　 uron

　　Pinnula.ria　 subcapitata

　 pinn　 uiaria　 Viridis

　 S　ta　uron　 eis　 krieserii

　　Stauroneis　 p」hoen1'centeron

　 S　urirella　 angusta　 ta

　 Synedra　 rLunpens

　 Synedra　 rurnpens　 v.　familiaris

　　Synedrs　 elna

　　Ta　bellaria　 fenestra　 ta　-flocculosa

合 計
未同定
破片
試料1cm3中 の殻数密度

完形殻楳存率(%)
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表29珪 藻分析結果2一 一
上層 合せ口土師器皿内 中層 下層

1

1

3

2

3

42

10

225

14

1

58

41

5

11

2

1

1

2

1

3

6

3

1

1

17

28

1

12

2

2

2

3

11

2

1

1

1

16

5

1

85

3

29

8

3

18

2

1
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第5章 考 察

第1節 平安時代中期の邸宅

今回発見 した庭園遺構を持つ宅地は、二条大路を北に、道祖大路を西に面する平安宮に近接し

た宅地であり、出土遺物や墨書土器の内容からも皇族あるいは高級貴族に深 く関わっていたと推

測できる。とくに、平安時代の庭園については絵巻物などからその優雅な姿が推測されていたが、

実際の発掘調査では園池の一部分を発見するに留まっており、その実態については全 く不明であ

った。今回の調査では平安時代中期における邸宅の園池 と建物の関係がはじめて明らかとなり、

非常に大 きな成果を挙げることができたといえよう。ここでは調査所見か ら考察されるいくつか

の問題点について、簡単に述べておきたい。

1邸 宅 の規模 につ いて

まず問題となるのは、十六町が1町 規模の宅地であったかどうかである。宅地北半では園池を

中心とし、それに望むように建物が配置 されている状況が窺える。1区 で検出した建物1あ るい

は南北建物の可能性が高い柵1を 合わせても北半の空間には比較的大型の建物が贅沢な空間利用

のもとに配置されている。これ らの建物群 と4区 で検出した南半の小型建物群が、同 じ邸宅内で

あるかどうかが調査時における最大の問題となっていた。ただ、北半園池から 「齋雑所」「齋舎

所」 と記された墨書土器が発見されたことから、この邸宅が斎宮に密接に関わる邸宅であると同

時に、斎宮に仕える家政機関の存在を示唆しており、このような雑舎群の空間として南半の建物

群が最 も妥当と考えていた。この問題を解決するために補足調査を行なったわけであるが、結果

的に5区 において野寺小路に面する門跡を検出したことによって、1町 規模宅地であることがほ

ぼ確定 したといえる。

5区 で検出した門跡は北五門と六門の中間に位置するが、このラインから北側に園池を中心と

する大型建物群があ り、南側に規則正 しく配置された小型建物群が存在したことになる。1町 の

中で北半地域は庭園の存在や建物配置のあり方か ら、まさに邸宅の 「ハレの場」と認識できる。

それに対 し、南半地域は建物群がL字 形に規則正しく配置 される官衙に特徴的な建物配置をとる

ことか ら、この邸宅に仕える人々が 日々の雑務を行なった 「ケの場」と考えられよう。つまり、

野寺小路に面する門を入った内部の北半 と南半とで、機能が分化 した宅地構成となっているので

ある。

平安宮からこの邸宅に向かうには二条大路を西進し、野寺小路を下がるのが最も近いコース と

なる。このような位置関係か ら考えると、野寺小路に正門を開 くのが最 も合理的であることが理

解される。また、園池が北半でも西寄 りに配置されているのも、泉の湧 く地点が限定されるとい

う地質的条件によるだけではないであろう。東面に正門を開き、園池を伴 う主人の空間を奥まっ

た位置に配置することにより、邸宅内での階層性を可視的に表現する意図をも実現できるのであ
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　 エ

る。平安時代前期の邸宅では南面が重視される傾向が指摘されているが、この邸宅では平安宮と

の位置関係か ら正門の位置が決められたと考えられ、平安時代後期か ら一般的となる東西面に正

門を開く指向が、平安時代中期の段階ですでに存在 していたことを示すものであろう。

2邸 宅 の 造営 時期 につ い て

考古学の立場か ら遺跡の存続期間を決定する場合、出土遺物の型式年代が一・つの大 きなよりど

ころとなる。今回検出した宅地の存続期間は遺構面がかなり削 られているため、池1か ら出土す

る多量の土器群 と3基 の井戸からの出土遺物が対象 となる。

池1出 土遺物の中で一括性をもつものは、建物13の 前で行なわれた祭祀儀礼に伴う土器群であ

る。これらの土器群は祭祀儀礼を行なった場所に据え置かれ、汀の整地層の中で折 り重なるよう

に出土している。つまり、祭祀儀礼に使用された土器は不要物として廃棄 されるのではなく、そ

の場所に存在 し続けることに意味があ り、だからこそ園池という常に清掃管理されるべき空間に

おいても片付け られることなく、むしろ意識的に汀の中に埋め込まれたのである。おそらく、こ

の祭祀儀礼は園池造営後の間もない時期に執 り行われたと考えられる。園池とそれを取 り巻 く空

間を鎮めるために、そしてその空間に居住する人々のために、祭祀儀礼は造営後の早い段階で行

なわれたのであろう。

これら第1グ ループとして把握 した土師器の型式は、平安京の編年観からみればn期 中段階に

限定されるもので、その実年代は9世 紀第3四 半期末から第4四 半期でも早い時期に相当する。

池1か ら出土する灰紬陶器や緑粕陶器には型式的にやや古い様相のものも含んでいるが、園池な

いし邸宅の造営時期としてはこれら第1グ ループの土師器の年代が最 も妥当と考えられる。その

年代観については、生活の痕跡を示す井戸1お よび井戸3か ら出土する土器型式からも裏付けら

れよう。

ただ、問題 として出土軒瓦の年代観 を検討する必要がある。軒瓦の様相は出土点数の比率でみ

ると、軒丸瓦で40%、 軒平瓦で55%が 平安時代前期以前のものである。重量比でみると、軒丸瓦

で75%、 軒平瓦で実に82%を 占めることになる。さらに旧都からの搬入瓦に限ってみると、軒丸

瓦ではこのうち点数比で77%、 重量比で92%、 軒平瓦では点数比で49.5%、 重量比で54%に も及

ぶ。この事実を従来の解釈で捉えるならば、平安時代前期に旧都搬入瓦を多量に再利用した建物

が存在したことになる。 しか し、実際に検出した遣構や土器群の様相からは、平安時代前期に遡

る邸宅の存在 を想定することはで きない。この問題を合理的に解決するためには、これ らの軒瓦

群の生産年代 と使用年代の間に何 らかの理由で大きな隔たりが生じたと考えざるを得ない。

まず第一に、これらの軒瓦群が果た して初めからこの邸宅で使用するために、搬入あるいは生

産されたのかどうかが問題 となるが、この点に関しては前述の通 り否定せ ざるを得ない。そうす

ると、平安京に搬入 された軒瓦群が一度 いずれかの場所で使用され、9世 紀後半になって第二次

的に移されてきた可能性が高 くなる。ここで旧都搬入瓦が多 く使用された場所を平安京内で求め

るならば、やは り宮内が最 も有力な候補地となろう。平安宮では応天門や大極殿院の火災など、

遷都後最も大きな被災が貞観年間に続けて起こっている。火災後には朝堂院の修復造営が大規模
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に行なわれており、この時多 くの不要部材が生 じたと想定できる。おそらく、まだ使用に耐える

軒瓦類などは宮内あるいは京域の様々な施設に下賜 されたことであろう。当邸宅は平安宮に近 く、

斎宮関係の墨書土器が多数出土 している。皇族に非常に関係の深い貴族が居住 していたと推測で

き、邸宅造営に際してこれら平安宮か ら下賜された軒瓦を再利用 したと考えれば理解 しやすい。

むしろ、そのように理解することによって軒瓦群 と土器群の年代差 を埋めることが可能とな り、
　 　

土器型式か ら導きだした造営年代をさらに補強することになるのである。

3邸 宅 の変遷 と存 続期 間 につ いて

今回検出した邸宅の建物群は建て替えの痕跡があまり認められず、その変遷過程はなかなか把

握しにくい。しかし、園池の造営後に大きな画期が一度あったことが遺構群の分析から確認でき

る。それは建物3の 造営年代である。

建物3で は造営に伴 う地鎮遺構を検出しており、土師器杯が5枚 重ねて据えられていた。この

土師器の型式を平安京編年に当て嵌めて観察すると、前述 したように園池造営時期を示す第1グ

ループの土師器群よりも新 しい様相をもってお り、0期 中段階の末から新段階にかけての年代が

想定できる。建物3の 造営に際 しては、池1北 汀の石積み護岸や西汀の洲浜が改修 されてお り、

泉1も 建物3か ら正面となる東辺 と南辺を短縮し石 を組み直 して見栄えよく造 り変えている。ま

た、南半地域でも同時期に井戸2の 掘削に伴い建物の建て替えが認められる。これらの建て替え

改修は一体の事業であり、西暦900年 前後にこの邸宅で再整備がなされたことを示している。こ

の歴史的背景に皇女の斎宮 卜定があ り、邸宅が一・時 「斎宮」となったことが大きな要因として挙

げられるのではなかろうか。斎宮関係の墨書土器が灰紬陶器の検討の中で、若干新しい要素を持

っていたことも、それを裏付けている。おそ らく、「斎宮」 として整備された段階が、この邸宅

の変遷の中で最 も建物設備が整った時期であったと考えられる。

しかし、池1本 体から出土する土器群は、土師器第2グ ループとして検討 したように邸宅再整

備の段階を超えて年代幅があ り、新 しい ものは10世紀後半にかかるものまで存在する。 とくに、

泉1を 埋める時に鎮めたと考えられる土師器は明らかに10世紀末から11世紀初頭の型式となる。

これらのことから判断すれば、池の存続期間は長 くて9世 紀後半か ら11世紀初頭 という非常に長

い期間を想定せ ざるを得ない。掘立柱建物による単純な建物構成では短期間の変遷 しか考えられ

ず、土器の型式幅と明らかに矛盾する。発掘調査の所見だけで考えるならば、邸宅が伝領される

なかで建物の建て替えは新たに行なわれず園池だけが管理されていたことも想定できる。あるい

は、遺構面が削られていることを考慮 して新 しい時期の建て替えが礎石建物であ り、検出できな

かったことも考慮する必要 もあるが、考古学的には確認で きないのが現状である。

4邸 宅 の建 物 構 成 につ いて

邸宅北半地域の大型建物群は3つ の空間に分けることが可能である。第1の 空間は建物1を 中

心 とした園池を伴わない空間である。建物1は 側柱のみの検出であるが、身舎部が2間 ×3間 の

四面庇建物 と推定できる。身舎部分は礎石を利用 したと考えられ、同様な建物は平安京の大規模
　ヨ

邸宅で前期段階から検出されている。
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第2の 空 間は建物2・14か ら西の 「庭(お ほば)」 を望む空間である。建物2は 西面す る3面 庇

建物 であるが、南北長殿 である建物14と 連結 させ ることに よって建物空 間を広 く取る構造 となっ

ている。建物14か ら園池東汀 までは20m強 の広い空間 となってお り、平場であ る 「庭」 を意識 し

た もの となっている。 『作 庭記』に よれば、 「南庭 を ・く事 は階隠の外 のは しらよ り池の汀 にいた

るまて六七丈若 内裏儀式 な らは八九丈 に もお よふへ し拝禮事用意 あるへ きゆへ也」 とあ り、建物

前面(『作庭記』 では南 となっているが)の 池 汀 との間に儀礼 のための空 間を6・7丈(約20m)置

　る

くべきことを記 している。建物2・14か ら西の空間も、おそらく園池を背景に望んだ儀式空間と

考えられる。

第3の 空間は建物3や 建物4そ して園池が一体化 した空間である。建物4は 建物1と 同じく身

舎礎石建てで庇柱が掘立柱の構造をもつ東西棟で、建物3と はおそらく透渡殿で連結していたと

想定 している。東の池の汀 と建物4は4～5mし か離れてお らず、南の空間も14mほ どである。

「庭」 を意識 したものとは考えられず園池を望むことに主眼をおいた建物構成 をとる。 とくに、

建物3は 清水の湧 き出る泉に面 して園池の北東岸に建て られてお り、いわゆる泉殿として機能し

たと考えられる。また、南東隅の床下では泉からの清水が池に流れるせせ らぎとなってお り、そ

の光景は平安時代後期の代表的絵画資料である 『扇面法華経冊子』に描かれた泉殿やせせらぎ上

の建物、あるいは鎌倉時代の資料である 『紫式部 日記絵詞』に描かれた土御門第の釣殿などと共

通する。

園池南岸の建物11と建物12は 園池との関係が深 く第3の 空間に属すると考えられるが、第2の

空間とも無関係ではないであろう。あるいは、建物11と 建物12が 神社建築でみられる割拝殿のよ

うな建物で、第2の 空間の 「庭」へ入る機能を持つ とともに、建物11の構造から第3の 空間を閉

鎖する役割も果たしていたとも考えられる。

以上の空間がそれぞれ機能分化 し、時には融合 しなが ら北半地域での主人の生活空間を構成し

ていたと想定できるが、ここで問題となるのがいわゆる 「寝殿造」との関係である。平安時代の

　 ら

「寝殿造」について、その実態の不明瞭さから様々な疑問が投げかけられている。「寝殿造」は中

世末期の住宅様式である 「書院造」と対比 される平安時代の住宅様式であるが、その様式表徴に

図79庭 園と釣殿(『紫式部日記檜巻』より)

つ いて は非常に曖昧であ る。

その原因は 「書院造Jが 個々

の建物構造その ものに武家文

化 を反映する様式表徴 を見い

だしているのに対し、「寝殿造」

が主に邸宅内における園池や

建物の配置に定型化 したもの

を求めているためである。平

安時代を代表する 「建築様式」

として 「寝殿造」 を理解する
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ためには、年中行事化 した儀礼が貴族の邸宅で頻繁に行なわれる時代性を建物構造の中に確認し、

それを様式表徴 として定義 し直す必要があろう。

そういう意味では、平安京における四面庇の南北棟建物の成立に着目し、儀礼を含む私邸内で
　　

の多様な空間利用にその要因を求める視点が重要になってくる。今回の邸宅遺構 も従来の 「寝殿

造」では説明ができないが、地勢に従って典型的な園池を掘削 し、池に規定されるように主殿ク

ラスの建物群が空間の利用形態によって計画的に配置されている姿は、まさに平安時代貴族邸宅
　　

の住宅様式として捉えられるのではなかろうか。

5庭 園史 か らみ た十 六 町庭 園

平安時代の庭園邸宅のイメージとして我々が一般的に持つ姿は、絵巻物などに優美に描かれた

いわゆる 「寝殿造Jで ある。これは南面する寝殿の東西に対屋などの建物群を整然と配置 し、寝

殿の南に造られた広大な園池を望むように中門廊や釣殿などを派生 させるもので、平安時代後期
　　

の東三条殿などの姿が具体的に復元されている。これら 「寝殿造」の重要な要素 として南面性の

重視が挙げられるが、平城宮 ・京内で発見されている庭園遺構か ら 「寝殿造」への変遷過程が従

来か ら問題となっていた。

平城京左京三条二坊六坪で発見された曲水庭園は非常に残 りがよく、奈良時代の庭園のあ り方
　　

を知るうえで重要な資料 となっている。ここでの庭園と建物 との関係をみると、曲水庭園には北

から望む視点はあまり重視 されておらず、主要建物は西岸に建てられ北西岸にも南東隅を汀に接

して小 さな南北棟が建てられてお り、
Y=-17、880Y=-17,830

建物3・4に よって構成 される第3三 条条間路

の空間と共通点が多い。この ような

建物配置については景観論の立場か

ら考察が加 えられている。つ まり、

平城京は奈良盆地の北端に位置する

ことか ら北か ら望むと景観 として山

が全 く視野に入 らない。南北に曲水

す る庭園は西か ら望むことによって

背景に三笠山を望むことができ、周

囲の 自然 を庭園内に取 り入れること

によって趣ある景観を造 りだすわけ

である。

このような地理的状況は平安京に

おいても変わらないであろう。京都

盆地は北東西 を山に囲まれているこ

とから、東西か らの視点によって自

然景観を庭園内に取 り入れることが 図80平 城京左京三条二坊の園地遺構(註9か ら転載)
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できるが、北か らの視点では背景には広大な空がみえるだけとなる。 しかし、今回検出した庭園

遺構は、平城京左京三条二坊六坪 とほぼ同 じ形態 ・大きさを持ち、建物配置も東西から庭園を望

む構成 となっている。つまり、建物3・4か らは景観として平安宮や東山 ・比叡山を取 り入れる

ことができ、建物2・14か らは北山か ら西山にかけての自然景観が見えることになる。平安時代

の庭園のイメージとして定型化 した 「寝殿造」を想定するのでなく、実態はむしろ平城京 と同じ

　ぬ

ように自然景観を取 り込むことを重視 した庭園と建物配置であったことが判明したことになる。

そして、平城京庭園との違いを考えるうえでは、むしろ園池の構造の変化を重視すべきであろ

う。平城京左京三条二坊六坪庭園は、曲水庭園の全面に平石を敷 き詰めた非常に人工的な雰囲気

の園池であったといえる。このような嗜好は飛鳥時代庭園から継承 したものであり、古代的要素

が強いものである。それに対 し、今回検出した園池は洲浜などを構築 しない汀を多 く残 してお り、

人工的な洲浜部分 も面を揃えるのではな く、むしろ石の角を意図的に立てている。建物配置も一

方的な視点だけでなく、園池を中心に建物が取 り巻 くように配置されており、景観をあらゆる角

度か ら楽しめるように工夫されている。平安時代は邸宅内における 「ハ レの場」の儀式が確立し

てい く時代であ り、園池を取 り巻 く建物配置 もそのような儀式空間と密接に関わってくると考え

られるが、人工的要素の強い古代庭園からより自然景観を楽しむ平安時代庭園への過渡的状況が

窺えるのである。

6「 齋宮 」 墨 書 土器 につ い て

今回検出した園池内から多 くの墨書土器が出土しているが、注目できるものとして斎宮関係の

墨書土器がある。墨書は灰粕陶器の底部外面に記されたもので、「齋宮」2点 、「齋雑所J2点 、

「齋舎所」2点 が確認できる。墨書はほとん どが建物3の 前面付近から出土 してお り、この邸宅

に斎宮に ト定された女性が居住 していた可能性が高い。

『延喜式』によれば斎宮は、天皇の即位にともなって未婚の内親王あるいは女王からト定され

ることになってお り、 卜定されれば平安宮内に設けられた初斎院で1年 間、さらに宮城外に新造

された野宮で1年 間潔斎を行ない、3年 目の9月 に伊勢へ群行することになっている。今回出土

した墨書土器には 「齋雑所」「齋舎所」と記された墨書土器があるが、斎宮寮官司は 「所」では

なく 「司」であり、ここに居住 した斎宮は斎宮寮が管轄する以前、つまり群行以前の斎宮 という

ことになる。

そこで群行前に斎宮が居住 した施設として可能性があるのは、 卜定されてから初斎院にはいる

までの邸宅(『延喜式』では 「斎王家」 と記載されている)と野宮 ということになる。「斎王家」に

ついては斎王が ト定されると 「彼家」に勅使が派遣され、祓の後に殿の四面と内外門に賢木が立

てられ、初斎院に入るまで斎宮が過ごす。また、野宮潔斎後あるいは伊勢からの退下時には斎宮

が使用 した金銀の器などが収められる。この場合、 卜定された段階で邸宅が斎宮となるのであり、

それまでは普通の皇族邸宅であったことになる。野宮は初斎院での潔斎の後に入る宮で仮宮的性

格が強く、斎宮が ト定されるだびに新造されることとなる。 しか し、仮宮的性格 といっても様々

な施設が付属してお り150名近い官人が仕えるなど、相当規模の大きい施設であったことがわか
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　エユ

っている。

今回検出した邸宅は、建物配置が非常に単純であり、建物の建て替えもあまり認められないこ

とから、遺構の状況から判断すれば仮宮 として造営された野宮である可能性が指摘できよう。 し

かし、遺物の概要で述べているように出土土器の型式幅は長期にわたってお り、一時的な仮宮で

使用 されたものと考えるには若干の無理が生 じてしまうことになる。考古学的な考察からはどち

らの可能性 も指摘でき、即決に判断することはできない。

7邸 宅外 の道 路

前章まで邸宅内の利用状況をみてきたわけであるが、今回の調査で押小路および野寺小路の条

坊遺構が検出できたことも、平安京における道路事情を考えるうえで大 きな成果といえる。

まず道路の構造であるが、発掘調査で条坊両側溝が検出された場合、側溝間の空閑地が路面遺
　れ

構 となる。路面上には石を敷 き詰める場合と石を敷かない場合の2種 が存在するが、今回路面を

検出した押小路に関しては上面が大 きく削平を受けてお り路面舗装は不明である。しかし、第3

次調査4区 で検出 した押小路北側溝では側溝斜 面に礫や細かな瓦片などが敷き詰め られてお り、

同様の舗装が路面上にも施されていた可能性が高い。このような礫敷 き地業が行なわれたの も、

路面部の地盤の弱 さが原因となっているものと考えられる。

実際、この地域は粘質性の高い無遺物層Hが 遺構面となってお り、水捌けが悪 く地盤が緩 くな

っている。これらの地盤を改良するために特殊な盛土地業を行なって路面を形成していることが、

第3次 調査4区 の調査で判明した。その工法は、北側溝の掘削予定ラインか ら南に堆積 した無遺

物層IIを安定地盤である無遺物層皿付近まで掘 り下げ、側溝の南斜面から路面を盛 り上げていく

方法である。この時、北側溝南斜面の土留のために材木を何本か基礎地業 として側溝に並行して

置いて盛 り土 を行ない、最後に路面土として黒褐色砂泥を固く掲 き固めていったと考 えられる。

無遺物層皿上で認められた溝状遺構は、断面観察からもこの地業材木を敷いた痕跡 と考えられよ

う。

同じような地業を行なっている道路遺構 として、石川県賀茂遺跡で発見された古代北陸道があ
　エヨ

る。問題の地業は、道路遺構と水上輸送路として機能 した大溝がつながる部分で検出されており、

砂 とともに木材が路面に平行 して置かれていた。調査概要では地盤の弱い部分における路面造成

の基礎地業の一種 と想定している。規模は異なるが今回確認 した押小路の基礎地業も同じもので

あろう。

ただ、野寺小路との交差点部分である第1次 調査区では、同じような地盤であるにも関わらず、

このような地業痕跡は認められない。北側溝の位置 も南にずれて、路面幅自体が約4、3mと 『延喜

式』左右京職式京程条の規定よりも大幅に狭 くなっている。同じ敷地の管理下に置かれた道路 も

一律的に造成 されたとは限らず、むしろ条坊路造営時における分担施行の結果が調査地点での造

成地業の差異としてあらわれているのかもしれない。

次に、条坊交差点における排水の優先関係をみると、第1次 調査区で確認で きるように明らか
む 　

に南北路である野寺小路の側溝が押小路路面を切って流れている。同じ状況は野寺小路と三条坊
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第1節 平安時代中期の邸宅

図81右 京三条二坊十一町 ・十四町平面実測図(1/500)

　エら

門小路の関係 にもみてとれる。

平安宮南西域は天神川扇状地

に立地 してお り、旧流路 とと

もに湧水が非常に豊富 な地域

であった。実際に周辺地域の

調査で概観 した ように右京三

条二坊八町の調査で も池跡が

出土 してお り、北方の右京二

条二坊一町では西大宮大路西

側溝が平安時代中期 まで流路

化 していたことが判明 してい
　め

る。平安京造営当初 の排水計

画では、西堀川が これらの排

水機能を担っていたのである

が、その他の条坊路でも南北

側溝 を優先 して西堀 川の排水

機能を補完 していた と考え ら

れる。

しかし、 もともと豊富 な水

量を西堀川だけに一元化する排水計画自体に無理が生じたことは明らかで、土木工学の立場から
　け

も雨水排除能力からみれば平安京の溝の配置や構造は形式的であったことが指摘 されている。前

述した西大宮大路西側溝だけでな く、道祖大路東側溝も9世 紀後半には流路化したことが右京三
　あ

条二坊十四町の調査で確認されており、おそらく十六町宅地の園池の排水 も流路化した道祖大路

東側溝に流 し出していたと推測できる。そして、型式化 した排水計画は10世紀後半における西堀
　れ

川の廃絶という結果をまねき、平安時代後期の野寺小路の流路化あるいは旧天神川流路の復活と

して都城構造自体を変質させていったのである。
　の

以上、平安時代中期の邸宅に関する考古学的所見を、調査を担当した立場からまとめてみた。

ただ、ここで提示 した問題点に対する所見は、あ くまで考古学的な観点に立脚 した解釈であ り、

主観的判断は避けられないであろう。いままでこれほど良好な状態で平安時代中期の邸宅遺跡を

調査 した事例はな く、考古学だけでなく文献史学 ・建築史学 ・庭園史学などの立場か らも遺跡に

対する考察を深めていかなければならない。そして、 自然科学系の分野も含めた学際的な共同研

究を進めることによって、今回検出した邸宅遺構だけでなく実態 としての平安京像がはじめて明

らかになるのである。

一150　



第5章 考 察

第2節 邸宅廃絶後の土地利用

1平 安 時代 後 期 の宅 地

平安京の右京域は平安時代 も半ばを過 ぎると、それまで宅地として利用されていた地域におい

てその後も継続 して宅地として営まれる事例は減少 し、都市的様相は急速に変貌を遂げてい くよ

うである。平安宮に間近な三条二坊十五 ・十六町においても例外ではな く、平安時代後期には都

市的様相が失なわれていったことが遺跡の検討を通して窺われた。

十六町では、1町 規模の邸宅が営まれていた時期の南半部は、「ケ」の場として機能していた

区域 として全面に建物が配置されていたが、平安時代後期には主 として南側の押小路に面 して間

口を開 く小規模な建物で構成 される建物群へ と変貌する。建物群の背後には新たに開削された溝

や柵 により居住区と中心地域 とが区画 され、 もはや1町 規模の広大な宅地面積を確保する必然性

が喪失した状況が窺われる。かつて野寺小路であった南北路には、ほぼ小路幅をなす川が南流し、

東の限りとして、柵が設けられた。この光景は、古代の都市的空間から農耕地域への過程を彷彿

させる空間となっている。 しか しなが ら、宅地内の様相が一変する過程において、考察の第1節

でも示 したように、10世紀後半には西堀川が埋没し廃絶するという結果をまねき、平安時代後期

の野寺小路の流路化に示 されるように都城構造自体が変質したのであるが、野寺小路川は厳然 と

野寺小路の路幅内を南流しており、押小路は路幅を狭めながらも南北両側溝を伴い東西路 として

の機能を維持 しているのである。宅地 として機能 している地域に路は不可欠ではあるが、この場

所の宅地にのみ維持 ・管理されるものではなく、ある地点間を延長することにより路は機能する

と考 えられる。都市機能の一つである移動 ・交通手段 として、平安京の都市的地域 と近郊(別

業 ・寺院)を結ぶ条坊路の機能が依然 として維持 される要素があるのではないだろうか。

さて、本調査例のように、右京域において平安時代後期の建物配置が明らかにされた調査例は
　れ

ごく少ないのであるが、1987年 度に実施 した六条一坊五 ・六町の調査で検出された例を、一例 と

して取 り上げて検討を加 える。この調査は、五町のほぼ全域 と六町の南端部を対象に実施されて

お り、平 安時代前期の邸宅跡を始め、楊梅小路南北両側溝、皇嘉門大路東側溝などの条坊路 も確

認されているが、宅地内では平安時代中期の遺構はほとんど検出されず、平安時代後期に至 り条

坊路に面 した建物が出現することが明らかになった。この調査では、大路 ・小路に面して間口を

開いた平安時代後期の建物群を検出している(図82)。 いずれの建物も柱穴の平面形は円形から隅

丸方形 を呈 し、径30～50cm程 度の規模であり、本調査の当該期の建物の柱穴 とほぼ同規模 を有

している。大路 ・小路に面 して総柱建物と考えられる構造を持った、間口が3間 ないし4間 で奥

行 きのある掘立柱建物が配置されてお り、楊梅小路の南側で具体的な建物群の配置を知ることが

できる。報告では建物は6種 の類型が示されている。建物61～63は 東西3間(7.2～8m)、 南北5

間(10.2～11m)の 規模を有する建物である。また、東西3間(約7m)、 南北3間(約7.5m)の 方形

に復元された建物54や 、最大規模を有する東西3間 ないしは4間(約8m)、 南北6間 ないしは7

間(約14.8m)あ り、南東隅の建物内に井戸を配置する建物65が ある。これらの建物は、それぞれ
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の宅地の境界を示す柵を伴う。また、宅地の背後は溝や柵により1町 の中央地域とは厳然と区画

されている。中央部の空間は何らかの共用の場あるいは耕作地のような用途が想定できるのでは

ないだろうか。五町の四周は、楊梅小路以外の各大路 ・小路に面する箇所においても建物の一部、

柵や井戸あるいは池なども配されてお り、家屋 を伴 う宅地が四周を取 り囲んでいた可能性は高い

ものと考えられる。楊梅小路が側溝を伴い機能していることは、三条二坊十五 ・十六町間の押小

路 との類似性としてあげられる。楊梅小路の北側(六 町)も建物の展開は五町と同様の状況を呈す

ることが想定できるものの、東西棟の建物51の存在は画一的な屋並でなかったことも示 している。

三条二坊十六町でも押小路に面して間口を開く複数の建物を検出している。建物は溝や柵によ

る区画がなされており、東西溝103と 南北溝:102あるいは柵103・ 柵107な どによって小路側の宅地

④
右京六条一坊六町 魎

楊梅小路北側溝 建物54

楊梅小路
(二:二 二二 二:二 二:蓼 二 二 二二:::ニ ニ:::フ

@

○

コ

楊梅小路南側溝

建物63

◎

[:コ井戸

國 土壊

@

○

酊
建物61

　 fi

右京六条一坊五町

1

X二 皿 ・800

西
坊
城
小
路

皇
嘉
門
大
路

X」 」・900

六条大路

図82平 安京右京六条一坊五 ・六町 平安時代から鎌倉時代遺構配置図(1/1,000)
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と1町 の中央部の空閑地とを明確に画 しており、六条一坊五町の事例 との1町 内における宅地 と

中央部との区画配置には何 らかの共通性が窺われる。 しか し細部を検討すると、十六町の溝や柵

の検出位置は、おおよそ四行八門の想定線上ないし近接 した箇所に位置するが、六条一坊五町の

柵 ・溝の検出位置は、それぞれ各条坊路の想定築地心から内側に約36m前 後に位置 していること

を指摘 しておきたい。

一方、押小路に面 して間口を開く、東西3間 、南北4間 程の規模 を有する総柱建物101・ 建物

102・ 建物106や 、それらより小規模の建物104な どは、右京六条一坊跡の事例 との類似性が指摘

できよう。さらに、このような1町 内における宅地配置と中央部の使用形態は、左京域における
　　　

中世の様相との類似傾向を示す調査例もあ り、このことか らも右京域が平安時代後期以降に都市

的様相は失っても急速に耕作地化 してい く過程は読み取ることはできないのである。

2室 町 時代 以 降の耕 作 地

平安時代後期に宅地 として利用された十六町も、その後再び宅地 として活用 されることはなく、

鎌倉時代 を通 じて耕作地としての遺構 も認められず、当該期の遺物の出土量も極めて少ない。室

町時代 までには、野寺小路川、西側の道祖大路川 ともに埋没する。遺跡からは室町時代には農耕

地化が促進されたようで、十五 ・十六町では、部分的ではあるが室町時代に比定できる耕作土層

も分布 し、室町時代から桃山時代の遺物を包含する耕作に伴う溝 も多数検出した。これら遺構か

ら出土 した遺物から、14世紀後半代には耕作地として活用され始め、多数出土した15世紀代を中

心 とする土器類は、当該期の耕作地域としての活発な利用があったことを示唆 している。この後、

当地は京都市立西京商業高等学校が建設されるまで永 らく田園地帯となる。

昭和6(1931)年 に、西京商業高等学校の前身である京都市立第一商業学校が、当地に校舎を新

設し移転 されている。その後、校舎の北側にグランドが整備される際にコンクリー トの塞壁が敷

設されるのであるが、当時の塞壁は現状では土中にあり、第1次 調査ではその一部を確認してい

る。第3次 調査でもそれに連続する擁壁 を4区 南拡張区で検出した。 この墾壁に南肩を削平 され

た溝は、大正11(1922)年 測量の京都市土木局都市計画図に記載されてお り、学校発足時まで用水

路 として機能 していたものである。溝の北側には、江戸時代の耕作土層nに 対 して幅1m前 後の

畦畔が、少なくとも2時 期ある。同位置の下層で平安時代の押小路北側溝 を検出してお り、道路

から用水路へ と用途を替えなが らも境界の意識は長 く受け継がれていたことが窺われるのである。

なお、大正11年 の地図上で当該地周辺の状況を概観すると、記載された道路 ・畦畔 ・水路など

は、押小路を始め三条坊門小路、姉小路、三条大路などの東西路の想定位置とほぼ同位置にあり、

東西方向に整然と配置されていることがわかる。また、南北路については、旧河川あるいは旧流

路の影響を受けたと思われ、東西方向に比べるとやや乱れたものが多いようである。

さて、今回の調査では、十五町 ・十六町ともに耕作地を画する区画溝や耕作溝(排水溝)を多数

検出してお り、これら遺構からこの地域における耕作地の構城 を考えてみたい。

まず、区画溝は耕作地を区画する機能と給排水などの水量調整を受け持ち、排水溝は耕作地内

の給排水などの機能を持つのであろう。排水溝は区画溝の主軸方向によって、南北方向を主体と
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する耕作地 と、東西方向を主体とする耕作地がある。また、掘られた溝の条数 も各耕作地の地理

的な条件などにより疎密のあることが窺われる。以下、これ ら耕作に関連する遺構のうち、主と

して江戸時代に属する遺構について分析を加える。

区画溝とは、区画施設の一・部ない し用水路の機能を有 し、検出した溝の中で一・定規模以上の溝

幅を有してお り、全てではないが溝の周囲に野壺ないしは水溜めなどの遺構が付属 し、溝に畦畔

を伴うなどの条件を有する溝 と位置づけ、それ以外の排水溝 と区分 した。

十六町域の区画溝の配置をみると、概 して平安時代の四行八門の想定線に重なるものと、重な

らないものがあることがわかる。室町時代における耕作地の区画溝は明確ではないが、江戸時代

の区画溝は平安時代後期の宅地と中央部を画 した用途に想定した溝102や 溝101に ほぼ重複した位

置にある。十五町域では、第5次 調査4区 で検出した区画溝は、十五町のほぼ中心を東西に延長

し、南側に畦畔が平行する。この溝を境に南北で高低差が生 じ、溝 ・畦畔ともにほぼ同位置で作

り替えた痕跡がある。第5次 調査2区 で検出した南北方向の区画溝は、第3次 調査で検出した十

六町域の南北区画溝のほぼ延長線上に位置する。

これら区画溝を基に、十六町域における耕作地の配分についての復元を試みた。明確に耕作地

区画 と認識できた箇所を優先に、それぞれにA～Hの 符号 を図83中 に付 した。また、面積がほぼ

同規模の耕作地には、A1、A2の 記号を付 している。それによると、耕作地は一・瞥 して広狭の差

異のあることがわかる。全容のわかるA1は 、東西約29m、 南北約33mの 長方形をなす。西側の

溝は、平安時代中期の池1の 西側に、北側の溝は池1と 導水路間に、南側の東西溝 は池尻付近を

それぞれ延長し、A1は ほぼ池1を 取 り囲むような位置にあることがわかる。 しかし、旧天神川

の氾濫を避けるために西側が規制を受けたことも考えられる。池の跡地は湿地化 し耕作地として

は良好ではなかったようで、池1と 重複する箇所では排水溝の改修が重ねられ、A1で は100条 に

余る排水溝を検出した。野壺や水溜めは、調査区全体で検出したが、A1で 最 も多い。溝 ・畦畔

の周囲に分布 してお り、平面形は円形 ・方形 ・長方形を呈 し、底面に桶や木枠の痕跡を残すもの

もある。すべてが同時期併存 したものではなく、造 り替えが認められるものもある。

十六町域では、A1・A2な どの溝の重複状態では東西方向の溝が古いと解釈できる溝 もある

が、出土する遺物からは明らかな年代差はみられない。また、溝は南北方向を主体 とするが、B

1・D1・G1、Fで は東西方向を主体 としている。十五町域では、第5次 調査4区 の排水溝は、

区画溝 を境に南北で溝の方向が異な り、北半部では南北方向に、南半部では東西方向を主体 とし

ている。十五町域東部ではぼ南北方向の溝が主体である。

当該地周辺における無遺物層は、南に向かって緩傾斜を呈するため、単に排水のみを想定する

なら南北方向の排水溝で機能は達成できそうにみえる。しかし、十六町域のG1・Fな どの耕作地

では、東西方向の排水溝が主体をなしている。あるいは、これら耕作地の基盤層が砂礫層(無遺

物層皿)で あることと関連 し、給水 と排水の微妙な調整に基づいて耕作地ごとの基盤層の状況に

よって配置される排水溝の方向を規定したのではないだろうか。南北方向の排水溝を有する耕作

地は、基本的に粘土層(無遺物層1)を 基盤層 としている。

一154一



道
祖
大
路

第5章 考 察

十六町 Y=-24.350

1

④

8区

{;1;IIIii=;;ai

2区

o

o

C1

1
OP
,

ー

II
ー

A1

3区

Y=-24,300

|c2 1区

A2

Y=-24,25° 「

X=-109,800

1

B1 B2

第3次 調査
4区

7区

O
U
O
α

ー

G

6区

D1

E1 1 1

L...==

5区

G1

F

1

野
寺
小
路

X=-109,850

押小路

十五町

國 江戸時代耕作地区画溝

匿璽1江 戸時代粘土採掘穴

團 室町時代から江戸時代耕作地区画溝

㎜ 野寺小路川

O野 壷

第1次 調査区

4区 2区

第4・5次 調査

ー

3区

躍

第2次 調査区

X=-109,950

X=-110,000

図83室 町時代から江戸時代遺構配置図(1/1,000)

一155一



第2節 邸宅廃絶後の土地利用

X=-109,915

S N

魍00m

圃 近世畦

圏 近世耕躯 画溝

麗劉 中世畦

瞬 中世耕地区画溝

㎜ 耕作溝

題 押小路北側溝

第3次 調査4区 西壁

X=-109,980

N

第5次 調査4区 東壁

S

週50m

図84第3次 調査4区 南拡張区西壁および第5次 調査4区 東壁断面実測図(1/100)

右京域において1町 規模を対象 とした発掘調査は数少な く、さらに、平安時代後期以降の土地

利用の変遷 を遺跡か ら明確にできる資料は乏 しかった。今回の調査では、平安時代後期の宅地な

らびに建物配置を明らかにできた。また、今回の成果がその一助になれば幸いである。
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第3節 右京三条二坊十六町の庭園遺構 について

今回の調査では十六町の約60%を 発掘調査 し、建物や園池の全容など明らかにした。

次に、今回の調査で明 らかにした庭園遺構の特徴を述べてみよう。

1池 の水

池の水 は、池の北側に設けられた泉と池底 を土墳状に掘 り窪めた箇所か ら給水 している。すな

わち、池の北端に設けられた泉から湧き出た水は、直接池に注 ぎ込まず泉 と池 との間を短い距離

ではあるが一度流れた後に池へと注ぐ様にしている。

池に注ぎ込んだ水は北から南へ緩やかに流れ、池の南西にある短い遣水(溝2)を 経て池2へ と

流れ込むようになっている。このような状況から池の水は、たえずゆっくりと北から南へ と流れ

久 しく池に留 まることが無かったと推定される。

言い換 えればこの池1は 、平安時代 に一般的に見 られるような汀を玉石で敷 き詰めた洲浜に仕

上げられてお り水 を満々と湛える園池のように思われるが、実は清 らかな水の流れを意識 した意

匠ではなかったかと考える。そのために、池は流れを意識 し南北方向に細長 く形作ったのではな

いであろうか。

なお、池内堆積土を珪藻分析 した結果、池の水は常に清浄を保っていたことが確かめられた。

2泉 につ い て

平安時代の庭園で、泉跡 を発見したのは大 きな成果の一つである。平安時代の庭園跡で泉を調

査 した例はない。今回池の北側で発見 した泉は、規模や構造については同時代の井戸 とい くつか

共通する点が見 られた。泉の調査例 として時代 は新 しくなるが、西本願寺滴翠園の醒眠泉(江 戸
まお

時代)が ある。この醒眠泉について も今回の調査例 と同様にその基本的な構造 は江戸時代 の井戸

と極 めて類似 している。

泉 の底面 は標高34.45mあ り、十六町内で検 出 した

同時代 の井戸の底部 よ り50cm以 上浅い。 また、建物

3や 建 物4の 遺構 面 とは30～40cmし か違 っ てい な

い。 こうした ことか らこの泉 は、 ここに庭 園が作庭

され る以前 か らあ った湧 き水の吹 き出 し口 に手 を加

えて泉 とした もの と考 え られ る。調査 では泉 や建物

13の 周辺部 で拳大の川原 石 を敷 き詰めた箇所 を部分

的に認 めたが、当時は川 原石 をか な り広範囲 に渡 っ

て敷 き詰め清浄 な空間 としていた と考 えられ る。

ところで、泉 の南側 には、玉石 や杭 で板材 を止め

たよ うな痕跡 があ り水量調 整 を想 定 させる ような痕

跡が見 られたが、詳細が 明 らかでないのは残 念であ

る。

図85西 本願寺滴翠園の醒眠泉

(『本派本願寺名所圖會』より)
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3洲 浜 の玉 石

池の汀に敷 き詰められた玉石は、池の北岸から建物3周 辺部や景石据付穴付近は大粒であるの

に対 して池の南半部は小粒である。 この違いは偶然ではなく、池北岸から南を望んだ時に池の南

岸が遠方に見えるように工夫 した結果ではないか と考えたい。すなわち、遠近法を意識 した意匠

と推定 したい。

汀の勾配は、それぞれ少 しずつ違っているが、概ね3° ～13° である。この数値は、今 まで

に調査 した平安時代の汀勾配 とほぼ同様である。

4遺 構 配 置

十六町域に250尺(7.5m)の 方眼地割 りを設定すると、建物、泉、井戸、柵などの一部は地割線

線上に位置する。このことは、平安京の宅地割である四行八門制の地区割を意識した結果であろ

う。

現在、平安京内の1町 規模邸宅跡での調査では今 回のように宅地内を建物遺構や庭園遺構の全

容をほぼ明 らかにした事例はほとんどないため、比較検討する資料がないのは残念である。

池の位置については、先述したように豊富な水量 を推定させる泉の場所が、最優先 されたため

ではないであろうか。すなわちこの宅地の主な遺構は、清 らかな湧 き水を最大限利用(使用)する

ことを目的とした施設 と考えられる。

5平 城 京 左 京 三 条 二坊 六 坪庭 園 遺構 との比 較

1975年 度に実施された、平城京左京三条二坊六坪の発掘調査で検出された庭園遺構 と比較 して
　ム

み よう。遺構 の成立年代 は、平城京左 京三条二坊六坪 は8世 紀 、平 安京右京 三条二坊十六 町は9

世紀後半か ら10世 紀 とそれぞれ異 なる。 しか しなが ら、二三類似 す る点があるのでそ れを比較 し

てみたい。

①導水 口 と排水 口の位置 平城京左京三条二坊六坪(以 下、六坪)で は、池の北岸か ら南岸 まで

は約37m、SX1524か らSX1464ま では約38mで ある。一方、平安京右京三 条二坊 十六 町(以 下、

十六町)は 池北 岸か ら南岸 間は約37m、 泉か ら排水溝 まで は約38m前 後 であ る。そのため、十六

町の泉 を六坪 のSXI524と 重 ね合 わせ ると六坪 の排水 施設(SX1464)の 口 と十六町の溝3の 排水口

とほぼ重 な り合わ さる。ただ し、池 の平面形態や幅 は大 きく異 なってい る。

②SX1524と 泉 木樋(SX1523)を 通 りSX1524に 貯 まった水 は、池側 に並べ られた石 と石 との間

か ら池へ と流 れ出す意 匠 となっている。 この様 な意匠 は、十六町 で見た よ うな泉 を意識 した施設

であったと考 える。すなわち、六坪の水 は、 自然の湧 き水 ではないがSX1524か ら流れ 出る水の様

は、地下か らこん こん と湧 き出す泉 を想定 した意匠ではないだ ろうか。

③池周囲の空 間寸法 六坪 の場合2時 期 あるがC期(奈 良時代 中頃)で は東西41m、D期(奈 良時

代後半)で も42mで ある。一方、十六 町では東西42mを 測 り六坪 とほぼ同様 の寸法 とな っている。

南北 につ いては、六坪のD期 ではSA1500か らSA1473間 は42mで あ る。十六 町で は、柵4と 建物

11間 は約52m、 建物3の 身舎 か ら建物11間 は42mで ある。

なお、十六町では池 の北西岸 に建物3を 発見 してい る。 この建 物 は身舎2間 ・3間 で南 ・東 ・
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西に庇が巡る。

六坪でもほぼ同様の位置にSB1505

が検出されている。十六町の建物3

は庇が3面 に付いているが、身舎の

規模や方向は六坪のSB1505と 同様で

ある。調査報告では、SB1505の 成立

時期は園池が作庭 される以前 とある

が、園池 と同時存在の可能性は全 く

ないのであろうか。 もし、再検討の

余地があるな らば六坪 と十六町の遺

構位置関係は更に一層深 くなるが。

この二つの遺跡の年代は、8世 紀

中頃 と9世 紀末か ら10世紀前半であ

り年代 に少 し開 きがある。 しか しな

が ら、い くつかの共通する点は偶然

の一致 とは考 えがたい。すなわち、

二つの遺跡は、場所や成立年代に隔

た りはあるが双方とも宮にほど近 く、

宅地は1町 規模、宅地内は池を中心 と

した清浄 な空間。 しかも、池の水の

給排水口までがほぼ同位置、池を挟

む東西の広さも概ね共通 している。

平安京十六町の水を中心 とした清

らかな空間の演出は、奈良時代の六

坪にまでその起源を遡ることがで き

るのではないであろうか。

Y=-24、340 Y=-24、320

010m
l==1=`====

図86園 池遺構比較図(1/400)
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第4節 右京三条二坊十六町の建築遺構 と斎宮野宮の建築について

第4節 右京三条二坊十六町の建築遺構 と斎宮野宮の建築について

1斎 宮 につ いて

右京三条二坊十六町に相当すると考え られる遺跡の発掘調査 において、出土 した墨書土器に

「齋宮」「齋雑所」「齋舎所」と記されたものがあるところから、 この遺跡は斎宮に関係のあるも

のと推測 される。

斎宮は伊勢神宮に奉仕する斎王(未婚の内親王を ト定)の ための施設であり、「延喜式」にあげ

られている施設は初斎院、野宮そして伊勢斎宮の別がある。 卜定された斎王が伊勢へ下るまで予

め礫斎の生活を送ることが義務づけられていて、その最初の手続 きとして、宮城内に設定される

初斎院に入 り一年の膜斎の期間を過 ごす。つ ぎに城外の浄野を トして造 られた野宮に入 り、さら

に一年間の喫斎期間を重ねる。三年 目の九月上旬に野宮を出て、群行 し伊勢斎宮に参入 してい

る。

なお、斎王にト定された人が ト定以前に住んでいた邸宅または斎王の任 を終えた人の帰京後の

邸宅も広 く解釈すると関連があるように思えるが、これらは斎宮 とは呼べないし、邸宅の規模や

家屋の構成にも別があるように考えられる。

上出の斎宮の三種の施設のうち、三条二坊十六町の遺跡に関係すると考えられるものは、その

所在地に注 目すると、宮城内の初斎院や伊勢斎宮は問題なく除外され、残るところは野宮にしぼ

られる。野宮が造 られる場所は一定 していなかったようで、今 日、伊勢斎宮 と所縁があると伝え

る史跡には、市内右京区嵯峨野野宮町の野宮神社が著名であ り、同じ右京区内に嵯峨野宮ノ元町

の斎宮神社、嵯峨柳田町の斎明神社、西院日照町の野々宮神社があり、等 しく天照大神 を祭神 と

　お

し、伊勢斎宮の膜斎地の一つであるとの伝えをもっている。

2斎 宮 の組 織 と野宮 の建 築

「延喜式」にみえる斎宮の組織は斎王を補佐するところの多 くの職員か らなり、別当を長官に

多 くの部署に分かれていて、その内訳は

別当2(内1人 は命婦)、中臣1、 忌部1、 宮主1、 内舎人1、 大舎人2、 膳部3、 殿部3、

炊部1、 水部3、 酒部1、 掃部3、 采女2、 内女濡2、 乳母3、 宮女濡14、戸座1、 火炬

小子2、 今良4人 、仕丁12、 女丁8以 上80人(野 宮129人)

野宮の職員は上の構成のうち、部署によってはわずかの増員がなされている。

この野宮での斎王の膜斎期間がわずか一年に限られていて、期間を終えると施設は取 り壊され、

その施設は斎宮の幹部聴員に配分された。即ち、内外屋ならびに垣の類は神祇官中臣に、出居殿

御座装束は主神司中臣に、寝殿内雑物は主神司忌部にそれぞれ配分 されることが決 まっていた。

この配分内容か ら野宮の施設を推測すると、まず内外の別があったようで、内院は斎王の喫斎、

伊勢遥拝のための殿舎か らなり、神殿、斎殿、出居殿 と呼んでいる殿を中心 に、斎王の居住する

寝殿、近侍する女官の宿舎を付属 したと思われる。 また、外院は職員の勤務する諸司雑舎からな

り、別当の庁屋 を筆頭 に日々の神前 に供 える御饅、御酒の調整や日常の衣食住の生活をまかなう
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諸司の雑舎群が設営されていた。

3発 掘 遺 構 の建 築 と野宮 の建 築

今回発掘 した十六町のほぼ調査地区全域に分布して検出した遺構の性格を説き明かすことは極

めて難 しい課題であると言える。はじめに述べたように、出土した墨書土器に記された 「斎宮」

と関わる施設、上記の斎宮野宮がこの地に営まれていたとみる可能性は大 きい。それでは検出し

た遺構が堆定される斎宮の施設構成にどのように関わっているのか次に検討してみよう。

十六町の敷地の、方一町の大 きさを占めて邸地を限り、そのうちの西寄 りに南北に大きく広が

る園池がつ くられていた。この池の北の畔に三面庇 をもつ建物3が たち、その東に近 く泉1が あ

り、そこから湧き出る水は南の大池へそそいでいた。そして泉1に 接 して建物13が たつ。大池の

西側中ほどに建物4が あり、その東端の南北4間 の柱列を検出しただけで、西面するのか南面

するのか不明。大池の東方は野寺小路に近 く南北行の柵1、 柵3が 長 くつづき、この柵内の北側

に建物1、 その西南に建物2(三 間三面屋)そ の西に接続して梁行一間の廊(建 物14)が 南北に長 く

北へ突き出ている。

柵3の 南方、野寺小路に面 してたつ建物15は 門跡 と推定される。この門から西方南寄 り、敷地

南辺を限る押小路に近 く梁間の小さい建物群(建物5～10・17～20)が 集中していた。

上記の建物遺構のうち、建物3は 池畔にたち一部の柱は池面に乗 り出して立てられてお り、泉

1も 近 くにあることは、この建物が園池のつ くる景観を眺めるためだけのものであるよりも、泉

や池の水を汲み上げて使用する特別な行事のためのものと考えられる。例 えば内院の斎殿 として、

神 をまつり御饅を捧げ、奉仕のために喫祓を行なうための神殿であったろう。

建物4の ある地区は西の道祖大路に近 く、大路か らの出入 りがしやすいところで、発掘範囲外

であるため遺構の有無を確認できなかったが、先の建物3に 近 く位置するところか ら斎王の住ま

い(寝殿)や斎王に奉仕する女官の住まい(対屋)そ してこれらの建物群へ出入 りの門が開かれてい

たと推測したい。

また、大池の東方は外院を構成 し、東の通用門より北には庁屋、膳部、炊部、酒部、水部、殿

部などの神に供 える朝夕の御飯や神酒など供物類を調製するための諸司雑舎がならびたってい

た。そして建物14の 北へ長 く突き出た廊は斎殿へ供物 を供えるための通い廊 と見倣せば、この長

廊の普通ではない形態 とその用法が納得できるのではないか。

また、東門から南の建物群については、外院のなかでも下級の官人や仕丁、女丁の住居や諸物

資を収納する倉そして厩などの雑舎が置かれていたのであろう。

一161一



註

1た とえば、平安時代前期の大規模邸宅である平安京右京一条三坊九町では、南限である鷹司小路に面して

四脚門が検出されてお り、正門が南に設けられていたことが判明している。

村田和弘 「平安時代前期の邸宅遺構 一平安京跡右京一条三坊九町の邸宅から一」『京都府埋蔵文化財論

集』第4集 財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター2001年

2以 前、平安京域で旧都からの搬入軒瓦が多い邸宅に大規模建物を伴う邸宅が多いことから、平安京造営段

階における造宮使の京域整備と関連づけたことがある。 しかし、搬入軒瓦の使用年代が平安時代前期まで

遡らない事例の存在が判明したため、京域における他の事例についても検出遺構あるいは共伴遺物の再検

討を行ない、平安京造営当初まで遡るかどうか厳密に検証する必要がある。

網 伸也 「平安京出土の長岡宮搬入瓦」『月刊考古学ジャーナル』No.4021996年

3右 京三条一坊九町で検出された正殿建物SB9は 、身舎が礎石建てで南北庇部分が掘立柱建物に復元され

ている。また、右京一条三坊十六町でも正殿建物SB52が 東西7間 、南北4間 の東西棟に復元されてい

るが、掘立柱穴は南北 と東の側柱 しか検出できておらず、身舎部分は柱の痕跡が全 く認められなかった。

この建物も身舎礎石建ての大型建物と考えられる。

a『 埋蔵文化財発掘調査概報』1980-3京 都府教育委員会1980年
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実地調査を丹念に行なうことによって明らかにされた。定型化 した 「寝殿造」を庭園史の立場から批判し

た先駆的業績であり、今回の調査成果も森氏の仮説を裏付けるものである。ただ、この邸宅が当時の典型

的な貴族邸宅を反映しているかどうかは不明であり、むしろ平安時代の邸宅は機能に応じて多様な建物配

置をもってお り、定型化 した 「寝殿造」 もその一つの属性にすぎないのが実態なのかもしれない。

森 縞 『寝殿造系庭園の立地的考察』 奈良国立文化財研究所1962年

8太 田静六氏は 「寝殿造J邸 宅の復元を、文献史料の分析などから長年にわたり精緻に行なわれた。その成
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太田静六 『寝殿造の研究』 吉川弘文館1987年

9『 平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告』 奈良国立文化財研究所1986年

10本 中真 『日本古代の庭園と景観』 吉川弘文館1994年
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構造を指摘 し、交通路として多 くの橋の導入を想定している。

山中 章 「古代都城の交通一交差点からみた条坊の機能一」『考古学研究』37-11990年
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第6章 結 語

平安京右京三条二坊十六町は、平安宮朱雀門の中心か ら西へ1kmあ まりいった地点で二条大

路に北面 して位置 してお り、京内でも一等地に所在 している。このように立地的に平安宮に近い

地点で、邸宅の様相が1町 規模で具体的に明らかとなったことは大 きな成果である。とくに、市

街地化 した平安京域での発掘調査は対象面積が限られてお り、京内宅地の全容を明 らかにするの

は困難な状況の中で、このように平安時代中期の邸宅の盛衰が解明された意義は大きいといえる。

また、園池遺構 を完全な状態で検出できたことも重要な成果である。近年、飛鳥京では伝飛鳥

板蓋宮跡北西の飛鳥川右岸において広大な苑池遺構が発見され、平城京では法華寺阿弥陀浄土院

の園池や建物が発見されるなど発掘資料の蓄積が豊富になってお り、飛鳥京から平城京にかけて

の古代庭園の状況が明 らかになりつつある。飛鳥時代が方形や円形を主体とする極めて人工的な

様相の強い園池であるのに対 し、奈良時代になるにつれて自然を意識 した曲線の汀 をもつ浅い園

池に変化 していくことが指摘 され、汀の造作 も飛鳥時代的な玉石護岸が残 りつつも洲浜敷護岸が

成立 してい くようである。 しかし、平安京においては平安時代前期から中期の庭園遺構は一部の

検出にとどまっており、奈良時代と平安時代後期の寝殿造系庭園をつなぐ明確な資料がなかった

といえる。今回検出した園池遺構は、古代庭園史におけるこれらの空白時期を埋める唯一の資料

として重要な意味をもっている。

さらに、園池だけでな く周辺に配置された建物群や植栽の様相も明 らかになってお り、園池を

とりまく空間構成を復元することが可能となった。園池をとりまく空間には、自然景観を意識し

た植栽群 とともに様々な儀礼空間が配置されてお り、それらは建物群 と一体となって庭園全体を

構成する。この邸宅では園池の西には池 と一・体 となった主殿クラスの建物群が建てられ、東には

広い 「庭(お ほば)」 と南北廊を伴う建物群 と対称的に配置されている。これ らの建物群の配置は

南面を指向せず、園池を挟んで東西に展開する事実も重要な所見 といえる。また、植栽も庭園を

構成する重要な属性であり、園池から出土 した自然遺物の分析結果は園池周辺に植えられた草花

木々を復元する貴重なデータを提示 している。

出土文字資料 としては、「齋宮」関係墨書土器がやはり注目される。「齋宮」墨書だけでな く斎

宮の家政機関である 「齋雑所J・ 「齋舎所」の墨書土器 も出土してお り、この邸宅に斎宮が居住

していたことは間違いない。園池から出土した土器群の分析から推定できる邸宅の造営年代は9

世紀第3四 半期末から第4四 半期初頭であ り、最盛期は10世紀第2四 半期 ころまでである。この

年代観を天皇の治世で考えると、清和天皇の貞観年間から村上天皇の天暦年間の初めにほぼ相当

する。この間に ト定された齋宮は貞観元年(859)に ト定された悟子内親王か ら、天暦元年(947)に

ト定された悦子女王まで11人 おり、西暦900年 前後に邸宅の再整備がなされたことを考慮すれば、

寛平九年(897)に ト定 された醍醐天皇の柔子内親王を第一候補に上げることができる。しかし、

絶対年代を示す遺物が出土しているわけではなく、考古学的には確定できない。少なくとも伊勢
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群行前に斎宮が京内に居住した地であ り、皇族との深い関係のもとに維持されていたことを指摘

するにとどめておきたい。

以上が調査成果の概要であるが、残 された問題点も多 くある。土器の分析の中で触れたように、

土器型式か ら導かれる邸宅の存続時期が非常に長 く、建物群の単純な配置や変遷とあわないので

ある。長期間にわたる園池の管理がなされているのであれば、園池と一体 として管理されていた

はずの建物群の増改築が遺構にあらわれて くるべ きであるが、実際に検出した建物群には多 くみ

ても2時 期の変遷 しか認められず矛盾が生 じている。建物構造の時期的変化、あるいは邸宅管理

の実態も考慮したうえで再検討する必要がある。

また、遺物から導かれる造営時期が9世 紀後半であ り、平安遷都直後から邸宅が造営される以

前の遺構が全 く検出されないことも重要な所見といえる。前述 したように当地は平安京で も一等

地と想定できる地点であり、遷都後の土地利用がどのようになされていたのか問題 となる。実際

に右京のこの地域は9世 紀後半以降、邸宅が多 く造 られる傾向にあり、平安京全体の構造論にも

大 きな影響 を与えるであろう。

最後に平安京右京三条二坊十六町邸宅は、関係者の努力により全面保存されることになり、埋

め戻 した後は西京商業高等学校のグラウンドとして再利用されることになった。平安京邸宅が1

町規模で保存されるのは今回がはじめてであ り、遺跡保存の観点からも非常に喜ばしいことであ

る。平安京を代表する史跡として有効に利用 されることを望んでやまない。
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第1節 泉出土の人形代について

一鴨社の祓から、人形 ・斎串の神事をみる一

新木直人

1官 祭 の解 除 ・御 祓 の祭祀 につ いて

平安時代には、神仏習合思想 と道教などの影響を受けた信仰が混然一体 となって、社会全般に

根深 く浸透 していた。呪符や呪術的な信仰が隆盛を極めた。それを反映 して各地神社の祭事は、

新たな展開をみせている。
か もみお や じん じ ゃ かものやしろ

ここでは、そうした時代背景のなかで賀茂御祖神社すなわち、鴨社 における 『延喜式』収載の

げ じ ょ おはらい

官祭の解除と鴨社古来の御祓についてみてみよう。

解除とは 『延喜式』に、定められた祭祀に臨むにあたり行なわれる儀礼のことである。『字類

抄』には、罪や繊れを祓い清めることとある。鴨社における御祓 とは、人の心の浄化のことであ

る。心の くもりやわだかまりが意識的であれ、無意識的であっても生の生成を阻害するものを一

切除いて清らかな、生 まれたばか りの心に立ち返るための作用である。単に罪や械れを祓 うとい

うことにとどまらず心身を清浄に保ち、森羅万象すべてか ら力強い生命力あふれる霊力を得て、

天災や苦難を乗 り越えられる威力を乞い願 う神事であった。官祭の解除にあっても、鴨社の御祓

の理念を求めて併用されることが多かった。

延暦十三(794)年 十二月二十一 日、桓武天皇は、平安京遷都に際 して賀茂両社へ行幸 され祭祀
しんさい 　エ

を親斎 された。以降歴代の行幸親拝の記録は枚挙にいとまがない。承保三(1076)年 四月二十三日、
　を

白河天皇の行幸親拝 よ り、式 日の制が定 め られた。 院 ・上皇 ・法皇 の御幸 は、応徳三(1086)年 、

　ヨ ごさんろう ま 　

白河上皇 よ り、御参籠御幸 は、治承三(1179)年 四月二十三 日より五 ヶ 日間、後 白河法皇 よ り定例
これただ

となった。また関白賀茂詣の制は、天禄二(971)年 九月二十六日、摂政太政大臣藤原伊サの拝礼
まら

があって以来定例とされた。いずれもこれ らの祭祀には、官祭の解除が行なわれた。

行幸の時の解除については、『玉葉』(玉海)に 「後鳥羽院、文治三年十一月十四日、賀茂行幸あ

り。(略)・次に御手水事あ りて御拝の座にうつ りつかせまします時に、摂政御座のほとりに候せ ら
しゃく みあが もの みや じ

る。頭中将御笏を献ず。次御贈物二膳 を供すれば、宮主北縁下に着て御麻を奉る。頭中将取伝え
あん ひざつき

て供 し奉れば先御祓の事あ り案のもとの載に着ス。次上卿南慢門より入前庭を経て着座 し給へば、

御馬一疋将監是を引。次走馬三疋、舞人是 を引。次御祓いおはりぬれば、宮主御祓いの間を退出
ときなわ

れ ば、主上解縄 をとき人形 を撫給 う事 例の ご とし。次神馬、走 馬 を引出 し御贈物 を撒 しさる。」

とあ る。「御麻」とは麻斎 串の事であ る。「人形」 を「撫給」う、 ともある。 この解 除の次 第は、延

暦十三年以来変わ らず に行 なわれていたであろ う。
ご けい 　　

一・方、賀茂齋院 の斎王御喫 について は、 『社記』 に 「齋 院の御懊 といへ るは鴨川 に行啓 な りて

一166一



付 章

御祓ある事也。その儀式は二 日以前に齋院別当齋院御膜点

地 ト言フ陰陽寮その外供奉の諸司を相具 して河原にいた り、

そのところを点 し定めて奏聞す。齋院御神事の御所 を宮城

の中、便所に定められて是 を初齋院といふ。 この院にい ら

れ給ふとて鴨河原へ御車 に召 してお もむかせ給ふ。その行

列走女十人 ・御車ぞひ十四人 ・手振十人 ・御 よそひ物の唐

櫃 ・御手水の具 ・入 りたる櫃各一供共膳 ・雑器 ・衣服 ・禄
かしわべ にりょう

物 な どの唐櫃 あいつ らな り、次膳部六 人 ・舎人二人 ・荷領
べ いじゅ

十人 ・蔵 人所 の陪従六人 ・齋 院女 別当 など御車 のあ とにな 図1「 齋院河原屋圖」

らび従 う。次 に公卿勅使一 人 ・齋 院別当一・人 ・五位 四人 ・ 『後二條師通記』寛治七(1093)年 四月
十二 日の条 り、附図を 『社記』斎に

六位 四人 ・並御前 を駈 る。左右 の近衛各二人 ・左右 の火長 は詳細に記述している。

十 人供奉 し、左右京 の官 人兵士 を引率 してむかへ奉 る。 山

城 国司郡司 どもを引ゐて京極 の大路 に祇候 しまい る。弁一・人 ・太政官の史生二 人 ・官掌一人供奉

の諸司 を引 ゐて御祓の所 に参 りその事 を行ふ。齋院御幕 の内に入 らせ給 ひ、河水 に臨みて は らへ
の っ と

し給ふ。神祇官中臣御麻を奉 り、宮主祓祝詞をよむ。事 をわりぬれば勅使以下に饗膳を供 し御榊

をたつる。この初齋院にして三年の御潔斎ましましてその年の四月に始めて賀茂紫野の野宮にう

つ り入 らせ給ふ也。その儀先ず吉 日をえらび又河原の御膜あ り。初斎院の御膜の時のごとし。」

(以下、略)と、御膜の全容が判明する。

この常設の殿舎が造営 される寸前の寛治七(1039)年 四月十二 日、『後二条師通記』賀茂祭斎王

御膜の条 りの付図に 「齋院河原屋圖」(図1)の 記載がある。

また 『社記』には、「齋院河原屋」における御廠の詳解図

(図2)が 収載されている。

「祓物」について、『延喜式』巻六、神祇、齋院司の条 り

をみると、「祓物 五色(絹)各 四尺。塩二升。酒、米各一斗。

鰻、鰹、海藻各三斤。篭 一精。1曇籠一藤。競霧㍗藩希二段。
こ も きは だ は んもめん

食薦二 枚。黄 漿五斤 。安芸木綿 三両 。凡木綿 、麻各 一斤。

鍬ニロ。稲 二束。夫二人。J(略)「 率供奉諸司。就膜所行事。

斎王倒幕 臨流而膜。神祇官 中臣進麻。宮主読祓詞。」(略)と

ある。

『貞観儀式』 の斎王御喫 の条 りに、(略)「斎 王巳倒幕 臨流

而喫 。神祇 官 中臣棒 進麻授 院司。 院司転取付 宣 旨供之言乞。

返授 院司、院司授 中臣、 中臣受之授 宮主。宮主 受之棒 持読

祓詞。」(略)と ある。 また 「右毎年十 一・月上卯 日鶏鳴。斎 王 図2「 齋院河原屋圖」

『後二條師通記』寛治七(1093)年 四月潔斎
。 遥拝奉幣於神社 。」(略)と あるのは、賀茂臨時祭、相 十

二 日、斎院御喫の条 りの、附図。

嘗祭の斎王 鴨社 遥拝の こ とである。 遥拝 に際 して も解 除が
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行 なわれたこ とを記 している。

む む

関白賀茂詣の解除は、どうであろうか。『執政所抄』に、(略)「中申日。御賀茂詣定事。恒例大

事也。」(略)「前三ヶ日被行御祓。下家司一人調備尾幌具候之。当日早旦御祓之後、御出於弘庇、
ついじゆう

御覧神宝。」(略)「下御社御祓戸軽握、」(略)「供御祓具。御料一前居士高杯。次公卿衝重。御幣

神宝神馬引列畢。陰陽史着円座。掃部寮敷之。次土瓶役下家司俊清。御祓畢。」(略)とある。「土
ひろびさし

瓶」 とあるのは、息を吐く土器の壼のことである。関白賀茂詣の場合は、「弘庇」 とあるように、

御所の出で立ちの時と、「下御社御祓戸軽握、」すなわち、鴨川の解除御所 と二度にわたって行な

われている。

賀茂祭の解除は、『貞観儀式』賀茂祭警固儀の条 り、(略)「内侍巳下与使等共向内蔵寮。於庁事

前、解除。」 と、ある。前出の関白賀茂詣 と同様 に、出で立ちの時、内蔵寮の庁舎で行なわれ、

さらに鴨川の解除御所において解除をされていた。『延喜儀式』逸文 「鴨脚秀文文書」所引に、

(略)「祭日巳一克。奉幣使等就内侍奉蓼社状。」(略)「内侍巳下与使等共向内蔵寮。於庁事前、解

除。Jとあるのもそれである。
む ユ

『鴨年中行事』に、「酉日葵祭也。」(略)「三日膜斎前夜参籠也。朝廷之儀式畢近衛使参向当社。」

(略)「次一・之鳥居ヨリ下馬次手水次祓握ニテ解除。」(略)「次御撫物奉納。」(略)「翌日御撫物返物。

但時依御所日異也。」(略)と、ある。この資料に記録のある賀茂祭は、文亀二(1502)年 四月十九日

の賀茂祭 を最後 に応仁 ・文明の乱のため中絶 したのを、元禄七(1694)年 四月十八 日再興 された。

その当時の記録が基となっている。文亀までの賀茂祭解除は、鴨川の解除御所で行なわれていた

が、乱の兵火により解除御所が焼亡 したので、元禄七年、賀茂祭再興時には 「次一・之鳥居ヨリ下

馬次手水次祓握ニテ解除。J(図4-1)と 、南口鳥居の西脇に臨時に設けられた握の解除所において

行なわれた。そうして、「御撫物奉納。」とあるのは、直ちに朝廷へ人形が届けられ、翌 日あるい

は数日後、自ら解除された人形が朝廷から鴨社へ戻されるのであった。

賀茂臨時祭解除は、『蔵人式』逸文 「政事要略」所引に、(略)「時刻出御。内蔵寮奉御蹟物。蔵

人自侍伝取供之。次使及宮主、 自仙華門参入着座。次舞人牽御馬。自北廊東戸参入。御祓畢。」

(略)「次撒御贈物。」(略)とある。基本的に解除の構成は、賀茂祭 ・臨時祭 ・相嘗祭等の官祭に関

しては、勅使 として出で立つ前、御所内での解除と、鴨社に到着 し、鴨川の解除御所での解除の

二重構成になっていた。さらに、御贈物が同時に朝廷に届けられた。人形の御撫物が行なわれた

後、鴨社へ戻 されていた。

お 　

次いで、古代 か ら鴨社で はどの ように御祓の祭祀が行 なわれて きたのか、『神 道伝 書』 と称 す

る口伝書 をみてみ よう。 くだんの口伝書は 「大清祓 之傳記」 として伝 えられている。 また注書が

あ って 「只、清 祓 トイウベ シ。 シカシ常 ノ清祓式 トマ ギ レヌ ヨウニ大 ノ字 ヲクワフル也 。」 とあ

る。

「前ノ 日、職官位姓名家 ノ掃 除ヲシ庭 ヲハ キ、サテ械気不浄触 来ノナキヤウニ敬 ムヘ シ。当 日、

庭上 二食薦 ヲシカシメ高案 ヲモウク。此 高案 ハ神座 トス。其高案 ノ上二榊毫 ヲ置。榊墓ナ クハ不

苦。 シカシ別二神体 ヲコシラユ ルコ トナク榊勧請 ニテ其榊 ヲ神座 ノ高案 ノ傍 二置 コ トナ レ ドモ其
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榊 ヲ見 ネハ 、折 ル ニカ ナキ ノ ヨシ申シ傳 ヘ テ榊 毫 ヲ設 ケ

けいひつ

警曄 ノ榊 ヲ立置 コ ト也。御飯墓 一脚高案 ノ前 二置 ク。但 、

大 ノ幣十二本。此 御飯毫 ノ上 カラ高案 ニモ タシカクル也。

小 ノ幣十二本ハ食薦 ノ上 カラ此御飯毫ニ ヨセ カクル也。御

飯墓ハ幣 ヲ供 ズル案也 。又御飯憂一・脚。是ハ神供備進 ノ毫

也。皆以 テ檜 木ニテ調 フ。何 モ白木也。

清祓 串一本。是ハ斎 王、権 官ノ身ノ清祓 二用ユ。但、一

座祓 ノ幣ニテモ太麻ニテモ用 ユ。何 レヲ用 ヒテモ クルシカ

ラザル コ ト也。

警躁 ノ榊一本。常 ノ清祓式 ノゴ トシ。

神供四膳。御酒。銚 子 ヲ用ユ也。

御菓子 四膳。各 四方 ヲ用ユル也。但、高杯ニモ リ高圷 一

毫ニ テモ不苦也。」

以 上が 祭祀 が 行 な われ る場 所 の設 営 で あ る。 続 いて 、
うね め

「采女見神供式」 とい うのが行 なわれ る。「采女」 とは、鴨
いむこのめ ぞ う し め

社独 自の制 で忌子女 、雑仕女 と称す る御祓や御供 え等 を奉

仕す る女性神官の ことであ る。図3の 手前が忌子女 である。

「大幣十二本。幣串 篠竹ヲ用ユ 長三尺、是ハ案上二供 ス。

天神 ノ幣也。

小幣十二本。幣串 同断 是一尺二寸、是 ハ案下 二供 フ。

地祇 ノ幣也。案ニ ヨセ カケ立 ツル也 。近代多 クハ幣 台 ヲ ト

トノヘテ立 ッル也 。」以下 に この ことの 口伝 として説 いて

いる。

あめのいわと おしひらきてきこしめし

「天神地祇二幣ヲ奉ルハ天津神ハ天磐戸 ヲ押開所聞食。
たかやまひきやま い ほ り

国津神ハ高山短山ノ伊保利ヲ掻別テ、祓ヒ申シ清メ申ス事

図3「 樹下神事」 酒井包一画

御幣を捧持するのは預太夫。正官神官)。

忌子 女(手 前 の童)。 座 前 には斎 串

を立て、散米、切麻がみえる。

御手洗川(あ るいは奈良の小川の場合 も

ある)の流れに面し、樹下に坐して神事

が行われていた。御膜の図とも呼ば

れている。

ヲ聞食玉 ヒテ、諸 ノ不吉 ノ事 ヲハ他方へ退 ケ、若愚意ニ シテ犯 セラ レン トコロノ不信僻 怠不 浄ノ

答崇 アランヲハ神直 日大直 日二見直 シ聞直 シマ シテ、某姓名 ヲ平安静諦ナ ラシメ玉ヘ トノ祈祷也。

十 二本 ツツ用ユルハ十二支 ノ意ニテ四方四隅マ ン丸二、八百万 ノ神 達へ残 リナ ク奉 ル ノ意也。

是口伝也。 ヨク心得 アルベ シ。」 とあ る。

次が 「大清祓 之式」であ る。
そんき ょ

「先 斎主出仕。次 権官、祓串ヲ持進。斎主ノ身ヲハラフ。其儀先ヅ権官ハ斎主ノ前二鱒据

シテ小揖シ左右左 ト祓フ。此時、祓ノ歌三返。又小揖 シ退ク。 次 斎主中央ノ座二着 ク。次

権官斎主ノ後ノ座二着ク。次 権官警躁ノ榊 ヲ持進。斎主二授ク。斎主榊ヲ握テ再拝シテ平伏。

神号 ヲ唱へ警曄三声。又再拝。此時、神奉招祷。
せ お りつ ひ め はやあきっひめ いぶ きどぬ し は や さ す ら ひ め

瀬織津姫。速秋津姫。伊吹戸主。速左須良比姫。此四神ハ中臣祓二伝 フ。皆傳アル神ナリ。
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第1節 泉1出 土の人形代について

図4-1賀 茂祭図 図4-2衝 重と解縄 ・散米

元禄七(1694)年 四月十八 日、約200図4-1の 左下 「衝重」には、解縄(左 ね

年ぶ りに再興 された賀茂祭(葵 祭)じ)(右 ねじ)二筋を土器に入れる。散米

に際 して勅使解除の祓物について鴨(切 麻と玄米 を混ぜ合わせた もの)を 置
きん

社公文所司林康満の記録 く。衝重は、唐織あるいは錦の衿(敷 物

のこと)の上に置く。

次 権官清祓机 ヲ斎主ノ

前二置テ退ク。次 斎主
しゃく

一揖 シ、笏 ヲ右 ノ芳 二置

キ清祓 串ヲ取テ左右左 ト

祓 ヒ、(略)次 二切麻、散

米、又御祓串 ヲ取 テ左右

左 ト祓 フベ シ。 次 摂

掌。拍手ニ ッ。笏 ヲ取 テ

ー揖 。 次 権 官撤祓机 。

次 神供 ヲ献ス。権官伝

供。次 神供祝 詞、拍手

ニ ツ。一揖。 次 奉 幣。

先 大 幣十 二本 ヲ握 ル。

両 段 再 拝 シテ権 官 二渡

ス。(略)次 権官幣 ヲ持

進テ、案上 二立ル。幣使返申ノ式、如常。小幣十二本 ヲ握 ル。両段 再拝 シテ幣 ヲ権官二渡ス。権

官幣 ヲ持進テ、案下二立 ル。返 申ノ式、如常。 次 一揖、拍手ニ ッ、摂掌。三種大祓八十座。

祈祷、拍手ニ ツ。一揖。 次 権官祝詞 挟文状 持来。次 斎主祝文 ヲ笏二取副、再拝 シテ読之。

読曄。又再拝。(略)祝 詞(略)。 次 祝文 ヲ権官 二撤 ス。次 摂掌。拍手ニ ッ。 次 御 幣、神供

ヲ撤ス。次 斎主榊 ヲ取テ再 拝。警曄三声 。又再拝。此時、祓四神奉 送也。榊 ヲ左ニ ワキ狭 テ拍

手ニ ッ。次 榊 ヲ権官 二渡ス。 此榊ハ大川へ流サスベシ。 次 退座。」 とある。

みあがもの ついじゅう ときなわ

これら資料の記述からみると、官祭の解除の御順物は、衝重(折敷高杯 ともいう)に解縄、散米

(図4-2)を 置 く。人形、斎串あるいは、麻斎串は案に置かれる。この設定は、解除と御祓が併用

して行なわれていたからである。このときの人形は、銀人である。今日まで賀茂祭等官祭の解除に

はこの形態が伝承されている。木製の人形は、官制祭祀以外の祈願に用いられることの方が多い。

人形を大別するとこの2種 に分けることができる。また古代か ら氏神の祭祀は、人形を用いる

例は少なく斎串、麻斎串あるいはどちらか一方のみが多い。「御幣」は、御祓具ではなく 「大清

祓」にある 「天神ノ幣」「国神ノ幣」の様に神霊の宿る御幣である。

また例えば、賀茂臨時祭解除について、先に引用 した 「蔵人式』逸文のほかに 『宇多天皇御記』
こう あ ヨ

には、御幣 「三裏 」(裏 は、かたちの意味)と ある。『西 宮記』(賀茂 臨時祭条)に は、 「延喜二十一

年、御幣六裏、東西机各置三裏 、(略)、 御膜 了、使就机辺棒幣、即奉拝之惣三↑ 云々、」 とある。

要約する と、「賀茂臨時祭 に出御 があって、内蔵 寮の奉 る御順物 を蔵 人が侍 臣か ら受け所役す る。
とおつら

御1喫が畢ると宮主、十列(武官のこと)が退出し、御順物 も撤する。次に使が奉持する御幣に御拝

が行なわれる。次に使が御幣を奉持 して退出すると、入御される」 ということである。この時の
よりしろ

「御幣」は遥拝の依代の御幣である。
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2解 除御 所

『延喜式』初齋院の条 りに 「為初齋院。即先臨川頭。祓膜乃入。」 と時子内親王の初齋院の
ごけい

御膜 を記 してい る。 『類聚国史』 には、「天長八(831)年 十二 月九 日、為前賀茂 内親 王相替祓干鴨

川。」 とあ る。 この時の内親王 は 『齋院記』 に、 「天長十(833)年 三月二 十六 日、高子 内親王、 ト

お ヨ

定。」 とあ り、 「続 日本後紀』には、 この時 よ り、鴨川畔 を御膜所 と制定せ られた とある。糺 の森
かんだち 註14

の西方、神舘御所 と鴨社神宮寺西塔 との間に解除所が設けられていたことが、『鴨社古図』(図5)

や 『社記』にもみえ所在地は、明かとなっている。 しかし、解除 という古代からの御祓の性格上

特定の殿舎はなく、斎王の御礫など必要に応じて臨時的に幅舎などが造営されていた。供奉の諸

官は、隣接の神舘御所の殿舎が併用されていた。

「天永二(lll1)年 四月十 日、鴨社解除御所建立。」 との記述が 『中右記』にある。この頃にな

ると常設の殿舎が造営され、解除御所が成立している。ちょうど、天永元年四月二十七日に第四

　お

回、下鴨神社式年遷宮が斎行され、神舘御所に並行 して鴨川辺に建立されたものと思われる。

『古事記』崇神天皇の条 りに 「河瀬神」 との記述がある。また同じく景行天皇の条 りにも 「河

神」とある。『日本書紀』には仁徳天皇紀に 「河伯」(河神)とあり、川を神の鎮まる処としている。

川の流れや水の恩恵に対す 一'一一,

る特別な信仰が発生 し、神

社の成立へ展開する起因と

もなった。

水には、様々な強力 な力

がある。それを人々は霊力

とも云っている。物事 を清

浄にし、浄化する力のほか、

万物 を生成、育成 させ るな

ど優 れた力は数限 りない。

その神秘的な威力に古代の

人達は、神観念を見い出 し

ていたのである。鴨社の神

道説は、水が地中から湧き

出して くる、生 まれたばか
あ れ

りの 自然 よ り 「御生」 る威

力 に よって、新 たな生 命 一

強力 な力 を得 る、 と考 えて

みあ れ

いたのである。その 「御生」

に臨場 して人形代 に威 力 を

息吹 くのであった。

{:灘1
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図5『 鴨社古図』

この絵図は、第八回、建仁元(1201)年 十二月十 日、式年遷宮のため元暦

元(1184)年 あるいは、建久七(1196)年 に描かれたとみられる原図を鎌倉

時代に書写 したとされている。中央左の鳥居が解除御所。
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第1節 泉1出 土の人形代について

3人 形代

一般に人形といえば大祓である。人形を人の身代わりとして、一撫一吐 し稜れや疫疾 を祓やる

ことで知 られている。その意味もあって人形代 と呼ばれているが、一般的には略して人形 と称 し

ている。その大祓の起源は、『古事記』によると仲哀天皇崩御の条 り、『日本書紀』天武天皇五年

八月辛亥(十六日)条りの 「大解除」であろう。『令集解』諸国大祓の条 りの 「古記」と天武天皇五
　お

年の条 りの祓物 とを比較検証 された熊谷保孝氏 は、類似 してい るので 『神祇令』 の法源 として指

摘 されている。従 って、 『大宝令』 の頃には制 度化 されていたのであろ う。古代 中国に起 源 をみ

る人形が信仰や文化 と共 に我が国に渡来 し祭祀 に登場す るのは、 この頃か らとみ られる。

『延喜式 』倦 一一、神祇一 四時祭式上)に 「六月晦 日大祓 金銀 人像二枚」 とある。 また倦二、神祇二

四時祭式下)「毎 月晦 日御麻 鉄人像 四枚」。倦三、神祇三 臨時祭式)「八十 島神祭 金銀人像各三十

枚」。(巻四、神祇四 伊勢太神宮式)「鋤鍬 柄採祭 鉄 人像八 十枚」。倦 五、神祇五 斎宮式)「河頭祓 祭

鉄人像二枚」等 々の記述がある。

また 『延喜式』 の木工寮式には、人形 の形状 などが記 されている。 「金銀人像一枚 、長一尺 広一

寸」 ・ 「木 人像 、長八寸 広八分、其面飾以金銀」 と、大 きさや製造過 程が記 されている。 記述 には、

「人像」 ・ 「偶像」 とあ るが 「ひ とが た」 と読んでお り、 「大祓」 を始 め四時祭の解除に用 いる人

お フ

形である。このあたりの検証は、泉 武氏が実に詳しくしておられるので、そのままをお借 りす

る。

人形の製作は木工寮式によると金属製の人形は鉄が素材 となり、その上に種々の加工を施 した

ようである。四時祭式大祓では 「金銀塗人像」とあ り、木工寮式では 「押金銀薄」 とあることな

どから素材に金銀を塗るものと、薄(箔)を 貼 り付ける二種類の方法があったようである。木工寮

式の年料には練金一両、銀二両と金薄一四四〇枚、銀薄一四四〇枚を挙げてお り、人形一枚につ

き三枚の薄を必要とした。木を素材とした場合は 「其面飾以金銀」 とあり、ここでも鉄素材と同

図6賀 茂御祖神社解除の銀人

『延喜式』に 「銀薄」を貼る、 と

ある製法の人形。元禄七年、賀

茂祭再興当時の人形。

図7賀 茂御祖神社解除の銀人

江戸時代末期に製作 された 「銀薄」

銀人の人形。
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図8賀 茂御祖神社解除の銀人

『延喜式』製法、銀を塗った人形。

明治十七(1884)年 、賀茂祭再興時

の人形。
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じように練金銀に よって製作 された もの とみ られ る。 この ようにみて くると金銀の使用 は人形に

必要不可欠であった とみ られる。 と、報告 されている。

現在 なお 人形 の伴 う神事 は鴨社 で行 なわれて いる。(図6)は 、賀茂 祭が乱 に よ り、文亀 二
まヒに まヒリ

(1502)年 に中絶 した後、元禄七(1694)年 四月十八 日再興 された頃の銀人 として伝 えられている も

ので ある。長 さ8cm、 幅6cm、 厚 さ0.3cm。 厚紙 に型圧 しして銀薄 を貼 った ものであ る。(図

7)は 、江戸時代末期の官祭解除の薄を貼 った人形である。前記 した銀 を塗 った方の木工寮式の製

法であ る(図8)は 、製法 ・大 きさな どはほぼ同 じなが ら、銀 を塗 った もので、明治初年、祭祀改

正以降 に用い られていた銀人である。 いずれ も先 に引用 した 『延喜式』に規 定をみるの と変 わ り

ない。 これ以外 に木製の人形が ある(図9)。 長 さ10.4cm、 幅9.2cm、 厚 さ0.8cm。 ただ し人体 を

模造 した人形ではな く、装束 を着けた姿 であ り、用途が限 られた氏神祭祀の特 別の儀式用ではな

かったか。いずれ も、先 の 『延喜式』に定めのある寸法 とはかな り相違があ るが、近世官祭の解

除に用 い られていた。(図10)は 、賀茂別雷神社 の人形(7cm×3cm)。(図11)は 、春 日大社 の人形

(10cm×5.5cm)。 同 じ官祭であって もこの二社 の場合 『延喜式』の製法 とはかな り異 なった独 自の

様 式を継承 されている。

ここで全 国で実施 されている発掘調査の成果 をみてみ よう。水 の湧 き出る ところを神 聖化 して

祭祀の場所 と した古代 の遺跡が数多 く報告 され ている。

律令国家祭祀 として制定 された大祓や官祭の解 除、 あるい は神祇信仰 と道教信仰 との混在す る

御祓 と称 する祭祀が井戸や湧出地、泉の流れの側で行 なわれていた ことが、出土する土馬や人形、

斎 串、剣、鏡 な どの祭祀遺物 に よって推測 させ ている。井泉 の神霊 の力 に よって更なる湧 出や、
ほうさい

様々な祈願成就を込めて行なわれた祭祀儀礼への奉納の神宝であ り、奉養の祭具であった。
　れ

これらと共に出土する木製の人形については、金子裕之氏の論考がある。それによると平城宮

壬生門の調査で判明した祓には、複数の人形を組み合わせ、他界に送るため馬形や鳥形、斎串な

ど木製模造品類 を用いていた、 との報告がある。また、山形県俵田遺跡から出土した祭祀遺物に

/

ノ

図9木 製人形

賀茂御祖神社氏神の神事の人形。

図10木 製人形 図11木 製人形

賀茂別雷神社官祭解除の 春日大社官祭解除の人形。

人形。桧製。 黄葉製。
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第1節 泉1出 土の人形代について

表1京 都市域、人形及び斎串出土主要遺跡一覧表

番号 遺跡名 ・住所 出土遺物の概要 寸 法(crn) 報告書名

水垂遺跡 長 岡京左京六 ・ 長岡京期の川跡か ら人形12点 長 さ19.0以 下 か ら78.0以 上 『水垂遺跡 長 岡京左京六 ・七条三坊』京

七条三坊 出土。全身に黒点が描かれ の も の あ り。 都市埋蔵文化財研究所調査報告第17冊
1
(伏見 区淀水垂町他) た、萢瘡の羅患者の祈願 と思 財団法人京都市埋蔵文化財研究所1998

われ るもの もある。 年

平安京右京八条二坊二町 溝な どか ら人形7点 。写実 残 存 部 の長 さ は、12.0～ 「平安京右京八条二坊」 『京都市埋蔵文化

2 (下京 区西七条石井町 的。9世 紀 前 半 。 35.0。 財調査概要昭和60年度 財団法人京都市

京都市立七条小学校) 埋蔵文化財研究所1988年

平安京左京七条一坊十三町 井戸 から烏帽子 を冠った男性 人 形 は 、 長 さ12.7、 幅 『左京七条一坊十三町 平安京東市外町の

3
像(杉 材)の人形1点 、斎串3 2.2、 厚 さ0.1。 調査』京都平安学園平安 中 ・高等学校

点(檜木材)出土。9世 紀中 斎 串 は 、 長 さ10.0～15.0、 1985年

頃 。 幅1.5～2.0、 厚 さ0.1。

平安京左京八条三坊二町 溝か ら人形3点 。頭部のみ、 未製品の1点 は、残存長 『平安京左京八条三坊二 町一第2次 調査一』

(下京区西洞 院通塩小路上 る 脚部のみと、未製品が出土。 13.8、 幅2.8、 厚 さ0.4。 平安京跡研究調査報告第16輯 財団法人
4
東塩小路町) 同 じ溝から斎 串4点 も出土。 ほぼ完存する斎串は、長 さ 古 代学協会1985年

人 形 ・斎 串共 に9～10世 紀 。
20.3、 幅1.2、 厚 さ0.15。

中久世遺跡 川跡か ら人形7点 が、削 りか ほぼ完存する1点 は、長 さ 『平安京跡襲掘資料選』 財団法人京都市

5 (南区久世殿城 町) け、墨書 人面土器 と共 に出 19.0、 幅2.0、 厚 さ0.15。 埋蔵文化財研究所1980年

土 。9世 紀 前 半 。

中臣遺跡 井戸か ら人形及び削 りか け9 完存品数点あ り。長さ16.6 『中臣遺跡 一文化庁国庫補助による発掘調

6 (山科区勧修寺西金ヶ崎町) 点出土。9世 紀後半 ～10世 紀 ～26 .0、 幅1.5～2.5、 厚 さ 査の概要一』財 団法人京都市埋蔵文化財研

前 半 。 0.2～0.3。 究所1977年

平安京右京三条二坊十六町 泉か ら写実的な人形が1点 出 長 さ65.0以 上 、幅7.0、 厚 本報告書
7
(中京区西 ノ京東中合町) 土 。10世 紀 前 半 。 さ0.4。

平安京左京 四条一坊五 ・六 井戸か ら人形(立像)1点 出 立像 は、 高 さ14.5、 幅 『平安京跡発掘調査報告書 左京四条一

町 土。胸部に 「秋野方」 の墨 3.0。 坊』平安京調査会1975年

(中京区壬生坊城町) 書 。9世 紀 前 半 。

また、井戸 溝 か ら平安時代の 人形 は、 長 さ11.9、 幅

人形1点 。平安時代末期 の墨 2.4、 厚 さ0.2。

書人面木札3点 出土。 木札 は 、長 さ13.5～14.1、
8

幅0.6～0.9、 厚 さ0.1～

0.2。

この他、鎌倉時代の人形1点 、 一

同座像1点 出土。 斎 串 は 、15.0～24.1、 幅

井戸か ら9世 紀前半の斎串10 2.2～2.7、 厚 さ0.15～

点出土。 0.2。

平安京左京九条二坊十三町 溝から人形及び斎 串が出土。 一 「平安京左京九条二坊」 『京都市埋蔵文化

(南区西 九条春 日町) 9世 紀後半～10世 紀初頭。 財調査概要』昭和59年 度 財 団法人京都

9 桃山時代から江戸時代の御土 　 市埋蔵文化財研究所1987年

居の堀から人形が舟形等と共

に 出土 。

基づ く復元 を試み られた。

平安京はどうであったろうか。手元にある発掘調査報告書 ・概要を基にして、井戸あるいは溝

などから出土 した資料をみてみよう(表1)。

官祭解除の御祓具人形は、資料が示す限 り銀人が用いられている。1・2の 出土例は、道教的

色合いの濃い儀礼 を思わせている。特に斎串が伴わない例として、道教的信仰の祭祀儀礼 を物語

るのではなかろうか。

7の 、右京三条二坊十六町(本報告)は、池跡から出土 した土器に 「齋宮」「齋雑所」 などの墨書

があり、「斎宮」に ト定 された皇女の居館 と考えられる遺跡である。同遺跡の泉跡か ら出土 した

人形代(原色図版8)は 、他の遺跡出土の人形代と比較 して特に長大である。 しかも今のところ出

土例が1点 ということ、他に御蹟物 と思われるものが出土していないことなどをみると、この場

所で祭祀が伴う人形 とは考えにくい。特別に行なわれた儀礼または、『蔵人式』逸文 「政事要略」、

『鴨年中行事』の記録にあるように官祭解除に際して 「御撫物」 として館 に届けられたものを儀

礼の後、湧泉へ鎮められたのではないか とも考えたい。報告書 中には 「紙あるいは布で衣服を造

り飾 り付けた可能性 もある。」 と報告されているところをみれば、人形代 を超越して神像そのも

のではなかったか とも考える。あるいは、10世 紀半ばとなれば 「鴨人形」の例があるように、人
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付 章

形代の一類は、「ニンギョウJへ と展開していくその過程を示す遺物ではなかったか。

いま一つは、同書では大型の人形代を女人像 と考えている節がある。しかし、どう見ても女性

像 とはみえない。衣紋は10世紀中頃までの男性の朝服、あるいは上級官吏の礼服姿ではあるまい
びんそぎ

か。冠は、礼冠ではなかろうか。 また顔の両側の髪様のものを髪除と解釈された結果、女性像 と
ゆうかず ら

されたので はないか と思 うが、 これは木綿翼ではないか と思われてな らない。
ししこま

神社の獅狛は、雄雌のない想像上の動物 とされている。また仏像 も性を超えた存在であるよう

に、現実から遊離 した次元を表現しているのではなかろうか。さらに最 も特徴的な点は、口も鼻

も二重に描かれていることである。1の 水垂遺跡の出土例が示 しているように、人形代の全身に

黒点を付け庖瘡の治癒を祈願 したと思われる人形 と同様に、この人形代も内面の心の病、あるい

は思い悩んでいる様 を顕そうとしたのではなかろうか。もっと素直にみれば、言霊信仰に基づ く

祈願ではなかったか。

古代、無文字時代の人間相互の意志の伝達方法は、言葉や擬音、身振 りなどであったことは想

像 に難 くない。神祇信仰の時代は、自然のモノ、動 く全てのモノに魂が宿 り、超自然の力の存在

を認めていた。やがて自然現象の神々は、 日の神 となって自然の神々の中心的存在となる。鴨社

の神道説が口伝するのは、自然神に象徴 される稲魂 ・船魂 ・木魂 ・人魂 ・国魂などの様に、見る
いざなぎのみこと いざなみのみこと

こ とや触 れることので きる具体 的 な神 々がやがて伊弊諾尊、伊葬美尊 とい う人格神 か ら
あめのみなかぬしのみこと たかみむすびのみこと

天御中主尊、高産霊尊という抽象神が顕れ、具体から抽象へ と思惟が展開する様を表 している。

言語機能の面においても、魂 ・霊 ・日など言葉に神秘的な観念の働きがあることを感じていた。

言葉の機能には、呪歌 ・呪文 ・呪詞など呪力的信仰が言葉の神格化と共に様々な習俗を生むこと

になる。それは社会のどの階層にも大きく影響を及ぼしている。
うかのみたま

タマ→魂 ・玉 ・霊 は、宇賀霊の様 に言葉や事物 に内在す る霊力 のこ とをい ってい る。 またムス

あ れ ひ ご ひ め

→産 ・成 は、生産 ・生成 の根源 となる生命 を生 み出す力 「御生」。 ヒ→ 日子 ・日女 は、 その 自然

を超 えた機能 を顕す、 といってい る。

史料 によると、文武天皇六年十二月、国家 的儀礼 として大祓 が制 定化 され たことによ り 『古事
ふ との り と ご と ほ ぎ ま を し ひろきあつき。たたえごとのみまおさむ。いまだかくのことのうるわしきことあらず

記』に 「布刀詔戸言禰 白」、『日本書紀』には 「広厚。称辞祈啓突。未有若言之麗美也。」 また
いいつて く そら

『万葉集』巻五の山上憶良 「好去好来歌」(894)に 「神代 より 言伝て来 らく 虚みつ 倭の國は
すめらぎ いつく

皇神の 嚴 しき國 言霊の幸はふ國と 語 り継 ぎ 言ひ継がひけり 今の世の 人も悉 目の前に 見た

り 知 りた り」 とある。言葉に特別な霊威がある存在 として古代から口承、継承されてきた大祓

詞が 『延喜式』祝詞に成文化 されている。祓詞に古 くから知 られているのに中臣祓のほか、最要

祓、最上祓、三種大祓、六根清浄祓、身曽貴ノ大祓、一切成就祓、十種 ノ神宝を八部の祓 と呼ば

れている。平安時代から百度祓、千度祓、万度祓と称 してこれらを繰 り返し繰 り返 し暗諦 してき

た。まさに言霊信仰の故である。

こうした時代背景があって人形に秘められた祈願は、都の人口増加に伴い繁雑極わまる社会現

象 を生み出した。動乱、政争等々、都人の苦悩は増えたはずである。その苦しみは、具体的なも

のか ら抽象的 ・内面的なものへと展開したのであった。その苦悩 を託された人形は、やがて消長
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第1節 泉1出 土の人形代について

する運命を辿る過程の人形代ではなかったかと思われてならない。

4斎 串

全国各地の遺跡か ら多量に出土する斎串について、専門的な研究は緒に着いたばか りである。
　　　

唯一先行 されてい るのは黒崎 直氏がお られ る。氏 に よる と、斎 串の初現は、六世紀半 ば頃、平

城宮西方官衙 地区の井戸か ら出土 した斎串。平城京左京二条二坊六坪の建物柱穴 よ り出土の もの。

平城宮大膳職地 区の井戸お よび、西隆寺跡 の井戸出土の斎 串が最 も古 い例であろ う、 とされてい

る。 しか し、起源 は、古墳 時代 に まで遡 る とも述べ られている。 また、7世 紀末か ら9世 紀 の間

に出土が集 中 してい るとも記述 されている。

『万葉集』巻 十三 長歌(3227)の 反歌(3229)に 「斎 串立て 御神 酒坐え奉 る 神主部の髪 華の

玉陰 見れば 羨 しも」 とあるなど、・文献 上の史料 に も散見す る。各 遺跡 の発掘調査報告書に よ

る と、形状 はほ とん ど一定 してい る。幅2.0～2.5cm、 長 さ20～30cm程 の薄板 の両端 を山形 に削っ

て、一端 は土 に刺 した と思われ るの と、 「切 りか け」 とか 「削 りかけ」 と称 されてい るの は上 に

なる方 の先端 部分 を2段 、3段 に切 り込み を入 れた もの、 あるいは薄板 の両 側の4～6箇 所程、

ササク レ状 の削 りを入れた ものな ど多彩 であ る。両側 の削 りは、紙垂 に通ず るのではないか。 ま
　お

た平安京から出土の斎串と三重県明和町の史跡斎宮跡第90次発掘調査で検出した平安時代n期 の

井戸出土の斎串とは、形状がほぼ同じ様である。従って、その祭祀は同様の形式ではなかったか

と思われる。

斎串を土に突き立てたであろうと思われることに諸説がある。それについて、黒崎 直氏の論

証を中心に取 りまとめてみよう。

(1)聖 域 として区画したとみ られるとの説。
あはなち みぞうめ ひはなち しきまき くしさし いけはぎ さかはぎ くそへ

大祓詞の中で 「天津罪」 と称して 「畔放、溝埋、樋放、頻蒔、串刺、生剥、逆剥、尿戸」

と罪の内容を挙げ、これを犯さぬ区域。禁足地など聖域や用益権などを示す区画 とした。

(2)神 への捧げ物のしるしとする説。

『出雲風土記』意宇郡の条 りに、語部臣猪麻呂が娘を殺したワニを成敗すべ く神助を請い

願った結果、本懐が果たせた。その後にワニを裂いて串に掛け、感謝の供え物 とした例。
よりしろ

(3)降 神の依代 とす る説。
　ム

『延喜式』「挿幣吊木」。長野県箕輪遺跡の例。

(4)御 贈物の料とする説。

御祓具。

(5)鉾 の形状 とする説。
　あ

静岡県伊場遺跡の例。

諸説を取 りまとめると以上 となる。 しかし本稿で取 り上げたいのは、9世 紀頃平安京の遺跡か

らの出土例によって、斎串の伴う祭祀儀礼について考察をこころみたいのである。

ところが各遺跡の発掘調査報告書には、出土する斎串を 「削 りかけ」 とか 「木片」あるいは、

「挿幣吊木」など様 々に呼ばれているのみで祭祀については、推 し計るよりない。また出土する
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付 章

状況 も人形 と斎串が共なう場合 と斎串のみの出土

例がある。ということは、必ず しも人形 と斎串が

セットとなった祭祀 とはいいきれない。多 くの人

形に関わる祭祀儀礼は道教的信仰 による場合が多

い。鴨社の例 をみて も官祭の解除は、人形 ・斎

串 ・解縄 ・切麻が解除具である。氏神の樹下神事

の御祓は、斎串と幣である。従って、御祓の儀礼

の構成が根本か ら異なっている。

例えば、1.に 掲げた 「聖域」 として区画する
まお

場合は、通例ならば瑞擁である。鴨社 『社記』に

「崇神天皇七年、賜瑞籠築造。」 とある。この記述
か ん な び

春の祭 りは鴨。秋は雑がモ ミジ ・ナラノキなどの

枝に垂 りさげ、本殿御扉の脇に立て掛けられる。

社殿が成立する以前の古代祭祀の遺制。

は、神奈備の神域中にさらに禁足地を区画 した例である。石上神宮禁足地等々例は多い。2.
あ れ

「捧 げ物のしるし」説 は、伴 信友 『瀬見の小川』「阿礼 と言へるものは」 と述べている条 りに
は く

「竿の先に布吊」を下げる竿を、はたして斎串と呼ぶべ きか。例えば、鴨社の場合は(図12)の 様に

カモかキジを枝に掛けて御供えする。枝はナラノキなど常緑樹 もある。モ ミジの様に落葉樹 もあ
いわくら

る。イネは、瑞籠に掛ける。棒状の木に鳥を括って挟むか吊るす。古代、磐坐の周 りにそのよう
かけどり

な形式の御供えをした遺制を、鴨社の場合は 「懸鳥」 と称 している。

3.神 の 「依代」説 とするのはどうであろうか。無社殿神時代は、神地あるいは、磐坐そのも

のが神の鎮まる処であったか らこれも当たらないのではないか。「挿幣吊木」 とするのは、鴨社

の 「大清祓」 にある幣に当たるであろう。斎串の出土例が井戸ばかりではなく柱穴跡か らもみ ら

れるので4.は 「御蹟物」 とすべ きではなかろうか。鴨社の神道説を背景とする 「大清祓」の様

図13賀 茂御祖神社斎串 図14賀 茂御祖神社

麻斎串

図15賀 茂別雷神社

斎串

桧製。

長 さ34.7cm
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紙垂を付けたもの。
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第1節 泉出土の人形代について

に御祓の祓具 と解すべ きであ ろう。

鴨社 の斎 串の形状 は、紙 垂 を付 けた もの(図131長 さ25.6cm、 幅0.9c皿、厚 さ0.8cm。 紙垂10.5

cm、　麻10.5cm)と 、麻斎 串(図14:長 さ25.8cm、 幅0.9cm、 厚 さ0.7cm。 串に6巻 す る巻紙 垂、麻 の

葉 を串 に挟 む様式 を用 いる)の 、二種 に分 けるこ とがで きる。

いず れ も檜木材 で、平安京 出土の もの と長 さはほぼ同 じであ る。 また平 安京 出土 の ものは、薄

い板状 になっているのが、鴨社 は名 の通 り串になってい るのが大 きな違 いであろうか。

また官祭の解 除 と樹下神事の御祓 をまとめる と次 のようになる。

官祭解 除(作 法 の順 に従い記述)
なかとみのことば

解縄 左ねり一筋 ・右ね り一筋 中臣詞奏上中に[下 津磐根 仁 宮柱太敷立 ・高天原 禰 千木

高知 底 皇孫 乃美頭 乃御舎仕奉]の 条 り中 ・点の時、作法を起こす。

人形 中臣詞[天 津祝詞 乃 太祝詞事 於 宣 礼 ・]身 体の左側から右へと一撫 し、中心へ戻 し

て息を一吹する。
ゆ う

散米 木綿 ・玄米 ・切 り紙 を混 ぜ合 わせ る。 中臣詞[罪 止 言罪答 止 言答 波 不在物 於止 ・

祓 比 給 比 清給 止 申事 乃 由]の 時、身体 の左 ・右 ・左 と祓 う。
み や じ

以上の解除が終わってから、次の御祓の斎串の作法が行なわれる。いずれも宮主(宮 中の神官の

こと)が中臣詞を奏上している間にそれぞれの作法を自身で行ない解除することになっている。斎
し ど り

串は、宮主が後取 をして自身を左か ら右へ一撫して祓い、中央 にて一吐す る。明かに銀人の解除

と斎串の御祓が合一 した祭祀といえる。

一方、樹下神事の方は、宮主の中臣詞奏上の後、あらかじめ宮主から受けていた麻斎串をもっ

て自身を左右 と一撫し、身体の中央で息を一吐いて祓 う。さらに宮主は、幣を棒持 して神官の座
はらいことば

の前を祓詞 を奏 しなが ら三度回る。前述の 「大清祓」に 「祓ノ歌 三反」 とあるのがそれである。

神官は、自坐の前 を幣が通過する時一拍手して祓を受ける。この場合 も祓の二重構造になってい

るのが特徴的である。

5お わ りに

古代、神祇信仰の時代、流水 ・湧泉が清浄化に最 も適 していると着 目し、川の流れや水の湧き

出ている所に面 して祭祀を行ない、 さらにお祭 りのあとで、神 と人 との出合いの宴が催される。

身体の外から祓浄 を行なった上、体内へ も清めを入れて、清まる。御祓は銀人で一撫 し、解縄 ・
あらみたま にぎみたま

木綿 ・斎串と繰 り返 し祓除を重ねることによって、身体の荒御魂の祓、さらに心の和御魂の祓を
み あれ

重ねて 「御生」の荘厳な瞬間に臨場するという古代の人々の敬慶な祈 りが窺 えるのである。
いざなぎのみこと みそぎはらえ

賀茂真淵 『祝詞考』 にも 「伊弊諾尊 は祓身條 をしまして、遂 に貴 き大御神たちを生 ミ給ひ、
す さのおのみ こと

須佐能男命は蹟物を出し、御身を逐はれましそ、清 き神心 と成給ひつ。此の御わざの大なる功あ
みそぎはらえ

る事を知べ し」 と、膜祓をすることによって心身が一転 し、延命長寿に通ずると考えられていた

ことを記述している。

平安京右京三条二坊十六町より出土の人形代は、本文中にも述べたように果たして、人形代と

すべ きかどうかの時期に当たっていたのではないかと率直に思われてならない。この動乱の時代
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の人形代の祭祀は、神祇的、道教的信仰に基づ く祈願 より一層神祇信仰の色合いが濃厚な祭祀へ

と変貌の過程にある祈願と思われ、その意味合いもかなり社会的、政治的な内容に展開していく

時期ではなかったか。どちらかといえば、内面的な心の問題として、心に噂 くまる葛藤の解決を

求めての祈願 と思える。『源氏物語』須磨の巻に、光源氏が須磨へ赴 く前に糺の森の神々へ 「憂
ただす

き世をば 今ぞ離るる 留まらむ 名をば糺の 神にまかせて」と、無実の罪に問われた悔しさ、

人の心の変わ り行 く様を嘆いて、正邪を糺す祈願を込め、糺の神々の名を唱えなが ら御手洗川に

蹟物を流 したであろう事 を詠んでいる。このような社会的背景をも考察すべ きであろう。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

註

『日本後紀』賀茂両社行幸親拝、延暦十三年十二月二十一日条り。『日本紀略』同じ。

『年中行事秘抄』賀茂行幸式日条 り。『百練抄』同じ。

『小儀類観』鴨社院 ・上皇御幸条 り。

『賀茂御幸記』御参籠御幸条 り。梨木祐之編 『賀茂史綱』同じ。

『公事根源』関白賀茂詣条 り。

滋野井公澄 『賀茂祭部類記』斎王膜条 り。

鉋製の杓のこと。ふ くべ(ひ ょうたん)を縦半分に割ったもの。

輩籠。天子の乗 り物のこと。

『貞観儀式』斎王藤条 り。

『執政所抄』「関白賀茂詣」条り。

『鴨社年中行事』葵祭条 り。

口伝書 『神道伝書』賀茂内親王、鴨川御祓条り。成立年代不詳。禰宜俊永書写本。

『続 日本後紀』鴨川御礫所条り。

『鴨社古図』賀茂御祖神社本(明治三十八年、大崎書写本)

『中右記』天永元年四月二十七 日条 り。「鴨社式年遷宮」

熊谷保孝 「諸国大祓の成立」『政治経済史』第四〇〇号 政治経済史学会

泉 武 「人形祭祀の基本的考察」『日本考古学論集』3吉 川弘文館1986年

『宣胤卿記』文亀二年条り、「賀茂祭中絶」。梨木祐之 『御祭記』

戸田保延編 『賀茂史略』元禄七年、賀茂祭再興。梨木祐之 『賀茂史綱』『御祭記』条り。

金子祐之 「古代の木製模造品」『奈良国立文化財研究所研究論集』IV1977年

「俵田遺跡祭祀遺構」『俵田遺跡第二次発掘調査報告書』山形県教育委員会編1984年

山形県飽海郡八幡町岡島に所在する9世 紀中頃の遺跡で、川跡の近 くに祓所と思われる遺構が検出されて

いる。馬形、人形、刀形、斎串のほか人面墨書土器等が出土している。また、検出した祭祀遺構(SM60

祭祀遺構)の復元模型が製作されている。

黒崎 直 「斎串考」『日本考古学論集』3吉 川弘文館1986年

「第90次調査」『史跡斎宮跡 平成3年 度発掘調査概報』斎宮歴史博物館1992年

「考古史料編(3)」 『長野県史』 長野県編1983年

『伊場遺跡遺構編』浜松市教育委員会1977年

泉亭俊永 『賀茂社御造営纂記』崇神天皇七年条 り。「造賜瑞雛」
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第2節 平安京の墨書 「齋宮」 と斎王家 ・斎王御所

西山良平

1は じめ に

平安京の右京三条二坊十六町(京都市立西京商業高校学校)で 「1町規模の邸宅」が良好な状態

で調査 された。この遺構は地勢に従い典型的な園池を掘削 し、主殿クラスの建物群が池に規定さ

れ計画的に配置される。園池ないし邸宅は9世 紀後半に造営 され、池は10世紀後半(11世 紀初頭)

まで存続すると想定される。また、園池か ら 「齋宮J2点 ・ 「齋雑所」2点 ・「齋舎所」2点 や

「僧供廿口内」「僧供口」「長」「侍」「薬」などの墨書土器が出土する。この邸宅には 「斎宮」に

ト定された女性が居住する可能性が高い。そこで、墨書 「齋宮」「齋雑所」「齋舎所」などを考察

し、さらに、文献史料からこの邸宅の性格を検討する。

2墨 書 「齋宮」
　 ユ

まず、 「斎宮」の意味 を検討す る。「斎宮」 は一般 に伊勢斎王やその居処 の斎王宮 をさすが、そ

の訓義 に三義あ り、(A)清 浄 な神殿(イハヒノミヤ)、(B)伊勢神宮(内 宮 イハヒノミヤ)、(C)斎王の御殿(イツキノミヤ)

　　

である。 ところで、 この墨書 「齋宮」 は平安京か ら出土するか ら、(B)伊 勢神宮(内 宮)の 可能性 は

まずない。つ ぎに、(A)清 浄 な神殿 については、平城京で実例 がある。神亀元年(724)11月 、聖武

天皇が大嘗 し、石上勝男 ・石 上乙麻 呂 らが内物部 を率 い、神 楯 を 「斎宮 」の南北二 門に立て る

　ヨ

(『続日本紀』神亀元年11月 己卯条)。この 「斎宮」は大嘗宮である。 しかし、(A)清 浄な神殿の用

例は他に類例が稀少である。また、平安京では、大嘗宮の宮地は朝堂院の龍尾道南庭である(『延

喜式』「践酢大嘗祭」22大 嘗宮条)。 したがって、(A)清浄な神殿の可能性 も極めて少なく、(C)斎

王の御殿の蓋然性がもっとも大きい。ところで、斎王には伊勢大神宮の斎王 と賀茂大神の斎王が
　る

ある。 しか し、賀茂斎 王の御殿 は 「斎 院」 であ り、 まず 「斎宮」 としない。

このように、墨書 「齋宮」 は伊勢斎王 のく御殿>を 意味 し、十六町の 「邸宅」がその御殿 と推 定

される。

註

1『 平安時代史事典』「斎宮①」項く田中卓執筆>、 『国史大辞典』「斎宮」項く所功執筆>

2西 宮一民 「「斎宮」の訓義」(『上代祭祀と言語』、桜楓社、1990年)

3新 日本古典文学大系 『続日本紀』2(岩 波書店、1990年)

4榎 村寛之 「『斎宮式』の構造とその特殊性一斎院司式と比較して一」(『延喜式研究』12、1996年)

3伊 勢 斎王 のく御 殿>

そこで、平安京 とその周辺の伊勢斎王の御殿 を検討するが、それは3箇 所である。

《1》凡天皇即位者、定伊勢大神宮斎王、伍簡内親王未嫁者 卜之若無内親王、依世次、簡定女王卜之、

言乞即遣勅使於彼家、告示事由、神祇祐已上一人、率僚下随勅使共向、 卜部解除、神部以木綿

著賢木、立殿四面及内外門賢木、木綿所司儲之、解除料散米酒肴等本家儲之、其後択 日時、百官為大

祓同尋常二季儀(『延喜式』「斎宮」1定 斎王条)
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《2》 凡斎内親王定畢、即 卜宮城内便所、為初斎院、祓藤而入、至子明年七月、斎於此院、

更 卜城外浄野、造野宮畢、八月上旬、 卜定吉日、臨河祓膜、即入野宮、自遷入日、至干明年

八月、斎於此宮、九月上旬、 卜定吉 日、臨河祓喫、参入於伊勢斎宮(「斎宮」3祓 膜条)

斎王が ト定されると、勅使を 「彼の家」に遣わし、神祇祐以上が共に向う。 卜部が解除し、神

部は木綿を賢木に著け、殿の四面と内外の門に立てる。解除料 ・散米 ・酒肴などは 「本家」が儲
　エ

る 《1》。斎王の本家すなわち 「斎王家」では、 卜部が解除し、木綿著きの賢木(榊)を 殿の四面

や内外の門に立てる。斎王家は、すでに聖域である。ついで、宮城内の便所を トいて初斎院とし、

祓懊 して入 り、更に城外浄野を トい野宮を造 り、河に臨み祓喫 して入る 《2》。このように、 卜

定ののち、斎王は斎王家から初斎院 ・野宮へ移入 し、伊勢斎宮に参入する。

このうち、斎王家は斎王の本家であるか ら、京内 ・京中にある。初斎院は 「宮城内」の便所で

あるが、「宮城」ではその南路で大祓 し、大臣以下が朱雀門に就 く(『延喜式』「太政官」大祓条)。

宮城はまさしく平安宮で、その南路は二条大路、朱雀門は宮の南面正門である。すなわち、初斎

院は平安宮の内部にある。初斎院の初見は貞観元年(859)で 、伊勢斎情子内親王 と賀茂斎儀子内

親王が鴨水辺で涙 を修 し、並びに 「初斎院」に入る(『日本三代実録』貞観元年12月25日 条)。 一

方、野宮は 「城外」の浄野である。行幸には中院 ・八省 ・ 「京内」 ・城外 と野行幸があり(『西宮

記』臨時五 「一行幸」)、城外は京内の対極である。また、城外はしばしば 「在京」と並列 され、
　　

正確 にはく在城外>を 意味する。<城>に は 「宮城」 と 「京城」があ り、鎮火祭は 「宮城の四隅」

で祭 り、道饗祭は 「京城の四隅」で祭る(『延喜式』「四時祭上」33鎮火祭条 ・34道饗祭条)。結局、

城外は京城の外部で、京外にほかならず、宮城の外部ではない。野宮の初例は延暦16年(797)で 、

斎内親王布施内親王が葛野川に祓 えし、移 りて 「野宮」に入る(『類聚国史』四 「伊勢斎宮」延暦

16年8月 甲戌条)。野宮の 「野」は浄野の 「野」を指示 し、野宮は城外 と不可分である。そもそ

も宮城外の京内に、浄野の存在は想定 しがたい。かくして、京中の斎王御殿は斎王家のみである。

十六町の 「邸宅」では墨書 「齋宮」が出土し、この 「邸宅」は 「斎宮」 と呼称される。一方、

京中の斎王御殿は斎王家のみであるか ら、斎王家 と 「斎宮」の関係が問題である。斎宮の事例で
　 ヨ

は 「伊勢斎宮」 が多 く、野宮以前 の用例は僅少 である。

《3》 凡斎宮諸 門、常立著木綿賢木月別立替、所須木綿一斤、麻一斤八両(「斎宮」4木 綿賢木条)

「斎宮」 の諸 門には、常に木綿著 きの賢木 を立てる。斎王家 の賢木 は 《1》 に規定が あ り、 こ
　る

の 「斎宮」 は 《2》 の初斎院 ・野宮 と伊勢斎宮 を指示す る。 したがって、 この 「斎宮」 には斎王

家は含 意 されない。 しか し、すでに 《1》 に賢木の規定があるので、 《3》 に斎王家 を例示す る

必要 はない。初斎 院や野宮が 「斎 宮」 である以上、斎王家 も斎宮 の可能性があ る。 また、斎宮 の

訓義 は神殿 ・神宮 ・御殿であ るが、9世 紀末期以降、斎王 を斎宮 とす る事例が急増 す る。寛平3

年(891)、 「伊勢斎宮」元子女王が野宮 より葛野河 に膜 し、伊勢 に参向 し、寛平9年 、幣吊使 を遣

わ し 「斎宮」柔子内親王 を定め ると告げ る。 また、 昌泰3年(900)、 「前斎宮」曇子内親王が死去

す る(『 日本紀 略』寛平3年9月4日 条 ・9年8月13日 条 ・昌泰3年7月20日 条)。9世 紀 で も、

天長10年(833)、 久子内親王 を 「伊勢斎宮」 とし、伊勢大神宮 に 「斎宮」宜子女王 の替 りに久子
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内親王 を定 める と告 げ る(『続 日本後紀』天長10年3月 癸丑 条 ・4月 甲子 条)。 あ るい は、9世 紀
　 ら

にも斎王を慣用的に斎宮と呼称すると想定される。伊勢斎王を定めるには、内親王 ・女王を簡び

トい、勅使を 「彼の家」に遣わすから、斎王家でも内親王 らは斎王である 《1》。斎王家の斎王

を斎宮と通称 し、そこか ら斎王家 を斎宮 と呼称 しうる。11世 紀には、長和元年(1012)、 「斎宮」

に当子内親王を ト定 し、右少将源経親を以って 「彼の宮」に 「斎宮」 となすの消息を遣わす。ま

た、神祇官の伯以下僚下の者が 「斎宮」に参 り、神木を立てる(『日本紀略』『御堂関白記』長和

元年12月4日 条)。長和5年 、斎王嬉子女王を ト定 し、宣旨は左少将源経親を以って 「斎宮」に示

し遣わす。あるいは、斎王 卜定の由を左少将経親を以って 「女王宅染殿」 に仰せ遣わす(『御堂関

白記』長和5年2月13日 ・19日条、『小右記』長和5年2月19日 条)。 これらの 「斎宮」「彼の宮」

は 《1》の 「彼の家」すなわち斎王家に相当する。このように、斎王家は充分に斎宮である。
　 　

ところで、9・10世 紀 には、伊勢斎王 は2箇 月か ら1年 ほ ど斎王家 に居住す る。ついで、初斎

院 ・野宮 に遷入 し、 さ らに伊勢斎宮 に参入す る。 しか し、なお斎王家 は存続す る。斎 王は在京潔

斎 三年 し、伊勢大神宮 に向か う。そ して、野宮の 内外屋 や垣 な どは神祇官 中臣 らに給 うが、金 ・

銀器や釜 ・甕 は斎王家 に納 める(「斎宮」45潔 斎 三年条)。 また、斎王が還京 し所有 の雑物 は寮官

以下 に分給 す るが、金 ・銀 器 は斎王家 に納 め る(「斎宮 」100給 雑物 条)。 す なわち、斎王家 は初

斎院 ・野宮 の在住期 間か ら、伊勢斎 宮 よ り還京す なわち退下の さらに以後 も継続す る。 この斎 王

家 は家政機関の側面 もあるが、その実体 は ト定か ら初斎院 までの邸宅か ら別個 の邸宅 に移転 しう

る。 しか し、 卜定か ら退下 以降 も、斎王家の邸宅が移動せず 同一・で もあ りうる。斎王家 は短期間

で移転 しうる し、 また退下以降 も存続 しうる。一方、斎王 は斎王家 に僅か2箇 月か ら1年 しか居

住せず、 この期 間はその邸宅の歴史の過程 では きわめて短期 間にす ぎない。

註

1斎 内親王は在京潔斎三年、斎終るの後、金 ・銀器などは 「斎王家」に納める。また、斎内親王が還京し、金 ・銀器

は 「斎王家」に納める(「斎宮」45潔斎三年条 ・100給雑物条)。

2拙 稿 「王朝都市と農村の交流」(『日本の時代史』6<摂 関政治と王朝文化>、吉川弘文館、2002年)

3朔 日庭火祭や晦日解除料は 「野宮 ・斎宮もこれに准」ずる(「斎宮」11庭火祭条 ・12解除料条)。この 「斎宮」は大

殿祭に 「野宮 ・伊勢斎宮もこれに准」ずるとあり(「斎宮」9初 斎院大殿祭条)、伊勢斎宮の略称である。

4初 斎院 ・野宮 ・伊勢斎宮には 《3》と、初斎院の 「供膳井」の賢木(「斎宮」6河 頭祓条)以外に賢木の規定がない。

5榎 村寛之 「「斎王」という称の成立について」(『ヒストリア』151、1996年)

6訳 注日本史料 『延喜式』<上>「付図 ・付表」表1「 伊勢斎王(斎宮)一覧J(集英社、2000年)

4墨 書 「齋 雑 所 ・齋舎 所 」

十六町の 「邸宅」では、さらに 「齋雑所」2点 ・ 「齋舎所」2点 の墨書も出土する。「齋雑所」

や 「齋舎所」 の 「齋」は 「斎宮」の省略で、これらの墨書は 「斎宮」の 「所」 と推定される。

「斎」と同様に、「雑」や 「舎」も略称で、「雑」については多様な可能性が想定される。一方、
　 ユ

斎 宮では、「舎」 は 「舎人」 「雑舎」が想像 されるが、斎宮 には舎 人がお り、その蓋然性が高い。

か くして、斎王家 には 「斎雑所」 や 「斎 舎所」 な ど、複数の 「所」が存在 する。

伊勢 の斎宮寮 には主神 司 ・舎人司 ・蔵部司 ・膳部司 ・炊部司 ・酒部司 ・水部司 ・采部司 ・殿部
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神亀5年7月21日 勅

斎 宮 寮:1・1 1・ 小1

表1斎 宮寮 と初斎 院 ・野宮の職員の比較表

初斎院別当以下員[(+)は 野 宮で加 える]

別当五位2(命 婦1)1・小1

・使部10

主神司1・ 忌立1・`='"主1・ 神部6・ 卜部4

舎人司:長 宜ユニ 主豊L・ 大舎人20・舎人10

蔵部司:　fdi_L.:_aXL・ 蔵音B6

膳 部司:長 宜ユ_」鉦 主豊工 ・膳部口

炊部司:長 ⊥ ・炊部4

酒部司:長 ⊥ ・酒部4

水部司:長 ⊥ ・水部4

采部司:長 ⊥ ・女部2

殿部司:長 ⊥ ・殿部6

薬部司:長 ⊥ ・医生2

掃部司:長 ⊥ ・掃部6

(下線は官位相当あり)

主 神 所(司):中 臣1・ 忌 部1・ 宮 主1(+神 部4・ 卜部3)

(舎 人所)内 舎 人1(+1)・ 大舎 人2(+2)・ 宮 舎 人10(+10)

膳部所:膳 部3

(炊部所)炊部1(+2)

酒部所:酒 部1(+2)

水部所:水 部3

(采部所)采女2(+4)

(殿部所)殿部3

(掃部 所)掃 部3

戸 座所:戸 座1・ 火 炬小 子2

内 女儒2・ 乳母3・ 宮女 儒14(+25)・ 今 良4・ 仕丁12・ 女丁8(+

8)(+洗 人2・ 側 人2)

司 ・薬部司 ・掃部司が ある(『類聚三代格 』四 ・神亀5年7月21日 勅)。 一方、野宮 では年料供物

に 「膳部、酒部、水 部所」 の前案 杷 料 な どや 「戸座所」の飾4口 料 など、「主神所」 の料 があ る

(「斎宮」37野 宮年料供物条 ・38月料 条)。 また、初斎 院の別 当以下 の 「員」 に中臣1人 ・忌 部1

人 ・宮主1人 、膳部3人 、水部3人 、酒部1人 、戸座1人 があ り、野宮 では神部4人 ・卜部3人 、

酒部2人 を加 える。主神所 は、初斎 院や野宮で は中臣 ・忌部 ・宮主や神部 ・卜部 である(「斎 宮」

15別 当以下員条)。 「野宮 の主神司の請 くるところの月料」 な どがあ り(「斎宮」32主 神司月料条 ・

37野 宮年 料供物 条)、 主神 司 とも呼称す る。 そ こで、伊勢 の斎宮 寮の 「司」 と初斎 院 ・野宮 の

「員」 を比較する(表1)。

斎宮寮 の 「司」 と初斎 院 ・野宮 の 「員」 はほぼ同様 の構成 であるが、その うち主神司 と主神所

(司)、 膳部司 と膳部所、酒部司 と酒部所、水部司 と水部所 が対応 す る。初斎 院 などの戸座所 は、

卜戸座 と火炬 は初斎院か ら大神宮 に参入す るまで奉 仕 し、斎王が伊勢斎宮 に入 ると替 え却 く(「斎

　　

宮」35卜 戸座火炬条)。 したがって、初斎院 ・野宮に舎人所 ・炊部所 ・采部所 ・殿部所 ・掃部所

は明記 されないが、その存在は充分に想定で きる。か くして、初斎院や野宮は多様な 「所」で構

成される。たとえば、初斎院の舎人所は内舎人1人 ・大舎人2人 ・宮舎人10人 、野宮では内舎人

1人 ・大舎人2人 ・宮舎人10人 が加わる。

さて、賀茂斎王は初斎院で3年 斎 し、先ず吉 日を択び流れに臨んで祓膜 し(初斎院御膜)、4月

に始めて神社に参る。その儀に斎王は輿に乗 るが、「膳部6人 、膳所舎人2人 」などが従う(「斎

院司」6三 年斎条)。初斎院の直前の祓膜では(初度潔)、斎王は車に駕し、「膳部6人 、舎人2人 」

などが車後に従 う(「斎院司」3初 斎院条 ・4祓物条)。一方、伊勢斎王は河頭に臨んで祓 をなし初

斎院に入るが(初度膜)、斎王は車に駕 し、「膳部6人 、舎人2人 」などが車後に従 う(「斎宮」6

河頭祓条)。賀茂斎王や伊勢斎王の初度頼の舎人は、賀茂斎王の初斎院御艇 と同様に、「膳所」の
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舎人と呼びうると想像される。また、膳部6人 は初斎院の3人 より多いので、河頭祓に臨時に従

うと推定される。臨時の随従でも、「所」が確認しうる。

しかし、これらの 「所」は初斎院直前の河頭祓や初斎院 ・野宮に存在する。墨書 「齋雑所」や

「齋舎所」はそれ以前の斎王家か ら出土する。

本宮(斎王家)では、神祇官が賢木を挿す。ついで木工寮が内膳屋を立て、大炊寮の御飯を渡す。

左 ・右衛門府が陣屋 を立て、衛門府が宿直する。修理職が火炬屋を立て、殿上より滝口1人 ・蔵

　 ヨ

人所衆2人 が 「彼の院」に参宿する(『江家次第』巻十二 「斎王 卜定事 伊勢J)。 一方、「本家」

では、神祇官が賢木 を立て、后宮に准 じ 「諸司が供奉する」(『西宮記』臨時七 「卜定斎王事J)。

皇后 を立て、「諸司」が供奉する。諸衛が本宮に啓陣するが、3日 を過 ぎ退 き、兵衛尉已下一員

が候す(『西宮記』臨時七 「立皇后 ・太子、任大臣事」、『北山抄』四 「立后事」)。長和元年(1012)、

女御藤原研子 を中宮とし、御前に火焚屋 を据え陣屋を造る(『栄花物語』十 「ひかげのかづ ら」)。

また、修理職が庭中に炬火屋を立て(『江家次第』十七 「立后事」)、寛治5年(1091)、 提子内親
　る

王 を中宮 とし、本宮 に陣屋 ・炬屋 ・内膳(屋)を 立て る(『中右記』寛治5年 正 月22条)。10世 紀 に

は、斎王家 に衛府 が宿 直 し、陣屋や火炬屋 ・内膳屋が立 て られ ると推定 される。 あるい は、斎 王

家で は舎人 も奉仕す ると想像 され る。

一方、「齋雑所」であるが、「雑」 は多様 な漢字 と結合 す る。 しか し、斎宮の 「所」 は 「斎舎所J

を始 め、膳 部所 ・酒部所 ・水部所 ・戸座所 な ど、 ほ とん どが官 人 ・雑任 の名称 の 「所」 であ る。

したがって、「齋雑所Jの 「雑」 も官人 ・雑任 な どの省略 と推定 され、「雑使 ・雑工 ・雑色(人)」

　ら

が想 定 される。 この うちでは、雑色(人)が もっとも一般的であ り、その可能性が高い。斎王家 に

　　

は 「舎人所」や 「雑色(人)所 」が存在す る と想 定 される。 ところで、 これ らの墨書 は 「舎人所」

や 「雑色(人)所 」 を省略 し、 わざわざ語頭 に 「齋」 を付加 す る。か くして、「齋雑所」 「齋舎所J

は 「齋宮」の 「所 」 を強調す るが、それ は斎 王家 の外部か らの呼称の可能性 がある。

さて、斎宮 は退下す る と前斎宮 と呼称 されるが、前斎宮 を 「斎宮」 とす る事例 もあ る。元慶5

年(881)、 「前伊勢斎 内親王」識子 が入京 す るので、 山城 国な どに陪従の飲食 な どを供給 させ る。

また、 「斎 内親王」 が神 宮 を出 るので、河 内国 などに陪従 ・検校 ・奉迎使の酒食 な どを砥供 させ

る(『日本三代 実録 』元慶5年 正月19日 戊辰条)。 しか し、墨書 「齋雑所」 「齋舎所」 などは、前斎

宮 の 「邸宅」 で記入 ・使用 されるとは想定 しがたい。

註

1『 延喜式』「斎宮」では、「舎」の熟語は舎人と雑舎である。

2斎 王が伊勢国に到り、度会郡の礒部氏の童男を戸座とし、炬火は童女を用いる(「斎宮」80戸座炬火条)。

3「 初斎院」の四面と近辺の汚械を掃除するので、「彼の院」は初斎院であるが、この初斎院は本宮である。長暦2

年(1038)、野宮の宿直検非違使を参仕させず、本より滝口1人 が候するが、今2人 を差し遣わす。また、宗道 ・為

忠 ・範基など所衆3人 が月来 「斎宮」に候する(田中本 『春記』長暦2年9月20・22日 条)。

4立 后と諸司の供奉については、中町美香子氏(京都大学大学院生)のご教示による。

5野 宮や伊勢斎宮では、毎月下旬に雑色や仕女以上の名簿を主神司に移送しトう。また、諸司の雑色人の衣服は色別

に分ち行ない、雑色人以上で殴闘する者は上祓を科す(「斎宮」81名簿条 ・91月俸衣服条 ・94殴闘条)。
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6藤 原実資家では、「宅」時代から雑色所が設置される(渡辺直彦 「藤原実資家 「家司」の研究J、 『日本古代官位制度

の基礎的研究』<増 訂版>、 吉川弘文館、1978年)。

5斎 王家 と 「人 の家 」

つ ぎに、斎王家 を具体的に検討する。

元慶8年(884)、 伊勢斎掲子内親王が野宮にあるが、「本家」に還る(『日本三代実録』元慶8年

2月13日 条)。 しかし、9世 紀には斎王家の内容はほとんど判明せず、10世 紀に初めてその実態

が明瞭になる。

天慶9年(946)、 英子内親王を 「斎宮」に ト定する。殿上より左少将源為善を差 し勅使 となす。

「親王家」は酒饅饗を儲け、勅使 ・神祇官人に禄を給 う(『貞信公記』天慶9年5月20日 ・27日条、

『北山抄』六 「卜定斎王事」天慶9年5月20日 ・27日条)。 天暦元年(947)、 悦子女王 を 「斎宮」

に ト定 し、右近少将藤原有年 を差して 「父中務卿重明親王家」に仰せ遣わす。 また、神祇官が
　ま

「彼 の家」 に向かい賢木 を差す(『日本紀略』『貞信公記』天暦元年2月26日 条)。

また、永 観2年(984)、 弾正サ章 明親王女 ・済子 女王 を伊勢斎 王 に ト定 し、事縁 があ るので、

左 衛 門権佐藤原為頼 を以って、 その由 を仰 せ遣わす(『小右記』永観2年11月4日 ・5日 条、 『日

本紀略』11月4日 条)。 寛和元年(985)、 伊勢斎王済子女王が 「中河家」 よ り東河 に喫 し、左 兵衛

府 に入 る(『日本紀 略』寛和元年9月2日 条)。 す なわち、済子女 王の 「本家 」 は中河家 であ る。

「中河家」の 中川(中 河)と は 「東の京極川」で、「中川のわた り」 は一条末路南 ・二条末路北 をさ
　　

す。つまり、中河家は東京極東、一条末路南 ・二条末路北に位置する。一方、「弾正サ章明親王

の第」は 「東北辺の末、鴨河堤の内」にある(『政事要略』六十九 「致敬拝礼下馬事」寛和3年2

月19日 明法博士惟宗允正勘文)。「東北辺の末」は東の一条大路の末を意味 し、章明親王の第は一

条末路南、東京極大路の東、鴨河の堤の西に存在する。か くして、中河家は 「弾正サ章明親王の

第」にほかならない。10世 紀初め、中納言藤原兼輔は東京極以東の墾田を買収 し、正親町末北を

娘の醍醐天皇更衣桑子に与える。章明親王は生母よりこの邸宅を譲 り受けると推測される。結局、
　ヨ

済子女王の本家はく父>章 明の邸宅である。

長和5年(1016)、 故中務卿具平親王の三女 嬉子女王を斎王に ト定し、左少将源経親を以って

「女王宅染殿」に仰せ遣わす。先年、藤原実資は 「染殿」 に住み、箏二 ・琴六を置 く。「斎宮」が

「彼の宮」 に立ち、雑物を運び移すので、その箏 ・琴を実資に返給する(『小右記』長和5年2月

18日 ・19日条)。 染殿は左京北辺四坊六町 ・七町にわたるが、七町南半を清和院に提供する。の

ち 「染殿式部卿宮」為平親王が御所 とし、六町を具平親王(女婿で異母弟)に割譲する。為平の死
ま　

後、染殿 は右大 臣源師房、さらにその子 の大納言師忠が伝領する と想像 され る。具平 の 「北 の方」

は為平の中姫君で、その間に女宮 三所 ・男宮二所が いる。 嬉 子 はその 「お と宮」す なわち三女、

師房 はその 「一男」 である(『栄花物語 』八 「はつ はな」 ・十二 「た まの む らぎく」、 『公卿補任』

治安4年 条 「尻付」)。為平 の中姫君は、その三女 嬉 子 と染殿 に居住す ると推定 される。 また、永

承六年(1051)、 敬子女王 を斎宮 に ト定 し、翌七年、 「新斎宮」 が 「五 条宅」 より東河原で解 除 し、
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初めて大膳職に入る(『春記』永承7年4月25日 条)。 敬子の本家 は五条宅とのみあり、特定の人

名を付加せず、「自邸」の可能性が高い。

さて、長和元年、三条天皇の第一(女一宮)当子内親王を 「斎宮」に ト定する。当子は 「大和守

藤原輔サ六角町尻宅」に坐す。神祇官の伯以下僚下の者が 「斎宮」に参 り、神木を立てる(『日本

紀略』『御堂関白記』長和元年12月4日 条)。当子の 「本宮」は大和守藤原輔サの 「六角町尻宅」

と想定される。一方、長和2年8月 、当子は東河に膜 し、宮内省(初斎院)に入る。 ところが、宮

内省は 「彼の宮」 より乾方(北 西)に 当り、方が已に塞がる(『小右記』長和2年7月6日 条)。宮

内省は六角町尻宅から正 しく北西に該当する。 また、当子は三条大路と東洞院大路 ・二条大路を

経て、二条末の河頭で御膜する(『小右記』長和2年8月21日 条)。 この経路を逆算すると、当子
　ら

の本宮は三条以南 ・東洞院以西 となり、六角町尻宅と符合する。すなわち、当子は大和守藤原輔

サの六角町尻宅を本宮に借用すると推定される。また、寛治元年(1087)2月 、斎王に善子内親王

を ト定する。藤原宗忠が 「勅使」を勤仕 し、「女御殿」藤原道子に参 り、姫宮が 「斎宮」に立つ

由を申す。すなわち、「善子内親王の三条烏丸加賀守(藤 原)家通朝臣宅」 に参入する(『中右記』

寛治元年2月11日 条)。 同年9月 、斎宮善子は 「加賀守家道朝臣宅±条以北・烏丸以東也」に坐す。

「三条北 ・烏丸東家」 より鴨川に膜 し、左近衛府に入御する(『為房卿記』『本朝世紀』寛治元年9

月21日条)。 善子内親王の 「本宮」は加賀守藤原家通の三条烏丸宅である。

このように、伊勢斎王は本宮に 「人の家」を借用する。この 「人の家」 も斎王御所 と呼称され

る。天仁元年(1108)、 白河院の 「御子」 殉子内親王を 「斎宮」に ト定 し、勅使蔵人右少将藤原忠

宗を 「彼家Jに 遣わす。「斎王御所」は 「遠江守(藤原)国資之宅、綾小路与油小路也」である。上

卿源大納言俊実 ・右少弁藤原実光や神祇官が 「彼宅」に行 き向かい 「賢木」 を立てる(『中右記』

天仁元年10月28日 条)。斎王御所は遠江守藤原国資の綾小路油小路宅である。

ll世紀後半には、「人の家」の借用は儀式次第に定着する。

《4》 同(本宮)次第

先予定上卿 ・弁 ・史等、又仰其斎王令用意雑事、女房装束 ・几帳 ・帷等、兼所用意也、公家

借人家給之、先是所用雑物 ・雑具皆改之、

当日大臣著陣諸卯胴参、

…(後略)…

(『江家次第』十二 「一・斎王 卜定事 伊勢」)

本宮の次第では、予め上卿 ・弁 ・史を定め、斎王に雑事 を用意させる。公家(天皇)が 「人の家」

を借 りて給わ り、これより先に雑物 ・雑具はみな改める 《4》。当子の大和守藤原輔サの六角町

尻宅や善子の加賀守藤原家通の三条烏丸宅などは、この 「人の家」に相当する。

賀茂斎王の本家 ・本宮も公家が 「人の家」を借給する。

《5》凡天皇即位者、定賀茂大神斎王、W簡 内親王未嫁者 卜之若無内親王、依世次簡諸女王卜之、 卜

食言乞遣勅使於彼家告示事由、神祇祐已上一人、率僚下随勅使共向、 卜部解除、神部以木綿著

賢木、立寝殿四面及内外門木綿賢木所司備之、解除料等本家儲之、事畢賜禄、中臣、忌部以下各有

一186一



付 章

差、其後遣参議巳上一人於上下神社、奉幣告定斎王状内蔵寮備幣、 卜部一人随使、使就川頭解除向社

(「斎院司」1定 斎王条)

賀茂斎王を ト定 し、勅使を 「彼の家」に遣わし、神祇祐以上が共に向う。 卜部が解除し、神部

は木綿 を賢木に著け、寝殿の四面と内外の門に立てる。解除料などは 「本家」が儲る 《5》。こ

れは伊勢斎王と全 く同様である 《1》。ところが、天延3年(975)、 賀茂斎王に先朝(村上天皇)の

第十選子内親王を ト定し、「陸奥守(平)貞 盛二条万里小路宅」を 「潔斎所」 とする(『日本紀略』
　　

天延3年6月25日 条)。 この事例は 「御膜 までの準備場所 としての御所の早い例」 と推定される。

選子は伊勢斎王の当子や善子などと同様に、平貞盛の二条万里小路宅を 「借」 りて 「本宮」とす

る。長元9年(1036)11月 、娼子内親王を 「斎院」に ト定する。長暦元年(1037)4月 、斎院娼子内

親王が御礫し、「道成朝臣宅」より右近衛府に入御する。二条大路より東行 し、還行は二条大路

より西行する(『行親記』長暦元年4月13日 条、『年中行事秘抄』所引 「経頼記」長暦元年4月13
　ア

日条)。 すなわち、娼子の本宮は道成宅である。道成は源道成と推定 され(『尊卑分脈』「醍醐源

氏」)、「長元九年に至 り卒す」あるいは 「没年不詳」である(『勅撰作者部類』、槙野廣造編 『平
　　

安人名辞典一長保二年一』「源道成」項く高科書店、1993年>)。 康和元年(1099)、 禎子内親王を

「斎院」に ト定する。禎子は太皇太后藤原寛子が収養し、枇杷殿か ら 「(源)清実大炊御門南京極

西宅」 に渡る(『本朝世紀』康和元年10月20日 条)。 四条宮寛子の同宿は悼 り沙汰あ り、太皇太后

寛子は宇治殿に入御する(『兵範記』嘉応元年10月3日 条)。

賀茂斎王借用の 「人の家」 もやはり 「御所」である。寛治3年 、摂政藤原師実が 「(源)高実朝

臣家」を御覧 し、令子内親王 を 「斎院」に ト定する(『後二条師通記』寛治3年6月26日 ・28日

条)。寛治4年 、斎王令子内親王が東河に喫 し大膳職に入御する。その 「御所」は 「近衛万利小路

前越前守(源)高 実朝臣宅Jで 、近衛大路 ・東洞院大路と二条大路を経て、二条末を 「御喫所」 と

する(『中右記』寛治4年4月9日 条)。 一・方、一院(白河院)の姫宮令子内親王は 「殿におはしま

す」(摂政師実の邸宅にいる)。6月 下旬ごろ 「斎院」に ト定され、「人の家におはします」(ひと

まず人の家にいる)。翌年の御喫の際、大膳職に渡る(『栄花物語』四十 「紫野」)。斎王御所は前

越前守源高実の近衛万利小路宅で、これは正 しく 「人の家」である。 《4》の 「人家」こそ、こ

の 「人の家」に該当する。 また、天仁元年、官子内親王を 「賀茂斎院」に ト定 し、官子は 「斎院

御所、土佐守(藤原)盛業(実)朝 臣二条京極宅」に渡る(『中右記』天仁元年11月8日 条)。

長元4年12月16日 、馨子内親王を 「賀茂斎王」に ト定し、勅使 ・右少将藤原行経が参入する。

次に神祇大副以下が参入し、神部が木綿を付け賢木を取 り御在所屋の四角などに立てる(『左経記』
　　

『日本紀略』長元4年12月16日 条)。 さて、馨子の本宮の決定は、その詳細が判明する。

《6》有召参殿、仰云、二宮御出井可奉 卜定斎院之 日等事、内々為間定所喚也、可遣召陰陽助

孝秀者、仰隆佐朝臣召之、孝秀参入、即召御前被問件日日、申云、来月七 日出御巽方家、十

三 日若十六日可被 卜定欺云々、仰、自内裏当巽之人家誰家欺、余申云、丹波守章任朝臣三条

宅宜歎、仰云、甚吉事也、又仰云、大略以此由可示宮大夫、即詣大夫許申此旨、被申云、件

日々井宅吉程也云々、…(『左経記』長元4年11月7日 条)
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第2節 平安京の墨書 「齋宮」と斎王家 ・斎王御所

11月7日 、関 白 ・左 大臣藤原頼通が二宮 の 「御 出」 と 「斎 院」 卜定 の 日を 「内 々に間(ひ そか

まり

に?)定 せ んがため」参議 ・右大弁源経頼 を喚ぶ。 陰陽助 巨勢孝秀 は12月7日 に 「巽方の家」 に

出御、13日 あるいは16日 に ト定 と申す。頼通は 「内裏 より巽 に当 るの人の家」は誰 の家か と仰す。

経頼 は 「丹波守(源)章 任朝臣三条宅」 が よろ しと申す。すなわち、頼通 と経頼が斎 院の出御 と ト

定の 日を 「内々」 に 「間定」す る。か くして、馨子 は12月7日 に丹波守章任三条宅 に出で、13日

に賀茂斎王 に ト定 となる。 しか し、12月3日 に上東門院の御所 ・京極院が焼亡 し(『左経記』 『日

本紀略』長元4年12月3日 条)、13日 に出御、16日 卜定 に改定す る(『左経記』長元4年12月3日

条)。 結局、 馨子 は13日 の戌 刻 に出御す る(12月13日 条)。 あるいは、後 一条 天皇の乳母の 「大弐

の三位」 は藤原道長の上源倫子 の乳母子で、馨子 は 「その人の子 に、丹波守(源)章 任 といふ人の

家 の三条な る」 に移 る。「榊 など」 をさす(『栄花物語』三十一 「殿上 の花見」)。す なわち、馨子

の本宮 は丹波守源章任の三条宅である。「内裏 より巽 に当 るの人の家」「丹波守章任 といふ人の家」

で、 まさ しく 「人の家」 を借用する。

さて、 《6》 では、陰陽助 巨勢孝秀が 出御 と ト定の 日を 「内々 に」勘 申す る。儀式次第 では、

上卿 ・参 議が陣に著す。蔵人が 「伊勢斎王 を ト定す るの 日時 を勘 申せ」 よと仰せ、上卿が弁に勘

申させ る(『江家次第』十二 「斎王 卜定 伊勢」)。 《6》 は陣ではな く、頼通 や経頼 は上卿 や弁 で

もないので、あ くまで 「内々」であ る。 また、馨子 内親王 は後一条天皇や 中宮藤原威子 とともに
　　ユ

内裏 に居住す るので、 出御 の 日と方 を勘 申する。一方、斎王馨子が 「諸司 に入 るべ きの 日時、井

びにその所 がい まだ一・定」 しないので、 「早 くその所 を ト定 し、修理せ しめ、井 び にその 日を定

め」 る(『左経記 』長元5年 正 月25日 ・27日 ・2月15日 条)。 そ もそ も、宮城 内の便所 を 「トい」

初斎 院 とし、更 に城外の浄野 を 「トい」野宮 を造 る。吉 日を 「卜定 し」野宮 に入 り、伊勢斎宮 に
　ね

参入する 《2》。これと同様に、「人の家」へ出御の日と方は勘申される可能性が高 く、それが

借用 を具体的に規制すると想定される。

9世 紀には、伊勢斎王も賀茂斎王も斎王家は具体的に判明しない。10世 紀前半では、「親王家」

(天慶9年 、英子内親王)、 「父中務卿重明親王家」(天暦元年、悦子女王)な ど、「自邸」である。

また、10世紀後半から11世紀前半では、「中河家」つまり 「(父)弾正サ章明親王の第」(永観2年 、

済子女王)、「女王宅染殿」(長和5年 、嬉子女王)、「五条宅」(永承6年 、敬子女王)は 「自邸」と推

定される。一方、大和守藤原輔サの六角町尻宅(長和元年、当子内親王)、 陸奥守平貞盛の二条万

里小路宅(天 延3、 賀茂斎王選子内親王)、丹波守源章任の三条宅(長元4年 、賀茂斎王馨子内親

王)、(前 隠岐守)源道成宅(長元9、 賀茂斎王娼子内親王)は 「人の家」の借用である。10世紀後半

から11世紀前半には、「自邸」と 「人の家」が交錯する。このうち 「人の家」の借用は、当子が

三条天皇と皇后藤原城子、選子は村上天皇と皇后藤原安子、馨子は後一条と中宮藤原威子、婿子

は後朱雀 と皇后禎子内親王 と、すべて皇后 ・中宮の所生である。この時期には、皇后 ・中宮の所
　ほ

生の内親王が 「人の家」を借用する可能性が高い。

一方、11世紀後半以降では、加賀守藤原家通の三条烏丸宅(寛治元年、善子内親王)、遠江守藤

原国資の綾小路与油小路宅(天 仁元年、絢 子内親王)、 前越前守源高実の近衛万利小路宅(寛治
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3年 、賀茂斎王令子内親王)、源清実(越前々司・太皇太后宮く藤原寛子>大 進)の大炊御門南京極

西宅(康和元年、賀茂斎王禎子内親王)、土佐守藤原盛業(実)の 二条京極宅(天仁元年、賀茂斎王

官子内親王)で あるが、このうち、拘 子 ・官子は中宮 ・准三后の所生ではない。か くして、11世

紀後半か ら12世 紀初頭 に斎王家 は 「人の家」 に固定 し、これと対応 し、儀式次第に定着する

《4》。10世紀前半まで、斎王は 「自邸」を本家 とする。10世紀後半から11世紀前半に 「人の家」
む る

の借用が成立 し、11世紀後半以降に盛行する。

さて、その 「人の家」は大和守 ・陸奥守 ・丹波守 ・前隠岐守、加賀守 ・遠江守 ・前越前守 ・越

前前司 ・土佐守など、受領の家である。「人の家Jの 借用は、王族や貴族の居住形態の変化を背

景 とすると想像される。一方、嘉承2年(1107)、 前斎宮善子が帰京 し、「故隆時朝臣中御門富小

路宅」に渡御する。母女御道子 も 「一所」に御座する。帰京上卿藤原宗忠が 「前斎宮御所中御門

亭」に参る(『中右記』嘉承2年12月30日 条、3年 正月3日 条)。すなわち、善子 と道子は帰京 し、

故(因幡守)藤原隆時の中御門富小路宅に居住する。また、康和元年、賀茂斎内親王令子は病に依
　ユら

り退出し、年来、「源中納言(国信)五条坊門東洞院家」に御す(『中右記』康和4年11月17日 条)。

善子の ト定の本宮は加賀守藤原家通の三条烏丸宅、令子は前越前守源高実の近衛万利小路宅であ

るから、ともに別邸である。

10世紀前半以前 は、斎王家は 「自邸」 と推定される。斎王は京内不在 となるが、「自邸Jは 存

続しうる。か くして、斎王は帰京 しその自邸あるいは別個の自邸に居住する可能性がある。延喜

20年(920)、 「斎院」宣子内親王が所病困篤で、院を出で、「太宰帥親王敦固桃園家」に至 る(『醍
む 　

醐天皇日記』延喜20年6月8日 条)。延長4年(926)、 兵部卿敦固は卒去 し、延長5年 、弾正サ克

明親王が民部卿藤原清貫の60賀 のため、「桃園宮」で法会を設ける(『扶桑略記』延長5年2月25
　ロ

日条)。敦固の没後、桃園宮(家)は 克明が伝領すると推定される。宣子の母は克明に同じ(源旧襲

女)。宣子は桃園宮(家)に 由緒があると想定される。天禄元年(970)、 前女御藤原懐子が死去する。

皇太子師貞親王(花 山天皇)と 「斎院」尊子内親王の母 なので、尊子は東院(花 山院、東一・条第)

に退出す る(『 日本紀略』天延3年4月3日 条)。 天徳3年(959)、 中宮藤原安子は小一条殿に、

皇太子憲平親王(冷泉天皇)は左近中将伊サの東一条宅に遷御する(『日本紀略』天徳3年 正月25日

条、『御産部類記』「外記」天徳3年 正月25日 ・3月8日 条)。懐子は藤原伊サの女で、花山法皇
　　き

や為尊親王と室伊サ女(九 の御方)が東院に居住する。伊サ ・懐子 ・花山 ・尊子は東院を居所 とす

る。

また、長和5年 、前斎宮当子内親王が帰京するが、皇后宮 城子の宮は狭いので、「またしらせ
　の

たまふ所」(別に領有する所)に住 ませる(『栄花物語』十二 「たまのむ らぎく」)。当子の ト定の本

宮は藤原輔サの六角町尻宅であるが、帰京 しく母>の 「自邸」 に居住する。長元9年4月 、後一

条天皇が死去 し、「斎院」馨子は院を出で、東隣の乳母宅に渡る(『左経記』『日本紀略』長元9

年4月17日 条)。 「斎院」馨子が退下 し、中宮威子の御所(鷹 司殿)で 過ごす。 しかし、9月 、威

子が逝去 し、10月 、章子 ・馨子 は上東門院(土 御門第)に 引 き取 られる(『栄花物語』三十三

「きるはわびしとなげく女房」)。この事例は当子と城子 と同様である。馨子は ト定まで内裏に居
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住 し、丹波守源章任の三条宅に出御する。嘉承2年 、「斎院」禎子内親王が危急なので、俄に長

官藤原長兼の直盧に出だす。翌々日、「斎院」は本 「太后の養子」なので、太皇太后藤原寛子御

所の枇杷殿に渡 る(『中右記』嘉承2年7月19日 ・22日条)。 この時期の枇杷殿 は、太后寛子の御
　　む

所に建造され、禎子内親王が猶子 として同殿する。禎子は ト定され、枇杷殿から源清実の大炊御

門南京極西宅に渡る。当子 ・馨子 ・禎子は ト定の本宮に 「人の家」を借用するが、退下 し本来の

「自邸」あるいは別個の自邸に居住する。

1

2

3

4

に
り

8

9

註

重明親王家は、「或説」では 「東三条」である(『二中歴』十 「名家歴」、『拾芥抄』中末 ・二十 「諸名所部」)。斎宮

女御徽子女王(父 は重明、母は藤原寛子)は 、「三条のみやにて」「東三条院にて」詠歌する(『斎宮女御集』)。藤原

寛子(藤 原忠平女)が 重明と結婚し、忠平から伝領すると推定 される(平 安文学輪読会 『斎宮女御集注釈』、塙書房、

1981年)。

朧谷寿 ・角田文衛 「平安京一条坊および官衙 ・邸宅一」(角 川 日本地名大辞典26『 京都府』下巻、角川書店、1982

年)

「平安京一条坊および官衙 ・邸宅一」(前掲)

天慶2年 、章明親王は 「京極亭」で元服を加える(『日本紀略』天慶2年 閏7月4日 条、『吏部王記』8月14B条 、

『御遊抄』三 「親王御元服加冠以下例」)。この京極亭も 「中河家」と同一と想定される。

「平安京一条坊および官衙 ・邸宅一」(前掲)

権大納言藤原公任は臨時御読経定に参入するが、「斎宮南小路」で飛礫を打たれる(『小右記』長和2年7月3日 条)。

公任は四条宮(四 条南 ・西洞院東 ・町尻西)に 居住 し、これは斎宮(六 角町尻宅)の ほぼ真南にある(拙 稿 「平安京の

く門前>と 飛礫」(上)、 『朱』42、1999年)。

所京子 「『狭衣物語』にみる斎院の史的考察」(『斎王の歴史と文学』、国書刊行会、2000年)

『平記長暦元年/平行親記』(『続々群書類従』5)は 「直成」とするが、複製(『行親記』、『平記 ・大府記 ・永昌記 ・

愚昧記』<陽 明叢書記録文書篇6>、 思文閣出版、1988年)で は 「道成」である。

藤原道長やその子息がしばしば道成宅を借用し、寛仁3年(1019)正 月、藤原道長が 「道成家」に方違する(『御堂関

白記』寛仁3年 正月9日 ・10日条)。 同じ月、左衛門督頼宗家(藤 原為盛四条宅)が 焼亡 し、「信乃守道成宅」に渡 り

(『御堂関白記』『小右記』寛仁3年 正月14日 条)、 長元2年 、関白頼通が鬼霊 などに依 り 「前因幡守道成宅Jに 渡

る(『小右記』長元2年9月13日 条)。

長元4年 、参議 ・右大弁源経頼が馨子内親王の御所(丹 波守源章任三条宅)の 施設 ・行事を詳細に記録する。さて、

斎王を トし了 り、行事上卿以下を定める(『西宮記』臨時七 「卜定斎王事J)。 斎王を ト定し、行事の上卿 ・弁 ・史を

仰せ下す、あるいは納言 ・弁 ・史を伊勢初斎院別当となすと仰す。また、初斎院勅別当(親 王家勅別当)を仰せ下し、

別当上卿 ・弁 ・史は斎王家に向う(『江家次第』「斎王 卜定事 伊勢」)。馨子の初斎院行事弁は蔵人頭 ・権左中弁藤

原経任であるが、民部卿藤原斉信の室家の死去により、五位蔵人 ・左少弁源経長が替わ りに奉行する(『左経記』長

元4年12月23日 条)。 経任は斉信の養子である(『公卿補任』長元8年 条尻付、『尊卑分脈』「為光公孫」)。なお、長

元6年 に経長は斎院長官(『弁官補任』)。行事史は、左大史小槻貞行の服身の替わりに左大史准宗義賢が行う(『左経

記』12月24B条)。 行事上卿は中宮権大夫藤原能信と推定され、たとえば12月16日 、頭弁経任が馨子を賀茂斎王に ト

定の勅を能信に仰す。能信は神祇官を召 し、神祇大副大中臣兼興が ト定する。また、23日 、能信は明年膜祭料を行

事所に納め雑用に宛てる(12月19日 ・23日条)。 さらに、12月22日 、右少将源定良を斎院別当となす(12月23日 条)。

このほか、左衛門督源師房や左兵衛督藤原公成は 「彼宮(二 宮馨子)別 当」あるいは 「斎 院の別当」、平範国は

「宮司」とあり、馨子家の別当や家司と想像される(『左経記』12月9日 条、『栄花物語』三十一 「殿上の花見」 ・三

十二 「謂合」)。経頼は行事や別当 ・家司ではない。 しかし、大宮(威 子)や 両宮(章 子 ・馨子)の 事を類に触れ召 し仰

せられるので、然るべ き事を 「内々に」申し行う(『左経記』12月9日 条)。 経頼は後一条天皇の五位蔵人(長和5年

～寛仁2年)・ 蔵人頭(長 元2年 ～3年)
、 また中宮威子の中宮亮(治 安2年<1022>～ 長元3年)・ 中宮権大夫(長 元
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8年 ～9年)(清 水潔 『類聚符宣抄の研究』第五章、国書刊行会、1982年)。

10所 京子氏は 「内々為間定所喚也」を 「内々為問 卜定所喚也」とし、丹波守章任の三条宅を 「卜定所Jと 論定する

(所京子 「『狭衣物語』にみる斎院の史的考察」前掲)。 その根拠は不明なので、増補史料大成本に依拠する。

11馨 子内親王は、このごろは 「ごとごとなく二所(後 一条と威子)の 御中におはします」。出御の 日には、後一条と威

子が 「(清涼殿の)上 の御局」にて涙をとどめず(『栄花物語』三十一 「殿上の花見」)。15日、後一条天皇は宮退出の

間の事を仰せ 「涕泣」 し、中宮威子 も同じくこの事を仰す(『左経記』長元4年12月15日 条)。

12天 暦元年6月 、「斎宮」悦子女王の入御する諸司を占い、8月 、伊勢斎王の御潔の日時を勘 じる(『日本紀略』天暦

元年6月20日 ・8月25日 条)。 また、長暦元年4月2日 、「斎院」娼子内親王の御硬定井びに 「御所 卜定」がある。

御藤の日は13日 で入御所は右近府である(『行親記』長暦元年4月2日 条)。

13山 本一也氏(京 都大学研修員)の ご教示による。

9・10世 紀 には中宮 ・皇后は女御以下 と区別され、宮内で出産し、内裏内で皇子女を養育する(岡 村幸子 「職御曹

司について一中宮職庁と公卿直盧一J、 『日本歴史』582、1996年)。

14所 京 子氏は、「初斎院入御の前に家人等の邸宅に移 り入ったことは、平安時代も中後期のことで、勿論 『延喜斎院

司式』の規定にはみられない」とする(「『狭衣物語』にみる斎院の史的考察」前掲)。

15所 京子 『斎王和歌文学の史的研究』第二部第八章(テ)「令子内親王」(国書刊行会、1989年)

16こ の史料は山本一也氏のご教示による。

延喜2年 、「斎院」君子内親王が煩病するので、「他家」に移る事 を定める。親王は甚だ気力なく、罷 り出で、死去

する(『西宮記』臨時5「 斎院」)。

17高 橋康夫 『京都中世都市史研究』第一章 「平安京北辺の地域的発展」(思文閣出版、1983年)

「桃園に住み侍ける前斎院屏風に」(紀貫之、『拾遺和歌集』一 「春」)、「桃園の斎院の屏風に」(よみ人知らず、『拾

遺和歌集』十六 「雑春」)。この桃園の(前)斎 院は宣子の可能性がある。

18黒 板伸夫 「「藤原行成家」の家政と生活基盤」(『平安王朝の宮廷社会』、吉川弘文館、1995年)

19長 和3年 、皇后宮 「御領」元華山院が焼亡 し(『小右記』長和3年12月17日 条)、 同5年 、同じく 「御領」の修理大

夫藤原通任家(大 炊御門南 ・東洞院西、あるいは二条 ・西洞院)が 焼亡する(『日本紀略』『御堂関白記』長和5年12

月10日 条)。

20野 口孝子 「枇杷殿」(朧谷 ・加納 ・高橋編 『平安京の邸第』、望稜舎、1987年)

6斎 王 家 の建 築 と装 束

斎王家の建築や装束を検討する。

斎王家では、神部が木綿を賢木に著け、「殿の四面及び内外の門」に立てる 《1》。斎王家に
　ユ

は、「殿」 と 「内外の門Jが ある。

一方
、初斎院や野宮には斎殿がある。

《7》凡斎内親王在京潔斎三年、即毎朔 日、著木綿量、参入斎殿、遥拝大神、時先供御麻、次

量木綿、…、別当大夫已下 卜食者、共再拝両段、但九月、六月、十二月不参、至十六七 日参

入、再拝両段、長拍手両段、斎王不拍手、斎終之後、乃向伊勢大神宮、…(「斎宮」45潔 斎

三年条)

斎内親王は在京潔斎三年で、朔 日毎に木綿霞 を著け、「斎殿」に参入 し、大神を遥拝する。斎

内親王を定め祓蕨 して初斎院に入 り、「明年7月 に至るまで、この院に斎」 し、8月 上旬、祓蔵

して野宮に入 り、「明年8月 に至るまで、この宮に斎」す 《2》。「京にありて潔斎すること三年」

　　

は ト定年 とその明年、 さらにその明年 と推定されるので、初斎院と野宮の期間である。「斎殿」
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は初斎院や野宮に設置されるが、斎王家にも存在を確認できる。

斎王本宮の建築はより詳細に判明する。

《8》本宮次第、

【β】先御浴殿、了著新御衣給、其後御装束並御調度一物以上皆被改、

次御所御装束御座撤旧舗新、但暫曳反、衛喫後展之、書御座二間、

当母屋際簾立屏風一帖、其傍立二階一脚、其前敷両面端帖二枚、

同間孫庇敷小莚二枚、其上敷緑端半帖一枚、

公卿座設中門北、殿上人座設侍廊上、神司座饗十前設中門南廊、

勅使参入立中門、

敷勅使座於対南唐庇当母屋四間、逼長押敷之、本家家司役之、敷繧綱一枚、或用高麗、
い ト　 イ ラ

其上敷菌北面、

次勅使著座 以四位家司示可被著座由、次居肴物衝重二合、

次勧盃或無勧盃只給禄、一献殿上四位、二 ・三献公卿勧之、

次給禄公卿取之、女装束一具、勅使下座再拝、

【0】次御膜此間上卿以下下地、

当書御座間前庭敷菅 円座先例云々、為宮主座 、其南立八脚机東西妻、其傍立大床[子脱力]、

次斎王先洗手、著御喫座巽面、

中臣官人取御贈物二高杯、進費子敷下、乍立地伝之中臣女、

次中臣捧大麻、乍立地伝於女房、返給後[下イアリ】卜部、 卜部取之著座、修御喫、了捧麻退出、

次中臣参入、撤御贈物 、次撤座、

【a】次大殿祭家司一人捧脂燭前行、神祇官二人、

懸[玉脱力】御所 四角柱 ・御湯殿 ・進物所等也、或於御湯殿後祭御厨、然而件事無之、其御湯殿

井進物所等皆 四角懸之、

【b】次神祇官人奉仕御井祭、

【c】次神祇 官挿賢木以木綿繋其木、

先挿御在所屋巽角、次艮角、次乾角、次坤角、次神殿戸 当中央、次内膳屋、次井、次 中門、

次 門、挿件賢木後、人不登御在所板敷上、又挿賢木間、公卿以下下地、件挿賢木之神司不渡

御前云云、

次神祇官人等著中門南廊座対座、預饗饒地下諸大夫役送、

次給禄五位白大掛、六位以下匹絹、次官人等列立再拝退 出列於庭中、

くノト　 ガ くノト 　 カ 　

【d】次立内膳屋、木工寮く近代修理職>、次渡大炊寮御飯、次立陣屋、左右衛門く先給宣旨>、井仰

衛門可宿直之由、次立炬火屋修理職く先給宣旨>、

次掃除初斎院四面井近辺汚械仰左京、

次上卿以勅別当令 申事由了召別当於御前被問子細、

次 自殿上滝ロー人、蔵人所衆二人、可参宿彼院由被仰之、若有妊者不可差之治承階力伍年例、
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…(後略)(『江家次第』十二 「斎王 卜定 伊勢」)

斎王の御膜ののち、神祇官が大殿祭 し、玉 を 「御所」「御湯殿」「進物所」に懸け、あるいは

「御廊」を祭る 【a】。また、神祇官人が 「御井祭」を奉仕 し 【b】、賢木を 「御在所屋」「神殿戸」

「内膳屋」「井」「中門」「門」に挿す 【c】。さらに、木工寮(近代は修理職)が 「内膳屋」、左右衛門

府が 「陣屋」、修理職が 「炬火屋」を立てる 【d】。このうち、内膳屋 ・陣屋 ・炬火屋は新造であ

るが、内膳屋は 【c】にも列挙される。内膳屋は斎王の御飯を用意し潔斎の義務があるので、【c】

にも記載すると推定 される。あるいは、なお新造の屋がある可能性がある。なお、野宮では 「野

宮の地を鎮むる祭」があ り、その料は五色の薄絶 各5尺 や堆 ・圷各5口 などである(「斎宮」17鎮

野宮地祭条)。

さて、【b】では神祇官人がとくに 「御井祭」を奉仕する。本宮の 「御井Jは 格別の意義がある。

この御井は、初斎院と同様に 「供膳の井」と推定される。伊勢斎王が初斎院に入 り、「供膳の井」

を ト定 し賢木を立てる(「斎宮」6河 頭祓条)。同 じく、賀茂斎王が初斎院に入 り、「供膳の井」を

ト定し賢木を立てる(「斎院司」4祓 物条)。 「供膳の井」では、宮主が 「井神祭」「井祭」を祭る
　 ヨ

(「斎宮」10忌 火等祭条、「斎 院司」5井 祭料条)。 斎王本宮の御井祭 は 「供膳の井」 の井神祭 に相

当する と想定 され る。 【c】では、 この井 に賢木を挿す。

長元4年(1031)、 賀茂斎王馨子 内親王 の本宮 は丹波守源章任 の三条宅で、本宮の次第が詳細 に

判明す る。

《9》(13日)…(前 略)、 次参 三条、令御装 束、

【α】先以神殿当御在所西方云々、w迫 東対台北為御所塗籠東廟也、件塗籠可為神殿之故也、抑件宅本

自無寝殿、只所在東対代 ・北対許也、{h以東対代為御所、以北対女房曹司、

【β】自内裏被度御屏風 十帖五尺四、々尺六、大嘗会時被調也、 自余敷設壁代御木帳等、皆本家被儲 、

御帳不立、 自行事所 追依可調渡也、…(後 略)

(16日)…(前 略)、

左衛門督、左兵衛督、余参三条、

【X】頃之勅使頭 中将参入 、甲斐前司範国 申事 由内府宿衣兼被候、南廟敷座高麗端一枚菌、召之、 中

将着座令申有准三宮宣旨由、次着肴物高杯二本、金吾武衛 僕次 第勧盃、次金吾取禄女装束、授 中将、

中将下庭拝退 出、頃之関白殿令参給、次下宅[箸力】、了上達部多 参入、次勅使右少将行経参入、

令 申事之 由、敷座如初、使着 申斎王 卜定由、次武衛授禄女装束、拝出、

【0】次神祇大副 以下 参入、範 国申事 由、 頃之中臣三人取御祓物二人高杯二本、々別居小土鍋四口納

物、以紙裏、各四、一人大麻等、 自東庭辺簾下授女房、女房取之供御前余自地辺立坐具、少許女房示案

内、女房取大麻、摩御体、返 中臣、 々々取之授宮主宮主兼候東庭膝突、(北面)、宮主斎院宮主、以本

宮解申結政任之、今日不可申任、W用 代官、

【a】御祓了神部 四人、付木綿取 賢木、立御在所屋 四角始自巽次第立之、次立 中門北南柱 下、次立

御 門左右柱下、次立御井余仰云、如式球借力)、所司立御井賢木、而於里第立之如何、神祇官云、前例如此者、

{h重不答、
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【b】次 中臣下部各一・人、奉仕大殿祭於御在所屋巽角始之、次乾、次坤祭之、次御湯殿、但不入簾中、只於簾

外祭之、

【c】次有仰 、副以下史以上着座以侍所為件座、以机備饅、二献了諸大夫汁三献了、給禄副大掛各 噸 、祐

単重各一領、史各二疋、(裏紙)、神祇部史生官掌等疋絹、雑人調布、史以上列南庭西上北面、再拝退 出、

【①】次賀茂社司等参入、範国 申事 由、令着座以政所為件座給饗、知家事等勧盃、役送正□、三献了給

禄禰宜設黄袋各一帖、神人等調布、列庭、再拝了退出下社司不参入云々、

【② 】次範 国朝 臣家司等相共、於政所成始近江国御封返抄云 々、

【③ 】又撤本御座井辺敷等、供新御座 等但下敷、長莚、女房料畳壁代屏風木帳不替、件新御座等本家所儲也、

【d】又木工寮新作三間大炊屋、御炊男 々々本家注両三人、各宮主人卜定之云云、清雑具炊御飯政所新調

儲雑具渡之、進物所清御膳 具、調供御膳政所始自御器御台、至子雑具、調具渡之、

【④】又宮主清料物、祭御再[井 力]御 竈庭火等本家宛料物、各進請文、

【⑤ 】 自今夜参入人 々#侍 者等不可昇長押上、但可候賓子云 々、又女房 自里第参入之 日不昇御

在所長押上云 々、経一宿之後可昇云 々、又於御在所不口頭、況於余事乎、

【⑥ 】今夜不立神殿御帳井御所御 帳等、又不立神[殿 戸脱力]賢 木、不供神座#悦[幌 力]等 、

【⑦ 】凡於神祇官庁始初斎 院行事 云々、行事弁史着 之、上卿不着 云々、

(『左経記』長元4年12月13日 ・16日条、 口 は西 山註)

《8》 と 《9》 では儀式の順序 に齪齢 があ り、 《9》 では 【a】(賢木、 《8》 【c])から 【b】

(大殿祭、 《8》 【a】)に進行す る。 また、 《9》 には 《8》 【b】(御井 祭)の 記載が ない らしく、

一方、 《9》 は賀茂斎 王の ト定 で、 【①】賀茂社司の参入がある。 さ らに、馨子 は准三宮 とな り、

年官 ・年爵 や 、本封 の外 に千 戸封 を賜 わ るので(『左経 記 』長元4年12月16日 条)、 お そ ら く

《9》 【② 】で御封 の返抄 を成 し始め る(吉 書始)。 ところが、 【d】(屋の新作)は 《8》 《9》 で

大差 な く、結局、 《8》 は伊勢斎王、 《9》 は賀茂斎王であるが、両者 は基本 的に一致する。

さて、 三条宅 は 「寝殿Jが な く、「東対代 ・北対」があ る許 りである。 そこで、「東対 台(代)の

北 に迫 りて御 所(御 在所)と な」 し、北 対 を 「女房曹 司」 とす る。 東対代 では 「神殿 」 を斎王 の

「御在所」 の西方 に当て、塗籠 を神殿 とし、御所 は塗籠 の東廟 である。す なわち、 《9》 では神

殿 は東対代 の塗籠 にほかな らない。 《8》 で は、神祇官が 「神殿 の戸 中央に当る」 に賢 木 を挿 す。

神殿 はわざわ ざ 「戸」 の中央 とす るが、 これは神殿 が独立 の建築で ない事 実を反映す ると推定 さ

れ る。か くして、11世 紀 には神殿 は固有の建 築ではな く、 その一室 と想定 される。 この神殿 こそ

　　

《7》 の斎殿 に該 当す る。

さて、 《9》 【⑥ 】では神殿 や御所 の御帳 も立 てず、神座 も供 さず。 【β】では、行事所 よ り

追 って調 え渡すので、13日 に御帳 は立てず。 したがって、馨子 の本宮で は、 卜定 の当 日に神殿や

御所 の装束 はなお充分で はない。 【⑦ 】で は、16日 に神祇 官庁 で初斎 院行事 を始め るので、御帳

はこれ以後 に立て るほかない。 ところで、 【⑥ 】では 「又不立神賢木」 とす るが、 これは 【a】と

矛盾 し、 また直前 に 「不 立神殿御帳#御 所御帳等」 とあ る。そこで、 この 「神 賢木」 は 「神殿賢

木」 あるい は 「神殿戸賢木」 の誤写 ・脱落 と憶測 され、すなわち 《9》 では神殿(戸)に 賢木 を立
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てない。神殿や御所が未整備であり、そのため神殿(戸)に 賢木を立てないと推定される。

【a】では神部が御井に賢木を立てる。「式の如 くんば」、所(諸力)司では御井に賢木を立てるが、
　ら

「里第においてこれを立つるは如何」。神祇官は 「前例は此 くの如 し」 と云う。よって、重ねて答

めず。初斎院では供膳の井を ト定 し賢木を立てるが(「斎宮」6河 頭祓条、「斎院司」4祓 物条)、

本宮ではこの規定はない。 しかし、神祇官は、本宮で も前例で御井に賢木を立てる。さて、【④】

では宮主が料物を清め、「祭御再御竈庭火等」とするが、このうち 「御再」は本来 「御井」では

ないかと想像される。「野宮に遷 り入るの初めに」忌火 ・庭火 ・御竈 ・井神祭 を祭るが(「斎宮」

10忌火等祭条)、 このうち御竈 と庭火が一・致する。したがって、「御再」は忌火か井神に該当する

可能性があるが、「再」と 「井」は字形が近似 し、「再」は 「井」の誤写と憶測される。 このよう

に、【④】では宮主が 「御井」や御竈 ・庭火などを祭 り、 《8》の 【b】御井祭と対応する。賀茂

斎院の初斎院では、宮主が供膳の井の井祭を祭る(「斎院司」5井 祭料条)。

【d】では木工寮が三間大炊屋を新作 し、御炊男が雑具を清め御飯を炊 ぐ。 また、進物所が御

膳具を清め、御膳を調え供す。 《8》の 【d】では、木工寮が内膳屋 を立て、大炊寮の御飯 を渡

す。三間大炊屋と内膳屋が対応 し、大炊屋と進物所に炊飯 と調供の分業がある。宮主が炊男をわ

ざわざ ト定するが、供膳の井に賢木を立て、宮主が祭る。 《8》 では、内膳屋に賢木を挿 し、進

物所に玉を懸ける。供膳の調供は潔斎が厳格である。なお、 《9》 では、陣屋 ・炬火屋は記載が
　　

な く不 明である。

さて、野宮 には 「黒木 の鳥居 ども、 さすが に神 々 しう見わた され て」 とあ り(『源氏物語』 「賢

木」)、黒木 の鳥居 があるが、斎 王家で は確 認で きない。 また、 「お まへ のや り水」(御 前 の遣水)
　　

に残 りの菊が浮かび、「いつみばか り」(泉許 り)に身が しつむ(『(源)順集』)。斎王の本宮は斎王

の 「自邸」や 「人の家」の借用であるから、遣水や泉は充分に存在しうる。

斎王家の装束では、神殿や御所の御帳が枢要である。しかし、前述のように、 卜定の当日は神

殿や御所の御帳は立てず、神座 も供 さず、行事所より追って調え渡す。この御帳には紆余曲折の

経緯がある。「賀茂初斎井びに野宮装束」に斗帳(御帳)2具 があ り、その内訳は白木1具 、漆1
　　

具である(『延喜式』「内匠寮」賀茂初斎院条、「斎院司」22行 具条)。白木の斗帳は 「神殿料」、染

塗(漆)は 「斎王料」である。一方、宮城内便所を初斎院 とするので 《2》、諸司を初斎院と謂

い、御帳や雑具は諸司に入る日に渡す。 しかし、前斎院選子内親王の仰せでは ト定の日に御帳を

立てるので、里第を初斎院と謂 う(『左経記』長元4年12月5日 条、『小記 目録』八 「斎王事斎宮

斎院」長元4年12月5日 条)。結局、神殿の御帳は里第では立てずの儀あり。その場合は先に神座

を敷 き御節供を供す(『左経記』長元4年12月23日 条)。12月28日 、行事所が斎院の神殿の承塵や

戸の幌、神座、斎王座などを調 え具し、宮主代 ・神祇少祐則政が供 し敷 く。行事の弁 ・史は皆内

の械れに触れ、院に参 らず(長元4年12月28日 条)。 か くして、里第では神殿に白木の御帳を立て

ない。なお、長元5年 正月1日 、宮主が神殿に御節供2前 を供 し、前別に衝重4合 。神座の前ご

とに各々院の御座あり(長元5年 正月2日 条)。神座は複数あ り、それは御節供 と同様に2前 と推
　　

定 され る。
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なお、賀茂斎 王では斗帳 は2具 であ るが、伊勢斎王 は1具 であ る。伊勢斎 王の初斎 院の装束 に

「白木斗帳」1具 があ り、高 さ8尺 ・方1丈 で、 「供物」すなわち 「斎王料Jで ある(「斎宮」14初

斎 院装 束条、 「内匠寮」初斎 院装 束条)。 また、野宮 に遷 る装 束 に 「白木斗 帳」1具 があ り、や

は り 「供料」 であ る(「斎 宮」36野 宮装 束条、 「内匠寮」野宮装 束条)。 さらに、斎 内親王が3年

の斎 が終 り、造 り備 える雑物 に 「斗帳」1具 があ り、方1丈2尺 ・高 さ7尺5寸 であ る(「斎宮」

まユ　

43造 備雑物 条)。 伊勢斎 王で は、初斎 院 ・野宮 か ら伊勢 斎宮 まで 「斎 王料」 の斗 帳1具 で ある。

斎王家 で も 「斎王料」 の斗帳 を立て る可能性が充分にある。

長元5年 正 月1日 、 申時に斎 王は 「初 めて」神殿 に入 る(『左 経記』長元5年 正 月2日 条)。 こ

れは ト定か ら14日 後、神殿 の神座 な どの供 し敷 きか ら2日 後 である。長元9年11月28日 、 良子

内親王 を 「斎宮」 に、娼子 内親王 を 「斎院」 に ト定 し、勅使 を両所 に遣 わす 。「斎 宮」 は左 中将

藤原 良頼(カ)、 「斎 院」 は四位左少 将藤 原行 経。12月20日 、 「斎宮 ・斎 院」 が 「始めて神 殿 に入御

す」 る(『範 国記 』長 元9年11月28日 ・12月20条)。 行事所が神座 な どを調 え具 し、行事が敷 き終

わ り、斎 王は 「初めて」神殿 に入 る。先述 のように、 卜定の当 日に神殿の戸には賢木 を立てない。

しか し、同 じ正 月1日 に神祇 が所 々の賢木 を指 し替 えるので、神殿 に も初め て賢木 を立てる可能
む ユ

性が高い。

本宮では、装束や調度を皆改め、御座は暫 く曳 き反 し、御膜の後に展べる 《8》 【β】。馨子内

親王の三条宅では、13日、内裏より屏風を度し、 自余の壁代 ・木(几)帳 などを敷 き設けるが、こ

れは皆本家が儲ける 《9》【β】。16日 、本の御座や辺敷を撤し新御座 を供すが、下敷 ・長莚や女

房料の畳 ・壁代 ・屏風 ・木帳は替 えず。新御座は本家が儲ける 【③】。大炊屋の雑具は政所が新

たに調え儲け、進物所の御膳の具は政所が御器 ・御台より雑具に至るまで調え具して渡す 【d】。

註

-
↓

り
ム

リ
O

4

5

6

賀茂斎王の斎王家では、「殿Jは 「寝殿」である 《5》 。

賀茂斎王は 「初斎院において三年斎」す(「斎院司」6三 年斎条)。

伊勢斎王の忌火や井神祭は、「野宮に遷入するの初め」に祭る。この規定は初斎院(「斎宮」6河 頭祓条)か ら野宮

(「斎宮」17鎮 野宮地祭条)の 中間にあり、大殿祭、忌火 ・井神祭、朔日庭火祭、晦 日解除料 と連続する(「斎宮」9

初斎院大殿祭条～12解 除料条)。 このうち、大殿祭 ・朔日庭火祭 ・晦日解除料は 「野宮 ・(伊勢)斎 宮これに准ず」

る。したがって、「野宮に遷入するの初め」に祭るとは、忌火 ・井神祭は初斎院では祭 らず、「野宮に遷入するの初

め」や伊勢斎宮で祭祀すると推定される。一方、賀茂斎王の場合は、初斎院に入 り供膳の井 をト定し、宮主が井祭

を祭る(「斎院司」4祓 物条 ・5井 祭料条)。

福山敏男は、伊勢斎宮の神殿は斎王の御殿のかたわ らや少 し奥まったところにあり、「小さな祠(ほ こら)」程度と

推定する(『斎王宮と離宮院の建築』、三重の文化財と自然を守る会 ・松阪の文化財と自然を守る会)。

初斎院にご説が並立する。宮城内の便所(諸 司)を初斎院とするが(「斎院司」3初 斎院条)、一方、里第(本宮)を 初斎

院とする(『左経記』長元4年12月5日 条)。 後述を参照。

凡伊勢斎内親王初斎之時、差門部二人、衛士一人、為門衛門部直陣、衛士炬火、其賀茂斎院門衛准此、但難遷斎院

猶充之(『延喜式』「左衛門府」初斎条)

伊勢斎王の 「初斎Jは 初斎院の直前の初度喫と推定され、「賀茂斎院の門衛」 もおそらく初度膜である。伊勢斎王

や賀茂斎王の初度礫では、左右門部各2人 が供奉する(「斎宮」6河 頭祓条、「斎院司」4祓 物条)。 「斎院に遷ると

難も」の斎院は初斎院と想定される。賀茂斎王が初斎院で三年斎 し祓硬するが、その儀の門部4人 は 「院の門衛J
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を用いる(「斎院司」6三 年斎条)。 この 「院の門衛」は初斎院の門衛である。賀茂斎王では、左右衛門府が門衛の

陣屋を造 り、木工寮が炬舎を造る(「斎院司」31陣 屋炬舎条)。 すなわち、紫野斎院(野 宮)で は陣屋 ・炬舎が造営さ

れると推測される。

7所 京子 「歌にみる伊勢斎王の概要」(『斎王の歴史と文学』、国書刊行会、2000年)

8前 斎 院の仰せでは、神殿の御帳の帷は 「白約」、斎王の御帳の帷は 「朽木形約」である(『左経記』長元4年12月21

日条)。

9賀 茂斎王の紫野斎院では、相嘗祭の神座は2前 で、上下両社料である。毎年11月 上卯日、斎王は夕時に神座を斎殿

に設け、座別に斎王の供承座を設けて祭る(「斎院司」13相 嘗祭条 ・14相嘗祭装束料条)。

10野 宮 の年料供物に 「斗帳J1具 があり、縫殿寮が縫い備え毎年供すが、斗帳の骨は内匠寮が作 り一度供す(「斎宮」

37野 宮年料供物条)。 伊勢斎宮の年料供物に 「斗帳料Jの 絹と綿があり、女部司が縫い備 えるので(「斎宮」71年 料

供物条)、 野宮の年料も 「斗帳料」の絹 と綿の縫い備えと推定 される。

なお、伊勢斎宮では、新嘗に供す料の掃部の請 くところに、払細布 ユ丈2尺 ・筥 ユ合 ・白端帖12枚 ・短帖8枚 ・坂

枕2枚 ・折薦帖2枚 があり(「斎宮」66供 新嘗料条)、 神座と推定される。

斗帳 ・神座については、上野勝之(京都大学大学院生)・ 吉江崇(京都大学助手)の ご教示による。

11長 承元年(1132)11月25日 、鳥羽院の第一姫宮禧子内親王を 「斎院」に ト定し、12月8日 、斎王は 「初めて神殿に入」

る(『中右記』長承元年11月25日 ・12月8日 条)。

7斎 王家 の行 事

本宮では勅使が座を下 りて再拝 し、次いで 「御膜」。書御座の前庭 に宮主座 を敷 き、その南に

入脚机 を立てる。次いで斎王は先ず手を洗い、御涙座(巽面)に著す。中臣官人が御贈物の 「二高

杯」 を取 り、中臣女に伝 える。次いで中臣が大麻を捧げ、女房に伝える。 卜部はこれを取 り著座

し、御藤を修し、麻を捧げて退出する。次いで中臣が御順物を撤す 《8》 【0】。長元4年(1031)、

賀茂斎王馨子内親王の場合もおおむね同様である 《9》 【0】。神祇大副以下が参入し、しばらく

して中臣3人 が 「御祓物」を取る。2人 は高」不、1人 は大麻を女房に授ける。女房は高杯 を御前

に供 し、大麻で 「御体」 を摩 る。中臣に返し、中臣は宮主に授ける。「御祓」が了 り、神部が賢

木を立てるので 《9》 【a】、御膜を御祓 と表記する。

斎内親王は在京 して潔斎三年、朔日毎に木綿髪を著 け、「斎殿に参入 し、大神を遥拝す」 る

《7》。この三年は初斎院と野宮の期間で、本意では斎王家は包括 されない。 しかし、斎殿(神

殿)はすでに存在するから(5斎 王家の建築と装束)、斎王家でも斎王は朔日毎に参入し、大神を遥

拝すると推定される。長元4年 、里第に神殿御帳を立てないので、元三日供 ・御節供や 「朔日、

斎王、神殿に参る」に、先ず神座などを敷 き、御節供を供す。毎月朔日に参殿料の 「裳 ・唐衣」

は定めがないので、今は只候する由に随 う。また、馨子は 「幼稚の程」(3歳)で あるが、必ず

「裳 ・唐衣」を着す。乳母が相副いて神殿に参 り、斎王に代 り御祈を申す(『左経記』長元4年12

月21日 ・23日条)。

《9》…(前略)、今 日参斎院、謁侍従内侍、内侍云、

【a】昨日早朝供忌火御飯、

【b】次供御歯固、着御生気御衣、

【c】次神祇指替所々賢木、
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【d】宮主供神殿御節供二前前別衝重四合、

【e】次院着御々唐衣裳了、申時初入御神殿 桿吉時也、令 申公家御祈給毎神座前各有院御座、自侍御共、

次退出、

【f】進物所供御節供御台六本、暴 須用御台盤 而自行事所未渡、re本院設御台也(『左経記』長元5年 正

月2日 条)

長元5年 正月1日 には、 【a】早朝 に忌火御飯 を供 す。 【b】次いで歯固を供すが、生気の御衣 を

着す。 【c】次 いで神祇が所 々の賢木 を指 し替 え、 【d】宮主が神殿 に節供2前 を供す。 【e】次いで

院が唐 衣 ・裳 を着 し了 り、 申時 に 「初 めて神殿 に入御 し」て、公家 の御祈 を申す。神座の前毎 に

各院の御座 あ り、 次いで院は退 出す る。侍従 内侍 は 「自ら御共 に侍 る」 とあ り、 院の神殿入御 に

相副 う。 さ らに、 【f】進物所がおそ ら く斎 王 に節供 を供 す。行事所が台盤 を渡 さないので、本院

が台6本 を設け る。 この うち、 【e】神殿 初入御 は本来 は元 日や朔 日の行事 ではな く、 【b】歯 固が

正 月に固有 である。 また、元 日に御薬 を供す 間は、生気 方の唐衣 である。 さ らに、元三 日供や節

供 も御帳 を立 てず、先ず神座 な どを敷 き、節供 を供す(『左経記 』長元4年12月21日 ・23日 条)。

【d】宮主が神殿 に節供 を供すが、元三 日供 は正月、節供 は節 日に供す。一方、 【c】賢木の指 し替

えは、斎宮の諸 門には常 に賢木 を立 てるが、「月別 に」 立て替 える(「斎宮」4木 綿賢木条)。 【a】

忌火御飯 は、天皇では6月1日(神 今食)・11月1日(新 嘗祭)・12月1日(神 今食)で ある(『西宮記 』

恒例第二 ・第 三)。 斎 王の場 合 は、朔 日の斎殿参入 と対応 し、毎 月朔 日と想像 され る。結局、毎

月朔 日は 【a】忌 火御飯 ・ 【c】賢木の指 し替 えと斎殿 参入、正 月 は 【b】歯固 ・供御薬 と元三 日

供、節 日に 【d】【f】節供 と類別 され る。

一方、伊勢斎宮の年中行事には、正月元 日に 「於斎殿遥拝大神宮」や、「献歯固、供御薬」が
　 ま

復 原 され、遥拝大神宮 は毎月朔 日と推定 される。斎王家 の正 月の歯 固 ・供御薬、朔 日の神殿参入

は伊勢斎宮 の年 中行事 と一致す る。 このほか、長元4年12月29日 、斎 院で 「御祓」があ り、宮主

が祓物 を供す(『左経記』長元4年12月29日 条)。 野宮で は6月 ・12月 の晦 日は大祓 で、馬2疋 に

　　

「その在 国の 日は4疋 」 とあるので(「斎宮」26大 祓条)、 伊勢斎宮 で も同様である。
さ ば

ところで、長元4年 、斎院では 「野宮に至るまで」難良力(刀)自 之神に朝夕の御膳の散飯(食事

に際 し、食物の少量をとり分けて、鬼神 ・餓鬼 ・鳥獣などに施すもの)を奉 るが、「里第」でも御

膳の散飯を奉る。 また、御封や諸司より渡す物の 「最前」(いちばんさき)も皆この神に奉 る。さ

らに、毎月酉 日にこの神を祭るが、その儀は只御炊男に一度料2升 を宛て給い、酒肴で祭る(『左
な ら と うめ

経記』長元4年12月19日 ・20条)。難良刀 自神(難 良専女)は現在 も上賀茂神社の摂社奈良社 に祭
　ヨ

られ、御饅御酒の守護神であ る。

さて、賀茂斎王馨子内親王は先年 より比叡 山で御祈 を行 うが、他所 での仏事御祈 は忌 まないの

が例事 であ る。御封物 を宛 て、膜祭料 を宛 てない(『左経記 』長元4年12月19日 ・20条)。 この論

理で は、斎 王家で は同所 の仏事 を忌避 す る。 しか し、斎 院で は、忌 詞 は死 ・病 ・泣 ・血 ・宍 ・

打 ・墓 で、斎宮 の内七言(仏 ・経 ・塔 ・寺 ・僧 ・尼 ・斎)と 別忌詞(堂 ・優婆塞)を 除外す る。伊勢
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付 章

斎王の場合は、「同(本宮)次第」に 「凡行事以下潔斎 日」、内七詞、外七詞、「十一月中卯 日以前、

不食新年穀米事」が列挙され(『江家次第』巻十二 「斎王 卜定事 伊勢」)、斎王家でも仏など内七

詞は死など外七詞と並列される。

一方
、「昔」の斎宮 ・斎院は仏経などを 「忌」むが、大斎院選子内親王は仏法 を崇める。朝 ご

との念諦を欠かず、雲林院の菩提講に布施を贈る(『大鏡』「右大臣師輔」)。また、東三条院藤原
の り

詮子の法華入講の 「捧物に、金して亀の形を造 りて」詠歌 し、「法のため」花 を数々に摘み百和

香(薫香の一種)に加 える(『拾遺和歌集』巻二十 「哀傷J、 『後拾遺和歌集』十 「哀傷」)。斎院で

は、公的には仏教を忌避するが、私的には 「仏典 を読み仏を信 じても差し支えなJい のか もしれ
　 る

な い。

うら

ところで、野宮や伊勢斎宮では、毎月下旬に雑色や仕女以上の名簿を主神司に移送 し トう。 ト
は

食まざる者は伊勢斎宮では 「宮中」に参供できず、宮中で皆忌むが、野宮では内院で忌む(「斎宮」

81名 簿条)。承暦年中(1077～81)に 大中臣公隆が 「斎宮寮内中外、#三 箇院、数十宇殿舎」を造

進 し、また斎宮寮は内院(「斎王御之」)・中院(「寮頭在此」)・外院(「萱葺屋五六十宇」)(『朝野群
　ら

載』巻六 「神祇官」元永元年6月8日 大神宮大宮司補任官符、『新任弁官抄』)。野宮では、外院
　　

などでは ト食まざる者を忌まず、内院と外院などで忌みに格差がある。斎王家でも内院 と外院

が区別される可能性がある。斎王家では賢木を殿の四面 と 「内外 門」 に立てる 《1》 。この

「内外門」 とは、中門と門に挿す 《8》 【c】、あるいは中門の北南の柱下 と御門の左右の柱下に

立てる 《9》 【a】。内外門は中門と(御)門 に該当し、斎王家は中門の内部の区画 と、中門の外部

で(御)門 の内部の区画に二分される可能性がある。斎王家の内院と外院では、やはり忌みに懸隔

があると想像される。

註

1所 功 「「斎宮年中行事」の復原試案」(『宮廷儀式書成立史の再検討』、国書刊行会、2001年)

所氏は薗田守良の復原を紹介し、各行事復原案は実在すると主張する。このうち、「於斎殿遥拝大神宮」は、「凡元

日斎内親王遥拝大神宮、…」(「斎宮」73元 日条)、 「凡内院神殿者、令主神司専一勤守、…」(84神 殿勤守条)。 毎月

朔日は、「斎内親王在京潔斎三年、即毎朔日、著木綿翼、参入斎殿、遥拝大神」(45潔斎三年条)か ら、「野宮 と斎宮

とは何事 も同じ例なり」(薗田守良)。 「献歯固、供御薬」は、「…、正月供屠蘇命婦以下嘗薬小児以上服料吊十疋、

綿廿屯吊用斎王生気色、並寮充之」(71年料供物条)。

2斎 王家の行事では、しばしば高杯が使用される。御膜では、中臣官人が御贈物の 「二高杯」を中臣女に伝え 《8》

【0】、長元4年 には中臣2人 が御祓物の 「高杯二本」を取 り、女房に授ける。本別に小土鍋4口 を居 き、物を納め

紙で裏む 《9》 【0】。また、頭中将源隆国が三条宅に参入 し、馨子内親王に准三宮宣旨ある由を申す。次いで肴物

の 「高杯二本」を着し、左衛門督源師房 らが次第に勧盃する 《9》 【x】。

L
r
3

t£
3

さき
川出清彦 「斎院内の生活をしのぶ一大斎院前の御集を読みて一」(『神道史研究』16-1、1968年)

所 京子 「大斎院選子の仏教信仰」(『斎王和歌文学の史的研究』、国書刊行会、1989年)

十 六町で墨書土器 「僧供廿口内」「僧供口」が出土するが、その年代は9世 紀後半で、「斎宮」関係の墨書土器は

「若干新しい要素」を持つ(本 書第5章 第1節)。

『新任弁官抄』は、作者は藤原俊憲、保元3年(1158)末 か ら4年 始に成立か(『群書解題』5)。

斎王が伊勢大神宮に向うと、野宮の内外屋や垣は神祇官中臣に給 う(「斎宮」45潔 斎三年条)。 屋に内外があり、内

院と外院が想定される。
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8お わ りに

平安京右京三条二坊十六町か ら墨書 「齋宮」が出土する。「斎宮」は伊勢斎王のく御殿>を 意味

し、京中の斎王御殿は斎王家以外 にない。9世 紀にも斎王を慣用的に斎宮 と通称 し、斎王家も斎

宮 と呼称しうる。9世 紀から10世紀前半には、斎王家は 「自邸」と推定される。10世 紀後半から

11世紀前半には皇后 ・中宮所生の内親王が 「人の家」を借用 し、11世 紀後半以降に 「人の家」に

固定 ・盛行する。

斎王家では賢木を立てる。11世紀には斎殿 ・神殿が存在 し、「供膳の井Jの 井神祭を祭る。「斎

王料」の斗帳 も立て、御竈 ・庭火なども祭ると推定される。また、斎王は朔日毎に神殿に参入 し、

大神を遥拝すると想定される。 さらに、正月の歯固 ・供御薬や忌詞などは伊勢斎宮の行事 と一致

するようである。11世 紀には斎王家は初斎院 ・野宮や伊勢斎宮に接近するが、このあり方は9・

10世紀に遡及すると推測される。

この邸宅の 「斎宮」については、角田文衛氏の卓見がある。角田氏は、9世 紀末葉から10世紀

前期では、悟子内親王の御所が三条にあると強調される。悟子の母は文徳天皇の更衣紀静子で、

三条に里第があり、「三条町Jと 呼称 される。この三条宮が十六町の邸宅 と同定できる。悟子は

ま ユ

退下後、「亡母が遺 した右京 の三条宮 で長 い余生 を過 ご」す と推 定 される。

さて、「900年前後」 にこの邸宅は再 整備 されるが、 その要因 に皇女の 「斎宮」点定が推定 され

る(本 書 第5章 第1節)。 墨書 「齋宮」 は斎 王家 に固有で あ り、900年 前 後が焦点 となる。'i舌子 内

親 王は貞観元年(859)10月 に伊勢 斎 に ト定 され、同年12月 に初斎 院 に入 る。 貞観18年 に退下 し、

延喜13年(913)に 死去す る。 貞観 元年 と900年 前後 とでは、少々時期 が齪齢 す る。一方、 天慶元

年(938)、 英子 内親王 は 「西三条第」で初笄(裳 著)し(『 日本紀略』天慶元年8月27日 条)、 同9年
　　

に ト定 され る。英子 の斎王家は西三条第である可能性がある。

さて、斎王家 には御所 ・御 湯殿 ・進物所 ・御厨や神殿 ・内外 門な どが存在す る。 また、内膳

屋 ・陣屋 ・炬火屋が新造 され、 「供膳 の井」 も想定 される。 しか し、 これ らと遺構 の建物や井戸

との対応 は未解決で、今後の検討が必要である。

註

1角 田文衛 「遺構は三条斎宮の御所」(「京都新聞」2000年3月23日)

2今 上親王でない場合は、「私第」で元服を加え参入する(『新儀式』五 「親王加元服事」)。

西三条第は右京三条一坊六町(あるいは四町)にあり、右大臣藤原良相から大納言常行に伝領されると想定される

が、それ以後はまったく不明である(「平安京一条坊および官衛 ・邸宅一J前 掲)。この西三条第と別個の邸宅の

可能性がある。
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遺物観察表

観察表1瓦 類観察表

軒丸瓦(図版15)

遺物

番号

地区

遺構
文様

表面の色調

胎土
形態 ・手法の特徴 備考

N4/灰 色。 瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、強いナデつけによって溝を

1

3区

D42KU

耕作溝

重圏文軒丸瓦

7.5Y7/1灰 白色 。

緻 密 。

穿ち、丸 瓦を押 し込 んで接 合。補 足粘土 は丸瓦 を覆うように多量 に

使 い、瓦当裏面を厚 くしてナデとケズ リによって余分な粘土 を掻 き

落 とす。側面下半は横 ヘラケズ リ、上半凸面部は縦ヘラケズ リで、

難波宮

6015A式 。

後にナデ調整。

N4/灰 色。 瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、丸瓦を押し込んで接合。補

2

3区

D42FR

7.5Y7/1灰 白 色 。

緻 密 。

足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、凸面破面には指圧痕跡が残
る。瓦当裏面は厚くして、ナデとケズリによって余分な粘土を掻き 難波宮

池1 落 とす。側面下半は横ヘ ラケズ リ、上半凸面部は縦ヘ ラケズ リで、 6016式 。

後 にナデ調整。

3

3区

D42CT

5G4/1暗 緑 灰 色 。

7.5Y7/1灰 白 色 。

1に 同 じ。
難波宮

池1 緻密。
6015A式 。

4

3区

D42DR

池1

5G4/1暗 緑灰色。

10YR8/2灰 白色。

緻 密。

瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、丸瓦を押し込んで接合。補

足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、瓦当裏面は厚くして、ナデ
とケズリによって余分な粘土を掻き落とす。側面下半は横ヘラケズ

リで後にナデ調整、上半凸面部は縦ヘラケズリ調整か。

難 波宮

6015A式 。

5

3区

D42CT

池1

5BG4/1暗 青灰色 。

2.5GY8/1灰 白色。

緻密。

周縁が直立縁でな く斜縁となる。瓦当裏面上端よ りやや下 がった位

置に、強いナデつけによって溝を穿ち、丸瓦を押 し込んで接合。補

足粘土は少な く、凸面破面には指圧痕跡が残る。瓦当裏面はナデ と

ケズ リによ って平坦に仕上げる。側面は縦ヘ ラケズ リ調整。

難波宮

6021式 か。

6

3区

D42TF

5YR6/1褐 灰 色 。

2.5Y7/1灰 白 色 。

周縁は直立縁だが、端部が丸みを帯びる。補足粘土は少なく、瓦当

裏面はナデとケズリによって平坦に仕上げる。側面下半は横ヘラケ 難波宮

池1 緻密。 ズ リ、布 目が若干付着する。 6014式 。

10BG3/1暗 青灰色。 瓦 当裏面上端 より3cm程 下が った位置 に、ナデ によって浅 い溝 をつ

7

3区

D42KU

池1
蓮華文軒丸瓦

5Y8/1灰 白色 。

緻密。

け、丸瓦 を押 し付 けて接合。補足粘土 は丸瓦 を覆 うように多量 に使

い、瓦 当裏面 はナデ によって余分 な粘土 を掻 き落 とす ため、中央部

が 凹む。側面下半 は横ヘ ラケズリ、上半 凸面部 は縦 ヘラケズリで、

平城宮

6134A式 。

後 にナデ調 整。

10BG7/1明 青灰色。 丸瓦接合を強化するため瓦当裏面上半にヘラ押しを施し、上端より

8

3区

D42GU

5Y8/1灰 白色。

緻密。

3cm程下がった位置に丸瓦を押し付けて接合。補足粘土は丸瓦を覆

うように多量に使う。瓦当裏面はケズリによって余分な粘土を掻き 平城宮

池1 落 とし、接合線は台形 を呈す る。側面は縦ヘラケズ リで、後にナデ
6282式 。

調整。

3区 N7/灰 色。 瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、ナデによって浅い溝をつ

D42 5Y8/1灰 白色。 け、端面を斜めに削った丸瓦を押し付けて接合。補足粘土は丸瓦を 長岡宮

 

9 DS・DT 緻密。 覆うように多量に使い、瓦当裏面はナデによって余分な粘土を掻き 7133式 。
池1 落 とす。側面は粗いナデ調整。

10

3区

D42BてJ

池1

7.5Y8/1灰 白色～

N5/灰 色。

5YR8/1灰 白色。

緻密。

瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、端面を斜めに削った丸瓦を

押し付けて接合。補足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、瓦当裏

面はナデによって余分な粘土を掻き落とし、平坦に仕上げる。
西賀茂窯産

NS154A式 。

3区 N7/灰 色。 瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、端面を斜めに削った丸瓦を

11 D421R 5Y8/1灰 白色。 押し付けて接合。補足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、瓦当裏 吉志部窯産。
池1 緻密 。 面はナデによって余分な粘土を掻き落とす。

12

3区

D42GR

池1

5P3/1暗 柴灰色。

5GY8/1灰 白色。

緻 密。

瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、端面を斜めに削った丸瓦を

押し付けて接合。補足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、瓦当裏
面はナデによって余分な粘土を掻き落とし、平坦に仕上げる。側面

下半は横ナデ調整、上半凸面部は縦ナデ調整。

芝本窯産。

軒丸瓦(図版16)

3区 N6/灰 色。 瓦当は厚く、裏面には丸瓦部に連続する布目が残る。断面には凸型

13
D42

FR～FT 蓮華文軒丸瓦
5GY8/1灰 白色。

緻密。

成形台に粘土塊を順次積み上げた痕跡が確認できる。瓦当と丸瓦部
の境界や裏面下端にはヘラケズリ調整を施す。側面下半は横ヘラケ 栗栖野窯産。

池1 ズ リ、上半凸面部は縦ヘ ラケズ リで、後 にナデ調整。

3区 10GY5/1緑 灰色。 凸型成形台に粘土塊を順次積み上げた単位で剥離する。13と同じ手

14 D42NQ 10GY6/1緑 灰色。 法 によ る。

池3 緻密。

15

3区

D42FT

池1

10BG3/1暗 青灰

色。

10BG5/1青 灰色。

緻 密。

瓦 当裏面の 中央部 はやや凹んでお り、布 目が残 る。瓦 当と丸瓦部の

境界や裏面下端 にはヘ ラケズ リ調整 を施す。側面下半 は横 ヘラケズ

リ調整。13と 同じ手法 による。

3区 N4/灰 白色。 凸型成形台に粘土塊を順次積み上げた単位で剥離する。13と同じ手

16 D42CU 10YR7/1灰 白色。 法による。

池1 緻 密。

3区 5BG3/1暗 青灰色。 16に 同 じ 。

17
D42

FS～FU

7.5YR8/2灰 白色 。

緻 密 。

小野窯産。

池1
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瓦類(図 版16)

18

3区

D42FR

池1

蓮華文軒丸瓦

N5/灰 色。

5Y6/1灰 色。

緻密。

凸型 成形台に粘土塊 を順次積み上げた単位で剥離す る。側面上半 凸

面部 は縦ヘ ラケズ リで、後にナデ調整。13と 同じ手法 による。 栗栖野窯産

か。

3区 N3/暗 灰色。 瓦当裏面には丸瓦部に連続する布目が残る。断面には凸型成形台に
D421U・ 10Y6/1灰 色 。 粘土塊を順次積み上げた痕跡が確認できる。側面下半は横ヘラケズ

19 JU・KU 緻密。 リ、上半凸面部 は縦ヘ ラケ ズリで、後 にナデ調 整。13と 同 じ手法に

耕作溝 よ る。

20

3区

D42EU

池1

N3/暗 灰色～

10GY5/1緑 灰色。

10Y8/2灰 白色。

緻密。

瓦当裏面 には布 目が残 り、裏面下端 にヘラケズ リ調整を施す。側面

下半は横ヘ ラケズ リ調整で、後 にナデ調 整。13と 同 じ手法による。

21
2区

D42CS

池1

5GY6/1オ リー ブ 灰

色 。

2.5GY8/1灰 白色 。

緻 密 。

20に 同 じ。

22

3拒ζD42

ES・FS

池1

宝相華文軒丸瓦

5Y7/3浅 黄 色 。

2.5Y8/2灰 白 色 。

緻 密 。

瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、凹面側は指圧で

接合を密着させて補足粘土を加えて接合する。瓦当厚は薄く、裏面
はナデ調整で仕上げる。

備 中産

(安養寺式)。

3区 N3/暗 灰色。 瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、指圧で接合を密

23 D421R

池1
蓮華文軒丸瓦 7.5Y8/2灰 白色 。

緻 密 。

着させて補足粘土を加えナデっけて接合する。瓦当厚は薄く、側面

は横ナデ調整。最後に周縁外端を面取りして整える。

搬入瓦 だが、

生産地不 明。

3区 7.5Y4/1灰 色 。 瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、補足粘土を加え

24 D42LS 2.5Y8/2灰 白色 。 ナデつけて接合する。瓦当厚は薄 く、ナデ調整 はか な り粗 い。周縁

池1 緻密。 上から側面にかけて指でつまみ横ナデ調整、丸瓦部は縦ナデ調整。

2区 N5/灰 色。 瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、補足粘土を加え

D42 10Y8/1灰 白色 。 てナデつけて接合する。瓦当厚は中央部が薄く、ナデ調整はかなり
25
CV　 ・DV 緻密。 粗い。裏面下端は土手状に盛り上がり、丸瓦部側面から連続するナ

池1 デ調整を端部から側面にかけて施す。

4区 10YR4/1褐 灰色。 瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、補足粘土を加え
D52 10YR8/1灰 白色。 てナデつ けて接合す る。瓦 当厚 は薄 く、ナデ調 整はかな り粗い。側

26
CU・CV

DU・DV
緻密。 面は瓦当部は全体に横ナデ調整、丸瓦部は縦ナデ調整。

井戸2

27

3区

D42ES

池1

N3/暗 灰 色 。

2.5Y8/1灰 白 色 。

緻 密 。

瓦当厚は中央部が薄く、ナデ調整はかなり粗い。裏面下端は土手状
に盛り上がり、端部から側面にかけては丸瓦部側面から連続するナ

デ調整を施し、ナデ痕跡が2段となる。周縁上から側面にかけても

指でつまんで横ナデ調整を施す。

28

3区

D42KS

池1

7.5GY4/1暗 緑灰

色。5Y8/2灰 白

色。緻密。

瓦当厚は中央部が薄く、ナデ調整はかなり粗い。裏面下端は土手状
に盛り上がり、端部から側面にかけては丸瓦部側面から連続するナ

デ調整を施す。周縁上から側面にかけても指でつまんで横ナデ調整

を施す。

29

3区

D42GS

池1

2.5Y5/1黄 灰 色 。

2.5Y8/2灰 白 色 。

緻 密 。

瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を強く押しつけ、補足粘土を加え
て接合。瓦当中央は薄く、ナデ調整はかなり粗い。裏面下端は土手

状に盛り上がり、端部から側面にかけて丸瓦部側面から連続するナ

デ調整を施す。周縁上から側面にかけても指でつまみ横ナデ調整。

3区 5PB3/1暗 青灰色。 瓦当裏面上端よりやや下がった位置に、丸瓦を押し込んで接合。補

D42 7.5Y8/3淡 黄 色 。 足粘土は丸瓦を覆うように多量に使い、瓦当裏面を厚くしてナデと
30 BT・BU 緻密。 ケズリによって余分な粘土を掻き落として平坦に仕上げる。側面下 大和産 。

耕作溝 半は横ナデ調整、上半丸瓦凸面部は縦ナデ調整。

軒平瓦(図版17)

31

1区

D43EL

土墳101

偏向唐草文
軒平瓦

N6/灰 色。

5P6/1紫 灰色 。

緻密。

深い段顎。顎面は縦方向の縄叩きで、文様面側半分は横ヘラケズリ

で叩きを消す。凹面は桶枠板痕跡を残す布目で、側端はヘラケズ
リ、文様面側端部は板状工具の木口で余分な粘土を掻き落とす。側

面はヘラケズリによって大きく面取りする。

藤 原宮

6641E式 。

32

3区

D42KU

池1
重廓文軒平瓦

N5/灰 色～10B

G3/1暗 青灰色。

10YR8/1灰 白色 。

緻密。

直線顎。顎面は縦方向のヘラケズリで、平瓦部側端に第1次調整の

横縄叩き痕跡が残る。凹面は丁寧な縦ヘラケズリとナデ調整で布目
を消し、文様面側端部は横ヘラケズリを施す。側面はヘラケズリお

よびナデ調整で直線的に面を仕上げる。

難波宮

6572式 。

33

3区

D42FS

池1

10YR6/3に ぶ い黄色
～N2/黒 色。

7.5YR8/1灰 白色。

密、やや軟質。

直線顎。顎面 は縦 ヘラケズリで、文様面側端部 は横 ヘラケズ リとな

る。側面 はヘ ラケ ズリお よびナデ調整 で直線 的に面を仕 上げる。 難波宮

6576A式 。

34

3区
D42DS

池1

5R5/1赤 灰色。

5Y5/1灰 色。緻密。

直線顎。顎面は丁寧な横ナデ調整。凹面は丁寧な縦ヘラケズリとナ
デ調整で布目を消し、文様面側端部は横ヘラケズリを施す。

難波宮

6574式 。

35

3区

D42FR

池1

均整唐草文

軒平瓦

2.5Y6/1黄 灰 色 ～

2.5Y7/2灰 黄 色 。

2.5Y7/1灰 白 色 。

緻 密 。

段顎。顎面は丁寧な横ナデ調整。凹面は板状工具の木口で斜め方向

にケズリを行ない布目を消し、文様面側端部は同じ工具で横方向に

ケズリを施し、余分な粘土を掻き落とす。側面もケズリによって直
線的に面を仕上げる。

難波宮

6664B式 。

36

3区

D42BU

泉1

7.5YR8/2灰 白色 。

10YR8/1灰 白色 。

密 、 や や 軟 質 。

直線顎。顎面 は縦方 向のヘラケズ リ。 凹面は粗 い布 目が明瞭に残

り、文様面側端部 は粗 い横 ヘラケズ リで整える。 中心飾 りに

「松」裏字。

37

1区

D43

BK・BL

井戸1

10G3/1暗 緑灰色。

10BG5/1青 灰色。

緻密、砂 を含む。

幅約2.5cmの 顎平坦面 を持つ曲線顎。顎面は横ヘ ラケズ リ後 に横 ナ

デ調整。 長岡宮

7757A式 。
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遺物観察表

4区 2.5Y6/1黄 灰 色 。 幅約2.5cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は横 ヘラケズ リ後 に横 ナデ調
D52 7.5Y8/1灰 白 色 。 整。平瓦部 には第1次 調 整の斜め縄叩 きの痕 跡が残るが 、縦 ヘラケ

38 CU・CV

DU・DV

均整唐草文

軒平瓦
緻密。 ズ リによって消 す。凹面 は丁寧 なケズ リとナデ調整で布 目を消し、

文様面側端部 は横ヘ ラケズ リを施す。

長岡宮

7757Ac式 。

井戸2

39

3区

D421丁

池1

10Y5/1灰 色 。

7.5Y8/1灰 白色 。

密 、 や や 軟 質 、 砂 を

含 む 。

幅約3cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面は横ヘ ラケズ リ後 に横ナデ調

整。平瓦部は丁 寧な縦ヘラケズ リを施す。凹面は横ヘ ラケズ リに

よって丁寧に仕上げる。
西賀茂窯産。

NS205A式 。

3区 10Y8/1灰 白色 。 幅約3.5cmの 顎面 を持つ 曲線顎。顎面 および凹面は丁 寧な横ナデ調

40
D42

NP・NP

N6/灰 色。密、やや

軟質、砂を含む。

整よって仕上げる。 西賀茂窯産。

NS202A式 。

池3
4区 N3/暗 灰色。 幅約2.5cmの 顎 面を持つ曲線顎。顎面は横ヘ ラケズ リ後 に横ナデ調
D52 2.5GY8/1灰 白色 。 整。平瓦部 は丁寧な縦ヘ ラケズ リを施す。凹面 は摩耗で不明だが、

41
CU・CV

DU・DV
密、やや軟質、砂 を

含む。

文様面側端部は横ヘ ラケズ リか。側面 はヘ ラケ ズリによって直線的

に面 を仕上 げる。

西賀茂窯産 。

NS207式 。

井戸2
3区 N3/暗 灰色。 幅約3cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面は横ヘラケズリ後に横ナデ調

42
D42

NQ・OQ

2.5GY7/1明 オ リー

ブ灰 色 。

整 。 西賀 茂窯産。

NS206B式 。
池3 緻密。

3区 5B3/1暗 青灰色。 幅約4cmの 顎 面を持 つ曲線 顎。顎面および凹面は磨耗 して いるが、

43 D42CT 5PB3/1暗 青灰色。 横 ナデ調整 か。側面 はヘラケズ リによって直線的に面を仕上げる。 芝本窯産。
池1 緻密。

44

3区

D42HR

池1

N3/暗 灰色 。

10BG7/1明 青灰色。

密、やや軟 質、砂を

含 む。

幅約4cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面は磨耗 して いるが、横ナデ調整

か。平 瓦部は縦 ヘラケズ リを施す。凹面は布 目が残 り、文様面側端

部 は横 ヘラケズ リ調 整。 芝本窯産。

45

3区

D42ER

池1

N3/暗 灰 色 。

7.5Y7/1灰 白色 。

緻 密 。

幅約3.5cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は丁寧 な横 ナデ調整 、平瓦部

は縦ヘ ラケズ リ調整。凹面にはやや粗 い布 目が残 り、側端部および

文様面側端部はヘ ラケズ リ調整。側面はヘ ラケズ リによ って直線的

に面を作 り、上端を面取 りする。

芝本窯産。

46

3区

D42KU

池1

10G3/1暗 緑灰色。

10BG4/1暗 青灰

色。

緻密。

幅約4.5cmの 顎面 を持つ曲線顎 。顎面 はケズ リ後に丁 寧な横 ナデ調

整、平瓦部は縦ヘ ラケズ リ調整。凹面 にはやや粗 い布 目が残 り、側

端部および文様面側端部はヘ ラケズ リ調整。側面 はヘ ラケズリに

よ って直線的に面 をつ くり、上端 を面取 りす る。

芝本窯産。

3区 10G3/1暗 緑灰色。 顎面 を持つ曲線顎か。顎部は縦ヘ ラケ ズリ。 凹面 にはやや粗 い布 目

47 D42ET 2.5Y8/2灰 白 色 。 が残り、側端部および文様面側端部はヘラケズリ調整。側面はヘラ 産地不 明。
池1 緻密。 ケズ リによ って直線的 に面 をつ くる。

3区 5PB3/1暗 青灰色。 文様面の破片。粘土の積み上げ単位で剥離する。

48 D42LP 7.5Y8/2灰 白 色 。 長 岡宮式 。

耕作溝 密、やや軟質。

3区 5Y8/2灰 白色～ 文様面の破片。粘土の積み上げ単位で剥離する。

49
D42

1Q・JQ

5PB3/1暗 青灰色。

5Y8/1灰 白色。 産 地不 明。

第1面 密 、軟 質 。

3区 10BG4/1暗 青灰色。 文様面上外区の破片。粘土の積み上げ単位で剥離する。 産地不明。

50 D421Q 5RP5/1紫 灰色。 珠文間に
池1 緻 密。 |×」 文 。

3区 5B3/1暗 青灰色。 文様面の破片。粘土の積み上げ単位で剥離する。

51 D42FR 5P5/1紫 灰色。 産地不明。
池1 緻 密。

10YR4/1～ 幅約3cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面は磨耗しているが横ナデ調整
3区 10YR5/1褐 灰色。 か。平瓦部 は縦 ヘラケズ リ調整。凹面には布 目が残 り、文様面側端

52 D42KQ 10YR6/1褐 灰色。 部は横ヘラケズ リ調整。 芝本窯産。

池2
密 、 軟 質 。

軒瓦(図版18)

53

3区

D42FU

池1

均整唐草文

軒平瓦

10BG3/1暗 青灰 色。

2.5Y8/1灰 白色。

密、やや軟質。砂 を

含む。

幅約2cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面 は横ケズ リ、顎 曲線部 は縦ヘ ラ

ケズ リ後にナデ調整。側面はヘ ラケズ リによ って直線的 に面 を作

る。凹面は成形時の粘土積み上げの単位で剥離す る。 栗栖野窯産。

3区 5PB4/1暗 青灰色。 文様面の剥離片。

54 D42DS 10YR8/3浅 黄燈色。

池1 緻密。

3区 N3/暗 灰色。 幅約2cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は横 ケズ リ、顎 曲線部 は縦 ヘラ

55
D42

DS・DT

2.5Y8/2灰 自 色 。

密 、 や や 軟 質 。

ケズリ後にナデ調整。側面はヘラケズリによって直線的に面を作
る。凹面は成形時の粘土積み上げの単位で剥離する。

池1
4区 10BG3/1暗 青灰色。 幅約2.5cmの 顎面 を持 つ曲線顎 。顎面 は横ケズ リ後にナデ調整、顎
D52 10Y5/1灰 色 ～2.5Y 曲線部は縦ヘラケズリ後にナデ調整。凹面はヘラケズリとナデ調整

56
CU・CV 8/2灰 白色 。 によ って丁寧 に布 目を消 し、側部 を縦ヘ ラケズリで面取 りす る。側 池 田瓦窯産 。
DU・DV 緻密。 面はヘ ラケズ リによって直線的 に面 を作 る。
井戸2
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瓦類(図 版18)

57

3区

D421R

池1

均整唐草文

軒平瓦

N4/灰 色 。

7.5YR8/2灰 白 色 。

密 、軟 質 。

幅約2cmほ どの顎面 を持つ曲線顎。調整は磨滅のため不 明。

栗栖野窯産。

3区 10Y7/1灰 白色～10 幅約2crnの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は横 ケズ リ後 にナデ調 整、顎 曲

D42 BG3/1暗 青灰色。 線部は縦ヘラケズリ後にナデ調整。顎の曲げ籔が残る。凹面には粗
58
DS・DT 7.5YR8/2灰 白色 。 い布 目が残 り、文様面端部を横ヘ ラケズ リ調整す る。

池1 緻密。

4区 5PB5/1青 灰色。 丸 瓦接合後に、瓦当裏面を指でナデつ ける。

59
D42

XH・XI

中房巴蓮華文
軒丸瓦

7.5Y8/2灰 白色 。

緻 密 。
山城産 か。

耕作溝

4区 N3/暗 灰色。 59に 同 じ。

60 D52BY 巴文軒丸瓦 N6/灰 色。

検出中 緻密。

3区 7.5Y6/1灰 色 。 瓦当裏面上端に端部未加工の丸瓦を接合し、補足粘土を指でナデっ
D42 7.5Y7/1灰 白 色 。 ける。側面ナデ調整。

61 MQ・NQ 緻密。

耕作溝

4区 2.5Y8/3淡 黄 色 。 61に 同 じ。

62 D42XC 10GY8/1明 緑灰色。

耕作溝 緻密。

63

3区

D421S

検 出中
連巴文軒平瓦

N2/黒 色。

N6/灰 色。

緻密。

幅約2cmの 顎面 を持つ曲線顎 。顎面 は横ケズ リ後に粗 いナデ調整。

顎 曲線部 は横縄 叩き調整。 凹面 には粗 い布 目が残 り、側部および文

様面端部 を粗 くヘラケズリ調整す る。側 面はヘ ラケズ リによって直

線的 に面 を作 る。

讃岐産。

3区 5G6/1緑 灰色。 文様面の剥離片。

64 D421U 5G6/1緑 灰色。 山城産か。
検出中 緻 密。

1区 2.5Y7/1灰 白 色 。 文様面が薄い曲線顎。端部未加工の平瓦を押し付けて、補足粘土で
D43 2.5Y7/1灰 白色 。 接合す る。

65
JJ・JK

唐草文軒平瓦
密 、軟 質 。 播磨産か。

耕作溝

3区 7.5YR7/4に ぶい榿 幅約1cmの 顎面を持つ曲線顎。顎面横ヘ ラケズ リ、顎 曲線部 は縦ケ

D42 色～7.5YR8/8黄 榿 ズ リか。

66 LS・LT 色 。

MS・Mr 7.5Y6/1灰 色 。

検出申 密 、 軟 質 。

3区 N3/暗 灰色。 幅約0.5cmの 顎面 を持つ曲線顎。文様面 は平瓦端部 を折 り曲げて成

67
D42

1S・IT 剣頭文軒平瓦
N5/灰 色。

緻密。

形。平瓦部凸面は縦ナデ調整。凹面は磨滅するが布目痕跡および凸
型台端部の当りが確認できる。

栗栖野窯産

か。

第1面

7区 10YR8/4淡 黄榿色。 幅約1cmの 顎面を持つ高い曲線顎。平瓦部凸面端部を削って文様部

D42 7.5Y8/1灰 白色 。 を貼 り付ける。顎面は横ケズ リ調整、顎曲線部は粗 いナデ調整。凹

68
PY・ 　QY

～D52 格子文軒平瓦
緻密。 面端部には文様面か ら約1.5cmの 位置 で布端 の痕 跡が確 認できる。

PA・ 　QA

検出中

69

第5次

2区

D53

SF～UF

均整唐草文

軒平瓦

5P4/1暗 紫 灰色。N

8/灰 白色。

密、軟質。

幅約3cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は磨滅が激 しいが、顎 曲線部 に

は縦ヘ ラケズ リの当 りが残る。凹面は布 目が残 り、文様面端部 は横

ヘ ラケズ リ。側面はヘ ラケズ リによ って直線的 に面 を作 る。

長 岡宮

7757A式 。
SG～UG

池4

第1次 10BG4/1暗 青灰色。 凸型成形台に粘土塊を順次積み上げた単位で剥離する。側面は縦へ

D53JN 7.5Y8/1灰 白色 。 ラケズ リ調整。
70
野寺小路 蓮華文軒丸瓦 密、やや軟質砂を少 小野瓦窯産。

川 量含む。

第1次 10YR7/1灰 白色。 幅約3cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面横 ヘラケズ リ、平瓦部は縦ヘラ

71
D53AM

野寺 小路
均整唐草文
軒平瓦

7.5Y8/1灰 白 色。

密 、 軟 質 。

ケズリで、曲線部は横ナデ調整。凹面には粗い布目と粘土糸切り痕

跡が残り、文様面端部および側部をヘラケズリ調整して面取りす
長 岡宮

7757A式 。
川 る。側面 はヘ ラケズ リによ って直線的 に面 を作 る。

第1次 10BG5/1青 灰色。 幅約3cmの 顎面 を持つ曲線顎。顎面 は横 ヘラケズ リ、顎 曲線部は丁

D53FM 7.5Y7/1灰 白色 。 寧な横ナデ調整で縄叩きらしき痕跡が残る。凹面も丁寧な横ナデ調
72
野寺小路 緻密、砂 ・小石 を含 整によ って完全 に布 目を消す。 吉志部窯産 。

川 む 。

第1次 5B5/1青 灰色。 顎面を持つ曲線顎か。調整は磨滅のため不明だが、平瓦部凸面は縦

D53AM 10Y8/1灰 白色 。 ヘ ラケズ リ、凹面はナデ調整か。
73
野寺小路 密、軟質、小石 を少 池 田瓦窯産 。

川 量含む。

第1次 5PB3/1暗 青灰色。 幅約1.5cmの 顎 面を持 つ曲線顎。顎 面横ヘラケズ リ、顎曲線部か ら

D53 5Y7/2灰 白色。 平瓦部はオサエ成形後に粗いナデ調整。凹面には細かい布目が残

74
AM～LM

AN～LN 唐草文軒平瓦
密、やや軟質、砂 ・

小石 を含む。

り、文様面端部 をヘ ラケズ リして面取 りす る。側面 はヘラケズ リに

よ って直線的 に面 を作 るが、文様面端部 は箔打 ちのため膨 れる。 河上瓦窯産 。

野寺小路
川
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遺物観察表

75

第1次

D53KM

野寺小路

川

唐草文軒平瓦

10YR7/1灰 白色 。

7.5Y5/1灰 色 。

密 、 や や 軟質 、砂 を

含 む 。

幅約2～3cmの 顎面を持つ曲線顎 。顎 面は横 ケズ リ後 に粗いナデ調

整。顎 曲線部は格子叩き調整。凹面 には細か い布 目が残 り、文様面

端部を横 ヘラケズ リ調整する。側面 はヘラケズ リによって直線的 に

面を作る。

讃 岐産。

丸瓦 ・平瓦(図 版19)

瓦
番号

地区

遺構
層位

大きさ

長 ×幅×厚(cm)

表面の色調

胎土
形態 ・手法 の特徴 備考

76

3区

D42LR

溝3

38.2×16.5×

2.0

N4/灰 色 。

2.5Y7/4浅 黄 色 。

緻 密。

凸面は縦縄叩き後にナデ調整。板状工具の痕跡が残る。玉縁部は横

ナデ調整。凹面は粗い布目と粘土板糸切り痕跡が残る。広端部およ
び側部はヘラケズリで面取りを施す。端面および側面はヘラケズリ

調整。

玉縁丸瓦。

77

3区D42

GT・GU

池1

12.2×10.7×

1.6

N3/暗 灰色。

10Y7/1灰 白色。

緻密。

凸面 は縦縄叩き後に横ナデ調整。玉縁部 も丁寧に横ナデ調整 し側面

をヘラケズ リで面取 りする。凹面 は細か い布 目が残 り、側部 はヘ ラ

ケズ リによる面取 りを施す。玉縁 凹面端部 には、模骨に付けられた

輪状突帯 の凹みが残る。

小型玉縁丸

瓦。

78

3区

D42CT

池1

20.5×10.2×

1.6

10YR7/1灰 白色 。

2.5Y7/1灰 白色 。

緻 密 。

凸面は縦縄叩き後に横ナデ調整。玉縁部も丁寧に横ナデ調整し側面

をヘラケズリで面取りする。凹面は細かい布目が残り、側部および

玉縁凹面端部はヘラケズリによる面取りを施す。

79

3区

D42JR

池1

9.0×10.0×2.0

紬 色7.5GY4/1暗

緑 灰 色 。

7.5Y8/2灰 白色 。

密 、 軟 質 。

凸面は縦縄叩き後に横ナデ調整。凹面は布目と側部には分割突帯が
残る。凸面から側面にかけて緑紬を施す。

緑紬丸瓦 。

80

3区

D42

KO・KP

LO・LP

池1

6.1×7,6×2.7

軸 色7.5Y5/3灰 オ

リー ブ色 。

7.5Y8/2灰 白色 。

密 、軟 質 。

凸面は縦縄叩き。凹面 は布 目が残 る。側面はヘラケズリによる面取

り。凸面側端部から側面 にか けて緑紬を施す。
緑紬疑斗瓦。

81

3区

D42CS

池1

29,0×20.0×

1.7

7.5Y8/2灰 白色。

5Y8/1灰 白色。

緻密、小石 を含む。

軟質。

凸面 は縦縄叩きだが、端部 まで及 ばな い。側部に手持 ちの指痕跡が

残 る。凹面は粗い布 目が残 り、側部 と端部にヘ ラケズ リによる面取

りを施す。

平瓦。棟基

底部の慰斗

瓦か。

82

3区

D42ER

池1

24.4×20.4×

2.0

N6/灰 色。

表面に同じ。

緻密。

凸面は縦縄叩き後に、オサエ調 整。 凹型調整台の痕跡 と離 れ砂が明

瞭に残る。凹面は離れ砂 と粗 い布 目が残 り、側部 と端部にヘラケズ

リによる面取 りを施す。 「木工」銘の板状工具 によ って凹面を軽 く

叩いている。側面お よび端面はヘ ラケズ リ調整。

83

4区

D52

CU・CV

DU・DV

井戸2

22,3×20.3×

3.0

5PB4/1暗 青灰色。

N7/灰 白色。

緻密。

凸面は縦縄 叩き後 に、端部をオサエ調整。凹型調整台の痕跡と離れ

砂が明瞭に残 る。凹面は粗い布 目と粘土板糸切 り痕跡が残 り、側部

と端部にヘラケズ リによ る面取 りを施す。板状工具 によって凹面 を

軽 く叩 くか。側面お よび端面はヘ ラケズ リ調整。

84

1区

D43

BK・BL

井戸1

22.5×17.2×

1.8

N4/灰 色。

5PB4/1暗 青灰色。

緻密、白砂 を含む。

凸面は縦縄叩き後 に、端部 をオサエ調整。離れ砂 が残 る。凹面は粗

い布 目と粘土板糸切 り痕跡が残 り、側部 と端部 にヘラケズ リによる

面取 りを軽 く施す。板状工具 によ って凹面を叩いている。側面およ

び端面はヘ ラケズ リ調整。

割疑斗瓦。

平瓦(図版20)

85

3区

D42BU

泉1

36.7×13.2×

2.7

N5/灰 色。

5PB6/1青 灰色。

密、砂 ・小石 をか な

り含む。

凸面 は縦縄叩き後に、オサエ調整。凹型調整台 と離れ砂 の痕跡が明

瞭に残 る。凹面 も離れ砂と布 目が残 り、側部 には凸型成形台の端痕

が認 められ る。板状工具によって凹面 を軽 く叩いている。側面お よ

び端面 はヘ ラケズ リ調整。

割製斗瓦。

86

3区

D42KU

池1

26.8×15.0×

2.2

5PB3/1暗 青灰色。

7.5Y8/1灰 白色。

緻密、やや軟質。

凸面 は縦縄叩 き後にヘ ラケズ リと横 ナデ調整 を施す。凹型調整台の

痕跡が側部 に残 る。凹面は細かい布 目が残 り、側部および端部 はヘ

ラケズ リによって面取 りする。側面 および端面はヘ ラケズ リ調整。

87

3区

D42

1U～KU

耕作溝

19.0×14.0×

2.0

5Y8/2灰 白色～N3/

暗灰色。

5Y8/2灰 白色。

密、軟質、砂を多 く

含む。

凸面は縦縄 叩き後 に、端部をオサエ調整 。離れ砂が残る。凹面 は細

かい布 目が残 り、端部にヘ ラケズ リによる面取 りを施す。側面お よ

び端面はヘラケズリ調整。

88

3区

D42ER

池1

20.0×12.8×

2.0

10YR7/1灰 白色。

表面 に同 じ。

密、やや軟質、砂 ・

小石 を含む。

凸面は縦縄叩きを施 し、端部 をオサエ調整。離れ砂 と棒状工具によ

る指突痕が認められ る。凹面は布 目が残 り、板状工具 によって凹面

を軽 く叩いている。側面 および端面 はヘ ラケズ リ調整。

89

3区D42

CS・DS

池1

17.1×15.0×

2.0

10YR6/1褐 灰 色 。

7.5Y8/1灰 白 色。

密 砂 ・小 石 を含 む 。

凸面 は縦縄叩きだが、端部 まで及 ばな い。離れ砂が残 る。凹面は粗

い布 目が残 り、指突痕跡が認め られ る。側面および端面はヘ ラケズ

リ調整。

90

3区

D42ER

池1

20.9×12.5×

2.1

N3/暗 灰色。

5R6/1赤 灰色。

密、白砂 を多量 に含

む。

凸面 は縦縄叩き調整。凹面 は布 目が残 り、側部及び端部 をヘ ラケズ

リによって面取 りする。側面お よび端面はヘ ラケズ リ調整。

91

3区

D42DS

池1

24.0×14.4×

1.8

N4/灰 色。

5P7/1明 紫灰色。

やや密、砂 ・小石 を

かな り含 む。

凸面は縦縄叩き調整、側部 に手持 ちの指痕跡が残る。離れ砂が残

り、凹型調整台に載せるため縄 叩きが潰 る。凹面は粗い布 目と粘土

板糸切 り痕跡が残る。側面および端面 はヘ ラケズ リ調整。

92

3区

D42

LO・LP

MO・MP

第1面

23.5×12.7×

1.8

5PB4/1暗 青灰色。

2.5Y8/1灰 白色。

やや密、軟質、白砂

を含む。

凸面は縦縄叩き後にオサエ調整。離れ砂が残 る。凹面は布 目が残

り、板状工具 によって凹面を叩いている。側面お よび端面はヘラケ

ズリ調整。
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観察表2土 器類観察表

池1出 土土師器1(図 版21)

遺物

番号

地区

遺構

器種

器形

口径

高 さ

(cm)

色調

胎土
形態の特徴 手法の特徴 備考

10YR7/3に 平坦な底部に屈曲した口 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/4の 破片。

101
3区

D42CU

土師器
皿

14.0

1.6

ぶ い黄榿色。

緻密、砂 を少

縁が立 ち上が る。 口縁 端

部 の内側 は肥厚す る。

は板状工具による成形後、丁寧なナデ調整。口

縁部から底部内面約2cmの部分までは横方向の
量含む。 ナデ調整。

10YR7/2に やや丸みを帯びた平底に 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。内面は丁 約1/2が 残る。

102
池1

(以下 略)

13.8

1.9

ぶ い黄榿色。

緻 密、赤色 小

屈曲した口縁が立ち上が

る。口縁端部の内側は肥

寧 なナデ調 整。口縁 部か ら底部内面約2.5cmの

部 分までは横方 向のナデ調整。

礫 を含 む。 厚す る。

10YR8/3浅 102に 同 じ。 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。内面は丁 約1/3の 破片。

103
3区

D42CT

14.0

1.8

黄 榿色。

緻 密、赤色小

寧 なナデ調整。 口縁部か ら底部内面約3cmの 部

分 までは横方向のナデ調整。

礫 を含 む。

2.5Y8/3淡 黄 平坦な底部に屈曲した口 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。内面は板 口縁部約1/3の

104
14.4

1.6

色 。

緻 密 。

縁が立ち上が る。 口縁端

部の内側は肥厚す る。

状工具による成形後、丁寧な ナデ調整 。口縁部

か ら底部内面約1.5cmの 部分 までは横方向のナ

破片。

デ調整。

10YR6/3に 104に 同 じ。 底部外面はオサエ成形後に、粗いナデ調整。螺 約2/3が 残 る。

105
3区

D42CU

14.5

1.65

ぶい黄燈色。

緻密、砂 を少

旋状の粘土繋ぎ目痕跡が残る。内面は板状工具
による成形後、丁寧なナデ調整。口縁部から底

量含む。 部内面約1cmの 部分 までは横方 向のナデ調整。

10YR7/4に やや丸みを帯びた平底に 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。指紋が残 約1/5の 破片。

106
3区

D42CT

14.0

2.0

ぶ い黄榿色。

緻密、赤色小

屈曲した口縁が立ち上が
る。口縁端部の内側は肥

る。 内面 は板状工具 による成形後、丁寧なナデ

調整。 口縁部 から底部 内面約1cmの 部分までは

礫 を含 む。 厚す る。 横方向のナデ調整。

7.5YR7/4に やや丸みを帯びた平底に 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。螺旋状の 口縁部約1/5を

ぶ い燈色。 屈曲した口縁が立ち上が 粘土繋ぎ目痕跡が残る。内面は板状工具による 欠損す るが 、ほ

107
3区

D42CU

14.5

1.9
密 、やや砂 を

多 く含 む。

る。 口縁端部 の内側は肥

厚す る。

成形後 、丁寧 なナデ調 整。 口縁部か ら底部内面

約3cmの 部 分までは横方向のナデ調整で、ナデ

ぼ完存す る。

上げ部 分が残 る。

10YR7/3に 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約2/3が 残る。
ぶい黄榿 色。 平底で、体部は緩やかに 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形

108
土師器

杯A

13.3

2.9

緻密。 外上方へ開 く。 口縁部は

屈曲 し、端部は内側に肥

後に、丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデ
て成形・調整し、後に体部内面の横ナデ調整を

厚する。 施す と共に、底部 と体部の境界 を強 く押 さえ、

最後はナデ上げ る。

10YR7/3に 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部を少し欠

ぶい黄燈色。 平底で、体部は緩やかに 粗いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口 損す るが、ほぼ

109
13.2

2.6

緻密、砂 ・赤

色小礫 を少量

外上方へ開 く。 口縁部の

屈曲は弱 く、端部 内側 の

縁部を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部

内面の横ナデ調整を施すと共に、底部から体部

完存。

含む。 肥厚もあまり顕著でな の境界 を強 く押 さえ、最後 はナデ上げる。

い 。

2.5Y8/3淡 黄 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 体部 は完存。 口
色 。 やか に外上方へ 開 く。口 ナデ調整。底部内面は板状工具による成形の 縁部は約3/4が

110
3区

D42CT

13.5

2.7
緻密 、砂 を少

量含 む。

縁部は小さく屈曲し、端

部内側の肥厚はやや弱

後、丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて

成形 ・調整し、後に体部内面の横ナデ調整を施

残 る。

い 。 し、最後 はナデ上 げる。

10YR7/3に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部を少し欠

ぶ い黄榿色。 やか に外 上方 へ開 く。 口 粗いナデ調整。螺旋状の粘土継ぎ目痕跡が若干 損す るが 、ほぼ

111
3区 14.0

緻密 、砂 を少 縁部は屈曲し、端部は内 残 る。底部 内面 は板状 工具による成形の後、丁 完存。
D42CU 2.8 量含 む。 側に肥厚する。形状は楕 寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成形 ・

円形 を呈 する。 調整し、後に体部内面の横ナデ調整を施す。

2.5Y8/3淡 黄 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 体部 ・口縁部 の

112

3区

D42

CT・CU

14.0

3.0

色 ～2.5Y

7/2灰 黄色。

緻 密、砂を少

平底 で、体部 は緩やかに

外上方へ開 く。 口縁部は

屈曲 し、端部は内側に肥

粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形
の後、丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデ

て成形・調整し、後に体部内面を横ナデ調整、

一部 を欠損す る

が、ほぼ完存。

量含 む。 厚す る。 最後 はナデ上げる。

7.5YR7/4に 112に 同 じ。 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 底部中央を欠損
ぶい榿色。 粗いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口 するが体部 ・口

113
3区

D42CT

14.6

3.0
緻 密、砂を少

量含 む。

縁部を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部

内面の横ナデ調整を施すと共に、底部と体部の

縁部は約3/4が

残る。

境界を強 く押さえる。

7.5YR7/3に 112に 同 じ。 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に粗 約2/3が 残 る。

ぶい燈色。 いナデ調整。螺旋状の粘土継ぎ目痕跡が若干残

114
14.4

2.7

緻密、やや砂

を多 く含む、

る。底部内面は板状工具 による成形 の後 、丁寧

なナデ調整。 口縁部 を横方向 にナデて成形 ・調

ザラザラして 整し、後に体部内面を横ナデ調整するが、調整
い る 。 が粗いため成形の痕跡が残る。
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遺物観察表

10YR7/3に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部 の一部 を

ぶい黄榿色。 やか に外上方へ開 く。 口 粗 いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口 欠損するのみ

115
3区

D42CU

土師器

杯A

14.4

2,9
緻 密、砂 を少

量含 む。

縁部は屈曲 し、端部は内

側 に肥厚す る。形状は楕

縁部を横方向にナデて成形・調整し、後に体部
内面の横ナデ調整を施すと共に、体部から底部

で、ほぼ完存 。

円形 を呈す る。 の境界 を強 く押 さえる。

10YR7/3に 丸 みを帯びた底部か ら、 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部の約1/4

ぶい黄燈色。 体部は緩やかに外上方へ 粗いナデ調整。粘土継ぎ目痕跡が若干残る。底 を欠損するが、

116
14.0

3,1
緻密、赤色砂

をやや多 く含

開く。口縁部 は屈 曲す る

が、端部 内側 の肥厚 はや

部内面は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナ
デて成形・調整し、後に体部内面を横ナデ調整

ほぼ完存。

む 。 や弱い。 す る 。

10YR8/3浅 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に粗 口縁部の一部 を

黄燈色。 平底で、体部は緩やかに いナデ調整。螺旋状の粘土継ぎ目痕跡が残 る。 欠損するのみ

14.4 緻密、砂 をや 外上方へ開 く。 口縁部は 底部内面は板状工具による成形後に丁寧なナデ で、ほぼ完存。
117

2.8 や含む。 屈曲 し、端部は内側に肥 調整。 口縁部を横方向にナデて成形 ・調整 し、

厚す る。 後に体部内面を横ナデ調整を施すと共に、底部
と体部 の境界 を強 く押 さえる。

7.5YR7/3に 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/2が 残る。

ぶい榿色。 平底で 、体部 は緩やかに 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形

118
14.0

2,8
緻密、やや砂

を多 く含む。

外上方 へ開く。 口縁部は

屈 曲し、端部 は内側 に肥

後に丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて
成形・調整し、後に体部内面に横ナデ調整を施

厚す る。 す 。

7.5YR7/4に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部約1/5を

ぶ い榿色。 やかに外上方 へ開 く。 口 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形 欠損するのみ

119
14,1

2,6
緻密、やや砂

を多 く含む。

縁部は屈曲 し、端部 は内

側に肥厚する。

の後、丁寧なナデ調整。口縁部 を横方向 にナデ

て成形 ・調整 し、後に体部 内面 に横 ナデ調整 を

で、 ほぼ完存。

施す。

内面2.5Y7/ 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/2が 残 る。

2灰黄色。 やか に外上方へ開 く。 口 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形

外面7.5YR7 縁部は屈曲し、端部は内 後に丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて

120
14.6

2.5
/4に ぶい燈

色。

側 に肥厚す る。 成形 ・調整 し、後 に体部内面を横ナデ調整 を施

す と共 に、底部か ら体部の境界を強 く押 さえ

密、やや砂 を る 。

多 く含 む。

10YR7/2に 丸 みを帯 びた底部か ら、 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/2が 残 る。

ぶい黄榿色。 体部は緩やかに外上方へ 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形

121
15.2

3.0
緻密、砂を少

量含む。

開 く。口縁部 は屈 曲す る

が、端部 内側 の肥厚 はや

後に丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて
成形・調整し、後に体部内面に横ナデ調整を施

や弱い。 す 。

10YR4/3に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部約1/5を

ぶ い黄褐色。 やかに外上方へ開 く。口 粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形 欠損す る。

15.4 緻密、砂 を少 縁部は屈曲するが、端部 の後、丁寧なナデ調整。口縁部 を横方向 にナデ
122

3.2 量含む。 内側の肥厚は弱い。 て成形 ・調整 し、体部内面 は横ナデ調整 を施す

と共 に、体部か ら底部の境界を強 く押 さえる。

最後 はナデ上げる。

10YR7/2に 底部は平底で、体部は緩 122に 同 じ。 口縁部約1/5を

15.6 ぶい黄燈 色。 やか に外上方へ開 く。 口 欠損する。
123

2.7 緻密。 縁部 は屈 曲し、端部は内

側 に肥厚す る。

10YR7/3に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 ほぼ完存。

ぶい黄燈色。 や かに外 上方へ 開く。 口 粗いナデ調整。螺旋状 の粘土継ぎ 目が残る。底

15.9 緻密、砂を少 縁部は屈曲し、端部は内 部内面は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナ
124

3.1 量含む。 側に肥厚 する。 デて成形 ・調整 し、後 に体部内面 を横ナデ調整

を施すと共に、体部から底部の境界を強く押さ
え る 。

10YR7/4に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/3の 破片。

ぶ い黄榿色。 やかに外上方へ開 く。口 粗いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口

125
16.0

3,1
緻密、砂 をや

や多 く含む。

縁部は屈曲 し、端部は内

側 に肥厚する。

縁部を横方向にナデて成形・調整し、後に体部
内面を横ナデ調整を施すと共に、体部から底部
の境界 を強 く押さえる。

10YR7/3に 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部約1/2が

ぶい黄燈色。 平底で、断面三角形の低 ヘ ラケズ リ調整。螺旋状の粘土継ぎ目が残 る。 欠損 するが、底

126

3区

D42

CT・CU

土師器

杯B

16.7

3.4

緻密、赤色砂

をやや含 む。

い高台が付 く。体部は緩

やか に外上方へ開き、 口

縁部 は屈曲す る。 口縁端

高台は貼り付け、横ナデ調整。底部内面は板状
工具による成形後に丁寧なナデ調整。口縁部を

横方向にナデて成形・調整し、後に体部内面を

部 は完存。

部 は内側 に肥厚す るが、 横 ナデす ることで仕上げる。

やや弱 い。

10YR7/2に 底部は平底で、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 完存。

ぶい黄榿色。 形 の低 い高台が付 く。体 粗いナデ調整。体部には螺旋状の粘土継ぎ目が

127
3区

D42CU

16.0

3.4

緻密。 部 は緩や かに外上方へ 開

き、口縁部 は屈 曲す る。

残る。高台は貼 り付 け、横ナデ調整。底部内面

は丁寧 なナデ調整。 口縁部 を横方向 にナデて成

口縁端部は内側に肥厚す 形 ・調整 し、後 に体部 内面 を横ナデ調整を施す

るが、やや 弱い。 と共に、体部と底部 の境界 は強 く押 さえる。
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土器類(図 版21)

7.5YR7/4に 底部は平底で、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 体部 は約1/3を
ぶい榿 色。 形の低く細い高台が付 粗いナデ調整。体部には螺旋状の粘土継ぎ目が 欠損す るが、底

128

3区

D42

CT・CU

土師器

杯B

16.6

2.9

緻密、微砂を

少量含む。

く。体部 は屈 曲しなが ら

外上方へ 開き、口縁部 も

屈 曲す る。 口縁端部 は内

残る。高台は貼 り付 け、横ナデ調整。底部 内面

は丁寧なナデ調整 。口縁部 を横方向 にナデて成

形 ・調整 し、後 に体部 内面 を横ナデ調整 を施す

部 はほぼ完存。

側に肥厚 する。 と共に、体部 と底部の境界は強 く押 さえる。

10YR7/3に 底部は平底で、断面台形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。体部 約3/4が 残る。
ぶ い黄榿色。 の低くひしゃげた高台が には螺旋状の粘土継ぎ目が残る。高台は貼り付

129
3区

D42CT

17.3

3.5

緻密、微砂 を

少量含む。

付 く。体 部は緩やかに外

上方へ開 く。口縁部は屈

け、横ナデ調整。底部内面は板状工具で成形後
に丁寧なナデ調整。口縁部を横にナデて成形 ・

曲 し、端部は内側に肥厚 調整し、後に体部内面を横ナデ調整、体部と底

す る。 部 の境界 は強 く押 さえる。最後はナデ上げる。

10YR7/3に 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約2/3が 残る。
ぶい黄榿色。 平底で、断面三角形の低 粗いヘラケズリ調整。螺旋状の粘土継ぎ目が残
緻密、砂 を少 い高台が付 く。体部は緩 る。高台 は貼 り付 け、横ナデ調整。底部内面は 「

130
20.5

4.1
量含む。 やか に外上方へ開き、 口

縁部は弱 く屈曲する。 口

板状工具による成形後に丁寧なナデ調整。口縁
部を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部内

縁端部は内側に肥厚する 面 を横 ナデす ることで仕上げ る。
が 、や や 弱 い。

内面10YR8/ 底部は平底で、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約3/4が 残 る。
3浅 黄燈色。 形 の低 い高台が付 く。体 粗いナデ調整。体部に螺旋状の粘土継ぎ目が残
外面10YR7/ 部は緩やかに外上方へ開 る。高台は貼 り付け、横 ナデ調整。底部か ら体

131
3区 21.1 2に ぶ い黄禮 く。口縁部 は屈 曲し、口 部内面は板状工具で成形、後に底部は丁寧なナ
D42CU 4.9 色 。 縁端部は内側に肥厚す デ調整。 口縁部を横 にナデて成形 ・調整す る

緻密、砂 を少 る 。 が、体部は横ナデが粗く成形痕跡が明瞭に残

量含む。 る 。

7.5YR7/4に 底部は平底で、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に粗 体部約2/3が 残
ぶ い榿色。 形の高台が付 く。体 部は いナデ調整。体部には螺旋状の粘土継ぎ目が残 るが、底部 が大

132
3区

D42CT

20.0

5.0

緻密、砂 をや

や含む。

緩やかに外上方 へ開 く。

口縁部は屈曲 し、 口縁端

る。高台は貼 り付け、横ナデ調整。底部 内面 は

板状工具で成形後に丁寧なナデ調整。口縁部 を

き く欠損。

部は内側に肥厚す る。 横方向にナデて成形・調整し後に体部内面を横
ナデ調整。体部 と底部の境界は強 く押さえる。

133

3区

D42
土師器

皿A

11.0

1.0

10YR7/4に

ぶい黄燈色。

緻密。

平坦な底部に、強 く屈曲

した 口縁が外反 して立ち

上が る。 口縁端部の内側

底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面

は丁寧なナデ調整。口縁部から底部内面約Lの

部分までは横方向のナデ調整。

約1/2の 破片。

KR・ 　LR
は上方に肥厚する。

10YR7/3に 平坦な底部 に、強 く屈曲 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/4の 破片。

134
11,1

1.0

ぶい黄榿色。

密、やや軟

した 口縁が外反 して立ち

上が る。 口縁端部の内側

は板状工具による成形後に丁寧なナデ調整。口

縁部から底部内面約1cmの部分までは横方向の
質 。 は上方 に肥厚す る。 ナデ調 整。

10YR8/2灰 平坦な底部に、体部が低 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/5の 破片。

白色 。 密 、 や く立 ち上が り、強 く屈曲 は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成 底部内面に煤が

135
3区

D42EU

11.2

1.4
や軟質。 した口縁が外反する。口

縁端部の内側は上方に肥

形 ・調整し、後 に体部 内面 を横ナデする ことで

仕上げる。

付着。灯明皿 に

使用。

厚す る。

10YR7/3に やや丸みを帯びた平底 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/3の 破片。
ぶ い黄榿色。 に、体部が緩や かに低 く は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成

136

3区

D42
11,6

1.7

密、やや軟

質。

立ち上が り、強 く屈曲し

た 口縁 が外 反する。口縁

形 ・調整 し、後に体 部内面を横 ナデす ることで

仕上げる。
HS・HT 端部の内側は上方に肥厚

す る 。

2.5Y7/3浅 黄 136に 同 じ。 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/4の 破片。

色 。 は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成

137
3区

D42ES

12.0

1.5
緻 密。 形 ・調整 し、後に体部内面を横ナデ、体部 と底

部 の境界 を強 く押 さえて仕上げる。最後 はナデ

上 げる。

2.5Y7/2灰 黄 平坦な底部に体部が緩や 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 約1/3の 破片。

色 。 か に低 く立ち上が り、強 は板状工具による成形後にナデ調整。口縁部を

138
3区

D42FS

12.0

1.4
緻 密。 く屈曲した口縁が外反す

る。口縁端部の内側は上
横方 向にナデて成形 ・調整 し、後に体部 内面を

横ナデ して仕上 げる。

方 に肥厚す る。

10YR7/1灰 平坦な底部に体部が緩や 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 口縁部約1/3か

白 色 。 か に低 く立ち上が り、強 は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成 ら底部にかけて

139
3区

D42JU

13.0

1,5
密、やや軟

質。

く屈曲した口縁が外反す

る。口縁端部の内側は上

形・調整し、体部内面は横ナデ調整を施すと共

に、体部と底部の境界を強く押さえて仕上げ

残 る。

方 に肥厚す る。 る。最後 はナデ上 げる。

2.5Y7/2灰 黄 平坦な底部 に、強 く屈曲 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 口縁部の一部

140
3区

D42ER

13.0

1.3

色 。

緻 密 。

した口縁が外反 して立ち

上が る。 口縁端部の内側

は丁 寧なナデ調整。 口縁部か ら底部内面約3cm

の部分 までは横方 向のナデ調整。

と、底部の約

3/4が 残 る。

は上方 に肥厚す る。

2.5Y7/3浅 黄 やや丸みを帯びた平底 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面 底部は約2/3残

色 。 に、強 く屈曲 した 口縁が は丁 寧なナデ調整。 口縁部か ら底部内面約2.5 るが、 口縁部は

141
13.7

1.6
緻密。 外反して立ち上がる。口

縁端部の内側は上方に肥

cmの部 分までは横方 向のナデ調整。 約1/3の み残

る。

厚す る。
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遺物観察表

7.5YR6/4に 丸みを帯びた底部に、緩 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/5の 破片。

142
3区

D42DR

土師器
皿A
14.0

1.5

ぶい榿色。

緻密。

く外反 した 口縁が立ち上

が る。 口縁端部は内側に

丁寧なナデ調整。口縁部は横方向のナデ調整。

かすか に肥厚する。

10YR7/2灰 黄 やや丸みを帯びた平底 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/4の 破片。

色 。 に、強 く屈 曲した 口縁が 丁寧 なナデ調整。 口縁部か ら底部内面約1_の 部分 底部内面に墨が

143
3区

D42ER

14.4

1.6
密、やや軟

質。

外反して立ち上がる。口
縁端部の内側は上方に肥

までは横方向のナデ調整。 多量 に付着 して

いる。

厚す る。

10YR7/3に ぶ 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、粗 約1/5の 破片 。
土師器 い黄榿色。 やかに外上方へ開く。 口 いナデ調整。底部内面は板状工具による成形後に

144
3区

D42DS
杯A 14.6

1.8
緻 密。 縁部は屈曲 し、端部 は内

側に肥厚する。

丁寧なナデ調整。 口縁部 を横方向 にナデて成形 ・

調整 し、後に体部 内面 を横ナデ調整、体部か ら底

部の境界を押 さえて仕 上げる。

10YR7/3に ぶ 底部から体部が緩やかに底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。螺旋状 約1/5の 破片。

い黄榿色。 立 ち上が り、強 く屈曲 し の粘土継ぎ 目が残る。内面は丁寧 なナデ調整。 口

145
3区

D42FR

15.0

2,1
緻密。 た口縁が外反する。口縁

端部の内側は上方に肥厚

縁部 を横方向にナデて成形 ・調整 し、後 に体部内

面 を横ナデする ことで仕上げる。

す る。

7.5YR7/3に 底部は平底で、体部は緩底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。螺旋状 約2/3が 残 る。

146

3区

D42FT・

　 FU

土師器
皿A

16.0

2,0

ぶ い燈色。

緻密。

やかに外 上方へ 開く。 口

縁部 は強 く屈曲し、端部

内側は上方 に肥厚す る。

の粘土継ぎ目が残る。内面は丁寧なナデ調整。口

縁部を横方向にナデて成形・調整し、後に体部内

面を横ナデ調整すると共に、体部から底部の境界
を強 く押 さえて仕上 げる。

7.5YR6/4に 底部はやや丸みを帯びた底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/3が 残 る。

ぶい燈色。 平底で、体部は緩やかに 丁寧なナデ調 整。 口縁部 を横方向 にナデて成形 ・

147
3区

D42DS

土師器

杯A

13.7

2,1
やや粗 、砂 を

多 く含 む。

外上方へ開 く。 口縁部 は

強 く屈曲 し、端部内側は

調整 し、後に体部 内面 を横ナデ調整、体部か ら底

部の境界を強 く押 さえて仕上 げる。

上方 に肥厚する。

10YR6/2灰 黄 底部は平底で、体部は緩底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。体部に 完存。

褐色。 やか に外上方へ開 く。 口螺旋状の粘土継ぎ目が残る。内面は板状工具によ

148
3区

D42JU

14.4

2.3
緻密。 縁部 は強 く屈曲 し、端部

内側 は上方 に肥厚する。

る成形後 に丁寧なナデ調整。口縁部 を横方向 にナ

デて成形 ・調整 し、後に体部内面 を横 ナデ、最後

にナデ上 げる。

2.5YR4/1赤 底部から体部は緩やかに底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/5の 破片。

149
3区

D42ER

14.9

2.2

灰色。

緻密。

外上方 へ開く。 口縁部は

強 く屈曲し、端部 内側は

丁寧 なナデ調整。 口縁部 を横方向にナデて成形 ・

調整し、後 に体部内面を横ナデ、体部か ら底部へ

上方に肥厚する。 の境 界を強 く押 さえて仕上 げる。

10YR7/3に ぶ 体部は底部から緩やかに底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/3の 破片。

150
3区

D42DR

土師器

杯L

17.4

2.9

い黄榿色。

緻密。

外上方へ開 く。口縁部 は

弱 く屈曲 し、端部内側 の

板状工具による成形後に丁寧なナデ調整。口縁部
を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部内面を

口縁部 に灯芯の

痕跡。

肥厚 も弱い。 横ナデ調整、最後 はナデ上 げる。

7.5YR7/3に 底部は平底で、体部は緩 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/5の 破片。

151
3区

D42GT

19.0

2.7

ぶい榿色。

密、軟質。

やか に外上方へ開 く。口

縁部 は強 く屈曲 し、端部

底部か ら体部にかけて丁 寧なナデ調整。 口縁部を

横方向にナデて成形 ・調 整す る。

内側 は上方 に肥厚する。

152

3区

D42

DR・DS

19.8

3.4

10YR7/4に ぶ

い黄燈色。

緻密。

体部 は底部か ら緩やかに

外上方へ 開く。 口縁部は

強 く屈曲し、端部内側は

上方 に肥厚す る。

151に 同 じ。 約1/5の 破片。

10YR7/2に ぶ 底部は平底で、体部は緩 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。内面は 約1/5の 破片。

153

3区

D42

HQ・HR

20.8

3.8

い黄榿色。

密、軟質。

やかに外 反 しなが ら開

く。口縁部は屈曲し、端

部内側は上方 に肥厚す

底部から体部にかけて板状工具による成形の後に

丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成形 ・
調整し、後に体部内面上半を横ナデして仕上げ

る 。 る 。

10YR8/3浅 黄 底部は平底で、体部は緩 底部は回転 ヘラ切 り後 に、ナデ調整。体部は回転 口縁部の残りは

榿色。 やかに外反しながら開 ナデ成形で、体部と底部の境界は回転ヘラケズリ悪いが体部はほ

154
3区

D42FR

土師器

杯

11.0

3.0
密 、軟 質。 き、 口縁付近で内傾す

る。 口縁端部は丸 くおさ

で仕上げる。 ぼ完存。

め る。

5YR6/6榿 底部は平底で、体部は緩 底部は回転ヘラ切 り後 に、丁寧なナデ調整。体部 約1/4の 破片。

155
3区

D42GR

12.0

3.0

色 。

緻 密 。

やか に外反 しなが ら開

く。 口縁端部 は丸 くおさ

は回転ナデ成形。

め る。

10YR8/1灰 白 体部は底部から丸みを 底部から体部外面はオサエ成形後にナデ調整。内 口縁部は約1/2

色 。 もって立 ち上が り、外上 面は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて成 残 る。

156
3区

D42DR

土師器

杯A

14.1

2.8
緻密。 方 へ開 く。口縁部 は弱 く

屈曲し、端部 内側 を肥厚

形 ・調整 し、後に体部内面を丁寧に横 ナデして仕

上 げる。

さ せ る 。

10YR7/4に ぶ 体部は底部から丸みを 体部外面は手持ちヘラケズリ。口縁は横ナデで屈 約1/5の 破片。

い黄燈色。 もって立ち上が り、外上 曲部や端部を作り、外面は口縁上端までヘラケズ

17,2 緻密。 方へ開 く。ロ縁部 は屈曲 リが及ぶ。 内面 は丁寧 に横ナデ して仕上げる。
157

(2.9) 部分が溝状に残され、端

部の内側は弱く肥厚させ
る 。
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土器類(図 版22)

池1出 土土師器2(図 版22)
10YR7/4に ぶ 脚部は断面十角形の面取 脚部は棒状の芯 に粘土を厚さ0.7～1cmで 巻 き付 脚部の破片。裾
い黄榿色。 りを施 し、内部 中空部 は け、芯を回すことで中空部を作る。杯 との接合部 部に墨書による

158
3区

D42CT

土師器

高杯 :
緻密。 下方に向かってやや広が

る。脚部から裾部にかけ
は補足粘土を付加 して下方にナデつけ、外面 を下

か ら上への縦ヘラケズ リで面取 りする。裾部は板

の記号が施され

る。判読不明。

て屈曲 し、大き くラ ッパ 状工具で内面をナデつけながら押し広げて成形

状 に広がる。 し、横ナデ調整で仕上げ る。

10YR7/3に ぶ 脚部は断面七角形の面取 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと 脚部 の破片。

159
3区

D42FR :
い黄榿色。

緻密。

りを施 し、内部中空部は

下方 に向かってやや広 が

で中空部を作る。杯との接合部は補足粘土を付加
して下方にナデつけ、外面を下から上への縦ヘラ

る 。 ケズリで面取 りして仕上 げる。

10YR8/1灰 白 脚部は面取 りが弱 く、断 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと 脚部上端から杯
色。 面円形 を呈す る。脚部か で中空部を作る。杯との接合部は多量の補足粘土 部の破片。

160
3区

D42HR 二
緻 密。 ら杯部は緩やかに外上方

に移行する。

を付加して、縦ヘラケズリで仕上げる。杯部外面

は補足粘土部分は脚部からの縦ヘラケズリで調整

し、体部 は横ナデ調整。内面 も丁寧なナデ調整。

10YR7/4に ぶ 脚部は断面九角形の面取 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと脚部下端から裾
い黄榿色。 りを施し、内部 中空部は で中空部 を作 る。脚部外面は下 から上への縦ヘ ラ 部にかけての破

161
3区

D42DR :
緻密。 下方に向かってやや広が

る。脚部から裾部にかけ
ケズリで面取りする。裾部は板状工具で内面をナ
デつけながら押し広げて成形し、丁寧な横ナデ調

片 。

て屈曲 し、大き くラッパ 整で仕上げる。

状 に広がる。

2.5Y8/2灰 白 体部は緩やかに丸みを帯 体部外面には粘土継ぎ目痕跡と板状工具による横 杯部の破片。
色 。 びて外上方に立ち上が 方向の成形痕跡が残るが、全体に丁寧な横ナデ調

162
3区

D42HR

28.0

へ

密、やや軟

質。

り、 口縁部で外反し水平

に広がる。 口縁端部 は内

整で仕上げる。

側に曲げて上方に肥厚す
る 。

10YR8/3浅 黄 脚部 は面取 りが弱 く、断 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと脚部から杯部に
榿色。 面 円形 を呈す る。内部中 で中空部を作る。杯との接合部は補足粘土を付加 かけての破片。

緻 密。 空部は下方に向かってや して下方 にナデつけ、外面 を下か ら上への縦 ヘラ

163
3区 一

や広が り、脚部か ら裾部 ケズ リ調整するが、下端部 まではヘ ラケズ リが及
D42HQ 一

にかけて屈曲する。脚部 ばずナデ調整のままである。杯部外面はナデ調

から杯部は緩やかに外上 整、内面 も丁寧なナデ調整。

方に移行す る。

10YR7/2に ぶ 緩やかに丸みを帯びて外 外面はオサ工成形後に横ナデ調整。粘土継ぎ目痕 裾部 の破片。

164
3区

D42ER

朧

18.4
一

い黄榿色。

緻密。

下方に広がり、裾で内傾

気味に外へ屈曲する。裾

端部は内側に曲げて下方

跡が若干残る。内面は丁寧な横ナデ調整。

に肥厚させる。

10YR8/1灰 白 脚部は面取 りが弱 く、断 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと脚部から裾部の
色 。 面円形を呈す る。内部中 で中空部を作るが、芯の回転の支点が脚部中央に 破片。 白色土器
緻密。 空部は中央やや下部で最 なっている。外面は上か ら下へ の縦 ヘラケズ リ の可能性 あり。

165
3区

D42ES :
も狭 くなる。脚部か ら裾

部にかけて屈曲す る。脚

で、他の個体 と異質である。裾部 内面 は横ナデ調

整で仕上げる。

部から裾部の境界は明瞭
でな く、緩やかに外下方

に移行する。

10YR8/3浅 黄 脚部は断面七角形の面取 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回すこと脚部から裾部の

榿色。 りを施 し、内部中空部 は で中空部を作る。杯との接合部は補足粘土を付加 破片。
緻密。 下方に向かってやや広が して下方にナデつけ成形し、脚部外面を下から上

166
3区

D42DR

土師器

小型高杯

10.3

一

る。脚部か ら裾部 にかけ

て屈曲 し、裾部は大き く

への縦ヘラケズリ調整する。裾部はナデつけなが

ら押し広げ成形した後、丁寧な横ナデ調整で仕上

ラッパ状に広がる。端部 げ る。

内側を外下方に肥厚させ
る 。

10YR7/2に ぶ やや丸みを帯びた底部 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。高台は 底部から体部約

167
3区

D42HS

土師器

大盤 :
い黄榿色。

密、やや軟

質。

に、やや内傾した断面四

角形の高い高台が取り付

く。体部は緩やかに外上

貼り付け、横ナデ調整。底部内面は板状工具で成
形後にナデ調整。

1/2の 破 片 。

方 に立 ち上がる。

10YR6/1褐 灰 丸い体部に外反する小さ 体部外面はオサエ、内面は丁寧なナデ調整。 口縁 口縁部から体部

168
3区

D42CU

土師器

小甕

11.6

一

色 。

緻 密 。

な口縁が付 く。 口縁部 と

体部外面の境界には成形

時に生 じた段が残る。 口

部は横ナデで成形 ・調整 を行な う。 上半約1/4の 破

片。

縁端部 は丸 くお さめ る。

内面10YR7/ 丸い体部にやや内傾気味 体部外面はオサエ、内面はコテ状工具による成形 口縁部から体部
2に ぶ い黄燈 の小さな 口縁が付 く。 口 後、丁寧なナデ調整。 口縁部はオサエによって粗 約1/2が 残 る。

色 。 縁部と体部外面の境界に い成形後 、横ナデ調整で仕上 げる。 体部外面には煤

169
3区

D42FR

土師器

甕

15.〇

一

外面10YR2/

1黒色。

は成形時に生じた段が残
る。口縁端部は丸くおさ

が多量 に付着。

密、軟質、細 め る 。

砂を多量に含
む。
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遺物観察表

10YR7/2に 丸い体部に強く屈曲した 体部外面はオサエ、粗いハケ痕跡が若干認めら 口縁部から体部

ぶい黄榿色。 口縁が付 く。口縁部 と体 れる。内面はオサエによる成形後、粗いナデ調 上半の破片。

170
3区

D42KR

土師器

甕

19.6

一

密、やや軟

質、砂を多量

部外面の境界には成形時
に生じた段が残る。口縁

整。口縁部は横ナデ調整で仕上げる。

に含む。 端部の内側は上方に肥厚
させ る。

7.5YR8/3浅 丸い体部に屈曲した口縁 体部外面はオサエ、粗いハケ痕跡が認められ 口縁部から体部

171
3区 22.4

黄榿色。 が付 く。 口縁端部 の内側 る。内面はオサエ による成形。口縁部は外面が 上半の破片。
D42DR 　

緻密。 は上方 に肥厚させる。 横ナデ調整、内面は横ハケ調整で仕上げる。

5YR6/6榿 緩やかな丸みをもつ体部 体部外面はオサエ成形後に、粗い縦ハケ調整を 口縁部から体部

色 。 ・ 上端に、水平な長い鍔が 施す。内面は板状工具による横方向の成形ナ 上半 の破片。

172
土師器

羽釜

17.0

…

密 、軟 質 。 付 く。口縁 はやや外反し

て立ち上がり、端部を若

デ。鍔は貼り付け横ナデ調整。鍔部から口縁に
かけて強い横ナデで、最後に口縁端部を横ナデ

河内産。

干内側に屈曲させ、丸く で仕上げ る。

お さめる。

10YR8/2灰 緩やかな丸みをもつ体部 体部外面はオサエ成形後に、粗い縦ハケ調整を
白色 。 上端に、端部が外上方に 施す。内面は丁寧な横ナデ。鍔は貼り付け横ナ

173
3区

D42GR

25.5

一

密、やや軟

質。

立ち上がる短い鍔が付

く。 口縁は短く、端部を

デ調整。鍔部から口縁にかけて強い横ナデで、

最後に口縁端部を横ナデで内側につまみ上げて
内側 に屈曲させ 、丸 くお 仕上げる。

さ め る。

内面7.5Y2/1 焚口の上に外反した長い 体部外面はオサエによる成形、粘土積み上げに 焚口左上の破

黒色。 鍔が付 く。 口縁は短 く立 伴う継ぎ目痕跡が残る。内面は板状工具による 片 。

174
3区

D42DR

土師器
竃 二

外面7.5YR7/

4に ぶ い燈

ち上が る。 口縁端部は内

傾した平坦面を呈す る。

成形後、丁寧なナデ調整。鍔 は貼 り付け横ナデ

調整。焚口部 は切 り込んで開ける。 口縁端部は

河 内産。

色 。 横ナデ調整、端部 を外上方につまみ上げる。

緻密。

池1出 土黒色土器 ・白色土器(図版23)

内面N3/暗 灰 やや丸みを帯びた平底か 口縁から底部にかけて外面は丁寧なヘラケズリ 口縁部から底部

色 。 ら緩やかに体部が外上方 調整。内面は底部に丁寧なヘラミガキ調整を施 にかけて約1/3

外面7.5YR6/ に立ち上がる。 口縁部 は してか ら、体部の横方向の丁寧なヘラミガキで の破片。

175
3区

D421S

黒色土器
A皿A

13.9

2.5
3に ぶい褐色
～N3/暗 灰

細 くやや外反 し、端部内

側 を若干肥厚 させる。

仕上げる。

色 。

緻密。

内面N2/黒 平らな底部に外に踏張る 体部外面 はヘ ラケズ リ調整後 にヘ ラミガキ、内 口縁部から体部

色 。 断面三角形の高台が付 面は丁寧なヘラミガキを施す。口縁部は横調整 にかけて約1/6

体部下判OY く。体部はやや 内傾 しな 方向にナデつけて成形 し、体部か らのヘラミガ の破片。底部 内

176
3区

D42ER

黒色土器
A皿B

14.7

2.5
R6/3に ぶい

黄榿色。

がら外へ開き、口縁部は

外反す る。端部 内側 をや

キ調整が及ぶ。高台は貼 り付 け、横ナデ調整で

仕上げる。

面に漆と考 えら

れ る付着物。

密、白色細砂 や上 に肥厚 させる。

を含 む。

内面N2/黒 体部は緩やかに内湾して 体部外面はオサエ成形後に粗 いヘラケズ リ。 口 口縁部から体部

色 。 立ち上が り、 口縁部 は若 縁部は横ナデで外反させ、端部を外につまみ上 にか けて約1/3

外面10YR5/ 干外反す る。 口縁端部 は げると同時に沈線を内側に施す。内面は底部に の破片。

177

3区

D42

CS・CT

黒色土器
A椀A

15.0

(4.4)

2灰 黄褐色～

N2/黒 色。

緻密、白色

丸 くおさめ、端部内側 に

沈線を巡 らす。

丁寧なヘラミガキ調整 を施 してから、体部の横

方 向の丁寧なヘラミガキで仕上げる。

砂 ・小石 、赤

色小礫を含
む 。

内面N2/黒 やや丸みを帯びた平底か 体部外面はオサエ成形後 に粗いヘラケズ リ。口 口縁部から底部

色 。 ら、体部が緩やかに外上 縁部は横ナデ調整。内面は底部に丁寧なヘラミ にかけて約1/3

178
3区

D42CU

16.2

4.4

外面2.5Y5/2

暗灰黄色～

方に立ち上がる。口縁部
は若干外反させて端部を

ガキ調整 を施 してか ら、体部の横方向の丁寧な

ヘラミガキで仕上げる。

の破片。外面 を

黒色塗布 。

N2/黒 色。 丸 くお さめる。

緻密。

内面N2/黒 平らな底部から体部が緩 底部・体部外面はオサエ成形後にヘラケズリ調 口縁部から底部

色 。 やかに外上方に立ち上が 整。口縁部は横ナデ調整。内面は底部に丁寧な にかけて約1/3

16.8 外面2.5YR5/ る。 口縁部の外反 は弱 ヘ ラミガキ調整 を施 してから、体部の横方向の の破片。外面を
179

3.9 2暗灰黄色～ く、端部 を丸 くおさめ 丁寧なヘラミガキで仕上げる。なお、体部内面 黒色塗布。

N2/黒 色。 る 。 に暗文を施す。

緻密。

内面N2/黒 平底の底部に断面三角形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 底部はほぼ完存

色 。 の低い高台が付 く。体部 粗 いナデ調 整。高台は貼 り付け、横ナデ調整。 す るが、 口縁部

外面7.5YR5/ は若干屈曲しながら緩や 口縁部は横ナデ調整して端部内側に沈線を付加 から体部は約

180
3区

D42HR

黒色土器
A椀B

13.2

4.4
4に ぶい褐色
～N2/黒 色。

かに外 上方へ開き、口縁

端部は丸 くおさめる。 口

す る。内面は底部 に丁寧なヘラミガキ調整を施

してか ら、体部 の横方向の丁寧なヘ ラミガキで

1/6の 遺存。

緻密、粗砂 ・縁端部内側に弱い沈線が 仕上 げる。

小石を含 む。 巡 る 。

内面N3/暗 灰 平底の底部に断面三角形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部

色 。 の低い高台が付 く。体部 粗 いナデ調整。若干ヘ ラミガキが認め られる。 にかけて約1/6

外面7.5YR6/ は若干屈曲しながら緩や 高台 は貼 り付け、横ナデ調整。口縁部は横ナデ の破片。

181

3区

D42

CS・CT

13.8

4,1

3に ぶい褐色
～N3/暗 灰

色。

かに外上方へ開き、口縁

端部は丸くお さめる。口

縁端部内側が弱 く肥厚す

調整して端部を外側につまみ上げ、内側の肥厚
を作る。内面は底部と体部に横方向の丁寧なヘ

ラミガキ調整を施して仕上げる。

密 、 白色砂 ・ る 。

赤色小礫を含
む 。
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土器類(図 版23)

内面N3/暗 灰 やや丸みを帯びた平底 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部
色 。 に、断面三角形の外に踏 ヘラケズリ調整。高台は貼 り付け、横ナデ調 にかけて約1/4

外面5YR6/6 張る高台が付 く。体部は 整。口縁部は横ナデ調整。内面は底部に丁寧な の破片。底部外

182
3区

D42CT

黒色土器
A椀B

15.2

4.5

榿色～10YR

6/3に ぶい黄

燈色。

緩やかに外上方に立ち上

がり、口縁部は弱く外反
させて端部を丸くおさめ

ヘラミガキ調整を施 してか ら、体部 の横方向の

丁寧なヘラミガキで仕上 げる。
面 に墨が付着す
る。

緻密、白雲 る 。

母 ・茶色小礫

を含む。

内面N2/黒 体部は内湾しながら緩や 体部外面 はオサエ成形後 に、粗いナデ調整。 口 口縁部から体部
色 。 か に外上方へ開き、 口縁 縁部は横ナデ調整して端部内側に沈線を付加す にかけて約1/4

183
3区

D42DS

15.6

一

外面7.5YR6/

3に ぶ い褐色
～N2/黒 色。

端部は丸 くおさめ る。口

縁端部内側に沈線が巡

る。

る。口縁部外面に粗いヘ ラミガキが認 められ

る。体部 内面は横方向の丁寧なヘラミガキで仕

上げる。

の破片。

緻密、赤色小

礫 を含む。

内面N2/黒 底部に断面三角形の低い 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部
色 。 高台が付く。体部は若干 粗いナデ調整。高台は貼 り付 け、横ナデ調整。 にか けて約1/6

184
3区

D42CU

16.5

4.5

外面

10YR6/4に

ぶい黄榿色。

屈 曲しなが ら緩やかに外

上方へ開き、口縁端部は

丸 くお さめる。

口縁部も横ナデ調整。内面 は底部に丁寧なヘ ラ

ミガキ調整 を施 してから、体部の横方 向の丁寧

なヘ ラミガキで仕上げる。

の破片。

緻密、赤色小

礫を含む。

内面N2/黒 体部は内湾しながら緩や 体部外面はオサエ成形後 に、粗いナデ調整。 口 口縁部から体部

185

3区

D42

CS・DS

16.6

一

色。

外面

7.5YR7/4に

ぶい榿色。

かに外上方へ開き、 口縁

部 は若干外反し、端部は

丸 くお さめる。口縁端部

内側 を若干肥厚させ る。

縁部は横ナデ調整で、端部を外側につまみ上げ

て内側を肥厚させる。体部内面は横方向の丁寧
なヘラミガキで仕上げる。

にかけて約1/5

の破片。

緻密。

内面N2/黒 やや丸みを帯びた平底 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から体部
色 。 に、断面三角形の外 に踏 ナデ調整。高台は貼 り付け、横ナデ調整。口縁 にかけて約1/3
外面10YR6/ 張る高台が付 く。体部は 部は横ナデ調整。体部外面に粘土継ぎ目痕跡が の破片と底部約

186
3区

D42CU

17.6

(4.8)

3にぶ い黄榿

色～N2/黒

緩やかに外上方に立ち上
がり、口縁部は若干外反

残 る。内面は底部に丁寧なヘラミガキ調整 を施
してか ら、体部 に横方向のやや粗いヘ ラミガキ

1/6の 破片。合

成復元。体部外
色 。 する。端部は丸 くお さ で仕上げる。なお、体部内面 に暗文 を施す。 面を黒色塗布。

緻密、白色砂 め、口縁端部内側 を若干

を若干含む。 肥厚 させ る。

内面N2/黒 平底の底部に断面三角形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 底部から体部に
色 。 の高台が付 く。体部 は強 粗 いナデ調整。高台は貼 り付 け、横ナデ調整。 かけてほぼ完存

187
3区

D42ER

17.6

5.0

外面10YR5/

3に ぶい黄褐

色。

く内湾 して外上方へ 開

き、口縁端部は丸 くお さ

める。 口縁端部内側 に沈

口縁部は横ナデ調整して端部を外側につまみ上

げ、内側の沈線を作る。内面は底部と体部に横

方向の丁寧なヘラミガキ調整を施して仕上げ

するが、 口縁部

は破片。合成復

元。

緻密、白色砂 線が巡 る。 る 。

を若干含む。

内面N2/黒 やや丸みを帯びた平底 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部
色 。 に、断面三角形の低 い高 体部 を粗いヘラケズ リ調整。高台は貼 り付け、 にかけて約1/3

188
17.4

5.1

外面7.5YR6/

4に ぶい榿色
～N2/黒 色。

台が付 く。体部は緩やか

に外上方 に立ち上が り、

口縁部 は若干外反す る。

横ナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内面は底部

に丁寧なヘラミガキ調整を施 してか ら、体部 に

横方向の丁寧なヘ ラミガキで仕上げ る。なお、

の破片。

緻密、赤色小 端部は丸 くおさめる。 体部内面に暗文を施す。

3区 礫を含 む。

D42CU N2/黒 色。 やや丸みを帯びた平底 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部

緻密、白色砂 に、断面三角形の低い高 粗 いナデ調整。高台は貼 り付け、横ナデ調整。 にかけて約1/2

189
17.5

4.8

を若干含む。 台が付 く。体部は緩やか

に外上方 に立ち上が り、

口縁部 は若干外反す る。

口縁部は横ナデ調整して端部を外側につまみ上

げる。内面は底部と体部に横方向の丁寧なヘラ
ミガキ調整を施して仕上げる。なお、体部内面

が残る。外面を

黒色塗布。

端部は丸 くおさめ、端部 に暗文 を施す。

内側を弱 く肥厚させ る。

N2/黒 色。 体部は内湾しながら緩や 体部外面はオサエ成形後に、丁寧なヘラミガキ 口縁部から体部
緻密。 かに外上方へ開き、口縁 調整。 口縁部は横ナデ調整で、端部 を外側にっ にかけて約1/4

190
3区

D42ES
黒色土器
B椀B

16.7

一

部は若干外反 し、端部 は

丸 くおさめる。口縁端部

まみ上げて沈線 を作る。体部 内面は横方向の丁

寧なヘ ラミガキで、 口縁部内外面 ともにヘラミ

の破片。

内側に沈線 を巡 らす。 ガキ調整が及ぶ。高台は剥離 して いるが、貼 り

付 けナデ調整。

内面5YR5/3 体部は内湾しながら外上 体部内外面ともに丁寧なヘラミガキ調整。口縁 口縁部から体部
にぶい赤褐 方へ立 ち上がる。口縁部 部 は横ナデによって外側につまみ出す。黒色土 にかけて約1/6
色 。 は外へ屈曲 し、端部 は丸 器 だが、煉し焼 きを施 していない。 の破片。 口縁部

191
3区

D42ER
黒色土器
A台 付鉢

10.7

一

外面10YR6/

3に ぶい黄榿

くおさめる。 はわずかに残

る。

色 。

緻密、白色砂

を若干含む。
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遺物観察表

内面N3/暗 灰 平らな底部に断面三角形 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。高台は貼 約1/2残 る。外

色。 のやや内傾した高台が付 り付 け、横ナデ調整。体部外面 はオサエ成形後 面を黒色塗布。

外面7.5YR5/ く。体部は緩やかに外上 に丁寧なヘラミガキ、体部は丁寧にナデ調整を

192

3区

D42

CT・CU

黒色土器
A台 付鉢

14.8

8,3

3にぶ い褐色
～N3/暗 灰

色。

方へ立ち上が り、口縁部

で内側 に内湾する。口縁

部は外へ屈曲 し、端部 は

施 した後、粗いヘラミガキ調整。 口縁部は横ナ

デで外側につまみ出す。

緻密、白色の 丸 くおさめる。

砂を若干含
む 。

内面N2/黒 丸い底部 に、外へ踏ん 底部から体部外面はオサエ成形後にナデ調整。 底部約1/4の 破

色 。 張った細い高台が付 く。 高台は貼 り付け、横ナデ調整。内面は丁寧なへ 片 。
高台 外面10YR6/ 体部は緩やかに外上方に ラミガキ調整。

193
3区

1)42ER

黒色土器
A小 杯

部 径

4.3
3に ぶい黄榿

色～N2/黒

立ち上がる。

一

色 。

緻密。

3区 高台 N2/黒 色。 平らな底部のやや内より 底部から体部内外面はオサエ成形後に丁寧なへ 底部約1/3の 破

194
D42

ES・ET

黒色土器
B台付鉢

部 径

10.0

緻密、 白色小

石を含む。

に、外へ踏張った高 い高

台が付 く。

ラミガキ調整。高台は貼 り付け、横ナデ調整。 片 。

・EU 　

上面N2/黒 断面長方形を呈する鉢把 把手はオサエによって形作 り、上面 と片側面お 把手部破片。

色 。 手。把手取付け部上面か よび下面の基部 をヘラケズ リ調整す る。鉢口縁

195
3区

D42EU
黒色土器
A鉢 二

側下面7.5YR

7/3に ぶい燈

ら0.7cmほ どで、端部 を

丸 く仕 上げた口縁 とな

は横ナデ調整で、体部内面は丁寧なヘラミガキ

調整を施す。
色 。 る 。

緻密。

内面N2/黒 丸い底部に付けられた脚 鉢の底部と体部の境界に棒状の粘土を貼り付 獣脚破片。

色 。 部下端に切り込みを入れ け、オサエなが ら脚を形作 り、ヘラケズ リに
外面 て獣脚とする。 よって獣脚の形を整える。鉢体部内面は丁寧な

196
3区

D42ES

黒色土器
A鉢 二 7.5YR6/4に

ぶ い榿 色 。

ヘ ラミガキ調整。

緻密、白色砂

を含む。

内面N2/黒 体部はオサエ成形で形作り、口縁部を屈曲させ 口縁部から体部

色。 外面 て仕上げる。口縁部から体部内面にかけて横ナ にかけて約1/6

197

3区

D42

CS・CT

黒色土器
A甕

13.6

一

10YR4/2灰

黄褐色。

緻密、 白色粗

デ調整。体部外面肩部を横 ヘラケズ リするが、

他は粗いナデ調整。

の破 片。体部外

面に煤が付着す

る。

砂 ・赤色小礫

を含 む。

内面N2/黒 丸い体部に外反した口縁 体部はオサエ成形で形作り、口縁部を屈曲させ 約1/3残 る。体

色 。 部が取 り付 く。 て仕上げる。口縁部から体部内面にかけて横ナ 部外面には煤

外面7.5YR6/ デ調整。体部外面 は粗いナデ調整。 が、内面には炭

198
3区

D42CU

黒色土器
A甕

18.4

(13.8)
4に ぶい褐色
～N2/黒 色。

化物の一部が付

着。

緻密、白色砂

を若干含む。

2.5Y7/2灰 黄 やや丸みを帯びた天井部 つまみは貼 り付け、回転ナデ。突帯 は削 り出 し 天井部のみの破

199
3区

D42FS

白色土器
蓋 二

色。

緻密、砂 を少

量含む。

に、宝珠形 のつまみが付

く。天井部外面の中心か

ら3cmの 位置に低 い突線

回転ナデで仕上げる。内面は丁寧なナデ調整。 片 。

を巡 らす。

2.5Y8/2灰 白 体部は緩やかに外上方に 体部外面下半は回転ヘラケズリ、口縁部から体 口縁部から体部

200
3区

D42CU

白色土器

椀

14.5

一

色 。

緻 密 。

立ち上が り、口縁部は外

反 して端部を丸 くお さめ

部内面にかけては回転ナデ。 にか けて約1/6

の破片。

る 。

2.5Y7/2灰 黄 やや丸みを帯びた底部に 回転成形によって器形を作 りだし、底部外面か 約2/3が 残 る。

色。 断面逆台形の高台が取り ら体部にかけて回転ヘ ラケズリで調整する。高

201
3区

D4,2DS

17.5

5.9

緻密。 付 く。体部は緩や かに外

上方 に立ち上が り、口縁

台は貼り付け削り出しの輪高台で、回転ナデ調
整で仕上げる。口縁部から体部内面にかけては

部 はやや外反する。 口縁 ナデ調整、底部内面 も粗いナデ調整。

端部 は丸 くおさめる。

2.5Y8/2灰 白 やや丸みを帯びた底部に 回転成形によって器形 を作 りだし、底部外面か 底部は約1/2が

色 ～2.5Y7/2 断面四角形の高台が取り ら体部にかけて回転ヘ ラケズ リで調整する。高 残るが、口縁部

202
3区

D42ER

19.8

6.5
灰黄色。

緻密、微砂を

付 く。体部 は緩やかに外

上方 に立ち上が り、口縁

台は貼り付け削り出しの輪高台で、回転ナデ調
整で仕上げる。口縁部から体部内面にかけては

は破片のみ。

少量含む。 端部 は丸 くお さめる。 ナデ調整、底部 内面 も粗いナデ調整。

高台 2.5Y7/2灰 黄 やや丸みを帯びた底部に 回転成形 によって器形 を作 りだし、底部外面か 底部の破片。

203
3区

D42FR

部 径

6.8

色 。

緻 密 。

断面四角形の高台が取り

付く。体部は緩やかに外

ら体部 にかけて回転 ヘラケズ リで調整する。高

台は貼 り付け削 り出しの輪高台で、回転ナデ調
一 上方に立 ち上がる。 整で仕上げる。底 部内面はナデ調整。

高台 2.5Y8/2灰 白 平らな底部に断面逆台形 回転成形 によって器形 を作 りだし、底部外面か 底部の破片。

204
3区

D42CU

部 径

5.8

色。

緻密、微砂 を

の高台が取り付く。体部

は緩やかに外上方に立ち

ら体部 にかけて回転 ヘラケズ リで調整する。高

台は貼 り付け削 り出しの輪高台で、回転ナデ調
一 少量含む。 上がる。 整で仕上 げる。底部内面はナデ調整。
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土器類(図 版23)

205

3区

D42

FS・FT

白色土器
椀

高台

部径

6.5

2.5Y7/2灰 黄

色 。

緻 密 。

やや丸みを帯びた底部に
断面四角形の高台が取り

付く。体部は緩やかに外
上方に立ち上がる。

回転成形 によって器形 を作 りだし、底部外面か

ら体部 にかけて回転 ヘラケズ リで調整する。高

台は貼 り付け削 り出しの輪高台で、回転ナデ調

整で仕上げる。底部内面は粗いヘラミガキ調

底部の破片。

一

整 。

高台 2.5Y8/2灰 白 平らな底部に断面逆台形 回転 成形 によって器形を作 りだ し、底部外面か 底部 の破片。

206
3区

D42DR

部 径

6,2

色。

緻密、砂を少

の高台が取り付く。体部

は緩やかに外上方に立ち

ら体部にかけて回転ヘラケズ リで調整す る。高

台は貼 り付 け削 り出 しの輪高台で、回転ナデ調
一 量含む。 上がる。 整で仕上げる。底部内面 は粗 いナデ調整。

高台 2.5Y7/2灰 黄 平らな底部を若干削った 円盤状の底部で、若干削 り出して蛇の 目高台 を 底部の破片。

207
3区

D421S

部 径

7,5

色。

緻 密。

だけの蛇の目高台で、体

部は緩やかに外上方に立

模 している。底部外面には削 り残 された回転糸

切 り痕跡が残 る。底部内面 はナデ調整後に、粗
一 ち上が る。 いヘ ラミガキ調整。

高台 2.5Y7/2灰 黄 平らな底部か ら、体部が 円盤状の底部で、未調整のため回転糸切り痕跡 底部の破片。

208
3区

D42FR

部 径

5,8

色。

緻密、やや砂

緩やか に外上方 に立 ち上

がる。

が明瞭に残る。底部内面はナデ調整。

… を含む。

209

3区

D42

CS・DS

白色土器

小杯

9,7

4,1

2.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

平 らな底部か ら、体部が

緩やかに外上方に立ち上

がる。口縁部は外反 し、

端部を丸 くおさめる。

円盤状の底部で、未調整のため回転糸切り痕跡
が明瞭に残る。体部から口縁にかけて回転成

形。底部内面はナデ調整。

底部は完存 。口

縁部は約1/4が

残 る。

2.5Y8/2灰 白 底部は水平で体部は緩や 杯部外面は底部外面をヘラケズリ調整回転。脚 杯部の破片。

210
3区

D421S
白色土器
高杯 二

色～2.5Y/2

灰黄色。

緻密、やや砂

かに丸みを帯びて外上方
に立ち上がる。脚部は断

面八角形の面取りを施

部はヘラケズ リによって仕上げる。

を含む。 す 。

2.5Y8/2灰 白 杯底部は水平で、脚部は 杯部内面はナデ調整後に粗いヘラミガキ調整。 杯部口縁と脚裾
色 。 断面八角形の面取りを施 外面は回転ヘラケズリ後に脚部を付着してナデ 部を欠損。

緻密、やや砂 し、内部中空部 は下方に 調整脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回

211
3区

D421R 二 を含む。 向か ってやや広 がる。脚

部か ら裾部にかけての屈

す ことで中空部 を作る。脚部外面は下か ら上へ

のタテヘラケズ リ調整する。裾部は横ナデ調

曲は弱 く、裾部 は大 きく 整 。

ラッパ状に広がる。

池1出 土須恵器(図版24)

5Y7/1灰 白 平らな底部から体部が緩 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 約1/6の 破片。

212
3区

D42FR

須恵器
杯A

13.6

2.9

色 。

緻 密 。

やかに立 ち上がる。口縁

部は内湾気味で、端部 は

部 をやや内側につまみ上げる。底部外面は回転

ヘラキ リ後に、ナデ調整。体部 から底部内面も

丸 くおさめる。 ナデ調整で仕上げる。

2.5Y5/1黄 灰 平らな底部から体部が緩 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 底部はほぼ完

213
3区

D42CU

15.7

3.8

色 。

緻 密 。

やかに立 ち上がる。口縁

部は内湾気味で、端部は

部は内側に折り曲げて肥厚部を作る。底部外面
は回転ヘラキリ後に、ナデ調整。体部から底部

存。 口縁部は約

1/2が 残 る。

内側を厚 く肥厚させる。 内面もナデ調整で仕上げる。

N5/灰 色。 やや丸みを帯びた底部 体部は回転成形で、底部外面は回転ヘラキリ後 底部約1/2の 破

214
3区

D42KR
須恵器
杯B

底部

径7.0
一

緻密。 に、断面方形の外に踏

張った輪高台が付く。体
部が緩やかに立ち上が

に高台を貼 り付け、後にナデ調整で底部全体 を

仕上げる。高台端部を外 につ まみ出す ため、端

面に沈線 が巡る。

片。

る 。

7.5Y6/1灰 平 らな天井部か ら、体部 体部から口縁部にかけては回転成形で、天井部 約1/3の 破片。

色 。 は緩やかに外反しながら 外面は未調整のため回転糸キリ痕跡が明瞭に残

215

3区

D42

GT・GU

須恵器
壺蓋

7.7

1.5

緻密。 広が る。 口縁部 は体部か

らほぼ直角に折れ曲が

り、端部を丸くお さめ

る 。

る 。

N5/灰 色。 平らな天井部から、体部 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 約1/5の 破片。

216
3区

D42FR
須恵器
杯蓋

14.0

1.5

緻密。 は緩やかに外反しなが ら

広がる。 口縁部と体部の

境界は明瞭でなく、端部

部 をやや外側につ まみ出す。底部外面は回転 ヘ

ラキリ後に、ナデ調整。体部 から底部内面もナ

デ調整で仕上げる。

内面に擦痕が認

め られる。

を丸 くお さめる。

N5/灰 色。 平坦な底部から卵形の体 体部から日縁部にかけては回転成形で、頚部内 完存。底部外面

3.4 緻密。 部が立 ち上がる。頚部 は 側に水引きによる絞 り痕跡が残 る。 口縁端部 は に 「一 」 ヘ ラ記

217
3区

D42DR

須恵器

瓶子

胴部

径5.3

細 く、口縁部は緩やかに

外反し、端部で屈曲 して

強く外上方につまみ上げることで屈曲部を作
る。底部外面は未調整で回転糸キリ痕跡が残

号 。

8.7 外に広が る。 る。体部外面から口縁部にかけて回転ナデ調

整、体部下端部に回転ヘ ラケズ リを施す。

5Y6/1灰 色～ 平坦な底部から卵形の体 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 完存。
3.4 5Y7/1灰 白 部が立ち上がる。頚部 は 部は強く上方につまみ上げることで屈曲部を作

218
3区

D4,2CS

胴部

径5.3
色。

緻密、白色砂

細 く、口縁部は緩やかに

外反 し、端部で屈曲 して

る。底部外面は未調整で回転糸キリ痕跡が残

る。体部外面から口縁部にかけて回転ナデ調
8.9 を含む。 上方に丸 くお さめる。 整、体部下端部に回転ヘ ラケズ リを施す。

5Y7/1灰 白 平坦な底部から卵形の体 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 口縁部の一部を

3.8 色 。 部が立ち上が る。頚部は 部は強く外上方につまみ上げる。底部外面は未 欠損するだけで

219
3区

D42ER

胴部

径5.8

緻密。 細 く、口縁部は緩やかに

外反する。端部は断面縷

調整で回転糸キリ痕跡が残る。体部外面から口

縁部にかけて回転ナデ調整で仕上げる。

完存。

10.1 状 につ くって面 を形成す

る 。
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遺物観察表

N5/～6/灰 平坦な底部から卵形の体 体部から口縁部にかけては回転成形で、口縁端 口縁部の一部を

4.4 色 。 部が立ち上がる。頚部は 部は強く外上方につまみ上 げる。底部外面は未 欠損するだけで

220
3区

D42ER

須恵器
瓶子

胴部

径6.2

緻密、5㎜ 角
の石 を含む。

細 く、 口縁部は緩やかに

外反する。端部 は面 を形

調整で回転糸キ リ痕跡が残 る。体部外面か ら口

縁部にかけて回転ナデ調整で仕上げる。

完存。

10.1 成して外上方に屈曲さ
せ 、丸 くお さめ る。

5Y6/1灰 色 。 平坦な底部から卵形の体 体部か ら口縁部 にかけては回転成形で、口縁端 口縁部 の一部 を

緻 密。 部 が立ち上がる。頚部 は 部 は弱 く外上方 につ まみ上げる。底部外面は未 欠損するだけで
4.5 細 く、口縁部は緩や かに 調整で回転糸キリ痕跡が残る。体部外面から口 完 存 。

221
3区

D42GT

胴部

径6.8
外反す る。端部は屈 曲し

なが ら外方へ広が り、上

縁部 にかけて回転ナデ調整で仕上 げる。

10.6 方に肥厚 させ るよ うに丸

くお さ め る。

5Y6/1灰 色 ～ 平坦な底部から卵形の体 体部か ら口縁部にか けては回転成形で、 口縁端 口縁部は約1/3

4.3
N2/黒 色。 部が立ち上 がる。頚部は 部は強 く上方につまみ上 げる。底部外面は未調 しか残存 しない

222
3区

D42JR

胴部

径7.2

緻密、黒色小

礫含む。

細 く、 口縁部 は緩やかに

外反する。端部は面を形

整で回転糸キ リ痕跡 が残 る。体部外面か ら口縁

部にかけて回転ナデ調整で仕上げる。内面には

が、体部は完

存。内外面に付

12.3 成 して上方 に屈曲 させ、 輔轄目が明瞭に残る。 着物あ り。

丸 くおさめる。

2.5Y7/2灰 黄 広く平坦な底部から砲弾 体部か ら口縁部にかけては回転成形で、口縁端 口縁部の一部を

5.0 色 。 形の体部を作 り出す。頚 部は強 く上方 につまみ上げる。底部外面 は未調 欠損するだけで

223
3区

D42FT
胴部

径8.2

緻密、 白色砂

を含む。

部 は太 く緩やかに外反 し

て立ち上が り、口縁部は

整で回転糸キ リ痕跡が残 る。体部外面から口縁

部にかけて 回転ナデ調整、体部下端部 に回転へ

完存。木製栓を

伴 って出土。

10.9 上 内方 に屈曲させ る。端 ラケズ リを施す。

部 は丸 くおさめる。

内面2.5Y4/1 223に 同 じ。 体部か ら口縁部 にかけては回転成形で、口縁端 口縁部約1/3の
～6/1黄 灰 部 は強 く上方 につ まみ上げる。体部外面から口 破片とほぼ完存

224

3区

D42

ES・FS

7.0

胴 部

径9.3
一

色 。

外 面2.5Y7/2

灰黄 色。

緻 密 、6㎜ の

縁部 にかけて回転ナデ調整、体部下端部に回転
ヘ ラケズ リを施す。内面には輔櫨 目が明瞭に残

る。

する体部 を合成

復元。底部外面

は剥離 して い

る。

角石含 む。

N5/灰 色 。 頚部は外上方に立ち上が 体部 に頚部を乗せて接合 し、回転成形。調整は 体部上端から頚

緻密。 り、口縁部で外反 して広 回転ナデで、端部 を外上方に強 くつ まみ上げ 部、 口縁部 の破

225
3区

D42JQ
須恵器
壺 讐

がる。端部 は外傾 した面

をな し、外上方に肥厚さ

る 。 片 。

せて丸 くおさめる。

N5/～6/灰 頚部は外上方に立ち上が 体部に頚部を嵌め込み、接合して回転成形。調 体部上端から頚
色 。 り、 口縁部で外反 して広 整は回転ナデで、端部 を外上方に強 くつ まみ上 部、 口縁部の破

226
3区

D42CU

10.5

一
緻密。 がる。端部は外傾 した面

をな し、外上方 に肥厚さ

げる。端部の面敢 りを強 く行な うため、下方に

もバ リ状 に突出する。

片 。

せて丸 くおさめる。

7.5Y5/1～ 頚部は外上方に立ち上が 体部に頚部 を乗せて接合 し、回転成形。調整は 体部上端から頚

227
3区

D42FR

10.6

一

6/1灰 色 。

緻 密 。

り、 口縁部で外反する。

端部は上下に引き出 さ

回転ナデで、端部を外上方 に強 くつまみ上 げる

とともに、下方にも押 し広 げる。頚部 内面 に轄
部 、口縁部の破

片。

れ、外傾 した面 をなす。 轄 目が明瞭 に残る。

2.5Y6/2灰 黄 平坦な底部から体部が緩 体部は回転成形で、回転糸キ リによって切 り離 体部下端部から
色。 やかに外上方に立ち上が す。体部外面はナデ調整で、体部外面下端 を強 底部にかけて約

228
3区

D42GT

底部

径6.9
緻密。 る 。 くナデて底部との境界を示す屈曲部を作り出

す。底部は未調整のため回転糸キリ痕跡が残る

1/2の 破 片 。

一
が、調整台上での置き換えに伴 う圧痕が多く付

いている。内面 には輔輔 目が明瞭 に残る。

胴部 N5/灰 色 。
228に 同 じ。 回転台上に粘土 円盤を乗せ、巻 き上げ成形。体 体部から底部に

3区 径 緻密、小石を 部 内外面ともに回転ヘ ラケズ リによって形を整 かけて約2/3の

D42 14.1 含 む。
え、外面は丁寧な回転ナデ調整 、内面は粗いナ 破片。

229
AU・BU 底部 デ調整で仕上げる。体部外面下端を強くナデ

CU・DU 径7.7 て、底部 との境界の屈曲部を作 り出す。底部外
一 面 はオサエ未調整の ままである。

10Y5/1灰 外上方に立ち上がってき 体部 は回転成形 、外面は粗いナデ調整を施す。 口縁部から体部

色 。 た体部は上位で内方に屈 内面 は未調整で輔轄 目を残す。口縁部は一度外 上半にかけて約

緻密。 曲 し、短 く外反する口縁 反させてか ら、内側 をつ まみ上げて口縁端面を 1/6の 破 片 。

230
3区 須恵器 21.4 部 となる。口縁はさ らに 作 り出す。
D421R 鉢 一

内上方に肥厚 し、端部は
やや凹んだ外傾面を形成

す る 。

2.5Y8/2灰 白 外上方に立ち上が ってき 体部 は回転成形、回転ナデ調整を施す。 口縁部 口縁部から体部
色 。 た体部は上位で内方に屈 は一度外反させてから、内側をつまみ上げて口 上半にかけて約

231
3区

D42GS

23.0

一

緻密。 曲 し、短 く外反す る口縁

部 となる。口縁 はさらに

縁玉縁 を作 り出す。 1/6の 破 片 。

内上方に肥厚 し、端部は

玉縁状 となっている。

N5/～6/灰 外上方 に立ち上が ってき 体部は回転成形、回転 ナデ調整を施す。 口縁部 口縁部から体部

232
3区

D421R

20.0

一

色 。

緻 密 。

た体部は上位 で内方 に屈

曲し、玉縁状の口縁部 と

は一度外反 させてか ら、内側に折 り曲げて 口縁

玉縁を作 り出す。

上半 にかけて約

1/7の 破片。

な る。
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土器類(図 版24)

233
3区

D42ER

須恵器

鉢

24.3

一

7.5Y5/1～

6/1灰 色 。

緻 密 。

232に 同 じ 。 232に 同 じ。 口縁部から体部'

上半にかけて約

1/6の 破片。

N5/灰 色。 平坦な底部から、外上方 円柱状粘土塊に体部の粘土を付加し、巻き上げ 底部から体部下

234

3区

D42

FS・FT

底部

径8.5

緻密。 に体部が立ち上が る。 回転成形する。底部は回転糸キリで切り離し、

未調整のため回転糸キリ痕跡が明瞭に残る。体
部外面は丁寧な回転ナデ調整、内面は輔轄目が

半の破片。

・FU
一

残り、底部との境界は接合強化のため強くナデ
つ け る。

N6/灰 色。 内傾する肩部に、わずか 体部から口縁にかけて丁寧な回転ナデ調整。耳 口縁部から肩部

緻密。 に外反する短い口縁部が は貼 り付け成形。 約1/4の 破片。

235
3区

D42GR

須恵器
耳付壷 響

付く。 口縁端部は丸 くお

さめる。耳が取 り付く肩

部には自然紬が厚く付着
す る。

2.5Y6/1黄 灰 内傾す る肩部に、わずか 巻 き上 げ成形、回転ナデ調整で仕上 げる。 口縁部から肩部

236
須恵器

短頚壷

10.4

一

色 。

緻 密。

に外反す る口縁部が付

く。口縁端部は丸 くおさ

める。肩部 には 自然融が

約1/3の 破片。

付着す る。

N6/灰 色。 内傾す る肩部に、外反す 肩部外面には縦方向の平行タタキ、内面には青 口縁部から肩部

237
3区

D42DR

須恵器

甕

17.5

一

緻密。 る口縁部が屈曲 して立ち

上がる。 口縁端部は外傾

する面をなす。

海波文 の当て具痕跡が明瞭に残る。口縁部は巻

き上げ接合後オサエによって成形し、横ナデ調

整によって仕上げる。

約2/3の 破片。

口縁部内側に

「計」ヘ ラ記

号 。

N5/～6/灰 内傾する肩部 に、外反す 肩部外面には縦方向の平行タタキ、内面はナデ 口縁部から肩部

238
3区

D42FR

16.2

…

色。

緻密、小石 を

含む。

る 口縁部が屈曲 して立ち

上がる。口縁端部は面を

な し、外方 につ まみ出

調整だが青海波文の当て具痕跡が若干残る。口
縁部は巻き上げ接合後、強い横ナデによって成

形し、丁寧な横ナデ調整によって仕上げる。

約1/3の 破片。

す 。

内面N4/灰 内傾する肩部 に、外反す 体部外面は細かい格子タタキ後にナデ調整、内 口縁部から肩部
色 。 る口縁部が屈曲して立ち 面はオサエ成形痕を粗いナデで整える。口縁内 約1/3の 破片。
外面5YR4/1 上がる。口縁端部 はやや 外面から肩部内外面かけて丁寧な横ナデ調整が

239

3区

D42
18.4

一

褐灰色～7.5Y

R5/3に ぶい

外傾する面をな し、外方

につまみ出す。

施される。

CT・DT 褐色。

緻密、粗い白

砂含む。

2.5Y6/1黄 灰 内傾する肩部に、外反す 体部から口縁外面は細かい格子タタキ後に丁寧 口縁部から肩部

240
3区

D42GR

14.8

一

色 。

緻 密 。

る口縁部が屈曲して立ち

上がる。 口縁端部 はやや

外方 につまみ出し、丸 く

なナデ調整。口縁内面から肩部内面にかけても

丁寧な横ナデ調整が施される。

約1/8の 破片。

お さめる。

N5/灰 色。 内傾する肩部に、外湾す 肩部外面には縦方向の平行タタキ、内面はナデ 口縁部から肩部

241

3区

D42

CS・CT

13.5

一

緻密。 る頚部が緩やかに立 ち上

がる。 口縁部は外反し、

端部 を内側に肥 厚させ上

向きの平坦面を作る。

調整だが青海波文の当て具痕跡が若干残る。口

縁部は巻き上げ接合後、強い横ナデによって成
形し、丁寧な横ナデ調整で仕上げる。口縁部内

側は強くナデつけることによって、端部内側を

約1/3の 破片。

肥厚 させる。

10YR5/1褐 外湾する頚部が緩やかに 頚部から口縁部にかけて丁寧な横ナデ調整で仕 口縁部から頚部

242
3区

D42HT

22.1

一

灰色。

緻密。

立ち上が る。 口縁部は外

反し、端部 を内側に肥厚

させ上向 きの平坦面を作

上 げる。 口縁部 内側は強 くナデ付 けることに

よって、端部内側 を肥厚させる。
約1/5の 破片。

る 。

10Y5/1灰 内傾する肩部に、外湾す 肩部外面には横方向の平行タタキ、内面はオサ 口縁部から肩部

243
3区

D42DT

20.0

一

色 。

緻 密。

る頚部が緩やかに立ち上

がる。口縁部は外反し、
端部を上方に肥厚させ平

工後 にナデ調整。頚部か ら口縁部 にかけて丁寧

な横ナデ調整によって仕上げる。口縁端部は上

方 につ まみ上げ、強 くナデ付けることによっ

約1/8の 破片。

頚部内側にヘラ

記号 あり。

坦面 を作 る。 て、下方 にも若干広が る平坦面を作 り出す。

池1出 土灰粕陶器(図版25)

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部に断面方形の 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 約1/3の 破片。
色 。 短い高台が付 く。体部は を貼 り付 け、回転ナデ調整。口縁部 は回転成 三叉 トチ ンの痕

244
3区

D42DR

灰紬陶器
皿

15.0

2,8

緻密。 浅 く緩やか に外上方へ立

ち上が り、口縁部で外反

形 ・ナデ調整。紬は灰オ リーブ色を呈 し、内面

のみ厚 く施紬する。

跡が 内面に残

る。

する。 口縁端部は丸 くお

さ め る。

7.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部外面は回転ヘラケズリ後に、高台を貼り付 底部 は完存、口

245

3区

D42

CS・CT

13.5

3.3

色 。

緻 密 。

断面三角形の高台が付

く。体部は緩やかに外上

方へ立ち上がり、口縁端
部は外反気味に丸くおさ

け、回転ナデ調整。体部か ら口縁部 は回転成

形 ・ナデ調整。融はオリーブ黄色を呈 し、施紬

は 口縁 から体部内外面 に漬掛けする。

縁部か ら体部は

約2/3残 る。重

ね焼 きの痕跡が

内面 に残る。
め る 。

2.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部外面は回転ヘラケズリ後に、高台を貼り付 底部 は約1/2、
色 。 断面長方形の高い高台が け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ナデ調 口縁部は部分的

246
3区

D42FR

14.1

3.0

緻密。 付 く。体部 は緩やかに外

上方へ立 ち上が り、 口縁

整、口縁部はやや強くナデ調整 して外反 させ

る。粕 は灰 白色を呈 し、施紬は外面 は口縁か ら

に残る。重ね焼

きの痕跡が内面
部はやや外反して端部を 体部にかけて塗掛け、内面は全面に塗掛けす に残 る。

丸 くおさめる。 る 。
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遺物観察表

7.5Y8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部外面 は回転ヘラケズ リ後 に、高台を貼り付 底部はほぼ完

色 。 断面台形の高台が付 く。 け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ナデ調 存、口縁部は部

緻密。 体部は緩やかに外上方へ 整、口縁部はやや強くナデ調整して外反させ 分的に残 る。重

247

3区

D42

GS・1{S

灰紬陶器
皿
14.4

3.1

立 ち上が り、口縁部でや

や外反 して端部を丸 くお

さめ る。底部外面 に墨が

る。体部に回転成形時の沈線が渦巻き状に残

る。紬はオリー ブ黄色を呈 し、施粕は外面は口

縁か ら高台にか けて塗掛け、内面 は底部を残し

ね焼きの痕跡が

内面と高台端部
に残る。

多 く付着 しているが、擦 て塗掛けする。

痕 はな くパ レットとして

再利用。

7.5Y8/1灰 白 平坦な底部に断面三角形 底部外面は回転ヘラケズリ後に、高台を貼り付 底部は約2/3、

色 。 の細くやや外反した高台 け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ナデ調 口縁部は約1/4

緻密。 カミイ寸く。体音匡}ま」曳く緩 や 整、口縁部はやや強くナデ調整して外反させ が残 る。重ね焼

248
3区

D42CU

15.4

2.8
かに外上方へ立ち上が

り、 口縁部 で外反する。

る。体部外面に輔櫨 目が残 る。施紬は外面は 口

縁か ら高台にかけて薄 く塗掛 け、内面は全面に

きの痕跡が内面

と高台端部に残
口縁端部は丸くおさめ 厚 く塗掛 けす る。紬色はオリーブ黄色を呈す る 。

る 。 る 。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部にやや内湾し 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 約1/6の 破片。

色 。 た三 日月高台が付 く。体 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ 重ね焼きの痕跡

249
3区

D42BT

15.5

3.2

緻密。 部は浅 く緩やかに外上方

へ立 ち上が り、口縁部で

ナデ調整、口縁部はやや強くナデ調整する。紬

は灰オ リーブ色 を呈 し、施軸は外面は 口縁から

が内面 と高台端

部に残 る。

やや内側に屈曲しながら 体部全面にかけて厚く塗掛け、内面は底部を残

外反す る。 口縁端部 は丸 して厚 く塗掛 けす る。
ノ 」へ 」デv入 フ

5Y6/1灰 色 。 平坦な底部に断面三角形 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は完存する

緻密。 のやや内湾した三日月高 を貼 り付け、回転 ナデ調整。体部 は回転成形 ・ が、 口縁部 は約

台が付く。体部は浅く緩 ナデ調整、口縁部はやや強くナデ調整して外反 1/3が 残る。重

250
3区

D42CT

15,3

2.9
やかに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す

させ る。紬は体部 内外面 に一方か らの自然紬が

薄く付 くが、意図的な施紬はされていな い。

ね焼きの痕跡が

内面に残る。底
る。口縁端部は丸 くおさ 部外面に 「一」

め る 。 ヘラ記号。

2.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 250と 同 じ。

色 。 断面三角形のやや内湾し

緻密。 た細い三日月高台が付

251
3区

D42CT

15,2

3.0
く。体部は浅く緩やかに

外上方へ立ち上が り、 口

縁部でやや外反す る。 口

縁端部は丸 くおさめ る。

7.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は完存する
色 。 やや内湾した三日月高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ が、口縁部 は約

3区 緻密。 が付 く。体部は浅く緩や ナデ調整、口縁部はやや強 くナデ調整する。紬 1/3が 残る。重

252
D42

CT・CU

15.9

3.5
かに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す

は灰 白色を呈 し、施紬は外面は口縁か ら体部全

面 にかけて厚く塗掛 けしてお り、口縁か らの紬

ね焼きの痕跡が

内面と高台端部
・DU

る。口縁端部は丸 くお さ 垂れが認められる。内面は底部を残して厚く塗 に残る。

め る 。 掛 けす る。

253

3区

D42
16.3

一

7.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

体部は浅く直線気味に外
上方に立ち上がり、口縁

部で外反する。口縁端部

体部 は回転成形 ・ナデ調整、 口縁部はやや強 く

ナデ調整する。紬は灰オ リーブ色を呈 し、施紬

は内外面 とも厚 く塗掛 けす る。

口縁部か ら体部

にかけて約1/4

の破片。
CT・CU は丸 くおさめる。

254

3区

D42

CS・CT

高台

部径

8,1

7.5Y8/1灰 白

色。

緻密、微砂 を

やや含む。

平坦な底部に断面方形の
高台が付く。体部は浅く

緩やかに外上方へ立ち上
がり、口縁部で屈曲して

回転成形、高台を貼 り付 け、回転ナデ調整。紬

はオ リー ブ灰色を呈 し、体部 ・高台 ・底部外面

全体に厚 く施粕するが、内面 は施紬 しない。

底部か ら体部に

かけての破片。

一

外反す る。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部にやや丸みを 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 約1/4の 破片。
色 。 帯びた断面方形の高台が を貼 り付け、回転ナデ調整。段部は強 くナデつ 口縁部先端も若

緻密、微砂を 付 く。体部は浅く外反 し けて成形し作 り出す。融はオ リー ブ灰色を呈 干欠けて いる。

少量含む。 ながら緩やかに外上方へ し、施紬は内外面全体に薄 く塗掛 けする。 底部外面に円形

255
3区

D42GR

灰紬陶器

段皿

19.3

2,9
立 ち上が り、口縁端部は

丸 くお さめる。底部 内面

の トチン痕跡が

残る。

は凹み 、体部 との境界 に

段をつ けるが、体部外面

には段 は付かない。

10Y7/1灰 白 平坦な底部にやや内湾し 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は約2/3残
色 。 た三 日月高台が付 く。体 を貼 り付け、回転 ナデ調整。体部は回転成形 ・ る、 口縁部 は一

256
3区

D4,2DS

灰紬陶器

小椀

10.7

3.3

緻密。 部は緩やかに外上方へ立
ち上がり、口縁部で外反

ナデ調整、 口縁 部はやや強 くナデ調整する。紬

はオリーブ灰色を呈 し、施紬は内面全体 に自然

部残存。高台端
部に重ね焼きの

する。口縁端部は丸 くお 紬 らしき紬が掛かる。外面は施紬しない。 痕跡が残る。

さめ る 。

7.5Y7/1灰 白 256に 同 じ。 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部約1/2、 口

257

3区

D42

CS・DS

10.4

3.5

色 。

緻 密 。

を貼 り付 け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・

ナデ調整 、口縁部はやや強 くナデ調整す る。紬

は灰オリー ブ色を呈 し、施紬は内面全体 に厚 く

縁部約1/3が 残

る。

塗掛けす る。外面は施紬しな い。

10Y7/1灰 白 体部は緩やかに外上方へ 体部外面下端は回転ヘラケズリ後に、高台貼り 口縁部から体部

色 。 立ち上が り、口縁部で外 付けに伴 う回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ナ 約1/2の 破片。

258
3区

D42ER

12.0

一 緻密。 反す る。 口縁端部は丸 く

お さめる。

デ調整、口縁部はやや強くナデ調整する。紬 は

灰 白色を呈 し、施軸は外面は口縁か ら体部全面

に塗掛け、内面は 口縁部を塗掛 けする。
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土器類(図 版25)

259

3区

D42

ES・FS

灰紬陶器

椀

高台
部径

篁

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部にやや外に踏

張った断面方形の短い高
台が付く。体部は緩やか

に外上方へ立ち上がる。

底部から体部外面は高台を貼り付け、丁寧な回
転ナデ調整。施紬は内面全体に厚く塗掛けす
る。外面は施紬しないが自然紬が薄く付着す

る。

底部から体部の

破片。底部は完

存。

5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は完存。 口
色 。 やや内湾した三日月高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部は回転 成形 ・ 縁部は約1/4が

260
3区

D42CT

14.2

4.1

緻密。 が付 く。体部 は緩やかに

外上方へ立 ち上が り、 口

縁部でやや外反する。 口

ナデ調整、口縁部はやや強 くナデ調整す る。紬

は灰オ リー ブ色を呈し、施紬は外面は口縁 から

体部全面にか けて厚 く塗掛 け、内面は底部 を残

残る。重ね焼き
の痕跡が内面と

高台端部に残
縁端部は丸 くお さめる。 して厚く塗掛けし、後に底部内面を粗く塗掛け る 。

す る 。

N7/灰 白色。 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は約2/3残

261

3区

D42

CT・JU

14.2

4.5

緻密。 やや内湾した断面長方形
の高台が付く。体部は緩

やかに外上方へ立ち上が
り、口縁端部は外側に屈

を貼 り付け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・

ナデ調整。口縁部を外方 に強 くつ まみ出す。紬

は灰オ リーブ色 を呈 し、施紬は外面は 口縁から

体部全面にか けて厚 く塗掛 け、内面は底部を残

るが、口縁部は
一部 しか残 らな

い。重ね焼 きの

痕跡が内面 と高

曲し丸 くおさめる。 して厚 く塗掛 けする。 台端部に残 る。

7.5Y8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は完存。 口
色 。 やや内湾した太い三日月 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ 縁部は約2/3が

262

3区

D42

CS・CT

14.6

4.8

緻密。 高台が付く。体部は緩や
かに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す

ナデ調整、口縁部はやや強 くナデ調整する。紬

はオ リーブ黄色 を呈 し、施紬 は体部内外面を厚

く漬掛けするため、紬垂 れが激 しい。

残る。重ね焼き
の痕跡が内面と

高台端部に残
る。 口縁端部は丸 くお さ る 。

め る。

10Y6/1灰 平坦な底部にやや内湾し 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 口縁部から底部
色。 た三 日月高台が付 く。体 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ 約1/4の 破片。

263
3区

D42GU

15.4

4.6

緻密。 部は緩やかに外上方へ立
ち上がる。口縁端部は外

ナデ調整、口縁部はやや強くナデ調整する。紬

はオ リーブ灰色 を呈 し、施紬 は外面は 口縁か ら
底部内面の無紬
部には墨擦痕が

反し丸 くおさめる。 体部全面にかけて塗掛け、内面は底部を残して 認め られる。
塗掛 けする。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部にやや内湾し 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部は焼膨れに
色 。 た三 日月高台が付く。体 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ より、中央部 に

緻密。 部は緩やかに外上方へ立 ナデ調整、口縁部はやや強 くナデ調整する。紬 穴が開くが完

264
3区

D42ER

15.3

4.6

ち上が り、 口縁部 でやや

外反す る。 口縁端部 は丸

はオリーブ灰色を呈し、施粕は体部内外面を漬

掛けしており、口縁部外面からの紬垂れが認め
存。 口縁部 は約

1/4が 残 る。重

くおさめる。 られ る。 ね焼きの痕跡が

内面と高台端部
に残 る。

10Y7/1灰 白 体部は緩やかに外上方へ 体部外面の段部 までは回転ヘラケズリを施 し、 口縁部から体部

265
3区

D42CS

15.6

一

色 。

緻 密。

立ち上が り、中央下 より

で屈曲して段をつ くる。

口縁部 はやや外反 し、端

上半 は回転成形 ・ナデ調整、口縁部 はやや強 く

ナデ調整する。体部内面の段も強 いナデ とヘラ

ケズリによって仕上 げる。粕は灰 白色 を呈 し、

約1/3の 破片。

部は丸 くおさめる。 施紬は内外面全体に薄く塗掛けを行なう。

5Y7/1灰 白 体部は緩やかに外上方へ 体部 は回転成形 ・ナデ調整、口縁部 はやや強 く 口縁部から体部

266
3区

D42KR

灰紬陶器

大椀

18.〇

一

色 。

緻 密。

立ち上が り、 口縁端部 は

外側に屈曲 し丸 くおさめ

外につ まみ出 しナデ調整する。紬は灰 白色を呈

し、施粕は内外面全体 に厚 く塗 掛けを行な う。
約1/3の 破片。

る 。

7.5Y8/1灰 白 丸みを帯びた底部に断面 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 口縁部の一部 を
色 。 長方形のやや内湾した高 を貼 り付け、回転 ナデ調整。体 部は回転成形 ・ 欠損するが、ほ

267

3区

D42

CS・CT

17.5

5,8

緻密、砂 をや

や含む。

い高台が付 く。体部は緩

やかに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す

ナデ調整、 口縁部 はやや強 くナデ調整す る。軸

はオ リーブ黄色を呈 し、施紬は外面 は口縁か ら

体部全面にかけて塗掛 け、内面は底部 を残 して

ぼ完存。重ね焼
きの痕跡が内面

と高台端部に残
る。口縁端部は丸 くおさ 塗掛 けする。 る 。

め る 。

10GY8/1明 平坦な底部に断面長方形 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 底部 は約3/4、
緑灰色。 の外に踏張った高い高台 を貼 り付け、回転 ナデ調整。体部 は回転成形 ・ 口縁部は約2/3

268
3区

D42CT

19.0

6.4

緻密。 が付く。体部は緩やかに

外上方へ立ち上がり、口

縁端部は外側に屈曲し丸

ナデ調整、 口縁部 はやや強 くナデ調整す る。軸

は灰オリーブ色を呈 し、施紬は外面 は口縁か ら

体部全面にかけて塗掛 け、内面は底部 を残 して

が残る。重ね焼
きの痕跡が内面

と高台端部に残
くおさめる。 塗掛けする。体部内面に紬滴が塗具から連続し る 。

て落 ちた痕跡が認 められ る。

7.5Y7/1灰 白 底部にやや内湾した短い 体部外面下半は高台を貼り付けに伴う回転ナデ 口縁部から体部
色 。 三 日月高台が付 く。体部 調整。体部は回転成形 ・ナデ調整、口縁部はや と高台までの破

269
3区

亙)42KS

灰紬陶器

輪花皿

13.6

2.9

緻密、砂 をや

や含む。

は浅 く緩やか に外上方 へ

立ち上が り、 口縁部で外

や強くナデ調整する。 口縁端部を外面か らヘ ラ

押しして輪花を作 り出す。紬は灰色を呈 し、施

片。

反する。 口縁端部は丸 く 紬は体部内外面を漬掛けする。
おさめる。

5R7/1明 赤灰 やや丸みを帯びた底部か 底部外面は回転ヘラケズリ後にナデ調整。底部 底部約1/3と 口
色 。 ら体部が上方に短く屈曲 外方か ら体部 ・口縁部 にかけては回転成形 ・ナ 縁部の一部が残

270
3区

D42GU

灰紬陶器
三足盤

17.9

3,3

緻密。 し、さ らに口縁部が下方

気味に外 に屈曲 して開

く。底部 には3箇 所に獣

デ調整。獣脚は粘土柱 を取付け、ヘラケズ リに

よって面取 りし、外下端 にエグ リをつけて仕上

げる。融は灰オ リー ブ色 を呈 し、内面全体に厚

る 。

脚を付ける。 口縁端部 は く施紬するが、外面 には施紬 しない。

丸 くおさめ る。
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遺物観察表

7.5Y6/1灰 平坦な底部に断面三角形 底部は回転糸キリ後に高台 を貼 り付 け、強く回転 底部 は完存。 口
3区 色 。 の太い高台が付く。体部 ナデ調整。底部外面にはナデ残された回転糸キリ縁部 は約1/6が

271
D42

CT・DT

灰紬陶器

小椀

9,8

3.1

緻密。 は内湾しなが ら緩やかに

外上方へ立ち上がり、口

痕跡が認め られる。体部か ら口縁部 は回転成形 ・

ナデ調整。 自然軸が体部内外面に付 く。
残る。重ね焼き
の痕跡が底部内

CU・DU 縁端部は丸 くおさめ る。 面の無紬部とし
て残 る。

N8/灰 白色。 平坦な底部に断面三角形 底部外面 は高台を貼 り付け、回転ナデ調整。体部 底部はほぼ完

272

3区

D42

JS・JT

灰紬陶器

椀

14.8

5,2

緻密。 の太い高台が付く。体部

は緩やかに外上方へ立ち

上が り、口縁部で外反す

る。 口縁端部は丸くお さ

か ら口縁部は回転成形 ・ナデ調整。灰 白色を呈す

る一方からの自然紬が体部 内外面に付 く。

存。口縁部も約

3/4が 残 る。重

ね焼きの痕跡が

底部内面の無紬

め る。 部として残る。

10Y7/1灰 白 平坦な底部に内湾気味で 底部か ら体部外面は回転ヘラケズ リ後 に、高台 を底部はほぼ完
色。 断面長方形に近い三日月 貼 り付け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ナデ 存。口縁部 も約

273
3区

D42JR

灰軸陶器

耳皿

7.8×

(12)

3.6

緻密。 高台を付ける。浅く外上
方に開く口縁部の相対す
る部分を内側に折り曲げ

調整、折り曲げた耳部には嚢 を設けない。基本的

に施紬は行なわれず、灰オリーブ色を呈する自然

紬が体部内面 と耳部 に薄 く付く。

3/4が 残る。

て耳皿 とする。 口縁端部

は丸 くおさめる。

2.5Y7/1灰 白 平坦な底部で、断面台形 底部は高台貼り付けに伴うナデ調整。体部は回転底部から体部に

274

3区

D42

GT・ 　HT

灰紬陶器

平瓶

胴部

径6.5
一

色 。

緻 密。

で端面が凹んだ高台が外

側に踏張る。体部は外上

方に緩やかに立ち上が

り、肩部で屈曲する。

成形 ・ナデ調整、肩端部は折り曲げてヘラケズリ

で角度を付ける。内面 には回転成形痕跡が明瞭 に

残 る。紬は灰オ リーブ色を呈し、施紬は肩部上面

に厚 く施され、底部内面の端に口縁から落ちた灰

かけて約1/2の

破片。肩部は屈

曲部以外残って

いない。

紬が付着する。

275
3区

D42HS

灰紬陶器

大鉢

36,5

一

10Y8/1灰 白

色 。

緻 密。

緩やか に内湾した 口縁部

で、端部内外面 に2条 の沈

線が巡 る。

外面下半は回転ヘラケズ リ後、ナデ調整。内面回

転ナデ調整。基本的には施紬は施 さないが、口縁

部内面に薄く自然紬が付着。

口縁部の破片が

2点 。276と 同一

個体。

276

3区

D42

HS・FS

FU・ET

高台

部径
20,1

10Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部に、断面長方

形のやや内湾した高台が

付 く。体部は外上方に緩

やかに立ち上がる。

底部か ら体部外面にかけては回転ヘラケズ リ、後

にナデ調整。高台は貼 り付け、回転ナデ調整で仕

上げる。内面 は丁寧なナデ調整。基本的に施紬は

施さない。

底部から体部に

かけての破片。
底部内面に墨擦

痕が明瞭に残
EU

　

る 。

10Y7/1灰 白 頚部は外上方に立ち上が 肩部 に頚部を乗せて接合 し、回転成形。調整は回頚部から口縁部
色 。 り、口縁部で外反 して広 転ナデで、端部 を外上方 に強 くつ まみ上げるとと の破片。

277 3区

D42CT

灰紬陶器
壺

12.1

一

緻密。 がる。端部は断面掻形で

外傾した面をなす。

もに、下方にも押 し広 げる。内外面に厚 く施紬

し、紬垂れが認め られる。一方か らの強 い火力を

受けてお り、この部分で紬が剥落 している。紬色

はオ リーブ黄色 を呈する。

10Y7/1灰 白 内湾する肩部に外傾する 肩部は回転成形。肩部に頚部を乗せて接合し回転肩部から口縁部
色 。 頚部が直線的に立ち上が ナデ調整で仕上 げる。端部を外上方に強くつまみ の破片。

278 3区

D42Fr

10.9

一

緻密。 り、 口縁部で外反 して広

がる。端部は断面擬形

上げるとともに、下方にも押 し広 げて端面 をな

す。紬 はオ リーブ灰色を呈 し、施紬は肩部 に厚く

で、やや凹んだ面 を作 り 施され、頚部外面から内面にも薄く灰紬が掛か
出 す 。 る 。

7.5Y7/2灰 白 内湾する肩部に外傾する 肩部外面は縦方向の平行タタキ、内面はナデ調 肩部から口縁部
色 。 頚部が緩やかに立ち上が 整。肩部に頚部 を差 し込 んで接合し、巻き上げ成 の破片。280と

279
3区

D42DJ

24.2

一

緻密。 り、 口縁部で外反する。

端部は断面擬形で、やや

形、ナデ調整で仕上げる。端部を外上方につまみ

上げるとともに、下方にも強 くつまみ出 して端面
同一個体。

凹んだ面 を作 り出す。 をなす。紬はオリーブ灰色 を呈 し、施紬は外面全

体に厚 く施され、頚部内面 まで施紬。

7.5YR5/2灰 平坦な底部に体部が緩や 粘土円盤 を底部とし、巻き上げによって体部を成 底部から体部に

280
3区

D42ET

底部

径
16.8

褐色。

緻密。

かに立ち上がる。 形する。底部内外面はオサエ成形後に粗くナデ調
整。体部内外面は横ナデ調整。体部外面には紬垂
れ痕跡が残る。

かけての破片。

底部外面端部 に

焼台痕跡が残

り、その間から
一

紬が薄く掛か
る 。

池1出 土緑粕陶器(図版26)

2.5Y7/2灰 黄 体部は浅く外上方に立ち 体部下半は回転ヘラケズリ後にナデ調整。体部上口縁部から体部

281
3区

D42DS

緑紬陶器
皿

15.8

…

色。

緻 密 。

上が り、口縁部で外反す

る。 口縁端部は丸くお さ

半か ら内面にかけて回転成形 ・ナデ調整。口縁部

は強 くナデつけて外反させ る。緑紬 は施さず、生

約1/3の 破片。

め る。 地のままである。

7.5Y8/1灰 白 底部は蛇の目高台で、体 高台はケズリ出し成形。体部外面から内面にかけ 底部完存。 口縁
色。 部は浅く内湾気味に広が ては回転ナデ調整。底部内面はヘラミガキ調整。 部は約1/4が 残
密、やや軟 る。 口縁端部は丸 くお さ 内外面全体に淡い灰白色を呈する緑紬を均質に施 る。底部外面に

282
3区

D42CU

14.2

2,6

質。 める。 口縁部外面に1条 の

沈線 を巡らす。

す 。 三叉 トチ ンの痕

跡が残 る。

平安京近郊窯産
(以下、京近郊産

とす る)。

10YR8/2灰 白底部は断面逆台形の輪高 高台はケズ リ出し成形。体部外面から内面にかけ
`

口縁部から高台
色。 台で、体部は浅 く内湾気 ては回転ナデ調整。内外面全体ににぶい黄榿色を 部約1/5の 破

283
3区

D42CT

14.7

2,5

密、 軟 質。 味 に広がる。 口縁端部は

丸 くおさめる。 口縁部外

呈する淡 い緑紬を施す。 片。

京近郊産。

面 に1条 の沈線を巡 らす。
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土器類(図 版26)

5Y8/1灰 白 底部は中央が凹んだ円盤 高台はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体部 口縁部か ら高台

284

3区

D42

DS・DT

緑紬陶器
皿

15.0

3,0

色。

緻密、やや微

砂粒を含む。

高台で、体部は浅 く内湾

気味に立 ち上がる。 口縁

部は外反し、端部 は丸 く

下半まで及ぶ。体部外面上半か ら内面にかけては

回転ナデ調整。底部内面はヘ ラミガキ調整。内外

面全体 にオ リーブ黄色を呈する淡い緑紬を施す

部約1/5の 破

片。

京近郊産。

お さめ る。 が、底部外面はムラが激しい。

10Y5/1灰 底部は外に踏張った断面 高台はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体部 約1/2が 残 る。
色 。 方形の輪高台で、体部は 下半まで及ぶ。体部外面上半か ら内面 にかけては底部内面に重ね

285
3区

D42CT

15.2

2,8

緻 密 。 浅ぐ内湾気味に立ち上が

る。 口縁部 は若干内側に

回転ナデ調整。口縁部は強 くナデつけて屈曲させ

る。内面は口縁部以外ヘラミガキ調整。内外面全

焼きの痕跡が残

る。

屈曲させて外反 し、端部 体 に灰オリーブ色を呈する濃 い緑紬を施すが、底 京近郊産。

は丸 くおさめる。 部外面はムラが激しい。

5Y7/2灰 白 底部は断面方形の輪高台 高台はケズリ出 し成形で、回転ヘ ラケズリは体部 口縁部から高台
色。 で、体部は浅 く内湾気味 下半 まで及ぶ。体部外面上半か ら内面にかけては 部約1/6の 破

286

3区

D42

CS・CT

16.0

3.2

緻 密。 に立 ち上がる。 口縁部 は

若干内側に屈曲 させて外

反し、端部は丸 くおさめ

回転ナデ調整。 口縁部は強くナデつけて屈曲させ

る。内面は口縁部以外ヘ ラミガキ調整。内外面全

体 に浅黄色を呈する淡 い緑紬を施すが、底部外面

片。

京近郊産。

る 。 は薄 い。

10YR8/3浅 黄 底部は断面方形の輪高台 高台 はケズ リ出し成形p体 部外面上半か ら内面に 約2/3が 残る。
榿 色。 で、体部は浅く内湾気味 かけては回転ナデ調整。 口縁部は強 くナデつけて 底部内面に重ね

287
16.6

3,2

緻 密 。 に立ち上がる。 口縁部は

若干内側に屈曲させて外

屈曲させる。内面は口縁部以外ヘラミガキ調整。

内外面全体に暗オ リーブ灰色を呈する濃い緑紬を

焼きの痕跡が残

る。

反 し、端部は丸 くおさめ 粗く施 してお り、ハケ塗 りの痕跡がムラとな って 京近郊産。
る 。 明瞭に残る。

N6/灰 色 。 底部は断面方形の輪高台 高台はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体部 約1/3が 残 る。
緻密、若干砂 で、体部は浅 く立ち上が 下半まで及ぶ。体部外面上半か ら内面にかけては 底部内面に重ね

288
3区

D42FR

14.7

3,3

を含む。 り、 口縁部で内側 に屈曲

して稜線 をなす。 口縁は
回転ナデ調整。体部稜線 の下内外は若干の回転ヘ
ラケズリで整える。内面は口縁部以外ヘ ラミガキ

焼きの痕跡が残
る。

外反 し、端部を丸 くおさ 調整。内外面全体 に緑紬を施すが、底部外面 は薄 京近郊産。
め る。 い 。

10Y6/1灰 288に 同 じ。 高台は輪高台貼 り付けヘラケズ リ出しで、ナデ調 約1/3が 残 る。
色 。 整で仕上 げる。体部外面上半か ら内面 にかけては 底部内面と高台

289
3区

D42CT

15,0

3.0

緻密。 回転ナデ調整。体部外面稜線の上下 は若干の回転
ヘ ラケズリで整える。内面 は口縁部以外ヘ ラミガ

部端部に重ね焼
きの痕跡が残

キ調整。内外面全体 にオ リーブ黄色を呈する緑紬 る 。

を施すが、底部外面は薄い。 京近郊産。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部 に、断面方形 底部は高台 を貼 り付 け、回転ナデ調整。体部から 約1/4の 破片。

色。 の高台が付く。体部 は浅 口縁部は回転成形、体部内面の段は回転ヘ ラケズ 尾張産。

緻 密。 くやや外反しなが ら広が リ成形で、最後に回転ナデ調整で仕上げる。内外

290
3区

D42CU
緑紬陶器
段皿

14.0

1.8

り、体部内面 に段を設 け

る。 口縁部はほぼ水平
面全体にオリーブ黄色 を呈す る緑紬を均質に施

す。
で、端部を丸 くおさめ

る 。

10Y6/1灰 平坦 な底部に、断面方形 底部 は回転 ヘラケズ リ調整後に高台を貼 り付け、 底部完存。体部

色 。 でやや内湾気味の高台が 回転ナデ調整。体部か ら口縁部 は回転成形、体部 は約1/2が 残
緻 密 。 付 く。体部は浅 くやや外 内面 の段は回転ヘ ラケズリ成形 で、最後 に回転ナ る。底部内外面

291
3区

D42CT

14,7

1,7

反 しなが ら広 がり、体部

内面に段 を設ける。口縁

デ調整で仕上 げる。内外面全体 に均質にオリーブ

黄色 を呈する緑紬を施す。

に三叉 トチンの

痕跡が残る。

部はほぼ水平で、端部を 尾張産。

丸 くおさめる。

2.5Y8/3淡 黄 平坦な底部に、外 に踏張 底部 は回転糸キリ後に高台 を貼 り付け、回転ナデ 底部完存。体部

色 。 り端面に沈線が巡る高台 調整。底部外面 に回転糸キ リ痕跡が残る。体部か は約1/4が 残
緻 密 。 が付 く。体部は浅 く立ち ら口縁部は回転成形、体部内面の段は回転ヘラケ る。底部内外面

292
3区

D42GR

14,5

2,6

上が り、体部内面 に段を

設ける。 口縁部は外反

ズ リで作 り出す。緑紬はまず内外面全体に薄 く施

し、内面か ら体部外面 ・高台まで重ね塗 りして施

に三叉 トチンの

痕跡が残る。

し、端部 を丸 くおさめ 粕を濃くする。 近江産。

る 。

2.5Y7/2灰 黄 やや丸みを帯びた底部 底部は高台を貼り付け、回転ナデ調整。体部か ら 底部は約1/4、

色 。 に、外に踏張った断面方 口縁部は回転成形、体部内面の段は回転ヘラケズ 口縁部 は一部が

293

3区

D42

DS・ES

18.8

3,3

緻密,やや微砂

を含む。

形の高台が付 く。体部は

浅く立ち上が り、体部内

面 に段を設 ける。口縁部

リ成形で、最後に回転ナデ調整で仕上げる。内外

面全体に緑紬を均質に施す。

残 る 。

尾 張 産。

は外反 し、端部を丸 くお

さめ る 。

7.5Y6/1灰 平坦な底部 に、外に踏張 底部は回転糸キ リ後 に高台を貼 り付け、回転ナデ 底部完存。体部

色。 り端面に沈線が巡る高い 調整。底部外面に回転糸キリ痕跡が残 る。体部か は約1/2が 残

緻密。 高台が付く。体部はやや ら口縁部は回転成形、回転 ナデ調整で仕上げる。 る。底部内外面

294
3区

D42ES
緑穂陶器
椀

11.2

4.1

内湾 して外上方に立 ち上

がり、口縁部は外反す

紬はまず内外面全体 に薄 く施 し、内面か ら体部外

面 ・高台まで重ね塗 りして施紬を濃くする。

に三叉 トチ ンの

痕跡が残 る。
る。 口縁端部は丸くお さ 近江産あるいは

め る。 美濃産か。

10Y8/1灰 白 底部に断面方形の高台が 底部は高台 を貼 り付 け、回転ナデ調整。体部から 口縁部から高台
色。 付く。体部 は外上方 に緩 口縁部は回転成形、回転ナデ調整で仕上げる。や 部約1/3の 破

295
3区

D42FR

12.4

3,8
緻 密。 やかに立ち上が り、口縁

部でやや外反する。端部

やム ラがあるが内外面全体に厚 く緑融 を施 してお

り、貫入がはいる。
片 。

尾 張 産 。

は丸 くおさめる。
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遺物観察表

10Y7/1灰 白 底部高台は断面逆台形 高台はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体 底部完存。 口縁

色 。 で、体部 は緩やかに外上 部まで及ぶ。高台端面に回転糸キリ痕跡が若干 部は約2/3が 残
緻密。 方 に立ち上がる。体部中 残 る。体部外面稜線の上下 は回転ヘラケズ リで る。底部 内面に

296
3区

D42FR

緑融陶器

椀

11.9

3,7
央で内側 にやや屈曲して

稜 をな し、口縁部は外反

整える。口縁部から内面にかけて回転成形、回

転ナデ調整。内面 から体部外面 に薄 く緑融を施

重ね焼きの痕跡

が残る。

す る。口縁端部は丸 くお す 。 京近郊産。

さめ る 。

N6/灰 色 。 底部は申央が凹んだ円盤 高台は切 り離 し後に回転ヘラケズ リ調整。体部 口縁部約1/4を

297
3区

D42HR

11.8

3,5

緻密。 高台で、体部 は緩やかに

外上方に立ち上がる。口

縁部はやや外反 し、端部

外面か ら内面 にかけて回転成形、回転ナデ調

整。 口縁端部 を若干外へつまみ出す。内面か ら

体部外面に厚 く緑融を施す。

欠損する。底部

内面 に重ね焼 き
の痕跡が残 る。

は丸 くおさめる。 京近郊産。

7.5Y8/2灰 白 底部 は蛇の目高台で、体 高台はケズリ出し成形。体部外面から内面にか 底部完存。口縁

298

3区

D42

CS・CT

12,6

4.1

色 。

密 、や や 軟

質 。

部は内湾気味に外上方に

立ち上がる。口縁端部は

丸くお さめ、口縁部外面

けては回転ナデ調整。底部内面はヘ ラミガキ調

整。内外面全体 に灰オリーブ色を呈する淡い緑

紬を均質に施す。

部は約1/3が 残

る。282と 同一

技法。

に1条 の沈線を巡 らす。 京近郊産。

N6/灰 色。 底部は蛇の 目高台で、体 高台はケズリ出し成形で、高台端面に回転糸キ 底部完存。口縁
緻密。 部は内湾気味に外上方に リ痕跡が若干残る。体部外面上半から内面にか 部は約1/3が 残

立ち上が る。口縁部は外 けては回転ナデ調整。体部外面稜線の下半は回 る 。

299
3区

D42CU

13.2

4.3
反 し、端部を丸 くお さめ

る。外面は不明瞭 だが、

転ヘラケズ リで整え、内面の段は強 いナデ調整

で作る。内外面全体に暗オリーブ色を呈する紬

京近郊産。

体部内面に段を設けて稜 を濃 く施すが、ムラが多い。
椀 とする。

N7/灰 白色。 底部は蛇 の目高台で、体 高台はケズ リ出し成形。回転ナデ調整後に、体 約1/3が 残 る。

緻密。 部は外上方に立ち上が 部外面稜線の上下 は回転ヘラケズ リで整える。 底部内面に三叉

300
3区

D42ES

13.2

4.1

る。体部 に明確な稜 を作

りだ し、口縁部は外反

口縁部から内面にかけて回転ナデ調整。内面の

段は強いナデ調整で整え、内面は丁寧なヘラミ

トチンの痕跡が

残る。

し、 口縁端部 を丸くお さ ガキ調整。緑紬は均質に濃く施軸するが、底部 京近郊産。

め る。 施紬は部分的である。

10Y6/1灰 底部は蛇の目高台で、体 高台はケズリ出し成形で、回転ヘ ラケズリは体 底部完存。 口縁

色。 部は外上方に立ち上が 部下端に及ぶ。体部外面から内面にかけて回転 部は一部が残

緻密、赤色の る。 口縁部 は外に屈曲 ナデ調整。口縁は強 く外につまみ出す。灰オ る。底部 内面に

301
3区

D42DR

14.4

4.3

小礫 をやや含

む。

し、端部を丸 くおさめ

る。

リーブ色を呈する紬を内面から体部外面にかけ
て均質に施紬するが、底部施紬は一文宇状とな

「一」ヘラ記号

あり。底部内面

る 。 に重ね焼きの痕

跡が残る。

京近郊産。

5Y7/2灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部 は高台を貼 り付け、回転ナデ調整。体部外 約1/4の 破片。
色 。 蛇の目高台が付 く。体部 面下半は回転ヘラケズリ後にナデ調整。口縁部 底部内外面に三

302
3区

D42FR

15.0

4.4

緻密。 は外上方に直線気味に立

ち上がり、口縁でやや外

から内面にかけて回転成形、内面は丁寧なヘラ

ミガキ調整。紬は内外面全体に濃い緑紬を均質
叉 トチ ンの痕跡

が残 る。

反する。端部は丸 くおさ に施す。 尾張産。

め る。

5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部は回転ヘラケズ リで、高台を貼 り付け回転 底部約1/2、 体

色 。 に、やや内湾 した断面方 ナデ調整。体部外面稜線の上下は回転ヘラケズ 部約1/3の 破

緻密。 形の高 い高台が付 く。体 リで整 える。口縁部か ら内面にかけて回転ナデ 片。底部内外面

303
3区

D42HR

14.9

4.7

部は緩やかに外上方に立
ち上がり、体部中央で内

調整。内面の段はヘ ラ成形、回転ナデ調整で、

内面全体をヘラミガキ調整する。緑紬は内外面

に三叉 トチンの

痕跡が残る。

側に屈曲して稜をなす。 全体に均質に施 される。 尾張産。

口縁は外反 して、端部 を

丸 くおさめ る。

N8/灰 白色。 平坦な底部に、断面方形 底部は高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部外 約1/4の 破片。
緻密。 でやや内湾気味の高台が 面か ら内面にかけて回転 ナデ調整か。内面はへ 底部内外面に三

304
3区

D42DS

15,2

4,1

付 く。体部は内湾気味 に

外上方に立ち上が り、口

ラミガキ調整。紬は内外面全体に緑紬 を均質に

施 し、貫入が認められる。

叉 トチンの痕跡

が残る。

縁部で外 に屈曲する。端 尾張産。

部は丸 くお さめる。

7.5Y6/1灰 底部は蛇 の目高台で、体 高台はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズリは体 底部完存。 口縁

色 。 部は外上方に緩やかに立 部下端に及び、ヘラミガキ調整で仕上 げる。体 部は約1/3残
緻密。 ち上がる。 口縁部は外反 部外面から内面にかけて回転ナデ調整。口縁は る 。

305
3区

D42CU

17.5

6.5
し、端部 を丸 くおさめ

る。

強 くナデて外につまみ出す。底部か ら体部内面

にかけてヘ ラミガキ調整。融 はオ リーブ黄色を
京近郊産。

呈 し、内外面全体 に淡 く施紬す るが、若干ムラ

が ある。

10Y6/1灰 底部は断面方形の短い輪 高台はケズリ出し成形で、体部外面稜線の下半 約1/3の 破片。
色 。 高台で、体部は緩やかに まで回転ヘラケズ リで調整す る。体部上半か ら 底部内面に重ね
緻密。 外上方に立 ち上がる。口 内面までは回転成形、口縁外面の沈線および体 焼きの痕跡が残

3区 縁部は外反し、端部 を丸 部 内面の段 はヘラで成形 し、回転ナデ調整で仕 る 。

306
D42

CR・CS

17.9

5.9
くお さめる。 口縁端部外

面 に1条 の沈線 を巡 らす。

上 げる。施紬はオ リーブ灰色 を呈 し、内外面全

体 に淡 く施すが、底部外面の施紬は薄い。

京近郊産 。

DR・DS 外面は不明瞭だが、体部
内面に段を設けて稜椀と

す る。
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土器類(図 版26)

N7/灰 白色。 底部は断面方形の短い輪 高台はケズ リ出 し成形で、体部外面 から内面ま 底部は約1/3、
緻密。 高台で、体部は緩やかに では回転成形。体部外面稜線の下半は回転ヘラ 口縁部は部分的

307
3区

D42JR

緑紬陶器

椀

17.0

5,2

外上方 に立ち上がる。 口

縁部は外反 し、端部 を丸

くおさめ る。外面 は不明

ケズ リで整え、内面の段はヘ ラで成形し回転ナ

デで仕上げる。緑紬は内外面全体に淡く施す

が、底部外面 の施紬は部分的であ り全体 にム ラ

に残る。底部内

面に重ね焼きの

痕跡が残 る。

瞭だが、体部内面 に段 を も多 い。 京近郊産。

設けて稜椀 とする。

10Y6/1灰 底部は断面方形の短い輪 高台はケズリ出し成形で、体部外面稜線の上下 約1/3の 破片。
色 。 高台で、体部は緩やか に まで回転ヘ ラケズ リで調整す る。 口縁部か ら内 京近郊産。

緻密、やや微 外上方に立ち上が り、中 面までは回転成形、体部内面 の段はヘラで2段

308
3区

D42∫U

17.5

5.4

砂を含む。 央で内側 に屈曲 して稜 を

なす。口縁部は外反し、

成形 し、回転ナデ調整で仕 上げる。内面には全

体 にヘラミガキ調整 を施す。緑紬はややムラが

端部を丸 くおさめる。体 あるが内外面全体 に施す。

部内面の段は2段設けてい
る 。

5Y8/2灰 白 平坦な底部に外に踏張り 底部から体部外面下半は回転ヘラケズリ調整 約1/2が 残る。
色 。 端面が外傾する高い高台 で、高台貼 り付け後 にナデ調整。 口縁部から内 底部外面に三叉

309
3区

D421U

16.5

6.3

緻密。 が付く。体部は内湾しな
がら外上方に立ち上が

面にかけて回転成形 ・ナデ調整。緑紬は内外面

全体に淡 く施すが、非常にムラが多 く、口縁か

トチ ンの痕跡が

残 る。

り、 口縁部で外反する。 ら下に紬が薄 く流れて いる。 美濃産か。

端部は丸 くお さめる。

2.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部は高台貼 り付け後 に、回転 ナデ調整。体部 底部 は約1/4の
色 ～2.5Y7/4 に、やや内湾 した断面方 外面下端には回転ヘラケズリ調整が認められ 破片、 口縁部 は

310
3区

D42Er

18.6

5.7

浅黄色。

緻密。

形の高い高台が付く。高

台端面には沈線が巡る。
体部は外上方に直線気味

る。体部 内外面は回転成形で、底部内面はナデ

調整で仕 上げる。緑紬 は内外面全体 に淡 く施す

が、ムラが多 く日縁部 の紬は飛んで いる。

部分的に残る。
底部外面に三叉

トチンの痕跡が
に立ち上が り、 口縁端部 残 る。

を丸 くおさめる。 美濃産か。

7.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部は高台を貼 り付け、回転ナデ調整。体部外 底部 は約3/4、
色 。 に、やや内湾した断面方 面から内面にかけて回転成形後に丁寧なヘラミ 口縁部は約1/2

311
3区

D42FR

19.2

6.4

緻密。 形の高台が付く。体部は

外上方に緩やか に立ち上

が り、 口縁部でやや外反

ガキ調整。緑馳は内外面全体に均質 に施す。 残る。底部内外

面に三叉 トチン

の痕跡が残る。

し、端部は丸 くお さめ 尾張産。

る 。

5Y8/2灰 白 底部 は蛇の 目高台で、体 高台はケズリ出し成形で、回転ヘラケズ リは体 底部 は約1/3、
色 。 部は外上方に緩やかに立 部下端に及ぶ。体部外面上半から内面にかけて 口縁部は部分的

312
3区

D42DR

19.0

6.4

緻密。 ち上が る。 口縁部 は強 く

外反し、端部を丸 くお さ

回転成形。口縁は強 くナデて外につまみ出す。

底部か ら体部 内面にかけてヘ ラミガキ調整。粕

に残 る。

京近郊産。

め る。 はオリーブ黄色 を呈し、内外面全体 に淡 く均質

に施紬する。

2.5Y8/3淡 黄 底部は断面方形の輪高台 高台 はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体 底部 ほぼ完存。
色。 で、体部は緩やか に外上 部下半に及ぶ。体部は粗いヘラミガキ調整で仕 口縁部 は一部が

313
3区

D42ER

20.8

7.6

緻密。 方に立ち上が り、口縁部

は外反す る。端部 は丸 く

上げる。 口縁部か ら内面にかけて回転成形。口

縁 は強 くナデて外につまみ出す。底部 内面か ら

残る。底部内外

面に三叉 トチン

おさめる。 体部内面は粗いヘラミガキ調整。緑紬は内外面 の痕 跡が残る。

全体 に施すが、ム ラが多い。 京近郊産。

N8/灰 白色。 底部は断面方形の輪高台 高台 はケズ リ出し成形で、回転ヘラケズ リは体 底部で約1/3、
緻密。 で、体部 は緩やかに外上 部下半 に及び、丁寧なナデ調整で仕上げる。 口 口縁部は部分的

314
3区

D42DR

緑紬陶器
大椀

25,3

8.2

方に立 ち上が り、口縁部

は外反す る。端部 は丸 く

おさめ、 内側に1条 の弱 い

縁部か ら内面にかけて回転成形。底部 内面か ら

体部 内面は丁寧なヘ ラミガキ調整。軸 は灰オ

リーブ色を呈し、内外面全体 に均質に施す。

に残る。高台部

端面に三叉 トチ

ンの痕跡が残

沈線を巡 らす。 る 。

京近郊産。

N6/灰 色。 底部は断面逆台形の輪高 高台はケズリ出し成形。体部外面上半から内面 約1/4の 破片。
緻密。 台で、体部は浅 く外上方 にかけては回転ナデ調整。体部稜線の上下は若 底部内面に重ね

に立ち上が り、体部 中央 干の回転ヘ ラケズリで整える。内面は口縁部以 焼きの痕跡が残

315
3区

D421S
緑紬陶器
輪花皿

14.4

3.4

でやや 内側 に屈曲して弱

い稜をなす。 口縁部は外
外ヘラミガキ調整。 口縁端部 を外側か らヘ ラで

押して輪花を表現する。緑紬は底部外面以外に

る。

京近郊産。

反 し、端部は丸 くおさめ 施す。

る。口縁端部には輪花 を

作 る 。

10Y8/1灰 白 底部は断面方形の輪高台 高台はケズリ出し成形。体部外面上半から内面 底部完存。 口縁
色 。 で、体部 は緩やかに外上 にかけて回転ナデ調整。体部稜線の上下は若干 部は約2/3残
緻密。 方に立ち上が り、体部 中 の回転ヘ ラケズリで整える。内面は口縁部以外 る。底部 内面に

316
3区

D42DS

緑紬陶器

輪花椀

13.3

4.6

央でやや 内側に屈曲して

弱い稜 をなす。 口縁部 は

ヘラミガキ調整。口縁端部を外側か らヘラで押

して輪花 を表現す る。緑紬は底部外面以外 に施

重ね焼きの痕跡

が残る。

外反 し、端部は丸 くおさ すが、ややムラがある。 京近郊産。

める。口縁端部には四輪

花を作る。

N6/灰 色。 底部には外に踏張った高 底部 は高台を貼 り付け、ナデ調整。体部か ら内 口縁部から高台

緻密、白色の 台が付く。高台端面には 面にかけて回転成形、内面の底部と体部の境界 部 まで約1/6の
微砂を少量含 沈線が巡る。体部は外上 に強いナデで段を作る。体部外面はヘラで沈線 破片。

317
3区

D42CU

緑紬陶器

輪花皿

14.4

3.1

む 。 方に浅く立ち上が り、口

縁部でやや外反する。端

を縦にいれて輪花 とする。緑紬は内外面全体に

濃 く施粕する。

美濃産か。

部は丸 くお さめる。体部

外面に沈線による輪花を
表現する。
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遺物観察表

N6/灰 色。 底部 には外に踏張った高 底部は高台 を貼 り付け、ナデ調整。体部から内 底部から体部約
緻密、白色 の 台が付 く。体部 は外上方 面にかけて回転成形 ・ナデ調整。内面の底部 と 1/3の 破片。底

318

3区

D42

ER・ES

FR・FS

緑紬陶器
輪花椀

14.0

5.6

微砂 を少量含

む。

に緩やかに立ち上が り、

口縁部でやや外反する。

端部は丸 くおさめる。端

部の切 り込みと体部外面
の沈線 で輪花を表現す

体部 の境界に強いナデで弱い段を作 る。口縁端

部の内側から切 り込みを入れ、体部外面はヘラ
で沈線 を縦にいれて四輪花 とする。緑紬は内外

面全体 に濃 く施紬するが、底部は薄 い。

部内外面に三叉

トチンの痕跡が

残る。

美濃産か。

る 。

5Y7/1灰 白 平坦な底部から体部が緩 底部は回転糸キリ、未調整。体部から内面にか 底部完存。 口縁

319
3区

D42GR
緑紬陶器
小杯

8.0

2.8

色 。

緻 密 。

やかに立 ち上が り、口縁

部でやや外反する。端部

けて回転成形、体部外面はナデ調整で仕上げ

る。緑紬は底部外面以外に淡 く施すが、ムラが

部は約1/3残
る。

は丸 くおさめる。 激 しい。 京近郊産。

7.5Y7/1灰 白 319に 同 じ。 底部は回転糸キ リ、未調整。体部か ら内面にか 約1/3の 破 片 。
3区 色 。 けて回転成形、体部外面はナデ調整で仕上げ 底部内面に重ね

320
D42

1S・IT

8.4

3.1
緻 密 。 る。緑紬は底部外面以外に淡く施す。 焼きの痕跡が残

る。
JS・JT 京近郊産。

N6/灰 色。 平坦な底部から体部が緩 底部は回転糸キ リ、未調整。体部か ら内面 にか 底 部 約1/2、 口
緻 密 。 やかに立ち上が り、口縁 けて回転成形、体部外面はナデ調整で仕上げ 縁部は約1/3残

321
3区

D42FR

9.4

3.0

端部 は丸 くおさめる。 る。緑紬は底部外面以外 に濃く施すが、一部底

部外面までかかる。

る。底部内面に

重ね焼きの痕跡

残 る。

京近郊産。

10Y7/1灰 白 平坦な底部から体部が緩 底部 は回転糸キ リ、未調整。体部か ら内面にか 底部 ほぼ完存。
色 。 やかに立ち上が り、 口縁 けて回転成形、体部外面 はナデ調整で仕上げ 口縁部は一部が

322
3区

D42ER

9.2

2.7
緻密、やや微

砂を含む。

部でやや外反する。端部

は丸 くお さめる。

る。緑紬は底部外面以外 に淡 く施すが、一部底

部外面 までかかる。内面の紬は 自然職が付着

残る。

京近郊産。
し、発色が乱れている。

池1出 土緑紬陶器 ・輸入陶磁器(図 版27・ 図 版73・ 図 版76)

7.5Y8/2灰 白 体部内面の四方と底部内 底部はケズ リ出し成形。体部か ら内面 にかけて 口縁から高台に
色 。 面に陰刻花文 をもつ椀。 回転成形、丁寧なナデ調整で、内面底部か ら体 かけて約1/4の

323
3区

D42FR

繍紬陶器

陰刻花文
椀

15.0

4.2

緻 密 。 底部に蛇の目高台が付
く。体部は緩やかに外上

方 に立ち上が り、口縁端

部にかけてはヘラミガキを施す。緑紬 は内外面
全体に淡 く施軸す るが、 口縁部で若干 の紬垂れ

が生 じる。

破片。底部内面
に三叉 トチ ンの

痕跡が残 る。

部は丸 くおさめる。 京近郊産。

10Y7/1灰 白 口縁部内面の四方と底部 底部は回転ヘ ラケズリ後に高台 を貼 り付 け、回 底 部 約1/2、[コ
色 。 内面に陰刻花文をもつ輪 転ナデ調整。体部稜線の上下 はヘ ラケズリで整 縁部約1/4の 破
緻 密 。 花稜皿。やや丸みを帯 び え、内面の段 もヘラで設ける。 口縁部から内面 片 。

た底部 に、断面方形の内 にか けて回転ナデ調整、内面は後 にヘラミガキ 尾張産。

湾気味の高台 が付 く。体 調整。 口縁端部を外側か らヘラ押 しして輪花を

324
3区

D42HR

緑紬陶器
陰刻花文
輪花皿

15.0

3.0

部 は浅 く外上方 に広が
り、中央部で内側 に屈曲

して稜 をなす。口縁部は

作る。緑紬 は内外面全体 に施す が、ムラが多
い。

外反し、端部は丸 くおさ

める。口縁花文 の間に四

輪花を配する。

7.5Y8/1灰 白 体部内面の四方に陰刻花 底部 は回転ヘラケズ リ後 に高台を貼 り付け、回 底部 約1/2、 口

色 。 文をもつ輪花段皿。やや 転ナデ調整。体部内面の段 もヘラケズ リで設 け 縁部約1/3の 破

緻密。 丸みを帯びた底部 に、外 る。口縁部から内面にかけて回転ナデ調整、底 片。底部内面に

に踏張った断面方形の高 部内面は後にヘラミガキ調整。 口縁端部を外側 三叉 トチ ンの痕

325
3区

D42ER

緑紬陶器
陰刻花文
輪花段皿

17,8

3.4

い高台が付 く。体部は浅

く外反気味 に広がり、 口

縁端部は丸 くおさめる。

か らヘラ押 しして輪花を作 る。緑紬は内外面全

体に均質 に施す。

跡が残 る。

尾張産。

体部内面には段を作 り、

花文の間に四輪花を配す
る 。

7.5Y7/2灰 白 口縁部内面の四方と底部 底部は回転ヘ ラケズリ後に高台 を貼 り付 け、回 底 部 約1/2、 口

326

3区

D42

DR・DS

DT・ER

ES・ET

FR・FS

　 ・Fr

緑紬陶器
陰刻花文
輪花皿

16,2

2.3

色 。

緻 密 。

内面 に陰刻花文をもつ

皿。平坦な底部に、断面

方形の高台が付 く。体部

は浅 く内湾気味に外方 に

広が り、口縁端部は丸 く

おさめる。欠損するが、

口縁花文の問に四輪花 を

配す る可能性が高い。

転ナデ調整。 口縁部か ら内面にかけて回転ナデ

調整、口縁部は強くナデつけて形を整える。緑

紬 は内外面全体に薄 く施すが、ム ラが多 い。

縁は部分的に残

る。

尾張産。

10Y7/1灰 白 口縁部内面の四方と底部 底部は回転ヘ ラケズリ後に高台を貼 り付け、回 底 部 約1/2、 口
色。 内面に陰刻花文をもつ輪 転ナデ調整。体部外面 は丁寧なヘ ラミガキ調 縁部約1/4の 破

緻 密。 花皿。やや丸 みを帯びた 整。 口縁部か ら内面にかけて回転ナデ調整、底 片。底部内外面

底部 に、断面方形の高台 部内面は後にヘ ラミガキ調整。口縁端部を外側か艇螂 チンの

327

3区

D42

DT・DU

14.8

3.0

が付く。体部は浅 く外上

方に広が り、口縁部で内

側に弱く屈曲して、端部

しして輪花を作る。紬 はオ リーブ黄色を呈 し、内

外面全体に施すが、ややム ラがある。

痕跡が残る。

尾張産。

は上にやや肥厚す る。口

縁花文の間に四輪花を配
す る 。
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土器類(図 版27・73・76)

328

3区

D42

FS～HS

FT～ 　HT

緑紬陶器

陰刻花文
輪花段皿

21.7

4.0

10Y7/1灰 白

色。

緻密、 白色微

砂をやや含

む。

体部内面の五方に陰刻花

文をもつ輪花段皿。やや

丸み を帯びた底部に、外

に踏張 った断面方形の高

い高台が付く。体部は浅

く外反気味に広が り、口

縁端部は丸 くお さめる。

体部内面には段 を作 り、

花文 の間に五輪花 を配す

る。

底部は回転ヘラケズリ後に高台 を貼 り付 け、回

転ナデ調整。体部内面の段もヘラケズ リで設け

る。体部外面か ら内面 にかけて回転ナデ調整、

底部内面は後 にヘラミガキ調整。 口縁端部 を外

側からヘ ラ押 しして輪花 を作る。緑紬は内外面

全体 に施すが、ム ラが激 しい。

底部約1/3、 口

縁部約1/5の 破

片。底部外面 に
三叉 トチ ンの痕

跡が残 る。

尾張産。

329

3区

D42

CT・CU

緑紬陶器
陰刻花文
小椀

11.0

　

7.5Y8/2灰 白

色 。

緻 密。

体部 内面に陰刻花文を配

する小椀。内湾気味に立

ち上が る体部か ら、 口縁

部が外反 し端部 を丸 くお

さめる。

体部 は回転成形、回転ナデ調整。 口縁部は強 く

ナデつ け外反させる。緑粕は全体 に均質に施

紬。貫入が激しい。

口縁部か ら体部

約1/5の 破片。

尾張産。

330

3区

D42

CS・DS

緑紬陶器

陰刻花文
大椀

25.2

7,8

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密。

体部内面の四方 と底部内

面に陰刻花文をもつ大

椀。底部 に蛇の目高台が

付 く。体部は緩やかに外

上方に立ち上が り、 口縁

部で若干内側に屈 曲させ

る。端部 は丸 くおさめ

る。

底部は高台貼 り付け、回転ナデ調整で仕上げ

る。体部か ら内面にかけて回転成形、丁寧 なナ

デ調整で、内面 は後に丁寧なヘラミガキを施

す。口縁部は強 くナデつ けて仕上 げる。融 はオ

リーブ黄色を呈 し、内外面全体に均質に施紬

し、貫入が認められる。

底部約1/3、 口

縁か ら体部にか

けて約1/8の 破

片。底部内外面
に三叉 トチ ンの

痕跡が残 る。

尾張産。

331
3区

D42FT

緑紬陶器

陰刻花文
椀

高台

部7.6
一

10Y7/1灰 白

色。

緻密、白色微

砂 を若干含

む。

底部内面 に陰刻花文 をも

つ椀底部。やや丸み を帯

びた底部 に、断面方形の

高台が付 く。体部 は緩や

か に外上方に立ち上が

る。

底部はケズ リ出し成形の輪高台で、体部外面下

半まで回転ヘラケズ リが及ぶ。底部 内面にはヘ

ラミガキを施す。緑紬は内外面全体 に濃 く施す

が、ムラが多い。

底部約1/4の 破

片。

京近郊産。

332
3区

D42ER

緑軸陶器
蓋

23.0

(5.0)

7.5Y8/2灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な天井部の中心 に、

宝珠形のツマミが付 く。

体部は外下方に緩やかに

下がる。口縁端部は丸

く、下方 に肥厚する。

天井部外面は回転ヘ ラケズリで、ツマ ミを貼 り

付け回転ナデで成形 ・調整する。天井部内面は

回転ナデ調整。口縁端部 は回転ナデで、下方に
つ まんで肥厚部 を成形す る。緑紬は内外面全面

に淡 く施紬するが、剥落 が激 しい。

天井部から体部

の破片と口縁部

破片。合成復

元。

京近郊産。

333
3区

D42GR
緑紬陶器
壺

高台

部5.9
一

2.5Y7/2灰 黄

色。

緻密、微砂 を

やや含む。

平坦な底部 に、外に踏ん

張 った断面方形の高 い高

台が付く。体部は緩やか
に外上方 に立ち上がる。

内面には輔輔 目が明瞭に

残 る。

轍 藏で体部 を挽いた後に切 り離 し、高台を貼 り

付け回転ナデで仕上げる。体部下端 は回転ヘラ

ケズ リを施す。緑紬は体部 に淡 く施すが、表面

が黒色化する部分が多 くみられる。また、淡い

肌色の発色が点在する。

底部から体部の

破片。

防長産。

334

3区

D42

ES・ET

FS・FT

緑紬陶器
唾壺

18.6

一

10Y8/2灰 白

色。

緻密、微砂 を

若干含む。

口縁部は緩やかに外上方

に立ち上がり、端部でや

や外反し丸 くおさめる。

回転成形、回転 ナデ調整。口縁端部は強 く外に

ナデつけて外反させ る。口縁内面はヘラミガキ

調整。緑粕は内外面に施紬し、貫 入が認め られ

る。

口縁部破片。

尾張産。

335

3区

D42

ER・ES

FR・FS

緑紬陶器

香炉

12,6

一

10Y6/1灰

色 。

緻 密 。

脚部は緩やかに外下方 に

開き、端部外側に肥厚 さ

せて端面を作る。スカシ

を設けるが形態不明。底

部 はやや丸み を帯び、体

部 は内湾気味に立ち上が

る。体部上下端には沈線

が巡る。口縁部は内側 に

屈曲 して上方に立ち上が

り、端部を丸 くおさめ

る。

体部から口縁部および脚部は回転成形後に回転
ナデ調整。底部は脚部と体部を付着した後に回

転ナデ調整で仕上げる。紬は内外面全体に濃く
施紬するが、ややムラがある。

口縁部の破片と

体部か ら脚部の

破片。合成復

元。

尾張産。

336

3区

D42

KO・KP

LO・LP

白磁

椀

14.9

4.4

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

底部は蛇の目高台で、体

部が緩やかに外上方 に立

ち上がる。口縁端部は外

側 に玉縁状 に肥厚させ

る。

底部はケズリ出 しで成形し、体部外面下半まで

回転ヘラケズ リを施す。口縁端部は外側 に折 り

曲げて玉縁 を形成し、回転ナデで仕上げる。施

紬は内面から体部外面 ・高台側面まで厚 く施さ

れ、底部外面にも部分的に粕が付着す る。紬の

白色はかなり発色が良い。

底部か ら口縁に

かけて約1/4が

残 る。

邪窯 ・定窯系。

椀1-1類 。

337
3区

D42GU

白磁

輪花椀

18.8

7.7

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部 に面取 りした

断面五角形の高台が付

く。体部は内湾気味に外

上方へ緩やかに立ち上が

り、 口縁部でやや外反す

る。 口縁端部は丸くお さ

める。切 り込みを施 して

五輪花椀とする。

底部はケズリ出しで成形し、体部外面下半まで

回転ヘラケズ リを施す。体部か ら内面 は回転ナ

デで仕上げる。口縁端部に五箇所の切 り込みを

入れ、体部外面にも縦の切 り込みを入れ左側を

削 り取って輪花を表現する。施紬は内面か ら体

部外面まで厚 く施 される。紬はややあせている

が光沢は良好。

底部中央部 と口

縁 ・体部の一部

が欠損する。

邪窯 ・定窯系。

椀 主2b類 。

338
3区

D42AQ

青磁

小椀

11.7

一

7.5Y6/1灰

色 。

緻 密 。

体部は内湾 しながら立ち

上が り、口縁部で若干外

反する。端部は丸くお さ

める。

回転成形、回転ナデ調整。口縁部はやや強 くナ

デつける。体部外面には輔輔 目が残るが、内面

のナデ調整は丁寧 に施す。軸は灰オリーブ色を

呈 し、厚 く内外面 に施 し、内面には斑点状の発

色が認められる。

口縁部から体部

の破片。

越州窯系。

小椀1類 。
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遺物観察表

10Y6/1灰 体部は直線気味に外上方 回転成形、回転ナデ調整。 口縁部 はやや強 くナ 口縁部から体部

339
3区

D42LT
青磁
椀

14,7

一

色 。

緻 密。

に立 ち上が り、口縁端部

は丸 くお さめる。

デつける。体部外面には轄纏 目が残 るが、内面

のナデ調整は丁寧に施す。紬は灰オ リーブ色 を

の破片。

越州窯系。

呈 し、厚 く内外面に施紬する。 椀 ト1類 。

5Y7/1灰 白 底部は蛇の 目高 台で、体 底部はケズ リ出しで成形 し、体部 は回転ナデ調 底部から体部の
色 。 部は外上方に直線気味に 整。紬 は灰オ リー ブ色を呈 し、内面か ら底部外 破片。石敷遺構

高台 緻密。 立ち上がる。 面 まで全面に厚 く施す。 1出土 と接合。

340
3区

D42CS
部 径

6.4
高台外端部に目

跡が付 く。
　

越州窯系。

椀1寸 類。

N7/灰 白色。 底部は幅の狭い蛇の目高 底部はケズリ出 しで成形 し、体部か ら内面は回 口縁部と体部か

緻密。 台で、体部は外上方に直 転ナデで仕上げる。口縁端部に切 り込みを入 ら底部の破片で

線気味に立ち上がる。 口 れ、体部外面にも縦の切 り込み を入れて輪花を 復元。高台外端

341
3区

D42FR
青磁
輪花椀

16.6

一
縁部でやや外反 し、端部

は丸 くおさめる。切 り込

表現する。紬はオリーブ灰色を呈 し、内面か ら

底部外面まで全体に厚 く施される。

部に目跡が付

く。

みを施して輪花椀とす 越州窯系。

る 。 椀1-2b類 。

N7/灰 白色。 体部は直線気味に外上方 回転成形後に、内外面に丁寧な回転ナデ調整。 口縁部から体部

342

3区

D42

ES・FS

青磁

椀

16.8

一

緻密。 に立ち上が り、口縁端部

は丸くお さめる。

口縁部はやや強 くナデつける。粕は灰色を呈

し、厚 く内外面 に施紬す る。

の破 片 。

越 州 窯 系。

椀1-1類 。

N7/灰 白色。 体部は内湾気味に外上方 回転成形後に、内外面に丁寧な回転ナデ調整。 口縁部から体部

緻密。 に立ち上が り、口縁部で 口縁部 は強 くナデつけて外反させる。 口縁端部 の破片。

343
3区

D42CS

青磁

輪花椀

16,5

　

強 く外反す る。口縁端部

は丸 くおさめる。端部に

に切 り込みを入れて輪花を表現する。紬はオ

リーブ灰色を呈 し、厚く内外面に施紬する。

越州 窯 系 。

椀1-2b類 。

切り込みを入れて輪花椀
とす る 。

N6/灰 色。 丸みを帯びた底部に断面 底部はケズ リ出しで成形し、体部から内面は回 底部から体部の
緻密。 逆台形の輪高台が付く。 転ナデで仕上げる。体部外面に縦の切り込みを 破片。高台外端

体部は緩やかに立ち上が 入れて輪花を表現する。軸は灰色を呈 し、内面 部に目跡が付

344
3区

D42ER 響 る。内面の底部と体部の

境界 に沈線が巡る。体部

か ら底部外面まで全体に厚く施 し、高台端部 は

粕 を削 り取 る。

く。

越 州窯 系 。

外面に切り込みを施して 椀 ト2b類 。

輪花椀 とする。

7.5Y6/1灰 中央がやや凹んだ平高台 切 り離 し後 に、外底をヘ ラナデ調整。体部は回 底部から体部の
色 。 か ら、体部が緩やかに外 転成形で、体部外面 に輔輔 目が明瞭に残 る。内 破片。底部内外

345
3区

D421R

青磁

大椀

底部

径9.0
緻密。 上方 に立ち上がる。 面はナデ調整。紬はオリーブ色～灰白色 を呈

し、内面から体部外面上半部まで厚 く施 され、

面に目跡が付

く。
一

体部外面下端から高台側面までは化粧掛けのま 越州窯系。

まである。底部外面は施紬 しない。 大 椀1-5類 。

N6/灰 色。 直立 した短い頚部か ら、 回転成形で、口縁部は強 く外につまみ出して形 口縁部から頚部

346
3区

D42ES

褐紬陶器

壺 :
緻密。 口縁が外 に強く屈曲す

る。端部は丸 くお さめ

作る。ム ラのある厚いオリーブ灰色 を呈する紬

を口縁か ら頚部にかけて内外面に施紬する。

の破片。

輸入陶磁器。

る 。

5Y8/1灰 白 口縁部はやや外反 し、端 口縁部は回転ナデ。施軸は内外面に厚く施され 口縁部破片。

710

3区

D42

DS・DT

白磁

椀 二
色 。

緻 密 。

部は丸 くお さめる。 る。紬 はややあせているが光沢は良好。 那 窯 ・定 窯 系。

1-2類 。

711
3区

D42FR 二

5Y8/1灰 白

色。

緻密 。

口縁端部は外側に若干玉

縁状に肥厚させる。

口縁端部 は外側 に肥厚させて玉縁を形成 し、回

転ナデで仕上げる。施紬は内外面に厚 く施され

る。紬はややあせて いるが光沢は良好。

口縁 部 破 片。

邪 窯 ・定 窯 系。

1-1類 。

7.5Y8/1灰 白 体部は外上方へ緩やかに 体部から内面は回転ナデで仕上げる。施紬は内 口縁部から体部

色。 立 ち上が り、 口縁部 でや か ら体部外面まで厚 く施され面る。融 はやや あ にかけての破

712
3区

D42DS : 緻密。 や外反する。 口縁端部は

丸 くおさめる。

せているが光沢は良好。 片。

那窯 ・定窯系。

1-2b類 か 。

5Y8/1灰 白 口縁端部は丸くおさめ 口縁部は回転ナデ。施紬は内外面に厚く施され 口縁部破片。
3区 一 色 。 る 。 る。紬はやや あせているが光沢 は良好。 邪窯 ・定窯系。

 

713 D42

CS・CT
一 緻密。 ト2類 。

5Y8/1灰 白 口縁端部は外側に玉縁状 口縁端部は外側に折 り曲げて玉縁 を形成し、回 口縁部破片。
3区 一 色 。 に肥厚 させる。 転ナデで仕上げる。施紬は内外面に厚く施され 那窯 ・定窯系。

 

714 D42 一 緻密。 る。紬はやや あせているが光沢は良好。 1-1類 。
DS・ES

7.5Y8/1灰 白 体部は外上方へ緩やかに 体部から内面は回転ナデで仕上げる。体部外面 口縁部から体部

色 。 立ち上が り、口縁部でや には軸轄痕跡が明瞭に残る。施融は内面から体 にかけての破

715
3区

D42HS 二 緻密。 や外反する。口縁端部は

丸 くおさめる。

部外面 まで厚く施される。紬の光沢は良好。 片。

那窯 ・定窯系。

主2b類 か。

5Y8/1灰 白 口縁端部は外側に玉縁状 口縁端部は外側に折 り曲げて玉縁 を形成し、回 口縁部破片。

716
　

色 。 に肥厚させる。 転ナデで仕上げる。施紬は内外面に厚く施され 那窯 ・定窯系。

3区

一

緻密。 る。紬 はややあせているが光沢は良好。 1-1類 。

D42 5Y8/1灰 白 体部は内湾ぎみに外上方 体部から内面は回転ナデで仕上げる。体部外面 体部破片。

717
DS・DT 白磁

輪花椀 二
色 。

緻 密 。

に立ち上がる。 に縦の切り込みを入れ左側を削り取って輪花を
表現する。施紬は内面から体部外面まで厚く施

那窯 ・定 窯 系。

1-2b類 。

される。紬はややあせているが光沢は良好。
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土器類(図 版27・73・76)

718
3区

D42F

白磁
輪花椀 :

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

体部は内湾ぎみに外上方

に立ち上がり、 口縁部は

やや外反す る。

体部か ら内面は回転ナデで仕上げる。施紬は内

面外面に厚 く施され る。紬の光沢は良好。

体部破片。

那窯 ・定窯 系。

卜2b類 か。

7.5Y8/1灰 白 体部は内湾ぎみに外上方 体部か ら内面は回転ナデで仕上げる。施粕は内 体部破片。

719

3区

D42

FR・FS

白磁
椀 :

色 。

緻 密 。

に立 ち上がる。 面外面に厚 く施され る。軸の光沢は良好。 那 窯 ・定 窯 系。

1類 。

7.5Y8/1灰 白 底部 は蛇の目高台で、体 底部 はケズ リ出しで成形 し、高台外端を面取 り 底部から体部の

720
3区

D42FQ :
色。

緻 密。

部が緩やかに外上方に立
ち上がる。

す る。体部 内外面は回転ナデ調整で、施紬は内

面から体部外面 ・高台側面まで厚 く施される。

破片。

邪窯 ・定窯系。

紬の光沢は良好。 1-1類 か 。

7.5Y8/1灰 白 体部が緩やかに外上方に 底部 はケズ リ出しで成形 し、体部内外面 は回転 体部破片。
3区 一 色 。 立ち上が る。 ナデ調整。施紬 は内外面 に厚 く施 される。紬 は 邪窯 ・定窯系。

 

721 D42 　 緻密。 ややあせているが光沢は良好。 1類 。
FS・FU

5Y8/1灰 白 底部は蛇 の目高台で、体 底部はケズ リ出しで成形し、高台外端を面取 り 底部から体部の

722
3区

D42GR :
色 。

緻 密 。

部が緩やかに外上方に立

ち上がる。

する。体部内外面は回転 ナデ調整で、施紬は内

面か ら体部外面 ・高台側面 まで厚く施 される。

破片。

那窯 ・定窯系。

紬はやや あせているが光沢 は良好。 1-1類 か 。

7.5Y8/1灰 自 平坦な底部に断面方形の 底部はケズ リ出し成形で、高台外端 を面取 りす 底部から体部の
色 。 高台がつく。体部は内湾 る。体部か ら内面 は回転ナデで仕上げる。施紬 破片。

723
3区

D42CS 二 緻密。 ぎみに外上方へ緩やかに

立 ち上がる。

は内面から体部外面 ・高台側面まで厚 く施 し、

底部外面か ら高台内側面にも薄 く施紬する。紬

那 窯 ・定窯 系 。

1-2b類 か 。

はややあせているが光沢は良好。

7.5Y8/1灰 白 体部は内湾ぎみに外上方 体部か ら内面は回転ナデで仕上げる。施紬は内 体部破片。
3区 一 色。 に立ち上がる。 面外面に厚 く施され るが、高台側面までは及ば 那窯 ・定窯系。

 

724 D42 一 緻密。 ない。紬の光沢は良好。 1類 。
KS・Kr

5Y6/1灰 色 。 体部は内湾ぎみに外上方 回転成形後 に、内外面 に丁寧な回転ナデ調整。 口縁部から体部

緻密。 に立 ち上が り、口縁部で 口縁部は強くナデつけて外反させる。口縁端部 の破片。

725
3区

D42GR
青磁
椀 二

強く外反する。 口縁端部

は丸 くおさめる。端部 に

切 り込みを入れて輪花椀

に切 り込みを入れて輪花を表現する。紬 は厚 く

内外面に施粕する。紬は灰オリーブ色。

越 州 窯 系 。

1-2b類 。

とす る。

7.5Y6/1灰 体部は直線ぎみに外上方 回転成形、回転ナデ調整。口縁部はやや強 くナ 口縁部から体部

726
3区

D42ER
青磁
椀 :

色 。

緻 密。

に立ち上が り、口縁端部

は丸くお さめる。

デつける。体部外面には軸輔目が残るが、内面

のナデ調整は丁寧に施す。紬は厚 く内外面 に施

の破片。

越州窯系。

紬す る。紬は灰オ リーブ色。 1-1類 。

727
3区

D421T

青磁

水注 :

7.5Y6/1灰

色 。

緻 密 。

断面円形 を呈する外椀 し

た注口。

壺体部 に貼 り付 け、ナデ成形。内外面に施紬す

る。紬 は灰オリーブ色。

注口破片。

越州窯系。

3区
一

7.5Y6/1灰

色 。

幅約2cmの 帯状把手の外

面に沈線 を縦に3条 入れ

手つくね成形。ナデ調整。粕は薄く内外面に施

紬。紬 は灰黄色。

把手破片。

越州窯系。
728 D42 一 緻密。 て文様とする。
FU～HU

5Y7/1灰 白 平坦な底部に断面台形の 底部はケズ リ出し成形で、体部下端 も回転ケズ 底部から体部に

732
3区

D42
青磁
壺 :

色 。

緻 密 。

低い高台が取 り付 き、体

部は高台か ら直線的 に外

リ調整。内面は回転ナデで、軸轄 成形痕跡が残

る。施紬 は外面は均質に施すが内面 にはムラが

かけての破片。

越州窯系。

IU　・JU 上方に立 ち上がる。 多 く、底部外面にも薄 く施紬する。融は灰オ

り一 ブ色 。

733
3区
D42FR

褐紬
壺 :

2.5Y6/1黄 灰

色 。

緻 密 。

緩やかに湾曲する。 回転成形で、ムラのある厚 い紬を外面 に施す。納

は暗褐色。

体部破片。

長沙銅官窯系。

734
3区

D42ER
褐紬
水注把手 :

5Y6/1灰 色。

緻 密 。

幅約2.5cmの 帯状把手の

外面に、沈線を縦に3条

入れて文様 とする。

手付 くね成形、ナデ調整。ムラのある紬を内外面

に施紬。粕は暗褐色。

把手破片。

長沙銅官窯系。

5Y6/1灰 色 。 体部外面に幅約2.4cmの 体部は回転成形。把手部は手付 くね成形、ナデ調 把手部から体部
3区 一 緻密。 帯状把手を貼 り付ける。 整。ム ラのある厚い粕を外面 に施紬す る。内面 に 破片。

735 D42 一 把手部は沈線を縦に3条 は軸垂れが認め られる。紬は暗褐色。 長沙銅官窯系。
DS・DT 入れて文様とす る。

736
3区

D42HS

褐紬
壷 :

5Y6/1灰 色 。

緻密 。

体部は内湾ぎみ に外上方

に立 ち上がる。

回転成形で、内面には軸櫨成形痕跡が明瞭に残

る。ム ラのある厚い紬 を外面に施すが、下半は素

地 のままである。紬 は暗褐色。

体部破片。

長沙銅官窯系。

737
3区

D42FS :
5Y6/1灰 色 。

緻 密。

体部か ら肩部 にかけて緩

やかに内傾 し、頚部が立

ち上が る。

回転成形で、ム ラのある厚い紬 を内外面 に施す

が、内面には紬垂れが及ばない素地が残 る。紬は

暗褐色。

肩部破片。

長沙銅官窯系。

5Y6/1灰 色 。 緩やか に湾曲す る。 回転成形で、ム ラのある厚い紬 を外面に施す。紬 体部破片。
3区 　 緻密。 は暗褐色。 長沙銅官窯系。

738 D42 一

CS・DS

5Y6/1灰 色 。 緩やか に湾曲す る。 回転成形で、ム ラのある厚い粕 を外面に施す。紬 体部破片。
3区 一 緻密。 は暗褐色。 長沙銅官窯系。

739 D42 一

DS・ES

一226一



遺物観察表

園池関連遺構出土土器1(図 版28)

3区 7.5YR7/4に 底部から体部が緩やかに 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から体部

347

D42

KO・KP

LO・LP

土師器

杯A

13.1

2,5

ぶい燈色。

緻密。

外上方へ開 く。口縁部は

屈曲して外反 し、端部は

内側に肥厚する。

粗いナデ調整。底部内面は板状工具による成形

の後、丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデ

て成形 ・調整し、後に体部 内面の横ナデ調整を

にかけて約1/4

の破片。

池2 施す。

2.5Y7/2灰 黄 底部はやや丸みを帯びた 底部外面 はオサエ成形後に、粗いナデ調整。底 口縁部から底部

348
土師器
皿

14.0

1.9

色 。

緻 密 。

平底で、屈曲 した口縁部

が外上方へ開 く。口縁端

部内面は板状工具による成形の後、丁寧なナデ

調整。口縁部を横方向にナデて成形 ・調整 し、

にかけて約1/6

の破片。

部は内側 に肥厚する。 内面の立 ち上が り部 を横ナデ調整する。

5Y6/6榿 色 。 底部から体部が緩やかに 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から体部

349
土師器

杯A

14.4

(2.6)

緻密。 外上方へ開く。 口縁部は

屈曲 して外反 し、端部は

粗 いナデ調整。口縁部を横方 向にナデて成形 ・

調整 し、後 に体部内面の横ナデ調整を施す。

にかけて約1/4

の破片。

内側に肥厚する。

5Y6/4に ぶい 349に 同 じ。 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から体部

350
14,6

2.4

榿色。

緻密。

粗 いナデ調整。粘土継 目が外面 に残る。口縁部

を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部内面

の横ナデ調整 を施す。

にかけて約1/5

の破片。

351
14.9

2.4

10YR7/3に ぶ

い黄禮色。

緻密。

349に 同 じ。 350に 同 じ。 口縁部から体部

にかけて約1/3

の破片。

10YR6/2灰 黄 349に 同 じ。 底部外面はオサエ成形後に、粗 いナデ調整。底 口縁部から体部

352
15.3

2.4

褐色。

密、やや軟

部内面は板状工具による成形の後、丁寧なナデ

調整。 口縁部 を横方向にナデて成形 ・調整 し、

にかけて約1/6

の破片。

質。 体部内面を横ナデ調整する。

2.5Y7/4浅 黄 底部は平坦で、体部が緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/4の 破片。

353
16.0

2,3

色 。

緻 密。

やかに外上方へ開 く。口

縁部 は屈曲して外反 し、

粗いナデ調整。粘土継目が体部外面に残る。 口

縁部 を横方向にナデて成形 ・調整 し、後に体部

端部 は内側に肥厚する。 内面 の横ナデ調整を施す。

5YR6/6榿 底部は平坦で、体部が緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/3の 破片。

3区 色 。 やかに外上方へ開く。口 粗いナデ調整。粘土継目が体部外面 に残る。 口

354
D42

LO・LP

15.8

2.8

緻密。 縁部 は屈曲 して外反 し、

端部は内側に肥厚する。

縁部を横方向にナデて成形 ・調整し、 口縁端部

は強く上方につまみ上げる。後に体部内面の横

池2 また端部外面に沈線状の ナデ調整を施して仕上げる。

凹みがある。

3区 2.5Y7/3浅 黄 底部はやや丸みを帯びた 底部外面はオサエ成形後 に、粗いナデ調整。底 口縁部から底部

355
D42

00・OP

土師器
皿
13.0

(1.4)

色 。

緻 密 。

平底で、屈曲 した口縁部

が外上方へ開 く。口縁端

部内面 は板状工具 による成形の後、丁寧なナデ

調整。口縁部を横方向にナデて成形 ・調整し、

にかけて約1/6

の破片。

池3 部は上方 に肥厚す る。 内面の立ち上が り部を横ナデ調整す る。

356

3区

D42

NP・OP

池3

土師器
杯A
12.8

(1.7)

10YR8/2灰 白

色 。

緻 密 。

体部は緩やかに外上方へ

開き、口縁部で屈曲す

る。外反 した 口縁 はほぼ

水平 となり、端部は上方

に肥厚す る。

体部外面はオサエ成形後に、粗いナデ調整。口

縁部は横方向にナデて成形 ・調整 し、 口縁端部

は上方 につまみ上 げる。体部内面は横ナデ調整

を施す。

口縁部か ら体部

にかけて約1/3

の破片。

5Y7/2灰 白 やや丸みを帯びた底部か 底部から体部外面にかけてはオサエ成形後に、 口縁部を若干欠

色 。 ら、体部が緩やかに外上 粗いナデ調整。体部外面に粘土継ぎ目が残る。 損するが、 ほぼ

357
13.2

2.0

緻密、赤褐色

の砂を多 く含
方へ開き、 口縁部で屈曲

する。外反 した 口縁 はほ

底部内面 は板状工具 による成形の後、ナデ調

整。 口縁部は横方 向にナデて成形 ・調整 し、口

完存。

む 。 ぼ水平とな り、端部 は上 縁端部は上方につまみ上げる。体部内面を横ナ
方に肥厚す る。 デ調整 して仕上げる。

2.5Y7/2灰 黄 357に 同 じ。 357に 同 じ。 底部はほぼ完

358
12,2

2,3

色 。

緻 密 。

存。 口縁部 は約
1/4が 残る。灯

芯痕が内面 に残

る 。

2.5Y8/3浅 黄 平坦な底部か ら、体部が 底部から体部外面にかけてはオサエ成形後に、 約1/3の 破片。

359
12.6

2.3

色 。

緻 密 。

緩やかに外上方へ開 く。

口縁部で屈曲して外反

し、端部は内側 に肥厚す

粗 いナデ調整。底部 内面は板状工具による成形

の後、丁寧なナデ調整。 口縁部 は横方 向にナデ

て成形 ・調整 し、体部内面を横ナデ調整 して仕

る 。 上げる。

5Y7/2灰 白 体部は緩やかに外上方へ 底部から体部外面にかけてはオサエ成形後に、 約1/3の 破片。

360
13.4

2.0

色。

緻 密 。

開き、 口縁部で屈曲す

る。 口縁は外反 し、端部

粗 いナデ調整。底部 内面は板状工具による成形

の後、ナデ調整。口縁部は横方向 にナデて成

は内側に肥厚す る。 形 ・調整 し、体部内面 を横ナデ調整 して仕上げ

る 。

7,5YR6/4に やや丸みを帯びた底部か 底部から体部外面にかけてはオサエ成形後に、 口縁部や底部の

361

3区

D42MP

溝3

土師器
皿

15.0

1.7

ぶい燈色。

緻密。

ら、 口縁部が外反 しなが

ら緩やかに外上方へ立ち

上が る。 口縁端部は内側

粗いナデ調整。底部 内面は丁寧なナデ調整。 口

縁部 は横方 向にナデて成形 ・調整 し、口縁端部

は内側につまんで肥厚 させる。 口縁部から底部

一部 を欠損す る

が、ほぼ完存。

に肥厚する。 内面約2cmの 部分までは横方向のナデ調整。

362

3区

D42LR

溝3

14.6

2.0

2.5Y7/2灰 黄

色。

密 、や や軟

質。

357に 同 じ。 357に 同 じ。 約1/3の 破片。
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土器類(図 版28)

363

3区

D42MP

溝3

土師器

杯L

16.0

3.2

7.5YR6/4に

ぶ い榿 色 。

緻 密。

体部は緩やかに外上方 へ

開き、口縁部でやや屈曲

する。 口縁端部は内側に

肥厚す る。

底部か ら体部外面にかけてはオサエ成形後 に、

粗いナデ調整。 口縁部 は横方向にナデて成形 ・

調整し、端部を内側につ まんで肥厚 させる。体

部内面は横ナデ調整 して仕上げる。

口縁部破片。

2.5Y7/2灰 黄 やや丸みを帯びた底部か 底部はオサエ成形後に、粗いナデ調整。底部内 完存。泉の埋納

364

3区

D42

BT・BU

泉1

土師器
皿

10,2

1.3

色 ～2.5Y7/3

浅 黄 色。

緻 密 、砂 をや

や 含 む 。

ら、口縁が屈曲して立ち

上がる。 口縁は外反 して

水平になり、端部は上方

に折 り曲げて肥厚する。

面は丁寧なナデ調整。口縁部か ら底部内面にか

けては横方向のナデ調整で、端部は上方につま

み上げて肥厚させ る。

祭祀遺物。

2.5Y7/2灰 黄 364に 同 じ。 364に 同 じ。 364に 同 じ。

365
10,5

1.4

色。

緻密、微砂 を

若干含む。

10YR8/2灰 白 平坦な底部か ら、口縁が 底部はオサエ成形後 に、粗いナデ調整。底部内 口縁部から底部
3区

色。 屈曲 して立ち上がる。 口 面は丁寧なナデ調整。口縁部から底部内面にか にかけて約2/3

366
D42 10.2

緻密。 縁は外反して水平にな けては横方向のナデ調整で、端部は上方 につま の破片。
CT・CU

泉1

0,9 り、端部は上方に折 り曲

げて肥厚す る。

み上げて肥厚 させる。

10YR7/2に ぶ 底部はやや丸みを帯びた 底部か ら体部 にかけて外面はオサエ成形後 に、 口縁部から底部

367

3区

D42BU

泉1

土師器

杯A

12,5

2.1

い黄榿色。

緻密、赤色 ・

黒色微砂をや

平底で、体部 は緩やか に

外上方へ開く。 口縁部 の

屈曲は弱 く、端部は内側

粗 いナデ調整。底部 内面は板状工具による丁寧
なナデ調整。 口縁部を横方向にナデて成形 ・調

整し、後に体部内面の横ナデ調整でナデ上 げ

にか けて約1/6

の破片。

や多く含む。 に肥厚する。 る 。

10YR7/3に ぶ やや丸みを帯びた底部か 底部 はオサエ成形後に、粗いナデ調整。底部内 約1/3の 破片。

368

3区

D42

BU・CU

泉1

土師器
岨

14.4

2.0

い黄榿色。

緻密、赤色 ・

黒色微砂 をや

や多 く含む。

ら、口縁が外反 しながら

緩やかに外上方 に立ち上

がる。口縁端部 は内側に

肥厚する。

面は丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて

成形 し、後に口縁か ら底部内面 にかけて横ナデ

調整 を施すとともに、底部か ら口縁部の境界 を

強 く押 さえて仕上げる。

369

3区

D42

BV　～DV

BW～DW

溝4

土師器

杯A

13,9

2,9

2.5Y8/3淡 黄

色 。

緻 密 。

底部はやや丸 みを帯びた

平底で、体部は緩やかに

外上方へ開 く。口縁部は

屈曲 して外反 し、端部は

内側に弱 く肥厚す る。

底部 から体部にかけて外面はオサエ成形後に、

粗いナデ調整。体部外面に粘土継ぎ目痕跡が残

る。底部内面は丁寧なナデ調整。口縁部を横方

向にナデて成形 ・調整 し、後に体部内面の横ナ

デ調整を施すとともに、底部 と体部の境界を強

く押さえ、最後はナデ上げる。

口縁部か ら底部

にかけて約2/3

の破片。

10YR7/3に ぶ 平底から体部は緩やかに 底部から体部にかけて外面 はオサエ成形後に、 口縁部から底部
い黄榿色。 外上方へ開く。口縁部は 粗いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口 にかけて約1/6

370
14.4

2,5
緻密。

■

強 く屈曲して外反し、端

部 は内側に弱 く肥厚す

縁部を横方向にナデて成形 ・調整し、後に体部

内面の横 ナデ調整を施すとともに、底部 と体部

の破片。

る 。 の境界を強 く押さえ、最後 はナデ上げる。

7.5YR7/3に 底部は平底で、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。高台 口縁部から底部

371
土師器

杯B

17.4

2,9

ぶい榿色。

緻密。

形の低い高台が付く。体

部 は緩やかに外上方へ開

き、口縁部 は屈曲し口縁

は貼 り付け、横ナデ調整。底部内面から体部内

面 にかけて板状工具で成形後 にナデ調整。口縁

部 を成形した後に口縁か ら体部内面を横ナデ調

にかけて約1/3

の破片。

端部は内側に肥厚する。 整、体部と底部の境界は強く押 さえる。

10YR8/3浅 黄 371に 同 じ。 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。高台 口縁部から底部

372

3区

1)42BU

溝4

16,8

3.8

榿色。

緻密。

は貼 り付け、横ナデ調整。底部内面は板状工具

で成形後にナデ調整。 口縁部を成形した後に、

体部外面を粗 いヘラケズ リ調整、 口縁から体部

にかけて約1/5

の破片。

内面は横ナデ調整、体部と底部の境界は強く押
さ え る。

7.5YR6/4に 底部は平底で、断面台形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に粗 底部約1/3、 体
ぶい榿色。 の低い高台が付 く。体部 いヘラケズ リ調整。高台は貼 り付け、横ナデ調 部から口縁部は

373

3区

D42BV

溝4

21.8

5,7

緻密。 は緩やかに外上方へ開

き、口縁部は外反 し、口

縁端部は内側 に肥厚す

整。底部内面は板状工具で成形後にナデ調整。

口縁部は横ナデ成形で、口縁から体部内面は横

ナデ調整 して仕上げる。

部分的に残存す

る。

る 。

10YR8/3浅 黄 脚部は断面八角形の面取 脚部 は棒状の芯 に粘土を巻き付け、芯を回す ご 杯基部から脚

3区
燈 色 。

緻 密 。

りを施 し、内部 中空部は

下方に向かってやや広が

とで中空部を作 る。脚部外面は下か ら上へのタ

テヘラケズ リで面取 りす る。裾部は板状工具で
部 ・裾部上半の

個体。

374
D42

LO～LQ

土師器

高杯 二
る。脚部か ら裾部にかけ

て屈曲し、大きくラッパ

内面をナデつけなが ら押 し広げて成形 し、丁寧

な横ナデ調整で仕上げる。杯部外面基部はヘ ラ
池2 状に広がる。杯部は外方 ケズリ調整、内面はナデ調整。

やや上向きに広がる。

10YR8/2灰 白 脚部は断面八角形の面取 脚部は棒状の芯に粘土を巻き付け、芯を回す ご 脚部から裾部の
色 。 りを施し、内部 中空部は とで中空部を作 る。杯との接合部 は補足粘土 を 個体。杯部と、

375

3区

D42

LO・LP

脚部

径9.4

密、やや軟

質。

下方に向かってやや広が

る。脚部か ら裾部 にかけ

ての屈曲は弱 く、裾部は

付加して成形 し、脚部外面 を下から上へのタテ
ヘラケズリ調整す る。裾部はナデつけなが ら押

し広げた成形後、丁寧な横ナデ調整で仕上げ

裾部 の約1/3を

欠損。

白色土器 の可能

池2
一

大き く広がる。裾端部は る 。 性あ り。

水平な面 を作 り、端部を

外下方に屈曲させ る。

10YR6/1褐 灰 平 らな天井部か ら、体部 体部か ら口縁部にかけては回転成形で、天井部 約1/5の 破片

3区 色 。 は緩やかに外反しながら 外面は未調整のため回転糸キリ痕跡が明瞭に残

376
D42GX

石敷遺構

須恵器

壺蓋

9,2

1.2

緻 密 。 広がる。口縁部は体部か

らほぼ直角に折れ 曲が

る 。

1 り、端部 を丸 くおさめ

る 。

一228一



遺物観察表

N6/灰 色。 平坦な底部から体部が緩 底部外面は回転 ヘラキリ、未調整。体部は回転 底部約1/2、 体

3区 緻密。 やかに外上方に立ち上が 成形で、肩部は体部 から一体で引き出され、頚 部から肩部約

377

D42

AW～DW 須恵器
士

底部

径7.2

り、肩部で強 く内側に屈

曲して頚部へ とすぼま

部 に向けて絞 り込 む。回転 による肩部の屈曲痕

跡 と絞 り目が、体部 の較轄 目とともに内面に明

1/3の 破片 。頚

部 から上が欠損

AX～DX 盟 一 る 。 瞭 に残る。 する。底部外面

溝4 に 「キ」ヘラ記

号 。

10Y6/1灰 色 やや丸みを帯びた底部 体部外面下半は高台を貼り付けに伴う回転ナデ底部はほぼ完
～10Y6/2オ に、内湾 した短 い三 日月 調整。中央付近のナデ残した部分に回転ヘラケ 存。 口縁部で約

378

3区

D42LP

池2

灰紬陶器

輪花皿

14.3

3.2

リーブ灰色。

緻密。

高台が付 く。体部 は浅 く

緩やかに外上方へ立 ち上

が り、 口縁部で外反す

ズ リの痕跡が残 る。体部は回転成形 ・ナデ調

整、口縁部 はやや強 くナデ調整する。 口縁端部

を外面か らヘ ラ押 しして五輪花を作 り出す。施

1/2残 る。

る。 口縁端部は丸 くお さ 紬は体部内外面を漬掛けする。
め、五輪花に表現 する。

5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台底部から体部約

色 。 やや内湾した三日月高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部上半は回転成 1/3の 破 片 。 口

緻密。 が付 く。体部は緩やかに 形 ・ナデ調 整、口縁部 はやや強 くナデ調 整す 縁部は部分的に

379

3区

D420Q

池3

灰融陶器

椀

16.4

5.4

外上方へ立ち上が り、口

縁部でやや外反する。口

縁端部は丸 くおさめる。

る。紬は灰白色を呈 し、外面の 口縁か ら体部全

面にかけて、内面 は底部 を残 して塗掛けす る

が、高温のため紬 は発色が荒れている。

残る。重ね焼き
の痕跡が内面と

高台端部に残
底部内面に擦痕が認めら る 。

れ る。

5Y6/1灰 色 底部に内湾した高い三日 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台底部から口縁部

3区 緻密。 月高台が付 く。体部は緩 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部上半は回転 成 約1/8の 破片 。

380
D42

00・OP

17.4

5.5

やかに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す
形 ・ナデ調整。 口縁部はやや強 くナデ調整す

る。粕 は灰黄色を呈 し、内外面 に漬掛 けする。

重ね焼 きの痕跡

が内面に残 る。

池3 る。口縁端部 は丸 くお さ

め る 。

5Y8/2灰 白 底部は中央が凹んだ円盤 高 台は円盤ケズ リ出 しで、回転 ヘラケズ リは体 完存。口縁部 に

色 。 高台で、体部 は浅 く内湾 部 下半 まで及び、ナデ調整で仕 上げる。体部外 灯心痕跡が残

381

3区

D42GU

土墳2

緑紬陶器
皿
14.8

3.0

密、やや軟

質。

気味に立ち上がる。 口縁

部は若干外反 し、端部 は

丸 くおさめる。

面 上半か ら内面にかけて回転 ナデ調整。内面は
ヘラミガキ調整。内外面全体に淡い緑融 を施す

が、ややムラがある。

る。池1東 岸 の

景石に伴 う地鎮

遺物。

京近郊産。

3区
7.5Y7/1灰 白

色 。

底部は断面方形の外に踏
張った輪高台で、体部は

高台はケズリ出し成形。体部外面から内面にか
けては回転ナデ調整。体部内面の段は回転ヘラ

口縁部を約1/4

欠損す るが、ほ

382

D42

BV～DV

BW～DW

緑職陶器

段皿

14.4

2.6

緻密。 浅 く外反気味に立ち上が

り、体部内面に段を設 け

る。 口縁端部は丸 くおさ

ケズ リで作 り出す。内面はヘ ラミガキ調整で仕

上げる。内外面全体 に淡緑色を呈する緑紬 を施

す。

ぼ完存。

京近郊産。

溝4
め る。

10YR8/3浅 黄 平坦な底部に、外に踏張 底部は回転糸キリ後に高台を貼り付け、回転ナ 底部約1/2、 口
榿色。 り端面内側に沈線が巡る デ調整。回転糸 キリ痕跡が残 る。体部から内面 縁部約1/4が 残

3区 緻密、 白色の 高台が付く。体部は緩や にかけて回転成形 ・ナデ調整。 口縁部には外側 る。底部内外面

383
D42

NO～PO

緑紬陶器

輪花椀

13.0

4,6

微砂 をやや含

む。

かに内湾気味 に立ち上が

り、口縁部 で外反する。

からヘラ押しで五輪花を作る。内面の底部と体

部の境界に沈線を巡らす。緑紬は内外面全体に

に三叉トチンの

痕跡が認められ

池3 口縁端部 は丸 くお さめ、 濃 く施紬するが、底部 はムラが強 く薄い。 る 。

輪花 に表現す る。 近江産あるいは
美濃産 か。

10Y7/1灰 白 体部は緩やかに外上方に 体部外面稜線の上下は回転ヘラケズリで整え 口縁部から体部

384

3区

D420Q
緑紬陶器 14.5

色 。

緻 密 。

立ち上がり、体部中央で

内側にやや屈曲して稜を

る。 口縁部か ら内面にかけて回転成形、回転 ナ

デ調整。内面か ら体部 外面に淡 くオリーブ灰色

の破片。底部内

面に重ね焼きの

池3
椀 一

なす。 口縁 部は外反 し、 を呈す る緑紬 を施す。 痕跡が残る。

端部は丸 くおさめる。 京近郊産。

7.5Y8/2灰 白 底部内面に陰刻花文をも 高台はケズリ出し成形。体部外面から内面にか底部から体部下

385

3区

D42FW

石敷遺構

緑粕陶器

陰刻花文

高台

部径
6,8

色 。

緻 密 。

つ輪花稜皿。底部は断面

方形の外に踏張った輪高
台で、体部は浅く立ち上

けては回転ナデ調整。内面はヘラミガキ調整で

仕上げる。内外面全体に淡 くオ リーブ灰色 を呈

する緑紬 を施す。

半約1/2の 破

片。

京近郊産。

1
椀 ～ が り、体部中央で内側 に

やや屈曲 して稜をなす。

10Y7/1灰 白 口縁部内面と底部内面に 底部は回転 ヘラケズ リ後 に高台を貼 り付 け、回 底部から体部下

386

3区

D42LO

池2

高台

部径

響

色 。

緻 密 。

陰刻花文をもっ輪花皿。

やや丸みを帯びた底部
に、断面方形の内湾気味
の高台が付く。体部は浅

転ナデ調整。 内面は回転ナデ調整後にヘ ラミガ

キ調整。紬 は灰 オリーブ色を呈 し、内外面全体

に施すが、ややム ラが ある。

半約1/4の 破

片。底部内外面

に三叉 トチ ンの

痕跡が残る。

く外上方 に広がる。 尾張産。

10Y8/2灰 白 平坦な底部に断面長方形 底部は高台 を貼 り付 け、回転ナデ調整。体部 は 底部約1/2、 体

3区 高台 色 。 の高 い高台が付 く、高台 回転成形で皿 形を作 り、二方の 口縁を内側 に折 部約1/3の 破

387
D42

BT・BU

緑紬陶器
耳皿

部 径

4,8

緻密、微砂 を

やや含む。

端面は内側に沈線が巡
る。耳は相対して波状に

り曲げ、申央 を内側か ら押 しもどす。体部外面

と内面にヘラミガキ調整 を施す。緑紬は内外面

片。

防長産。

泉1 　 表現す る。 に施すが発色が悪く、黒色化した部分が多く認

め られる。また、淡 い肌色 の発色が点在す る。

3区 10Y8/2灰 白 平坦な底部から体部が緩 底部は回転糸 キ リ、ナデ調整。体部か ら内面に 底部約1/2、 口

388
D42

NQ・OQ
緑紬陶器
小杯

7.4

3,3

色。

密、やや軟

や かに立 ち上が り、口縁

部 でやや外反す る。端部

かけて回転 成形、体部外面 はナデ調整で仕 上げ

る。粕はオ リーブ黄 色を呈 し、底部外面以外に

縁部約1/4の 破

片。

池3 質 。 は丸 くおさめる。 淡 く施 し、濃い緑粕を斑点状 に散 らす。 京近郊産。
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土器類(図 版28)

389

3区

D42NQ

池3

緑紬陶器
小杯

8,3

3.3

10Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部 から体部が緩

やかに立ち上が り、口縁

端部は丸 くおさめる。

底部は回転糸キ リ、未調整。体部か ら内面 にか

けて回転成 形、体部外面はナデ調整で仕上 げ

る。紬は灰 オ リー ブ色 を呈 し、底部外面 以外 に

淡 く施す。

底部約1/2、 口

縁部約1/4の 破

片。

京近郊産。

390

3区

D42

BT・BU

CT・CU

泉1

緑紬陶器
壺

高台
部径

竺

5Y8/2灰 白

色。

密、やや軟

質。

体部外面に陰刻花文を施
した壺底部である。底部

は蛇の目高台で、体部は

内湾しながら外上方に立
ち上がる。

底部は貼 り付けケズ リ出 し成形、ナデ調整。体

部は回転ナデ 調整で仕 上げる。緑紬はオ リー

ブ黄色 を呈する。

底部から体部下

端約1/3の 破

片。

尾張産。

391

3区

D42MO

池2

緑粕陶器
唾壺

高台

部径

竺

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

唾壺底部である。底部は

蛇の目高台で、体部は内

湾しなが ら上方に立ち上

がる。

底部 は貼 り付け、ナデ調整。体部外面は回転ナ

デ 調整、一部 回転ヘ ラケズ リで仕 上げる。緑

紬 は灰 白色 を呈する。

底部か ら体部下

端約1/3の 破

片。

尾張産。

井戸および建物関連遺構出土土器(図版29・ 図版76)

第1次 10YR7/2に ぶ やや丸みを帯びた底部か 底部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。底部 完存。

392

D53

CK・CL

DK・DL

土師器
舳

13.8

1.9

い黄燈色 。

緻密、微砂 ・

赤褐色の礫を

ら、屈曲して口縁部が立

ち上がる。 口縁 は外反

し、端部は上方 に肥厚す

内面は板状工具 によって成形 し、丁寧 にナデ調

整する。口縁部は横方向にナデ つけて成形 ・調

整 し、後に口縁部か ら底部内面 約2cmの 部分 ま

枠内出土。

井戸3 少量含 む。 る 。 で横方向のナデ調整 してナデ上げる。

392に 同 じ。 やや丸みを帯びた底部か 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁部と底部の

ら、体部が緩 やかに外上 整。体部外面に粘土継ぎ目が残る。底部内面は 一部 を欠損する

393
土師器

杯A

14.0

2.6

方 に立ち上がる。口縁部

は屈曲 して外反 し、端部

板状工具によ り成形 し、丁寧にナデ調整す る。

口縁部は横方向にナデつ けて成形 ・調整し、後

が、ほぼ完存。

口縁端部 に灯心

は上方内側に肥厚す る。 に体部内面を横方向のナデ調整。底部と体部の 痕跡。
境界は強 くナデつけ、最後 にナデ上げる。 枠内出土 。

7.5YR7/2明 平坦な底部から、体部が 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁から底部約

394

1区

D43BK

井戸1

14.2

2.1

褐灰色。

緻 密。

緩やか に外上方 に立ち上

がる。 口縁部はやや外反

し、端部は弱 く内側に肥

整。体部外面に粘土継ぎ目が残る。底部内面は
丁寧にナデ調整する。口縁部は横方向にナデつ

けて成形 ・調整。体部内面は横方向のナデ調整

1/5の 破片。

枠内最下層出

土。

厚する。 で、内面成形時の板状 工具 の当りが残る。

7.5YR8/2灰 体部が緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

395
13.2

(2.2)

白 色 。

緻 密 。

立ち上がる。 口縁部はや

や外 反し、端部 は弱 く内

部は横方向にナデつけて成形 ・調整し、後に体
部内面を横方向のナデ調整。底部と体部の境界

1/5の 破片。

枠内出土。

側に肥厚す る。 は強 くナデつ け、最後にナデ上 げる。

10YR8/1灰 白 平坦な底部から体部が浅 底部から体部外面は回転ヘラケズリ調整。手づ 約1/3の 破片。

色 。 く立ち上が り、口縁部は くねで成形 した獣脚 を貼 り付ける。口縁か ら内 枠 内出土。

緻密。 やや外下方に短く屈曲す 面にかけては回転ナデ調整、後に口縁部を除く

396
白色土器
三足盤

16.0

3.3
る。 口縁端部 は丸 くお さ

め る。体部外面には横断

内面を粗 くヘ ラミガキ調整する。

面円形の獣脚が3箇所に取
り付 く。

4区 7.5YR6/3に 丸みを帯びた底部から口 底部外面はオサエ成形。内面はナデ調整で仕上 約3/4の 破片。

397

D52

CU・CV

DU・DV

土師器
小皿

7.8

1.1

ぶ い褐色。

やや密、軟

質、砂 を含

縁部が浅 く広が り、端部

を丸 くお さめる。

げ る。 掘形出土。

井戸2 む。

10YR7/3に ぶ やや丸みを帯びた底部か 底部外面はオサ工成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁部約1/6の

398
土師器
鵬

14.0

1.6

い黄榿色。

密、やや軟

質。

ら、屈 曲して 口縁部が立

ち上がる。 口縁は外反

し、端部 は上方 に肥厚す

部は横方向にナデつけて成形 ・調整し、後に口
縁部から底部内面にかけて横方向のナデ調整。

破片。

掘形出土。

る 。

2.5Y8/2灰 白 398に 同 じ。 398に 同 じ。 口縁部約1/6の

399
14.5

1.5

色。

密、やや軟

破片。

掘形出土。

質 。

2.5Y8/2灰 白 平坦な底部か ら、体部が 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁から底部約

400
土師器
杯A

13.2

1.8

色 。

緻 密 。

緩やかに外 上方 に立 ち上

がる。口縁部 は外反 して

水平 とな り、端部 は上方

整。体部外面に粘土継ぎ目が残る。底部内面は

丁寧にナデ調整する。口縁部は横方向にナデつ
けて成形・調整し、後に体部内面を横方向のナ

1/3の 破片。

枠 内最下層出

土。

に肥厚する。 デ調整。底部 と体部の境界は強 くナデつける。

10YR7/3に ぶ 体部は緩やかに外上方に 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁から底部約

い黄燈色。 立ち上がる。 口縁部 は屈 整。底部内面は丁寧 にナデ調整する。口縁部 は 1/6の 破 片。

401
13.4

2.4
緻密。 曲 して外反 し、端部 は上

方 内側に肥厚する。

横方向にナデつけて成形・調整し、後に体部内
面を横方向のナデ調整。底部と体部の境界は強

掘形 出土。

くナデつける。

7.5YR7/3に 401に 同 じ。 401に 同 じ。 口縁から底部約

402
14.0

2.4

ぶ い榿色。

密 、やや軟

1/6の 破片。

掘形出土 。

質 。

7.5YR8/3浅 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

黄榿色。 立 ち上が る。 口縁部は屈 部 は横方向にナデつけて成形 ・調整 し、後に体 1/6の 破 片 。

403
14,6

2.4
密 、やや軟

質。

曲して外反 し、端部は上

方内側 に肥厚す る。

部 内面 を横方向のナデ調整 し、ナデ上げて仕上

げる。

掘形出土 。
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遺物観察表

4区 10YR6/3に ぶ 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

404

D52

CU・CV

DU・DV

土師器

杯L

15.6

(2.7)

い黄榿色。

緻密。

立ち上がる。口縁部 は屈

曲 して外反 し、端部 は上

方内側に肥厚する。

部は横方 向にナデつ けて成形 ・調整 し、後 に体

部内面 を横方 向のナデ調整す る。

1/6の 破片。体

部 内面に墨が付

着。

井戸2 掘形出土。

10YR7/3に ぶ やや丸みを帯びた底部か 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 約2/3が 残 る。
い黄榿色。 ら、体部が屈曲 しなが ら 整。体部外面に粘土継ぎ目が残る。底部内面は 掘形 出土。

405
15.2

3.6

緻密。 外上方 に立ち上がる。口

縁部 は屈曲 して外反 し、

板状工具によ り成形 し、丁寧 にナデ調整する。
口縁部は横方向にナデつ けて成形 ・調整 し、後

端部は上方内側に肥厚す に体部内面を横方向のナデ調整。底部と体部の
る 。 境界 は強 くナデつけ、最後 にナデ上 げる。

7.5YR6/4に 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁口縁から体部約

406
16.6

3.0

ぶ い燈色。

緻密。

立ち上が る。 口縁部は屈

曲して外反 し、端部は上

部 は横方向にナデつけて成形 ・調整 し、後に体

部 内面 を横方向のナデ調整す る。

1/6の 破片。

掘形出土。

方内側に肥厚す る。

内面N1.5/黒 平坦な底部 に、断面三角 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約2/3が 残る。
色 。 形の低い高台が付 く。体 体部 をヘ ラケズ リ調整。高台は貼 り付 け、横ナ 掘形出土 。

外面7.5Y7/6 部は緩やかに外上方に立 デ調整。 口縁部は横ナデ調整。内面 は底部に丁

407
黒色土器
A椀B

12.4

3.8
榿色。

密、やや軟

ち上が り、口縁部 は若干

外反する。端部 は丸 くお

寧なヘラミガキ調整 を施 してか ら、体部 の横方

向の丁寧 なヘ ラミガキで仕上げる。なお、体部

質 。 さめ、内側に一条 の沈線 内面に暗文 を施す。

を巡 らす。

内面5PB2/1 丸い体部に外反した口縁 体部はオサエ成形で形作り、口縁部を屈曲させ底部を除く約
青黒色。 部が取 り付 く。端 部は丸 て仕上げる。口縁部から体部内面にかけて横ナ 1/4の 破片。

外面 くお さめ る。 デ調整。体部外面は粗いナデ調整で、粘土継ぎ掘形 出土。

408
黒色土器
A甕

18.5

(13.2)
7.5YR6/4に

ぶ い燈 色 。

目が中央下寄 りに残 る。肩部内面は横ハケ成形

し、内面全体 を丁寧 にナデ調整 した後に、粗 い

密、やや軟 ヘ ラミガキを施す 。

質。

高台 10YR7/2に ぶ 底部は蛇の目高台状の輪 底部は高台ケズリ出し成形で、体部から内面に底部完存、体部

409
白色土器
皿

部 径

6.4

い黄榿色。

密、やや軟

高台で、体部は浅 く外上

方 に開く。

か けて丁寧なナデ調 整。 下半の破片。内

面に墨擦痕が残
一 質 。 る。掘形 出土。

高台 7.5YR8/1灰 丸みを帯びた底部に輪高 底部は高台ケズリ出し成形で、体部下端までへ底部から体部約

410
白色土器

椀

部 径

6.4

白 色 。

緻 密 。

台が付く。体部は内湾気

味に外上方に立ち上が

ラケズ リが及ぶ。体部か ら内面 にかけて回転ナ

デ調整。

2/3の 破片。枠

内下 層出土。
一 る 。

2.5Y8/1灰 白 平坦な底部から内湾気味 底部 は回転ヘ ラキ リ、未調整。体部か ら内面に 約1/5の 破片。

411 須恵器
杯A

13.0

2.9

色。

密、やや軟

質。

に体部が立ち上が り、 口

縁端部を丸 くお さめ る。

かけて 回転成形、回転ナデ調整。 底部内面と口縁

部に灯心痕跡を
残す。

掘形出土。

2.5Y7/1灰 白 平坦な底部から内湾気味 底部は回転 ヘラキリ、粗いナデ調整。体部か ら 口縁部を若干欠

色 。 に体部が立ち上が り、口 内面にかけて回転成形、回転ナデ調整。 損するが、ほぼ

412
13.8

3.5
密、やや軟

質。

縁部で内側にやや屈曲す
る。口縁端部は丸くおさ

完存。

め る。

10YR5/3に ぶ 412に 同 じ。 412に 同 じ。 約1/3の 破片。

413
14.7

3.5

い黄褐色。

密、やや軟

412・413と も

掘 形 出 土 。

質 。

N6/灰 色。 平坦な円盤状の底部から 底部は丁寧なナデ調整で切り離し痕跡を消す。 約1/3の 破片。

414
14.0

3.5

緻密。 内湾気味に体部が立ち上

がり、口縁端部は丸くお

体部から内面にかけて回転成形。 埋土上層出土。

さ め る。

10Y7/1灰 白 平坦な底部にやや内湾し 底部から体部外面下半は回転ヘラケズリ後に、 約1/3の 破片 。
色 。 た太い三日月高台が付 高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部上半から 底部内面に擦

415
灰紬陶器

椀

15,5

4.4

緻密。 く。体部 は緩やかに外上

方へ立 ち上が り、 口縁部

内面 にか けては回転成形 ・ナデ調整、 口縁部は

やや強 くナデ調整する。紬 はオリーブ灰色を呈

痕、重ね焼 きの

痕跡残 る。

で外反す る。 口縁端部は し、体部内外面を薄 く塗掛 けす る。 掘形出土。

丸 くおさめる。

10Y5/1灰 天井部に陰刻花文を施し 回転成形 し、天井部につまみを貼 り付 け、回転 天井部破片。
色 。 た香炉蓋。やや丸みを帯 ナデ調整で仕上げる。陰刻花文の間を穿孔す 埋土上層出土。

緻密。 びた天井部に宝珠つまみ る。紬 はオ リーブ灰色を呈 し、内外面 に均質に 2区D42BQ地 区

416 緑紬陶器
香炉蓋 二

が付 く。 施 す。 耕作溝から出土
の破片と接合。

尾張産。

10Y7/1灰 白 底部は蛇の目高台を指向 底部は高台ケズリ出し成形。体部は回転成形 約1/3の 破片。
色 。 するが中央部のケズリ落 で、稜も強 くナデつ けることで屈曲させ る。体 掘形出土。

緻密。 としが弱 く、円盤高台状 部外面および底部内面にヘラミガキ調整を施 京近郊産。

417
緑粕陶器
皿
14.8

3.5

を呈する。体部 は緩やか

に外上方に立ち上が り、

す。紬はオリー ブ黒色 を呈 し、内外面全体に濃

く施紬する。

中央で内側に屈曲し稜を
なす。 口縁部は外反 し、

端部 を丸 くおさめる。
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土器類(図 版29)

N7/灰 白色。 底部は弱い蛇の目高台 底部は高台ケズリ出し成形。体部から内面にか口縁から高台約
4区 緻密。 で、体部は緩やかに外上 けては回転成形で、体部外面および底部内面に 1/8の 破片。底

418

D52

CU・CV

DU・DV

緑紬陶器
皿

15.0

3.1

方 に立ち上がる。 口縁部

は弱 く外反 し、端部を丸

くおさめ る。

ヘ ラミガキ調整を施す。融はオ リーブ黒色を呈

し、底部外面を除き内外面 に薄 く施紬する。

部内面に擦痕が

残る。

掘形出土。
井戸2 京近郊産。

N7/～8/灰 白 体部は直線気味に外上方 回転成形、回転ナデ調整。 口縁部 はやや強 く上 口縁部から体部

色 。 に立ち上が り、 口縁端部 方にナデつける。体部外面には輔輔目が残る にかけての破

419
青磁

椀

14.4

一

緻密。 は上方 に丸 くお さめる。 が、内面のナデ調整は丁寧 に施す。紬 はオ リー

ブ灰色 を呈 し、厚 く内外面 に施紬す る。

片。

越州窯系。

椀1-1類 。

掘形出土。

N8/灰 白色。 底部は蛇の 目高台 で、体 底部はケズリ出しで成形し、体部は回転ナデ調底部から体部下古A

420

f可 口

部 径

5,9

緻密。 部は外上方に直線気味に
立ち上がる。

整。紬は灰色 を呈 し、内面か ら底部外 面まで全

面に施し、高台端面 を一部削って紬を落とし、

端部を面取 りす る。

半 の個体。掘形

出土。

越州窯系。一

椀1-1類 。

10YR6/3に ぶ 口縁は肩部から緩やかに 口縁部は回転成形で、内面に輔轄目が認められ 口縁部約1/4の

421
青磁

水注

10.0

一

い黄褐色。

緻 密。

立 ち上が り、端部は外反

して広が る。端部は丸 く

おさめる。 口縁部上半外

る。把手は貼 り付 けナデ成形。紬はにぶい黄色

を呈 し、内外面に均質 に施紬す る。

破片。

掘形出土。

越州窯系。

面に把手が取 り付 く。

4区 N7/灰 白色。 断面が楕円形を呈する外 壺体部 に貼 り付け、ナデ成形。紬は灰オ リーブ 注 口破片。

422
D52 一 緻密。 湾 した注 口。 色 を呈 し、内外面に施紬す る。 越州窯系。

AW・BW 一

耕作溝

10YR8/2灰 白 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。体部 完存。

3区 色～10YR 平底で、体部は緩やか に 外面に指側部の圧痕が残る。底部内面は丁寧な

423

D42BQ

建物3

地鎮

土師器

杯A

13.2

2.1

7/2に ぶ い黄

禮色。

緻密、微砂 ・

外上方へ開 く。口縁部 は

屈曲 し、端部は内側 に肥

厚す る。

ナデ調整。 口縁部 を横方向にナデて成形 ・調整

し、後 に体部 内面の横ナデ調整を施 し、最後 は

ナデ上げる。423は 、底部内面に板状工具 によ

遺構2 赤色細砂を少 る成形の痕 跡が残 る。

量含む。

10YR8/2灰 白 423に 同 じ。 423に 同 じ。 完存。

色 。

424
13,5

2.4
緻密、微砂 ・

赤色細砂 を少

量含 む。

425
13,0

2.1

細砂 を少量含

む。

424に 同 じ。 424に 同 じ。 完存。

10YR7/3に ぶ 425に 同 じ。 425に 同 じ。 完存。

い黄燈色 。

426
13.5

2,3
緻密、微 砂 ・

赤色細砂 を少

量含む。

10YR7/2に ぶ 426に 同 じ。 426に 同 じ。 完存。

い黄榿色。

427
13.4

2.3
緻密、微砂 ・

赤色細砂を少

量含む。

7.5YR7/4に やや丸みを帯びた底部か 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 口縁部から底部

428

4区

D52BU

建物18

土師器

杯A

14.0

3.0

ぶ い榿色。

緻密。

ら、緩やか に体部が外 上

方 に立ち上がる。 口縁部

は若干外反 し、端部

ナデ調整。体部外面 に粘土継ぎ 目が残る。口縁

部 を横方向にナデて成形 ・調整

約1/3の 破片。

10YR6/4に ぶ は内側 に弱 く肥厚する。 し、後に体部内面 の横ナデ調整 を施す。体部 と 口縁部から底部

429
13.8

3.1

い黄榿色。

密、やや軟

底部内面の境界は強 くナデつ けて強調 し、最後

はナデ上げる。

約1/2の 破片。

質 。

N6/灰 色。 平坦な底部に、断面逆台 底部は回転ヘ ラ切 り後 に、高台貼 り付けナデ調 底部約1/2、 体

8区 緻密。 形の高台が付 く。高台端 整。体部外面か ら内面 にかけて は回転成形 ・ナ 部約1/3の 破

430
D42SK

包含層

須恵器

杯B

11.2

5.0

面内側は沈線状に一段低
くなる。体部は直線状に

デ調整。 片。

体部外面に

外上方に立 ち上が り、端 「小 」 墨書 。

部 を丸 くおさめる。

2.5YR3/1暗 平坦な底部から体部が外 底部 は回転糸キ リ、未調整。体部か ら肩部 にか 肩部から体部の
10.1 赤灰色。 上方に立ち上が り、肩部 けては回転成形で、輔轍目が内外面に明瞭に残 一部を欠損す る

431

3区

D43GB
須恵器
壺

胴部
径
緻密。 で窄 まる。口縁 は外反 し

て立ち上が り、端部 は面

る。口縁 は回転成形による別作 りで、肩部 に乗

せて接合 し、ナデ調整で仕上げる。口縁内外面

が、ほぼ完存。

建物14の 地鎮
建物14 14.0 をなす。 にも擁轄 目が残 る。端部は外側につまみ出 し端 土器。

18.8 面を形成す る。

5Y8/1灰 白 平坦な底部に断面方形の 底部外面から体部下半にかけて回転ヘラケズリ底部約1/3、 体
4区

色 。 低 い高台が付 く。体部 は 調整、高台 を貼 り付 け、丁寧なナデ調整 を施 部約1/8の 破

432

D52

CU・CV

DU・DV

灰紬陶器

椀

16.4

4,3

緻密。 緩やか に外上方に立ち上

が り、口縁部で外反して

広 がり、端部を丸 くおさ

す。体部 上半から内面 にかけては回転成形 ・ナ

デ調整。口縁部 は強 くナデつけて外反させ る。

粕は灰オ リーブ色 を呈 し、内面に厚 く施紬。

片 。

検出中 め る。
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遺物観察表

433

3区

D42

1X　・JX

KX・LX

灰紬陶器
皿

14.7

2.9

7.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 、 砂 を や

や 多 く含 む 。

平坦な底部に、外湾 した

高台が付 く。体部 は緩や
かに外上方に広が り、端

部は丸 くおさめる。

底部外面 は回転ヘ ラケズ リ後に高台 を貼 り付

け、回転 ナデ調整。体部外面から内面 にかけて

は回転成形で 、口縁部 をやや外につまみ出 して

仕上げる。 内面 には底部 を除いて厚 く自然紬が

底部完存、体部

約2/3が 残る。

底部内面に重ね

焼きの痕跡が残

耕作溝 掛かる、外面 の紬 は薄 い。 る 。

N7/灰 白色。 平坦な底部に、外に踏 底部は回転 糸キ リで、高台 を貼 り付け回転ナデ 底部約3/4、 体

緻 密 。 張った断面逆台形の低い を施す。体 部か ら内面 にかけて回転成形。紬 は 部約1/8の 破
高台 が付 く。高台端面内 灰 白色を呈 し、内外面全体 に薄 く施すが、ム ラ 片 。

6区 側 は沈線状 に一段低 くな が多 く紬が剥落 している箇所 も多い。 近江 あるいは美

434

D43

NF・OF

　 ・PF

緑紬陶器
皿

12.8

2.1

る。体部 は緩やかに外上

方 に立ち上が り、 口縁で

強 く外反し水平 となる。

濃産か。

溝102 端部は丸 くおさめ る。内

面の体部と底部の境界に1
条の沈線を巡 らす。

10Y7/1灰 白 底部内面に放射状の陰刻 高台 は貼 り付 け、回転ナデ調整。体部か ら内面 体部から底部約

435

2区

D42

AX・BX

耕作溝

緑粕陶器
陰刻花紋
耳皿

高台

部径

警

色 。

密 、 や や 軟

質 。

花文 を施す耳皿 。平坦な
底部 に断面方形の低い高

台が付 く。体部は低 く外
上方 に広が り、 口縁部 を

折 り曲げて耳皿 とする。

もナデ調整。紬はオ リーブ灰色を呈 し、内外面

全体 に淡く均質 に施す。

1/4の 破片。

尾張産。

729

3区

D42

BT・BU
青磁
士 二

5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

体部 は内湾ぎみに立ち上

がる。

回転成形、回転 ナデ調整。紬は外面 に淡 く施紬

し、内面は紬垂 れが認め られる。紬は淡 い灰オ

リーブ色。

体部破片。

越州窯系。

CT・CU
璽

泉1掘 形

墨書土器(図版30)

440

3区

D42

HT・HU

IT・IU

池1

灰紬陶器

椀

高台

部径

㌘

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部 に、 内湾 した

三 日月高台が付 く。体部

は浅 く外上方 に立 ち上が

る。

底部高台は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面
のナデ残 した部分に回転糸 キリ痕跡が残る。体

部から底部内面は回転ナデ調 整。紬は灰オ リー

ブ色を呈 し、内面に底部を残 して塗掛け、外面

は不 明。

底部破片。重ね

焼きで、擦痕が

内面に残 る。

底部外面 に 「斎

宮」墨書 。

3区 高台 7.5Y8/1灰 白 平坦な底部に、やや 内湾 底部高台 は貼 り付 け、回転 ナデ調整。底部外面 底部破片。底部

441
D42

FR・FS

部 径

8.2

色 。

や や 粗 い 。

した太い三 日月高台が付

く。体部は浅 く外上方 に

のナデ残 した部分 に回転糸キ リ痕跡が残る。体

部か ら底部 内面は回転ナデ調整。内面 には厚い

外面に 「斎宮」

墨書。

池1
一 立ち上がる。 灰オ リーブ色 を呈す る自然紬が掛かる。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部に、やや内湾 底部高台は貼 り付 け、回転ナデ調整。底部外面 底部完存、 口縁

3区 色 。 した太 い三 日月高台が付 のナデ残 した部分 に回転ヘ ラケズ リ痕跡が残 部約1/3。 重ね

442
D42

DT・DU

池1

13,8

2.9

緻密。 く。体部は浅 く外上方に

立 ち上が り、 口縁部でや

や外反す る。 口縁端部は

丸 くお さめ る。

る。体部か ら底部 内面 は回転ナデ調整。紬は灰

白色を呈 し、体部 内外面 に漬掛けする。

焼 きで、擦痕が

内面 に残る。底

部外面 に 「斎雑

所」墨書。

10Y8/1灰 白 平坦 な底部 に、内湾 した 底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部完存、 ロ縁

3区 色 。 高い三 日月高台が付 く。 のナデ残 した部分に回転糸キ リ痕跡が残 る。体 部約1/4。 重ね

443
D42

1T・IU

14.8

4,7

緻密。 体部 は緩やか に外上方に

立ち上が り、口縁部でや

部か ら底部内面は回転 ナデ調整。紬は灰オ リー
ブ色 を呈 し、体部内外面に漬掛けする。

焼 きで、擦痕が

内面 に残 る。底

池1
や外反する。 口縁端部は

丸 くおさめる。

部外面 に 「斎雑

所 」墨・書。

5Y7/1灰 白 平坦な底部に、やや内湾 底部高台 は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部約3/4の 破

幽

3区

D42

DS・DT

池1

高台
部径

竺

・色
。

緻 密 。

した太い三 日月高台が付

く。体部は浅く外上方 に

立ち上がる。

のナデ残 した部分に回転ヘラケズ リ痕跡が残

る。体部 から底部内面は回転 ナデ調整。内面に

は底部 を残 して厚 くオ リーブ黄色 を呈する 自然

紬が掛か る。

片。重ね焼 き
で、擦痕が内面

に残る。

底部外面に 「斎

舎所」墨書。

7.5Y7/1灰 白 平坦な底部に、外に踏 底部高台 は貼 り付 け、回転ナデ調整。底部外面 底部約3/4の 破
3区 高台 色 。 張 った高台が付 く。体部 のナデ残した部分に回転ヘラケズリ痕跡が残 片。底部内面に

445
D42

ES・ET

部 径

6,6
緻 密 。 は浅 く外上方に立ち上が

る。

る。体部か ら底部 内面は回転ナデ調整。 墨擦痕あ り。底

部外面に 「斎舎
池1 ～

所」墨書。

7.5Y8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部完存、 口縁
3区 色。 に、やや内湾 した高い三 のナデ残した部分から体部下半にかけて回転へ 部 は若干残る。

446

D42

A～D・
15.0

4.5

緻密、微砂 を

少量含 む。

日月高台が付 く。体部は

緩やかに外上方に立ち上

ラケズ リ調整。体部上半か ら底部内面 は回転ナ

デ調整。 口縁端部は上方 につ まみ上げる。紬 は

底部外面 に 「僧

供廿 □内」墨
V～X が り、口縁端部で上方に オリーブ灰色を呈す る自然紬が薄 く掛かる。 書 。

溝4 屈曲させ丸 くお さめる。

7.5Y8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部から体部下

色 。 に、やや内湾 した高 い三 のナデ残した部分から体部下半にかけて回転へ 半約2/3の 破

447

3区

D42DS

池1

古ム同口

部径

讐

緻密、白色微

砂をやや多 く

含む。

日月高台が付 く。体部は

浅 く外上方 に立 ち上が
る。

ラケズリ調整。底部内面 は回転ナデ調整。 片。内面 に重ね

焼きの痕跡が残

る。底部外面 に
「僧供□」墨

書 。

3区 7.5YR7/1明 平坦な底部に、断面逆台 底部高台 は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部約3/4の 破

D42 高台 褐灰色。 形の外に踏張 った高台が のナデ残 した部分は回転ヘラケズリ調整。内面 片。底部内面 に

448 ER・ES

FR・FS

池1

部径

竺
緻密。 付 く。 は回転 ナデ調整。 墨擦痕あ り。底

部外面に 「犬

子」墨書。
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土器類(図 版30)

2.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部 高台 は貼 り付 け、回転ナデ調整。底部外面 底部約3/4の 破

449

3区

D42ES

池1

灰粕陶器
椀

高台
部径

響

色 。

緻 密 。

に、蛇の目高台 が付 く。

体部は緩やかに外上方 に

立ち上がる。

のナデ残 した部分か ら体部下半にかけて 回転ヘ

ラケズ リ調整。底部内面は回転ナデ調整。
片。重ね焼き
で、擦痕が内面

に残 る。底部外

面 に 「清 十
□」 墨 書 。

10Y7/1灰 白 平坦な底部に、やや 内湾 底部高台は貼 り付 け、回転ナデ調整。底部外面 底部約1/3の 破

450

3区

D42JR

池1

高台
部径

竺

色 。

緻 密 。

した断面逆台形の高台が

付 く。

のナデ残 した部分 は回転ヘ ラケズ リ調整 。底部

内面に厚 くオ リー ブ灰色 を呈する紬を施す。

片。底部内外面

に重ね焼きの痕

跡が残 る。底部

外面 に 「清」墨
書 。

7.5Y8/1灰 白 平坦な底部に、蛇の 目高 底部高台は貼 り付 け、回転ナデ調整。底部外面 底部約3/4、 口

451

3区

D42

CR～CU

DR～DU

16.8

5.0

色。

緻密、 白色微

砂 をやや含

む。

台が付 く。体部は緩やか
に外上方に立ち上が り、

口縁端部で上方に屈曲さ

せ丸 くお さめる。

のナデ残 した部分から体部下半にかけて回転 ヘ

ラケズ リ調整。体部上半か ら底部内面は回転ナ

デ調整。 口縁端部 は上方 につ まみ上げる。紬は

オ リーブ灰色を呈す る自然紬が薄 くかかる。

縁部約1/4の 破

片。重ね焼きの

痕跡が内面 に残

る。底部外面に

池1
「清 十二」墨
童日o

452

3区

D42

BV～DV

高台
部径

7.5YR8/2灰

白色 。

緻 密 。

やや丸み を帯びた底部

に、内湾 した三 日月高台

が付 く。

底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面

のナデ残 した部分は回転ヘ ラケズ リ調整。紬は

灰 白色 を呈 し、まず底部 内面 を残 して体 部内外

底部完存。内外

面に重ね焼 きの

痕跡が残 る。底

BW～DW 7.8 面 を塗掛け し、後に底部 内面 も粗 く塗掛けす 部外面 に 「冨」

溝4
一

る 。 墨 書。

5Y8/2灰 白 やや丸みを帯びた底部 底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部約1/2の 破

453

3区

D42DR

高台
部径
色。

緻密、やや砂

に、やや内湾 した太い三

日月高台が付 く。体部は

のナデ残 した部分から体部下半 にかけて回転ヘ

ラケズ リ調整。内面 はナデ調整。
片。底部外面 に
「國□」墨書。

池1
7.0 を含 む。 緩やかに外上方に立ち上
一

が る。

454

3区

D42

DS・ES

池1

高台
部径

竺

5R7/1明 赤灰

色。

緻密。

平坦 な底部 に、内湾 した
三 日月高台が付 く。

底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面

のナデ残 した部分は回転 ヘラケズ リ調整後にナ

デ調整。底部内面は回転 ナデ調整。内面は底部

を残 して灰オ リーブ色呈す る紬が付着。

底部完存。内面

に若干 の擦痕が

認め られ る。底

部外面に 「六

十」墨書。

N8/灰 白色。 やや丸みを帯びた底部 底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部完存。 口縁

3区 緻密。 に、やや 内湾 した断面逆 のナデ残 した部分に回転糸キ リ痕跡が残る。体 部約1/4が 残

D42 台形の高 い高台が付 く。 部 から底部内面は回転ナデ調整。紬はオ リーブ る。重ね焼 き

455 CS・CT
16,2 体部は緩やかに外上方に 灰色 を呈 し、底部内面を残 し体部内面の片面に で、擦痕 が内面

DS・DT
4.6 立ち上がり、 口縁で外反 厚 くかか る。体部外面も内面 に対応 して片面に に残る。底部外

池1 し、端部 を丸 くお さめ 薄 く掛か ってお り、意図的な施紬ではな く自然 面に 「六十」墨
る 。 紬 であろう。 書 。

456

3区

D42DT

高台
部径

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部 に、蛇の 目高

台が付く。体部は緩やか
に外上方 に立ち上が る。

底部高台 は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面
のナデ残 した部分は回転 ヘラケズリ調整後にナ

デ調整。 内面は回転ナデ調整。

底部完存。底部

内面に若干 の擦

痕が残る。

池1
7,0

底部外面に　
「廿 」墨 書 。

5G7/1明 緑灰 平坦な底部 に、蛇の 目高 底 部高台 は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部完存 。重ね

457

3区

D42FR

池1

高台
部径

竺

色 。

緻 密 。

台が付く。体部 は浅 く外
上方に立 ち上が る。

のナデ残 した部分か ら体部下半 にか けて、回転

ヘラケズリ調整後にナデ調整。 内面 はナデ調

整。紬 はオリーブ灰色を呈 し、底部内面 を残 し

体 部内外面の片面に対応 して厚 く掛か る。意図

焼きで、擦痕が

内面に残 る。底

部外面に 「十
五」墨書 。

的な施紬で はな く自然紬であろう。

7.5Y8/1灰 白 平坦な底部 に、 内湾 した 底部 高台 は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部から体部下
色 。 三 日月高台が付 く。体部 のナデ残 した部分か ら体部下半 にか けて、回転 半約2/3の 破

3区 高台 緻密、微砂を は緩やかに外上方に立ち ヘラケズリ調整。内面は回転 ナデ調整。内面は 片。底部内外面

458
D42

KU　 ・LU

部 径

7.2

少量含む。 上 が る 。 底部を残 し厚 く灰オ リーブ色 を呈す る紬 を施粕
し、体部外面 も薄 く塗掛けす る。

に重ね焼きの痕

跡が残る。底部
池1 一

外面に 「下」墨

書 。

7.5Y8/1灰 白 平坦な底部 に、蛇の 目高 底部高台 は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部から口縁約
色 。 台が付く。体部 は緩やか のナデ残した部分から体部下半にかけて回転へ 1/3の 破片。内
緻 密 。 に外上方 に立 ち上が り、 ラケズ リ調整。体部上半か ら底部 内面は回転ナ 面に擦痕があ

459

3区

D42CT

池1

17.0

5.3

口縁端部 で上方 に屈曲 さ

せ丸 くおさめる。

デ調整。口縁端部は上方につまみ上 げる。紬は

自然紬が体部内面の片面に薄 く掛か る。

り、高台端部 に

は重ね焼きの痕

跡が残る。底部

外面に 「□

(十 力)」 墨 書 。

10Y8/1灰 白 平坦な底部 に、蛇の 目高 底部高台は貼 り付け、回転 ナデ調整。底部外面 底部から体部下

460

3区

D42

FT～ 　HT

FU　～TU

古A同
口

部 径

7.8

色 。

緻 密 。

台が付く。体部 は緩やか

に外上方 に立 ち上が る。

のナデ残 した部分は回転ヘラケズリ調整。底部

内面は回転ナデ調整。施紬はまず底部内面を残
して体部 内外面 を塗掛け し、後 に底部内面 も粗

く塗掛 けす る。紬色はオ リー ブ灰色 を呈する。

端約2/3の 破

片。内面に重ね

焼きの痕跡が残

る。底部外面 に

池1
一

「舟三 」 墨 書 。
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遺物観察表

古A N8/灰 白色。 460に 同 じ。 底部高台は貼り付け、回転ナデ調整。底部外面 底部完存。重ね

461

3区

D42HR

池1

灰紬陶器

椀

同 口

部 径

8.3

緻密。 のナデ残 した部分 は回転ヘ ラケズ リ調整。底部

内面は回転ナデ調整。紬 はオリーブ灰色を呈

し、底部内面を残 して体部 内面 に掛かる。

焼きで、擦痕が

内面 に残 る。底

部外面 に 「舟　

三」墨書。

462

3区

D42DS

池1

高台

部径

7.0

7.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密。

平坦な底部 に、内湾 した

三 日月高台が付 く。体部

は浅 く外上方 に広がる。

底部高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面

のナデ残 した部分か ら体部下半 にかけて回転ヘ

ラケズ リ調整。内面 は回転 ナデ調整。紬は灰オ

リー ブ色を呈 し、内面 は底部 を残 して施紬。

底部約1/3の 破

片。内面 に若干

の擦痕が残 る。

底部外面 に 「□一

廿」墨書 。

7.5Y8/1～ 平坦 な底部 に、内湾 した 底部高台は貼り付け、回転ナデ調整。底部外面 ほぼ完存 。

463

3区

D42CT

池1

灰紬陶器
小椀

10.0

3.2

8/2灰 白色。

緻 密。

三 日月高台が付 く。体部

は緩やか に立 ち上が り、

口縁部でやや外反す る。

のナデ残した部分から体部下半にかけて回転ヘ

ラケズリ調整。体部上半から底部内面は回転ナ

デ調整。口縁端部は外方につまみ出す。施紬は

底部外面 に
「長」墨書。

端部 は丸 くお さめる。 体部内外面に薄く塗掛けを施す。

464

4区

D52BU

建物10

灰紬陶器
椀

高台

部径

6.0

5Y8/1灰 白

色。

緻 密、やや砂

を含む。

平坦 な底部 に、内湾 した

三 日月高台が付 く。体部

は浅 く外 上方 に広が る。

底部高台は貼り付け、回転ナデ調整。底部外面
のナデ残した部分から体部下半にかけて回転ヘ

ラケズリ調整。紬は灰オリーブ色を呈し、体部

内外面に厚く紬を塗掛けで施紬する。

底部完存 。重ね

焼きで、擦痕が

内面に残 る。底

部外面に 「三」一

墨書。

465

3区

D421R

池1

緑紬陶器
椀

高台

部径

6.8

5Y8/1灰 白

色。

緻密、微砂 を

少量含 む。

底部は中央がやや凹んだ
円盤高台で、体部が緩や

かに外上方に立ち上が
る。

底部は円盤ケズリ出し、内面は回転ナデ調整で

後にヘラミガキ調整。底部外面を除き全体に淡
く灰白色を呈する緑紬を施す。

底部か ら体部約

1/2の 破片。

底部外面に
「井」墨 書。

一

京近郊産。

7.5Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部は円盤ケズリ出し、体部外面の稜は上下を約1/2が 残る。
色 。 断面方形の輪高台で、体 回転 ヘラケズ リする ことで作 り出す。 口縁部か 底部外面に

466

3区

D42ER

池1

13.0

4.7

緻密、微砂 を

やや含む。

部は緩やかに外上方に立

ち上がる。体部中央で内

側に屈曲して稜をなし、

ら内面にかけては回転ナデ調整。体部内側の屈

曲部は強い回転ナデ。底部内面および体部外面

はヘラミガキ調整。底部外面を除き全体に濃く

「侍」墨書。

京近郊産。

口縁部は外反する。端部 緑紬を施すが、ム ラが多い。
は丸 くおさめる。

467

3区

D42HR

池1

土師器

杯A :

7.5YR6/4に

ぶい榿色。

緻密、やや砂

を多 く含 む。

体部は緩やかに外上方に
立ち上がり、口縁部で屈

曲して外反する。端部は
上方に肥厚する。

体部外面 はオサエ成形、粗いナデ調整。 口縁部

を横方 向にナデつ けて成形 ・調整し、体部内面

屈曲部 を強 く横ナデ して仕上げる。

口縁部破片。

体部外面に

「薬」墨書。

1区 7.5Y7/1灰 白 体部が外上方に緩やかに 内外面とも回転成形、回転ナデ調整。 体部破片。

468
D43

BK・BL

須恵器

鉢 二
色 。

緻 密 。

立ち上がる。 外面 に 「奉

(カ)」墨書。

井戸1

平安時代後期土器(図版33)

7.5YR8/1灰 やや丸みを帯びた平底か 底部外面はオサエ成形、後に粗いナデ調整。底 約1/3の 破片。

552

1区

D43MI

溝101

土師器
小皿

10.0

1.5

白色。

緻密。

ら、 口縁が屈曲 して外反

し、端部は上方に肥厚す

る。

部内面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデで成

形し、端部を上方につまみ上げる。内面の底部
と口縁部の境界は強くオサエて屈曲を強調し、

最後に横ナデ調整して仕上げる。

10YR8/2灰 白 552に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後に粗いナデ調整。底 約1/5の 破片。

553
10.0

1.3

色 。

緻 密 。

部内面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデで成
形し、端部を上方につまみ上げる。内面の底部
と口縁部の境界は横ナデ調整して仕上げる。

1区
7.5YR7/4に

ぶ い榿色～

552に 同 じ。 552に 同 じ。 約2/3の 破片。

554

D43

LC・LD

MC・MD

溝101

9.8

1.6

10YR7/3に

ぶ い黄榿色。

緻密、粗砂を

含む。

10YR7/3に ぶ 552に 同 じ。 552に 同 じ。 約1/3の 破片。

555

1区

D43MI

溝101

10.0

1.5

い黄燈色。

緻密、赤色小

礫 ・砂を少量

含む。

556

1区

D43MI

溝101

10.3

1.5

7.5YR7/1明

褐 灰 色 。

緻 密 。

552に 同 じ。 552に 同 じ。 約1/5の 破片。

10YR8/2灰 白 552に 同 じ。 552に 同 じ。 口縁 の一部を欠

557
10.4

1.7

色。

緻密、砂を少

損す るのみでほ

ぼ完存。

量含む。

1区 2.5Y6/3に ぶ 平坦な底部か ら、口縁部 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内約1/5の 破片。

558

D43

U・LK

MJ・MK

9.2

1.4

い黄色。

緻密。

が内湾気味に立ち上が

り、端部 を丸 くおさめ

る。

面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内

面の底部と口縁部の境界は強くオサエて屈曲を
強調する。

溝101

一235一



土器類(図 版33)

10YR7/3に ぶ やや丸みを帯びた平底か 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継 ほぼ完存。

559

1区

D43MI

溝101

土師器
小皿

9,7

1.6

い黄榿色。

緻密。

ら、 口縁部が内湾気 味に

立ち上が り、端部 を丸 く

お さめる。

目が残る。底部 内面は丁寧なナデ調整。口縁部

は横ナデ調整。内面の底部 と口縁部の境界は強

くナデつけて 口縁部 を2段 の屈曲 とし、ナデ上

げて仕上げる。

1区 10YR8/2灰 白 559に 同 じ。 底部外面はオサエ成形 、後 にナデ調整。底部 内 約1/3の 破片。

560

D43

U・LK
10.0

1.4

色。

緻 密。,

面は丁寧なナデ調整。 口縁部は横ナデ調整。内

面 の底部 と口縁部の境界 は強 くナデつける。

MJ・MK

溝101

10YR7/3に ぶ 559に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継 完存。

561

1区

D43MJ

溝101

9.4

1.7

い黄燈色。

緻密、粗砂 を

含む。

目が残 る。底部内面は丁 寧なナデ調整。 口縁部

は横 ナデ調整。内面の底部 と口縁部の境界は強

くナデつ けて仕上げる。

10YR7/4に ぶ 559に 同 じ 。 底部外面 はオサエ成形、後にナデ調整。底部内 約1/3の 破片。
1区 い黄榿色。 面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内

562
D43

MI・MK

溝101

9,9

1.6
緻密、赤色小

礫 を少量含

む。

面の底部 と口縁部の境界は強くナデつ けて 口縁

部を2段 の屈 曲とす る。

1区
2.5Y8/3淡 黄

色 。

やや丸みを帯びた平底か
ら、口縁部が緩やかに立

底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内

面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内

約2/3の 破片。

563
D43

MI～MK

溝101

10.4

1.8
緻密。 ち上が る。 口縁端部 でや

や外反 し、端部を丸 くお

さめる。

面の底部 と口縁部 の境界は強 くナデつけて口縁

部 を2段 の屈曲とし、口縁端部をやや外へつま

み出す。

7.5Y8/3淡 黄 563に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内 約1/3の 破片。

564

1区

D43MJ

溝101

10.0

1.9

榿色。

緻 密、赤色小

礫 ・砂 を少量

面は丁寧なナデ調整。 口縁部は横ナデ調整。内

面の底部 と口縁部の境界 は強 くナデつけ、口縁

端部 をやや外へつまみ出す。

含 む。

7.5Y8/3淡 黄 563に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継 完存。

榿色。 目が残 る。底部内面は丁寧なナデ調整。 口縁部

565
10.2

1.7
緻密、砂 を少

量含 む。

は横 ナデ調整。内面の底部 と口縁部の境界は強

くナデつけて 口縁部を2段 の屈曲 とし、 口縁端

部 をやや外へつまみ出す。

10YR7/3に ぶ 563に 同 じ。 563に 同 じ。 完存。

566

1区

D43MI

溝101

10,2

1.9

い黄榿色。

緻密、粗砂 を

含む。

7.5Y8/3淡 黄 563に 同 じ。 563に 同 じ。 約2/3の 破片。

567
10.4

2,2

色。

緻密、砂を少

量含む。

1区 7.5YR7/4浅 やや丸みを帯びた平底か 底部から体部外面はオサエ成形、後にナデ調 口縁部から底部

568

D43

Lf・LK

MJ・MK

土師器

大皿

13.4

2,5

黄燈色。

緻密。

ら、体部が緩やかに立 ち

上が る。 日縁部はやや 屈

曲して外反 し、端部 を丸

整。底部内面はナデ調整。 口縁部 か ら体部 内面

は横ナデ調整。口縁部の境界は強 くナデつけて

2段 の屈曲 とし、口縁端部をやや外 へつまみ出

約1/5の 破片。

溝101 くお さめる。 す 。

569

1区

D43MJ

溝101

15.0

2,3

10YR8/1灰 白

色 。 密 、 軟

質。

568に 同 じ。 568に 同 じ。 口縁部か ら底部

約1/6の 破片。

10YR8/2灰 白 平坦な平底部か ら、体部 底部から体部外面はオサエ成形、後にナデ調 口縁部から底部

570

1区

D43MI

溝101

14.5

1.9

色 。緻 密 。 が緩やか に立ち上がる。

口縁部 はやや屈曲 し、端

部を丸 くお さめ る。

整。底部内面はナデ調整。 口縁部か ら体部内面

は横ナデ調整。体部 と口縁部の境界は強 くオサ

エるが、 口縁部の屈曲は弱 い。

約1/6の 破片。

10YR8/2灰 白 570に 同 じ。 570に 同 じ。 口縁部から底部

571

1区

D43MJ

溝101

14.6

2.5

色 。

密 、 やや 軟

質 。

約1/4の 破片。

N4/灰 色。 やや丸みを帯びた平底か 底部外面 はオサエ成形、後 に粗 いナデ調整。底 完存。

572
瓦器
小皿

9,8

2.0

緻密。 ら、 口縁部が緩やか に立

ち上がる。 口縁部でやや

外反 し、端部 を丸 くお さ

部内面 はナデ調整、 口縁部 は横ナデ調整。仕上

げは口縁 内面 に丁寧なヘラミガキ、底部内面は

波状のヘラミガキ を施す。

め る 。

N3/暗 灰色。 やや丸みを帯びた平底か 底部外面 はオサエ成形、後に粗 いナデ調整。底 完存。

573

1区

D43MI

溝101

9.4

2,0

緻密。 ら、 口縁部が緩やか に立

ち上がる。口縁部で外反

し、端部を丸 くおさめ

部内面はナデ調整、口縁部は横ナデ調整で端部
をやや外につまみ出す。仕上げは口縁内外面お
よび底部内面に丁寧なヘラミガキを施す。

る 。

5P3/1暗 紫灰 体部は緩やかに外上方に 底部高台は貼り付け、ナデ調整。体部外面はオ 口縁から高台に

574

1区

D43MJ

溝101

瓦器
椀

14.3

一

色 ～5RP7/1

明 紫 灰 色 。

密 、 軟 質 。

立ち上が り、口縁部 でや

や内側に屈曲させ る。端

部は丸 くおさめる。

サエ成形後に粗いナデ調整。口縁内外面から体

部内面にかけてヘラミガキ調整を施す。

か けて約1/6の

破片。

575

第1次
D53EL

押小路路

土師器
小皿

9.4

1.5

5YR6/4に ぶ

い榿色。

密、やや軟

質、微砂をや

平坦な底部か ら、口縁 が

浅 く外上方に立ち上が

る。 口縁端部は丸 くおさ

め る。

底部は回転ヘラキ リ後に、ナデ調整。 口縁部か

ら内面にかけて 回転成形 ・ナデ調整。底部 内面

と口縁 との境界 は強 い回転ナデで、凹みを作

る。

回転土師器。約

1/4の 破片。

面 や多 く含む。

一236一



遺物観察表

2.5Y7/1灰 白 平坦な底部か ら、 口縁部 底部外面はオサエ成形、後 にナデ調整。底部 内 約1/5の 破片。

576

5区

D43RM

井戸101

土師器

小皿

9.6

1.4

色。

緻密 、砂 ・小

礫 を少量含

が内湾気味 に立ち上が

り、端部はやや上方に肥

厚す る。

面 はナデ調整。口縁部 は横ナデ調整。

む。

7.5YR8/2灰 やや丸みを帯びた平底か 底部から体部外面はオサエ成形、後に粗いナデ 約1/6の 破片。

6区 白色 。 ら、体部が緩やか に立ち 調整。底部内面はナデ調整。 口縁部か ら体部内

577
D43

0E・OF

11.8

2,1

密、砂 ・小礫

を少量含 む。

上がる。口縁部で内側に

屈曲 してやや外反 し、端

面 は横ナデ調整。 口縁部 の境界 は強 くナデつけ

て2段 の弱い屈曲 とし、口縁端部 をやや外へつ

溝102 外面端部がや 部を丸 くお さめ る。 まみ出す。

や赤い。

10YR8/2灰 白 底部から体部が緩やかに 体部外面 はオサエ成形、後 に粗 いナデ調整。口 口縁から体部の

578
土師器

大皿

16.0

　

色。

緻密、赤色礫

を含む。

立ち上がる。 口縁部で内

側に屈曲 してやや外反

し、端部を丸 くおさめ

縁部 から体部内面は横ナデ調 整。 口縁部の境界

は強 くナデつけ、 口縁端部 をやや外へつ まみ出

す。

破片。

る 。

579

4区

D43YF

建物102

土師器
小皿

8.8

1.4

10YR7/3に ぶ

い黄榿色。

緻密、砂を含

む。

底部か ら口縁部 が外反 し

て立ち上が り、端部 を丸

くおさめる。

底部外面 はオサエ成形後にナデ調整。 口縁部内

外面は横 ナデ調整。 口縁外面は強い2段 ナデ

で、口縁端部 をやや外へつまみ出す。

口縁か ら体部 の

破片。

10YR8/2灰 白 平坦な底部か ら、口縁が 底部外面 はオサエ成形、後にナデ調整。底部内 約3/4の 破片。

580

4区

D43XE

建物102

10,0

1.3

色 。

緻 密 。

屈曲 して外反 し、端部 は

上方 に肥厚する。

面は丁 寧なナデ調整。 口縁部は横ナデで成形

し、端部 を上方 につ まみ上げる。内面 の底部 と

口縁部の境界 は強 くオサエて屈曲を強調 し、最

口縁部に灯芯の

痕跡が残る6

後に横ナデ調整 して仕上げる。

10YR8/3浅 黄 やや丸みを帯びた平底か 底部外面はオサエ成形、後に粗いナデ調整。粘 約1/4の 破片。
榿色。 ら、 口縁が屈曲 して外反 土継 目が残 る。底部 内面は丁寧なナデ調整。 口

581

4区

D43XE

建物102

10,0

1.5

外面7.5YR7/
4に ぶ い燈

色。

し、端部は上方に肥厚す

る。

縁部は横ナデで成形 し、端部を上方につまみ上

げる。内面の底部 と口縁部の境界は強 くオサエ

て、最後に横 ナデ調整 して仕上げる。

緻密、粗砂を

含む。

7.5YR8/4浅 平坦な底部か ら、 口縁が 底部は回転 ヘラキリ後 に、ナデ調整。 口縁部か 回転成形土師

582

4区

D43YB

第1面

8.4

1.4

黄榿色。

緻 密、赤色小

礫を多量 に含

浅く外上方 に外反する。

口縁端部 は丸 くおさめ

る。

ら内面にかけて回転成形 ・ナデ調整。底部 内面

と口縁 との境界は強 い回転ナデで、屈曲を強調

す る。

器。約1/6の 破

片。

む。

10YR7/3に ぶ 582に 同 じ。 底部は回転ヘラキ リ後 に、粗 いナデ調整。口縁 回転成形土師

583

4区

D43YE

建物102

8,8

1.4

い黄榿色。

緻密、砂 を含

む。

部から内面にかけて回転成形 ・ナデ調整。底部
内面に成形時の軸轍目および寄りジワが明瞭に

残る。底部内面と口縁との境界は強い回転ナデ

器 。口縁部約

1/4を 欠損す る

がほぼ完存。

で、屈曲 を強調する。

584

4区

亙)43YB

建物103

8,5

1,1

7.5YR6/4に

ぶい榿色。

緻密、赤色小

礫を含 む。

582に 同 じ。 582に 同 じ。 回転土師器。約

3/4の 破片。

585

4区

D43XE

建物102

土師器

杯

14,2

3.6

10YR8/4浅 黄

榿色。

緻密、赤色小

礫を含む。

平坦な底部 から、体部が

緩やかに外 上方 に立ち上

が り、口縁端部 は丸 くお

さめる。

底部 は回転ヘ ラキ リ後に、粗 いナデ調整。 口縁

部か ら内面 にかけて回転 成形 ・ナデ調整。底部

内面 に轄轄 目とともに沈線 が1条 巡 る。

回転成形土師

器。底部完存。

口縁部は約1/3

が残る。

N4/灰 色。 平坦な底部に断面逆台形 高台 は貼 り付け、横ナデ調整。口縁部 も横ナデ 約1/3の 破片。

586 瓦器 14.8
密、やや軟

質。

の高台が付く。体部は内

湾しながら外上方に立ち
調整。体部外面はオサエ成形の後 に粗 いヘ ラミ

ガキ調整。内面は丁寧なヘラミガキ調整か。
椀 5,8 上が り、口縁端部 を丸 く

お さめる。

2.5Y8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 高台は貼 り付 け、横ナデ調整。口縁部 も横ナデ 約1/3の 破片。
色 。 断面逆台形の高台が付 調整。体部外面はオサエ成形、内外面 の調整は

緻密。 く。体部は内湾しなが ら 不 明。

587

4区

D43YB

第1面

15,0

5.5

外上方に立ち上が り、 口

縁部でやや外反し、端部

を丸 くおさめる。口縁端

部内側に1条の沈線が巡
る 。

10YR8/1灰 白 平坦な底部か ら、口縁が 底部外面 はオサエ成形、後に粗いナデ調整。底 一部欠損するだ

588
第1次
D53FL

溝105

土師器

小皿

9.6

1.5

色。

緻密、砂を少

量含む。

屈曲 して外反 し、端部 は

上方 に肥厚する。

部内面はナデ調整。 口縁部は横ナデで成形 し、

端部を上方 につ まみ上げる。内面の底部 と口縁

部の境界 は強 くオサエて屈曲を強調 し、最後 に

けで、ほぼ完

存。

横ナデ調整 して仕上げる。

10YR8/2灰 白 やや丸みを帯びた平底か 底部外面 はオサエ成形、後に粗いナデ調整。粘 一部欠損するだ

色 。 ら、 口縁が屈曲 して外反 土継 目が残 る。底部内面はナデ調整。 口縁部は けで、ほぼ完

589
10.1

1.8
緻密、微砂を

少量含む。

し、端部は上方に肥厚す

る。

横ナデで成形 し、端部を上方につまみ上げる。

内面の底部 と口縁部の境界は強 くオサ エて屈曲

存 。

を強調 し、最後 に横ナデ調整 して仕上げる。

590
第1次
D53EL

溝104

10.4

1.7

7.5YR8/2灰

白色 。

緻 密 。

588に 同 じ。 588に 同 じ。 約1/5の 破片。
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土器類(図 版33)

第1次 5Y5/1灰 色～ 588に 同 じ。 588に 同 じ。 約1/3の 破片。

591

D53

EM・EN

野寺小路

土師器
小皿

9.4

1.8

5Y7/1灰 白

色。

緻 密、微砂 を

川 少量含 む。

592
10.0

1.6

2.5Y8/1灰 白

色 。

緻 密 。

588に 同 じ。 588に 同 じ。 底部は欠損する

が、 口縁は約

2/3が 残 る。

7.5YR8/3浅 589に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後に粗いナデ調整。底 約1/3の 破片。

593
10.2

1.5

黄榿色。

緻密、砂を少

部内面はナデ調整。 口縁部は横ナデで成形 し、

端部を上方 につ まみ上げる。内面 の底部 と口縁

量含む。 部の境界は横ナデ調整して仕上げる。

第1次 10YR7/2に ぶ やや丸みを帯びた平底か 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内 約1/4の 破片。

594
D53FN

野寺小路

9.3

1.9

い黄榿色。

緻密。

ら、 口縁部が内湾気味に

立 ち上が り、端部を丸 く

面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内

面の底部と口縁部の境界は強くナデつけて仕上

川 おさめ る。 げ る。

第1次 10YR8/1灰 白 594に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継 約1/2の 破片 。

595
D53LN

野寺小路

9.8

2.0

色。

緻密、砂 を少

目が残る。底部内面は丁寧なナデ調整。口縁部

は横ナデ調整。内面の底部と口縁部の境界は強

川 量含む。 くナデつけて 口縁部 を2段 の屈曲 とする。

第1次 7.5YR8/3浅 594に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継 完存。

D53 黄榿色。 目が残る。底部内面は丁寧なナデ調整。口縁部

596 EL・EN
9.9
緻 密、赤色小 は横ナデ調整。内面の底部と口縁部の境界は強

野寺小路
1.8
礫 ・砂 を少量 くナデつ けて 口縁部を弱い2段 の屈曲 とし、ナ

川 含 む。 デ上げて仕上げる。

第1次 10YR7/1灰 白 594に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内 約1/4の 破片。

597
D53AM

野寺 小路

10.2

1.7

色。

緻密、砂 を少

面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内
面の底部と口縁部の境界は強くナデつけて口縁

川 量含 む。 部を弱い2段 の屈曲 とする。

第1次
10YR7/2に

ぶい黄 榿色。

594に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。粘土継
目が残る。底部内面は丁寧なナデ調整。口縁部

約1/2の 破片。

口縁 に灯芯の痕

598
D53CM

野寺小路

10.3

1.8
緻密、赤色小

礫 ・砂を少量

は横ナデ調整。内面の底部と口縁部の境界は強
くナデつけて口縁部を2段の屈曲とし、ナデ上

跡が残 る。

川 含む。 げて仕上げる。

2.5Y7/1灰 白 594に 同 じ。 底部外面はオサエ成形、後にナデ調整。底部内底部は欠損する

色 。 面は丁寧なナデ調整。口縁部は横ナデ調整。内 が、口縁は約

599
11.0
緻密、赤色小 面の底部と口縁部の境界は強くナデつけて仕上 2/3が 残 る。

1.8
礫を少量含 げ る 。

む 。

7.5YR7/3に 平坦な底部から、体部が 底部から体部外面はオサエ成形、後にナデ調 約1/3の 破片。

600
土師器
大皿

14.3

2.4

ぶ い燈色。

緻密、砂 を少

量含む。

緩やか に立ち上がる。口

縁部 はやや屈曲 し、端部

を丸 くお さめ る。

整。粘土継目が残 る。底部内面はナデ調整。口

縁部か ら体部 内面 は横ナデ調整。 口縁部は強 く

ナデつけて2段 の屈 曲とし、 口縁端部をやや外
へつ まみ出す。

601
14.4

2.8

7.5YR7/3に

ぶ い燈 色 。

緻 密 。

600に 同 じ。 600に 同 じ。 口縁から底部 に

かけて、約1/5

の破片。

第1次 5YR7/4に ぶ 600に 同 じ。 600に 同 じ。 約1/4の 破片。

602
D53BM

野寺小路

15.6

3.0

い榿色。

緻密、赤色礫

川 や砂 を含む。

第1次 10YR8/1灰 白 600に 同 じ 。 底部から体部外面はオサエ成形、後にナデ調 底部は欠損する
D53JN 15.4 色 。 整。粘土継 目が残る。底部 内面 はナデ調整。 口 が、 口縁部は約

 

603
野寺小路 2,8 緻密、砂 を少 縁部から体部内面は横ナデ調整。口縁部は強く 1/2が 残る。

川 量含 む。 ナデつ けて2段 の屈曲 とし、口縁端部 をやや内

第1次
7.5YR7/2明

褐灰色～

600に 同 じ。 600に 同 じ。 約1/4の 破片。

604
D53CM

野寺小路

15.8

2.5
7.5YR8/2灰

白 色 。
川

緻密。

605
16.4
10YR8/3浅 黄

榿色。

600に 同 じ。 600に 同 じ。 約1/6の 破片。

2,5
緻密。

第1次 10YR7/2に ぶ 平坦な底部から、体部が 底部外面は回転ヘラキリ後に粗いナデ調整。体 回転成形土師

606
D53AM

野寺小路

土師器

杯

14.5

3.8

い黄榿色。

緻密、雲母 片

直線的に外上方へ立ち上
がる。口縁端部を丸くお

部から口縁部は回転成形。底部内面に成形時の
輔轄目と寄りジワが残る。

器。約1/4の 破

片。

川 をやや含む。 さめ る。

5GY8/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面はオサエ成形で、高台は貼り口縁部から体部

色 。 外に踏張った断面逆台形 付け、横 ナデ調整。 口縁部も横ナデ調整。 口縁 約1/5の 破片 と
第1次 外面N3/暗 灰 の高台が付 く。体部 は内 部外面から体部内面は丁寧なヘラミガキ調整。 底部約1/2の 破

607

D53

AM～CM 瓦器

椀

14.6

　

色 。

緻 密 。

湾しながら外上方に立ち
上がり、口縁部でやや外

体部外面にも粗いヘラミガキ調整。底部内面の

見込みには螺旋状ヘラミガキを施す。

片 。

野寺小路 反 し、端部を丸 くおさめ
川 る。 口縁端部内側に1条 の

沈線が巡る。

一238一



遺物観察表

608

第1次

D53HM

野寺小路

白磁
皿

10.6

2,0

7.5Y8/1灰 白

色。

緻 密、黒色微

砂 を少量含

底部 から体部が内湾 しな

が ら浅 く立 ち上が り、端

部を丸 くお さめ る。

底部 は回転ヘ ラケズ リ調 整。体部か ら内面にか

けて回転成形。体部内面 に弱く沈線 を巡 らし、

底部 内面の見込みにはヘラ描 き草花文 を施す。

紬は内面か ら体部上半にかけて厚 く施 し、貫入

口縁部か ら底部

端の破片 。

w類 。

川
む 。 が入 る。紬色は灰 白色を呈する。

第1次 高台 N8/灰 白色。 底部は中央が凹み端部が 底部から体部下半は回転ヘラケズリ調整。底部底部から体部の

609
D53FM

野寺小路

部径

4.4

緻密、黒色微

砂を少量含

低く高台状となる。体部

は浅く内湾気味に外上方

内面と体部の境界に沈線状に段を設け、内面見

込みに花文状のヘラ描きを施す。紬は内面から
約1/2の 破片。

w類 。

川 一 む 。 へ広がる。 体部にか けて施す。紬色は灰白色を呈す る。

610

第1次

D531N

野寺小路

白磁
椀

15.6

…

2.5Y7/1灰 白

色。

緻密、黒色微

砂を少量含

体部は内湾 しなが ら立ち

上が り、口縁端部 は外側

に小さ く肥厚す る。

体部は回転成形。 口縁は折 り曲げて玉縁状 に仕

上げる。化粧土 を有 し、紬は内外面 に薄 く施

す。貫入が認め られ る。紬色は灰白色 を呈す

る。

口縁部か ら体部

の破片。内面 に

擦痕が残る。

H類 。
川

む 。

611

第1次
D53FM

野寺小路

川

16.6

一

10YR7/2に ぶ

い黄燈色。

緻密、細かい

空洞が 目立

610に 同 じ。 体部は回転成形。 口縁は折 り曲げて玉縁状 に仕

上げる。体部内面 には沈線を巡 らす。化粧土 を

有 し、紬 は内外面 に厚 く施す。貫入が認 められ

る。紬色は灰 白色 を呈する。

口縁部か ら体部

の破片。

IV類 。

つ 。

612

第1次

D53JN

野寺小路

16.5

一

10YR8/1灰 白

色。

緻密、黒色の

微砂 を多 く含

610に 同 じ。 体部は回転成形。 口縁は折 り曲げて玉縁状 に仕

上げる。化粧土 を有 し、紬は内外面に厚 く施

す。内面には気泡が認め られる。親色は灰 白色

を呈する。

口縁部か ら体部

の破片。

lV類。

川
む 。

613

第1次

D53KM

野寺小路

高台

部径

6.6

10YR7/1灰 白

色。

緻密、黒色微

砂 を多 く含

底部には断面逆台形の低
い高台が付き、体部は外
上方に緩やかに立ち上が

る。

底部はケズリ出し成形で、回転ヘラケズリは体

部外面下端に及ぶ。内面は回転ナデ調整。化粧
土を有し、紬は内面から体部外面まで厚く施す

が、体部下端および底部には及ばない。紬色は

底部か ら体部約

1/2の 破片。

IV類か。

川 一
む 。 明褐灰色を呈す る。

614

第1次

D53EL溝

104

15.8

一

7.5YR8/1灰

白色。

緻密、黒色砂

をやや含む。

体部 は内湾 しなが ら立 ち

上が り、 口縁部で屈曲し

て外反する。端部は丸 く

お さめ る。

体部外面は粗 い回転 ヘラケズ リ。内面は回転 ナ

デ調整。 口縁部 は強 く回転ナデを施す ことに

よって外反させ る。化粧土 を有 し、紬は内外面

に厚 く施す。粕 色は灰 白色 を呈する。

口縁部か ら体部

約1/6の 破片。

V類 。

615

第1次

D53LN

野寺小路

17.3

一

N8/灰 白色。

緻密、黒色微

砂 を多 く含

む。

614に 同 じ。 体部外面は粗 い回転 ヘラケズ リ。内面は回転 ナ

デ調整。内面 口縁部 より下が った位置に沈線 を

1条 巡 らす。 口縁部 は強 く回転ナデを施す こと

によって外反させる。化粧土 を有 し、軸は明オ

口縁部か ら体部

の破片。

V類 。

川
リーブ灰色を呈 し、内外面 に厚 く施す。

616

第1次

D53DM

野寺小路

高台

部径

6.2

10YR7/1灰 白

色。

緻密 、黒色微

砂 を多 く含

底部 には断面逆台形の、

高 く細 い高台が付 く。

底部はケズ リ出 し成形。化粧土 を有 し、紬 は灰

白色を呈 し、内面に厚 く施す。貫入が認め られ

る。

底部 のみ。

V類 。

川 一

む。

7.5Y6/1灰 底部には断面逆台形の高 底部はケズ リ出 し成形 で、回転ヘ ラケズ リは体 底部 のみ。

第1次 高台 色。 い高台が付き、体部は外 部外面下端に及ぶ。内面は回転ナデ調整。底部 V類 。

617
D53FM

野寺小路

部 径

6.6

やや粗、微砂

を多 く含む。

上方 に緩やかに立ち上が

る。
内面 と体部の境界にヘラで沈線 を巡 らして段を

設 ける。化粧土 を有し、紬 は灰黄色 を呈 し、内

川 一 面から体部外面まで厚く施すが、体部下端には
一部掛かるだけで基本 的には及ばない。

室町時代から江戸時代土器(図版34)

10YR8/2灰 白やや申央の窪む平底か 底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から約1/3の 破片。
3区 色 。 ら、体部が緩やかに外上 内面にかけて横ナデ調整。底部内面と体部の境

618
D42

HS～JS

土師器
へそ皿

6.6

1.7

緻密。 方 に立 ち上がる。 口縁部

は屈 曲して外反 し、端部

界 を強 くナデつける。口縁端部はやや上方へつ

まみ出す。

第1面 を上方へ肥厚させて丸く

おさめる。

619

3区

D43FB

耕作溝

7.0

1.8

7.5YR8/3浅

黄 榿色。

緻密、赤色礫

を少量含む。

中央 の凹んだ底部か ら、

体部 が緩やかに外上方に

立 ち上が る。 口縁端部は

丸 くおさめ る。

底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から
内面にかけて横ナデ調整。

約1/3の 破片。

620

3区

D42HR

第1面

6.6

1.6

2.5Y8/1灰 白

色。

緻密、赤色礫

や小石含む。

619に 同 じ。 底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から

内面にかけて横ナデ調整。底部内面と体部の境
界を強くナデつける。

口縁部約1/4を

欠損。

10YR8/2灰 白 中央 の凹んだ底部か ら、 底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から約1/4の 破片。

3区 色 。 体部が緩やかに外上方に 内面にかけて横ナデ調整。口縁端部はやや上方

621
D42

GU・HU

7.0

1.6

緻密、茶色礫

や砂 を含む。

立 ち上が る。 口縁部は屈

曲して外反 し、端部を上

へつ まみ出す。底部内面 と体部の境界を強 くナ

デつ ける。

耕作溝 方へやや肥厚させて丸く
おさめる。

622

3区

D42

HQ～1{S

耕作溝

6.8

1.7

10YR8/2灰 白

色。

緻 密。

申央 の凹んだ底部か ら、

体部が緩やかに外上方に

立 ち上が る。 口縁部で外

反し、端部は水平気味に

丸 くお さめ る。

底部から体部外面はオサエ成形。体部外面に成

形時の寄りジワが残る。口縁外面から内面にか
けて横ナデ調整。口縁端部はやや外へつまみ出

す。

完存 。
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土器類(図 版34)

3区 10YR8/3浅 621に 同 じ。 底部から体部外面はオサエ成形。体部外面に成 完存。

623

D42

CR・CS

DR・DS

土師器
へそ皿

6.4

1.7

黄榿色。

緻 密、赤 色礫

や砂 を含 む。

形時の寄りジワが残る。口縁外面から内面にか

けて横ナデ調整。口縁端部はやや上方へつまみ

出す。底部内面と体部の境界を強くナデつけ

第1面 る 。

3区 2.5Y8/1灰 白 621に 同 じ。 底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から 約2/3の 破片 。

624
D42

HS・IS

7.0

1.8

色。

緻密、赤色礫

内面にかけて横ナデ調整。底部内面と体部の境
界を強くナデつける。口縁端部はやや上方へつ

耕作溝 や砂を含 む。 まみ出す。

10YR8/2灰 中央 の凹んだ底部か ら、 624に 同 じ 。 約2/3の 破片。

3区 白色 。 体部が緩やかに外上方に

625
D42

DV　 ～FV

6.2

2.0

緻密、5㎜ 角

の小石含む。

立ち上がる。 口縁部は屈

曲 し、端部 を上方へやや

耕作溝 肥厚させて丸くおさめ
る 。

3区 10YR8/2灰 621に 同 じ。 623に 同 じ。 完存。

626
D42

HS～LS

6.8

1.8

白色。

緻密 、赤色礫

耕作溝 や砂 を含む。

10YR8/2灰 619に 同 じ。 底部から体部外面はオサエ成形。口縁外面から約1/2の 破片。
4区

白色。 内面にかけて横ナデ調整か。

627
D43

WE～WJ

耕作溝

6.4

1.7
緻 密、赤色礫

や粗砂 を含

む。

4区 2.5Y8/2灰 白 621に 同 じ。 623に 同 じ。 完存。

628
D43

UE・UF

6.8

1.9

色 。

緻 密 。

耕作溝

4区 2.5Y8/1灰 白 621に 同 じ。 627に 同 じ。 約1/2の 破片。

629
D43

VE～VJ

6.8

2.0

色。

緻密、粗砂を

耕作溝 含む。

4区 10YR8/2灰 621に 同 じ。 623に 同じ。ナデ上 げた痕跡が残る。 約1/3の 破片。

630
D42

VU～VX

6.5

1.6

白色。

緻密、赤色礫

耕作溝 や砂を含む。

2.5Y8/1灰 白 中央の凹んだ底部か ら、 620に 同 じ。 約2/3の 破片。
4区

色 。 体部が緩やかに外上方に

631
D43 6.6

緻密、茶色礫 立ち上がる。 口縁部は屈
VF・WF

耕作溝

1.8
や砂 を含む。 曲 して外反し、端部 を丸

くおさめる。

632

4区

D4、3UJ

耕作溝

7.2

1.7

10YR8/2灰

白色。

緻密、赤色礫

や砂 を含む。

621に 同 じ。 627に 同 じ。 約1/3の 破片。

4区 7.5YR8/3浅 621に 同 じ。 623に 同 じ。ナデ上げた痕跡が残 る。 約1/4の 破片。

633
D52

DU・EU

7.2

2,1

黄榿色。

緻密 、砂 を含

第1面 む。

2.5Y8/1灰 白 中央の凹んだ底部 から、 627に 同 じ。 口縁部約1/4の
4区

色。 体部が緩やかに外上方に 破片。

634
D43

VE～VJ

耕作溝

6.8

1.5
緻 密、砂 を含

む。

立ち上がる。 口縁端部 は

上方へやや肥厚させ て丸

くお さめる。

7.5YR7/3に 底部から体部が緩やかに 体部内外面は横ナデ調整。底部内面と体部の境 赤 系土器。

635

4区

D42

VU～VX

耕作溝

土師器

皿

7.8

(1.6)

ぶい榿色。

緻密、赤色礫

や5㎜ 角の小

石含 む。

外上方 に立ち上が り、端

部 を丸 くお さめる。

界 を強 くナデつけ、最後にナデ上げる。 口縁部約1/6の

破片。

10YR8/2灰 平坦な底部か ら、屈曲 し 底部から体部外面はオサエ成形後、粗いナデ調 赤系土器。
3区

白色～ ながら外上方に体部が立 整。口縁外面から内面にかけて横ナデ調整。底 口縁部から底部

636

D42

DT～GT

DU～GU

耕作溝

9.8

1.9

10YR7/2に

ぶい黄燈色。

緻密、赤色礫

や砂を含む。

ち上が り、 口縁端部を丸

くお さめ る。

部内面と体部の境界を強くナデつける。 にかけて約1/6

の破片。

3区 10YR8/3浅 636に 同 じ。 底部から体部外面はオサエ成形後、粗いナデ調 赤系土器。

637
D42

GH・ST

9.9

1.8

黄榿色。

緻密、赤色礫

整。口縁外面から内面にかけて横ナデ調整。底

部内面と体部の境界を強くナデつけ、最後にナ

約1/3の 破片。

第1面 や砂 を含む。 デ上げる。

6区 5YR7/6榿 平坦 な底部か ら、 口縁が 底部内外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口 赤系土器。

D43 色 。 外上方 に外反す る。 口縁 縁部は横ナデ調整。底部内面と口縁部の境界を 約2/3の 破片。

638 QE・QF

溝102

12.0

1.4
密、やや軟

質、赤色礫を

端部は丸 くお さめ る。 強くナデつ け、段 を設 ける。

上層 含む。
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遺物観察表

10YR7/3に 底部から外反しながら外 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 赤系土器。
3区 ぶ い黄燈色。 上方に体部が立ち上が 外面から内面にかけて横ナデ調整。口縁端部は 口縁から体部約

639
D42

GH・ST

土師器

皿

11.2

1.9
緻密、赤色礫

や砂 を含む。

り、口縁端部 は上方へや

や肥 厚させ て丸 くお さめ

やや上方へつまみ 出す。底部内面 と体部の境界

を強 くナデつける。

1/6の 破片。

第1面 る 。

4区 10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

640
1)43

VE～VJ

土師器

大皿

12,8

(2.2)

白色。

緻 密、粗砂 を

立ち上がり、口縁端部は
上方へやや肥厚させて丸

外面か ら内面にかけて横 ナデ調整。 口縁端部は

やや上方へつまみ出す。

1/6の 破 片 。

耕作溝 含 む。 くおさめる。

6区 10YR8/3浅 体部は外反気味に外上方 640に 同 じ。 口縁から体部約

D43 黄榿色。 に立ち上が り、 口縁端部 1/6の 破 片 。

641 NH～PH

NI～PI

14.2

(2.8)
緻密。 は上方へやや肥厚 させて

丸 くお さめる。

耕作溝

4区 10YR8/2灰 体部は外反気味に外上方 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

642
D53

BF～BH

14.2

(2.2)

白色。

緻密、赤色礫

に立 ち上が り、 口縁端部

は丸 くお さめる。

外面から内面にかけて横ナデ調整。 1/6の 破 片 。

耕作溝 や砂を含む。

4区 7.5YR8/4浅 平坦 な底部か ら、体部 は 体部外面はオサエ成形後にナデ調整。口縁外面 口縁から底部約

643
D43・53

VF～CF

14.2

2.1

黄榿色。

緻密、赤色礫

外反気味に外上方に立ち
上がり、口縁端部は丸く

か ら内面にかけて横 ナデ調整。 1/5の 破片。

耕作溝 や砂 を含む。 おさめる。

4区 10YR8/3浅 体部は外反気味に外上方 643に 同 じ。 口縁から体部約

644
D43

VF～YF

15.4

2.1

黄燈色。

緻 密、茶色礫

に立ち上が り、 口縁端部

は丸 くお さめる。

1/6の 破 片 。

耕作溝 や砂 を含 む。

4区
10YR8/2灰

白色。

体部は緩やかに外上方に
立ち上がり、口縁部はや

640に 同 じ。 口縁か ら体部約

1/6の 破片。

645
D43

VE～VI

耕作溝

15.0

一 緻密、茶色や

砂を含 む。

や外反す る。端部は上方
へやや肥厚 させて丸 くお

さめる。

10YR8/2灰 やや丸みを帯びた底部か 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁から底部約

2区 白色 。 ら、体部 は緩やか に外上 整。口縁外面か ら内面 にかけて横ナデ調整。口 1/6の 破 片 。

646
D42

AQ・BQ

10.4

2,5

緻密。 方 に立 ち上が り、 口縁部

はやや 外反す る。端部は

縁端部 はやや上方へつ まみ出す。

耕作溝 上方へやや肥厚させて丸

くおさめる。

3区 10YR8/2灰 底部から体部は緩やかに 底部から体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調 口縁から底部約

647
D42

1u～KU

11.0

2.5

白色。

緻 密。

外上方に立ち上が り、口

縁部は外反する。端部 は

整。 口縁外面か ら内面 にか けて横 ナデ調整。底

部内面 と体部の境界を強 くナデつける。

1/6の 破 片 。

耕作溝 丸 くおさめる。

10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 640に 同 じ。 口縁から体部約
4区

白 色 。 立ち上が り、 口縁部はや 1/6の 破片。

648
D43

WE～WF

耕作溝

11.3

(2.7)
緻密、茶色 の

礫を含 む。

や外反する。端部は上方
へやや肥厚 させて丸 くお

さめる。

10YR8/2灰 やや丸みを帯びた底部か 646に 同 じ。 約1/4の 破片。

4区 白色 。 ら、体部 は緩やか に外上

649
D43

UE・UF

10,9

2,7

緻密。 方 に立 ち上が り、 口縁部

はやや外反す る。端部は

耕作溝 上方へやや肥厚させて丸

くおさめる。

4区 10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約

D43 12.7 白色 。 立ち上が り、口縁端部 は 外面から内面にかけて横ナデ調整。口縁端部は 1/8の 破 片 。
650
YE　～YI (3.5) 緻密、砂 を含 丸 くおさめる。 やや上方へつまみ出す。

耕作溝 む。

4区 10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。体部 口縁から体部約

651
D43

VE～VJ

12.8

(3.0)

白色 。

緻 密。

立ち上が り、 口縁端部は

上方へやや肥厚させて丸

外面に成形時の寄りジワが残る。口縁外面から

内面にかけて横ナデ調整。口縁端部はやや上方

1/8の 破 片 。

耕作溝 くおさめる。 へつ まみ出す。

10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約
4区

白 色。 立ち上が り、 口縁部は外 外面から内面にかけて横ナデ調整。口縁端部は 1/8の 破 片 。

652
D43

vl・VJ

耕作溝

14.5

(3.2)
緻密、砂粒含

む。

反す る。端部は上方へや

や肥厚 させて丸 くおさめ

る。

やや上方へつ まみ出す。

10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約
7区

白色 。 立 ち上が り、 日縁部は外 外面から内面にかけて横ナデ調整。口縁端部は 1/6の 破片 。

653
D42・43

QU～QA

耕作溝

16.4

一
緻密。 反す る。端部 は上方へや

や肥厚 させて丸 くお さめ

る。

やや上方へつ まみ出す。

10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 体部外面はオサエ成形後に粗いナデ調整。口縁 口縁から体部約
3区

白色 。 立ち上が り、口縁部 は外 外面から内面にかけて横ナデ調整。口縁端部は 1/4の 破片。

654
D42

NS・NT

第1面

16,2

(4.3)
緻密、赤礫を

少量含む。

反する。端部 は上方へや

や肥厚 させて丸 くお さめ

る。

やや上方へ つまみ 出す。
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土器類(図 版34)

655

4区

西半

第1面

施粕陶器
椀

14.7

一

10YR7/2に

ぶ い黄榿色。

緻密。

体部は内湾 して外 上方 に

立ち上が り、口縁端部 は

丸 くおさめる。

体部外面下端は回転 ヘラケズリ。体部上半か ら

内面にかけては回転 成形。 内面か ら体部上半 に

か けて貫入が認め られる。オリーブ黄色 を呈す

る厚 い紬を施す。

瀬戸茶椀。 口縁

か ら体部約1/3

の破片。

3区 高台 5Y7/1灰 白 平坦な底部に断面三角形 高台は貼 り付け、回転ナデ調整。底部外面 に回 底部約1/6の 破

656
D42

GQ・GR

陶器

椀

部 径

5.7

色。

緻 密 。

の高台が付く。体部は緩

やかに外上方に立ち上が

転糸キ リ痕跡が残る。体部外面か ら内面 にか け

て回転成形 ・ナデ調整。内面にヘラでオロシ目

片。

美濃産。

耕作溝 一 る 。 が施 され る。

5Y8/1灰 白 底部に断面逆台形の低い 底部はケズリ出し高台。高台端面に回転糸キリ国産 天目茶椀。
色 。 高台が付く。体部は緩や 痕跡が残る。体部外面から内面にかけて回転ナ底部完存破片と

657

3区

D42DR

第1面

施紬陶器
椀

11.4

(7.0)

緻密。 かに外上方 に立ち上が

り、口縁部で外反 しなが

ら直立す る。 口縁端部は

デ成形。体部外面下端か ら底部を除いて、厚 く

褐色の紬 を施す。

口縁部か ら体部

の破片。

丸 くお さめる。

3区 N7/灰 白色。 体部は緩やかに外上方に 回転成形。内外面 に厚 く灰 白色の紬を施すが、 口縁部から体部

658
D42

DQ・EQ

白磁
皿

10.0

一

緻密。 立ち上が り、口縁部でや

や外 反す る。

口縁端部が口禿 となる。 の小破片。

IX類 。

耕作溝

3区 底部 7.5Y8/1灰 白 やや中央が凹んだ平底か 回転成形。底部内面と体部の境界に沈線が巡 底部約1/5の 破

659 D42LS 径6.0 色 。 緻 密 。 ら、体部 が緩 やかに外上 る。紬は底部内外面に厚 く施す。紬色は灰 白色 片 。

耕作溝 　 方に立ち上がる。 を呈する。 IX類 。

660

3区

東半
12.0
N9/白 色。

緻密。

体部は緩やかに外上方に
立ち上がり、口縁部で外

回転成形。内外面に厚 く明緑灰色 の融 を施す

が、 口縁端部が 口禿となる。

日縁部か ら体部

の小破片。

第1面
一

反する。 IX類 。

661

3区

D42

1T～　KT

耕作溝

青磁

椀

13.0

一

N8/～

2.5GY8/1灰

白 色 。

緻 密 。

体部は緩やかに外上方 に

立 ち上が り、 口縁端部を

厚 く丸 くお さめる。

体部外面に簡略 した連弁文 を、内面 に片刀の草

花文 を入れ る。内外面に厚 く明オ リー ブ灰色 を

呈す る紬 を施 し、 口縁か らの紬垂 れが認 め られ

る。

口縁か ら体部約

1/8の 破片。

N8/灰 白色。 体部は内湾しながら外上 口縁外面に雷文状の装飾帯を持ち、体部外面に 口縁から体部約

緻密。 方 に立 ち上が り、 口縁端 片刀の文様(連 弁文か)を 刻む。内外面に貫入 1/8の 破片。

662
14.0

部 を丸 くお さめる。 が認められるオリーブ灰色を呈する厚い紬を施
一

す 。

663

3区

D42JS

第1面

高台

部 径

5,2

N7.5/灰 白

色 。

緻 密 。

底部に断面方形で面取り
した高い高台が付く。体

部は内湾しながら外上方
に立ち上がる。

底部はケズリ出し高台。体部外面から内面にか

けて回転成形。体部外面に片刀で六輪花を表現
する。内面見込みは不明瞭ながら円形の草花印

文。底部外面を除いて高台までオリーブ灰色を

底部か ら体部約

3/4の 破片。

一
呈する紬を厚 く施す。

3区 N8/灰 白色。 体部は内湾しながら外上 回転成形。紬は明オ リー ブ灰色 を呈 し、内外面 口縁から体部約

664

D42

1T・JT
15.0
緻密。 方に立ち上が り、口縁部

で強 く外反する。端部 は

に厚 く施 し、 口縁か らの紬垂れが認め られ る。 1/6の 破片。

・KT
一

丸 くおさめる。

耕作溝

3区 高台 7.5Y8/1～ 底部に断面方形で面取り 底部はケズリ出し高台。体部外面から内面にか 底部約2/3の 破

665
D42

KV　 ・LV

部 径

6.0

N8/灰 白色。

緻 密。

した高い高台が付 く。 けて回転成形。内面見込みは不明瞭ながら円形
の草花印文。紬は明緑灰色を呈し、底部外面を

片 。

耕作溝 一 除 いて高台まで厚 く施 紬する。

3区
N8/灰 白色。

緻密。

体部は内湾しながら外上

方に立ち上がり、口縁部

回転成形。内外面に灰オ リーブ色を呈す る紬 を

厚 く施す。貫入がやや認め られる。

口縁部 の小破

片。

666
D42

HT～ 　JT

耕作溝

14.6

一
で外反する。端部は丸 く

お さめ る。

龍 泉窯系。

667

3区

D42ES

第1面

15.0

一

N6/灰 色。

緻密。

体部 は内湾 しなが ら外上

方 に立ち上が り、 口縁部

で強 く外反す る。端部は

丸 くお さめ る。

回転成形。内外面 にオ リーブ灰色を呈す る紬 を

施す。貫入がやや認め られる。

口縁部 か ら体部

約1/8の 破片。

龍泉窯系。

668

3区

D42BP

第1面

高台

部径

篁

N7/灰 白色。

緻密。

底部に断面方形で面取り
した高台が付く。体部下

端は浅く外上方に広が
る。

底部はケズリ出し高台。体部外面から内面にか
けて回転成形。底部内面と体部の境界に沈線を

巡らす。内面見込みは草花印文。糟はオリーブ

灰色を呈し、底部外面を除いて高台まで厚く施

底部か ら体部約

3/4の 破片。

龍泉窯系。

669

3区

D42

Fr・ST

第1面

高台

部径

竺

7.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

底部に断面方形で面取り
した高台が付く。体部は

内湾気味に外上方に立ち
上がる。

底部はケズリ出し高台。体部外面から内面にか
けて回転成形。底部内面と体部の境界に回転ケ
ズリで段を設ける。内面見込みは方形の印文。

紬は灰オリーブ色を呈し、底部外面を除いて高

台まで厚く施紬する。

底部か ら体部約

3/4の 破片。

龍泉窯系。

4区 10YR8/2灰 体部は緩やかに外上方に 回転成形。体部内面に連弁文が退化した放射状 口縁部から体部

670
D53

BB・BC

青磁
鉢

20.〇

一

白色 。

緻 密 。

立ち上が り、口縁部 で外

に屈曲 して受け口状 に端

文を施す。内外面に貫入が認め られ る灰オ リー

ブ色を呈する粕を厚 く施す。

の小破片。

龍泉窯系。

撹乱 部が上方 に立 ち上 がる。

671

3区

D42

FQ～FS

耕作溝

施紬陶器
椀

高台

部径

竺

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

底部に低く太い高台が付

く。体部は緩やかに外上

方に立ち上がる。

底部はケズリ出し高台。回転ヘラケズリは体部

下端まで及ぶ。体部外面から内面にかけて回転

ナデ成形か。体部外面下端から底部を除いて厚
く黒色の紬を施すが、一部高台まで紬垂れして
いる。

底部完存、体部

下半約1/3の 破

片。

輪入天 目茶椀。
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遺物観察表

平安時代中期輸入陶磁器(図43・ 図版76)

436

4区

D43・53

X～B・

E～1

第1面

青磁
椀

高台
部径

竺

10Y6/1灰

色 。

緻 密 。

内面見込みに花文 を施す

青磁椀。底部は蛇の 目高

台で、体部 は外上方 に直

線 気味に立 ち上が る。

底部 はケズリ出 しで成形 し、体部は回転ナデ調

整。紬 はオ リー ブ灰色 を呈 し、内面か ら底部外

面まで全面 に厚 く施 し、高台面の紬を削 り取

る。

底部の破片。高

台外端部に目跡

が付 く。

越州窯系。

椀1-1類 。

10YR7/4に 底部は蛇の目高 台で、体 底部はケズ リ出 し成形。体部 は回転成形 ・ナデ 底部から体部約

437

第1次

D531N

野寺小路

高台

部径

7.4

ぶ い黄榿色。

緻密。

部は外上方 に緩 やかに立

ち上がる。

調整。紬はにぶい黄色を呈 し、内面か ら体部外

面上半部 まで施される。

1/2の 破片。底

部 内面 に目跡が

付 く。

越州窯系。川 一

椀H-2類 。

7.5Y7/1灰 白 底部に面取りした方形の 底部 はケズ リ出しで成形。体部か ら内面は回転 底部から体部下

色 。 高台が付 く。体部は内湾 ナデで仕上 げる。 口縁端部に切 り込みを入れ、 半の破片 と口縁

第1次 緻密。 ぎみに外上方へ緩やかに 体部にも外面から縦の稜線を入れて輪花を表現 の破片。

438

D53

KM・LM

野寺小路

白磁
輪花椀

19.5

(8.0)

立 ち上 がり、 口縁部でや

や外反す る。 口縁端部は

丸 くおさめる。切 り込み

する。紬 は灰 白色 を呈 し、内面か ら体部外面お

よび高台側面 まで厚 く施 され る。

邪窯 ・定窯系。

椀 ト2b類 。

川 を施して五輪花椀とす
る 。

10R6/1赤 灰 大きな球状の体部を呈 回転成形で、体部内面 には輔輔 目が細か く残 体部および口縁

439

4区

D52

CU・CV

DU・DV

褐紬
大型壷

15.2

一

色。

緻 密、白砂 を

含 む。

し、頚部に向かって窄 ま

る。 口縁は短 く立ち上が

り、端部は外側につまみ

出して端面に凹みを作

る。紬はオ リーブ色を呈 し、内外面全体 に厚 く

施 してお り、内面は軸輔 目のため縞状 の文様 を

呈す る。

部の破片。輸入

陶器。

井戸2他
る 。

5Y6/1灰 色 。 底部から体部にかけて屈 屈曲部から下は回転ヘラケズリ成形後に回転ナ 口縁部から体部

730

第1次

D53HM

耕作溝

青磁
合子 :

緻密。 曲し、外上方 に立 ち上が
る。受け口部か ら口縁が

直立し、端部 は丸 くお さ

デ調整、体部上半か ら口縁 にかけて回転成形 ・

調整。厚い紬 を内外面 に施すが、受け 口外面に
は施紬 しない。紬 は灰 オリー ブ色。

の破片。

越州窯系。

め る 。

731

4区

D43YC
青磁
坐

一
5Y6/1灰 色 。

緻 密 。

内湾 して立 ち上が る体

部。

回転成形、回転 ナデ調整。紬 は内外面 に施す。

融は灰オ リーブ色。

体部破片。

越州窯系。
璽 一

耕作溝

3区 5Y7/1灰 白 体部は緩やかに外上方に 回転成形で、内面に軸輔成形痕 跡が残 る。厚 い 体部破片。

740
D42

JM～JR
褐紬
壺 :

色 。

緻 密 。

立ち上がる。 褐勅 を外面 に施 し紬垂れするが、下端 は青磁融

を施 してい る。紬は暗褐色で、下端部 は灰 オ

長沙銅官窯系。

耕作溝
リー ブ色 。

第1次 一

5Y7/1灰 白

色 。

平坦な底部 に断面台形の

低い高台が取 り付き、体

底部 はケズ リ出し成形で、高台端部を面 取 りす
る。体部か ら内面は回転ナデで、内面には擁轄

底部破片。

長沙銅官窯系。
741 D53JM 一 緻密。 部は高台から外湾ぎみに 成形痕跡が残る。施粕は外面下端と底部外面に
包含層 外上方 に立 ち上が る。 青磁紬 を薄 く施 して いる。勅は下端部で淡い浅

仲 行

転用硯(図44)

469

3区

D4,2CT

池1

須恵器
蓋

13.0

1.6

5PB5/1青 灰

色 。

緻 密。

平坦な天井部 から体部が

外下方に広がる。口縁部

は水平で、端部を下方 に

屈曲 させてカエ リとす

る。

天井部は回転ヘラケズリ後 にナデ調整。体部か

ら口縁部は回転成形 ・ナデ調整。

口縁か ら底部ま

での小破片。杯

蓋 を硯に転用

し、内面に激 し

い擦痕が残る。

470

4区

D52

DU・DV

井戸2

須恵器
杯

底部

径67
一

10YR6/1褐

灰 色 。

緻 密 。

平坦な底部か ら体部が外

上方 に立ち上がる。

底部は回転ヘ ラケズ リ後にナデ調整。体部か ら

口縁部は回転成形 ・ナデ調整。

底部か ら体部下

半 の破片。杯身

を硯 に転用 し、

墨 も残 る。

471

1区

D43BK

井戸1

灰紬陶器
皿

高台
部径

響

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

やや丸み を帯びた底部

に、三 日月高台が付 く。

底部か ら体部外面は回転ヘ ラケズ リ後に、高台

を貼 り付 け、回転ナデ調整。内面は体部に厚 く

オ リーブ灰色 を呈する紬が掛か り、底部も刷 毛

によって粗 く塗掛 けす る。

底部 の破片。高

台を堤 として底

部外面 を硯 に転

用す る。

472

3区

D421S

池1

13,8

2.7

10Y8/1～

N8/灰 白色 。

緻 密 。

やや丸 みを帯びた底部

に、短い三 日月形の高台

が付 く。体部 は緩やか に

外上方へ立 ち上が り、口

縁部で外反す る。 口縁端

部は丸 くおさめる。

底部外面 は回転ヘ ラケズ リ後 に、高台を貼 り付

け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ナデ調

整。紬は灰オ リー ブ色 を呈 し、体部内外面に塗

掛けする。

底部1/2、 口縁

部約1/4の 破

片。皿を硯に転

用 し、底部内面

に激 しい擦痕と

墨が残る。

473

5区

D43

QL・QM
RL・RM

野寺小路

川

高台
部径

竺

10Y7/1灰 白

色 。

緻 密。

平坦な底部に、外 に踏

張 った高い高台が付 く。

体部は緩やかに立ち上が

る。

底部外面は回転ヘラケズ リ後 に、高台 を貼 り付

け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・ナデ調

整。

底部約1/4の 破

片。皿 を硯に転

用 し、底部内面
に墨痕 と共に金

粉が残 る。

474

3区

D42FR

池1

灰紬陶器
椀

高台
部径

響

2.5Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

平坦な底部 に、高い三 日

月高台が付 く。体部は緩

やか に立ち上が る。

底部外面は回転ヘ ラケズ リ後に、高台 を貼 り付

け、回転ナデ調整。体部は回転成形 ・ナデ調

整。紬 は灰黄色 を呈 し、体部内外面に薄く塗掛

けす る。

底部か ら体部約

1/2の 破片。椀

を硯 に転用 し、

底部 内面 に擦痕

と墨 が残 る。
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土器類(図 版46)

第5次 調査池4出 土土器(図46)

10YR7/3に やや丸みを帯びた平底に 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。内面は丁 口縁部を若干欠

475
1区

D53TI

土師器
皿

12.7

1.4

ぶい黄榿 色。

緻密。

屈曲した口縁が立ち上が
る。口縁端部の内側は上

寧なナデ調整。 口縁部は横方向のナデ調整 。 損するが、ほぼ

完存。

方 に肥厚す る。

2区 10YR8/2灰 やや丸みを帯びた平底に 底部外面はオサエ成形で、特に端部のオサエを 約1/4の 破片。

476
D53

SF～UF

14.3

1.7

白色 。・

密 、 や や 軟

屈曲した口縁が立 ち上が

る。口縁端部 の内側 は肥

強調する。内面は丁寧なナデ調整。口縁部から

内面端部にかけては横方向のナデ調整。
SG～UG 質 。 厚する。

2.5Y8/2灰 白 丸みを帯びた底部に屈曲 底部外面はオサエ成形後にナデ調整。内面は丁 約1/4の 破片。

477
2区

D53TG

14.7

1.6

色 ～

7.5YR7/6燈

色 。

した口縁が立 ち上 がる。

口縁端部の内側 は肥厚す

る。

寧なナデ調整。口縁部から内面端部にかけては

横方向のナデ調整。

密 、 軟 質 。

10YR7/2に 底部は平底で、体部は緩 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 約1/4の 破片。

478
2区

D53TF

14.2

2.0

ぶ い黄榿色。

緻密。

やかに外上方へ開 く。口

縁部は屈曲 し、端 部内側

の肥厚はやや弱い。

粗いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口

縁部を横方向にナデて成形・調整し、後に体部
内面の横ナデ調整を施すと共に、底部から体部
の境界 を強 く押 さえる。

7.5YR8/4浅 底部は平底で、体部は屈 底部から体部にかけて外面はオサエ成形後に、 ほぼ3/4が 残

黄榿色。 曲気味に外上方へ開 く。 粗いナデ調整。体部外面に指側部の圧痕と粘土 る 。

479
1区

D53TI

土師器

杯A

14.0

2.2

緻密。 口縁部 も屈曲 し、端部内

側 を肥厚 させ る。

継 冒が残 る。底部内面は丁寧なナデ調整 。口縁

部 を横方向 にナデて成形 ・調整 し、後 に体部 内

面の横ナデ調整を施すと共に、底部から体部の
境界 を強 く押 さえ る。

10YR7/3に 丸み を帯び た底部か ら、 底部から体部にかけて外面はオサ工成形後に、 約1/3の 破片。

480
2区

D53TF

13.9

2.2

ぶい黄榿色。

密、軟質。

体部は緩やかに外上方へ
開く。口縁部は屈曲し、

端部内側の肥厚はやや弱

粗 いナデ調整。底部内面は丁寧なナデ調整。口

縁部 を横方 向にナデて成形 ・調整 し、後に体部

内面 の横ナデ調整 を施す。
い 。

10YR7/4に 丸 みを帯 びた底部か ら、 底部から体部にかけて外面はオサ工成形後に、 約1/4の 破片。

481
2区

D53UG

13,8

2.8

ぶい黄燈色。

緻密。

体部 は緩 やかに外上方へ

開 く。 口縁部 は屈曲 し、

ナデ調整。底部内面は板状工具による成形の
後、丁寧なナデ調整。口縁部を横方向にナデて

端部内側 を肥厚 させ る。 成形 ・調整 し、後 に体部 内面の横ナデ調整を施

10YR8/3浅 底部は平底で、断面台形 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。体部 約3/4が 残 る。

黄榿色。 の低くひしゃげた高台が には螺旋状の粘土継目が残る。高台は貼り付

482
1区

D53TI

土師器

杯B

16.9

3,3

密、やや軟

質。

付 く。体 部は緩やか に外

上方へ開 く。口縁部 は屈

け、横ナデ調整。底部 内面は板状工具で成形後

に丁寧なナデ調整。口縁部 を横 にナデて成形 ・

曲 し、端部は内側に肥厚 調整 し、後 に体部内面 を横ナデ調整、体部 と底

す る 。 部の境界は強 く押さえる。

7.5YR8/3浅 底部はやや丸みを帯びた 底部から体部にかけて外面はオサエ成形。高台 約1/3の 破片。

黄榿色。 平底で、低い高台がかす は少量の粘土を貼 り付けるだけで、ほとん ど残

483
20,0

3.7

密 、軟 質 。 か に表現される。体部 は

緩やかに外上方へ開 く。

らな い。底部内面は丁寧 なナデ調整。 口縁部 を

横 にナデて成形 ・調整 し、後 に体部 内面 を横ナ

口縁部は屈曲 し、端部 は デ調整、体部 と底部の境界は強 く押 さえる。

内側 に肥厚する。

10Y7/1灰 白 やや丸みを帯びた底部に 底部から体部外面は回転ヘラケズリ後に、高台 約1/3の 破片。
色 。 やや内湾した三日月高台 を貼 り付け、回転ナデ調整。体部 は回転成形 ・重ね焼きの痕跡

緻密。 が付 く。体部は浅 く緩や ナ デ調整、 口縁部はやや強 くナデ調整す る。紬 が内面と高台端

484
2区

D53TG

厩 宙陶器
皿

14.2

3.2
かに外上方へ立ち上が

り、口縁部でやや外反す

はオリー ブ灰色 を呈 し、外面は薄 く紬が掛 かる

が 、一方か らの火力によって 口縁か らの紬垂れ

部 に残 る。

る。 口縁端部は丸 くおさ が認められる。内面は底部を残して厚く紬が掛

め る。 か る。

7.5Y8/2灰 白 底部は断面方形の輪高台 底部は回転ヘラケズリ調整後に、高台を貼り付 約1/3の 破片。
色 。 で、体部 は内湾 しなが ら け、回転ナデ調整。体部外面か ら内面にかけて 尾張産 。

485
緑紬陶器

椀

14.0

4,7

密、やや軟

質。

外上方 に立 ち上が り、 口

縁部 はやや外反 して丸 く

回転成形 ・調整。紬は灰オ リーブ色を呈し、内

外 面全体 に淡 く施すが、ム ラが強 く残る。

おさめる。 口縁端部外面

に1条 の沈線 を巡 らす。

486
2区

D53TF

緑紬陶器
陰刻花文

椀

高台

部径

7,8

10Y7/1灰 白

色 。

緻 密 。

底部内面に陰刻花文を持
つ椀。底部は断面方形の

輪高台で、体部は内湾し
ながら外上方に立ち上が

底部 は回転ヘ ラケズリ調整後に、高台を貼 り付

け、回転 ナデ調整。紬 はオ リーブ灰色を呈す

る。

底部か ら体部約

1/4の 破片。

尾張産。

一
る 。

2.5GY8/1灰 耳付きの緑紬短頸壺。肩 体部か ら口縁部 は回転成形 ・ナデ調整。肩部に 口縁部から肩部

487 緑紬陶器
短頸壷

12,2

一

白色 。

緻 密 。

部は緩やかに窄 ま り、口

縁が短 く外 反気味 に立 ち

上がる。口縁端部 は丸 く

耳を貼 り付け、ケズリで外面 を面取 りし、穿孔

は細い棒状工具 によって丸 く開け られる。紬は

オ リーブ灰色を呈 し、内外面 に淡 く均質に施さ

の破片。

尾張産。

おさめる。 れ る 。

5YR8/1灰 白 外上方に立ち上がってき 体部は回転成形、回転ナデ調整を施す。日縁部 口縁部から体部

488 須恵器鉢
23.8

一

色 。

密 、 軟 質 。

た体部は上位で内方に屈

曲し、玉縁状の口縁部と

は一度外 反させ てか ら、内側 に折 り曲げて 口縁

玉縁を作 り出す。

の破片。

な る 。
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遺物観察表

観察表3そ の他の遺物観察表

硯(図 版31)

遺物

番号

地区

遺構
器種
器形

口径

高さ

(cm)

色調
胎土

形態 ・手法 の特徴 備考

10YR5/1褐 陸部は平 らで、回転 ヘラケズ リ調整。断面逆台形の高い堤部 を貼 り付 陸部には著しい

489

3区

D42ER

池1

須恵器

円面硯

12.4

…

灰色。緻密。 け、回転ナデ調 整によって海部 を作 る。体部は回転ナデ調整で、上端 に

は断面三角形の低い突帯 を巡 らし、縦方向の切れ 目を体部に施 して透し

とす る。上部裏面に多量の自然紬 が付着 してお り、上下逆に して焼成さ

擦痕が認め られ

る。上部約2/3

の破片。

れた ことがわかる。

N6/灰 色。 陸部は回転ヘラケズリ調整。断面逆台形のやや屈曲した高い堤部を貼り 陸部は擦痕が激
3区

緻密。 付け、回転ナデ調整によって海部を作る。体部上端には断面三角形の低 しく、ほとんど

490
D42

FS～FU

池1

17.8
一

い突帯 と沈線 を巡 らし、方形透 しと縦方向の刻み を装飾 として体部 に施

す。裏面 はナデ調整。

調整の痕跡が残

らない。上部約

1/6の 破片。

3区 一

10YR5/1褐

灰 色 。 緻 密 、

陸部と堤部は欠損。堤部は低く細い形態だったと考えられ、回転ナデ調

整で海部を形成する。体部上端には突出した突帯を貼り付け回転ナデで

陸部は欠損する

が、上半約1/3
491 D42GU

池1
一 白色微砂 をや

や多 く含む。

巡 らす。四方 に方形透 しと、縦方向の3本 線による平行刻 み ・交叉刻み の

装飾を交互 に配す る。裏面 はナデ調整。

はほぼ残る。

3区 裾部 5Y5/1灰 色 。 491の 脚部破片。裾部 で外側 に屈 曲し、端部 を下方に外反させなが らつま 脚部約1/6の 破

492
D42

00・OP

径

15.4

緻 密、白色微

砂 をかな り含

み出す。調整は回転 ナデで、縦方 向の交叉刻みの装飾 と方形透か しの一

部が残る。

片 。

池3 一 む 。

4区 7.5Y6/1灰 陸部は丸みを帯び、堤部は欠損するが回転ナデ調整によって仕上げ、海 上半約1/3の 破

D52 色 。 部を作る。体部上端には回転ナデ調整による突帯を巡らし突帯下にも凹 片 。

493 CU・CV
一

緻密、白色微 みが巡 る。体部四方に方形透 しと、縦方 向の3本 線 による平行刻み ・交叉

DU・DV
一

砂をやや多く刻 みの装飾 を交互 に配する。裏面はナデ調整 。

井戸2 含 む 。

7.5YR8/2灰 上面 は緩やか に凹み、裏面は船底状を呈する。上面 はナデ調整。裏面成 約1/3の 破片。
第1次 白色 。 形は横方向 の縄叩 きを施 した後にヘ ラケズ リを施し、側面 もヘ ラケズ リ

494
D53LM

野寺小路

須恵器
猿面硯 二

緻密、微砂 を

やや多 く含

で面取 りして形 を整 える。

川
む 。

N6/灰 色～ 上面は緩やかに凹み、裏面 は船底状 を呈する。上面はナデ調整。裏面 は 小破片のため形
3区 5/灰 白色。 ヘ ラケズ リ調 整。上面 にヘラによる波状の文様を施 し擦面 とする。 態不明。

495
D42

DS・ES

池1

二 緻 密、白色微
砂 を少量含

む。

N7/灰 白色。 風字状の粘土板の縁を上方に折り曲げて堤部とする。堤部外面はヘラケ 約1/8の 小破

496

3区

D42

GQ～GS

須恵器
風字硯 二

緻密、微砂を

やや含む。

ズ リで面取 りし、上面は粗いナデ調 整。横 断面 円形の脚 を裏面に貼 り付

け、粗 いナデ調整 して仕上げる。

片 。

耕作溝

3区 10Y6/1灰 風字状の粘土板の縁を上方に低く折り曲げて堤部とする。堤部外面およ 陸部には著しい

D42 色 。 び端面はヘラケズリで丁寧に面取りし、上面は中央部をナデ調整した後 墨擦痕が認めら

497 NP・NQ
一

緻密、 自色微 に堤部および端部に沿って丁寧なナデ調整。断面長方形の脚を裏面に貼 れ る。約1/4の

OP・OQ
一

砂をやや含 り付け、裏面全体 をヘ ラケズリ調整 して仕上げる。 破片。

耕作溝 む。

N5/灰 色 。 粘土板の縁を上方に低く折り曲げて堤部とする。堤部外面および端面は 端面と堤部の角

緻密 、白色微 ヘ ラケズ リで丁寧 に面取 りし、上面 は中央部を横方向にヘラケズ リした 度から形態は長
3区

　 砂を少量含 後に堤部に沿って丁寧なナデ調整。断面長方形の脚を裏面に貼り付け、 方形の硯と考え
498 D42JT 一 む 。 裏面全体をヘラケズ リ調整 して仕上 げる。 られ る。脚部か

池1 ら端面にかけて
の小破 片。

3区 N7/灰 白色。 粘土板の縁を上方に低く折り曲げて堤部とする。堤部外面および端面は 端面部の破片だ

499
D42

JQ・JR

灰紬陶器

風字硯 :
緻密。 ヘ ラケズ リで丁寧 に面取 りし、端面には2箇 所 の切 り込み を施 して装飾す

る。上面は縦方向 に丁寧なナデ調整。脚 を裏面 に貼 り付 け、裏面全体を

が、両脚とも欠

損する。

池1 丁寧 にナデ調整 して仕上げる。上面および裏面 に薄 く灰紬が掛かる。

3区 N7/灰 白色。 上面 を突帯で区切 る多面硯の破片。裏面に厚 く自然紬が掛か る。 上面には著しい

500
D42

ES・ET

灰紬陶器
多面硯 二

緻密。 擦痕が認め られ

る。小破片のた

池1 め形態不明。

5B3/1暗 青灰 薄い粘土板の縁を上方に折り曲げて堤部とする。堤部外面はナデ調整、 小破片だが、堤

501

3区

D42ER

池1

黒色土器

風字硯 二

色。

緻密、 白色微

砂 を若干含

堤部内面 は縦方向 のヘ ラミガキ調整。堤部端面に沈線 が走 る。上面 は横

方向の、裏面 は縦方 向の丁寧なヘ ラミガキ調整 して仕 上げる。脚 の剥離

痕跡が裏面 に一部認 められ る。

部の形状か ら風

字硯 と考え られ

る。

む。

5Y7/1灰 白 堤部は裏面から緩やかに立ち上がり端部内側に沈線を巡らす。裏面はへ 約1/4の 破片。

3区 色 。 ラケズ リ成形後 に丁 寧な縦 ヘラミガキ調整。上面 も丁寧な縦ヘラミガキ

502 D42CU
一

緻 密、白色微 調整で堤部付近では端部に沿ってヘ ラミガキ調整を施す。

池1
一
砂を少量含
む 。

5Y8/3浅 黄 粘土板の縁を上方に緩やかに折り曲げて堤部とする。端部は上裏面とも 端部 ・体部 ・海
3区

色 。 に横ヘ ラケズ リする。上面は端部 側で横方向の丁寧なナデ調整、擦面か 堤部の3片に分

503
D42

DR・DS

緑紬陶器

風字硯 二
緻密。 ら海部にかけて了寧な縦ヘラ ミガキ調整。裏面 は縦方向の丁寧なヘラミ

ガキ調整 して仕上げる。紬は擦面を残 して全面 に均質に施融 される。

かれる。無軸の

擦面には墨擦痕
池1 が明瞭に残 る。
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その他の遺物(図 版31)

第1次 2.5Y6/2灰 黄 滑石 を削 って風字硯 の形状 とする。堤部 は低 く、削 り出した時 の擦痕が 上面中央の擦痕
D53 色 。 内側 に明瞭 に残 る。脚は断面長方形の高 く長 い脚 で、根 本にや は り削 り が激 しく、磨減

504 AM～LM

AN～LN

滑石

風字硯 二
出した時 の擦痕が認め られる。 り凹んで いる。

約1/4の 破片 。

野寺小路

川

505 3区

D42GR

滑石
長方硯 二

5Y5/1灰 色 。 滑石を削って作 り出 した長方硯 の海部。堤 部は緩やか に立ち上が り、端

面は平 らに仕上げ る。

海部 に墨痕が 明

瞭 に残 る。

池1
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